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―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

150

　
　
　
　

第
２
項　

所
有
者
に
お
け
る
経
済
力
の
限
界
と
寿
命　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

151　
　
　
　
　

　

第
二
章　

�

庭
の
所
有
者
と
庭
師
ら
に
対
す
る
聞
き
取
り
に
み
る
庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

153

　
　
　

第
１
節　

�

恒
常
維
持
管
理
に
従
事
す
る
庭
師
の
言
語
活
動
に
み
る
庭
仕
事
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

153

　
　
　
　

第
１
項　

庭
師
の
職
人
言
葉
を
指
標
と
し
た
恒
常
維
持
管
理
の
実
態
の
分
析　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

153

　
　
　
　

第
２
項　

庭
師
の
意
志
疎
通
に
み
る
恒
常
維
持
管
理
の
本
質
的
意
味
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

158

　
　
　
　

第
３
項　

�

庭
師
の
職
人
言
葉
と
印
象
を
形
容
す
る
対
語
に
み
る
恒
常
維
持
管
理
の
分
析　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

159　
　
　

　
　
　
　

　
　
　

第
２
節　

�

特
定
の
庭
に
お
い
て
恒
常
維
持
管
理
に
従
事
す
る
庭
師
の
庭
仕
事
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

164

　
　
　
　

第
１
項　

�

個
別
の
庭
に
お
け
る
複
数
の
庭
師
集
団
に
よ
る
恒
常
維
持
管
理
の
実
態　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

164

　
　
　
　

第
２
項　

共
通
事
項
と
部
分
的
共
通
事
項　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

168

　
　
　
　

第
３
項　

恒
常
維
持
管
理
の
本
質
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

169

　
　
　

第
３
節　

�

庭
仕
事
の
呼
称
の
相
違
と
実
態
に
み
る
庭
師
の
庭
仕
事
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

171

　
　
　
　

第
１
項　

技
官
と
庭
師
に
お
け
る
〝
ス
カ
シ
〟
と
い
う
呼
称
に
対
す
る
意
識　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

171　
　
　

　
　
　
　

第
２
項　

庭
師
と
技
官
に
お
け
る
植
栽
樹
木
へ
の
意
識　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

171

　
　
　
　

第
３
項　

技
官
と
庭
師
に
お
け
る
庭
へ
の
意
識　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

174

　
　
　
　

第
４
節　

庭
仕
事
と
〝
ス
カ
シ
〟
の
相
互
関
係
と
そ
の
実
践
的
妥
当
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

177

　
　
　

第
４
節　

�

庭
の
所
有
者
、
庭
師
、
行
政
職
員
の
鼎
談
に
み
る
庭
仕
事
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

180

　
　
　
　

第
１
項　

聞
き
取
り
調
査
対
象
者
と
調
査
・
分
析
者
の
立
場
の
解
消　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

180  



7

　
　
　
　

第
２
項　

文
化
財
庭
園
の
修
理
に
あ
た
っ
て
の
対
人
関
係　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

180  　

　
　
　
　

第
３
項　

見
ら
れ
る
こ
と
の
意
識
づ
け
か
ら
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
循
環
の
形
成　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

183

　
　
　
　

第
４
項　

庭
の
保
存
管
理
に
お
け
る
ス
パ
イ
ラ
ル
の
成
立
と
継
続　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

186

　
　
　
　

第
５
項　

庭
の
保
存
管
理
に
伴
う
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
社
会
制
度　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

188　
　
　

　
　
　

　
　
　

第
５
節　

�

庭
の
所
有
者
と
庭
師
ら
の
意
志
に
み
る
庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

191

　
　
　
　

第
１
項　

�

既
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
庭　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

191

　
　
　
　

第
２
項　

庭
仕
事
へ
の
配
慮
か
ら
浮
か
び
上
が
る
庭
仕
事
の
本
質
的
意
味　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

192

　

第
三
章　

�

文
化
財
の
保
存
管
理
の
報
告
書
等
の
記
述
に
み
る
庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

195

　
　
　

第
１
節　

庭
の
脆
弱
性
の
顕
在
化
と
そ
の
傾
向
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

195

　
　
　
　

第
１
項　

庭
の
脆
弱
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

196

　
　
　
　

第
２
項　

庭
に
関
す
る
脆
弱
性
の
枚
挙　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

192

　
　
　
　

第
３
項　

脆
弱
性
の
傾
向
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

201

　
　
　
　

第
４
項　

文
化
財
庭
園
の
脆
弱
性
の
実
践
的
妥
当
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

203

　
　
　

第
２
節　

無
隣
庵
の
庭
に
み
る
恒
常
維
持
管
理
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

206

　
　
　
　

第
１
項　

恒
常
維
持
管
理
の
記
述
手
法
の
未
確
立　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

206

　
　
　
　

第
２
項　

無
鄰
庵
の
歴
史
と
恒
常
維
持
管
理
の
変
遷　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

207

　
　
　
　

第
３
項　

技
術
提
案
書
の
設
問
の
解
読　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

209

　
　
　
　

第
４
項　

委
託
者
と
受
託
者
の
志
向
と
そ
の
充
実
の
関
係
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

215

　
　
　
　

第
５
項　

庭
の
恒
常
維
持
管
理
に
お
け
る
本
質
的
意
味
の
顕
在
化　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

213

　
　
　
　

第
６
項　

恒
常
維
持
管
理
の
本
質
的
意
味
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

219



　
　
　

第
３
節　

無
隣
庵
の
庭
に
み
る
緊
急
修
理
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

222

　
　
　
　

第
１
項　

緊
急
修
理
の
履
歴
の
記
述　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

222

　
　
　
　

第
２
項　

無
鄰
菴
の
緊
急
修
理
に
お
け
る
社
会
背
景　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

227

　
　
　
　

第
３
項　

緊
急
修
理
の
実
践
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

230

　
　
　
　

第
４
項　

緊
急
修
理
の
実
践
的
妥
当
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

231

　
　
　

第
４
節　

醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
の
庭
に
み
る
定
期
修
理
へ
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

234

　
　
　
　

第
１
項　

定
期
修
理
事
業
の
概
要　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

234　
　
　

　
　
　
　

第
２
項　

定
期
修
理
の
実
践
的
妥
当
性
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

241

　
　
　
　

第
３
項　

従
来
の
定
期
修
理
と
実
態
と
の
〝
ず
れ
〟
の
例
示　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

243

　
　
　
　

第
４
項　

定
期
修
理
の
進
行
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
矛
盾
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

247

　
　
　
　

第
５
項　

繰
り
返
さ
れ
続
け
る
修
理
へ
の
覚
悟　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

248

　
　
　

第
５
節　

�

文
化
財
に
指
定
等
さ
れ
た
庭
の
保
存
管
理
へ
の
意
志
に
み
る
庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

252

　
　
　
　

第
１
項　

恒
常
維
持
管
理
と
緊
急
修
理
・
定
期
修
理
の
構
造
の
概
要　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

252

　
　
　
　

第
２
項　

保
存
管
理
指
針
の
作
成
過
程
に
み
る
従
事
者
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

255

　
　
　
　

第
３
項　

考
古
学
的
調
査
に
み
る
従
事
者
の
意
志　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

256

　
　
　
　

第
４
項　

定
期
修
理
の
実
践
的
妥
当
性　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

264

跋　

文　

�

実
践
知
（
プ
ロ
ネ
ー
シ
ス
）
と
学
（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）
の
間
で
の
弁
証
法　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―  

266

文　

献　

表　

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 
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的
な
位
相
に
あ
る
〝
原
信
憑
（U

rdoxa

）〟
か
ら
実
践
的
世
界
の
実
践
に
と
も

な
う
〝
信
憑
（D

oxa

）〟
の
解
明
の
あ
り
方
を
導
出
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
あ

り
方
に
則
っ
て
実
践
的
世
界
の
〝
庭
〟
に
関
す
る
実
践
の
多
角
的
な
記
述
を
試

み
る
も
の
で
あ
る
。

　

本
論
は
、
実
践
的
世
界
の
土
地
に
関
す
る
記
述
の
前
提
お
よ
び
方
法
の
検
討

と
、
そ
の
方
法
に
即
し
た
伝
統
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
実
在
の
庭
に
つ
い
て
の

試
論
の
二
部
構
成
で
あ
る
。

　

第
一
部
第
一
章
で
は
、
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
根
本
問
題
を
先
行

研
究
に
も
と
づ
い
て
浮
き
彫
り
に
す
る
。
科
学
の
な
か
で
土
地
を
題
材
と
す
る

分
野
と
し
て
は
、
建
築
学
、
考
古
学
、
地
理
学
、
庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
、
歴

史
学
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
諸
科
学
に
お
い
て
同
一
の
土
地
が
対
象
と
さ
れ
た

場
合
、
各
分
野
に
お
い
て
建
物
、
埋
蔵
文
化
財
、
地
理
、
庭
園
、
歴
史
が
単
に

書
き
分
け
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
記
述
の
総
和
が
特
定
の
土
地

の
詳
述
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
こ
で
京
都
府
京
都
市
中
京
区
に
実
在
す
る
寺

院
・
壬
生
寺
を
対
象
と
し
た
前
掲
の
科
学
分
野
の
記
述
を
掲
出
し
て
一
括
し
た

と
こ
ろ
、
諸
科
学
の
記
述
の
前
提
と
方
法
は
、
不
揃
い
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、

そ
れ
ら
の
記
述
の
総
和
が
特
定
の
土
地
の
全
容
を
意
味
し
な
い
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
諸
科
学
が
実
践
的
世
界
に
お
け
る
同
一
の
土
地
を
対
象

と
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
前
提
と
方
法
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

性
質
の
違
う
記
述
行
っ
て
き
た
経
緯
を
示
し
て
い
る
。

　

次
に
造
園
学
原
論
を
事
例
と
し
て
、
特
定
の
科
学
に
お
け
る
前
提
と
方
法
に

　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
各
分
野
に
お
い
て
個
別
の
指
標
を
立
て

そ
れ
ぞ
れ
用
語
を
定
義
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
特
定
の
同
じ
土
地
を
対
象
と

し
な
が
ら
も
、
分
野
間
で
相
互
理
解
を
図
る
こ
と
が
で
き
ず
、
学
際
研
究
は
破

綻
し
て
き
た
。
そ
れ
は
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
根
拠
付
け
が
決
定
的
に
不
足

し
、
統
一
性
が
欠
落
し
て
き
た
歴
史
を
物
語
っ
て
い
る
。

　

根
拠
付
け
に
欠
け
た
諸
科
学
は
、
そ
の
存
続
に
お
い
て
危
機
状
態
に
あ
る
。

本
邦
で
は
、
明
治
期
以
降
、
近
代
科
学
的
手
法
が
西
洋
よ
り
取
り
入
れ
ら
れ
た
。

そ
の
意
味
で
も
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
現
象
学
の
提
唱
者
で
あ
る
エ
ド

ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
が
指
摘
し
た
「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
学
の
危
機
」
の
延
長
線

上
に
あ
り
、
そ
の
克
服
が
必
須
で
あ
る
。
さ
ら
に
庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
、
建

築
学
な
ど
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
実
学
と
称
さ
れ
な
が
ら
、
実
践
的
世
界

に
お
け
る
実
践
そ
の
も
の
を
記
述
し
て
い
な
い
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
て
き
た
。

そ
れ
ら
の
科
学
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
対
象
に
つ
い
て
外
的
に
観
察
し
た
事

柄
を
説
明
あ
る
い
は
批
評
す
る
だ
け
で
、
内
的
な
直
接
経
験
を
通
じ
た
実
践
そ

の
も
の
の
記
述
、さ
ら
に
は
多
様
な
実
践
上
に
お
け
る
行
為
の
妥
当
性
（
以
下
、

実
践
的
妥
当
性
と
す
る
）
が
解
明
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

諸
科
学
が
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
厳
密
性
と
信
頼
性
を
も
つ
研
究
を

行
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
前
述
の
危
機
と
矛
盾
へ
正
面
か
ら
向
き
合
い
、
そ
の

抜
本
的
な
克
服
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
論
は
、
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ

サ
ー
ル
と
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
ら
に
よ
る
現
象
学
に
依
拠
し
、〝
庭
〟

を
主
題
と
し
て
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
根
本
問
題
を
浮
き
彫
り
し
、
先
経
験

　

序　

文　
　

旧
来
の
土
地
の
科
学
に
対
す
る
根
本
的
な
反
省
に
よ
る
実
践
知
の
学
の
可
能
性
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〝
実
践
的
世
界
〟
の
記
述
に
限
ら
れ
て
く
る
。
し
か
も
そ
れ
は
近
代
以
前
の
地

誌
の
よ
う
に
、
従
来
は
科
学
の
記
述
と
み
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
、
日
常
生
活

の
実
践
へ
の
還
元
を
可
能
と
す
る
と
と
も
に
実
践
的
妥
当
性
を
も
つ
記
述
で

あ
っ
た
。
こ
こ
に
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
述
べ
ら
れ
て
き
た
客
観
性

と
、
実
践
的
世
界
の
記
述
に
お
け
る
実
践
的
妥
当
性
の
相
違
が
露
見
す
る
。
結

果
的
に
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
の
記
述
を
目
指
す
う
え
で
は
、
旧

来
の
諸
科
学
の
研
究
態
度
の
大
幅
な
見
直
し
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

そ
も
そ
も
〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
〟
と
〝
俯
瞰
的
・
傍
観
的
思
弁
〟

の
記
述
が
日
常
生
活
の
実
践
に
反
映
で
き
な
い
の
は
、
諸
科
学
に
お
い
て
直
接

経
験
と
観
念
の
関
係
性
が
あ
ら
か
じ
め
断
絶
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ

の
断
絶
状
態
と
は
、
い
わ
ば
机
上
の
空
論
と
同
義
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
実
践

で
有
効
性
を
も
た
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
こ
れ
ま
で
諸
科
学
の
研
究
成

果
は
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
一
定
の
説
得
力
を
有
し
て
き
た
。
そ
の
矛
盾

が
問
わ
れ
る
。

　

庭
石
を
据
え
た
り
庭
木
を
手
入
れ
し
た
り
す
る
と
い
っ
た
実
践
は
、
直
接
経

験
と
理
念
の
絶
対
的
に
不
可
逆
的
な
関
係
を
前
提
す
る
。
理
念
の
す
べ
て
は
直

接
経
験
に
依
存
し
て
い
る
が
、
理
念
は
直
接
経
験
へ
の
可
逆
性
を
前
提
し
て
い

る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
理
念
上
の
図
像
や
計
画
が
日
常
生
活
の
実
践
を
通
じ
て
実

現
で
き
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
。
諸
科
学
は
、
直
接
経
験
と
理
念
の
不
可

逆
的
な
関
係
と
、
理
念
に
お
け
る
直
接
経
験
へ
の
可
逆
性
と
い
う
先
験
的
な
位

相
を
度
外
視
し
て
き
た
。
ま
た
、
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
に
は
、
直
接
的

か
副
次
的
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
遠
近
差
が
生
じ
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
に
お
い
て
無
数
の
遠
近

差
が
生
じ
て
お
り
、
場
面
ご
と
に
そ
の
程
度
が
異
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
い
わ

ば
斑
（
む
ら
）
が
生
じ
て
い
る
。
こ
の
遠
近
差
は
理
念
で
あ
り
、
実
測
な
ど
に

つ
い
て
分
析
し
た
と
こ
ろ
、諸
科
学
で
は
他
の
科
学
と
の
差
別
化
が
意
識
さ
れ
、

独
自
の
理
想
を
前
提
し
た
記
述
方
法
が
構
築
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

諸
科
学
が
個
別
の
価
値
観
に
よ
る
前
提
と
方
法
に
即
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
本

来
ひ
と
つ
で
あ
る
実
践
的
世
界
の
土
地
は
、
多
元
的
に
記
述
さ
れ
て
き
た
。
つ

ま
り
諸
科
学
の
記
述
は
、
恣
意
に
よ
っ
て
実
践
的
世
界
の
土
地
の
実
態
と
乖
離

さ
せ
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
そ
れ
こ
そ
が
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の

根
本
問
題
で
あ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
の
地
理
学
者
・
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
は
、
文
化
を
自
然
で
説

明
し
よ
う
と
す
る
自
然
科
学
に
お
け
る
二
元
論
へ
の
批
判
を
通
じ
て
、
単
元
的

な
土
地
の
位
相
を
指
し
示
す
「
風
土
の
理
論
」
を
提
唱
し
た
。
そ
の
理
論
の
構

築
に
あ
た
っ
て
ベ
ル
ク
が
、
和
辻
哲
郎
や
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
哲
学

に
依
拠
し
た
こ
と
は
、
実
践
的
世
界
の
土
地
の
記
述
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
う

え
で
重
要
な
示
唆
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
ベ
ル
ク
を
は
じ
め
と
し
て
諸
科
学

者
は
、
自
ら
の
言
述
・
記
述
が
お
の
れ
の
所
属
す
る
専
門
母
型
に
則
っ
て
い
る

こ
と
へ
の
自
覚
が
希
薄
で
あ
っ
た
。

　

自
ら
が
所
属
す
る
科
学
へ
の
帰
属
意
識
は
科
学
者
へ
の
専
門
母
型
へ
の
固
執

を
促
し
、
日
常
実
践
的
世
界
に
お
い
て
は
ひ
と
つ
で
あ
る
土
地
の
記
述
を
拒
ま

せ
る
。
結
果
的
に
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
単
純
に
分
野
の
違
い
と
は
い

え
な
い
性
質
の
異
な
る
記
述
が
産
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
性
質
の
違
い
と
は
、

実
践
的
世
界
に
直
結
し
た
記
述
と
科
学
的
思
弁
に
よ
る
記
述
に
大
別
さ
れ
、
さ

ら
に
前
者
は
直
観
的
も
し
く
は
客
体
的
で
あ
る
か
、
後
者
は
俯
瞰
的
も
し
く
は

傍
観
的
で
あ
る
か
に
細
分
さ
れ
る
。

　

建
築
学
と
造
園
学
の
研
究
事
例
に
も
と
づ
い
て
そ
の
違
い
を
検
討
す
れ
ば
、

〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
・
実
践
的
世
界
〟
と
〝
俯
瞰
的
・
傍
観
的
思
弁
〟

の
記
述
の
う
ち
そ
の
内
容
を
日
常
生
活
の
実
践
上
に
直
接
反
映
で
き
る
の
は
、
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よ
り
差
異
を
明
示
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、わ
か
り
に
く
い
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
直
接
経
験
と
直
結
し
た
理
念
と
副
次
的
な
理
念
同
士
の
構
成
が
異
質
で

あ
る
の
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
反
映
す
る
と
矛
盾
が
露
見
す
る
。
諸
科
学
で

は
、
こ
の
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
の
遠
近
差
を
同
質
視
し
て
き
た
。
直
接

経
験
と
理
念
と
の
関
係
に
お
け
る
不
可
逆
性
と
可
逆
性
の
度
外
視
、
そ
し
て
遠

近
差
の
同
質
視
と
い
う
二
つ
の
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
諸
科
学
は
、

日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
厳
密
性
と
信
頼
性
を
損
ね
て
き
た
。
そ
し
て
諸
科

学
の
研
究
成
果
の
説
得
力
は
、
日
常
生
活
の
実
践
と
の
結
び
つ
き
を
擬
似
的
に

切
り
離
し
な
が
ら
実
践
的
世
界
へ
の
還
元
の
可
能
性
を
装
っ
た
、
永
遠
か
つ
普

遍
的
な
知
に
裏
付
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
な
る
。

　

実
践
的
世
界
に
お
け
る
土
地
の
記
述
を
行
う
に
あ
た
っ
て
諸
科
学
者
は
、
自

ら
が
所
属
す
る
科
学
へ
の
帰
属
意
識
か
ら
離
脱
し
、
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関

係
に
み
ら
れ
る
信
憑
を
哲
学
に
依
拠
し
て
仮
停
止
し
た
う
え
で
、
日
常
生
活
の

実
践
に
お
け
る
出
来
事
の
本
質
を
導
き
出
す
必
要
が
あ
る
。

　

第
一
部
二
章
で
は
、
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
う
ち
、
庭
に
着
目
し

て
、
そ
の
古
語
、
歴
史
資
料
、
絵
画
を
通
じ
て
歴
史
と
今
日
と
の
照
合
を
行
い
、

歴
史
に
裏
付
け
ら
れ
た
実
践
知
の
学
の
枠
組
み
を
導
き
出
す
。

　

第
二
部
で
は
、
前
部
ま
で
の
検
討
に
も
と
づ
い
て
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る

土
地
の
記
述
を
実
践
す
る
。
第
一
章
で
は
、
歴
史
資
料
に
も
と
づ
い
て
庭
の
築

造
と
継
承
に
お
け
る
実
践
知
を
解
明
す
る
。
第
二
章
で
は
、
庭
の
所
有
者
と
庭

師
ら
に
対
す
る
聞
き
取
り
を
通
じ
て
庭
仕
事
の
実
践
知
を
解
明
す
る
。
最
後
に

第
三
章
で
は
、
文
化
財
の
修
理
等
の
報
告
書
の
記
述
を
通
し
た
庭
仕
事
の
実
践

知
の
解
明
を
行
う
。

　

跋
文
で
は
、実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
知
（
プ
ロ
ネ
ー
シ
ス
）
は
、学
（
エ

ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）
の
側
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
あ
る
時
期
の
土
地

に
お
け
る
特
定
の
動
機
や
要
請
を
条
件
と
し
て
、
限
定
的
な
普
遍
性
と
一
般
性

が
導
き
出
さ
れ
る
こ
と
を
示
す
。

　

日
常
生
活
の
実
践
上
、
複
数
の
主
観
の
間
で
は
た
え
ず
直
接
経
験
と
理
念
化

の
往
還
関
係
が
働
い
て
お
り
、
実
践
に
関
す
る
出
来
事
は
発
生
し
続
け
て
い

る
。
変
転
し
続
け
て
い
る
そ
の
出
来
事
に
普
遍
性
や
一
般
性
を
導
き
出
す
こ
と

は
原
理
的
に
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
が
直
接

経
験
と
理
念
の
往
還
関
係
の
働
き
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
自
体
に
は
、
普
遍
性

や
一
般
性
が
認
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
伴
う
実
践

知
と
、
直
接
経
験
と
理
念
の
往
還
関
係
の
働
き
と
い
っ
た
〝
信
憑
〟
や
そ
れ
を

潜
在
的
に
支
持
す
る
〝
原
信
憑
〟
な
ど
を
探
求
す
る
学
と
は
、
表
裏
一
体
で
あ

る
が
位
相
が
異
な
る
た
め
、
一
度
に
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
た
が
っ

て
実
践
知
の
学
と
は
、
結
果
的
に
実
践
知
と
学
の
二
つ
の
位
相
か
ら
出
発
し
て

そ
の
中
間
点
に
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
的
妥
当
性
を
導
き
出
す
た
め
の
探
求

と
な
り
、
実
践
知
と
学
は
相
互
に
裏
付
け
合
う
関
係
と
な
る
。
つ
ま
り
は
、
実

践
知
の
学
に
取
り
組
む
諸
科
学
者
は
、
哲
学
と
科
学
の
両
面
か
ら
研
究
を
行
う

こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
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第
１
部　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
の
記
述
態
度
の
検
討
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第
１
節　

諸
科
学
に
お
け
る
関
心
と
研
究
成
果
の
検
証

第
１
項　

ひ
と
つ
の
土
地
に
対
す
る
諸
科
学
の
記
述
の
実
態

　

科
学
研
究
に
お
い
て
土
地
が
記
述
さ
れ
る
場
合
は
、
た
い
て
い
庭
や
建
物
、

地
理
な
ど
、
科
学
分
野
ご
と
に
土
地
の
要
素
が
細
分
化
さ
れ
る
。
諸
科
学
者
ら

に
と
っ
て
、
そ
の
方
が
議
論
は
散
漫
に
な
ら
ず
、
専
門
性
が
深
ま
る
と
考
え
ら

れ
て
き
た
。
た
と
え
ば
、
あ
る
ひ
と
つ
の
土
地
の
研
究
は
、
歴
史
に
つ
い
て
は

歴
史
学
、
庭
に
つ
い
て
は
庭
園
学
、
建
物
に
つ
い
て
は
建
築
学
、
埋
蔵
文
化
財

に
つ
い
て
は
考
古
学
、
地
理
的
情
報
に
つ
い
て
は
地
理
学
な
ど
と
、
要
素
が
分

別
さ
れ
た
う
え
で
各
自
で
行
わ
れ
る
。
暗
黙
の
了
解
と
し
て
、
諸
科
学
の
研
究

成
果
は
相
互
に
照
合
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
各
分
野
で
評
価
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

ま
る
で
互
い
の
研
究
結
果
の
妥
当
性
を
確
か
め
る
こ
と
が
不
可
侵
で
あ
る
か
の

よ
う
で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
日
常
生
活
の
実
践
と
し
て
、
あ
る
土
地
を
目
指
す
に
あ
た
り
地

図
を
確
認
し
、
そ
の
土
地
の
庭
と
建
物
を
訪
ね
歩
く
と
い
っ
た
出
来
事
は
、
別

け
隔
て
の
な
い
一
連
の
行
為
と
し
て
経
験
さ
れ
る
。
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
庭
・
建
物
・
地
理
だ
け
を
個
別
に
経
験
す
る
こ
と
は
原
理
的
に

不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
で
は
、
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
成
果
は

何
を
意
味
す
る
の
か
、
そ
れ
が
問
わ
れ
て
く
る
。

　

そ
こ
で
、
京
都
市
下
京
区
に
実
在
す
る
寺
院
・
壬
生
寺
の
研
究
成
果
を
通
じ

て
こ
れ
ま
で
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
研
究
成
果
の
意
味
の
検
証
を

試
み
た
い
。
創
建
よ
り
千
年
の
歴
史
を
も
つ
同
寺
は
、
火
災
に
よ
る
焼
亡
の
影

響
で
資
料
が
量
的
に
限
定
さ
れ
な
が
ら
も
、
伝
統
行
事
や
史
跡
と
し
て
の
著
名

度
（
１
）
に
よ
り
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
よ
る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ

れ
ら
壬
生
寺
に
つ
い
て
の
科
学
研
究
に
基
づ
き
、
ひ
と
つ
の
土
地
に
対
す
る
諸

科
学
の
研
究
成
果
は
、
一
連
の
も
の
と
し
た
時
、
い
か
な
る
意
味
を
示
す
か
に

つ
い
て
解
明
す
る
。

　

つ
い
て
は
、
壬
生
寺
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
建
築
学
、
考
古
学
、
地
理
学
、

庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
、
歴
史
学
の
研
究
を
掲
出
し
、
各
科
学
分
野
に
お
い
て

意
識
が
向
け
ら
れ
て
い
る
事
柄
を
抽
出
し
照
合
を
行
う
。
な
お
、
こ
こ
で
挙
げ

る
研
究
成
果
は
学
術
論
文
と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
ら
は
歴
史
、
庭
、
建
築
、
埋

蔵
文
化
財
、
地
理
と
い
っ
た
科
学
分
野
そ
れ
ぞ
れ
の
研
究
態
度
に
基
づ
い
た
資

料
で
あ
る
。
な
お
、
そ
れ
ら
の
研
究
を
取
り
上
げ
る
の
は
、
土
地
に
関
す
る
諸

科
学
全
般
に
お
け
る
研
究
成
果
の
意
味
を
検
証
す
る
た
め
で
あ
っ
て
、
個
別
の

研
究
に
対
す
る
批
判
の
意
志
が
な
い
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
断
っ
て
お
く
。

（
１
）
建
築
学

　

壬
生
寺
は
壬
生
狂
言
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
舞
台
と

な
る
建
物
・
大
念
佛
堂
（
狂
言
堂
）
は
、
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

「
日
本
の
美
術
第
五
二
九
号　

近
世
の
芸
能
施
設
と
そ
の
空
間
」（
２
）
に
お
い
て

記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

大
念
佛
堂
は
天
明
八
年
（
１
７
８
８
）
の
大
火
で
本
堂
が
焼
失
し
た
後
、

初
め
て
壬
生
狂
言
を
演
じ
る
独
立
し
た
建
物
と
し
て
つ
く
ら
れ
た
。
寛
政
三

　

第
１
章　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
根
本
問
題
の
解
明
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年
（
１
７
９
１
）
に
仮
建
て
を
計
画
し
、
享
和
四
年
（
１
８
０
４
）
に
模
様

替
え
、
文
政
八
年
に
は
境
内
南
よ
り
現
在
の
位
置
に
移
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

現
在
の
も
の
は
、
安
政
三
年
（
１
８
５
６
）
の
再
建
で
あ
る
。

　

桁
行
一
三
．
九
ｍ
、
梁
間
五
．
九
ｍ
、
二
階
建
の
入
母
屋
造
で
南
面
し
て

立
ち
、
正
面
東
寄
り
に
切
妻
造
り
の
破
風
を
突
出
し
、
背
面
に
は
同
じ
桁
行

規
模
の
下
屋
を
付
設
し
て
い
る
。
屋
根
は
桟
瓦
葺
で
あ
る
。(

同
書
：
４
２
頁)

　

こ
こ
で
は
、
大
念
佛
堂
が
建
築
さ
れ
た
経
緯
と
形
態
が
説
明
さ
れ
て
お
り
、

建
築
構
造
と
外
観
の
意
匠
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
狂
言
舞
台
は
、
舞
台
・
橋
掛
・
鏡
の
間
か
ら
楽
屋
に
至
る
ま
で
の
空

間
と
機
能
を
、
ひ
と
つ
の
建
物
の
中
で
巧
妙
に
構
成
し
た
と
こ
ろ
に
特
色
が

あ
る
。
各
所
に
は
能
舞
台
や
神
楽
殿
と
の
共
通
点
も
み
ら
れ
る
が
、
飛
び
込

み
や
裏
通
路
を
一
つ
の
屋
根
に
取
り
込
み
、
二
階
建
て
と
し
て
楽
屋
や
客
間

を
階
下
に
設
け
る
な
ど
、
独
特
の
つ
く
り
に
な
っ
て
い
る
。
獣
台
か
ら
飛
び

込
み
の
上
を
通
っ
て
舞
台
に
至
る
設
定
、
舞
台
の
天
井
下
の
隅
行
き
十
文
字

に
網
を
張
る
こ
と
、
舞
台
奥
に
大
念
仏
の
特
色
で
あ
る
大
き
な
金
鼓
を
釣
る

こ
と
な
ど
は
、
狂
言
特
有
の
施
設
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
長
年
演
じ
ら

れ
て
き
た
壬
生
狂
言
で
の
建
築
的
、
空
間
的
な
創
意
工
夫
で
あ
ろ
う
、
ま
さ

し
く
近
世
後
期
に
民
衆
芸
能
の
建
築
と
し
て
成
立
し
た
特
異
な
存
在
と
い
え

る
。(

同
書
：
４
３
頁)

　

江
戸
時
代
に
建
築
さ
れ
た
狂
言
堂
の
う
ち
壬
生
寺
の
大
念
佛
堂
の
特
質
が
、

建
築
の
仕
組
み
と
併
せ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
大
念
佛
堂
が
狂
言
を
念
頭
に
建

築
さ
れ
た
こ
と
の
意
味
づ
け
が
意
識
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
狂
言
の
振
る
舞
い

や
所
作
と
い
っ
た
直
接
経
験
に
つ
い
て
は
「
思
わ
れ
る
」、「
で
あ
ろ
う
」
な
ど

と
直
言
が
避
け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
建
物
の
成
り
立
ち
や
寸
法
、
形
態
、
機

能
な
ど
が
狂
言
で
の
実
践
を
前
提
し
て
い
る
と
言
明
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

建
物
に
関
す
る
記
述
と
狂
言
の
実
践
と
の
関
係
性
は
検
証
さ
れ
て
い
な
い
。
狂

言
堂
の
民
衆
芸
能
の
舞
台
と
し
て
の
意
味
、
壬
生
寺
境
内
に
所
在
す
る
こ
と
の

意
義
は
、
必
ず
し
も
明
確
で
は
な
か
っ
た
。

（
２
）
考
古
学

　

壬
生
寺
で
は
、
平
成
二
年
（
１
９
９
０
）
の
境
内
に
お
け
る
老
人
ホ
ー
ム
の

建
設
に
伴
い
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
調
査
結
果
は

『
老
人
ホ
ー
ム
（
ウ
ェ
ル
エ
イ
ジ
壬
生
）
建
設
に
伴
う
発
掘
調
査
報
告
書
』（
３
）

に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

　

平
安
時
代
に
遡
る
遺
稿
と
し
て
Ｓ
Ｄ
０
１
（
朱
雀
大
路
東
側
溝
）、
Ｓ
Ｄ

０
８（
築
地
雨
落
ち
溝
）、Ｓ
Ｆ
０
１（
朱
雀
大
路
路
面
盛
土
）が
挙
げ
ら
れ
る
。

出
土
遺
物
は
九
世
紀
前
半
ま
で
の
も
の
が
主
体
で
あ
り
、
出
土
遺
構
を
含
め

て
も
九
世
紀
以
降
は
十
三
世
紀
前
半
ま
で
遺
物
が
見
ら
れ
な
い
。
発
掘
調
査

の
結
果
か
ら
は
、
発
掘
地
周
辺
そ
れ
ほ
ど
間
を
お
か
ず
放
棄
さ
れ
た
と
考
え

ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
事
実
は
鎌
倉
期
に
当
寺
が
五
条
坊
門
壬
生
の
地
よ
り

移
建
し
て
き
た
こ
と
を
肯
定
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
移
建
期
の
遺
構
も
ま
た

明
確
で
な
く
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
。(

同
書
：
１
９
頁)

　

発
掘
調
査
は
、
壬
生
寺
境
内
の
北
西
付
近
で
行
わ
れ
、
旧
平
安
京
域
の
朱
雀

大
路
に
関
連
す
る
遺
構
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
遺
構
は
、
出
土
遺
物
が
九
世
紀

前
半
ま
で
の
も
の
に
限
定
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
朱
雀
大
路
の
整
備
以
降
ほ
と
ん

ど
手
付
か
ず
の
状
態
の
空
地
で
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
た
。そ
の
見
解
の
確
証
は
、

14



鎌
倉
期
に
壬
生
寺
が
移
転
し
た
と
い
う
資
料
上
の
根
拠
に
基
づ
い
て
お
り
、
発

掘
調
査
の
成
果
か
ら
得
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
、
発
掘
調
査
の
結

果
と
資
料
と
の
照
合
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
正
嘉
元
年
（
１
２
５
７
）
の
火
災
で
大
き
な
被
害
を
こ
う
む
っ
た

後
、
平
政
平
を
大
檀
越
と
し
て
、
壬
生
大
念
仏
の
創
始
者
で
も
あ
る
園
覚
上

人
（
十
万
上
人
）
導
御
の
勧
進
活
動
を
中
心
に
大
規
模
な
復
興
事
業
が
行
わ

れ
た
。
残
念
な
が
ら
調
査
の
結
果
か
ら
は
、
移
建
お
よ
び
復
興
な
ど
鎌
倉
期

の
伽
藍
に
関
す
る
情
報
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
。
た
だ
、
Ｓ
Ｇ
０
１
か
ら
は
幕

末
期
の
遺
物
と
と
も
に
鎌
倉
―
近
世
の
瓦
が
出
土
し
て
い
る
。（
中
略
）
残

念
な
が
ら
出
土
状
況
か
ら
は
こ
れ
ら
の
瓦
が
移
建
期
の
も
の
で
あ
る
の
か
、

伽
藍
復
興
期
の
も
の
で
あ
る
の
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
山
崎
信
二
氏
は
技

法
等
か
ら
こ
れ
ら
の
瓦
の
多
く
が
壬
生
寺
移
建
期
の
も
の
と
仮
定
し
、
基
準

試
料
的
な
位
置
づ
け
を
し
て
い
る
（
山
崎
２
０
０
０
）。(
同
書
：
１
９
頁)

　

発
掘
調
査
で
は
、
既
知
の
資
料
上
で
鎌
倉
期
に
成
立
し
た
と
さ
れ
る
壬
生
寺

の
伽
藍
に
関
す
る
遺
構
・
遺
物
が
確
認
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、
幕
末

期
の
遺
物
に
混
ざ
っ
て
鎌
倉
期
か
ら
江
戸
期
中
の
瓦
が
出
土
し
た
。そ
れ
ら
は
、

鎌
倉
期
の
土
層
に
混
入
し
た
遺
物
で
は
な
い
た
め
、
壬
生
寺
の
移
転
時
に
遡
る

も
の
で
あ
る
確
証
と
は
な
ら
な
い
。
こ
の
報
告
書
で
は
、
出
土
し
た
瓦
の
物
量

的
多
さ
が
、
発
掘
調
査
に
よ
る
遺
物
の
時
期
判
定
の
基
準
で
あ
る
こ
と
を
記
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
考
古
学
に
お
け
る
年
代
判
定
が
遺
物
に
よ
る
基
準
に
意
識

付
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。

　

さ
て
、
実
際
の
遺
構
が
把
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
は
江
戸
時
代
末
期
以

降
で
あ
る
。
Ｓ
Ｇ
０
２
か
ら
は
多
量
の
商
職
人
関
係
遺
物
が
出
土
し
、
壬
生

寺
旧
境
内
が
町
屋
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
。
し
か
し
、
こ
の

段
階
で
も
土
地
区
画
と
し
て
平
安
京
朱
雀
大
路
東
側
側
溝
の
位
置
が
踏
襲
さ

れ
て
お
り
、
背
割
り
水
路
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
調
査
区
周
辺

に
関
す
る
限
り
、
十
九
世
紀
ま
で
壬
生
寺
旧
境
内
は
旧
来
の
範
囲
を
保
っ
て

い
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。(

同
書
：
１
９
頁)

　

こ
こ
ま
で
は
、
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
を
通
し
て
壬
生
寺
の
移
転
の
前

後
関
係
に
つ
い
て
推
定
さ
れ
て
き
た
。
次
に
遺
物
と
遺
構
の
直
接
の
関
係
が
検

証
さ
れ
、
江
戸
末
期
以
降
の
壬
生
寺
境
内
に
、
町
家
が
建
設
さ
れ
た
一
画
が
形

成
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
、
江
戸
末
期
の
遺
構
に
朱
雀
大
路
の
形
態

が
引
き
継
が
れ
て
い
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
た
。
こ
の
遺
物
と
遺
構
の
関
係
の
照

合
に
基
づ
く
年
代
の
推
定
は
、
平
安
期
か
ら
江
戸
期
ま
で
の
関
連
性
へ
の
意
識

に
基
づ
い
て
い
る
。

　

以
上
の
壬
生
寺
境
内
に
関
す
る
考
古
学
の
論
考
で
は
、
同
寺
の
境
内
の
一
画

か
ら
検
出
さ
れ
た
遺
構
と
遺
物
と
、
資
料
に
よ
っ
て
知
ら
れ
て
き
た
歴
史
と
の

照
合
に
意
識
が
向
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
照
合
作
業
は
、
鎌
倉
期
に
同
寺
が
現

地
へ
移
転
し
て
き
た
時
代
に
遡
る
が
、
当
該
の
発
掘
調
査
の
結
果
か
ら
そ
の
確

証
は
何
も
得
ら
れ
な
か
っ
た
。発
掘
調
査
の
結
果
に
よ
り
確
実
と
な
っ
た
の
は
、

江
戸
末
期
の
壬
生
寺
境
内
の
利
用
形
態
で
あ
り
、
壬
生
寺
境
内
の
核
心
に
ま
で

は
至
ら
な
か
っ
た
。

（
３
）
地
理
学

　
「
近
世
後
期
の
京
都
に
お
け
る
寺
社
境
内
の
興
行
地
化
」（
４
）
で
は
、「
寺
社

境
内
を
切
口
に
禁
制
都
市
を
み
て
い
く
と
い
う
目
的
の
も
と
、
そ
の
手
始
め
と

し
て
、
寺
社
境
内
の
諸
芸
能
の
興
行
地
と
し
て
の
側
面
を
取
り
上
げ
、
特
に
演
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劇
類
の
興
行
の
実
態
、
お
よ
び
都
市
構
造
と
の
か
か
わ
り
」
が
検
討
さ
れ
た
。

同
論
文
で
は
、『
京
都
御
役
所
向
大
概
覚
書
』
に
所
収
さ
れ
た
「
寺
社
境
内
芝

居
申
渡
之
事
」
な
ど
に
基
づ
く
検
討
の
な
か
で
、「
寺
社
境
内
で
の
諸
芸
能
の

興
行
が
全
面
禁
止
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
」
事
例
の
一
つ
と
し
て
の
み

壬
生
狂
言
に
言
及
さ
れ
、
壬
生
寺
境
内
に
つ
い
て
は
直
言
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

次
に
「
近
代
名
所
案
内
記
に
み
る
京
都
の
観
光
空
間
」（
５
）
は
、「
明
治
期
京

都
の
観
光
行
政
を
検
討
す
る
」
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
京
都
市
参
事
会
か
ら
発

行
さ
れ
た
名
所
案
内
記
の
概
要
と
巡
覧
コ
ー
ス
を
た
ど
る
こ
と
で
、
そ
の
当
時

京
都
市
が
発
信
し
よ
う
と
し
て
い
た
情
報
、
お
よ
び
、
京
都
の
地
域
区
分
を
読

み
取
」
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
論
文
で
あ
る
。
そ
の
壬
生
寺
の
記
述
は
、『
京

華
要
誌
』
に
掲
載
さ
れ
た
場
所
の
一
覧
表
と
そ
の
概
説
に
二
箇
所
、小
冊
子
「
京

都
記
念
祭
及
博
覧
会
一
班
」
に
掲
載
さ
れ
た
場
所
の
一
覧
表
に
一
箇
所
で
あ
っ

た
。
一
覧
表
へ
の
記
載
は
寺
名
に
か
ぎ
ら
れ
、
下
記
の
『
京
華
要
誌
』
の
概
説

が
文
章
化
さ
れ
た
。

　

般
舟
三
昧
院
（
今
出
川
千
本
東
）
を
北
上
し
、
大
報
御
寺
、
船
岡
、
大
徳

寺
な
ど
愛
宕
郡
大
宮
村
を
さ
ら
に
北
上
。（
中
略
）
そ
の
後
、
嵯
峨
野
、
嵐

山
を
通
っ
て
南
下
、
松
尾
神
社
、
西
芳
寺
を
経
て
、
壬
生
寺
、
更
雀
寺
（
四

条
進
大
宮
西
）
の
東
方
へ
進
む
。（
同
書
：
２
４
頁
）

　

こ
こ
で
は
主
に
名
所
案
内
記
の
巡
覧
コ
ー
ス
が
意
識
さ
れ
、
壬
生
寺
は
そ
の

一
部
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
コ
ー
ス
に
含
ま
れ
る
場
所
の
敷
地
や
境

内
に
つ
い
て
は
、
壬
生
寺
に
限
ら
ず
具
体
的
な
記
述
は
な
く
、
単
に
巡
覧
コ
ー

ス
を
構
成
す
る
固
有
名
詞
で
あ
っ
た
。

　

以
上
の
壬
生
寺
境
内
に
関
す
る
地
理
学
の
論
考
に
お
い
て
壬
生
寺
は
、
壬
生

狂
言
の
代
名
詞
、
あ
る
い
は
固
有
名
詞
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
論
文
が
依
拠
す
る

資
料
で
は
、
興
行
や
観
光
へ
関
心
を
向
け
ら
れ
て
い
な
が
ら
、
特
定
の
土
地
に

お
い
て
行
わ
れ
た
行
為
や
振
る
舞
い
と
い
っ
た
直
接
経
験
、
さ
ら
に
は
寺
社
の

境
内
自
体
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
か
っ
た
。

（
４
）
庭
園
学
（
造
園
学
）

　

壬
生
寺
の
庭
は
京
都
市
の
文
化
財
（
名
勝
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。『
京
の

名
勝
』（
６
）
で
は
、
文
化
財
の
指
定
文
章
に
基
づ
き
、
壬
生
寺
の
庭
に
つ
い
て

記
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
壬
生
寺
本
堂
の
西
、
書
院
の
南
に
庭
園
が
あ
る
。
こ
の
庭
園
が
い
つ
ご

ろ
に
作
庭
さ
れ
た
も
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
庭
園
の
概
要
を
み
れ
ば
、
享

保
二
十
年
（
１
７
３
５
）
北
村
援
琴
に
よ
る
『
築
山
庭
造
伝
』
に
描
か
れ
て

い
る
姿
と
よ
く
似
て
い
る
。
庭
造
伝
に
は
、「
機
密
閑
艶
体
、
こ
ま
や
か
に

こ
こ
ろ
を
つ
け
て
し
と
や
か
に
見
ゆ
る
す
が
た
」
と
記
さ
れ
、
こ
の
庭
園
が

当
時
か
ら
名
園
と
知
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。(『
京
の
名
勝
』：
１
４
頁
）

　

現
在
、
壬
生
寺
の
庭
は
本
堂
の
裏
側
書
院
の
正
面
に
所
在
し
て
い
る
。
江
戸

期
に
記
さ
れ
た
資
料
『
築
山
庭
造
伝
』
に
は
、そ
の
挿
絵
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
描
写
と
現
状
を
比
較
す
る
と
近
似
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
庭
が
古
く

か
ら
名
を
知
ら
れ
、今
日
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
と
推
定
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
、

庭
の
保
存
状
態
や
価
値
判
断
が
、
現
状
と
過
去
に
描
か
れ
た
庭
の
挿
絵
の
比
較

に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
た
。

　

�　

し
か
し
、
一
方
で
枯
滝
石
組
な
ど
は
、
現
状
と
似
て
い
る
点
も
多
い
。
現

在
の
庭
園
の
中
心
と
な
る
南
北
に
長
い
枯
池
の
西
南
岸
、
右
手
奥
の
築
山
斜
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面
の
枯
滝
石
組
み
は
、
や
や
大
ぶ
り
の
チ
ャ
ー
ト
を
中
心
と
す
る
石
で
組
ま

れ
て
お
り
。
こ
の
手
前
の
切
石
の
橋
は
、
長
さ
四
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
立
派
な

も
の
で
あ
る
。
こ
の
枯
滝
石
組
と
そ
の
周
辺
の
意
匠
は
絵
図
と
ほ
と
ん
ど
変

わ
っ
て
い
な
い
。(
同
書
：
１
４
頁)

　

当
該
の
資
料
が
記
述
さ
れ
た
時
期
と
資
料
の
挿
絵
に
描
か
れ
た
庭
の
形
態
と

の
共
通
点
が
、
庭
の
構
成
を
通
じ
て
解
説
さ
れ
た
。
挿
絵
と
現
状
の
比
較
に
あ

た
っ
て
は
、
石
質
や
数
値
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
天
明
八
年
（
１
７
８
８
）
の
大
火
で
、
本
堂
以
下
が
こ

と
ご
と
く
焼
失
し
た
際
に
、
庭
園
も
大
き
な
損
害
を
被
り
、
文
化
八
年

（
１
８
１
１
）
に
本
堂
と
書
院
が
再
建
さ
れ
た
際
に
茶
室
風
の
建
物
を
含
む

部
分
が
削
ら
れ
て
再
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
植
栽
も
天
明

の
大
火
の
際
に
被
害
を
被
り
、
再
建
時
に
新
た
に
植
栽
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
。(

同
書
：
１
４
頁)

　

壬
生
寺
の
伽
藍
全
体
を
焼
失
さ
せ
た
天
明
八
年
の
大
火
は
、『
築
山
庭
造
伝
』

が
刊
行
さ
れ
た
享
保
二
十
年
（
１
７
３
５
）
以
降
に
起
き
た
出
来
事
で
あ
る
。

壬
生
寺
境
内
が
こ
の
火
事
に
遭
遇
し
な
が
ら
、
壬
生
寺
の
庭
の
形
態
が
『
築
山

庭
造
伝
』
の
挿
絵
と
近
似
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
庭
が
被
災
し
な
が
ら
も

火
事
以
前
の
形
態
を
保
ち
、
火
事
の
後
に
植
栽
を
含
め
た
整
備
が
行
わ
れ
た
と

い
う
推
察
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、
火
事
に
遭
い
な
が
ら
も
庭
の

形
状
が
持
続
し
て
い
る
こ
と
が
主
張
さ
れ
て
い
た
。

　

以
上
の
壬
生
寺
境
内
に
関
す
る
庭
園
学
の
論
考
で
は
、
過
去
に
描
か
れ
た
挿

絵
と
現
状
の
庭
の
姿
形
の
比
較
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
一
方
で
、
壬
生
寺
境
内

に
お
い
て
庭
が
ど
の
よ
う
な
機
能
や
利
用
形
態
に
あ
る
か
に
つ
い
て
は
、
ほ
と

ん
ど
言
及
さ
れ
な
か
っ
た
。

（
５
）
歴
史
学

　

壬
生
寺
の
歴
史
の
概
略
は
『
壬
生
寺
展　

創
建
一
千
年
記
念
』（
７
）
に
記
述

さ
れ
て
い
る
。

　

四
条
大
宮
の
南
西
部
、綾
小
路
の
南
、坊
城
通
に
東
面
し
た
壬
生
寺
は
（
中

略
）、
地
蔵
菩
薩
の
霊
場
で
あ
っ
た
が
、
一
般
に
は
京
都
の
西
郊
に
当
た
る

そ
の
所
在
地
の
地
名
を
取
っ
て
壬
生
寺
の
通
称
で
人
々
に
親
し
ま
れ
た
。
今

日
、
壬
生
寺
の
名
が
一
般
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、
中
興
円
覚
十
万
上
人
導

御
に
よ
っ
て
は
じ
め
ら
れ
た
と
さ
れ
る
壬
生
大
念
仏
狂
言
（
壬
生
狂
言
）
と
、

幕
末
に
新
撰
組
屯
所
が
門
前
の
郷
士
宅
に
置
か
れ
、
寺
内
に
新
撰
組
隊
士
の

墓
が
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
ろ
う
。(

同
書
：
７
頁)

　

こ
こ
で
は
、
壬
生
寺
の
立
地
と
現
状
と
過
去
の
出
来
事
を
交
え
て
そ
の
由
緒

が
概
説
さ
れ
て
い
る
。
壬
生
寺
が
一
般
に
著
名
な
理
由
と
し
て
、
地
蔵
菩
薩
の

霊
場
で
あ
る
こ
と
、
狂
言
が
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
江
戸
末
期
に
活
躍

し
た
新
選
組
の
隊
士
の
墓
が
あ
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
事
柄

は
、
期
間
の
長
短
は
あ
る
が
過
去
か
ら
今
日
ま
で
継
続
し
て
お
り
、
狂
言
に
つ

い
て
は
安
政
三
年
（
１
８
５
６
）
の
大
念
仏
堂
の
建
立
よ
り
中
断
期
間
を
経
な

が
ら
今
日
ま
で
開
催
さ
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
し
か
し
、
建
保
年
間
の
宗
平
の
再
興
か
ら
四
十
年
を
経
て
、
康
元

二
年
（
１
２
５
７
）
２
月
２
８
日
、
壬
生
寺
の
伽
藍
は
火
災
の
た
め
悉
く
灰

燼
と
帰
し
た
。
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こ
の
焼
失
し
た
壬
生
寺
の
堂
宇
を
再
興
し
た
の
が
、
宗
平
の
子
、
左
衛
門

尉
政
平
で
あ
る
。
彼
は
本
堂
の
ほ
か
、
阿
弥
陀
堂
・
釈
迦
堂
・
宝
塔
・
大
門

な
ど
の
伽
藍
を
修
造
し
、
そ
の
規
模
は
往
古
の
伽
藍
を
越
え
る
も
の
で
あ
っ

た
と
い
う
。(

同
書
：
８
頁)

　

こ
れ
は
、
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
壬
生
寺
境
内
の
被
災
と
、
そ
の
後
に
再
興

さ
れ
た
伽
藍
の
構
成
と
規
模
に
つ
い
て
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
再
興
伽
藍
も
、

天
明
八
年
に
再
び
火
災
に
遭
っ
て
お
り
、
現
存
す
る
伽
藍
は
昭
和
四
十
五
年

（
１
９
７
０
）
に
再
興
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
た
め
、
当
該
箇
所
の
記
述
は
現
状

と
直
結
し
な
い
。

　
『
壬
生
寺
縁
起
』
に
よ
れ
ば
、
壬
生
寺
の
土
地
は
湿
地
が
多
く
、
泥
水
が

湧
出
し
て
伽
藍
の
礎
石
を
据
え
る
の
に
も
堅
固
で
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
政
平

は
、
こ
の
頃
飢
饉
旱
魃
で
喘
い
で
い
た
飢
人
を
憐
れ
み
、
こ
れ
ら
の
人
々
を

壬
生
寺
の
伽
藍
建
立
に
結
縁
さ
せ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
飢
人
を
助
け
る

た
め
に
、
飢
人
を
し
て
簀
で
他
所
よ
り
土
壌
を
運
ば
せ
、
そ
の
量
に
応
じ
て

米
銭
を
与
え
て
多
く
の
飢
人
を
救
っ
た
と
い
う
。(

同
書
：
８
頁)

　

現
時
点
の
壬
生
寺
の
周
辺
は
、
全
面
的
に
宅
地
化
し
て
い
る
。
前
述
の
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
結
果
に
お
い
て
境
内
の
地
盤
が
土
壌
改
良
さ
れ
た
と
い
う

記
録
へ
の
言
及
は
な
か
っ
た
。
壬
生
寺
近
辺
の
発
掘
調
査
で
は
、
貴
族
の
邸
宅

跡
に
お
い
て
広
く
池
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
記
録
を
通
し
て
取
水
に
恵
ま
れ

た
土
地
で
あ
っ
た
こ
と
が
裏
付
け
ら
れ
る
。
貴
族
の
邸
宅
の
ひ
と
つ
朱
雀
院
に

は
、
そ
の
池
跡
の
一
部
と
伝
わ
る
尼
ヶ
池
が
現
存
し
て
お
り
、
規
模
は
小
さ
い

も
の
の
現
在
で
も
水
を
湛
え
て
い
る
。
但
し
、
こ
れ
ら
の
存
在
は
当
該
の
記
録

伝
聞
の
実
証
性
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
。

　

壬
生
寺
の
地
蔵
菩
薩
は
、
室
町
時
代
に
は
西
院
の
高
西
寺
・
矢
田
寺
（
寺

町
三
条
上
る
）・
星
光
寺
（
六
角
大
宮
の
屋
根
葺
地
蔵
）・
清
和
院
（
一
条
七

本
丸
）・
蔵
珠
院（
正
親
町
西
洞
院
）と
と
も
に
、洛
中
六
地
蔵
の
一
つ
と
し
て
、

六
地
蔵
廻
り
を
す
る
参
詣
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
。（
同
書
：
１
０
頁
）

　

高
西
寺
は
、
日
照
山
高
山
寺
と
寺
名
を
変
え
て
西
院
に
所
在
す
る
。
矢
田
寺

は
三
条
河
原
町
に
所
在
す
る
。
清
和
院
は
七
本
松
通
一
条
上
る
に
所
在
す
る
。

壬
生
寺
は
他
の
六
ヶ
寺
と
と
も
に
地
蔵
信
仰
の
対
象
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
う

ち
、
星
光
寺
と
蔵
珠
院
を
除
い
た
現
存
す
る
寺
院
の
本
尊
は
、
現
在
も
引
き
続

い
て
地
蔵
菩
薩
で
あ
る
。

　

以
上
の
壬
生
寺
境
内
に
関
す
る
歴
史
学
の
論
考
で
は
、
壬
生
寺
が
地
蔵
菩
薩

の
霊
場
で
あ
り
、
壬
生
狂
言
の
会
場
で
あ
る
こ
と
な
ど
で
人
々
に
親
し
ま
れ
て

き
た
こ
と
。
ま
た
そ
の
土
地
の
特
性
と
し
て
湿
地
帯
で
あ
り
軟
弱
地
盤
で
あ
っ

た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
同
寺
の
伽
藍
は
度
重
な
る
火
災
に
よ
り
失

わ
れ
る
度
に
再
興
し
て
き
た
歴
史
が
述
べ
ら
れ
た
。

第
２
項　

ひ
と
つ
の
土
地
に
対
す
る
諸
科
学
の
記
述
に
お
け
る
統
合
性
の
欠
如

　

こ
れ
ま
で
に
列
記
し
た
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
先
人
あ
る
い
は
当
該

の
諸
学
者
に
よ
る
実
践
に
も
と
づ
く
事
柄
と
、
そ
こ
か
ら
推
定
さ
れ
る
事
柄
が

混
在
し
て
記
述
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
う
ち
実
践
に
も
と
づ
く
事
柄
を
抽
出
し
、

時
系
列
に
沿
っ
て
一
連
の
記
述
に
ま
と
め
れ
ば
以
下
の
通
り
と
な
る
。

　

平
安
期
に
お
け
る
壬
生
寺
境
内
の
北
西
付
近
の
該
当
地
は
、
平
安
京
域
の
朱
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雀
大
路
の
一
部
で
あ
っ
た
。
そ
の
境
内
は
、
建
保
年
間
に
、
当
時
壬
生
寺
の
旦

那
で
あ
っ
た
三
重
（
み
し
げ
）
流
平
氏
の
平
宗
平
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ
た
。
そ

の
約
四
十
年
後
の
康
元
二
年
（
１
２
５
７
）
二
月
二
八
日
に
伽
藍
が
罹
災
し
た

が
、
宗
平
の
子
で
あ
る
左
衛
門
尉
政
平
が
再
興
し
た
。『
壬
生
寺
縁
起
』
に
よ

る
と
政
平
は
、
湿
潤
地
で
あ
っ
た
壬
生
寺
の
土
地
が
伽
藍
の
礎
石
を
据
え
る
の

に
は
脆
弱
で
あ
っ
た
た
め
、
当
時
飢
饉
旱
魃
で
喘
い
で
い
た
飢
人
を
壬
生
寺
の

伽
藍
建
立
に
結
縁
さ
せ
る
と
と
も
に
、
他
所
よ
り
土
壌
を
運
ば
せ
、
そ
の
量
に

応
じ
て
米
銭
を
与
え
た
と
伝
わ
る
。

　

壬
生
寺
の
地
蔵
菩
薩
は
、
室
町
時
代
、
洛
中
六
地
蔵
の
一
つ
と
し
て
、
六
地

蔵
廻
り
を
す
る
参
詣
の
人
々
で
賑
わ
っ
た
。

　

享
保
二
十
年
（
１
７
３
５
）
に
記
さ
れ
た
北
村
援
琴
『
築
山
庭
造
伝
』
の
挿

図
と
現
在
の
壬
生
寺
の
庭
園
の
形
態
は
近
似
し
て
お
り
、
江
戸
期
か
ら
名
園
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
。

　

壬
生
寺
で
は
、
江
戸
期
よ
り
狂
言
が
行
わ
れ
て
い
た
。
狂
言
が
演
じ
ら
れ
る

大
念
佛
堂
は
、
天
明
八
年
（
１
７
８
８
）
の
大
火
後
に
初
め
て
独
立
し
た
建
物

と
し
て
成
立
し
た
。
文
政
八
年
に
は
、境
内
南
よ
り
現
在
の
位
置
へ
移
さ
れ
た
。

現
存
の
大
念
佛
堂
は
、安
政
三
年
（
１
８
５
６
）
に
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

桁
行
一
三
．
九
メ
ー
ト
ル
、
梁
間
五
．
九
メ
ー
ト
ル
、
二
階
建
て
の
入
母
屋
造

で
南
面
し
て
立
っ
て
い
る
。
屋
根
は
桟
瓦
葺
で
、
二
階
建
て
と
し
て
楽
屋
や
客

間
が
階
下
に
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
二
年
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
結
果
に
基
づ
く
と
、
江
戸
末
期
以
降
の
壬

生
寺
境
内
に
は
、
町
家
が
建
設
さ
れ
た
一
画
が
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。
明
治

時
代
に
は
当
時
の
観
光
コ
ー
ス
の
一
部
に
含
ま
れ
て
い
た
。

　

現
状
の
壬
生
寺
は
、
四
条
大
宮
の
南
西
部
、
綾
小
路
の
南
、
坊
城
通
に
東
面

し
た
位
置
に
所
在
し
、
壬
生
大
念
仏
狂
言
（
壬
生
狂
言
）
と
、
幕
末
に
新
撰
組

屯
所
が
門
前
の
郷
士
宅
に
置
か
れ
、
境
内
に
新
撰
組
隊
士
の
墓
が
あ
る
。

　

諸
科
学
の
記
述
の
総
和
が
必
ず
し
も
特
定
の
土
地
の
詳
述
に
な
ら
な
い
こ
と

は
、
以
上
の
壬
生
寺
境
内
の
一
例
を
示
す
だ
け
で
立
証
さ
れ
よ
う
。
土
地
に
関

す
る
諸
科
学
に
よ
る
土
地
の
記
述
は
、
歴
史
学
の
記
述
が
な
け
れ
ば
概
説
の
導

出
す
ら
心
も
と
な
い
有
様
で
あ
っ
た
。
結
果
と
し
て
、
そ
こ
に
土
地
に
関
す
る

諸
科
学
の
統
合
性
が
欠
如
し
て
き
た
状
況
が
露
見
し
て
い
る
。

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
各
記
述
に
は
、
見
方
の
違
い
が
あ
る
こ
と
に
く
わ

え
、
日
常
生
活
の
実
践
に
結
び
つ
く
事
柄
と
そ
う
で
は
な
い
も
の
が
あ
り
、
双

方
が
混
同
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
し
か
も
実
在
す
る
固
有
の
土
地
が
念
頭

に
置
か
れ
な
が
ら
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
日
常
生
活
の
実
践
に
結
び
つ
く
事
柄

は
、
考
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ま
で
建
築
学
や
考
古
学
、
歴
史
学
で
は
、
数
多
く
の
寺
社
の
境
内
や
伽

藍
の
成
立
や
変
遷
に
関
す
る
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
諸
科
学
の
記
述
に
お
け

る
統
合
性
の
欠
如
の
要
因
が
諸
科
学
の
研
究
成
果
の
個
別
性
に
あ
る
と
す
れ

ば
、
あ
ら
か
じ
め
境
内
や
伽
藍
を
念
頭
に
お
い
た
う
え
で
、
庭
や
建
物
と
い
っ

た
構
成
要
素
の
研
究
を
す
れ
ば
、
そ
の
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

庭
、
建
築
、
埋
蔵
文
化
財
と
い
っ
た
構
成
要
素
の
総
和
が
寺
社
の
境
内
や
伽
藍

を
意
味
し
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
構
成
要
素
を
大
き
な
器
と
し
て
の
境
内
や
伽
藍

に
帰
納
さ
せ
れ
ば
よ
い
と
い
う
論
理
は
、
一
見
実
態
に
沿
っ
て
い
る
よ
う
に
思

え
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
統
合
性
の
欠
如
は
、

諸
科
学
者
が
境
内
や
伽
藍
に
意
識
を
向
け
さ
え
す
れ
ば
解
決
で
き
る
問
題
で
は

な
か
っ
た
。

　

諸
科
学
に
お
い
て
記
述
さ
れ
る
土
地
は
、
た
と
え
諸
科
学
者
が
あ
ら
か
じ
め

統
合
性
を
意
識
し
た
と
こ
ろ
で
、
壬
生
寺
の
本
堂
や
狂
言
堂
な
ど
と
い
っ
た
土
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地
の
固
有
性
を
裏
付
け
て
い
る
住
人
や
来
訪
者
ら
の
意
志
や
行
為
に
言
及
さ
れ

な
い
か
ぎ
り
、
架
空
的
か
つ
匿
名
的
で
あ
り
つ
づ
け
る
。
そ
の
よ
う
な
こ
と
で

は
、
固
有
名
詞
の
表
記
に
お
け
る
同
一
性
が
認
め
ら
れ
た
と
し
て
も
、
特
定
の

土
地
の
〝
質
的
〟
意
味
を
諸
科
学
者
の
間
で
共
有
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
言

い
換
え
る
と
特
定
の
土
地
の
統
合
性
は
、
住
人
や
来
訪
者
ら
の
多
種
多
様
な
意

志
や
行
為
が
い
わ
ば
〝
継
ぎ
手
〟
あ
る
い
は
〝
要
〟
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
媒
介
を
欠
い
た
記
述
の
内
容
は
、
な
ん
ら
か
の
知
識
で
は
あ
っ
て
も
、
日
常

生
活
の
実
践
に
直
接
還
元
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

固
有
の
土
地
の
統
合
性
と
は
、
具
体
的
に
い
え
ば
、
先
述
の
壬
生
寺
に
つ
い

て
の
記
述
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
の
住
民
や
来
訪
者
に
お
け
る
時
間
の
流

れ
と
関
連
し
て
い
る
。
諸
科
学
者
の
間
で
特
定
の
土
地
の
〝
質
的
〟
意
味
は
、

土
地
の
住
人
や
来
訪
者
に
お
け
る
時
間
の
流
れ
を
記
述
す
る
こ
と
で
、
諸
科
学

の
研
究
成
果
の
間
に
媒
介
す
る
〝
継
ぎ
手
〟
あ
る
い
は
〝
要
〟
が
文
中
に
組
み

入
れ
ら
れ
る
こ
と
な
る
。
す
で
に
み
て
き
た
よ
う
に
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸

科
学
の
記
述
に
お
い
て
も
、
時
間
の
流
れ
つ
ま
り
は
歴
史
が
書
き
入
れ
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
多
分
野
に
お
け
る
掌
握
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
諸
科

学
の
記
述
内
に
〝
継
ぎ
手
〟
あ
る
い
は
〝
要
〟
を
組
み
入
れ
る
に
は
、
客
体
的

な
歴
史
の
記
述
で
は
な
い
日
常
生
活
の
実
践
者
と
同
じ
時
間
の
流
れ
と
し
て
の

歴
史
を
記
述
す
る
態
度
が
必
要
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

第
３
項　

�

特
定
の
土
地
に
関
す
る
記
述
に
お
け
る
土
地
の
住
民
や
来
訪
者
の
意

志
と
対
人
関
係
の
欠
如

　

こ
う
し
て
土
地
に
関
す
る
横
断
的
な
諸
科
学
の
記
述
の
総
和
は
、
か
な
ら
ず

し
も
特
定
の
土
地
の
実
践
的
意
義
を
示
さ
な
い
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
そ
れ

と
同
時
に
、
諸
科
学
に
お
け
る
建
築
、
地
理
、
庭
園
、
歴
史
の
記
述
は
、
固
有

の
土
地
に
お
け
る
実
践
的
な
出
来
事
を
包
含
し
て
い
る
と
は
限
ら
な
か
っ
た
。

す
で
に
述
べ
た
よ
う
に
そ
の
事
態
は
、
単
に
諸
科
学
の
見
方
の
違
い
に
よ
る
起

因
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し
て
み
れ
ば
、
諸
科
学
に
お
け
る
記
述
の
統
合
性
の

欠
如
へ
の
問
い
は
、
諸
科
学
側
に
で
は
な
く
、
つ
ね
に
統
合
性
が
継
続
し
て
成

立
し
て
い
る
日
常
生
活
の
実
践
の
方
へ
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
固
有
の
土
地
が
統
合
状
態
に
あ
る
の
に
対
し
て
、

諸
科
学
で
記
述
さ
れ
て
い
る
土
地
が
不
統
合
の
状
態
に
陥
る
実
情
を
み
れ
ば
、

統
合
性
の
欠
如
の
問
題
は
、
諸
科
学
の
研
究
態
度
そ
の
も
の
に
あ
る
こ
と
に
な

る
。

　

前
項
で
言
及
し
た
諸
科
学
の
記
述
で
は
、
壬
生
寺
に
関
わ
る
人
々
の
意
志
や

行
為
を
間
接
的
に
示
す
箇
所
は
あ
っ
て
も
、
住
人
や
来
訪
者
が
壬
生
寺
と
い
う

土
地
で
実
際
に
行
っ
た
直
接
の
言
動
や
行
動
が
一
切
省
か
れ
て
い
た
。
諸
科
学

に
お
い
て
過
去
の
出
来
事
に
つ
い
て
記
述
す
る
場
合
は
、
資
料
へ
の
依
拠
が
求

め
ら
れ
る
。
諸
科
学
の
記
述
で
は
、
か
な
ら
ず
し
も
資
料
が
記
さ
れ
た
時
点
の

価
値
観
や
考
え
方
に
即
し
て
記
述
が
行
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
資
料
が

恣
意
的
に
解
釈
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
壬
生
寺
に
関
す
る
諸
科
学
の
記
述

で
み
て
き
た
よ
う
に
、
恣
意
的
な
解
釈
が
な
さ
れ
る
こ
と
で
、
資
料
が
記
述
さ

れ
た
時
点
の
住
人
や
来
訪
者
の
言
動
や
行
動
は
、
架
空
的
か
つ
匿
名
的
な
思
弁

に
変
質
す
る
こ
と
に
な
り
、
諸
科
学
の
記
述
は
実
態
と
合
致
し
な
く
な
る
。

　

以
上
の
検
討
に
対
し
て
は
、
以
下
の
よ
う
な
反
論
が
想
定
さ
れ
る
。
た
と
え

ば
前
掲
の
「
近
代
名
所
案
内
記
に
み
る
京
都
の
観
光
空
間
」
で
記
述
さ
れ
た
巡

覧
コ
ー
ス
は
、
各
資
料
が
記
述
さ
れ
た
時
期
の
人
々
の
行
動
を
反
映
し
て
い
る

で
は
な
い
か
。
ま
た
、
わ
れ
わ
れ
が
前
項
で
挙
げ
ら
れ
た
諸
科
学
の
記
述
に
し

た
が
っ
て
庭
や
建
物
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
そ
れ
が
実
態
に
も
と

づ
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
な
る
ほ
ど
諸
科
学
の
記
述
は
、
わ
れ
わ
れ
が
自
ら
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の
行
動
を
も
っ
て
立
証
で
き
る
と
い
う
点
で
明
証
的
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
あ

る
。
と
こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
反
論
は
、
い
か
に
も
後
出
し
の
主
張
で
あ
っ
て
、

諸
科
学
の
記
述
と
実
態
と
の
整
合
性
を
肯
定
す
る
根
拠
に
は
な
り
得
な
い
。
現

世
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
過
去
の
土
地
で
過
去
の
時
間
を
生
き
る
こ
と

は
、机
上
の
空
論
あ
る
い
は
呪
術
的
な
意
味
合
い
で
な
け
れ
ば
不
可
能
で
あ
る
。

現
世
の
わ
れ
わ
れ
が
記
録
や
口
伝
で
残
さ
れ
て
い
な
い
過
去
の
人
々
の
言
動
や

行
動
を
代
弁
的
に
記
述
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
記
述
者
が
日
常
の
水
準

に
お
け
る
土
地
と
そ
の
歴
史
か
ら
離
脱
し
た
い
わ
ば
根
無
し
草
の
状
態
に
あ
る

こ
と
を
意
味
す
る
。
こ
の
日
常
生
活
の
実
践
の
か
け
離
れ
た
状
態
に
よ
る
記
述

は
、
実
践
に
お
け
る
土
地
と
歴
史
と
の
結
び
つ
き
と
断
絶
し
て
い
る
た
め
、
諸

科
学
者
の
間
で
そ
の
意
味
内
容
の
共
有
と
検
証
が
で
き
な
い
。
旧
来
の
諸
科
学

で
記
述
さ
れ
て
き
た
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
と
歴
史
は
、
た
と
え
固

有
名
詞
が
同
一
で
あ
っ
た
と
し
て
も
双
方
の
意
味
内
容
の
〝
質
〟
が
異
な
っ
て

い
る
場
合
が
あ
る
。

　

根
無
し
草
の
状
態
に
あ
る
諸
科
学
の
記
述
で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
前
提

で
あ
る
対
人
関
係
、
社
会
背
景
、
土
地
の
歴
史
を
一
連
の
も
の
と
し
て
統
合
す

る
こ
と
が
能
動
的
に
放
棄
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
主
張
さ
れ
る
諸
科
学
の

客
観
性
は
、
特
定
の
科
学
集
団
の
会
合
か
諸
科
学
者
に
よ
る
講
義
や
講
演
会
の

よ
う
に
諸
科
学
者
が
主
体
と
な
る
条
件
下
で
は
効
力
が
期
待
で
き
て
も
、
日
常

生
活
に
お
け
る
実
践
で
は
通
用
し
な
い
。
も
し
、
根
無
し
草
の
状
態
で
の
言
述

や
記
述
が
日
常
生
活
の
実
践
で
通
用
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
そ
の
意
味
内
容
が

実
践
と
の
あ
い
だ
で
矛
盾
を
来
さ
な
い
よ
う
調
整
や
変
換
の
作
業
が
行
わ
れ
て

い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
根
無
し
草
の
状
態
で
の
記
述
は
、
調
整
や
変
換
の
作
業

を
通
し
て
日
常
生
活
の
実
践
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が

日
常
生
活
の
実
践
の
根
拠
や
真
理
で
あ
る
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　

実
際
の
と
こ
ろ
根
無
し
草
の
状
態
は
、
諸
科
学
者
に
よ
り
調
整
と
変
換
の
作

業
が
行
わ
れ
た
時
点
で
直
接
経
験
へ
と
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
諸
科
学

に
お
い
て
主
張
さ
れ
る
客
観
性
は
、
既
に
解
消
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

以
上
の
検
討
を
通
じ
て
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
机
上
の
空
論
や
呪
術

的
で
も
な
く
統
合
性
の
欠
如
を
回
避
し
た
日
常
生
活
の
実
践
に
直
接
し
た
記
述

を
導
き
出
す
可
能
性
が
開
か
れ
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
諸
科
学
者
が
信
奉
し
て

き
た
客
観
性
で
は
な
く
、
日
常
生
活
に
お
い
て
実
践
者
ら
の
誰
も
が
納
得
で
き

る
実
践
的
妥
当
性
の
追
求
の
必
要
性
を
意
味
す
る
。

第
１
節　

補
注

（
１
）
平
凡
社
編
：
京
都
・
山
城
寺
院
神
社
大
事
典
：
平
凡
社
：
１
９
９
７

（
２
）�

独
立
行
政
法
人
国
立
文
化
財
機
構
監
修
、
上
野
勝
久
著
：
日
本
の
美

術
第
五
二
九
号　

近
世
の
芸
能
施
設
と
そ
の
空
間
：
ぎ
ょ
う
せ
い
：

２
０
１
０

（
３
）�

財
団
法
人
元
興
寺
文
化
財
研
究
所
編
：
平
安
京
左
京
五
条
一
坊
二
町
（
壬

生
寺
境
内
）
老
人
ホ
ー
ム(

ウ
ェ
ル
エ
イ
ジ
壬
生)

建
設
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伴
う
発
掘

調
査
報
告
書: 

元
興
寺
文
化
財
研
究
所
：
壬
生
寺
：
２
０
１
１

（
４
）�

京
都
市
文
化
観
光
局
文
化
部
文
化
財
保
護
課
編
：
京
都
市
文
化
財
ブ
ッ

ク
ス
第
九
集 

京
の
名
勝
―
そ
の
価
値
と
変
遷
―
：
１
９
９
４

（
５
）�
山
近
博
義
：
近
世
後
期
の
京
都
に
お
け
る
寺
社
境
内
の
興
行
地
化
：
人

文
地
理　

第
四
十
三
巻
第
五
号
：
１
９
９
１

（
６
）�

工
藤
泰
子
：
近
代
名
所
案
内
記
に
み
る
京
都
の
観
光
空
間
：
京
都
光
華

女
子
大
学
研
究
紀
要
四
十
七
：
京
都
光
華
女
子
大
学
：
２
０
０
９

（
７
）�

京
都
文
化
博
物
館
学
芸
第
二
課
編
：
壬
生
寺
展　

創
建
一
千
年
記
念
：
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第
２
節　

特
定
の
土
地
の
科
学
に
お
け
る
用
語
の
定
義
に
伴
う
恣
意
性

第
１
項　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
庭
の
実
態
と
科
学
に
よ
っ
て
定
義
さ
れ

た
用
語
と
の
ず
れ

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
実
践
的
妥
当
性
の
欠
如
と
は
、
そ
も
そ
も

い
か
に
し
て
生
じ
て
き
た
の
か
。
こ
こ
で
諸
科
学
の
う
ち
造
園
学
の
原
論
研
究

に
焦
点
を
当
て
、
根
無
し
草
状
態
に
よ
る
科
学
の
記
述
に
つ
い
て
実
態
解
明
を

試
み
た
い
。

　

こ
れ
ま
で
本
邦
に
お
け
る
庭
の
う
ち
、
庭
園
の
研
究
は
主
と
し
て
庭
園
学
と

造
園
学
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
。
前
者
は
日
本
文
化
の
ひ
と
つ
と
し
て
庭
園

を
考
究
す
る
態
度
に
、
後
者
は
庭
園
を
造
園
学
の
研
究
対
象
の
ひ
と
つ
と
す
る

態
度
に
立
脚
し
て
い
る
。
双
方
と
も
同
じ
よ
う
に
庭
園
へ
関
心
が
示
さ
れ
て
い

る
が
、
研
究
態
度
は
同
一
で
は
な
い
。
造
園
学
で
は
、
自
ら
設
定
し
た
研
究
対

象
の
範
囲
と
研
究
手
法
を
前
提
す
る
の
に
対
し
て
、
庭
園
学
で
は
本
邦
に
お
け

る
科
学
の
導
入
以
前
か
ら
継
承
さ
れ
続
け
て
い
る
日
本
文
化
の
考
究
が
目
指
さ

れ
る
（
１
）。
双
方
の
科
学
に
お
け
る
意
志
に
、
庭
園
を
研
究
の
主
体
と
す
る
以

外
の
共
通
点
は
認
め
ら
れ
な
い
。
と
こ
ろ
が
科
学
間
の
記
述
の
意
味
内
容
の
質

の
違
い
は
直
観
で
き
な
い
た
め
、
壬
生
寺
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
事
例
を
通

し
て
み
て
き
た
よ
う
に
、
研
究
対
象
が
同
一
で
あ
る
と
い
う
条
件
だ
け
で
質
の

異
な
る
記
述
が
併
存
し
て
い
る
。
そ
の
点
で
庭
園
学
と
造
園
学
は
、
近
似
し
た

科
学
で
あ
り
な
が
ら
同
床
異
夢
の
状
態
に
あ
り
、同
様
の
問
題
を
抱
え
て
い
る
。

　

庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
は
、日
実
践
的
事
柄
の
考
究
を
主
旨
と
し
な
が
ら
も
、

以
下
に
述
べ
る
社
会
事
象
を
み
る
限
り
、恣
意
的
な
先
入
観
に
基
づ
い
て
き
た
。

平
成
二
十
二
年
四
月
、
近
世
揚
屋
の
遺
構
で
あ
る
角
屋
（
京
都
府
京
都
市
中
京

区
）
の
敷
地
内
に
所
在
す
る
庭
が
〝
角
屋
の
庭
〟
と
し
て
、
京
都
市
の
名
勝
に

指
定
さ
れ
た
（
２
）。
次
い
で
平
成
二
十
三
年
三
月
、旧
杉
本
家
住
宅
（
同
中
京
区
）

の
庭
が
〝
杉
本
氏
庭
園
〟
と
し
て
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
（
３
）。
そ
れ
ら

の
屋
敷
に
設
定
さ
れ
た
文
化
財
の
指
定
範
囲
に
は
、
樹
木
を
植
栽
し
て
景
石
や

添
景
物
を
施
し
た
露
天
の
庭
・
庭
園
以
外
に
、
意
匠
上
の
特
徴
を
持
た
な
い
通

路
、
さ
ら
に
は
上
部
に
屋
根
が
架
か
る
土
間
が
含
ま
れ
て
い
る
（
図
１
、２
）。

　

京
都
市
文
化
市
民
局
は
、
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
同
二
十
五
年
三
月
の
三

箇
年
に
わ
た
り
、
京
都
府
京
都
市
内
の
町
家
を
含
む
民
家
の
庭
の
調
査
を
実
施

し
た
（
４
）。
そ
の
結
果
、
民
家
の
敷
地
内
に
お
け
る
、
様
々
な
用
途
や
機
能
を

持
つ
庭
の
所
在
が
確
認
さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
事
実
は
、
旧
来
の
庭
園
学
お
よ
び

造
園
学
に
お
い
て
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
、
草
木
を
植
栽
し
築
山
や
池
泉
な

ど
を
設
け
、
観
賞
あ
る
い
は
逍
遥
な
ど
を
す
る
た
め
の
土
地
が
広
範
な
庭
の
語

義
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
し
て
き
た
一
般
的
な
辞
書
の
記
述
（
表
１
）
の
妥
当
性

を
裏
付
け
る
こ
と
と
な
っ
た
。
同
時
に
そ
れ
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て

庭
園
だ
け
が
独
立
し
て
把
捉
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
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表１　庭と庭園の語義
( 広辞苑 第五版 : 岩波書店 :1998 より抜粋 )
にわ【庭・場】
①広い場所。物事を行う場所
②邸宅または階前の、農事に使う空き地。
③草木を植え築山・泉池などを設けて、観賞・

逍遥など をする所。庭園。
④ (ア )波の平らかな (漁業を行う )海面。 (イ )

転じて、穏やかな天候。日和。
⑤家の出入口や台所の土間
⑥家庭。

てい−えん【庭園】
鑑賞・逍遥などのため、樹木を植え築山・泉池

などを 設けた庭。特に計画して作った庭。「日

本−」「洋風−」



［図１］角屋の庭　携帯概念図

［図２］杉本家住宅の庭　携帯概念図
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庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
研
究
は
、
そ
の
主
旨
を
庭
と
庭
園
の
ど
ち
ら
に
置
く

か
に
よ
り
、
か
な
り
異
な
っ
て
く
る
。
た
と
え
ば
杉
本
家
住
宅
の
庭
を
事
例
と

す
れ
ば
、
庭
は
図
２
の
①
か
ら
⑩
の
範
囲
が
該
当
す
る
の
に
対
し
て
、
庭
園
は

③
、
④
、
⑦
、
⑩
の
範
囲
に
限
定
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
に
庭
か
庭
園
で
あ
る
か

の
違
い
だ
け
で
も
、
対
象
と
範
囲
は
大
き
く
異
な
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、

旧
来
の
諸
科
学
の
論
述
の
中
心
は
、
庭
園
で
あ
り
、
庭
が
主
体
的
に
言
及
さ
れ

る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
当
然
、
角
屋
の
庭
や
杉
本
家
の
庭
な
ど
で
言
及
さ
れ

た
よ
う
な
鑑
賞
あ
る
い
は
逍
遥
な
ど
を
意
図
し
な
い
庭
に
つ
い
て
は
、
ほ
と
ん

ど
詳
述
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

造
園
学
で
は
、
大
正
期
い
ら
い
昭
和
期
に
か
け
て
断
続
的
に
原
論
研
究
が
行

わ
れ
て
き
た
。
そ
の
代
表
的
な
研
究
者
と
し
て
は
、
田
村
剛
、
岡
崎
文
彬
、
上

原
敬
二
、
江
山
正
美
ら
が
い
た
。
か
れ
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
庭
あ
る
い
は
庭
園
に

言
及
し
た
が
、
そ
の
定
義
は
一
様
で
は
な
か
っ
た
し
、
各
者
の
研
究
の
段
階
に

よ
っ
て
も
相
違
が
み
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
研
究
の
な
か
で
、上
原
敬
二（
１
８
８
９

―
１
９
８
１
）
の
『
造
園
大
系
第
二
巻 

庭
園
論
』
は
、
造
園
学
の
対
象
と
し

て
の
庭
園
を
明
示
す
る
た
め
に
、
数
多
く
の
関
連
し
た
語
彙
を
通
じ
て
詳
述
し

た
唯
一
の
資
料
で
あ
り
、
庭
と
庭
園
の
関
係
性
に
つ
い
て
も
言
及
さ
れ
た
。

　

上
原
敬
二
は
、「
庭
園
は
ひ
ろ
く
考
え
れ
ば
造
園
部
門
の
一
つ
で
あ
る
、
ゆ

え
に
学
問
的
に
い
え
ば
造
園
と
言
う
も
の
の
定
義
、
意
義
の
な
か
に
包
含
さ
れ

る
は
ず
で
あ
る
」と
述
べ
た（
５
）。ま
た
、同
氏
を
編
者
と
す
る『
造
園
大
辞
典
』（
６
）

で
は
、
庭
園
史
と
は
「
各
国
の
庭
園
の
由
来
の
沿
革
を
系
統
的
、
編
年
的
に
探

求
し
、
作
者
、
様
式
等
を
研
究
す
る
造
園
の
一
分
科
で
あ
る
」
と
さ
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
庭
園
を
造
園
学
の
一
分
科
と
す
る
考
え
方
は
、
田
村
剛
（
７
）
や
岡
崎

文
彬
（
８
）
と
い
っ
た
同
時
代
の
造
園
科
学
者
に
も
み
ら
れ
た
。

　

本
節
で
は
、『
造
園
大
系
第
二
巻 

庭
園
論
』
を
中
心
と
し
て
、『
造
園
大
系

第
一
巻 

造
園
総
論
』、『
造
園
大
辞
典
』、『
庭
園
入
門
講
座 

十
』（
９
）
と
い
っ
た

上
原
の
著
書
に
基
づ
い
て
、
同
氏
の
庭
あ
る
い
は
庭
園
を
み
る
観
点
（angle

）

を
手
が
か
り
と
し
て
、
庭
あ
る
い
は
庭
園
に
関
す
る
科
学
で
あ
る
庭
園
学
お
よ

び
造
園
学
に
お
け
る
〝
根
無
し
草
の
状
態
〟
の
実
態
を
解
明
し
よ
う
と
す
る
も

の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
従
来
の
造
園
学
に
お
け
る
庭
園
の
捉
え
方
や
上
原
個
人

の
〝
庭
〟
と
〝
庭
園
〟
の
定
義
を
主
眼
に
置
く
も
の
で
は
な
い
。

第
２
項　

上
原
敬
二
の
造
園
原
論
に
お
け
る
庭
園
に
向
け
ら
れ
た
意
識

　

上
原
は
、〝
造
園
〟
に
つ
い
て
「
造
園
と
は
人
の
生
活
上
、
実
用
、
慰
楽
そ

の
他
生
活
行
動
を
充
足
さ
せ
る
た
め
自
然
材
料
を
も
っ
て
土
地
及
び
環
境
を
整

備
、造
成
す
る
術
で
あ
る
」
と
定
義
し
た
（
１
０
）。
こ
の
定
義
は
、『
造
園
大
辞
典
』

に
お
い
て
も
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
が
、「
昔
は
単
に
庭
園
だ
け
が
対
象
で
あ
っ
た

が
、
現
在
は
ひ
ろ
く
公
共
緑
地
を
包
含
し
て
い
る
」（
１
１
）
と
い
う
事
項
が
付
加

さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
造
園
の
研
究
対
象
が
庭
園
と
公
共
の
土
地
（
公
園
）
で

あ
る
と
い
う
考
え
方
は
、
中
村
一
に
よ
っ
て
も
提
示
さ
れ
た
（
１
２
）。

　

こ
の
定
義
に
よ
る
と
造
園
と
は
技
術
を
意
味
し
、
造
園
学
と
は
土
地
を
対
象

と
す
る
学
問
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
造
園
が
技
術
で
あ
り
、
造
園
学
の
対
象
が

土
地
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
上
原
が
造
園
に
行
為
と
場
所
と
い
う
二
つ
の
意

味
を
認
め
て
い
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
造
園
が
こ
の
二
つ
の
意
味
を
持
つ
意
図

に
つ
い
て
、
上
原
は
、
技
術
と
し
て
の
造
園
の
結
果
と
し
て
公
園
や
庭
園
が
成

立
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
土
地
は
「
造
園
さ
れ
る
」
と
い
う
行
為
の
所

産
で
あ
る
と
述
べ
、
さ
ら
に
「
物
は
造
園
の
全
部
で
は
な
く
一
部
で
あ
る
」
と

い
う
注
意
を
付
言
し
た
。
こ
の
論
述
に
よ
る
と
、「
造
園
さ
れ
る
」
と
い
う
行

為
の
意
味
は
、
庭
園
や
公
園
が
造
園
と
い
う
技
術
の
所
産
で
あ
る
と
い
う
判
断

に
基
づ
い
て
い
る
。
さ
ら
に
上
原
は
、「
厳
密
に
い
う
な
ら
ば
造
園
さ
れ
た
土
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は
造
園
地
は
、
自
然
材
料
・
土
地
を
含
む
自
然
物
が
整
備
・
造
成
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
自
然
物
が
、「
造
園
さ
れ
る
」
た
め
に
は
、
理
想
に
よ
る
裏
付
け

が
必
要
と
さ
れ
る
。
こ
こ
に
緑
地
は
、
理
想
と
技
術
そ
し
て
行
為
が
統
合
さ
れ

た
結
果
と
し
て
成
立
す
る
と
い
う
考
え
方
の
枠
組
み
が
露
見
す
る
。

　

緑
地
と
造
園
地
の
言
い
分
け
に
は
如
何
な
る
意
味
が
あ
る
の
か
。
前
述
の
よ

う
に
造
園
地
は
、
公
園
、
墓
地
、
動
物
園
、
植
物
園
な
ど
の
「
造
園
さ
れ
る
」

土
地
で
あ
り
、
日
常
生
活
内
に
実
在
す
る
。
そ
れ
ら
は
、
経
済
活
動
や
労
働
の

対
象
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
上
原
は
、造
園
の
特
質
に「
慰

楽
と
と
も
に
生
活
上
必
須
の
も
の
、
た
だ
慰
楽
と
の
比
率
を
異
に
す
る
だ
け
、

こ
こ
で
特
に
注
意
し
た
い
こ
と
は
実
用
と
い
う
な
か
に
は
生
産（production

）

殊
に
営
利
生
産
、
経
済
要
素
は
絶
対
に
含
ま
れ
て
い
な
い
こ
と
で
あ
る
、
こ
れ

が
含
ま
れ
な
い
か
ら
こ
そ
造
園
で
あ
る
と
ま
で
い
わ
れ
て
い
る
、
農
業
や
園
芸

と
の
差
異
も
こ
こ
に
あ
る
」（
１
７
）
と
述
べ
、
造
園
地
か
ら
生
産
性
や
経
済
性
を

除
外
し
た
。

　

さ
ら
に
上
原
は
、
造
園
地
の
実
用
性
に
関
し
て
「
こ
の
よ
う
な
実
用
の
庭
園

を
ド
イ
ツ
で
はN

utzgarten

或
はprivatgarten

と
い
う
。
こ
れ
に
多
少
で

も
美
と
い
う
概
念
が
加
わ
っ
た
と
き
初
め
て
こ
の
庭
園
は
造
園
へ
と
昇
格
す

る
」
ま
た
は
「
何
人
も
美
し
い
も
の
に
心
引
か
れ
る
、
美
し
い
が
た
め
に
そ
の

機
能
が
広
が
る
。
こ
れ
が
造
園
の
主
目
的
と
さ
え
思
わ
れ
る
」（
１
８
）
と
述
べ
、

庭
園
を
含
む
「
造
園
さ
れ
る
」
土
地
は
美
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
造
園
に
な

り
得
る
と
い
う
条
件
を
設
定
し
た
。
造
園
を
定
義
す
る
際
に
、
そ
の
技
術
が
芸

術
で
あ
り
、
そ
の
所
産
で
あ
る
土
地
に
は
美
を
伴
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
考
え

方
は
、田
村
剛
を
は
じ
め
と
す
る
造
園
科
学
者
に
よ
り
認
め
ら
れ
て
い
る
（
１
９
）。

　

造
園
地
は
、
そ
れ
自
体
が
元
は
生
産
物
で
あ
り
、
と
く
に
そ
の
維
持
管
理
に

つ
い
て
は
経
済
性
と
切
り
離
し
よ
う
が
な
い
の
は
明
白
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
上

地
は
緑
地
で
あ
る
、
こ
の
点
緑
地
は
都
合
の
よ
い
文
字
と
さ
れ
る
、
た
だ
し
、

緑
地
そ
の
も
の
の
な
か
に
技
術
そ
の
他
の
意
味
は
含
ま
れ
て
い
な
い
」（
１
３
）
と

い
う
一
文
を
付
け
加
え
た
。
造
園
さ
れ
る
土
地
は
、
こ
こ
で
庭
園
と
公
共
緑
地

か
ら
、〝
緑
地
〟
に
言
い
換
え
ら
れ
る
。

　
『
造
園
大
辞
典
』
に
よ
る
と
緑
地
と
は
、「
ド
イ
ツ
語
の
直
訳
で
あ
り
、
こ
れ

に
相
当
す
る
英
語green
の
意
味
に
は
こ
う
し
た
内
容
は
な
い
、
公
園
、
墓
地
、

動
植
物
園
そ
の
他
造
園
の
対
象
と
な
る
各
種
の
造
園
地
い
っ
さ
い
を
含
め
て
緑

地
」
で
あ
り
、「
明
治
時
代
に
は
な
か
っ
た
文
字
、
昭
和
年
代
旧
内
務
省
建
設

部
局
公
園
関
係
技
術
者
の
間
で
主
と
し
て
法
律
用
語
と
し
て
生
ま
れ
た
も
の
、

日
本
で
も
一
般
に
い
わ
れ
る
文
字
で
は
な
い
」（
１
４
）と
さ
れ
た
。「
造
園
さ
れ
る
」

土
地
は
、
こ
こ
で
緑
地
と
〝
造
園
地
〟
に
言
い
分
け
ら
れ
た
。

　

造
園
と
は
技
術
で
あ
る
と
い
う
最
初
の
定
義
か
ら
、
い
く
つ
か
の
条
件
が
付

加
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
用
語
の
関
係
性
が
複
雑
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
一
旦
上

原
の
造
園
原
論
に
お
け
る
用
語
に
つ
い
て
整
理
を
し
た
い
。
造
園
に
は
、
技
術

と
「
造
園
さ
れ
る
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、
そ
の
技
術
に
よ
っ
て
造
園
さ
れ
た

土
地
が
緑
地
あ
る
い
は
造
園
地
で
あ
り
、
そ
れ
ら
の
土
地
を
研
究
対
象
と
す
る

の
が
造
園
学
で
あ
る
。
そ
し
て
技
術
と
し
て
の
造
園
は
、
土
地
す
な
わ
ち
物
に

適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
緑
地
に
な
る
が
、
物
と
し
て
の
緑
地
は
造
園
の
一

部
で
し
か
な
い
と
い
う
。

　

と
こ
ろ
で
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
技
術
は
、
物
と
両
立
し
て
実
現
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
ぜ
物
は
造
園
の
一
部
で
し
か
な
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
疑
問
に
対
し
て
上
原
は
、「
造
園
は
通
常
人
の
頭
脳
、

手
段
、
技
能
な
ど
に
よ
っ
て
造
ら
れ
る
も
の
と
さ
れ
て
い
る
」（
１
５
）（
１
６
）

と

い
う
補
足
説
明
を
加
え
た
。
つ
ま
り
上
原
に
よ
る
と
造
園
と
は
、
技
術
と
行
為

に
〝
頭
脳
＝
理
想
〟
が
統
合
さ
れ
た
概
念
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
緑
地
あ
る
い
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原
の
本
意
は
、
造
園
地
が
水
田
や
田
畑
の
よ
う
な
生
産
地
と
分
別
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
あ
ろ
う
が
、
彼
自
身
「
造
園
さ
れ
る
」
土
地
の
す
べ
て
が
経
済
性
や

生
産
性
と
無
関
係
と
は
い
え
な
い
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
そ
の

す
べ
て
が
純
粋
な
「
造
園
さ
れ
る
」
土
地
と
は
い
え
な
い
造
園
地
は
、
美
と
い

う
概
念
が
加
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
造
園
の
理
想
に
相
応
し
い
緑
地
に
昇
華
さ

れ
る
と
し
た
。

　

こ
の
論
法
に
よ
る
と
、経
済
性
や
生
産
性
が
含
ま
れ
ず
美
を
備
え
た
庭
園
は
、

緑
地
の
分
類
の
一
つ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
上
原
は
、
造
園
の
技
術
に
よ
っ
て

成
立
す
る
土
地
と
他
の
諸
科
学
で
取
り
扱
う
土
地
と
の
分
別
を
強
く
意
識
し
、

前
者
に
生
産
性
・
経
済
性
か
ら
の
離
脱
と
、
美
の
付
加
と
い
う
条
件
を
設
定
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
純
粋
か
つ
永
遠
な
る
土
地
の
理
想
像
を
創
出
し
た
。
そ
し

て
そ
の
理
想
像
は
、
昭
和
期
に
狭
隘
な
法
律
用
語
の
ひ
と
つ
と
し
て
用
い
ら
れ

始
め
た
ば
か
り
の
緑
地
と
い
う
歴
史
の
浅
い
語
で
言
表
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
言
い
か
え
れ
ば
、
上
原
の
造
園
原
論
で
は
、
造
園
の
定
義
に
係
っ
て
実
に

複
雑
な
論
理
補
完
が
行
わ
れ
て
い
る
た
め
、
一
言
に
「
庭
園
は
ひ
ろ
く
考
え
れ

ば
造
園
部
門
の
一
つ
で
あ
る
」
と
い
っ
て
も
、
そ
れ
は
、
緑
地
と
い
う
理
想
上

の
取
り
決
め
で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
語
彙
の
意
味
と
は
離
反

し
て
い
る
。

第
３
項　

上
原
の
造
園
原
論
に
お
け
る
庭
園
の
位
置
付
け
へ
の
意
志

　
　
　
　
（
一
般
造
園
・
造
園
・
一
般
の
庭
園
・
特
殊
な
庭
園
）

　

上
原
は
、
複
雑
な
検
討
を
経
て
創
出
し
た
緑
地
と
い
う
理
想
像
の
な
か
で
庭

園
が
、
ど
の
よ
う
に
日
常
生
活
の
実
践
と
の
間
で
接
点
を
も
つ
か
に
つ
い
て
検

討
を
行
っ
た
。
そ
の
前
提
と
し
て
は
、「
一
般
の
庭
園
に
な
る
と
工
法
、
設
計

す
べ
て
造
園
の
範
囲
を
出
る
わ
け
に
い
か
な
い
」
と
す
る
一
方
で
「
特
殊
な
庭

園
に
な
る
と
、
そ
れ
で
も
造
園
の
一
部
門
で
あ
る
か
と
反
問
し
た
く
な
る
ほ
ど

変
わ
っ
た
も
の
も
あ
る
。
例
外
と
す
る
に
は
反
則
で
あ
る
、
そ
れ
ほ
ど
庭
園
の

内
蔵
す
る
も
の
は
複
雑
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
す
べ
て
心
の
持
ち
方
に
帰

す
る
こ
と
、
造
園
家
の
設
計
す
る
も
の
ば
か
り
が
庭
園
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

独
立
し
て
庭
園
の
定
義
を
つ
く
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
に
し
て
も
そ
れ
は
一
般

造
園
の
定
義
と
無
関
係
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」（
２
０
）
と
述
べ
た
。

　

こ
の
文
中
で
は
、造
園
に
く
わ
え
て
「
一
般
造
園
」、「
一
般
の
庭
園
」
と
「
特

殊
な
庭
園
」
と
い
っ
た
用
語
が
使
わ
れ
て
お
り
、
前
者
と
後
者
は
対
語
と
な
っ

て
い
る
。
こ
こ
で
上
原
は
、
造
園
家
が
設
計
す
る
「
一
般
の
庭
園
」
は
明
確
に

造
園
の
範
囲
に
ふ
く
む
べ
き
だ
が
、「
特
殊
な
庭
園
」
に
対
し
て
は
懐
疑
的
で

あ
る
と
し
た
。
ま
た
「
特
殊
な
庭
園
」
は
造
園
の
一
部
門
と
は
言
い
が
た
い
が
、

「
一
般
造
園
」
と
無
関
係
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、造
園
と
「
一

般
造
園
」
が
意
図
的
に
言
い
分
け
ら
れ
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

ま
た
庭
園
が
造
園
の
範
疇
の
一
部
門
で
あ
る
こ
と
を
示
す
う
え
で
、
造
園
が

技
術
、
つ
ま
り
は
人
の
行
為
で
は
な
い
と
断
り
を
入
れ
た
以
上
、
造
園
と
「
一

般
造
園
」
は
、
土
地
を
意
味
す
る
緑
地
と
造
園
地
の
ど
ち
ら
か
に
対
応
す
る
こ

と
に
な
る
。
な
お
、
造
園
の
範
囲
に
あ
る
「
一
般
の
庭
園
」
は
、
公
私
と
い
う

指
標
に
お
い
て
〝
私
〟
に
該
当
す
る
と
述
べ
ら
れ
た
が
（
２
１
）、
そ
れ
は
前
述
の

対
語
の
区
分
と
は
直
接
か
か
わ
ら
な
い
。
こ
れ
ら
の
対
語
の
区
分
が
、「
心
の

持
ち
方
に
帰
す
る
」
と
い
う
こ
と
は
、
前
章
で
言
及
し
た
〝
造
園
〟
の
理
想
に

適
合
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
用
語
が
言
い
換
え
ら
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

日
常
生
活
の
な
か
に
は
、
造
園
の
理
想
に
基
づ
く
緑
地
と
し
て
容
認
し
が
た

い
造
園
家
の
設
計
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
「
特
殊
な
庭
園
」
が
実
在
す
る
。「
特

殊
な
庭
園
」が
造
園
学
の
範
疇
か
ら
除
外
さ
れ
る
の
は
仕
方
が
な
い
と
し
て
も
、

「
一
般
造
園
」
と
関
係
性
が
結
ば
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、「
特
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殊
な
庭
園
」
が
「
造
園
」
と
で
は
な
く
「
一
般
造
園
」
に
比
定
さ
れ
て
い
る
こ

と
、
つ
ま
り
「
特
殊
な
庭
園
」
の
特
殊
性
と
は
、
造
園
と
比
定
さ
れ
る
か
ぎ
り

で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　

結
局
、
造
園
の
定
義
に
あ
た
っ
て
、
以
上
の
よ
う
に
複
雑
な
用
語
の
言
い
換

え
を
し
た
上
原
の
意
志
は
、
何
に
向
け
ら
れ
て
い
た
の
か
。
本
来
、
緑
地
の
定

義
に
主
眼
を
置
け
ば
、「
特
殊
な
庭
園
」
へ
の
言
及
は
、
そ
の
定
義
付
け
の
混

乱
を
ま
ね
く
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
回
避
さ
れ
る
ほ
う
が
望
ま
し
か
っ
た
。
数

多
く
の
造
園
科
学
者
の
な
か
で
も
、
抜
き
ん
出
た
数
の
庭
園
に
か
ん
す
る
著
作

を
の
こ
し
た
上
原
は
、「
庭
園
の
内
蔵
す
る
も
の
は
複
雑
」
で
あ
る
こ
と
を
誰

よ
り
も
ふ
か
く
自
覚
し
て
い
た
。

　

そ
れ
ゆ
え
に
造
園
＝
緑
地
は
、「
特
殊
な
庭
園
」
に
含
ま
れ
る
語
彙
を
も
包

含
し
て
造
園
の
理
想
像
に
近
づ
け
る
必
然
性
が
あ
っ
た
。
そ
の
心
境
に
つ
い
て

上
原
は
、「
今
日
ま
で
幾
度
か
庭
園
と
い
う
も
の
を
そ
の
他
す
べ
て
の
造
園
か

ら
切
り
離
し
て
対
等
の
地
位
に
置
こ
う
か
と
も
思
っ
た
く
ら
い
で
あ
る
」
と
述

べ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
緑
地
の
範
疇
に
庭
園
を
含
め
よ
う
と
す
る
意
志
の
諸
元

は
、「
造
園
と
い
う
こ
と
の
意
義
が
不
完
全
、
不
徹
底
な
こ
と
と
」（
２
２
）
な
ら

な
い
た
め
の
い
わ
ば
妥
協
あ
る
い
は
こ
じ
つ
け
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。

　

結
果
的
に
上
原
は
、
造
園
の
理
想
像
と
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
「
一

般
造
園
」
な
ら
び
に
「
特
殊
な
庭
園
」
と
の
接
点
に
つ
い
て
の
照
合
に
挫
折
し

た
。
そ
の
結
果
と
し
て
造
園
の
理
想
像
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
の
出
来
事
を

包
含
で
き
な
い
と
い
う
不
完
全
性
が
露
呈
し
た
。
そ
う
な
る
と
造
園
学
は
、
科

学
的
な
厳
密
性
を
も
た
な
い
ど
こ
ろ
か
、
そ
の
研
究
対
象
が
実
在
の
土
地
に
名

を
借
り
た
机
上
の
空
論
で
あ
る
と
い
う
批
判
を
免
れ
な
く
な
る
。
そ
こ
で
、「
到

底
完
全
な
定
義
な
ど
は
つ
く
ら
れ
な
い
、
定
義
な
ど
に
こ
だ
わ
ら
ず
意
義
に
徹

し
て
い
れ
ば
よ
か
ろ
う
と
い
う
の
は
助
け
舟
で
あ
る
」（
２
３
）
と
割
り
切
り
、
造

園
の
対
象
外
と
明
言
し
つ
つ
「
一
般
造
園
」
に
「
特
殊
な
庭
園
」
を
付
帯
さ
せ

た
。
こ
の
よ
う
に
何
重
も
の
論
理
操
作
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
理
想
像
は
、
本

来
は
並
存
し
得
な
い
日
常
生
活
の
実
践
に
伴
う
語
彙
と
織
り
ま
ぜ
て
併
記
さ
れ

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直
観
に
基
づ
か
な
い
理
想
像
が
実
在
性
を
ま
と
う
か
の
よ

う
に
偽
装
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
造
園
科
学
者
ら
に
「
庭
園
は
ひ
ろ
く
考
え
れ

ば
造
園
部
門
の
一
つ
で
あ
る
、
ゆ
え
に
学
問
的
に
い
え
ば
造
園
と
言
う
も
の
の

定
義
、
意
義
の
な
か
に
包
含
さ
れ
る
」
と
錯
誤
さ
せ
る
論
法
が
編
み
出
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

　

造
園
、「
一
般
造
園
」、「
一
般
の
庭
園
」
そ
し
て
「
特
殊
な
庭
園
」
と
い
っ

た
用
語
と
土
地
の
関
係
は
、
表
２
の
よ
う
に
示
す
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、

そ
れ
ら
用
語
を
上
原
が
『
造
園
大
系
』
に
掲
出
し
た
語
彙
と
照
合
し
た
も
の
が
、

表
３
か
ら
表
６
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
表
を
見
比
べ
て
み
れ
ば
、
上
原
に
よ
る
論

理
の
矛
盾
点
が
見
出
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
表
３
で
は
、「
一
般
の
庭
園
」
を
記

述
し
て
い
る
と
し
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
庭
と
庭
園
の
分
類
と
な
っ
て
い
る
。

表
４
で
は
、
庭
園
だ
け
で
は
な
く
、
用
例
が
少
な
い
も
の
と
し
て
庭
に
類
す
る

語
彙
が
混
さ
れ
し
て
い
る
。
最
後
に
表
５
で
示
さ
れ
た
「
一
般
造
園
」
と
表
３

の
語
群
を
見
比
べ
る
と
、「
宮
廷
庭
園
」
以
外
の
語
は
一
致
せ
ず
、
整
合
性
が

欠
落
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
緑
地
の
一
部
と
し
て
の
「
一
般
庭
園
」
を
対
象
と
す

る
研
究
を
〝
造
園
学
的
庭
園
論
〟
と
位
置
づ
け
る
こ
と
で
、
上
原
が
「
庭
園
と

い
う
も
の
を
そ
の
他
す
べ
て
の
造
園
か
ら
切
り
離
し
」
た
研
究
の
可
能
性
が
開

か
れ
る
。
そ
れ
は
、
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
に
も
と
づ
く
庭
を
対
象
と
す
る

研
究
で
あ
り
、
上
原
の
掲
出
し
た
用
語
に
も
と
づ
け
ば
、「
緑
地
の
う
ち
一
般

庭
園
の
類
語
」
と
「
特
殊
な
庭
園
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
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第
４
項　
「
一
般
庭
園
」
の
理
想
と
実
態
と
の
乖
離

　

以
上
の
造
園
原
論
に
お
け
る
庭
園
の
位
置
付
け
の
解
明
に
つ
い
て
は
、
少
な

く
て
も
二
つ
の
反
論
が
想
定
さ
れ
る
。
一
つ
目
は
、
そ
も
そ
も
造
園
学
で
は
、

上
原
が
述
べ
る
と
こ
ろ
の
「
特
殊
な
庭
園
」
を
〝
庭
〟
と
〝
園
〟
が
合
成
さ
れ

た
語
と
考
え
て
お
り
、
科
学
の
定
義
と
し
て
庭
が
そ
の
研
究
対
象
に
含
ま
れ
る

の
は
当
然
と
す
る
意
見
で
あ
る
。
た
し
か
に
、
従
来
の
造
園
学
の
研
究
に
は
、

そ
の
研
究
対
象
と
し
て
庭
を
含
む
事
例
が
認
め
ら
れ
る（
２
４
）。
し
か
し
な
が
ら
、

あ
る
場
合
は
庭
を
含
み
そ
う
で
な
い
場
合
が
あ
る
と
す
る
研
究
態
度
は
、
恣
意

的
で
あ
り
、
科
学
と
し
て
厳
密
性
を
欠
く
。

　

二
つ
目
は
、
た
と
え
緑
地
が
科
学
に
よ
る
理
想
像
で
あ
っ
て
も
、
実
在
す
る

都
市
域
や
里
山
な
ど
を
研
究
対
象
と
し
て
い
れ
ば
、
そ
の
一
部
で
あ
る
民
家
や

表２　上原の用語と土地の種類の関係

用　語 土地の種類
造園 緑地
一般造園 造園地
一般の庭園 緑地
特殊な庭園 造園地、その他

表５　一般造園 （『造園体系 1 造園総説』）
　（『造園体系 1 造園総説』：造園学の分類、

　　頁 102-115 より抜粋 )

(1) 個人造園 (6) 療養造園 　②空港造園
　①個人庭園 (7) 神社境内 　③路傍植栽
　②共同庭園 (8) 霊域造園 　④埠頭造園
　③記念庭園 　①仏寺境内 　⑤自動車運転教　　

　　習所　④公開庭園 　②墓地造園

(2) 公園 　③陵墓 (15) 鳥獣誘致造園
(3) 宮廷庭園 　④廟営 　①鳥類誘致林
(4) 公共造園 　⑤礼拝所 　②狩猟造園
　①官公庁造園 　⑥教会 　③鴨場
　②教化造園 (9) 工場造園 (16) 博覧会造園
　③学校園 (10) 鉱業造園 (17) 営利造園
　④植物園 (11) 休養造園 (18) 天然造園
　⑤動物園 (12) 体育造園 　①国立公園
　⑥水族館 (13) 福祉造園 　②文化財
　⑦博物館 (14) 交通造園 (19) 風景地計画

表４　 < 緑地 >のうち <一般の庭園>の類語

名　称 名　称 名　称
1 . 庭園 21. 塁土山 囿囿
2 . 景園 22. 須弥山 間園
3 . 緑地 23. 盆石 丘園
4 . 造園 24. 用例が少な

いもの

村園
5 . 風致園芸 邸園

6 . 島 小庭 後園
7 . 山水 大庭 南園
8 . 前栽 南庭 園曲

表３　〝緑地〟のうち〝一般の庭園〟
（『造園体系２ 庭園論』）

個人住居ではない個人庭

の範囲

個人庭の範囲外

(1) 旅館の庭 (1) 社寺庭園
(2) 料亭の庭 (2 公館庭園
(3) 農家の庭 (3) 宮廷庭園
(4) 団地の庭 　　　―

表６　〝特殊な庭園〟（『造園大系２　庭園論』）

名　称
　1 . 庭 柯庭、庭院、庭蔬、東雅、家

屋雑考（庭、南庭、広庭、小庭、

中庭）、箋注倭名類聚抄
　2 . 廷 －
　3 . 場 －
　4 . 院 院子、院中、院庭、院落
　5 . 壺（つぼ） 壺前栽、蓬壺、石壺
　6 . 坪 除、墀、唐、壇、土へんに氏、

塡、著、穴かんむりに奥、王

へんに寅、掖
　7 . 園 －
　8 . 圃 －
　9 . 苑 苑地、囿苑、苑囿、台苑、別苑、

城苑、後苑
　10. 囿 －
　11.GARDEN Ｇａｒｔｈ、Court、Orchard、

Anlage
　12.PARK －
　13.PARADISE －
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境
内
は
も
ち
ろ
ん
、
そ
れ
ら
の
な
か
に
所
在
す
る
庭
が
緑
地
に
包
含
さ
れ
る
の

は
当
然
と
い
う
意
見
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
科
学
者
間
で
共
通
理
解
を
図
る

た
め
に
は
、
個
別
の
事
実
を
一
旦
概
念
に
置
き
換
え
な
け
れ
ば
、
普
遍
的
か
つ

客
観
的
な
議
論
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
「
特
殊
な
庭
園
」
の
よ
う
に
粗
雑
な

個
別
の
事
柄
で
は
な
く
、
緑
地
の
よ
う
な
理
想
像
こ
そ
が
科
学
研
究
の
対
象
と

し
て
相
応
し
い
と
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
た
と
え
ば
地
球
儀
を
眺
め
る
だ
け

で
は
特
定
地
域
の
世
情
を
把
握
で
き
な
い
よ
う
に
、
緑
地
や
景
観
と
い
う
概
念

に
も
と
づ
い
て
研
究
対
象
の
地
理
的
範
囲
を
拡
大
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
個
別

具
体
的
な
実
践
の
出
来
事
を
取
り
扱
わ
な
い
か
ぎ
り
庭
そ
の
も
の
に
つ
い
て
把

握
で
き
て
い
る
は
ず
が
な
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
い
わ
ば
大
は
小
を
兼
ね
る
と
い
っ
た
発
想
は
、
緑
地
や
景
観

と
い
っ
た
概
念
を
通
じ
て
、
大
な
る
自
然
や
都
市
と
い
う
単
位
の
論
述
を
行
え

ば
、
小
な
る
角
屋
や
杉
本
家
の
住
宅
の
庭
も
自
ず
と
言
い
含
め
る
こ
と
が
で
き

る
と
す
る
考
え
方
と
共
通
し
て
い
る
。
そ
の
論
法
は
、
直
観
し
た
こ
と
の
な
い

出
来
事
を
伝
聞
に
よ
っ
て
掌
握
し
て
い
る
よ
う
装
っ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
さ

ら
に
、
た
と
え
ば
異
邦
人
が
初
め
て
来
た
土
地
に
降
り
立
ち
、
た
だ
漠
然
と
周

囲
を
見
わ
た
す
場
合
と
、
庭
師
が
毎
日
の
よ
う
に
手
入
れ
を
行
っ
て
い
る
庭
を

見
わ
た
す
の
と
で
は
、
土
地
に
対
す
る
了
見
に
歴
然
と
し
た
差
が
あ
る
。

　

土
地
の
意
味
は
、
特
定
の
対
象
に
意
識
を
向
け
直
観
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
掌
握

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。仮
に
造
園
科
学
者
が
緑
地
と
い
う
理
想
像
に
即
し
て
、

角
屋
の
庭
に
論
及
す
る
に
し
て
も
、
日
常
生
活
の
実
践
を
通
じ
て
「
揚
屋
」
や

「
座
敷
庭
」、「
松
の
間
」
と
い
っ
た
固
有
名
詞
や
機
能
・
利
用
形
態
に
関
す
る

記
録
や
証
言
を
受
け
入
れ
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
土
地
の
具
体
的
か
つ
厳
密
な
記

述
を
し
た
こ
と
に
は
な
り
え
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
在
す
る
土
地
を
歩
い

て
採
取
し
た
情
報
に
も
と
づ
く
実
測
値
や
実
測
図
な
ど
は
、
緑
地
と
い
う
理
想

像
が
日
常
生
活
の
実
践
と
結
び
つ
け
ら
れ
、
内
実
と
も
に
充
実
し
た
科
学
的
見

解
と
な
る
。
造
園
の
意
義
は
、
そ
の
よ
う
な
過
程
を
経
る
こ
と
よ
っ
て
徹
底
さ

れ
そ
の
科
学
的
厳
密
性
が
保
証
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
そ
の
よ
う
な
反
論
が
想

定
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
の
論
述
で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
よ
る
情
報
取
得
を
前

提
と
し
な
が
ら
論
述
の
段
階
に
な
る
と
、
む
し
ろ
日
常
生
活
の
実
践
と
の
結
び

つ
き
が
擬
似
的
に
断
ち
切
ら
れ
、
非
実
践
的
な
客
観
性
の
確
証
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
つ
ま
り
造
園
の
理
想
像
の
実
現
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
概
念
と

日
常
生
活
の
実
践
と
の
照
合
を
あ
ら
か
じ
め
放
棄
し
て
い
る
こ
と
と
同
じ
な
の

で
あ
る
。

　

造
園
学
に
お
け
る
理
想
と
日
常
生
活
の
実
践
と
の
照
合
は
、
そ
も
そ
も
成
功

し
な
い
。
科
学
の
理
想
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
へ
忠
実
に
従
う
の
で

は
な
く
、
科
学
者
ら
が
恣
意
に
よ
っ
て
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
を
取
捨
選

択
・
再
構
成
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
日
常
生
活
の
実
践
と
の
結
び
つ
き
を
断

ち
切
り
、
閉
じ
ら
れ
た
観
念
的
世
界
が
創
出
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
日
常
生

活
の
実
践
と
の
照
合
は
困
難
と
な
る
が
、
逆
に
理
想
に
基
づ
い
た
客
観
性
と
完

結
性
が
導
き
出
さ
れ
る
。
造
園
学
は
、
日
常
生
活
の
実
践
と
相
対
的
な
位
置
関

係
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
践
者
や
他
の
科
学
者
か
ら
の
干
渉
や
問
い

合
わ
せ
を
回
避
で
き
る
。
そ
の
一
方
で
造
園
学
の
理
想
に
も
と
づ
い
た
客
観
性

と
完
結
性
は
、
日
常
世
界
の
実
践
つ
ま
り
は
庭
の
所
在
や
構
成
、
工
作
物
、
植

栽
樹
木
の
意
味
な
ど
と
直
接
の
関
係
し
て
い
な
い
と
い
う
矛
盾
を
抱
え
る
こ
と

に
な
る
。
造
園
科
学
者
間
に
お
い
て
造
園
の
定
義
に
ば
ら
つ
き
が
あ
る
の
は

（
２
５
）、
た
が
い
に
理
想
と
す
る
緑
地
や
景
観
を
日
常
生
活
の
実
践
上
で
検
証
す

る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

第
５
項　

恣
意
に
よ
っ
て
創
出
さ
れ
た
土
地
の
実
践
的
世
界
に
お
け
る
位
置
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〝
造
園
学
的
庭
園
論
〟
は
、
造
園
の
理
想
像
で
あ
る
緑
地
の
実
現
を
目
指
す

た
め
に
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
幾
重
の
論
理
操
作
が
加
え
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
日
常
生
活
の
実
践
で
は
通
用
し
な
い
。
た
と
え
ば
、
庭
園
が
庭

を
包
括
す
る
と
い
う
解
釈
は
、〝
造
園
学
的
庭
園
論
〟
の
な
か
で
通
用
す
る
も

の
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
実
践
を
通
じ
た
語
彙
の
成
立
の
歴
史
と
は
離
反
し
て

い
る
。
同
じ
表
記
と
発
音
の
語
で
あ
り
な
が
ら
諸
科
学
の
用
語
と
日
常
生
活
の

実
践
上
で
通
用
す
る
語
義
が
相
違
す
れ
ば
、
諸
科
学
と
日
常
生
活
の
水
準
と
の

対
話
は
平
行
線
を
辿
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
極
端
に
い
え
ば
、
会
話
が
成
り
立
た

な
い
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
今
や
〝
造
園
学
的
庭
園
論
〟
は
、
一
部
の
造
園
科
学
者
あ
る
い
は
庭

園
科
学
者
だ
け
の
理
想
で
は
な
い
。
本
来
、
万
人
の
共
通
認
識
を
得
る
の
は
、

は
る
か
長
い
歴
史
を
経
て
日
常
生
活
の
実
践
上
で
認
証
さ
れ
て
き
た
〝
庭
〟
の

よ
う
な
語
で
あ
る
が
（
２
６
）、
科
学
に
お
け
る
誤
解
が
社
会
一
般
に
射
影
さ
れ
て

い
る
。
引
い
て
は
、
他
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
い
て
も
〝
造
園
学
的
庭

園
論
〟
の
立
場
と
同
調
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
う
な
る
と
、
も
は
や
実

践
と
理
想
と
の
見
境
が
な
く
な
り
、
学
際
的
研
究
は
、
表
面
的
に
は
互
い
に
理

解
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
て
、
実
際
に
は
な
に
も
合
意
で
き
て
い
な
い
と
い
っ

た
事
態
に
陥
る
。
い
わ
ば
、
過
去
か
ら
将
来
に
わ
た
り
人
々
が
行
動
し
続
け
て

い
る
土
地
で
起
き
て
い
る
生
の
出
来
事
こ
そ
が
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
原

点
で
あ
る
こ
と
が
忘
却
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

庭
に
関
す
る
諸
科
学
の
記
述
の
立
脚
地
と
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
伴
っ
て

認
証
さ
れ
て
き
た
語
彙
で
言
表
さ
れ
る
と
こ
ろ
の
、
上
原
が
「
特
殊
な
庭
園
」

と
「
一
般
造
園
」
と
い
う
用
語
を
通
じ
て
例
示
し
た
土
地
と
歴
史
の
こ
と
で
あ

る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
土
地
と
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
で
用
い
ら
れ
る

語
彙
に
照
合
す
れ
ば
、
結
果
的
に
広
く
事
を
行
う
場
を
意
味
す
る
〝
庭
〟
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
上
原
が
『
造
園
大
系
第
二
巻 

庭
園
論
』
に
お
い
て
、
社
会

一
般
の
語
彙
と
造
園
学
用
語
を
照
合
し
、
庭
園
の
定
義
を
行
っ
た
結
果
、
あ
い

ま
い
な
結
論
に
し
か
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
理
想
上
の
庭
園
の
定
義
と
歴
史

に
裏
付
け
ら
れ
て
き
た
庭
の
語
義
が
合
致
し
得
な
い
と
い
う
事
実
を
示
し
て
い

る
。

　

庭
に
関
す
る
諸
科
学
が
再
出
発
を
は
か
る
に
は
、
科
学
固
有
の
語
彙
の
使
用

を
停
止
す
る
こ
と
で
〝
造
園
学
的
庭
園
論
〟
と
一
線
を
画
す
る
必
要
が
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
日
常
生
活
の
実
践
と
の
結
び
つ
き
は
持
続
で
き
、
科
学
者
と
庭
の

所
有
者
、
庭
師
は
、
素
養
次
第
で
同
じ
土
俵
の
う
え
で
議
論
す
る
こ
と
が
可
能

と
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
庭
の
科
学
の
議
論
は
、
科
学
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し
く

な
い
日
常
生
活
に
お
け
る
瑣
末
な
内
容
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
批
判
を

受
け
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
論
述
が
、
日
常
生
活
に
お
け
る
事
実
の
徹
底

し
た
解
明
に
よ
り
、
諸
科
学
者
と
日
常
生
活
の
実
践
上
で
承
認
さ
れ
る
ほ
ど
の

説
得
力
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
科
学
者
と
し
て
の
自
立
性
や
職
業
が

失
わ
れ
た
り
、
科
学
の
存
在
意
義
が
疑
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
あ
る
ま
い
。
専

門
的
な
出
来
事
を
取
り
扱
っ
て
い
る
以
上
は
、
諸
科
学
に
お
い
て
専
門
用
語
が

認
め
ら
れ
な
い
は
ず
が
な
い
。
そ
れ
で
も
万
人
に
通
用
す
る
語
彙
の
組
み
合
わ

せ
を
主
体
と
し
て
記
述
す
る
努
力
は
不
可
欠
と
な
る
。

　

上
原
の
論
述
に
み
ら
れ
る
〝
造
園
学
的
庭
園
論
〟
は
、
科
学
と
し
て
の
独
立

性
へ
の
固
執
に
よ
り
、
あ
ら
か
じ
め
理
想
的
な
目
標
を
設
定
し
て
き
た
。
造
園

科
学
者
は
、
そ
の
理
想
が
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
と
大
き
く
離
反
し
な
い

よ
う
、
専
門
用
語
を
駆
使
し
て
擬
似
的
に
社
会
一
般
の
語
彙
と
の
擦
り
合
わ
せ

を
行
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
緑
地
と
い
う
理
想
像
を
継
承
す
る
弛
ま
ぬ
努
力
が
な

さ
れ
て
き
た
。

　

諸
科
学
の
研
究
の
す
べ
て
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
か
ら
借
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り
て
い
る
。
造
園
科
学
者
は
、
実
際
に
研
究
を
進
め
る
段
階
に
な
る
と
日
常
生

活
の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
か
ら
借
用
し
て
き
た
事
柄
の
う
ち
、
自
ら
の
理
想

に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
出
来
事
を
排
除
す
る
操
作
を
行
う
。
か
れ
ら
は
、
そ
の
結

果
と
し
て
生
じ
る
矛
盾
に
対
し
て
、
本
来
は
直
接
関
係
の
な
い
緑
地
や
景
観
と

い
っ
た
概
念
を
創
出
し
て
演
繹
す
る
必
要
に
迫
ら
れ
る
。〝
造
園
学
的
庭
園
論
〟

の
記
述
は
、
論
理
操
作
を
重
ね
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
特
定
の
科
学
者
集
団
に
属

す
る
人
々
し
か
真
の
意
味
で
は
理
解
で
き
な
く
な
り
、
引
い
て
は
日
常
生
活
の

実
践
上
の
出
来
事
と
隔
絶
す
る
。
さ
ら
に
、〝
造
園
学
的
庭
園
論
〟
を
不
完
全

な
か
た
ち
で
受
容
し
た
社
会
一
般
の
人
々
の
な
か
で
誤
解
を
生
む
と
い
う
ね
じ

れ
さ
え
も
生
じ
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
〝
造
園
学
的
庭
園
論
〟
を
通
し
て
み
て
き
た
諸
科
学
特
有
の
論
理

は
、
特
定
の
科
学
者
集
団
内
で
個
々
に
創
出
さ
れ
た
理
想
に
も
と
づ
い
て
継
承

さ
れ
て
き
た
論
法
に
縛
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け

る
実
践
的
妥
当
性
が
無
効
と
す
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
日
常
生
活
の
実
践
に

お
い
て
は
も
ち
ろ
ん
、
諸
科
学
の
分
野
間
に
お
け
る
相
互
理
解
も
ま
た
図
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

第
２
節　

補
注

（
１
）�「
元
来
、庭
園
は
「
す
ま
い
」
と
い
う
暮
ら
し
の
空
間
の
一
要
素
で
あ
り
、

生
活
に
密
着
し
た
存
在
と
い
え
ま
す
。
日
本
庭
園
も
ま
た
、
日
本
人
の

生
活
と
深
く
関
わ
り
な
が
ら
成
立
し
、
発
展
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
は

そ
の
意
味
で
、
日
本
人
の
生
活
の
中
で
育
ま
れ
て
き
た
日
本
文
化
の1

つ
の
「
華
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。」
日
本
庭
園
の

特
性
を
こ
の
よ
う
に
捉
え
て
み
る
と
き
、
日
本
、
の
特
性
を
こ
の
よ
う

に
と
ら
え
て
み
る
と
き
、
日
本
、
の
従
来
と
ら
れ
て
き
た
よ
う
に
、
単

に
造
園
の
専
門
分
野
の
み
か
ら
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
け
で
は
不
十
分
で

あ
っ
て
、
よ
り
広
く
、
例
え
ば
建
築
学
の
分
野
は
も
と
よ
り
、
生
活
文

化
と
し
て
の
茶
道
、華
道
、あ
る
い
は
生
活
文
化
と
し
て
の
哲
学
、宗
教
、

特
に
仏
教
文
化
の
分
野
、
さ
ら
に
美
術
・
工
芸
・
絵
画
等
々
、
多
方
面

か
ら
行
わ
れ
て
こ
そ
初
め
て
そ
の
完
き
を
得
る
も
の
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

二
十
一
世
紀
を
目
前
に
控
え
た
い
ま
、
本
学
会
は
上
記
の
意
味
か
ら
日

本
庭
園
を
多
方
面
か
ら
総
合
的
に
研
究
・
討
議
す
る
と
と
も
に
、
日
本
、

を
軸
と
し
て
日
本
文
化
に
つ
い
て
も
呼
吸
す
る
も
の
で
す
。」（
日
本
庭

園
学
会
誌
第
一
巻
第
一
号
、
１
９
９
３
）

（
２
）�

今
江
秀
史
：
角
屋
の
庭
の
実
測
調
査
：
角
屋
研
究　

第
１
９
号
：
財
団

法
人
角�

屋
保
存
会
：
２
０
１
０
、１
―
１
５
頁

（
３
）
月
刊
文
化
財
：
第
一
法
規

（
４
）�

京
都
市
文
化
市
民
局
・
京
都
造
形
芸
術
大
学
日
本
庭
園
・
歴
史
遺
産
研

究
セ
ン
タ
ー
編
：
京
都
市
内
未
指
定
文
化
財
庭
園
調
査
報
告
書　

第
二

冊　

町
家
・
民
家
の
庭
の
調
査
：
２
０
１
３

（
５
）
上
原
敬
二
：
造
園
大
系
第
二
巻 

庭
園
論
：
加
島
書
店
：
１
９
７
３
、４
頁

（
６
）
上
原
敬
二
編
：
造
園
大
辞
典
：
加
島
書
店
：
１
９
７
８
、５
６
６
頁

（
７
）�「
余
は
こ
れ
よ
り
進
ん
で
、
造
園
史
、
造
園
材
料
、
構
造
、
設
計
、
管
理

等
の
諸
問
題
よ
り
、
各
論
と
し
て
庭
園
、
公
園
、
天
然
公
園
、
廻
遊
公
園
、

社
寺
、
墓
地
、
公
共
建
築
の
修
飾
、
都
市
計
画
等
に
亘
っ
て
逐
次
研
究

を
発
表
し
て
行
か
う
と
思
ふ
。」
田
村
剛
：
造
園
概
論
：
成
美
堂
、
大
正

７
年
、
３
頁

（
８
）�「
そ
れ
で
は
具
体
的
に
い
っ
て
造
園
の
研
究
は
ど
の
よ
う
に
分
類
さ
れ
、

現
代
の
造
園
学
は
ど
れ
だ
け
の
範
囲
の
も
の
を
と
り
扱
っ
て
い
く
べ
き
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か
を
考
え
て
み
よ
う
。
目
的
別
に
分
け
る
と
観
賞
に
重
き
を
お
く
も
の

と
し
て
は
、
庭
園
、
公
園
、
天
然
の
風
景
地
が
あ
る
。」
岡
崎
文
彬
：
図

説
造
園
大
要
：
養
賢
堂
版
：
１
９
７
５
、８
頁

（
９
）
上
原
敬
二:

庭
園
入
門
講
座
１
０:

加
島
書
店
、
１
９
８
７

（
１
０
）�

上
原
敬
二
：
造
園
大
系
第
一
巻 

造
園
総
論
：
加
島
書
店
：

１
９
７
６
、１
４
頁

（
１
１
）
造
園
大
辞
典
、
４
９
０
頁

（
１
２
）�「
明
治
時
代
か
ら
後
の
、
日
本
の
近
代
で
は
、
造
園
は
二
つ
の
主
要

な
園
を
造
る
こ
と
を
意
味
す
る
よ
う
に
な
る
。
す
な
わ
ち
、
庭
園
と

公
園
で
あ
る
。」
中
村
一
・
尼
崎
博
正
：
風
景
を
つ
く
る
：
昭
和
堂
：

２
０
０
１
、３
頁

（
１
３
）
造
園
総
論
、
２
３
頁

（
１
４
）
造
園
大
辞
典
、
８
９
０
―
９
１
頁

（
１
５
）
造
園
総
論
、
１
７
頁

（
１
６
）�

上
原
は
、〔
造
園
・
整
備
〕
の
項
目
で
、「
日
本
人
の
作
庭
本
能
と
も

い
う
も
の
は
子
供
の
時
代
か
ら
存
在
す
る
」（
造
園
総
論
、
２
３
頁
）

と
述
べ
て
お
り
、
こ
の
概
念
が
〝
造
園
〟
に
伴
う
も
の
か
、
あ
る
い

は
文
化
社
会
学
的
な
も
の
、
そ
の
意
味
づ
け
は
明
確
で
は
な
い
。

（
１
７
）
造
園
総
論
、
１
５
頁

（
１
８
）
造
園
総
論
、
１
５
―
６
頁

（
１
９
）�「
農
林
・
水
産
・
園
芸
・
土
木
・
採
鉱
等
、
何
れ
も
土
地
に
最
も
深

い
関
係
を
有
つ
た
仕
事
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
も
の
と
造
園
と
を
比
較

し
て
直
ち
に
判
る
こ
と
は
、
他
の
総
て
の
も
の
は
実
用
を
目
的
と
し

て
ゐ
る
の
に
対
し
て
、
造
園
は
美
を
主
目
的
と
し
て
造
ら
れ
て
居

る
と
云
ふ
こ
と
で
あ
る
。」(

田
村
剛
：
造
園
概
論
：
成
美
堂
書
店
：

１
９
１
８
、３
頁)

（
２
０
）
庭
園
論
、
４
頁

（
２
１
）�「
庭
園
と
い
う
も
の
は
住
居
と
と
も
に
個
人
の
住
生
活
に
と
っ
て
二
つ

の
大
き
な
分
野
で
あ
る
。
以
下
に
も
述
べ
て
あ
る
が
庭
園
が
他
の
造

園
種
類
に
く
ら
べ
て
特
に
異
な
る
大
き
な
点
は
「
個
人
」
を
対
象
と

し
て
い
る
こ
と
、
そ
の
個
人
か
ら
す
べ
て
の
も
の
が
出
発
す
る
」（
庭

園
論
、
９
頁
）

（
２
２
）
庭
園
論
、
４
頁

（
２
３
）
庭
園
論
、
２
頁

（
２
４
）�

た
と
え
ば
臨
済
宗
寺
院
の
方
丈
の
周
囲
四
面
に
あ
る
庭
は
、「
大
庭
」

あ
る
い
は
「
坪
」
の
語
義
と
対
応
す
る
よ
う
に
、
科
学
者
は
、
自
覚

な
く
「
庭
」
を
研
究
対
象
に
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

（
２
５
）�「
造
園
の
学
的
大
系
の
樹
立
は
む
つ
か
し
い
、
そ
れ
は
内
容
の
然
ら
し

め
る
と
こ
ろ
、
学
者
に
よ
っ
て
意
見
の
異
な
る
も
の
も
あ
る
の
は
当

然
で
、そ
れ
は
一
造
園
学
に
か
ぎ
っ
た
こ
と
で
は
な
い
」（
造
園
総
論
、

３
頁
）

（
２
６
）�

そ
も
そ
も
社
会
一
般
に
お
い
て
は
、
前
述
し
た
上
空
か
ら
都
市
あ
る

い
は
緑
地
を
俯
瞰
し
、
さ
ら
に
身
体
の
尺
度
で
同
じ
対
象
を
観
察
し
、

最
終
的
に
双
方
を
統
合
す
る
と
い
っ
た
行
為
が
行
わ
れ
る
必
然
性
は

な
く
、
そ
れ
は
諸
科
学
に
お
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
俯
瞰
的
に
位
置

を
必
要
性
が
あ
る
場
合
は
、
一
時
、
地
図
を
眺
め
る
だ
け
で
充
分
で

あ
る
し
、
実
生
活
に
お
い
て
都
市
や
緑
地
と
い
う
観
念
を
用
い
る
必

要
性
が
あ
る
の
は
、
造
園
業
な
ど
ご
く
限
ら
れ
た
職
種
の
人
々
に
す

ぎ
な
い
。
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第
３
節　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
根
本
問
題
の
導
出

第
１
項　

�
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
に
よ
る
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
へ
の
反
省

　

土
地
に
関
す
る
研
究
を
行
う
諸
科
学
者
は
、
分
野
は
違
っ
て
も
記
述
さ
れ
る

土
地
の
固
有
名
詞
が
同
一
で
あ
れ
ば
、
互
い
の
研
究
成
果
が
関
連
し
て
い
る
と

信
じ
て
疑
う
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、
た
と
え
ば
考
古
学
の
研
究
成
果
が
内
容

の
検
証
を
経
る
こ
と
な
く
建
築
学
や
庭
園
学
な
ど
広
い
分
野
で
引
用
さ
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
（
１
）（
２
）。
実
在
す
る
土
地
の
固
有
名
詞
や
所
在
が

同
一
で
あ
る
こ
と
は
、
諸
科
学
の
記
述
内
容
の
性
質
が
同
じ
こ
と
の
根
拠
に
な

ら
な
い
。
諸
科
学
に
よ
る
土
地
の
記
述
の
な
か
に
は
、
現
地
で
の
直
接
経
験
に

も
と
づ
い
た
も
の
だ
け
で
は
な
く
、
二
次
資
料
や
憶
測
に
よ
る
根
拠
が
薄
弱
な

性
質
の
も
の
も
あ
る
。土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
記
述
の
質
の
混
同
は
、

第
三
者
に
対
す
る
科
学
と
し
て
の
厳
密
性
と
名
証
性
を
疑
惑
に
陥
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
な
な
か
で
、
フ
ラ
ン
ス
の
地
理
学
者
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
が
、

自
著
『
風
土
の
日
本
（Le Sauvage et L’artifice-Les Japonais D

evant La 
N
ature

）』（
３
）

に
お
い
て
、
従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
記
述
の
厳
密

性
の
欠
如
を
指
摘
し
、
諸
科
学
の
別
に
関
わ
ら
な
い
基
本
的
指
標
と
し
て
「
風

土
の
理
論
」
を
提
示
し
た
の
は
慧
眼
で
あ
っ
た
。
ベ
ル
ク
は
、「
風
土
の
理
論
」

の
地
理
学
的
基
礎
づ
け
に
よ
り
、
諸
科
学
の
記
述
の
厳
密
性
の
欠
如
を
指
摘
し

た
。『
風
土
の
日
本
』
の
日
本
語
訳
文
庫
版
の
解
説
に
お
い
て
、
カ
ン
ト
研
究

で
知
ら
れ
る
坂
部
恵
は
、
同
書
を
「
自
然
地
理
学
、
人
文
地
理
学
、
あ
る
い
は

生
態
学
等
々
と
し
て
、
相
互
に
十
分
関
連
さ
れ
る
こ
と
な
く
開
発
さ
れ
て
き
た

従
来
の
地
理
学
の
諸
研
究
を
、
人
間
と
自
然
と
の
相
互
の
か
か
わ
り
に
注
目
し

た
独
自
の
動
的
・
総
合
的
な
風
土
学
へ
と
発
展
せ
し
め
、
深
化
と
す
る
こ
こ
ろ

み
」
と
し
た
（
同
書　

４
２
３
頁
）。
ベ
ル
ク
に
よ
る
と
「
風
土(m

ilieu)

」
は
、

「
あ
る
社
会
の
、
空
間
と
自
然
に
対
す
る
関
係
」
と
定
義
さ
れ
る
。

こ
こ
で
「
自
然
」
は
、
こ
の
世
界
に
お
い
て
、
人
間
に
よ
っ
て
も
、
人
間
の

た
め
に
も
、
意
味
を
持
た
な
い
も
の
と
し
て
理
解
さ
れ
る
。
自
然
と
は
、
人

間
を
前
提
し
な
い
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
で
い
て
人
間
の
内
部
に
、
そ
し
て
周

囲
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
人
間
は
、
メ
タ
フ
ァ
に
よ
っ
て
し
か
自
然
を
し
る

こ
と
が
で
き
な
い
。
文
化
と
い
う
メ
タ
フ
ァ
で
あ
る
。(

同
書　

１
５
５
頁
）

　

ベ
ル
ク
に
よ
る
と
自
然
と
人
間
は
、
諸
科
学
に
お
い
て
前
提
さ
れ
て
い
る
と

同
様
に
二
元
的
な
関
係
性
に
あ
り
、
両
者
を
結
び
つ
け
る
の
が
文
化
で
あ
る
と

い
う
。
自
然
は
、
そ
れ
自
体
が
人
間
に
と
っ
て
直
接
意
味
を
も
つ
こ
と
は
な
い

が
、「
文
化
に
お
け
る
自
然
の
干
渉
と
集
団
に
お
け
る
個
人
の
干
渉
」を
も
っ
て
、

メ
タ
フ
ァ
（
隠
喩
）、具
体
的
に
は
「
言
葉
」
に
置
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
文
化
的
存
在
と
し
て
意
味
化
さ
れ
る
。
そ
の
置
き
換
え
と
は
、
わ
れ
わ
れ
の

「
仮
想
的
な
場
」
つ
ま
り
は
「（
一
定
の
風
土
の
一
部
を
成
す
生
き
物
と
し
て
の
）

人
間
の
内
部
で
、
ま
た
そ
の
周
囲
に
お
い
て
、
あ
る
意
味
を
持
つ
」
も
の
で
あ

る
（
同
書　

１
５
６
―
５
９
頁
）。

　

文
化
と
自
然
に
は
そ
れ
ぞ
れ
秩
序
が
あ
り
、
双
方
に
は
「
境
界
」
が
あ
る
。

ベ
ル
ク
の
分
析
の
対
象
は
こ
の
「
境
界
」
に
向
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
分
析
が

結
果
的
に「
風
土
」の
問
題
に
帰
納
す
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
ベ
ル
ク
は
、「
風

土
の
理
論
」
を
提
唱
す
る
以
前
の
地
理
学
が
「
地
理
学
的
決
定
論
の
な
か
に
迷

い
込
ん
で
」
し
ま
っ
て
い
た
と
す
る
。「
地
理
学
決
定
論
」
の
問
題
点
は
、
自

然
科
学
と
人
間
・
社
会
科
学
の
諸
手
続
き
を
経
ず
に
、
何
の
疑
い
も
な
く
双
方

の
境
界
を
容
易
に
踏
み
越
え
て
き
た
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、類
推（
ア

ナ
ロ
ジ
ー
）
と
因
果
関
係
を
混
同
し
て
い
る
点
で
、
誤
っ
た
科
学
の
認
識
を
導

く
危
険
性
を
伴
っ
て
い
た
。
ま
た
科
学
全
般
と
し
て
い
え
ば
、
自
然
と
文
化
あ
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る
い
は
環
境
と
文
化
と
の
関
係
を
断
絶
し
続
け
れ
ば
、
結
果
的
に
万
人
の
精
神

は
主
観
に
お
い
て
孤
立
し
、
永
遠
に
「
主
観
と
客
観
、
自
然
と
文
化
、
集
団
と

個
人
と
い
う
三
重
の
二
元
性
を
乗
り
越
え
る
こ
と
」（
同
書
：
１
８
１
頁
）
が

で
き
な
い
と
い
う
問
題
を
抱
え
て
い
た
。

　

ベ
ル
ク
は
、「
地
理
学
的
決
定
論
」
の
克
服
に
は
「
風
土
（m

ilieu

）」
と
い

う
固
有
の
位
相
に
基
づ
い
て
三
重
の
二
元
論
す
べ
て
の
両
立
を
は
か
る
こ
と
が

不
可
欠
と
考
え
た
。
具
体
に
そ
れ
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
と
同
調
し

て
、
自
然
と
文
化
（
人
間
）
を
メ
タ
フ
ァ
と
い
う
「
添
え
木
」
に
よ
っ
て
引
き

付
け
て
記
述
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
（
４
）。

　

ベ
ル
ク
は
、
ど
の
よ
う
に
し
て
自
ら
が
属
す
る
地
理
学
の
反
省
を
意
識
し
た

の
か
。
彼
の
「
風
土
の
理
論
」
の
発
想
は
、
近
代
フ
ラ
ン
ス
の
哲
学
者
で
あ
る

ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
の
思
想
を
範
と
し
た
近
代
科
学
主
義
の
批
判
、
近
代
の
哲
学

者
・
和
辻
哲
郎
の
『
風
土
』（
５
）
の
批
判
的
読
解
に
基
づ
い
て
い
た
。

　

こ
の
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
よ
う
に
閉
じ
た
論
理
は
、
風
土
の
論
理
で
あ
り
、
論

証
的
な
言
葉
の
論
理
で
は
決
し
て
な
い
。
風
土
の
た
だ
な
か
で
は
、
自
然
は

表
象
さ
れ
た
自
然
の
内
部
に
存
在
し
て
い
る
。
表
象
さ
れ
た
自
然
は
社
会
の

な
か
に
投
影
さ
れ
、
社
会
は
自
然
の
な
か
に
投
影
さ
れ
る
。
部
屋
の
な
か
の

ソ
フ
ィ
ス
ト
―
デ
カ
ル
ト
な
ら
「
暖
炉
部
屋
に
ひ
と
り
一
日
中
こ
も
っ
た
」

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
―
、
そ
の
誰
が
三
つ
の
用
語
の
ど
れ
か
一
つ
を
省
略
す

る
こ
と
に
踏
み
切
れ
る
だ
ろ
う
か
。（
同
書
：
５
８
頁
）

　

ベ
ル
ク
は
、『
方
法
序
説
』
第
二
部
の
冒
頭
に
お
け
る
「
炉
部
屋
で
の
思
索
」

を
引
用
し
て
、
デ
カ
ル
ト
の
数
学
に
も
と
づ
い
た
機
械
論
的
な
自
然
論
の
偏
向

し
た
態
度
を
批
判
し
、
社
会
の
自
然
に
対
す
る
能
動
的
か
つ
受
動
的
関
係
に
つ

い
て
言
及
し
た
。
人
間
に
と
っ
て
自
然
は
、
社
会
を
通
じ
て
心
理
物
理
的
に
受

容
さ
れ
て
お
り
、
物
質
と
運
動
の
関
係
だ
け
に
集
約
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

自
然
が
メ
タ
フ
ァ
（
暗
喩
）
を
通
し
て
の
み
意
味
化
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
自

然
が
近
代
科
学
主
義
に
お
け
る
物
質
と
運
動
の
理
論
だ
け
で
論
じ
ら
れ
な
い
こ

と
を
意
味
す
る
。

　

諸
科
学
に
お
け
る
自
然
へ
の
言
及
は
、
原
則
的
に
言
葉
を
用
い
た
社
会
の
対

人
関
係
に
も
と
づ
か
ざ
る
を
得
な
い
。「
風
土
の
理
論
」
は
、
二
匹
の
蛇
が
互

い
の
尾
を
飲
み
込
む
「
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
」
の
図
案
の
ご
と
く
、
自
然
と
社
会
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
環
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
に
人
間

に
と
っ
て
メ
タ
フ
ァ
と
い
う
「
添
え
木
」
が
受
容
可
能
と
し
て
い
る
自
然
と
社

会
、
文
化
が
関
係
す
る
実
践
的
世
界
が
「
風
土(m

ilieu)

」
と
呼
ば
れ
た
の
で

あ
っ
た
。

風
景
の
テ
ー
マ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
近
代
の
言
語
や
芸
術
に
広
く
行
き
渡
っ
た
こ

と
は
、よ
り
一
般
的
な
関
係
の
連
鎖
の
一
部
を
成
し
て
い
る
。
ア
ー
ウ
ィ
ン
・

パ
ノ
フ
ス
キ
ー
（
１
８
９
２
―
１
８
９
６
）
は
そ
の
連
鎖
に
道
し
る
べ
を
立

て
た
一
人
で
あ
り
、
彼
は
い
わ
ゆ
る
近
代
的
遠
近
法
が
次
第
に
確
立
し
て
き

た
こ
と
を
、
個
体
主
義
的
自
我
の
覚
醒
と
結
び
つ
け
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の

進
展
が
相
俟
っ
て
西
欧
の
近
代
性
が
明
確
な
も
の
と
な
り
、
そ
の
際
、
基
本

的
な
付
随
物
と
し
て
客
観
化
（
す
な
わ
ち
主
体
と
世
界
の
相
互
的
抽
象
化
）

と
い
う
こ
と
が
伴
わ
れ
、
こ
れ
が
科
学
革
命
を
約
束
す
る
も
の
と
な
っ
た
。

（
同
書 

１
９
４
頁
）

　

日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
い
て
近
代
科
学
主
義
者
は
、
自
然
と
社
会
の
二
面

か
ら
な
る
ウ
ロ
ボ
ロ
ス
の
環
を
、
自
然
だ
け
の
環
が
成
り
立
つ
か
の
よ
う
に
装
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い
、
振
る
舞
っ
て
き
た
。
か
れ
ら
が
自
然
の
側
面
だ
け
に
よ
る
世
界
の
記
述
を

正
当
化
す
る
た
め
に
は
、
個
人
の
意
志
や
意
識
、
社
会
と
自
然
と
の
結
び
つ
き

な
ど
原
理
的
に
自
然
と
同
一
視
で
き
な
い
現
象
ま
で
も
自
然
の
延
長
物
と
し
て

数
値
な
ど
に
よ
る
抽
象
化
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
近
代
科
学
主

義
者
は
、社
会
の
一
員
で
あ
り
な
が
ら
自
ら
が
足
場
と
す
る
社
会
に
目
を
背
け
、

自
身
が
抽
象
化
し
た
空
間
の
ほ
う
を
真
の
社
会
と
み
な
す
よ
う
演
繹
せ
ざ
る
を

得
な
い
。
し
た
が
っ
て
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
近
代
科
学
主
義

者
は
、
ユ
ー
ク
リ
ッ
ド
幾
何
学
の
計
量
空
間
に
例
示
さ
れ
る
「
直
接
の
空
間
体

験
が
ま
っ
た
く
知
る
こ
と
の
な
い
あ
の
等
質
性
と
無
限
性
と
を
空
間
の
表
示
に

お
い
て
現
実
化
し
、
精
神
生
理
学
的
空
間
を
い
わ
ば
数
学
的
空
間
に
変
換
す
る

と
い
う
こ
と
は
、
単
に
作
画
の
結
果
で
は
な
く
、
そ
れ
こ
そ
が
そ
の
使
命
」
と

な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
（
６
）。

　

ベ
ル
ク
の
関
心
は
、地
理
学
の
「
科
学
的
方
法
」
の
再
検
討
に
あ
っ
た
が
（
７
）、

そ
の
た
め
に
は
、
社
会
に
深
く
浸
透
し
な
が
ら
社
会
へ
の
帰
属
を
認
め
よ
う
と

し
な
い
近
代
科
学
主
義
の
乗
り
越
え
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。そ
こ
で
ベ
ル
ク
は
、

自
ら
の
「
風
土
の
理
論
」
と
近
代
科
学
主
義
と
の
根
本
的
な
違
い
を
意
識
し
、

和
辻
哲
郎
を
介
し
て
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
「
存
在
了
解
」
の
概
念
を
取
り
入
れ
た
。

　

ベ
ル
ク
は
、『
存
在
と
時
間
』
を
引
い
て
（
８
）、
従
前
の
地
理
学
を
「
諸
科
学

に
先
行
し
て
こ
れ
ら
を
も
と
づ
け
て
い
る
も
ろ
も
ろ
の
存
在
論
の
可
能
条
件
」

と
い
う
根
本
的
な
水
準
に
基
礎
づ
け
直
し
、
近
代
科
学
主
義
か
ら
身
を
離
し
た

「
風
土
学
」
へ
の
移
行
を
企
図
し
た
。
し
か
し
そ
の
本
意
は
、
地
理
学
者
と
し

て
の
立
場
へ
の
執
着
に
よ
る
、
風
土
学
を
第
一
科
学
と
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

ベ
ル
ク
に
よ
る
と
自
然
科
学
と
社
会
科
学
の
二
元
論
は
「
風
土
理
論
」
に
収
斂

さ
れ
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
そ
の
理
論
を
司
る
「
風
土
学
」
に
お
い
て
完

全
性
を
得
る
と
い
う
。

　

つ
ま
り
ベ
ル
ク
は
、
近
代
科
学
主
義
者
が
自
然
と
社
会
の
「
境
界
」
を
意
識

し
な
い
ま
ま
双
方
を
混
同
し
て
い
る
根
本
的
な
矛
盾
を
指
摘
し
、
自
然
が
メ
タ

フ
ァ
す
な
わ
ち
言
葉
に
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
り
意
味
化
さ
れ
て
い
る
と
い

う
、
心
理
物
理
的
な
領
域
の
反
省
を
経
た
科
学
の
研
究
態
度
を
発
案
す
る
に

至
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

第
２
項　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
記
述
に
お
け
る
性
質
の
相
違

　
『
風
土
の
日
本
』
に
お
け
る
ベ
ル
ク
の
取
り
組
み
は
、
近
代
科
学
主
義
の
影

響
を
受
け
る
こ
と
な
く
社
会
・
文
明
と
土
地
と
の
関
係
を
記
述
す
る
た
め
の
理

論
の
構
築
で
あ
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
自
然
と
社
会
・
文
化
の

関
係
性
の
考
察
の
結
果
と
し
て
導
き
出
さ
れ
た
の
が
「
風
土
理
論
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
新
た
な
課
題
に
直
面
す
る
。「
地
理
学
的
決
定
論
」

の
克
服
を
意
識
し
て
考
案
さ
れ
た
「
風
土
理
論
」
は
、
地
理
学
の
科
学
的
手
法

で
あ
っ
て
、
諸
科
学
間
に
お
け
る
互
い
の
研
究
に
お
け
る
還
元
・
照
合
が
意
識

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
の
理
論
は
、
地
理
学
へ
の
執
着
に
よ
り
「
風

土
学
」
と
い
う
科
学
的
主
義
を
継
続
し
て
い
た
。
特
定
科
学
の
研
究
態
度
あ
る

い
は
領
域
へ
執
着
す
る
か
ぎ
り
、
ど
れ
ほ
ど
根
本
的
な
基
礎
づ
け
を
行
っ
た
と

こ
ろ
で
、
専
門
母
型
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
）
の
介
在
に
よ
る
実
態
と
の
断
絶
あ
る
い

は
補
正
が
行
わ
れ
る
た
め
、
諸
科
学
の
間
に
お
い
て
互
い
の
研
究
の
還
元
・
照

合
を
可
能
と
す
る
記
述
を
行
う
こ
と
が
困
難
と
な
る
。
そ
こ
で
、
諸
科
学
者
ら

が
学
際
的
研
究
を
行
う
に
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
時
間
の
過
ご
し

方
と
土
地
と
の
関
わ
り
方
を
逸
脱
し
な
い
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

諸
科
学
の
間
に
お
い
て
相
互
の
研
究
が
還
元
・
照
合
で
き
る
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、
諸
科
学
者
ら
の
現
前
に
研
究
成
果
が
提
示
さ
れ
た
と
き
に
互
い
に
承

認
で
き
る
と
い
う
意
味
で
の
合
意
形
成
が
求
め
ら
れ
る
。
諸
科
学
者
が
専
門
母
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型
へ
の
依
拠
を
保
留
す
れ
ば
、
諸
科
学
の
垣
根
と
い
っ
た
も
の
は
事
実
上
解
消

し
、
あ
ら
ゆ
る
諸
科
学
者
の
言
述
と
記
述
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
共

通
の
時
間
の
過
ご
し
方
（
自
然
的
態
度
）
に
立
脚
す
る
必
然
性
に
迫
ら
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
の
研
究
成
果
は
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
の

前
提
で
あ
る
時
間
と
土
地
に
紐
付
け
ら
れ
て
い
て
こ
そ
、
実
践
的
妥
当
性
が
得

ら
れ
る
。
つ
ま
り
旧
来
の
諸
科
学
で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
時
間
の

過
ご
し
方
と
土
地
が
紐
付
け
ら
れ
た
実
践
的
世
界
の
記
述
と
、
そ
の
よ
う
な
実

態
を
俯
瞰
あ
る
い
は
傍
観
し
た
思
弁
の
言
述
あ
る
い
は
記
述
が
混
同
さ
れ
て
き

た
の
で
あ
る
。
実
践
的
世
界
の
言
述
・
記
述
は
、
科
学
主
義
の
影
響
下
に
あ
る

客
体
的
な
も
の
で
は
な
く
、
諸
科
学
の
理
想
や
定
義
を
前
提
し
な
い
直
観
に
基

づ
い
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

以
下
、
庭
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
事
例
を

挙
げ
て
、
土
地
に
関
す
る
記
述
の
質
の
相
違
を
整
理
し
た
い
。

（
１
）
俯
瞰
的
思
弁
の
記
述

　

山
口
秀
文
の
「
大
徳
寺
・
妙
心
寺
の
本
坊
・
塔
頭
に
お
け
る
前
庭
と
敷
地
配

置
の
構
成
」
は
、
京
都
市
右
京
区
に
実
在
す
る
寺
院
を
も
と
に
し
た
研
究
で
あ

る
。
そ
れ
は
、「
敷
地
内
の
外
部
空
間
を
単
な
る
空
地
と
は
捉
え
ず
に
、「
庭
」

と
い
う
人
々
の
生
活
に
関
連
し
文
化
的
意
味
を
も
つ
概
念
と
し
て
と
ら
え
る
」

と
、
実
在
の
土
地
に
即
し
た
研
究
で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
一
方
で
、
土

地
に
関
す
る
捉
え
方
と
し
て
以
下
の
よ
う
な
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

建
築
、
庭
、
敷
地
の
関
係
を
、
庭
を
中
心
に
四
つ
の
方
向
か
ら
捉
え
、
図
１

に
示
す
。「（
一
）
間
取
り
（
建
築
）
と
庭
の
関
係
」
と
は
、建
築
の
間
取
り
、

内
部
の
空
間
と
庭
と
の
関
係
で
あ
る
。「（
二
）
庭
そ
の
も
の
」
と
は
、
敷
地

内
で
展
開
す
る
庭
そ
の
も
の
の
空
間
や
機
能
・
意
味
で
あ
る
。「（
三
）
庭
と

敷
地
外
の
関
係
」
と
は
、
敷
地
外
、
す
な
わ
ち
隣
地
や
街
路
、
地
区
と
の
関

係
を
い
う
。「（
四
）
敷
地
内
の
建
築
と
庭
の
配
置
」
と
は
、
上
記
三
点
を
総

合
し
た
上
で
の
敷
地
内
部
で
の
建
築
と
庭
の
関
係
や
配
置
を
扱
う
視
点
で
あ

る
。（
８
）

　

こ
の
視
点
と
は
、
建
築
学
の
専
門
母
型
に
お
け
る
敷
地
の
単
位
や
、「
プ
ロ

ト
コ
ル
」
な
ど
と
呼
ば
れ
る
概
念
に
依
拠
し
て
お
り
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お

け
る
時
間
の
過
ご
し
方
に
は
紐
付
け
ら
れ
て
い
な
い
。
ま
た
三
項
目
提
示
さ
れ

た
研
究
方
法
の
ひ
と
つ
を
み
る
と
、「（
三
）
典
型
事
例
に
つ
い
て
、
西
澤
文
隆

と
重
森
三
玲
が
作
成
し
た
実
測
図
と
観
察
調
査
に
よ
り
建
築
と
庭
、
つ
ま
り
、

内
的
要
因
と
外
的
要
因
と
の
関
係
か
ら
前
庭
の
空
間
構
成
、
及
び
、
本
坊
・
塔

頭
の
建
築
と
庭
の
配
置
構
成
を
方
丈
・
客
殿
、
庫
裏
、
書
院
、
前
庭
を
中
心
に

明
ら
か
に
す
る
」
と
あ
る
。

　

そ
こ
で
は
、
実
在
の
土
地
と
の
接
触
が
避
け
ら
れ
、
寺
院
の
住
人
と
の
対
話

に
依
拠
し
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
実
在
の
土
地
の
呼
称
と
図
像
は
用
い
ら
れ
て

い
な
が
ら
、
実
在
の
土
地
と
の
直
接
の
紐
付
け
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
。
こ
の

よ
う
に
庭
や
建
築
の
研
究
の
記
述
で
は
、
測
定
値
や
実
測
図
に
絶
対
的
な
客
観

性
が
あ
る
と
み
な
さ
れ
、
現
地
検
分
や
住
民
へ
の
聞
き
取
り
な
ど
で
は
裏
付
け

ら
れ
な
い
恣
意
的
な
評
価
や
分
類
、
様
式
化
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

と
こ
ろ
が
そ
の
よ
う
な
記
述
は
、
理
論
の
完
結
性
や
精
度
に
係
わ
ら
ず
実
社
会

に
お
け
る
対
人
関
係
を
欠
い
て
い
る
以
上
、
分
野
の
異
な
る
諸
学
者
の
理
解
を

得
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

こ
の
種
の
研
究
は
、
ま
さ
に
ベ
ル
ク
が
批
判
し
た
近
代
科
学
主
義
の
研
究
態

度
に
則
っ
て
お
り
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
あ
る
実
在
の
土
地
を
幾
何
学
的
分
析
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に
よ
っ
て
記
述
で
き
る
か
の
よ
う
に
見
せ
か
け
て
い
る
。
し
か
し
そ
の
研
究
成

果
は
、
客
観
に
装
わ
れ
た
個
人
的
見
解
以
上
の
も
の
で
は
な
い
で
あ
る
た
め
、

実
践
的
社
会
と
照
合
し
、
他
の
諸
科
学
に
還
元
す
る
こ
と
は
、
原
理
的
に
不
可

能
で
あ
る
。

（
２
）
傍
観
的
思
弁
の
記
述

　

町
田
香
は
「
近
世
初
期
宮
廷
庭
園
の
文
化
史
論
的
研
究
」（
９
）

に
お
い
て
、

江
戸
期
「
寛
永
文
化
の
特
色
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
サ
ロ
ン
と
い
う
人
間
関

係
の
中
で
、
庭
園
の
「
利
用
者
」
を
捉
え
て
い
く
」
研
究
を
行
っ
た
（
同
書
：

４
頁
）。
こ
こ
で
サ
ロ
ン
と
は
、「「
人
が
ま
ず
優
先
し
、
文
芸
は
む
し
ろ
そ
れ

に
付
随
す
る
も
の
。
様
々
な
文
芸
活
動
を
行
う
こ
と
が
可
能
」
と
い
う
性
格
を

有
し
た
文
化
集
団
」（
同
書
：
６
頁
）
と
定
義
さ
れ
、
さ
ら
に
「
同
志
的
な
性

格
を
帯
び
た
も
の
と
い
う
独
自
的
な
性
格
を
付
与
」（
同
書　

８
頁
）
す
る
。

研
究
の
方
法
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
智
仁
親
王
と
後
水
尾
院
の
文
化
活
動
と
後
水
尾
院
の
文
化
活

動
と
捉
え
ら
れ
る
事
跡
を
、
同
時
代
の
諸
日
記
を
中
心
と
し
た
文
献
か
ら
で

き
る
限
り
渉
猟
調
査
す
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
文
化
活
動
を
①
内
容
②
構
成
員

③
場
所
と
い
っ
た
要
素
か
ら
分
析
す
る
と
共
に
、
両
者
の
文
化
活
動
の
変
遷

を
明
ら
か
に
す
る
。（
同
書
：
７
頁
）

　

こ
の
論
考
の
主
旨
は
、
庭
の
利
用
者
を
、
桂
離
宮
と
修
学
院
離
宮
を
造
営
し

た
こ
と
で
知
ら
れ
る
一
条
宮
智
仁
親
王
と
後
水
尾
院
に
設
定
し
、
資
料
に
も
と

づ
い
て
か
れ
ら
の
文
化
活
動
の
実
態
と
特
質
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
そ
の
う
え
で
結
論
の
段
階
に
お
い
て
「
そ
れ
ぞ
れ
の
時
期
に
お
け
る
活
動

内
容
の
質
的
な
推
移
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
活
動
場
所
と
し
て
の
庭
園
が

ど
の
よ
う
に
機
能
し
て
い
た
の
か
を
考
察
」（
同
書
：
５
７
頁
）
す
る
。
そ
の

庭
と
し
て
は
現
存
す
る
仙
洞
御
所
や
修
学
院
離
宮
、桂
離
宮
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
、

そ
れ
ら
活
動
場
所
に
お
け
る
遊
興
や
文
芸
活
動
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結

果
、
以
下
の
結
論
が
導
き
出
さ
れ
た
。

　

�

つ
ま
り
宮
廷
庭
園
は
階
層
に
よ
ら
な
い
同
志
的
人
間
関
係
か
ら
な
る
サ
ロ
ン

の
活
動
の
場
で
あ
り
、
後
続
の
大
名
庭
園
が
藩
主
と
家
臣
と
い
う
主
従
関
係

を
主
軸
と
し
た
饗
応
の
場
で
あ
っ
た
こ
と
に
比
す
れ
ば
、
宮
廷
庭
園
は
独
自

の
性
格
と
い
え
よ
う
。（
同
書
：
６
４
頁
）

　

こ
の
論
考
の
筆
者
は
、一
条
宮
智
仁
親
王
の
自
筆
日
記『
御
年
暦
』を
挙
げ「
例

え
ば
、
執
拗
に
連
歌
を
催
し
た
こ
と
を
記
し
、
十
二
、三
人
い
る
参
加
者
の
う

ち
常
に
特
定
の
人
物
を
執
拗
に
書
き
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
智
仁
親
王

の
意
志
の
現
れ
と
い
え
よ
う
」（
同
書
：
６
頁
）
と
、
庭
を
造
営
し
た
人
物
の

意
志
と
そ
の
人
間
関
係
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
庭
が
成
立
す
る
に
至
っ

た
実
態
を
浮
き
彫
り
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
論
考
は
、
資
料
に
依
拠
し

て
日
常
生
活
の
対
人
関
係
を
反
映
し
て
い
る
と
い
う
点
で
一
定
の
実
践
的
妥
当

性
が
認
め
ら
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
記
述
さ
れ
て
い
る
事
柄
の
す
べ
て
は
、
客
体
的
な
態

度
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
論
考
に
お
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
庭
と
対
人
関

係
は
、
現
存
す
る
庭
あ
る
い
は
現
世
の
社
会
と
照
合
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
結

果
と
し
て
、
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
往
還
関
係
を
持
た
な
い
、
内
部
完

結
し
た
思
弁
の
記
述
に
留
ま
っ
て
い
る
。
そ
の
主
旨
と
は
離
れ
て
、
こ
の
論
考

の
仙
洞
御
所
や
修
学
院
離
宮
、
桂
離
宮
の
記
述
は
、
現
存
す
る
そ
れ
ら
の
庭
に

お
け
る
実
践
に
直
接
反
映
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
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（
３
）
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
の
記
述

　

中
島
宏
は
「
小
石
川
後
楽
園
と
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
の
植
栽
管
理
の
あ
り
方
に

関
す
る
研
究
」（
１
０
）
に
お
い
て
、
実
在
す
る
庭
の
維
持
管
理
の
実
態
に
つ
い
て

記
述
し
て
い
る
。

　

本
論
で
は
、
直
接
職
務
に
携
わ
っ
た
筆
者
自
身
の
経
験
を
も
と
に
、
特
に
、

小
石
川
後
楽
園
と
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
に
つ
い
て
、
植
栽
の
構
成
や
地
割
の
変

遷
と
植
物
の
生
育
状
況
や
推
移
と
を
検
討
し
、
植
栽
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い

て
考
察
す
る
。（
同
書
：
１
頁
）

　

こ
の
論
考
の
筆
者
は
、
東
京
都
庁
が
所
管
す
る
六
箇
所
の
文
化
財
庭
園
の
保

存
管
理
に
携
わ
っ
た
経
験
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
小
石
川
後
楽
園
と
浜
離
宮
恩
賜

庭
園
が
研
究
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
研
究
の
方
法
は
、「
歴
史
的
な
文
献
、

絵
図
、
調
査
報
告
書
等
の
検
討
を
も
と
に
作
庭
時
か
ら
文
化
財
指
定
時
ま
で
の

地
割
り
構
成
の
推
移
を
検
討
す
る
」、
そ
の
上
で
「
作
庭
時
か
ら
文
化
財
指
定

時
ま
で
の
植
栽
構
成
の
推
移
を
検
討
す
る
」、
さ
ら
に
「
近
年
の
植
物
生
育
状

況
と
推
移
を
把
握
す
る
た
め
に
、
東
京
都
に
お
け
る
樹
木
調
査
資
料
・
デ
ー
タ

等
に
基
づ
い
て
分
析
し
考
察
」
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ
い
て
「
ブ
ロ
ッ
ク

毎
に
植
栽
管
理
の
あ
り
方
を
考
察
す
る
」（
以
上
、
同
書
：
２
頁
）
と
い
う
も

の
で
あ
っ
た
。
こ
の
論
考
の
筆
者
は
、
自
身
の
経
験
と
実
地
記
録
と
の
照
合
結

果
を
実
際
の
庭
に
お
け
る
植
栽
管
理
へ
反
映
す
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
の
文
化
財
庭
園
は
、時
代
の
変
遷
と
共
に
庭
園
の
所
有
者
の
交
代
、

庭
園
に
対
す
る
思
想
の
相
違
、
震
災
や
戦
災
な
ど
の
影
響
、
ま
た
、
最
近
の

周
辺
環
境
の
改
変
な
ど
に
よ
っ
て
、
庭
園
は
変
化
し
て
き
た
。
特
に
、
庭
園

の
主
要
な
構
成
要
素
で
あ
る
植
物
は
生
き
物
で
あ
る
た
め
、
自
然
の
法
則
に

従
う
気
候
風
土
の
影
響
は
免
れ
が
た
く
、
季
節
や
時
間
の
経
過
と
と
も
に
そ

の
姿
を
変
え
て
い
く
の
で
、
管
理
の
中
で
目
標
を
持
っ
て
、
計
画
的
に
管
理

し
て
い
か
な
け
れ
ば
、
庭
園
の
歴
史
的
景
観
を
崩
す
こ
と
に
も
な
り
か
ね
な

い
。（
同
書
：
１
頁
）

　

歴
史
の
あ
る
庭
の
景
観
は
、
天
変
地
異
を
含
む
自
然
の
影
響
や
社
会
的
要
因

に
よ
っ
て
変
化
を
き
た
す
た
め
、
計
画
的
な
管
理
の
必
要
性
が
あ
る
。
本
論
考

の
目
的
は
、
特
定
の
庭
に
対
す
る
管
理
の
あ
り
方
の
検
討
で
あ
っ
た
が
、
そ
の

意
識
は
自
然
の
影
響
と
社
会
的
要
因
に
向
け
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
本
論
考
で

収
集
、
分
析
さ
れ
た
記
録
は
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る
歴
史
と
現
存
す
る
庭
に

立
っ
て
採
取
さ
れ
た
情
報
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、そ
れ
ら
の
情
報
は
、

確
実
に
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
に
紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
幾
多
の
変
遷
を
経
て
両
庭
園
に
課
せ
ら
れ
た
日
本
庭

園
の
鑑
賞
美
を
基
調
に
し
て
、
本
論
で
の
研
究
の
手
順
に
従
い
文
化
財
庭
園

の
植
栽
管
理
目
標
を
十
分
発
揮
で
き
る
よ
う
に
植
栽
管
理
を
し
、
わ
が
国
の

庭
園
史
上
に
残
る
歴
史
の
地
割
・
意
匠
や
特
有
の
発
達
を
と
げ
た
江
戸
の

伝
統
的
な
樹
芸
等
を
継
承
し
、
東
京
都
に
お
け
る
伝
統
・
文
化
遺
産
で
あ

る
文
化
財
庭
園
の
価
値
を
伝
承
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。（
同
書
：

１
６
４
頁
）

　

最
後
に
本
論
考
の
筆
者
は
、
継
承
や
伝
承
と
い
っ
た
概
念
に
つ
い
て
述
べ

た
。
継
承
や
伝
承
は
、
対
人
関
係
に
よ
っ
て
成
立
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ

で
は
そ
れ
が
数
値
と
俯
瞰
的
記
述
に
置
き
換
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
論
考
の
目
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的
は
、
庭
園
の
歴
史
的
景
観
を
崩
さ
な
い
た
め
の
植
栽
管
理
の
あ
り
方
の
考
察

で
あ
り
、
た
と
え
研
究
の
冒
頭
よ
り
伝
承
と
継
承
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
と

し
て
も
、
対
人
関
係
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ
れ
て
い
な
い
以
上
は
、
植
栽
管

理
の
技
能
の
継
承
や
庭
の
価
値
の
伝
承
に
直
接
的
な
寄
与
を
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
本
来
、
こ
の
論
考
の
結
果
を
小
石
川
後
楽
園
と
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
の
保

存
管
理
の
実
務
に
還
元
す
る
た
め
に
は
、
現
状
の
実
践
的
世
界
に
お
け
る
対
人

関
係
と
の
照
合
と
調
整
が
別
途
必
要
と
な
る
。そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
同
論
考
は
、

日
常
生
活
の
水
準
と
直
結
し
た
世
界
に
つ
い
て
記
述
し
な
が
ら
、
活
き
た
対
人

関
係
に
つ
い
て
の
配
慮
が
な
い
た
め
に
、
日
常
生
活
の
実
践
か
ら
ど
れ
ほ
ど
多

く
の
情
報
量
を
得
よ
う
と
、
そ
の
記
述
の
態
度
で
は
実
践
的
妥
当
性
が
担
保
さ

れ
な
い
の
で
あ
る
。

（
４
）
実
践
的
世
界
の
記
述

　

従
来
の
土
地
の
諸
科
学
で
は
、
先
述
の
三
事
例
に
見
ら
れ
る
〝
質
〟
の
記
述

が
行
わ
れ
る
に
留
ま
っ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
直
接
経
験
に
直
結
し
た

実
践
的
世
界
の
記
述
が
、ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。

そ
れ
で
は
、
直
接
経
験
に
直
結
し
た
実
践
的
世
界
の
記
述
と
は
、
い
か
な
る
も

の
か
と
い
え
ば
、
そ
の
ひ
と
つ
の
事
例
と
し
て
地
誌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

た
と
え
ば
竹
村
俊
則
『
昭
和
都
名
所
図
会
』（
１
１
）
は
、
江
戸
期
に
記
述
さ
れ

た
秋
里
籬
島
『
都
名
所
図
会
』（
１
２
）
の
記
述
と
挿
図
の
形
態
を
踏
襲
し
て
い
る

た
め
、
現
存
す
る
土
地
に
対
し
て
江
戸
期
と
昭
和
期
と
の
情
況
の
比
較
が
可
能

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
両
書
の
著
者
は
現
地
に
赴
い
て
挿
図
を
作
成
し
記
述
を
実

施
し
て
い
る
た
め
、
同
時
期
の
社
会
事
情
が
色
濃
く
記
さ
れ
た
紀
行
文
な
ど
と

照
合
を
行
っ
て
も
辻
褄
が
合
う
。
両
書
の
共
通
点
は
、
著
者
が
実
在
す
る
土
地

に
赴
い
て
同
時
代
に
生
き
る
人
々
と
の
間
に
お
け
る
関
わ
り
の
記
述
を
行
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
そ
の
記
述
内
容
は
、
記
述
の
形
式
を
揃
え
、
実
用
上
の
地
名
や

呼
称
を
踏
襲
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
世
へ
の
還
元
さ
え
可
能
で
あ
る
。

　

両
書
で
は
、
い
わ
ば
先
科
学
的
に
日
常
の
社
会
生
活
が
記
録
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
記
述
の
仕
方
は
、
庭
、
建
物
、
地
理
な
ど
諸
科
学
の
領
域
な
ど
無
関
係
な

も
の
と
し
て
、
地
域
や
寺
社
が
ま
と
ま
り
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
言
い
換

え
れ
ば
、
諸
科
学
を
含
む
実
社
会
に
お
け
る
照
合
と
還
元
を
可
能
と
す
る
実
践

的
世
界
と
し
て
土
地
を
記
述
す
る
と
、
地
誌
の
よ
う
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の

で
あ
る
。
同
様
の
態
度
に
よ
る
記
述
を
諸
科
学
間
で
行
お
う
と
す
れ
ば
、
た
と

え
ば
京
都
府
京
都
市
内
に
お
い
て
行
わ
れ
た
、
百
件
の
町
家
・
民
家
の
住
人
を

対
象
と
し
た
聞
き
取
り
調
査
に
も
と
づ
く
報
告
書
『
町
家
・
民
家
の
庭
』（
１
３
）

で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
科
学
分
野
に
隔
た
ら
な
い
徹
底
し
た
学
際
的
分
業
が
不

可
避
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と
え
地
誌
が
実
践
的
世
界
の
記
述
で
あ
っ

た
と
し
て
も
、
そ
の
個
人
に
よ
る
見
識
が
科
学
と
し
て
の
一
般
性
や
普
遍
性
を

担
っ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
個
人
の
見
識
に
留
ま
る
こ

と
な
く
、
日
常
生
活
の
実
践
に
還
元
可
能
な
土
地
の
記
述
が
可
能
で
あ
る
か
、

そ
れ
が
次
の
課
題
で
あ
る
。

第
３
項　

�

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
の
記
述
に
向
け
て
の
根
本
的
な
転

換
の
必
要
性

　

こ
こ
ま
で
、土
地
の
記
述
に
お
け
る
四
種
類
の
〝
質
〟
の
違
い
を
提
示
し
た
。　

こ
の
〝
質
〟
の
違
い
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
優
劣
あ
る
い
は
上
下
の
関
係
が
あ
る
わ

け
で
は
な
い
。
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
態
度
に
立
脚
し
た
そ
れ
ら
の
記
述
は
、〝
質
〟

と
し
て
並
行
関
係
に
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
互
換
性
は
期
待
で
き
な
い
。
実
社
会
の

対
人
関
係
と
関
わ
り
を
持
つ
〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
・
実
践
的
世
界
〟

の
記
述
と
対
人
関
係
を
均
質
化
し
た
〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〟
の
記
述
の
内
容

は
、
地
名
や
人
名
な
ど
固
有
名
詞
や
年
号
以
外
に
接
点
を
も
た
な
い
。
つ
ま
り
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実
践
的
世
界
の
記
述
と
架
空
の
思
弁
の
記
述
の
〝
質
〟
の
違
い
は
、
日
常
生
活

の
実
践
へ
向
け
た
還
元
の
意
識
の
有
無
に
起
因
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

結
局
、
諸
科
学
に
よ
る
土
地
の
記
述
に
お
い
て
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来

事
へ
直
接
還
元
す
る
こ
と
が
可
能
な
の
は
、実
践
的
世
界
の
記
述
の
み
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
い
わ
ば
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
上
の
記
録
や
分
析
、
解
明
こ
そ
が
、

実
践
的
世
界
の
記
述
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
成
果
は
、
近
代
以
前

の
地
誌
な
ど
で
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
時
間
と
土

地
に
お
け
る
過
ご
し
方
に
紐
づ
け
ら
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
実
践

的
世
界
の
記
述
は
、
個
別
的
科
学
主
義
の
断
念
、
諸
科
学
者
に
よ
る
専
門
母
型

へ
の
依
拠
の
保
留
に
よ
っ
て
の
み
、
そ
の
可
能
性
が
開
か
れ
る
。

　

こ
れ
ま
で
の
考
察
で
、
日
常
生
活
の
実
践
上
で
通
用
す
る
学
術
研
究
を
進
め

る
う
え
で
は
、
従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
態
度
を
大
幅
に
見
直
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
明
確
と
な
っ
た
。
正
確
に
い
え
ば
、
見
直
し
で
は

な
く
天
と
地
を
ひ
っ
く
り
返
す
よ
う
な
根
本
的
な
転
換
が
迫
ら
れ
て
い
る
。
そ

れ
が
決
し
て
比
喩
で
は
な
い
こ
と
は
、
従
来
の
土
地
に
関
す
る
数
多
く
の
諸
科

学
者
に
よ
っ
て
長
ら
く
絶
対
視
さ
れ
て
き
た
客
観
性
の
根
拠
が
そ
も
そ
も
不
明

瞭
で
あ
り
、
そ
の
研
究
成
果
が
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
直
接
還
元
で
き

な
い
実
情
が
明
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
根
本
的
な
転
換
と
は
、
た
ん
に
従
来
の
研
究
の
あ
り
方
を
反
省
し
刷
新

す
る
こ
と
で
は
な
く
、
従
来
と
は
根
本
的
に
異
な
る
研
究
態
度
を
見
出
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
従
来
の

科
学
に
お
け
る
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
け
る
時
間
の
過
ご
し
方
と
土
地
に
紐

づ
け
ら
れ
な
い
研
究
態
度
を
あ
ら
た
め
、
日
常
生
活
の
実
践
上
で
生
じ
て
い
る

出
来
事
を
支
持
基
盤
の
段
階
ま
で
遡
行
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
が
日
常
生
活
の
実
践
上
で
生
じ
て
い
る
出
来

事
か
ら
距
離
を
置
い
て
、
恣
意
的
な
架
空
の
空
間
を
創
出
し
、
そ
れ
を
前
提
し

て
言
述
・
記
述
を
行
っ
て
き
た
こ
と
。
そ
の
従
来
の
諸
科
学
に
お
け
る
研
究
態

度
か
ら
の
完
全
な
る
離
別
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

第
３
節　

補
注

（
１
）�

建
築
に
関
し
て
は
、
以
下
の
事
例
が
あ
る
。
山
本
雅
和
著
：
平
安
京
の

邸
宅
遺
構
：
倉
田
実
編
：
王
朝
文
学
と
建
築
・
庭
園 

平
安
文
学
と
隣
接

諸
学
：
竹
林
舎
：
２
０
０
７
、１
３
２
―
５
６
頁

（
２
）�

庭
園
に
関
し
て
は
、
以
下
の
事
例
が
あ
る
。
奈
良
文
化
財
研
究
所
学
報

第
七
十
四
冊　

古
代
庭
園
研
究
Ⅰ
：
独
立
行
政
法
人 

文
化
財
研
究
所 

奈

良
文
化
財
研
究
所
：
２
０
０
６

（
３
）�

オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
著
・
篠
田
勝
英
訳
：
ち
く
ま
学
芸
文
庫 

風
土

の
日
本
：
１
９
９
４

（
４
）�

わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
い
て
自
然
と
文
化
は
、メ
タ
フ
ァ

に
よ
っ
て
常
に
結
び
付
い
た
状
況
に
あ
る
。
こ
の
恒
常
性
は
、
Ｍ
・
ハ

イ
デ
ガ
ー
の
「
被
投
性
」、
つ
ま
り
わ
れ
わ
れ
の
理
解
が
原
的
に
自
ら
の

存
在
可
能
性
に
向
か
っ
て
身
を
投
じ
ら
れ
た
状
態
に
あ
る
こ
と
と
同
調

し
て
い
る
。
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
は
、
予
め
自
然

と
文
化
が
一
体
で
あ
る
情
況
に
身
が
投
じ
ら
れ
て
お
り
、
身
体
的
に
そ

の
情
況
か
ら
離
反
で
き
な
い
。
直
言
す
る
と
自
然
と
文
化
の
二
元
化
は
、

一
般
常
識
的
な
先
入
見
あ
る
い
は
諸
科
学
の
研
究
態
度
に
よ
っ
て
喚
起

さ
れ
て
い
る
の
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。

（
５
）
和
辻
哲
郎
：
風
土 

人
間
学
的
考
察
：
岩
波
文
庫
、
１
９
７
９

（
６
）�

環
境
哲
学
に
関
す
る
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー　

オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク:

「
エ
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コ
・
フ
ィ
ロ
ソ
フ
ィ
」
研
究 

別
冊
三 

２
０
０
９
―
１
２
：
東
洋
大
学

学
術
情
報
リ
ポ
ジ
ト
リ
、
１
７
４
頁

（
７
）�

Ｅ
・
パ
ノ
フ
ス
キ
ー
著
・
木
田
元
監
訳
：〝
象
徴
形
式
〟
と
し
て
の
遠
近

法
：
哲
学
書
房
：
２
０
０
３
、１
２
―
３
頁

（
８
）�

マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
著
・
細
谷
貞
雄
訳
：
存
在
と
時
間
（
上
）：

ち
く
ま
学
芸
文
庫
：
１
９
９
４
、４
９
頁

（
８
）�

山
口
秀
文
：
大
徳
寺
・
妙
心
寺
の
本
坊
・
塔
頭
に
お
け
る
前
庭
と
敷

地
配
置
の
構
成
：
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集:

第
７
５
巻
：
第

６
５
４
号 

１
９
０
７
―
１
９
１
６
：
２
０
１
０

（
９
）
町
田
香
：
近
世
初
期
宮
廷
庭
園
の
文
化
史
論
的
研
究
：
２
０
０
４

（
１
０
）�

中
島
宏:

小
石
川
後
楽
園
と
浜
離
宮
恩
賜
庭
園
の
植
栽
管
理
の
あ
り

方
に
関
す
る
研
究:

２
０
０
８

（
１
１
）
竹
村
俊
則
：
昭
和
都
名
所
図
会

（
１
２
）
秋
里
籬
島
：
都
名
所
図
会

（
１
３
）�

京
都
市
文
化
市
民
局
ほ
か
編
：
京
都
市
内
未
指
定
文
化
財
庭
園
調
査

報
告
書 

町
家
・
民
家
の
庭
：
京
都
市
文
化
市
民
局
文
化
芸
術
都
市
推

進
室
文
化
財
保
護
課
：
２
０
１
３

41



42

第
４
節　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
に
関
す
る
研
究
態
度
の
検
討

第
１
項　

従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
の
説
得
力
と
理
想

　

日
常
生
活
の
実
践
上
の
出
来
事
と
科
学
主
義
的
態
度
に
も
と
づ
く
記
述
と
の

間
に
は
、矛
盾
と
乖
離
が
生
じ
て
い
る
。日
常
生
活
の
実
践
上
は
、た
と
え
ば「
壬

生
寺
」
と
い
う
寺
院
境
内
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
単
元
的
に
直
接
経
験
さ
れ
る

の
に
対
し
て
、
科
学
主
義
的
態
度
に
も
と
づ
く
記
述
は
多
元
的
で
あ
る
。
諸
科

学
の
分
野
間
の
記
述
に
は
、
必
ず
し
も
統
合
性
が
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
も
そ
も

日
常
生
活
の
実
践
上
の
土
地
は
、
万
人
に
と
っ
て
、
は
っ
き
り
と
し
た
切
れ
間

の
な
い
ひ
と
つ
の
も
の
と
し
て
直
接
経
験
さ
れ
て
い
る
。
多
分
野
の
土
地
に
関

す
る
諸
科
学
者
ら
が
、
壬
生
寺
の
境
内
の
現
地
を
同
行
す
れ
ば
、
か
れ
ら
は
建

物
や
埋
蔵
文
化
財
、
地
理
、
庭
、
歴
史
を
別
々
に
経
験
す
る
の
で
は
な
く
、
ひ

と
つ
の
壬
生
寺
の
境
内
を
直
接
経
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
場
合
、
諸
科
学

者
の
間
で
相
違
す
る
の
は
、
原
的
な
射
程
（perspective

）
で
は
な
く
、
実

践
的
世
界
の
実
践
上
に
お
け
る
諸
科
学
の
分
野
ご
と
の
見
方
（angle

）
や
価

値
観
（view

 of values

）
で
あ
る
。

　

諸
科
学
者
ら
が
同
じ
時
期
の
特
定
の
土
地
で
直
接
経
験
す
る
か
ぎ
り
、
た
と

え
互
い
に
別
の
行
動
を
と
っ
て
い
た
と
し
て
も
、
ひ
と
つ
の
土
地
に
対
し
て
科

学
分
野
ご
と
に
個
別
の
真
理
や
論
理
が
成
立
す
る
こ
と
自
体
が
矛
盾
し
て
い

る
。
諸
科
学
者
ら
が
直
接
経
験
す
る
土
地
は
ひ
と
つ
で
あ
る
。
か
れ
ら
の
間
で

実
践
上
の
見
方
や
価
値
観
の
違
い
に
お
い
て
、
用
語
の
差
異
や
個
別
の
受
け
取

り
方
が
生
じ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
上
原
敬
二
に
よ
る
造
園
学
の
原
論
で
み
ら

れ
た
よ
う
な
諸
科
学
の
分
野
ご
と
の
理
想
空
間
を
直
接
経
験
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
そ
の
理
想
は
、
特
定
の
科
学
者
集
団
内
に
お
け
る
共
通
理
解
の
範
囲
に

留
ま
る
。
分
野
が
異
な
る
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
は
、
理
想
空
間
を
前
提
す

る
ゆ
え
に
、
政
治
学
者
の
よ
う
に
複
数
の
国
の
係
争
に
つ
い
て
議
論
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

諸
科
学
で
は
、
個
別
に
掲
げ
ら
れ
た
理
想
の
遂
行
が
目
指
さ
れ
て
き
た
が
、

実
践
的
世
界
に
お
け
る
直
接
経
験
で
は
、
そ
の
よ
う
な
科
学
の
理
想
が
前
提
さ

れ
な
い
。そ
も
そ
も
上
原
に
よ
る
造
園
学
の
原
論
研
究
を
通
し
て
み
た
よ
う
に
、

諸
科
学
の
理
想
と
用
語
の
定
義
は
、
極
端
な
ま
で
に
他
の
科
学
と
の
差
別
化
が

意
識
さ
れ
て
お
り
、
科
学
間
で
は
ひ
と
つ
の
土
地
に
対
す
る
共
通
認
識
が
は
か

ら
れ
て
い
な
い
。
日
常
生
活
の
実
践
の
う
え
で
壬
生
寺
の
境
内
を
直
接
経
験
す

る
時
、
わ
れ
わ
れ
は
、
絶
え
ず
原
位
置
や
庭
と
建
物
の
境
界
を
意
識
し
な
い
。

そ
こ
が
屋
内
で
あ
ろ
う
が
露
天
で
あ
ろ
う
が
、
土
間
で
あ
ろ
う
が
床
上
で
あ
ろ

う
が
、
特
定
の
時
間
に
お
け
る
土
地
の
ま
と
ま
り
は
、
受
動
的
に
直
接
経
験
さ

れ
て
お
り
、
諸
科
学
で
恣
意
的
に
設
定
さ
れ
た
分
節
に
従
っ
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
。
ひ
と
つ
の
土
地
を
諸
科
学
の
理
想
に
基
づ
い
て
分
離
し
差
別
化
す
る
動

機
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
で
は
な
く
、
諸
科
学
の
理
想
の
な
か
に

し
か
な
い
。
そ
も
そ
も
さ
、
そ
れ
ら
差
別
化
さ
れ
た
土
地
の
記
述
に
も
と
づ
い

て
学
際
研
究
を
行
う
こ
と
自
体
が
矛
盾
し
て
い
る
。

　

そ
の
よ
う
な
科
学
の
実
情
の
な
か
で
、
オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
が
「
風
土
」

と
い
う
概
念
を
通
し
て
、日
常
生
活
に
お
け
る
単
元
的
局
面
を
示
し
た
こ
と
は
、

実
践
的
世
界
の
記
述
を
目
指
す
う
え
で
大
き
な
手
が
か
り
と
な
っ
た
。
し
か
し

そ
の
ベ
ル
ク
で
さ
え
、
自
ら
が
属
す
る
地
理
学
の
科
学
主
義
か
ら
脱
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
事
態
は
、深
刻
に
受
け
止
め
る
必
要
が
あ
る
。
諸
科
学
者
は
、

理
想
や
用
語
の
定
義
を
通
じ
て
科
学
主
義
を
継
承
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
ず
と

そ
の
主
義
の
虜
と
な
っ
て
い
る
。

　

諸
科
学
者
は
、
い
か
に
科
学
主
義
を
批
判
し
た
り
反
省
し
て
も
、
自
ら
が
属

す
る
科
学
集
団
か
ら
脱
退
す
る
こ
と
は
、
自
身
の
研
究
者
と
し
て
の
歴
史
と
存

在
意
義
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
か
れ
ら
は
、
科
学
主
義
か
ら
の



脱
却
を
躊
躇
せ
ざ
る
を
得
な
い
弱
み
を
抱
え
て
い
る
。
諸
科
学
者
は
、「
風
土
」

の
よ
う
に
土
地
の
単
元
的
局
面
を
想
定
し
た
研
究
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
、
科
学

主
義
つ
ま
り
は
科
学
分
野
ご
と
の
独
立
性
を
主
唱
し
続
け
て
い
る
か
ぎ
り
、
日

常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
と
科
学
研
究
と
の
乖
離
を
解
消
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
そ
も
そ
も
科
学
分
野
ご
と
の
独
立
性
は
、
諸
科
学
者
あ
る
い
は
諸
科
学
者

集
団
が
動
機
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
に
と
っ
て

直
接
の
関
係
は
な
い
。

　

そ
こ
で
見
過
ご
せ
な
い
の
は
、
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
が
、
日
常
生
活
の
実

践
の
舞
台
で
あ
る
実
践
的
世
界
の
な
か
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
市
民
権
を
得
る
だ

け
で
は
な
く
権
威
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、

研
究
成
果
の
根
拠
や
明
証
性
に
つ
い
て
矛
盾
を
抱
え
て
お
り
、
そ
の
存
在
意
義

は
危
機
状
態
に
あ
る
。も
し
危
機
と
い
う
表
現
が
大
げ
さ
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
成
果
の
質
に
は
ば
ら
つ
き
が
あ
り
、
分
野
間
で

の
照
合
や
検
証
を
図
る
こ
と
が
困
難
で
あ
る
こ
と
は
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学

に
携
わ
っ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
誰
し
も
納
得
せ
ざ
る
を
え
な
い
事
実
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
科
学
者
集
団
の
内
部
か
ら
そ
の
危
機
状
態
の
克
服
が

に
向
け
て
の
取
り
組
み
が
行
わ
れ
な
い
の
は
、
諸
科
学
の
研
究
成
果
が
社
会
の

な
か
で
市
民
権
を
得
る
見
せ
か
け
あ
る
い
は
工
作
が
成
功
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
諸
科
学
者
が
そ
の
立
場
で
言
述
・
記
述
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
科

学
者
集
団
内
で
公
表
さ
れ
た
論
文
や
研
究
発
表
の
範
囲
あ
る
い
は
そ
の
延
長
線

上
で
あ
る
。
そ
れ
以
外
は
、
科
学
者
の
立
場
を
か
り
た
個
人
的
見
解
で
あ
る
。

　

一
般
社
会
に
お
い
て
科
学
者
へ
講
演
や
寄
稿
、
何
ら
か
の
検
討
委
員
へ
の
就

任
が
依
頼
さ
れ
る
際
、
諸
科
学
者
の
言
述
・
記
述
が
か
れ
の
研
究
成
果
と
整
合

し
て
い
る
か
を
確
認
す
る
義
務
は
必
ず
し
も
な
い
。
諸
科
学
者
が
、
自
ら
の
研

究
成
果
以
外
の
こ
と
を
科
学
者
の
立
場
で
主
張
し
て
い
て
も
、
か
れ
の
科
学
者

集
団
に
お
け
る
業
績
を
精
査
し
な
け
れ
ば
、
確
か
め
よ
う
が
な
い
。
さ
ら
に
、

一
般
社
会
が
諸
科
学
者
に
求
め
て
い
る
実
践
的
世
界
の
物
事
と
諸
科
学
者
に
よ

る
理
想
空
間
の
研
究
と
の
齟
齬
は
、
双
方
の
言
述
・
記
述
の
質
の
差
異
を
見
極

め
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
ぎ
り
、
露
見
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
、
こ
の
実
践
的
世
界
と
科
学
的
理
想
空
間
の
理
念
上
の
同
一
性
が
、
科

学
主
義
が
日
常
生
活
の
実
践
が
行
わ
れ
る
社
会
に
受
容
さ
れ
る
常
態
性
に
結
び

つ
い
て
い
る
。

　

実
践
的
世
界
と
科
学
的
理
想
空
間
は
、
理
念
と
し
て
同
一
で
あ
る
た
め
、
表

面
的
な
言
述
・
記
述
に
お
い
て
見
分
け
が
つ
か
な
い
が
、
そ
の
質
は
明
確
に
異

な
る
。
理
念
の
質
は
、
そ
の
言
述
・
記
述
が
実
践
的
世
界
と
直
接
結
び
つ
い
て

い
る
か
乖
離
し
て
い
る
か
の
違
い
で
、
大
別
で
き
る
。
諸
科
学
の
言
述
・
記
述

で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
が
理
念
化
（
言
語
化
・
文
章
化
）
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
そ
の
際
に
諸
科
学
者
は
、
自
ら
の
科
学
の
独
自
性
を
主
唱
す
る

た
め
の
差
別
化
、
そ
の
た
め
の
恣
意
的
な
用
語
の
定
義
な
ど
に
よ
る
工
作
を
行

う
た
め
、
理
念
化
の
原
点
に
あ
る
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
は
、
最
初
と
は

全
く
違
っ
た
も
の
に
変
質
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。

　

諸
科
学
者
は
、
こ
の
理
念
化
に
か
か
る
工
作
活
動
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
言
述
・

記
述
を
実
践
的
世
界
と
科
学
的
理
想
空
間
と
に
二
元
化
し
、
状
況
に
合
わ
せ
て

双
方
の
局
面
に
対
応
す
る
。
諸
科
学
者
の
研
究
対
象
が
科
学
的
理
想
空
間
で
あ

り
な
が
ら
、実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
務
者
向
け
の
講
習
会
や
行
政
の
審
議
会
、

さ
ら
に
は
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
で
の
言
述
・
記
述
を
行
っ
て
も
そ
の
是
非
が
問
わ

れ
な
い
の
は
、
時
と
場
合
に
よ
っ
て
実
践
的
世
界
の
出
来
事
と
科
学
的
理
想
空

間
の
思
弁
を
使
い
分
け
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
実
情
は
、

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
厳
密
性
と
信
頼
性
を
根
底
か
ら
損
ね
て
い
る
。

　

諸
科
学
者
が
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
つ
い
て
言
述
・
記
述
す
る
な
ら
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ば
、
直
接
経
験
の
理
念
化
に
あ
た
っ
て
、
実
践
的
世
界
と
科
学
的
理
想
空
間
と

に
二
元
化
の
操
作
を
行
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
実
践
的
世
界
の
理
念
化
は
、

科
学
主
義
的
態
度
を
介
在
さ
せ
る
こ
と
な
く
、
自
然
的
態
度
の
ま
ま
で
遡
行
的

に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
２
項　

土
地
に
関
す
る
言
述
・
記
述
に
お
け
る
直
接
経
験
と
理
念
の
関
係
性

　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
何
に
つ
い
て
記
述
し
て
き
た
の
か
。
第

１
節
で
言
及
し
た
壬
生
寺
境
内
の
記
述
を
実
例
と
し
て
、
あ
ら
た
め
て
そ
れ
を

検
証
し
た
い
。

　

建
築
学
で
は
、
壬
生
寺
境
内
を
構
成
す
る
建
物
一
棟
（
大
念
佛
堂
）
に
つ
い

て
解
説
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
述
内
容
は
、
主
に
建
設
か
ら
改
修
等
、
移
築
の

遍
歴
、
建
物
の
寸
法
と
材
料
、
部
屋
等
の
配
置
、
意
匠
で
あ
っ
た
。

　

考
古
学
で
は
、
老
人
ホ
ー
ム
の
建
設
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
結
果

に
つ
い
て
記
録
・
解
説
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
記
述
内
容
は
、
主
に
検
出
さ
れ
た

遺
構
と
遺
物
（
出
土
品
）
と
周
辺
の
発
掘
調
査
結
果
や
歴
史
資
料
と
の
検
証
で

あ
っ
た
。

　

地
理
学
で
は
、
京
都
と
い
う
都
市
に
お
け
る
壬
生
寺
の
位
置
と
そ
こ
で
壬
生

狂
言
と
い
う
行
事
が
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
解
説
さ
れ
て
い
た
。

　

庭
園
学
（
造
園
学
）
で
は
壬
生
寺
の
庭
に
つ
い
て
解
説
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

記
述
内
容
は
、
歴
史
資
料
の
挿
図
と
庭
の
現
況
と
の
寸
評
や
形
状
、
意
匠
を
通

じ
た
比
較
で
あ
っ
た
。

　

最
後
に
歴
史
学
で
は
、
壬
生
寺
の
立
地
と
過
去
の
出
来
事
が
、
一
部
現
状
と

の
照
合
と
と
も
に
解
説
さ
れ
て
い
た
。

　

こ
れ
ら
壬
生
寺
と
い
う
ひ
と
つ
の
土
地
を
対
象
と
し
た
諸
科
学
の
記
述
は
、

分
野
に
よ
っ
て
そ
の
性
質
に
相
当
の
ば
ら
つ
き
が
あ
る
。

　

前
節
に
お
い
て
整
理
し
た
土
地
の
記
述
に
お
け
る
四
種
類
の
〝
質
〟
の
違
い

は
、
結
果
的
に
土
地
に
関
す
る
記
述
の
一
貫
性
の
な
さ
を
示
し
た
。

　
〝
俯
瞰
的
思
弁
〟
の
記
述
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
の
歴
史
や
対
人
関
係
を

前
提
し
な
い
。〝
傍
観
的
思
弁
〟
の
記
述
は
、
歴
史
や
記
録
に
認
め
ら
れ
る
対

人
関
係
を
前
提
し
て
い
る
が
、
土
地
に
関
わ
る
出
来
事
と
隔
絶
し
、
日
常
生
活

の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
と
の
照
合
が
行
わ
れ
な
い
。

　
〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
〟
の
記
述
で
は
、
歴
史
や
記
録
に
認
め
ら
れ

る
対
人
関
係
を
前
提
し
、
土
地
に
関
わ
る
出
来
事
と
直
結
す
る
立
場
を
と
る
。

さ
ら
に
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
と
の
照
合
が
行
わ
れ
る
場
合
は
あ

る
が
、
日
常
生
活
の
実
践
へ
の
還
元
が
徹
底
し
て
行
わ
れ
な
い
。
そ
の
言
述
・

記
述
は
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
が
、〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〟
と
同
様

に
科
学
主
義
の
影
響
下
に
あ
る
。

　

実
践
的
世
界
の
記
述
は
、
歴
史
と
対
人
関
係
へ
の
遡
行
を
意
識
し
、
日
常
生

活
の
実
践
へ
の
還
元
が
念
頭
に
置
か
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
性
質
の
違
い
は
、
第
３
節
で
挙
げ
た
諸
科
学
の
研
究
と
照
合
す
る

と
、
建
築
学
、
考
古
学
、
庭
園
学
の
記
述
が
〝
俯
瞰
的
思
弁
〟
と
〝
傍
観
的
思

弁
〟、
歴
史
学
の
記
述
が
〝
傍
観
的
思
弁
〟
と
〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
〟

に
該
当
す
る
。
一
部
の
歴
史
学
の
研
究
を
含
め
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
記

述
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
科
学
主
義
に
よ
る
思
弁
と
実
践
的
世
界
が
混
同
さ
れ
て
い

る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
が
結
果
と
し
て
、
諸
科
学
の
記
述
の
厳
密
性
あ
る
い
は

名
証
性
を
疑
わ
し
い
も
の
に
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
諸
科
学
で
は
、ひ
と
つ
の
土
地
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
る
場
合
で
も
、

記
述
の
性
質
の
違
い
が
問
わ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。諸
科
学
者
に
お
い
て
は
、

土
地
に
関
す
る
固
有
名
詞
を
揃
え
る
と
い
う
意
識
は
あ
っ
て
も
、
他
分
野
の
記

述
の
性
質
を
確
認
し
精
査
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
諸
科
学
に
お
い
て
記
述
の
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性
質
の
整
合
性
が
と
れ
な
い
こ
と
が
、
学
際
研
究
の
遂
行
を
阻
ん
で
き
た
こ
と

は
、
表
立
っ
て
議
論
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

こ
の
土
地
に
関
す
る
記
述
の
性
質
の
混
同
と
は
、
い
か
に
し
て
生
じ
て
き
た

の
か
。
こ
れ
ま
で
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
ご
と
に
理

想
化
さ
れ
た
研
究
対
象
に
つ
い
て
の
記
述
が
行
わ
れ
て
き
た
。
理
想
化
さ
れ
た

研
究
対
象
は
、
直
接
経
験
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
た
め
、
実
践
的
世
界
に
お
け

る
実
践
の
出
来
事
と
同
一
視
で
き
な
い
。
あ
ら
か
じ
め
理
想
化
の
手
続
き
を
踏

ん
で
い
る
諸
科
学
の
記
述
で
は
、
実
践
的
世
界
と
の
結
び
つ
き
が
あ
ら
か
じ
め

断
絶
さ
れ
て
き
た
。

　

端
的
に
双
方
の
性
質
は
、
直
接
経
験
に
そ
の
ま
ま
即
し
て
い
る
か
、
あ
る
い

は
直
接
経
験
を
相
対
化
し
傍
観
・
俯
瞰
・
客
体
化
す
る
か
に
よ
っ
て
異
な
る
。

実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
は
、
双
方
の
性
質
が
根

本
的
に
違
う
こ
と
が
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
区
別
す
る
こ
と
が
困
難
で

あ
る
。
こ
の
性
質
の
違
い
の
わ
か
り
に
く
さ
が
、
実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想

に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
と
の
混
同
の
契
機
と
な
っ
て
き
た
。
ま
た
、
旧
来
の

の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
が
社
会
一
般
で
得
て
き
た
説
得
力

は
、
ま
さ
に
こ
の
性
質
の
違
い
の
わ
か
り
に
く
さ
が
背
景
と
な
っ
て
き
た
の
で

あ
る
。

　

実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
に
お
け
る
違
い
の
わ

か
り
に
く
さ
は
、
土
地
の
記
述
に
お
け
る
四
種
類
の
〝
質
〟
の
違
い
の
整
理
に

よ
っ
て
、
一
定
整
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
だ
け
で
実

践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
の
混
同
が
解
消
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
の
渦
中
で
こ
の
記
述
の
混
同
が
常
態

的
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
問
題
視
さ
れ
る
。
日
常
生
活
の
実
践
で
は
、
こ

と
あ
る
ご
と
に
現
実
と
理
想
の
違
い
を
思
い
知
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
は
実
践
の
出

来
事
と
理
想
に
も
と
づ
い
た
思
弁
が
異
質
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
言

い
換
え
る
と
日
常
生
活
の
実
践
の
渦
中
で
は
、
現
実
と
理
想
で
は
な
く
、
実
践

的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
の
ほ
う
が
混
同
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
な
ぜ
実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の

記
述
は
、
な
ぜ
混
合
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
の
実
情
の
解
明
が
求
め
ら
れ
る
。

第
３
項　
〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〟
の
解
明

　

実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
の
混
同
は
、
日
常
生

活
の
実
践
の
渦
中
で
ほ
と
ん
ど
省
み
ら
れ
る
こ
と
の
な
い
常
態
的
な
出
来
事
で

あ
る
。
そ
の
意
味
で
こ
の
常
態
性
は
、
実
践
的
世
界
の
実
践
に
お
い
て
、
先
科

学
的
に
（
１
）
潜
在
し
て
い
る
（
２
）。

　

理
念
は
、
実
践
的
世
界
に
お
い
て
事
象
そ
の
も
の
を
見
る
こ
と
、
つ
ま
り
は

直
観
（
３
）
を
根
源
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
直
接
的
な
感
覚
経
験
（
４
）
で
あ
る

日
常
生
活
の
実
践
が
受
動
的
に
理
念
化
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
々
の
間
で

意
思
疎
通
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
主
観
（
わ
た
し
）
に
よ
る

直
接
経
験
は
、
理
念
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
複
数
の
主
観
（
わ
た
し
と

相
手
）
の
間
で
伝
達
し
合
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
日
常
生
活
の
実
践

に
お
い
て
、
直
接
経
験
と
理
念
は
つ
ね
に
連
動
し
て
い
る
が
、
前
者
が
後
者
に

先
行
す
る
と
い
う
序
列
が
入
れ
替
わ
る
こ
と
は
原
理
的
に
あ
り
え
な
い
。

　

た
と
え
ば
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
庭
石
の
設
置
や
庭
木

の
手
入
れ
を
実
践
す
る
場
合
、ま
ず
は
眼
前
の
石
や
樹
木
を
直
観
し
接
触
す
る
。

わ
れ
わ
れ
が
石
を
据
え
、
古
葉
を
摘
む
と
い
っ
た
行
為
の
最
中
で
は
、
直
接
経

験
と
理
念
が
密
接
に
関
係
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
の
行
為
が
終
わ
っ
た
後
、
あ
ら

た
め
て
そ
れ
ら
の
行
為
を
想
起
し
た
時
の
理
念
は
、
直
接
経
験
の
新
鮮
さ
は
過

去
の
も
の
へ
と
遠
の
い
て
い
る
。
そ
も
そ
も
直
接
経
験
と
理
念
の
間
に
は
、
時
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間
を
通
じ
た
関
係
に
お
い
て
先
験
的
な
遠
近
差
が
生
じ
て
い
る
。
そ
の
関
係
は

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
一
切
受
動
的
で
あ
り
、
能
動
的
な
作
用
が
加
え
ら
れ
る
余

地
は
な
い
。

　

庭
石
の
設
置
や
庭
木
の
手
入
れ
な
ど
実
践
の
出
来
事
は
、
直
観
や
接
触
と
ほ

ぼ
同
時
に
受
動
的
に
理
念
化
さ
れ
る
。
直
接
経
験
と
理
念
の
関
係
性
は
、
実
践

を
終
え
て
そ
の
場
所
か
ら
離
れ
、
時
間
が
経
過
す
る
に
つ
れ
て
薄
れ
る
。
直
接

経
験
を
終
え
て
過
去
の
も
の
と
な
っ
た
理
念
は
、
忘
却
や
消
去
さ
れ
る
わ
け
で

は
な
く
、
わ
た
し
と
相
手
と
の
間
に
沈
殿
す
る
。
沈
殿
し
た
理
念
は
、
過
去
に

直
接
経
験
を
し
た
場
所
に
戻
り
、
ふ
た
た
び
同
様
の
行
為
を
行
う
こ
と
で
、
直

接
経
験
に
再
び
近
づ
く
こ
と
が
で
き
る
。
発
掘
調
査
な
ど
は
、
過
去
に
遡
る
と

い
う
点
で
直
接
経
験
の
復
元
の
可
能
性
を
も
つ
行
為
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

ま
た
理
念
は
想
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
直
接
経
験
を
再
び
行
わ
ず
と

も
、
言
述
や
記
述
を
通
じ
て
複
数
の
主
観
（
わ
た
し
と
相
手
）
の
間
で
伝
達
し

合
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。諸
科
学
者
が
直
接
体
験
や
対
話
を
す
る
こ
と
な
く
、

他
者
の
言
述
や
記
述
に
も
と
づ
い
て
〝
俯
瞰
的
・
傍
観
的
思
弁
〟
の
記
述
が
で

き
る
の
も
、
そ
も
そ
も
理
念
が
先
験
的
に
直
接
経
験
つ
ま
り
は
身
体
を
超
越
し

て
伝
達
さ
れ
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

実
践
的
世
界
で
は
、
直
接
経
験
に
も
っ
と
も
近
い
理
念
が
絶
対
的
な
意
味
を

持
っ
て
お
り
、実
践
者
の
言
述
や
記
述
の
伝
達
さ
れ
る
順
序
が
後
に
な
る
ほ
ど
、

そ
の
意
味
が
薄
れ
遠
の
い
て
い
く
。
つ
ま
り
理
念
は
、
直
接
経
験
さ
れ
た
状
況

と
場
所
が
離
れ
る
ほ
ど
、そ
の
み
ず
み
ず
し
さ
や
生
々
し
さ
が
過
去
に
遠
の
き
、

わ
か
り
に
く
い
も
の
へ
と
転
じ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
理
念
の

性
質
の
違
い
は
、
時
間
の
経
過
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
性
質

の
違
い
は
、目
に
見
え
る
物
量
的
な
差
異
と
し
て
観
察
や
計
測
で
き
な
い
た
め
、

実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
の
渦
中
で
は
、
ど
う
し
て
も
わ
か
り
に
く
い
も
の

と
な
る
。

　

直
接
経
験
や
対
話
を
す
る
こ
と
な
く
、
実
践
者
の
理
念
を
二
次
的
、
三
次
的

に
取
り
扱
っ
て
い
る
諸
科
学
者
は
、
退
行
し
た
理
念
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
か
れ
ら
の
言
述
・
記
述
が
実
務
者
や
行
政
、
マ
ス
・
メ
デ
ィ
ア
な
ど

で
説
得
力
を
得
て
き
た
の
は
、
そ
の
説
得
力
が
直
接
経
験
や
あ
る
行
為
の
再
現

に
裏
付
け
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
と
関
係
し
て
い
る
。
科
学
的
な
操
作
を

経
た
二
次
的
、
三
次
的
な
理
念
は
、
そ
の
真
実
性
を
第
三
者
に
よ
っ
て
確
か
め

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
一
般
社
会
で
は
、
そ
れ
ら
副
次
的
な
理
念
が

社
会
的
権
威
に
よ
っ
て
裏
づ
け
ら
れ
る
と
、
あ
た
か
も
そ
の
言
述
・
記
述
が
実

証
性
を
持
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
込
ま
れ
て
し
ま
う
場
合
が
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
い
て
、
実
践
的
世
界
に
お

け
る
実
践
＝
直
接
経
験
と
理
念
の
不
可
逆
的
な
遠
近
関
係
が
ほ
と
ん
ど
考
慮
さ

れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
が
問
題
視
さ
れ
る
。
諸
科
学
の
厳
密
性
や
信
頼
性
を
損

ね
て
き
た
の
は
、
理
念
化
に
お
い
て
直
接
経
験
と
の
関
係
を
断
絶
し
、
言
述
・

記
述
さ
れ
た
土
地
を
均
質
か
つ
匿
名
的
な
幻
影
の
よ
う
な
も
の
に
位
置
づ
け
て

き
た
こ
と
に
あ
る
。
直
接
経
験
と
の
関
係
を
断
絶
し
た
土
地
の
理
念
は
、
諸
科

学
者
に
よ
っ
て
実
践
的
世
界
を
装
っ
た
恣
意
的
な
概
念
に
す
り
替
え
ら
れ
、
日

常
生
活
の
実
践
の
渦
中
に
取
り
込
ま
れ
て
き
た
。そ
の
結
果
と
し
て
実
践
者
は
、

実
践
的
世
界
と
社
会
的
権
威
に
裏
づ
け
ら
れ
た
科
学
主
義
に
よ
る
思
弁
と
の
間

で
生
じ
る
齟
齬
に
苛
ま
れ
る
か
、
従
属
す
る
し
か
な
く
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
は
、
自
ら
の
恣
意
的
な
概
念
に
実
践
的
妥

当
性
が
あ
る
と
主
唱
し
、
庭
師
や
大
工
、
設
計
技
術
者
な
ど
土
地
に
関
わ
る
実

務
者
を
大
い
に
戸
惑
わ
せ
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
実
務
者
た
ち
は
、
直
接
経
験

と
理
念
の
不
可
逆
的
な
関
係
を
直
観
し
、
理
念
に
「
質
」
の
違
い
が
あ
る
こ
と

を
自
覚
し
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
か
れ
ら
は
、
理
念
が
直
線
経
験
に
還
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元
さ
れ
な
け
れ
ば
実
践
的
妥
当
性
を
得
ら
れ
な
い
こ
と
を
、
論
理
的
に
説
明
す

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〟

に
つ
い
て
言
述
・
記
述
で
き
る
が
、
そ
こ
で
示
さ
れ
る
土
地
の
虚
構
内
で
住
む

こ
と
も
過
ご
す
こ
と
も
で
き
な
い
。
旧
来
の
土
地
の
諸
科
学
で
重
要
視
さ
れ
て

き
た
〝
客
観
性
〟
と
は
、
実
践
的
世
界
を
客
体
化
あ
る
い
は
相
対
化
し
た
理
念

で
あ
っ
て
、
日
常
生
活
の
実
践
で
通
用
す
る
実
践
的
妥
当
性
と
は
ま
っ
た
く
異

質
で
あ
っ
た
。

　

日
常
生
活
に
お
い
て
は
、
実
践
を
通
じ
て
直
接
経
験
と
理
念
化
と
の
遠
近
差

が
適
度
に
保
た
れ
る
。
直
接
経
験
と
近
接
し
た
理
念
の
記
述
は
（
５
）、
同
一
の

時
期
あ
る
い
は
ひ
と
つ
の
場
所
に
関
す
る
記
述
と
の
照
合
を
も
っ
て
、過
去（
歴

史
）
へ
の
遡
行
性
が
担
保
さ
れ
る
。
そ
の
一
方
で
、
あ
ら
か
じ
め
直
接
経
験
へ

の
元
づ
け
関
係
を
断
絶
し
た
〝
俯
瞰
的
・
傍
観
的
思
弁
〟
で
は
、
直
接
経
験
と

理
念
化
と
の
遠
近
差
が
無
効
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
言
述
・
記
述
の
内
容
に

お
け
る
時
間
的
な
差
異
が
失
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
言
述
・
記
述
は
、
結
果
的

に
匿
名
的
で
均
質
的
と
な
る
。
実
践
的
世
界
に
お
け
る
理
念
化
は
、
時
間
の
経

過
に
内
属
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
る
。〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〟
は
、
こ

の
時
間
の
経
過
へ
の
内
属
を
棚
上
げ
し
て
い
る
点
で
共
通
し
て
い
る
が
、
前
者

が
幾
何
学
的
な
数
値
化
を
目
指
し
て
い
る
点
で
区
別
さ
れ
る
。

　

従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
な
か
に
は
、
前
節
で
引
用
し
た
山
口
秀
文

の
「
大
徳
寺
・
妙
心
寺
の
本
坊
・
塔
頭
に
お
け
る
前
庭
と
敷
地
配
置
の
構
成
」

の
よ
う
に
「
幾
何
学
的
に
同
質
化
さ
れ
た
「
幾
何
学
的
空
間
」」（
６
）
の
言
述
・

記
述
を
目
指
し
た
も
の
が
あ
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
で
の
土
地
に
関
わ
る
出
来
事
は
、
実
測
や
計
測
に
よ
っ
て

数
値
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
種
の
数
値
は
、
直
接
経
験
に
還
元

可
能
な
理
念
で
あ
り
、
設
計
な
ど
日
常
生
活
の
実
践
に
還
元
で
き
る
点
で
実
践

的
妥
当
性
を
も
つ
。
こ
の
距
離
や
高
低
差
の
数
値
は
、
そ
の
ま
ま
幾
何
学
的
空

間
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
く
、
た
ん
に
日
常
生
活
の
実
践
の
一
環
で
あ
る
。

実
測
や
計
測
と
い
っ
た
直
接
経
験
か
ら
得
ら
れ
た
数
値
に
よ
る
記
述
は
、
実
践

的
世
界
の
物
質
面
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
幾
何
学
的
空
間
と
い
う
別
世

界
が
存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
幾
何
学
的
空
間
の
記
述
は
、
直
接
経
験

と
の
結
び
つ
き
に
関
わ
ら
ず
成
立
す
る
こ
と
が
で
き
る
点
で
実
践
的
世
界
の
記

述
と
区
別
さ
れ
る
が
、
双
方
に
は
相
互
関
係
が
結
ば
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

幾
何
学
的
空
間
の
事
例
と
し
て
は
、コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス（
Ｃ

Ｇ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
Ｃ
Ｇ
は
、
数
値
に
基
づ
い
て
画
面
上
に
図
化
さ
れ
る
。

そ
の
図
像
を
形
成
す
る
元
と
な
っ
て
い
る
数
値
そ
の
も
の
は
均
質
で
あ
る
が
、

図
像
を
形
成
す
る
意
志
に
応
じ
て
日
常
生
活
の
実
践
へ
の
還
元
の
可
能
性
が
生

じ
る
。
具
体
に
は
、
Ｃ
Ｇ
で
設
計
さ
れ
た
自
動
車
部
品
や
人
形
は
、
手
作
業
や

産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト
、
３
Ｄ
（
三
次
元
）
プ
リ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
っ
て
実
像
と
な

る
。
つ
ま
り
理
念
で
あ
る
数
値
そ
の
も
の
は
直
接
経
験
で
き
な
い
が
、
数
値
に

よ
っ
て
形
成
さ
れ
た
図
像
に
実
像
化
の
実
践
が
な
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
直

接
経
験
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
つ
ま
り
理
念
で
あ
る
Ｃ
Ｇ
の
図
像
と
そ
の
結
果

で
あ
る
実
像
を
結
び
つ
け
る
の
は
、
日
常
に
お
け
る
具
体
的
な
行
為
の
実
践
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
Ｃ
Ｇ
の
作
成
自
体
も
行
為
で
あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
実

像
を
形
成
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
理
念
を
実
像
へ
結
び
つ
け
、
実
体
と
関
わ

る
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
、
抽
象
か
ら
具
体
に
い
た
る
行
為
の
実
践
が
不
可
欠

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
実
像
と
Ｃ
Ｇ
と
の
形
成
の
関
係
は
、
山
口
秀
文
が
記
述
し
た
寺
院
の
前

庭
と
敷
地
配
置
の
構
成
と
実
在
の
寺
院
境
内
の
関
係
と
同
一
で
は
な
い
。
山
口

の
記
述
は
、「
西
澤
文
隆
と
重
森
三
玲
が
作
成
し
た
実
測
図
と
観
察
調
査
」
と

い
う
故
人
に
よ
る
記
録
と
本
人
に
よ
る
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
記
述
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が
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
条
件
で
は
、
こ
の
実
測
と
観
察
調
査

に
よ
っ
て
成
立
す
る
理
念
は
実
践
的
世
界
を
示
し
て
い
る
と
思
え
る
。
と
こ
ろ

が
、
西
澤
文
隆
と
重
森
三
玲
に
よ
る
寺
院
境
内
を
構
成
す
る
事
物
ひ
と
つ
ず
つ

の
実
測
と
山
口
に
よ
る
建
築
学
の
専
門
母
型
や
概
念
に
即
し
た
観
察
は
、
直
接

経
験
か
ら
理
念
に
い
た
る
行
程
が
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
諸
科
学
者
の
観

察
は
、
専
門
母
型
を
前
提
し
た
先
入
観
に
よ
り
、
実
測
の
よ
う
な
日
常
生
活
の

実
践
を
そ
の
ま
ま
反
映
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

実
測
と
諸
科
学
者
の
観
察
を
複
合
し
た
記
述
は
、
た
と
え
考
察
に
数
値
が
介

在
し
て
い
た
と
し
て
も
幾
何
学
的
空
間
を
示
す
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
こ
の
よ

う
に
直
接
経
験
と
直
結
し
た
理
念
と
あ
ら
か
じ
め
直
接
経
験
と
の
関
係
を
断
絶

し
た
理
念
の
混
同
の
結
果
と
し
て
記
述
さ
れ
る
の
が
、〝
俯
瞰
的
思
弁
〟で
あ
る
。

〝
傍
観
的
思
弁
〟
と
は
、
数
値
の
代
わ
り
に
資
料
に
依
拠
し
た
〝
俯
瞰
的
思
弁
〟

で
あ
る
。
そ
し
て
〝
客
体
化
さ
れ
た
実
践
的
世
界
〟
は
、
直
接
経
験
と
直
結
し

た
日
常
生
活
の
実
践
あ
る
い
は
資
料
に
依
拠
し
な
が
ら
、
専
門
母
型
を
前
提
し

た
先
入
観
に
も
と
づ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。
従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学

で
は
、
以
上
の
よ
う
な
記
述
の
性
質
の
違
い
が
明
示
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
別

の
見
方
を
す
れ
ば
、こ
れ
ま
で
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
記
述
の
な
か
に
は
、

日
常
生
活
の
実
践
を
あ
か
ら
さ
ま
に
反
映
し
た
実
践
的
世
界
を
記
し
た
も
の
も

含
ま
れ
て
い
る
。

　

実
践
的
世
界
と
科
学
の
理
想
に
も
と
づ
く
思
弁
の
記
述
が
わ
か
り
に
く
い
の

は
、
双
方
が
質
は
異
な
っ
て
も
同
じ
理
念
だ
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
ら
理
念
が
混

同
さ
れ
て
き
た
の
は
、
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
性
の
精
査
や
照
合
を
怠
っ

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〟
に
よ
る
記
述
は
、
い
わ
ば
実

践
的
世
界
と
幾
何
学
的
空
間
を
装
っ
た
創
作
的
虚
構
で
あ
り
、
知
的
好
奇
心
を

満
た
す
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
日
常
生
活
の
実
践
に
直
接
反
映
さ
れ
る
こ
と
は
な

い
。〝
俯
瞰
・
傍
観
的
思
弁
〟
の
言
述
・
記
述
の
説
得
力
は
、
直
接
経
験
と
理

念
と
の
関
係
性
が
直
接
・
間
接
・
断
絶
な
ど
の
よ
う
に
異
質
で
あ
っ
て
も
、
理

念
と
し
て
違
い
が
な
い
と
い
う
常
態
性
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
土
地
に
関
す

る
言
述
・
記
述
の
性
質
の
差
と
は
、
内
容
に
対
し
て
で
は
な
く
、
直
接
経
験
と

理
念
と
の
関
係
性
に
依
拠
し
て
い
る
。
日
常
生
活
の
実
践
の
う
え
で
、
諸
科
学

が
厳
密
性
と
信
頼
性
を
回
復
す
る
に
は
、
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
性
の
精

査
、
照
合
を
行
っ
て
、
そ
の
記
述
が
実
践
的
世
界
に
還
元
で
き
る
担
保
を
得
る

必
要
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
ま
で
は
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
過
程
が
踏
ま

え
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
に
お
い

て
生
じ
る
差
異
は
、
な
ぜ
同
質
視
さ
れ
て
き
た
の
か
、
そ
こ
が
問
わ
れ
て
く
る
。

第
４
項　

直
接
経
験
と
理
念
の
不
可
逆
的
な
関
係
と
遠
近
差

　

わ
れ
わ
れ
は
、
一
度
も
現
地
を
訪
れ
た
こ
と
が
な
い
庭
に
つ
い
て
、
先
人
が

手
が
け
た
実
測
図
や
記
述
な
ど
に
よ
っ
て
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に

は
修
理
や
改
修
の
計
画
を
立
て
る
こ
と
さ
え
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
土
地
に

関
す
る
記
述
が
副
次
的
に
直
接
経
験
さ
れ
た
理
念
の
構
成
に
よ
っ
て
可
能
で
あ

る
こ
と
を
意
味
す
る
。
直
接
経
験
と
直
結
し
な
い
理
念
同
士
の
構
成
に
よ
る
修

理
や
改
修
の
計
画
が
、
日
常
生
活
の
実
践
に
反
映
で
き
る
の
は
、
理
念
と
直
接

経
験
が
不
可
逆
的
な
相
関
関
係
に
あ
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
理
念
の
緒
元

が
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
い
う
関
係
性
は
、
絶
対
に
逆
転
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
が
、
Ｃ
Ｇ
の
よ
う
に
理
念
同
士
に
よ
る
多
重
の
構
成
を
直
接
経
験

に
送
り
か
え
し
、
新
た
な
日
常
生
活
の
実
践
を
発
生
さ
せ
る
可
能
性
が
開
か
れ

て
い
る
。
つ
ま
り
直
接
経
験
か
ら
理
念
、
理
念
か
ら
直
接
経
験
へ
の
関
係
は
絶

対
的
に
不
可
逆
で
あ
っ
て
も
、
理
念
は
日
常
生
活
の
実
践
へ
の
可
逆
性
を
包
含

し
て
い
る
。
こ
の
不
可
逆
的
と
可
逆
性
は
先
験
的
に
別
々
の
位
相
に
あ
る
。
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理
念
の
構
成
は
、
複
数
の
主
観
の
間
で
の
受
動
的
な
は
た
ら
き
を
前
提
し
て

い
る
。
そ
の
は
た
ら
き
が
、
わ
れ
わ
れ
に
個
人
の
視
座
を
超
越
し
た
俯
瞰
的
な

射
程
を
も
た
ら
す
契
機
と
な
っ
て
い
る
。
も
し
、
理
念
が
直
接
経
験
と
つ
ね
に

直
結
し
て
い
た
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
の
過
去
は
実
践
が
行
わ
れ
る
ご
と
に
次
の

実
践
上
へ
と
送
り
返
さ
れ
る
た
め
、
理
念
の
構
成
は
単
相
で
あ
り
、
射
程
は
つ

ね
に
直
観
の
範
囲
か
ら
出
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
理
念
の
構
成
が
多
相
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
射

程
が
複
数
の
主
観
の
間
に
向
け
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
直
接
経
験
か
ら
遠
の

い
た
過
去
の
理
念
が
先
験
的
に
日
常
生
活
の
実
践
へ
と
繰
り
返
し
遡
行
で
き
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
直
接
経
験
と
直
結
し
な
い
理
念
同
士
の
構
成

に
よ
っ
て
、
庭
や
建
物
の
構
想
や
計
画
を
立
て
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
そ

れ
だ
け
で
は
机
上
の
空
論
で
あ
り
、
構
想
や
計
画
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
直

接
経
験
へ
の
遡
行
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
当
然

で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
こ
そ
が
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
に
お
い
て
生
じ
る
差

異
の
常
態
的
な
同
質
視
と
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

こ
こ
で
、
前
項
に
お
い
て
言
及
し
た
直
接
経
験
と
理
念
と
の
遠
近
差
の
議
論

が
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
く
る
。
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
直
接
経
験
と
直

結
し
た
理
念
は
、
時
間
が
経
過
す
る
ご
と
に
そ
の
新
鮮
さ
と
み
ず
み
ず
し
さ
を

失
い
、
退
行
し
た
副
次
的
な
思
弁
へ
と
変
質
し
て
い
く
。
つ
ま
り
理
念
の
性
質

の
差
異
と
は
、
言
述
や
記
述
の
な
か
で
成
立
し
て
い
る
理
念
と
直
接
経
験
と
の

遠
近
差
、
言
い
換
え
れ
ば
行
為
の
段
階
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
と
え
理
念
が
ど

れ
ほ
ど
副
次
的
に
な
っ
て
も
、
直
接
経
験
へ
遡
行
で
き
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で

に
数
多
く
の
都
市
計
画
や
巨
大
な
建
物
、
公
園
の
構
想
・
計
画
が
実
現
さ
れ
て

き
た
歴
史
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
。

　

直
接
経
験
か
ら
み
て
極
端
に
副
次
的
な
理
念
で
あ
る
構
想
や
計
画
は
、
直
ち

に
日
常
生
活
の
実
践
に
反
映
で
き
る
わ
け
で
は
な
く
、
基
本
構
想
か
ら
基
本
計

画
、基
本
設
計
、実
施
設
計
、施
工
図
の
作
成
、施
工
な
ど
と
と
い
っ
た
よ
う
に
、

理
想
と
直
接
経
験
と
の
遠
近
差
を
埋
め
る
た
め
の
段
階
が
踏
ま
え
ら
れ
る
。
直

接
経
験
と
副
次
的
な
理
念
は
、
そ
の
遠
近
差
が
大
き
い
ほ
ど
、
日
常
生
活
の
実

践
へ
い
た
る
ま
で
に
長
い
時
間
と
手
間
を
か
け
て
直
接
経
験
の
段
階
へ
と
遡
行

す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
ど
れ
ほ
ど
漠
然
と
し
た
構
想
や
計
画
で
も
、
そ

の
実
現
に
当
た
っ
て
は
、
直
接
経
験
か
ら
理
念
、
理
念
か
ら
直
接
経
験
へ
の
不

可
逆
な
関
係
を
逸
脱
で
き
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
は
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係

に
お
い
て
生
じ
る
差
異
が
同
質
視
さ
れ
て
い
な
い
実
情
を
示
し
て
い
る
。
そ
れ

な
ら
ば
、
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
に
お
い
て
生
じ
る
差
異
は
、
い
か
な
る

局
面
に
お
い
て
常
態
的
に
同
質
視
さ
れ
て
い
る
の
か
、そ
こ
が
問
わ
れ
て
く
る
。

　

こ
こ
で
着
目
さ
れ
る
の
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
、
構
想
や
計
画
が
一
個
人

の
主
観
に
よ
っ
て
実
現
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
で
あ
る
。
構
想
や
計
画
の
実

現
に
あ
た
っ
て
は
、
た
と
え
基
本
構
想
、
基
本
計
画
、
基
本
設
計
、
実
施
設
計
、

施
工
図
の
作
成
、
施
工
な
ど
の
過
程
の
す
べ
て
に
関
わ
っ
て
い
る
特
定
の
人
物

が
い
た
と
し
て
も
、
そ
の
実
現
に
は
数
多
く
の
人
々
の
協
力
を
得
る
こ
と
が
不

可
欠
で
あ
る
。
構
想
や
計
画
は
、
各
段
階
に
お
い
て
作
業
分
担
し
て
行
わ
れ
る

場
合
が
多
い
。
そ
れ
は
、
極
度
に
副
次
化
さ
れ
た
理
念
と
直
接
経
験
の
遠
近
差

が
一
個
人
で
埋
め
ら
れ
な
い
と
い
う
、
主
観
の
許
容
範
囲
に
限
界
が
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
い
わ
ば
構
想
や
計
画
か
ら
実
現
に
当
た
っ
て
の
作
業
分
担
と

は
、
直
接
経
験
と
理
念
の
遠
近
差
に
応
じ
た
段
階
の
区
分
で
あ
る
。
た
だ
し
、

直
接
経
験
と
理
念
の
遠
近
差
は
、
理
念
上
の
差
異
で
あ
っ
て
物
理
的
に
計
測
で

き
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
日
常
生
活
の
実
践
上
で
は
、
お
び
た
だ
し
い
数
の
出

来
事
に
多
様
な
遠
近
差
が
生
じ
て
お
り
、截
然
と
明
示
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

換
言
す
れ
ば
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
直
接
経
験
と
理
念
の
遠
近
差
は
、
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星
の
数
ほ
ど
に
程
度
が
異
な
っ
た
斑
（
む
ら
）
状
に
な
っ
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
都
市
計
画
の
基
本
構
想
を
検
討
中
の
設
計
者
が
、
計
画
現
場
に
植

栽
さ
れ
て
い
た
一
本
の
桜
の
保
存
を
訴
え
る
こ
と
と
、
庭
師
が
そ
の
桜
の
移
植

を
す
る
こ
と
と
で
は
、
ひ
と
つ
の
桜
を
め
ぐ
る
直
接
経
験
は
近
似
し
て
い
て

も
、
理
念
か
ら
直
接
経
験
ま
で
の
遠
近
差
に
は
大
き
な
違
い
が
あ
る
。
も
し
設

計
者
が
計
画
の
う
え
で
そ
の
桜
を
一
年
間
で
移
植
す
る
必
要
性
を
主
張
し
た
と

こ
ろ
、
従
来
そ
の
桜
を
管
理
し
て
き
た
庭
師
は
、
樹
木
の
健
康
状
態
に
配
慮
す

れ
ば
三
年
間
は
養
生
し
な
い
と
活
着
し
な
い
と
述
べ
た
と
す
る
。
双
方
の
主
張

は
、
ど
ち
ら
も
主
観
な
の
で
あ
る
が
、
設
計
者
と
桜
と
の
間
に
あ
る
直
接
経
験

が
副
次
的
で
あ
る
の
に
対
し
、
庭
師
と
桜
の
関
係
は
直
接
的
で
あ
る
。
こ
こ
に

直
接
経
験
と
理
念
に
お
け
る
遠
近
差
が
、
時
間
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
が
露
見

し
て
い
る
。

　

設
計
者
と
庭
師
は
、
同
じ
一
本
の
桜
の
移
植
と
い
う
日
常
生
活
の
実
践
に
携

わ
っ
て
い
る
。
設
計
者
は
、
構
想
と
い
う
極
端
に
副
次
化
さ
れ
た
理
念
を
念
頭

に
置
い
て
、
そ
の
桜
を
一
年
間
で
移
植
す
る
必
要
性
を
説
く
。
そ
の
一
方
で
、

日
常
生
活
の
実
践
と
し
て
桜
の
管
理
を
し
て
い
る
庭
師
は
、
直
接
経
験
に
も
と

づ
い
て
三
年
間
の
養
生
の
必
要
性
を
説
く
。
こ
こ
で
生
じ
て
い
る
二
年
の
時
間

差
は
、
設
計
者
が
直
接
経
験
と
理
念
の
絶
対
的
な
不
可
逆
性
を
度
外
視
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
生
じ
て
い
る
。
樹
木
の
生
命
そ
の
も
の
は
理
念
の
支
配
下
に
あ
る

わ
け
で
は
な
い
た
め
、
こ
の
場
合
、
設
計
者
の
理
念
が
日
常
生
活
の
実
践
へ
の

可
逆
性
を
も
つ
こ
と
は
な
い
。
つ
ま
り
、
直
接
経
験
と
理
念
に
お
け
る
遠
近
差

が
広
い
ほ
ど
、
そ
の
差
異
の
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
程
度
の
斑
が
生
じ
、
結
果
的
に

直
接
経
験
と
理
念
と
の
不
可
逆
的
な
関
係
と
、
理
念
の
日
常
生
活
の
実
践
へ
の

可
逆
的
な
関
係
を
を
取
り
違
え
や
す
く
な
る
。
そ
れ
は
同
時
に
、
直
接
経
験
と

理
念
と
の
関
係
が
極
端
に
相
対
化
さ
れ
た
場
面
に
お
い
て
は
、
直
接
経
験
と
理

念
に
お
け
る
遠
近
差
が
同
質
視
さ
れ
や
す
く
な
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

し
て
み
る
と
、
都
市
計
画
の
構
想
な
ど
に
お
け
る
設
計
者
の
巨
視
的
な
視
座

は
、
極
度
に
直
接
経
験
を
相
対
化
し
た
副
次
的
な
理
念
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と

に
な
る
。
設
計
者
が
自
ら
構
想
し
て
い
る
計
画
地
を
俯
瞰
視
し
て
い
る
場
合
、

そ
の
巨
視
的
な
視
座
そ
の
も
の
は
、
直
接
経
験
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、

理
念
視
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
過
ぎ
な
い
。
設
計
者
が
巨
視
的
な
視
座
を
直
観
と

混
同
し
て
い
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
転
倒
し
た
考
え
で
あ
る
（
７
）。
居
住
し
、
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
な
い
計
画
地
の
図
面
や
模
型
を
眺
め
お
ろ
す
直
接
経
験
と
、

現
地
に
植
栽
さ
れ
た
桜
の
枝
に
触
れ
る
直
接
経
験
は
、
た
と
え
理
念
上
ひ
と
つ

の
土
地
を
前
提
し
て
い
た
と
し
て
も
、
直
接
経
験
と
理
念
に
お
け
る
遠
近
差
と

段
階
は
異
な
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
二
つ
の
直
接
経
験
を
言
述
、
記

述
す
れ
ば
、
そ
の
性
質
は
ま
っ
た
く
違
っ
た
も
の
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
日
常

生
活
の
実
践
上
で
は
、
明
解
に
差
異
が
確
か
め
る
こ
と
が
可
能
な
直
接
経
験
と

理
念
に
お
け
る
遠
近
差
が
、
な
ぜ
庭
や
建
物
の
計
画
に
お
い
て
は
取
り
違
え
ら

れ
る
場
合
が
あ
る
の
か
。
そ
れ
は
、
わ
れ
わ
れ
が
日
常
生
活
の
実
践
上
、
哲
学

な
ど
に
依
拠
し
な
い
か
ぎ
り
、
理
念
に
お
け
る
直
接
経
験
へ
の
基
づ
け
関
係
を

自
覚
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

直
接
経
験
と
理
念
の
不
可
逆
的
な
関
係
と
、
理
念
か
ら
日
常
生
活
の
実
践
へ

の
可
逆
的
な
関
係
は
、
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
先
験
的
に
受
動
さ
れ
て
い
る
。
言

い
換
え
る
と
直
接
経
験
と
理
念
と
の
関
係
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
に
お
い
て

潜
在
し
て
い
る
か
ら
こ
そ
、
わ
れ
わ
れ
は
、
先
述
の
不
可
逆
性
と
可
逆
性
に
特

段
注
意
す
る
こ
と
な
く
あ
ら
ゆ
る
実
践
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る
。つ
ま
り
、

わ
れ
わ
れ
が
直
接
経
験
と
理
念
の
不
可
逆
的
な
関
係
と
理
念
か
ら
日
常
生
活
の

実
践
へ
の
可
逆
的
関
係
を
〈
信
憑
（D

oxa

）〉
し
て
い
る
こ
と
そ
れ
自
体
が
常

態
的
な
の
で
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
、
直
接
経
験
か
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ら
理
念
が
生
じ
そ
の
理
念
が
直
接
経
験
へ
と
反
映
さ
れ
る
と
い
う
往
還
関
係
を

〈
信
憑
〉
し
て
い
る
。
換
言
す
る
と
〈
信
憑
〉
と
は
、
す
べ
て
の
実
践
に
先
立

つ
前
提
で
あ
り
、
原
理
的
に
そ
れ
自
体
を
あ
か
ら
さ
ま
に
問
う
こ
と
が
で
き
な

い
。
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
か
ら
研
究
材
料

を
借
用
す
る
か
ぎ
り
、
こ
の
〈
信
憑
〉
に
基
づ
い
て
い
る
。
先
経
験
的
か
つ
先

意
識
的
な
こ
の
〈
信
憑
〉
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
前
提
で
あ
り
、
そ
の
是
非

を
問
う
こ
と
自
体
は
無
意
味
で
あ
る
が
、
直
接
経
験
と
理
念
の
不
可
逆
的
な
関

係
を
転
倒
さ
せ
た
り
巨
視
的
な
視
点
を
直
観
と
錯
誤
さ
せ
た
り
す
る
可
能
性
を

反
省
す
る
契
機
と
な
る
。

　

実
践
的
世
界
に
お
け
る
実
践
上
、
諸
科
学
が
厳
密
性
と
信
頼
性
を
損
ね
て
き

た
の
は
、
ま
さ
に
こ
の
信
憑
に
も
と
づ
く
転
倒
し
た
考
え
や
錯
誤
の
可
能
性
へ

の
配
慮
に
欠
い
て
き
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

そ
も
そ
も
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
直
接
経
験
と
理
念
の
不
可

逆
的
な
関
係
と
遠
近
差
、
理
念
か
ら
日
常
生
活
の
実
践
へ
の
可
逆
性
に
つ
い
て

殆
ど
配
慮
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
が
直
接
経

験
と
理
念
の
関
係
を
あ
ら
か
じ
め
断
絶
し
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
前
提

で
あ
る
〈
信
憑
〉
を
度
外
視
し
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
方
で
諸
科
学

は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
か
ら
研
究
材
料
を
借
用
し
、
さ
ら
に
〈
信
憑
〉

に
し
た
が
っ
て
言
述
・
記
述
す
る
と
い
う
二
重
の
矛
盾
に
陥
っ
て
き
た
。
逆
を

い
う
と
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
は
、
日
常
生
活
の
実
践
上
の
時
間
の
流
れ
か
ら

切
り
離
し
つ
つ
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
に
依
拠
し
て
き
た
こ
と
で
、
あ

た
か
も
実
践
的
世
界
と
結
び
つ
い
た
永
遠
な
る
普
遍
的
な
知
を
装
っ
て
こ
ら
れ

た
の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
実
践
的
世
界
に
お
け
る
土
地
に
関
す
る
言
述
・
記
述

を
目
指
す
う
え
で
は
、
そ
の
よ
う
な
矛
盾
を
抱
え
た
研
究
態
度
は
回
避
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

実
践
的
世
界
に
お
け
る
土
地
で
は
、
直
接
経
験
か
ら
生
じ
た
理
念
が
直
接
経

験
へ
と
反
映
さ
れ
る
と
い
う
往
還
関
係
が
は
た
ら
き
続
け
て
い
る
。
そ
の
往
還

関
係
と
は
、
複
数
主
観
の
相
互
に
よ
る
直
接
経
験
と
内
的
な
理
念
化
の
繰
り
返

し
で
あ
り
、
第
三
者
の
外
的
な
俯
瞰
に
よ
っ
て
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
も
そ
も
実
践
的
世
界
に
お
い
て
土
地
は
、
幾
何
学
的
空
間
の
よ
う
に
理
念
の

な
か
で
完
結
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
実
践
を
伴
う
時
間
の
流
れ
の
な
か
で
展

開
さ
れ
続
け
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
実
践
的
世
界
に
お
け
る
土
地
に
つ
い
て
の

言
述
・
記
述
は
、
原
理
的
に
永
遠
な
る
普
遍
的
な
知
に
な
り
得
な
い
。
実
践
知

が
「
学
（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）」
と
な
る
た
め
に
は
、
前
科
学
的
か
つ
先
験
的

な
信
憑
の
位
相
か
ら
原
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。

第
４
節　

補
注

（
１
）�

先
科
学(Vorw

issenschaft) 　
（
谷
徹
：
意
識
の
自
然
―
現
象
学
の
可

能
性
を
拓
く
：
勁
草
書
房
：
１
９
９
８
、２
７
頁
）

（
２
）�〝
根
無
し
草
の
状
態
〟
と
実
体
を
混
同
す
る
態
度
の
常
態
性
は
、
土
地
に

関
す
る
諸
科
学
者
の
集
団
内
に
お
い
て
当
然
の
こ
と
と
受
け
止
め
ら
れ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
態
度
の
批
判
や
否
定
し
た
者
は
、
よ
ほ
ど
の
論
拠

が
用
意
さ
れ
て
い
な
い
限
り
科
学
者
集
団
で
の
居
場
所
を
失
う
こ
と
に

な
る
。
科
学
者
集
団
内
だ
け
に
属
し
て
い
る
限
り
は
、
習
慣
的
に
身
に

付
い
た
標
榜
の
態
度
を
省
み
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

（
３
）
谷
徹
：
前
掲
載
書
：
２
１
頁

（
４
）
谷
徹
：
前
掲
載
書
：
３
６
頁

（
５
）�

言
述
・
記
述
は
理
念
の
形
態
の
一
つ
で
あ
り
、
厳
密
に
い
え
ば
「
理
念

の
記
述
」
と
は
同
語
反
復
（
ト
ー
ト
ロ
ジ
ー
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
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便
宜
上
、
同
語
反
復
を
認
め
て
い
る
。

（
６
）
谷
徹
：
前
掲
載
書
：
３
７
頁

（
７
）�
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、『
知
覚
の
現
象
学
』
に
お
い
て
同
様
の
こ
と
を

以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
し
た
が
っ
て
、
望
み
の
ま
ま
に
己
を
シ

リ
ウ
ス
星
に
で
も
地
球
の
表
面
に
で
も
置
く
こ
と
が
で
き
る
思
惟
的
主

観
と
し
て
の
我
れ
の
底
に
、
自
然
的
我
れ
と
で
も
い
っ
た
も
の
が
あ
っ

て
、
こ
れ
が
そ
の
地
球
上
の
状
況
か
ら
離
れ
る
こ
と
な
く
、
絶
え
ず
絶

対
的
な
価
値
づ
け
を
素
描
し
て
い
る
の
で
あ
る
。」（
知
覚
の
現
象
学
、

３
５
０
頁
）
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第
５
節　

�
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
の
記
述
に
伴
う
信
憑
と
原
信
憑
の

事
前
理
解
の
必
然
性

第
１
項　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
と
哲
学
と
の
邂
逅

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
が
、
日
常
生
活
の
実
践
と
結
び
つ
い
た
「
学

（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）」
と
な
る
に
は
、
複
数
の
主
観
に
よ
る
内
的
な
〝
実
践
的

世
界
〟
の
記
述
を
前
科
学
的
か
つ
先
験
的
な
〈
信
憑
（D

oxa

）〉
の
位
相
か
ら

裏
付
け
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
煩
瑣
か
つ
雑
然
と
し
た
日
常
生
活
の
実
践

の
出
来
事
の
記
述
と
哲
学
に
お
け
る
真
理
の
探
求
を
両
立
さ
せ
る
こ
と
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
具
体
的
な
事
例
を
挙
げ
れ
ば
、
庭
石
の
設
置
や
庭
木
の
手
入
れ
と

い
っ
た
実
践
の
出
来
事
は
、
ル
ネ
・
デ
カ
ル
ト
や
イ
マ
ヌ
エ
ル
・
カ
ン
ト
ら
の

哲
学
的
思
想
に
基
づ
く
こ
と
に
よ
っ
て
普
遍
的
な
知
と
な
り
え
る
と
い
う
発
案

で
あ
る
。
こ
こ
で
そ
の
取
り
組
み
は
、〝
実
践
知
の
学
〟
と
呼
び
た
い
。
本
節

で
は
、
一
旦
哲
学
の
水
準
の
議
論
に
移
行
し
、
最
終
的
に
諸
科
学
の
水
準
へ
戻

る
こ
と
に
な
る
。

　

庭
石
の
設
置
や
庭
木
の
手
入
れ
は
、一
体
ど
の
よ
う
に
し
て
『
省
察
』
の
〈
コ

ギ
ト
・
エ
ル
ゴ
・
ス
ム
（
我
考
え
る
ゆ
え
に
我
あ
り
）〉
や
『
純
粋
理
性
批
判
』

の
〈
ア
ン
チ
ノ
ミ
ー
（
二
律
背
反
）〉
な
ど
と
い
っ
た
哲
学
の
真
理
と
連
関
を

見
い
だ
せ
る
の
か
。
こ
の
取
り
組
み
は
、一
見
途
方
も
な
く
馬
鹿
げ
て
み
え
る
。

そ
も
そ
も
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
と
哲
学
の
真
理
の
探
求
は
、
互
い
に
異

な
る
位
相
に
対
す
る
取
り
組
み
で
あ
り
、
双
方
を
同
一
視
し
接
点
を
見
出
す
こ

と
は
、
矛
盾
し
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
〝
実
践
知
の
学
〟
は
、
デ
カ
ル
ト
や
カ

ン
ト
ら
に
よ
る
哲
学
の
思
想
を
、
実
践
の
出
来
事
に
直
結
さ
せ
よ
う
と
す
る
取

り
組
み
で
は
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

数
あ
る
科
学
に
言
及
し
た
哲
学
の
な
か
で
、
現
象
学
の
一
部
で
は
実
践
に
つ

い
て
関
心
が
向
け
ら
れ
て
き
た
。
た
だ
し
、
そ
れ
が
庭
石
の
設
置
や
庭
木
の
手

入
れ
と
い
っ
た
位
相
の
事
柄
で
な
い
こ
と
は
言
を
俟
た
な
い
。『
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

諸
学
の
危
機
と
超
越
論
的
現
象
学
』
に
お
い
て
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
は
、

幅
広
く
科
学
分
野
が
〝
危
機
〟
の
渦
中
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
い
。
土
地
に
関
す
る

諸
科
学
者
が
現
象
学
に
言
及
す
る
こ
と
は
あ
る
が
、
直
接
経
験
と
理
念
の
混
同

は
根
本
的
に
反
省
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
（
１
）（
２
）（
３
）。

　

近
年
、
現
象
学
的
質
的
研
究
（
４
）
で
は
、
自
然
科
学
で
取
り
扱
う
こ
と
が
で

き
な
い
出
来
事
に
対
し
て
（
５
）、
臨
床
・
実
践
と
い
っ
た
直
接
経
験
さ
れ
る
出

来
事
の
解
明
あ
る
い
は
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
で
は
、臨
床
・

実
践
と
い
っ
た
直
接
経
験
の
研
究
と
自
然
科
学
研
究
と
の
関
係
性
に
つ
い
て
は

探
求
さ
れ
て
い
な
い
。
踏
み
込
ん
で
い
え
ば
、
そ
れ
は
現
象
学
を
含
む
哲
学
な

ら
び
に
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
自
然
科
学
の
関
係
性
が
ど
う
あ
る
か
を
理
解

す
る
こ
と
の
難
し
さ
と
も
関
係
し
て
い
る
。
そ
も
そ
も
フ
ッ
サ
ー
ル
の
提
唱
の

経
緯
か
ら
み
て
、
現
象
学
と
自
然
科
学
と
の
の
関
係
性
は
浅
く
な
い
。
な
か
で

も
モ
ー
リ
ス
・
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
行
っ
た
講
義
「
人

間
の
科
学
と
現
象
学
」
は
、
哲
学
と
科
学
の
関
係
性
に
つ
い
て
具
体
的
な
検
討

を
行
っ
て
い
る
点
で
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
冒
頭
で
は
以
下
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ

て
い
る
。

フ
ッ
サ
ー
ル
の
哲
学
的
努
力
の
真
意
は
、〝
哲
学
の
危
機
〟
と
〝
人
間
に
関

す
る
諸
科
学
の
危
機
〟
と
、
さ
ら
に
は
〝
科
学
一
般
の
危
機
〟
と
を
同
時
に

解
決
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。（
人
間
の
科
学
と
現
象
学
、
３
６
頁
）

　

こ
こ
で
〝
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
〟
と
〝
科
学
一
般
〟
が
区
分
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
に
、
後
者
に
自
然
科
学
が
含
意
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
哲
学
研

53



究
者
か
ら
み
る
と
、「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
は
講
義
録
と
し
て
の
評
価
を

出
な
い
も
の
で
あ
り
、
さ
ら
に
『
危
機
書
』
や
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
に
み
ら

れ
る
フ
ッ
サ
ー
ル
の
遺
稿
な
ど
を
抽
出
し
た
拙
速
な
主
張
、
あ
る
い
は
メ
ル
ロ

＝
ポ
ン
テ
ィ
が
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
大
学
で
〝
児
童
心
理
学
お
よ
び
教
育
学
〟
の
講
義

担
当
（
ソ
ル
ボ
ン
ヌ
講
義
（
１
９
４
９
―
５
２
））
と
し
て
の
職
務
上
の
要
請

に
よ
る
便
宜
的
な
哲
学
と
諸
科
学
の
関
連
性
の
紹
介
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
よ

う
。
し
か
し
な
が
ら
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、『
行
動
の
構
造
』
以
来
、
生
涯

に
わ
た
っ
て
諸
科
学
へ
の
関
心
を
示
し
て
お
り
、「〝
現
象
学
〟
と
〝
人
間
の
科

学
〟
の
関
係
を
採
り
上
げ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
」（
前
掲
書
：
３
６
頁
）
こ
と

が
表
面
的
な
関
心
事
と
は
い
え
ま
い
。

　
「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
で
は
、「
い
っ
た
い
ど
う
す
れ
ば
わ
れ
わ
れ
の
思

考
は
、
現
在
に
根
を
お
ろ
す
こ
と
の
な
い
永
遠
の
思
考
に
も
な
ら
ず
、
と
言
っ

て
明
日
は
ほ
か
の
出
来
事
に
よ
っ
て
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
べ
き
運
命
を
も
っ

た
、
し
た
が
っ
て
そ
れ
自
身
に
は
何
ら
固
有
の
価
値
も
な
い
単
な
る
一
つ
の
出

来
事
に
も
な
ら
な
い
で
す
む
か
、
と
い
う
問
題
」（
前
掲
書
：
１
３
９
頁
）
を

哲
学
と
科
学
一
般
が
共
有
し
て
お
り
、
相
互
に
解
決
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
そ
の
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
哲
学
者
と
諸
科
学
者
の
歩
み
寄
り
は
欠

か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
し
か
し
、
両
者
に
よ
る
関
心
の
不
一
致
に
よ
っ
て
、

そ
の
実
現
は
い
ま
だ
に
足
踏
み
状
態
に
あ
る
。

　

本
章
で
は
、
―
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
お
け
る
直
接
の
意
志
と
あ
る
意
味
で

逸
脱
し
て
―
「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
が
現
象
学
の
哲
学
側
と
科
学
一
般
の

両
面
仕
立
て
の
読
み
方
を
導
入
す
る
と
い
う
考
え
方
の
も
と
、『
行
動
の
構
造
』

の
自
然
を
つ
う
じ
て
言
及
さ
れ
た
三
元
性
の
議
論
か
ら
、
哲
学
と
人
間
に
関
す

る
諸
科
学
な
ら
び
に
自
然
科
学
の
結
び
つ
き
に
つ
い
て
の
解
明
を
試
み
る
（
６
）。

第
２
項　

�

人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
哲
学
に
お
け
る
〝
危
機
〟
と
そ
の
乗
り
越

え
の
意
味

（
１
）　

科
学
一
般
と
哲
学
と
の
相
反
し
た
関
係
に
露
見
す
る
〝
危
機
〟

　
「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
は
、
全
体
に
わ
た
り
「
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
れ
ば
」

と
い
っ
た
付
言
に
よ
り
展
開
す
る
。
同
書
で
は
、
フ
ッ
サ
ー
ル
が
『
危
機
書
』

に
お
い
て
指
摘
し
た
〝
危
機
〟
の
乗
り
越
え
に
お
け
る
、
哲
学
と
人
間
に
関
す

る
諸
科
学
と
の
関
係
性
を
問
題
視
し
、
現
象
学
を
含
む
哲
学
と
人
間
に
関
す
る

諸
科
学
の
ひ
と
つ
で
あ
る
心
理
学
と
の
相
互
関
係
に
言
及
さ
れ
る
。

　

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
へ
譲
歩
す
る
こ
と
な
く「〈
現

象
学
〉
と
〈
人
間
の
科
学
〉
の
関
係
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
と
」（
前
掲
書
：

３
６
頁
）
し
た
こ
と
は
、当
時
ク
ル
ト
・
コ
フ
カ
や
カ
ー
ル
・
ヤ
ス
パ
ー
ス
、ル
ー

ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ビ
ン
ス
ワ
ン
ガ
ー
な
ど
優
れ
た
心
理
学
者
や
医
学
者
が
「
現
象
学

に
対
す
る
負
債
を
あ
か
ら
さ
ま
に
認
め
て
」（
前
掲
書
：
４
４
頁
）
研
究
を
行

い
、
逆
に
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
シ
ュ
ッ
ツ
が
現
象
学
の
立
場
か
ら
社
会
学
を
論
じ

た
動
き
な
ど
と
一
線
を
画
し
て
い
た
。メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
ね
ら
い
は
、フ
ッ

サ
ー
ル
が
指
摘
し
た
〝
危
機
〟
を
厳
密
な
意
味
で
引
き
受
け
、
哲
学
と
人
間
に

関
す
る
諸
科
学
と
が
関
係
を
結
ぶ
う
え
で
特
別
な
配
慮
を
す
る
こ
と
の
必
要
性

に
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
哲
学
研
究
者
と
諸
科
学
者
が
設
定
す
る
立
ち
位
置
は
、
根
本
的
に

異
な
っ
て
い
る
。
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
よ
る
と
、
哲
学
と
心
理
学
や
社
会
学

と
い
っ
た
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
が
同
じ
土
俵
に
上
が
る
に
は
、た
が
い
に「
理

性
と
実
存
と
の
結
び
つ
き
を
認
め
」（
前
掲
書
：
１
４
４
頁
）る
こ
と
に
よ
り〈
現

象
学
的
実
証
主
義
〉
と
い
う
立
場
を
も
つ
必
要
性
が
あ
る
。
人
間
に
関
す
る
諸

科
学
は
、経
験
的
な
も
の
と
形
相
学
に
二
分
す
る
こ
と
が
で
き
、そ
れ
ら
は
「
物

理
学
と
幾
何
学
・
数
学
」
あ
る
い
は
「
社
会
学
と
統
計
学
」
の
関
係
に
比
定
さ
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れ
る
。
こ
こ
で
は
、
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
を
中
心
と
す
る
議
論
の
な
か
に
自

然
科
学
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
。

　

経
験
的
な
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
は
、「
科
学
以
前
の
経
験
か
ら
借
り
て
き

た
混
乱
し
た
概
念
」
や
「
常
識
か
ら
引
き
出
さ
れ
た
概
念
」（
前
掲
書
：
７
７
頁)

を
そ
の
ま
ま
反
省
な
く
用
い
て
い
る
か
ぎ
り
、
科
学
と
し
て
の
厳
密
性
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
な
い
。
諸
科
学
者
は
、
い
く
ら
物
証
や
数
値
を
根
拠
に
据
え
よ

う
と
個
別
の
経
験
に
執
着
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
そ
の
記
述
は
個
人
経
験
の
説
明

の
域
を
出
な
い
の
で
あ
る
。
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
に
心
理
的
、
社
会
的
、
歴

史
的
意
味
を
与
え
る
に
は
、「
現
象
学
的
反
省
に
よ
っ
て
心
的
な
も
の
と
接
触
」

（
前
掲
書
：
７
６
頁
）
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
つ
ね
に
日
常
生

活
に
没
入
し
た
状
態
に
あ
り
、
経
験
の
根
源
に
立
ち
返
る
意
志
を
も
た
な
い
諸

科
学
者
が
自
ら
〈
現
象
学
的
反
省
〉
を
行
う
こ
と
は
期
待
で
き
な
い
。

　

形
相
的
な
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
真
理
や
普
遍
性
・
原
理
が
探
求
さ

れ
る
。「
本
質
と
は
、
そ
れ
が
現
れ
る
個
別
的
「
状
況
」
を
通
じ
て
し
か
接
近

で
き
な
い
も
の
」（
前
掲
書
：
１
４
５
頁
）
で
あ
る
以
上
、
事
実
や
経
験
に
即

し
た
経
験
的
な
人
間
の
科
学
の
研
究
成
果
に
も
と
づ
か
な
け
れ
ば
「
現
在
に
根

を
お
ろ
す
こ
と
の
な
い
永
遠
の
思
考
」
あ
る
い
は
「
根
な
し
草
」（
前
掲
書
：

頁
４
７
）
状
態
と
な
る
。
む
ろ
ん
現
象
学
的
質
的
研
究
な
ど
で
は
、
哲
学
の
立

場
で
直
接
事
実
を
引
き
受
け
、
現
象
学
的
反
省
を
と
お
し
て
そ
の
本
質
に
言
及

し
て
い
る
事
例
が
あ
り
（
７
）（
８
）、
経
験
的
な
人
間
の
科
学
の
研
究
成
果
に
依
拠

す
る
必
然
性
は
な
い
。

　

哲
学
研
究
者
と
諸
科
学
者
が
事
実
を
引
き
受
け
る
う
え
で
は
、
事
実
に
伴
っ

て
数
多
く
の
人
々
の
心
理
、
社
会
、
歴
史
と
の
関
わ
り
が
で
き
る
た
め
、
お
の

ず
と
両
者
は
他
の
哲
学
研
究
者
や
諸
科
学
者
と
の
「
対
話
の
状
況
」（
前
掲
書
：

５
３
頁
）
に
置
か
れ
る
。
そ
の
結
果
、
形
相
的
な
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
経

験
的
な
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
の
仕
事
は
、
社
会
学
と
統
計
学
が
補
完
関
係
に

あ
る
よ
う
に
両
立
す
る
一
対
の
関
係
と
な
る
。
と
こ
ろ
が
哲
学
に
よ
る
真
理
や

普
遍
性
・
原
理
の
研
究
は
、
い
き
な
り
日
常
生
活
の
経
験
を
超
越
し
た
「
内
具

的
〔
＝
そ
の
も
の
に
本
質
的
に
そ
な
わ
っ
た
〕
真
理
」（
前
掲
書
：
３
８
頁
）

の
水
準
で
展
開
さ
れ
る
た
め
、
哲
学
研
究
者
と
直
接
経
験
に
近
い
立
場
に
あ
る

諸
科
学
者
は
、
互
い
に
関
係
を
も
つ
ま
で
も
な
く
隔
絶
状
態
に
陥
る
。
従
来
の

哲
学
と
諸
科
学
の
関
係
は
、
ど
ち
ら
か
が
も
う
一
方
の
研
究
成
果
を
利
用
す
る

か
、
よ
き
理
解
者
に
な
る
こ
と
が
せ
い
ぜ
い
の
限
界
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
相
反
し
た
関
係
に
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
哲
学
の
危
機
的
状
態
が
露

呈
し
て
い
る
。
心
理
学
・
社
会
学
・
歴
史
学
な
ど
の
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
は
、

研
究
が
進
歩
す
る
に
つ
れ
て
、
永
く
思
考
や
精
神
の
原
理
を
問
い
続
け
て
き
た

哲
学
を
人
間
生
活
の「
外
的
諸
条
件
の
複
合
作
用
の
結
果
と
し
て
示
そ
う
と
し
」

（
前
掲
書
：
３
７
頁
）、
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
科
学
主
義
へ
と
向
か
っ
た
。
そ
の
結

果
、諸
科
学
は
自
ら
の
科
学
の
基
礎
づ
け
を
懐
疑
へ
と
陥
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
精
神
の
内
具
的
真
理
を
保
有
し
て
き
た
哲
学
は
、
当
時
、
進
歩
の

著
し
か
っ
た
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
に
よ
っ
て
、
精
神
と
は
心
理
・
社
会
・
歴

史
な
ど
の
外
的
な
諸
条
件
に
も
と
づ
い
て
い
る
も
の
で
あ
る
と
激
し
く
主
張
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、「
お
の
れ
を
正
当
化
す
べ
き
一
切
の
根
拠
を
失
っ
て
」（
前

掲
書
：
３
８
頁
）
い
た
。

　

人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
哲
学
の
危
機
と
は
、
両
者
が
基
礎
づ
け
を
相
殺
し

た
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
ら
懐
疑
に
陥
っ
た
状
況
と
い
え
る
。
そ
の
結
果
と
し

て
生
じ
る
非
合
理
状
態
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
哲
学
と
科
学
一
般
お
よ
び
人

間
に
関
す
る
諸
科
学
が
〝
共
存
〟
関
係
に
な
る
よ
う
再
考
す
る
必
要
が
あ
る
。

究
極
的
に
そ
れ
は
、
晩
年
の
フ
ッ
サ
ー
ル
が
問
題
に
し
て
い
た
「
心
理
学
（
人

間
の
諸
科
学
）と
哲
学
と
の
あ
い
だ
に
途
を
見
出
そ
う
と
い
う
こ
と
」（
前
掲
書
：
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１
３
９
頁
）
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
。
危
機
の
乗
り
越
え
の
意
義
を
解
く
の
は

哲
学
研
究
者
の
仕
事
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
危
機
の
乗
り
越
え
は
、
哲
学
研
究

者
と
諸
科
学
者
が
歩
み
を
そ
ろ
え
て
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
積
年
の
課

題
で
あ
る
。

（
２
）　�

哲
学
と
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
・
自
然
科
学
を
ふ
た
た
び
結
び
つ
け
る

合
理
性
の
再
考

　

科
学
一
般
で
は
、
各
科
学
が
対
象
と
す
る
領
域
を
恣
意
的
に
設
定
し
自
ら
が

属
す
る
科
学
の
枠
組
み
、
す
な
わ
ち
ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
が
指
摘
し
た
と
こ
ろ

の
専
門
母
型
（
パ
ラ
ダ
イ
ム
）（
９
）
を
科
学
者
集
団
内
で
承
認
す
る
こ
と
が
当

然
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
科
学
研
究
は
専
門
母
型
を
前
提
と
し
た
態
度
に
も
と

づ
い
て
お
り
、
そ
の
記
述
は
実
践
的
世
界
か
ら
す
べ
て
の
情
報
を
得
つ
つ
も
特

定
の
歴
史
・
土
地
へ
の
内
属
が
自
覚
さ
れ
て
い
な
い
。
た
と
え
ば
わ
れ
わ
れ
は
、

庭
と
建
物
、
内
装
、
調
度
品
を
ひ
と
つ
の
実
践
的
世
界
の
時
間
の
流
れ
の
な
か

で
経
験
す
る
が
、
諸
科
学
で
は
、
直
接
経
験
上
は
一
体
で
あ
る
住
ま
い
を
各
専

門
母
型
に
準
じ
て
切
り
刻
み
、
さ
ら
に
恣
意
的
に
再
構
成
し
て
、
そ
の
概
念
を

科
学
者
集
団
の
内
外
で
了
承
さ
せ
る
よ
う
画
策
し
て
い
る
。

　

家
屋
内
に
土
間
が
巡
ら
さ
れ
た
農
家
や
町
家
の
建
物
を
み
れ
ば
明
ら
か
な
よ

う
に
、
庭
と
建
物
に
は
物
質
的
な
境
界
は
な
い
。
そ
れ
は
心
的
に
、
つ
ま
り
は

言
語
に
よ
っ
て
分
節
さ
れ
て
い
る
。
庭
や
建
物
は
そ
れ
ぞ
れ
が
独
立
し
て
事
実

存
在
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
隔
た
り
な
く
ア
フ
ォ
ー
ド
（
１
０
）

さ
れ
て
い
る
。
学
際
的
研
究
の
取
り
組
み
の
多
く
が
失
敗
す
る
の
は
、
諸
科
学

者
が
、
研
究
に
必
要
な
情
報
を
万
人
と
同
じ
く
日
常
生
活
に
お
け
る
直
接
経
験

か
ら
取
得
し
な
が
ら
、
研
究
を
取
り
ま
と
め
る
段
階
に
な
る
と
そ
の
事
実
を
な

か
っ
た
こ
と
に
し
て
、
専
門
母
型
ご
と
に
真
理
を
装
っ
た
概
念
を
特
定
の
科
学

者
集
団
の
み
な
ら
ず
社
会
一
般
の
人
々
に
ま
で
喧
伝
す
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
か
ぎ
ら
れ
た
集
団
の
内
部
で
考
案
さ
れ
た
恣
意
的
な
科
学
概
念

の
乱
立
と
、
そ
れ
か
ら
距
離
を
置
く
哲
学
と
の
相
反
す
る
関
係
を
回
避
す
る
た

め
に
は
、
諸
科
学
者
と
哲
学
者
が
と
も
に
生
活
「
世
界
に
結
び
つ
け
て
い
る
鎖

を
否
認
す
る
こ
と
で
は
な
く
、
逆
に
そ
う
し
た
結
び
つ
き
を
見
る
こ
と
、
意
識

す
る
こ
と
」（
前
掲
書
：
４
８
頁
）
が
必
要
で
あ
る
。
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に

よ
る
と
、
そ
の
意
識
こ
そ
が
〈
現
象
学
的
還
元
〉
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
よ
う

な
意
識
の
結
果
、「〈
哲
学
〉
と
〈
科
学
一
般
〉
と
〈
人
間
の
科
学
〉
と
を
ふ
た

た
び
可
能
に
し
、そ
れ
ら
諸
学
の
基
礎
と
合
理
性
の
基
礎
を
考
え
な
お
す
こ
と
」

（
前
掲
書
：
３
８
頁
）
が
で
き
る
。
つ
ま
り
危
機
を
乗
り
越
え
た
後
の
諸
科
学

者
と
哲
学
者
は
、
お
互
い
が
外
的
諸
条
件
と
内
具
的
真
理
へ
の
意
志
か
ら
出
発

し
つ
つ
も
、
双
方
が
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
実
践
的
世
界
と
の
鎖
、
す
な
わ
ち

特
定
の
歴
史
・
土
地
と
地
続
き
の
関
係
を
保
ち
な
が
ら
、「
理
性
と
実
存
と
の

結
び
つ
き
」
の
な
か
で
万
人
の
反
復
を
可
能
と
す
る
〝
実
践
的
妥
当
性
〟
を
導

出
す
る
研
究
態
度
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

時
間
の
過
ご
し
方
は
千
差
万
別
で
あ
る
が
、
時
間
へ
の
内
属
は
万
人
に
共
通

す
る
。
哲
学
研
究
者
と
諸
科
学
者
は
、
そ
れ
を
自
覚
し
、
直
接
経
験
の
水
準
か

ら
導
き
出
さ
れ
る
「
人
類
の
思
考
法
則
」
あ
る
い
は
「
す
べ
て
の
人
間
〔
の
思

考
〕
に
と
っ
て
の
規
則
」（
前
掲
書
：
５
１
頁
）
に
互
い
の
共
存
関
係
の
〝
根
源
〟

と
な
る
よ
う
な
も
の
を
見
出
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の
根
源
の
よ
う
な
も

の
と
は
、
直
接
経
験
の
水
準
か
ら
出
発
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
イ
デ
ア
や
超

人
間
的
な
思
考
で
も
社
会
一
般
的
な
常
識
や
先
入
観
に
も
と
づ
く
も
の
で
も
な

い
。
そ
れ
は
〈
間
主
観
的
（intersubjectivité

）〉
な
態
度
（
前
掲
書
：
３
５
頁
）

に
お
い
て
導
き
出
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

身
体
を
も
っ
た
わ
た
し
個
人
の
意
識
が
別
の
身
体
を
も
っ
た
他
者
の
意
識
と

交
わ
る
時
、
双
方
の
意
識
の
交
点
が
互
い
の
中
間
に
あ
る
と
い
う
出
来
事
は
、
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わ
れ
わ
れ
が
自
覚
す
る
こ
と
な
く
先
験
的
に
成
立
し
て
い
る
。意
志
の
疎
通
は
、

わ
た
し
の
主
観
と
他
者
の
主
観
と
の
間
で
、
つ
ま
り
は
間
主
観
的
に
成
立
す
る

と
い
う
前
提
の
も
と
に
成
り
立
っ
て
い
る
。
そ
れ
が
根
源
的
に
〈
す
べ
て
の
人

間
〔
の
思
考
〕
に
と
っ
て
の
規
則
〉
で
あ
り
、
哲
学
研
究
者
と
諸
科
学
者
の
別

に
関
わ
る
こ
と
な
く
原
的
に
働
い
て
い
る
。
現
象
学
的
反
省
を
経
た
諸
科
学
者

は
、
科
学
の
専
門
母
型
に
と
ら
わ
れ
る
必
要
が
な
く
な
り
、
哲
学
を
と
お
し
て

前
述
の
法
則
と
の
照
合
を
求
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
永
遠
の
思
考
」
で
も
「
そ

れ
自
身
に
は
何
ら
固
有
の
価
値
も
な
い
単
な
る
一
つ
の
出
来
事
」
に
も
な
ら
な

い
研
究
態
度
へ
と
導
か
れ
る
。

第
３
項　

諸
科
学
の
記
述
に
お
い
て
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
を
尊
重
す
る
意
味

　

哲
学
な
ら
び
に
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
自
然
科
学
の
結
び
つ
き
、
そ
れ
が

あ
ら
た
め
て
問
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
哲
学
な
ら
び
に
科
学
一
般
の
立
ち

位
置
は
、
恣
意
性
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
の
か
、
自
ず
と
異
な
っ
て
く
る
の

か
。「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
に
は
、
哲
学
な
ら
び
に
人
間
に
関
す
る
科
学

と
自
然
科
学
に
通
底
す
る
「
人
類
の
思
考
法
則
」
あ
る
い
は
「
す
べ
て
の
人
間

〔
の
思
考
〕
に
と
っ
て
の
規
則
」
の
展
開
に
つ
い
て
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。
そ

こ
で
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
現
象
学
的
還
元
を
「〔
現
実
世
界
と
の
あ
い
だ
に

交
わ
さ
れ
た
〕
契
約
」
と
い
い
、
そ
れ
が
「
わ
れ
わ
れ
の
思
考
と
わ
れ
わ
れ
の

個
性
的
な
物
理
的
・
社
会
的
状
態
と
の
あ
い
だ
の
、
生
に
よ
っ
て
設
定
さ
れ
た

裂
け
目
（
前
掲
書
：
６
３
頁
）」
で
あ
る
と
述
べ
た
点
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
が
身
体
を
と
お
し
て
物
理
的
な
領
域
と
社
会
的
（
人
間
的
）
領
域
と

の
間
に
契
約
の
よ
う
な
も
の
を
交
わ
し
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
を
示
し
、
生

命
的
・
物
理
的
・
人
間
的
な
事
柄
が
―
能
動
的
か
受
動
的
で
あ
る
か
は
と
も
か

く
と
し
て
―
何
ら
か
の
働
き
で
結
び
つ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
。

　

こ
の
古
典
的
二
律
背
反
に
お
け
る
即
自
・
対
自
と
い
う
二
元
論
を
回
避
し
た

考
え
方
は
、『
行
動
の
構
造
』
に
お
い
て
、
分
離
困
難
な
全
体
と
い
う
概
念
を

通
じ
た
三
元
性
の
議
論
と
し
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
自
然
研
究
の
一
部
と
し
て
加
國
尚
志
に
よ
っ
て
詳
述
さ

れ
て
い
る
（
１
１
）。

　

自
然
科
学
で
は
、
動
物
の
行
動
を
物
理
的
世
界
の
結
果
と
み
な
し
て
物
理
的

場
だ
け
の
記
述
が
試
み
ら
れ
る
。
世
界
の
あ
ら
ゆ
る
出
来
事
は
物
理
的
な
場
で

生
じ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
、
生
命
的
な
秩
序
や
精
神
的
な
価
値
・
意
味
ま
で
が

一
括
り
に
さ
れ
、
す
べ
て
量
で
推
し
測
っ
て
記
述
さ
れ
る
。
と
こ
ろ
が
、
そ
の

自
然
科
学
の
実
験
の
結
果
に
お
い
て
は
、
あ
き
ら
か
に
あ
る
活
動
に
特
有
の
意

味
と
価
値
を
も
っ
た
生
理
的
な
場
と
心
的
な
場
と
呼
べ
る
構
造
の
働
き
が
報
告

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
指
摘
す
る
。
自
然
科
学
で
は
、
こ

の
生
理
的
な
場
と
心
的
な
場
に
お
け
る
構
造
の
働
き
を
不
都
合
と
す
る
。
諸
科

学
者
ら
は
不
都
合
な
実
験
結
果
の
理
論
操
作
を
行
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
理
的

な
場
で
生
じ
た
出
来
事
に
書
き
換
え
よ
う
と
す
る
。

　

庭
に
関
す
る
科
学
に
お
け
る
〝
作
庭
意
図
〟、
建
築
学
に
お
け
る
建
築
の
独

立
性
、
景
観
研
究
に
お
け
る
文
化
的
景
観
を
事
実
存
在
す
る
も
の
と
し
て
捉
え

た
研
究
で
は
、
同
様
の
書
き
換
え
が
行
わ
れ
て
い
る
。
庭
や
建
築
、
景
観
と

い
っ
た
人
間
の
行
動
と
関
わ
り
を
も
っ
た
出
来
事
を
研
究
対
象
と
す
る
諸
科
学

者
は
、
心
的
な
場
や
生
理
的
な
場
を
自
然
科
学
の
研
究
態
度
で
記
述
す
る
こ
と

が
矛
盾
し
て
い
る
こ
と
を
殆
ど
自
覚
し
て
い
な
い
。

　

メ
ル
ロ=
ポ
ン
テ
ィ
は
、
諸
科
学
者
に
よ
る
こ
の
書
き
換
え
の
意
志
に
こ

そ
、諸
科
学
と
哲
学
と
の
あ
い
だ
に
途
を
開
く
た
め
の
示
唆
が
あ
る
と
述
べ
る
。

ヤ
ー
コ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
や
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ロ
ー
レ
ン
ツ
な
ど
の
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生
物
学
者
は
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
言
及
す
る
と
こ
ろ
の
生
理
的
場
の
構
造

を
伝
統
的
な
自
然
科
学
の
研
究
領
域
に
取
り
入
れ
た
。
結
果
的
に
そ
の
取
り
組

み
は
、
自
然
と
精
神
、
心
と
身
体
と
い
っ
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
的
な
二
元
論

に
楔
を
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
「
人
間
の
科
学
の
原
理
そ
の

も
の
で
あ
る
〝
外
面
性
〟
と
哲
学
の
条
件
を
な
す
〝
内
面
性
〟」
と
い
う
構
図

が
無
効
化
し
、
そ
の
二
面
性
の
中
間
に
第
三
の
秩
序
と
し
て
〈
生
命
的
秩
序
〉

が
切
り
開
か
れ
る
。

　

こ
う
し
て
哲
学
研
究
者
と
諸
科
学
者
は
、
実
質
的
に
自
ら
の
立
場
を
〝
外
面

性
〟
と
〝
内
面
性
〟
の
ど
ち
ら
か
一
方
に
置
く
必
然
性
が
失
わ
れ
る
。
メ
ル
ロ

＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、
こ
う
し
た
科
学
の
進
歩
を
受
容
し
た
上
で
、
科
学
の
使
命
は
、

物
質
の
秩
序
・
生
命
の
秩
序
・
精
神
の
秩
序
に
統
合
さ
れ
る
〈
構
造
の
三
つ
の

タ
イ
プ
〉
を
そ
れ
ぞ
れ
尊
重
し
、「
量
・
秩
序
・
価
値
な
い
し
意
味
」（
行
動
の

構
造
：
１
９
６
頁
）
を
整
理
し
つ
つ
も
統
合
さ
れ
た
ひ
と
つ
の
現
象
を
記
述
す

る
こ
と
で
あ
る
こ
と
を
示
す
。
つ
ま
り
諸
科
学
者
は
、
自
ら
が
志
向
す
る
科
学

的
関
心
事
が
、
前
述
し
た
三
つ
の
秩
序
の
ど
の
よ
う
な
影
響
下
に
あ
る
か
を
自

覚
し
、
あ
る
事
象
・
経
験
に
お
い
て
そ
れ
ら
秩
序
の
相
互
依
存
関
係
を
解
明
す

る
こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
の
な
か
で
従
来
の
自
然
科
学
は
主
と
し
て
〝
物

質
の
秩
序
〟
あ
る
い
は
〈
生
命
的
秩
序
〉、
人
間
の
諸
科
学
は
主
に
〝
精
神
の

秩
序
〟
を
意
識
す
る
と
い
っ
た
よ
う
に
、〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
の
ど
れ

か
一
つ
に
意
識
が
傾
け
ら
れ
て
き
た
。
た
と
え
諸
科
学
者
が
研
究
を
行
う
う
え

で
、
他
の
二
つ
の
秩
序
の
影
響
を
受
け
て
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
は
軽
視
も
し

く
は
無
視
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
庭
に
目
を
向
け
る
こ
と
に
よ
り
、
実
践
的
世
界
が
い
か
に
前
述

の
〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
の
絡
み
あ
い
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
か
を
実

感
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
庭
は
、
庭
石
や
池
水
・
天
候
な
ど
が
属
す

る
〈
物
質
の
秩
序
〉、
庭
の
所
有
者
や
庭
師
の
身
体
・
庭
木
・
水
鳥
な
ど
が
属

す
る
〈
生
命
の
秩
序
〉、
社
会
的
要
請
や
職
人
言
葉
、
文
化
（
１
２
）
な
ど
が
属
す

る
〈
精
神
の
秩
序
〉
が
分
け
隔
て
な
く
絡
み
あ
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
庭
は
、
特

定
の
歴
史
と
時
間
に
内
属
し
て
お
り
、
維
持
管
理
・
庭
造
り
な
ど
そ
の
継
承
に

か
か
る
制
約
や
条
件
が
多
く
、
そ
の
ど
れ
ひ
と
つ
へ
の
配
慮
を
欠
い
て
も
、
庭

で
生
じ
て
い
る
現
象
を
厳
密
に
記
述
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。
い
か
な
る
行

為
、
諸
科
学
も
そ
の
継
承
に
か
か
っ
て
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
先
述
の
よ
う
な

制
約
や
条
件
に
依
拠
し
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
従
来
の
諸
科
学
は
、

恣
意
的
に
い
ず
れ
か
の
制
約
や
条
件
を
偏
重
し
て
き
た
。

　

結
果
的
に
諸
科
学
の
記
述
に
あ
た
っ
て
は
、
否
応
な
く
〈
構
造
の
三
つ
の
タ

イ
プ
〉
の
整
理
と
そ
の
す
べ
て
へ
の
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
た
だ
し
〈
精
神
の

秩
序
〉
は
当
然
と
し
て
、時
間
に
内
属
し
て
い
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
〈
物
質
、

生
命
の
秩
序
〉
も
、間
主
観
的
な
経
験
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

わ
れ
わ
れ
の
直
接
経
験
を
度
外
視
し
た
純
粋
な
〈
物
質
、生
命
の
秩
序
〉
と
い
っ

た
も
の
は
記
述
し
よ
う
が
な
い
。
し
た
が
っ
て
諸
科
学
の
記
述
で
は
、
必
然
的

に
〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
の
す
べ
て
に
配
慮
し
た
「
す
べ
て
の
人
間
〔
の

思
考
〕
に
と
っ
て
の
規
則
」
に
依
拠
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
４
項　

発
生
的
現
象
学
の
展
開
可
能
性

（
１
）�「
超
越
論
的
間
主
観
性
」
に
も
と
づ
い
た
実
践
的
世
界
を
言
述
・
記
述
す

る
手
法
の
着
想

　

哲
学
な
ら
び
に
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
と
自
然
科
学
の
結
び
つ
き
へ
の
問
い

は
、
結
果
的
に
諸
科
学
者
と
哲
学
研
究
者
を
供
に
「
世
界
に
結
び
つ
け
て
い
る

鎖
」、
つ
ま
り
は
〈
信
憑
（D

oxa

）〉
の
は
た
ら
き
を
意
識
す
る
こ
と
の
重
要

性
を
際
立
た
せ
た
。
さ
ら
に
こ
の
鎖
の
結
び
つ
き
に
は
、
わ
れ
わ
れ
の
意
識
に
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か
か
わ
ら
ず
働
き
続
け
て
い
る
〈
原
信
憑
（U

rdoxa

）〉
が
潜
在
し
て
い
る
。

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
が
指
摘
し
た
〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
に
対
応
す
る
根

源
的
に
「
す
べ
て
の
人
間
〔
の
思
考
〕
に
と
っ
て
の
規
則
」
も
、「
信
念
確
実

性
・
確
信
に
満
ち
た
信
念
」
に
通
ず
る
〈
原
信
憑
〉
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
そ

れ
は
、〈
受
動
的
綜
合
（passive Synthesis

）〉
や
〈
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
（Gestalt

）〉

な
ど
と
い
っ
た
原
的
な
規
則
性
で
あ
る
。〈
信
憑
〉
を
念
頭
に
置
い
て
直
接
経

験
の
水
準
か
ら
の
記
述
を
行
う
こ
と
は
、「
理
性
と
実
存
と
の
結
び
つ
き
を
認

め
」
る
こ
と
で
あ
り
、
現
象
学
が
目
指
す
「
現
に
あ
る
が
ま
ま
で
の
わ
れ
わ
れ

の
経
験
の
直
接
的
記
述
の
試
み
（
知
覚
の
現
象
学
１
：
Ⅰ
頁
）」
に
不
可
欠
と

さ
れ
る
。

　

フ
ッ
サ
ー
ル
が
『
デ
カ
ル
ト
的
省
察
』
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、
人
間
に
関
す

る
諸
科
学
と
自
然
科
学
の
研
究
は
そ
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
、
隠
れ
た
志
向
的
な

働
き
で
あ
る
数
・
述
語
的
な
事
態
・
目
的
・
作
品
に
も
と
づ
い
て
成
立
し
て
い

る
（
１
２
）。
科
学
一
般
の
研
究
成
果
は
、
ど
れ
ほ
ど
高
次
に
な
ろ
う
と
、
先
験
的

に
こ
の
〈
信
憑
〉
に
も
と
づ
く
こ
と
に
な
る
。
実
践
的
世
界
を
素
朴
に
〈
信
憑
〉

し
た
状
態
で
は
、
い
か
な
る
記
述
も
個
人
的
な
見
解
や
意
見
の
延
長
線
上
に
あ

る
。

　

科
学
一
般
が
一
貫
し
た
本
質
的
普
遍
性
を
も
っ
た
研
究
成
果
を
蓄
積
し
て
い

く
た
め
に
は
、
現
象
学
的
還
元
を
遂
行
し
、
志
向
的
地
平
に
依
拠
す
る
こ
と
が

求
め
ら
れ
る
。
科
学
一
般
に
お
い
て
は
、
実
践
的
世
界
の
構
成
が
超
越
論
的
主

観
性
の
〈
信
憑
〉
に
も
と
づ
く
と
い
う
前
提
を
、
研
究
の
根
底
に
置
い
て
い
な

い
。
つ
ま
り
科
学
一
般
が
絶
対
的
に
基
礎
づ
け
ら
れ
る
た
め
に
は
、「
あ
ら
ゆ

る
世
界
内
部
的
な
客
観
性
に
先
行
し
、
そ
れ
ら
を
担
っ
て
い
る
、
そ
れ
自
体
で

最
初
の
存
在
は
、
超
越
論
的
な
間
主
観
性
で
あ
り
、
言
い
換
え
れ
ば
、
さ
ま
ざ

ま
な
形
式
に
お
い
て
共
同
化
さ
れ
る
モ
ナ
ド
の
全
体
」（
１
３
）
を
研
究
の
最
前
提

と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

結
果
的
に
そ
れ
は
、
実
践
知
の
学
の
可
能
性
を
照
ら
し
出
す
こ
と
に
な
る
。

実
践
知
の
学
の
可
能
性
を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、
哲
学
の
真
理
と
日
常
生
活

の
実
践
の
出
来
事
と
の
往
還
関
係
を
い
か
に
し
て
成
立
さ
せ
る
か
、
そ
れ
が
鍵

と
な
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

　

�　

世
界
を
普
遍
的
で
主
題
的
な
領
野
と
し
て
所
持
す
る
こ
と
と
は
、
す
な

わ
ち
自
然
に
世
界
の
内
で
生
き
る
こ
と
で
あ
る
。（
間
主
観
性
の
現
象
学
Ⅰ　

そ
の
方
法
：
４
１
５
頁
）

　

日
常
生
活
の
実
践
に
伴
う
土
地
の
記
述
は
、
あ
ら
ゆ
る
実
践
者
が
ひ
と
つ
の

生
活
世
界
に
内
属
し
て
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、

科
学
側
か
ら
定
義
し
付
与
で
き
る
も
の
で
は
な
く
、
こ
れ
ま
で
様
々
な
哲
学
に

よ
っ
て
解
明
さ
れ
て
き
た
先
経
験
的
な
普
遍
性
あ
る
い
は
一
般
性
で
あ
る
。
経

験
的
な
出
来
事
を
取
り
扱
う
諸
科
学
に
お
い
て
は
、
信
憑
の
領
域
を
外
的
に
基

礎
づ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

�　
�

科
学
の
全
領
域
は
生
き
ら
れ
た
世
界
の
う
え
に
構
成
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
か
ら
、
も
し
も
わ
れ
わ
れ
が
科
学
自
体
を
厳
密
に
考
え
て
、
そ
の
意
味
と

有
効
範
囲
と
を
正
確
に
評
価
し
よ
う
と
思
う
な
ら
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
ま
ず
何

よ
り
も
こ
の
世
界
経
験
を
呼
び
覚
ま
さ
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
っ
て
、
科
学

と
は
こ
の
世
界
経
験
の
二
次
的
な
表
現
で
し
か
な
い
の
で
あ
る
。（
知
覚
の

現
象
学
：
４
頁
）

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
が
自
ら
の
研
究
内
容
に
普
遍
性
や
一
般
性
を
担
保
す
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る
こ
と
を
目
指
す
場
合
、
諸
科
学
の
前
提
で
あ
る
世
界
経
験
に
つ
い
て
の
理
論

は
「
完
全
に
す
べ
て
の
世
界
に
つ
い
て
の
学
問
理
論
の
外
部
に
、
つ
ま
り
す
べ

て
の
実
証
科
学
の
理
論
の
外
部
に
あ
る
」（
１
４
）
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。

諸
科
学
の
理
論
で
そ
の
前
提
で
あ
る
実
践
的
世
界
の
経
験
を
基
礎
づ
け
る
こ
と

は
、
本
末
転
倒
で
あ
る
。
前
科
学
的
な
日
常
の
素
朴
な
世
界
経
験
の
自
覚
、
言

い
換
え
れ
ば
〈
信
憑
〉
に
対
す
る
普
遍
的
な
反
省
は
、
諸
科
学
者
に
前
科
学
的

な
世
界
経
験
の
地
盤
を
自
覚
さ
せ
る
。

　

�

そ
の
地
盤
は
も
は
や
、
私
が
そ
こ
に
お
い
て
す
べ
て
の
も
の
を
見
い
だ
し
、

そ
れ
と
と
も
に
い
つ
で
も
私
が
前
も
っ
て
所
持
し
て
い
る
も
の
の
世
界
で
は

な
く
、
と
く
に
理
論
的
な
実
証
―
科
学
的
認
識
の
主
題
性
を
前
も
っ
て
所
持

し
て
い
る
も
の
の
世
界
で
は
な
く
、
と
く
に
理
論
的
な
実
証
―
科
学
的
認
識

の
主
題
性
を
前
も
っ
て
所
持
し
て
い
る
よ
う
な
世
界
で
は
な
い
。
む
し
ろ
そ

の
地
盤
と
は
、
私
に
妥
当
す
る
も
の
と
し
て
の
「
世
界
」、〔
す
な
わ
ち
〕
私

の
妥
当
す
る
生
の
存
在
の
意
味
と
し
て
の
世
界
で
あ
る
。（
間
主
観
性
の
現

象
学
Ⅰ　

そ
の
方
法
：
４
０
９
頁
）

　

こ
こ
で
は
、
こ
の
地
盤
を
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
け
る
〈
超
越
論
的
主
観
性
〉
と

み
な
す
。
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
に
と
っ
て
こ
の
理
念
は
、
馴
染
み
の
な
い

難
解
な
も
の
で
あ
る
が
、
実
践
知
の
学
に
実
践
的
妥
当
性
を
も
と
づ
け
る
た
め

に
は
そ
の
理
解
を
避
け
て
通
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

あ
ら
ゆ
る
諸
科
学
者
は
、
生
活
世
界
に
お
い
て
日
常
生
活
の
実
践
が
行
わ
れ

る
こ
と
を
〈
信
憑
〉
し
て
お
り
、
身
体
を
も
っ
て
経
験
さ
れ
た
生
活
世
界
で
の

出
来
事
を
言
述
・
記
述
す
る
。
い
か
に
抽
象
的
で
非
現
実
な
言
述
・
記
述
で
あ

ろ
う
と
、
実
践
の
段
階
に
な
れ
ば
必
ず
生
活
世
界
に
お
け
る
身
体
が
関
わ
っ
て

く
る
。
旧
来
の
諸
科
学
の
言
述
・
記
述
の
内
容
が
二
次
的
か
つ
個
別
的
で
あ
る

の
に
対
し
て
、
日
常
生
活
の
実
践
が
生
活
世
界
に
お
け
る
身
体
と
の
関
わ
り
を

前
提
す
る
こ
と
は
、
一
次
的
な
直
接
経
験
に
も
と
づ
く
共
同
的
な
普
遍
性
を

も
っ
て
い
る
。
日
常
生
活
の
実
践
は
、
つ
ね
に
こ
の
よ
う
な
前
提
や
普
遍
性
が

信
憑
さ
れ
た
「
自
然
的
態
度
」
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
〈
信
憑
〉
そ

の
も
の
は
実
践
の
経
験
に
潜
在
し
て
お
り
、
日
常
生
活
の
実
践
の
な
か
で
自
覚

さ
れ
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。

　

諸
科
学
者
は
、
こ
の
自
然
的
態
度
に
お
い
て
日
常
生
活
の
実
践
に
没
入
し
て

い
る
場
合
、
か
れ
自
身
の
主
観
の
向
こ
う
側
に
物
事
や
世
界
が
存
在
し
て
い
る

こ
と
を
素
朴
に
信
じ
た
状
態
に
〈
定
立
〉
し
て
言
述
・
記
述
し
て
い
る
。
こ
の

場
合
の
諸
科
学
者
の
立
ち
位
置
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
あ
り
方
と
は
異
な
っ

て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
諸
科
学
者
は
、
か
れ
自
身
も
物
事
や
実
践
者
と
同
じ
生
活

世
界
に
内
属
し
た
状
況
に
あ
り
、
さ
ら
に
研
究
活
動
は
、
物
事
や
な
ん
ら
か
の

相
手
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
実
践
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
は
、
当
事
者
と
第
三
者
の
別
に
か
か
わ
ら
ず
物
事
が
介
在

し
な
が
ら
、
主
観
と
主
観
と
の
間
で
成
立
し
て
い
る
。
旧
来
の
土
地
に
関
す
る

諸
科
学
が
身
体
や
主
観
と
無
関
係
に
事
実
存
在
す
る
と
信
じ
込
ん
で
き
た
客
観

的
空
間
は
、
自
然
的
態
度
に
よ
る
先
入
見
に
依
拠
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
よ

う
な
自
然
的
態
度
に
よ
る
先
入
見
と
偏
見
に
も
と
づ
く
言
述
・
記
述
は
、
お
よ

そ
厳
密
性
や
明
証
性
、
再
現
可
能
性
が
担
保
さ
れ
な
い
。

　

土
地
に
関
す
る
日
常
生
活
の
実
践
を
科
学
と
し
て
言
述
・
記
述
に
は
、
わ
れ

わ
れ
の
身
体
や
主
観
の
向
こ
う
側
に
客
観
的
空
間
が
事
実
存
在
す
る
と
素
朴
に

信
じ
る
定
立
の
状
態
を
一
旦
〈
括
弧
に
入
れ
る
〉
必
要
が
あ
る
。
さ
ら
に
そ
の

定
立
に
関
わ
る
先
入
観
と
偏
見
に
も
と
づ
い
た
判
断
を
停
止
（
エ
ポ
ケ
ー
）
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
的
態
度
に
潜
在
し
て
い
る
〈
超
越
論
的
主
観
性
〉
が
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働
く
地
盤
に
立
っ
て
言
述
・
記
述
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
の
一
連
の
態

度
変
更
の
あ
り
方
す
な
わ
ち
〈
現
象
学
的
還
元
〉
を
通
す
こ
と
に
よ
っ
て
、〈
超

越
論
的
主
観
性
〉
あ
る
い
は
〈
超
越
論
的
間
主
観
性
〉
に
も
と
づ
い
て
実
践
的

世
界
を
言
述
・
記
述
す
る
手
法
の
態
度
を
会
得
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

日
常
生
活
の
実
践
は
、
た
と
え
そ
れ
が
生
命
、
自
然
の
領
域
に
わ
た
ろ
う
と
、

す
べ
て
〝
理
念
化
〟
の
結
果
と
し
て
言
述
・
記
述
さ
れ
る
。
直
接
経
験
は
、
仮

に
そ
れ
が
同
時
に
行
わ
れ
て
い
た
と
し
て
も
、
個
々
人
に
お
い
て
内
的
に
経
験

さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
直
接
経
験
に
つ
い
て
相
手
と
応
答
す
る
際
に
は
、

そ
の
経
験
を
一
旦
理
念
化
し
た
う
え
で
、
自
ら
と
相
手
と
の
間
に
そ
の
理
念
を

送
り
だ
し
、
再
び
個
々
人
で
受
け
い
れ
る
と
い
う
運
動
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
続

け
て
い
る
。
こ
の
自
ら
と
相
手
と
の
間
に
お
け
る
理
念
の
送
り
だ
し
は
、
わ
た

し
が
自
ら
の
身
体
そ
の
も
の
を
越
え
出
る
の
で
は
な
く
、
わ
た
し
の
意
識
や
意

志
が
相
手
の
方
に
向
け
て
超
越
さ
れ
る
と
同
時
に
、
相
手
の
対
応
が
受
け
入
れ

ら
れ
る
と
い
う
〈
信
憑
〉
の
図
式
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
〈
信
憑
〉
は
、
一
般
的
に
は
対
話
や
意
志
疎
通
と
い
わ
れ
る
行
為
の
本

質
的
な
意
味
構
造
で
あ
り
、
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
潜
在
的

に
働
き
つ
づ
け
て
い
る
。
超
越
論
的
と
は
、
わ
た
し
の
直
接
経
験
の
理
念
が
物

質
・
身
体
的
に
越
え
出
る
の
で
は
な
く
、
理
念
が
わ
た
し
の
主
観
と
相
手
の
主

観
と
の
間
で
心
的
に
超
越
し
て
行
き
交
っ
て
い
る
実
情
を
と
く
に
言
表
し
て
い

る
。

　

し
て
み
る
と
日
常
の
生
活
の
実
践
は
、
受
動
的
に
前
提
さ
れ
て
い
る
理
念
化

を
通
じ
た
あ
る
場
面
に
お
け
る
対
人
関
係
の
触
発
に
も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
に

な
る
。
言
い
換
え
る
と
実
践
的
世
界
は
、
そ
の
本
質
的
な
意
味
構
造
と
し
て
、

ひ
と
つ
の
生
活
世
界
に
お
け
る
時
間
的
か
つ
間
主
観
的
な
受
動
性
の
働
を
前
提

し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
そ
の
言
述
・
記
述
は
、
世
界
経
験
に
対
し
て
時
間
的
か

つ
間
主
観
的
に
遡
行
し
て
行
う
こ
と
が
前
提
さ
れ
る
。

（
２
）
静
態
的
現
象
学
・
発
生
的
現
象
学
と
原
信
憑
・
信
憑
の
相
互
関
係

　

旧
来
の
哲
学
で
は
、
先
験
的
な
普
遍
性
へ
の
関
心
に
偏
向
し
、
経
験
的
な
出

来
事
と
乖
離
し
て
き
た
。
現
象
学
的
質
的
研
究
や
臨
床
哲
学
、
古
く
は
現
象
学

的
社
会
学
な
ど
の
取
り
組
み
は
、哲
学
に
よ
る
先
経
験
的
な
普
遍
性
の
解
明
と
、

科
学
に
よ
る
経
験
的
な
出
来
事
の
解
明
を
結
び
つ
け
る
試
み
と
い
え
よ
う
。
日

常
の
生
活
世
界
の
土
地
に
関
す
る
記
述
と
そ
れ
ら
の
取
り
組
み
の
動
機
は
同
様

で
あ
り
、
関
心
の
向
け
ら
れ
る
先
が
異
な
る
だ
け
で
あ
る
。

　

実
践
的
な
科
学
研
究
の
根
底
に
据
え
ら
れ
る
哲
学
は
、
何
で
も
良
い
と
い
う

わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ
れ
は
、
日
常
生
活
と
乖
離
あ
る
い
は
断
絶
し
た
真
理

の
探
求
に
偏
向
し
た
種
の
哲
学
で
は
な
く
、
科
学
一
般
と
の
相
関
関
係
が
念
頭

に
置
か
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
科
学
研
究
へ
還
元
で
き

な
い
普
遍
性
や
一
般
性
は
、
実
践
的
世
界
に
お
い
て
再
現
性
に
欠
け
る
か
ら
で

あ
る
。
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
の
確
立
を
目
指
す
う
え
で
、
科
学
の
基
礎

づ
け
の
意
味
と
そ
の
方
法
、生
活
世
界
の
あ
り
方
に
言
及
さ
れ
た
フ
ッ
サ
ー
ル
、

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
ら
に
よ
る
現
象
学
へ
依
拠
す
る
こ
と
に
な
る
の
は
、
自
然

の
流
れ
で
あ
っ
た
（
１
５
）。
た
だ
し
フ
ッ
サ
ー
ル
に
よ
る
提
唱
い
ら
い
多
様
に
展

開
し
て
き
た
現
象
学
研
究
の
す
べ
て
が
、
日
常
生
活
の
実
践
の
科
学
研
究
の
も

と
づ
け
に
適
合
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。「
完
全
な
世
界
観
を
構
築
す
る
組

織
的
方
法
」
で
あ
り
、「
世
界
を
経
験
す
る
主
観
性
の
本
質
構
造
」
が
追
求
さ

れ
る
（
１
６
）〈
静
態
的
現
象
学
〉
は
、
現
象
学
に
依
拠
す
る
う
え
で
の
基
礎
理
論

と
し
て
念
頭
に
置
く
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
そ
の
形
相
学
的
な
論
理
を
、
経
験

的
事
実
に
か
か
わ
る
日
常
生
活
の
実
践
と
結
び
つ
け
る
に
は
不
向
き
で
あ
る
。

そ
の
点
で
実
践
的
世
界
へ
の
言
及
に
は
、
相
関
的
で
「
可
能
的
な
実
践
的
生
」
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に
お
い
て
「
動
機
と
い
う
普
遍
的
な
「
規
則
」」
に
よ
っ
て
支
配
さ
れ
る
歴
史
・

時
間
や
身
体
な
ど
を
発
生
の
見
地
か
ら
問
う
〈
発
生
的
現
象
学
（genetische 

Phänom
enologie

）」〉
が
適
合
し
て
く
る
。

　
〈
発
生
的
現
象
学
〉
は
、
い
わ
ば
〈
静
態
的
現
象
学
〉
と
の
対
語
で
あ
り
、

後
期
フ
ッ
サ
ー
ル
に
お
い
て
提
唱
さ
れ
た
理
論
で
あ
る
。フ
ッ
サ
ー
ル
自
身
は
、

「
静
態
的
現
象
学
と
発
生
的
現
象
学
」（
１
７
）
と
「
静
態
的
現
象
学
の
方
法
と
発

生
的
現
象
学
の
方
法
」（
１
８
）
に
お
い
て
、
フ
ィ
ン
ク
が
「
超
越
論
的
方
法
論
の

理
念　

第
六
デ
カ
ル
ト
的
省
察
」（
１
９
）
で
記
述
し
て
い
る
。

　
〈
静
態
的
現
象
学
〉
で
は
、
す
で
に
充
実
し
た
状
態
に
あ
る
自
我
の
理
念
化

に
い
た
る
原
的
な
構
成
に
関
心
が
置
か
れ
る
。
そ
の
主
旨
は
、
主
観
の
内
的
な

理
念
化
を
契
機
と
し
た
志
向
性
を
伴
う
主
観
の
本
質
分
析
、
さ
ら
に
は
前
科
学

的
か
つ
潜
在
的
な
局
面
の
解
明
と
そ
の
構
成
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
研
究
態
度

は
、
あ
ら
か
じ
め
完
成
さ
れ
た
先
験
的
な
位
相
を
前
提
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

実
践
的
世
界
に
お
い
て
潜
在
し
た
構
成
を
、
直
接
経
験
の
裏
付
け
な
く
後
づ
け

で
説
明
す
る
も
の
と
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
方
は
、
主

観
の
内
的
な
理
念
化
の
解
明
の
端
緒
と
す
る
〈
静
態
的
現
象
学
〉
で
解
明
さ
れ

る
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相
の
構
成
が
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る
時
間
の
流
れ
の

な
か
で
発
生
し
て
い
る
こ
と
へ
の
度
外
視
に
対
し
て
向
け
ら
れ
る
。

　

静
態
的
現
象
学
に
お
い
て
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相
や
構
成
を
解
明
し
記
述
で

き
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
先
験
的
と
は
い
い
な
が
ら
実
践
的
世
界
の
直
接

経
験
を
通
じ
て
理
念
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。
も
し
ア
・
プ
リ

オ
リ
な
位
相
や
構
成
が
純
粋
な
意
味
で
先
験
的
で
あ
れ
ば
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ

を
理
念
化
す
る
機
会
さ
え
与
え
ら
れ
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、〈
静
態
的
現
象

学
〉
に
お
け
る
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相
や
構
成
に
つ
い
て
の
解
明
や
記
述
の
実

績
は
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
が
実
践
的
世
界
の
上
部
に
あ
る
身
体
を
超
越
し
た
静
的

な
完
全
体
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、
直
接
経
験
に
潜
在
す
る
先
構
成
的
な
可

能
性
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。つ
ま
り
フ
ッ
サ
ー
ル
の
本
意
か
ら
離
れ
、

実
践
に
引
き
寄
せ
て
い
え
ば
、
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相
や
構
成
に
関
心
を
向
け

る
〈
静
態
的
現
象
学
〉
と
は
、〈
原
信
憑
〉
の
解
明
を
主
旨
と
す
る
現
象
学
的

哲
学
で
あ
り
、〈
発
生
的
現
象
学
〉
と
は
〈
原
信
憑
〉
と
表
裏
一
体
の
関
係
の
〈
信

憑
〉
に
お
け
る
志
向
的
な
習
慣
性
の
本
質
を
問
う
現
象
学
的
態
度
に
も
と
づ
く

科
学
と
も
い
え
る
。
こ
こ
で
い
う
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相
や
構
成
と
は
、
超
越

論
的
間
主
観
性
に
集
約
さ
れ
る
。〈
超
越
論
的
間
主
観
性
〉
が
直
接
経
験
に
潜

在
す
る
先
構
成
的
な
可
能
性
で
あ
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
時
間
的
な
発
生
と
し
て

ひ
と
つ
の
実
践
的
世
界
の
な
か
で
反
復
可
能
な
妥
当
性
が
実
証
で
き
る
は
ず
で

あ
る
。

　

つ
ま
り
〈
静
態
的
現
象
学
〉
に
お
い
て
解
明
さ
れ
た
ア
・
プ
リ
オ
リ
な
位
相

や
構
成
の
記
述
は
、〈
発
生
的
現
象
学
〉
に
お
け
る
〈
現
象
学
的
還
元
〉
を
前

提
し
た
実
践
的
世
界
の
分
析
や
解
明
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
普
遍
性
・

一
般
性
を
よ
り
確
実
な
も
の
と
す
る
。
逆
に
〈
発
生
的
現
象
学
〉
に
お
け
る
実

践
的
世
界
の
記
述
の
実
践
的
妥
当
性
は
、〈
静
態
的
現
象
学
〉
の
成
果
に
よ
っ

て
根
拠
付
け
ら
れ
る
。

　

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
〈
発
生
的
現
象
学
〉
と
い
う
表
現
を
用
い
な
か
っ
た

が
、
そ
の
学
の
前
提
と
な
る
〈
超
越
論
的
主
観
性
〉
あ
る
い
は
〈
相
互
主
観

性
〉
に
つ
い
て
は
、『
知
覚
の
現
象
学
』
の
段
階
で
す
で
に
フ
ッ
サ
ー
ル
の
研

究
に
依
拠
し
て
言
及
し
て
お
り
（
２
０
）、「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
に
お
い
て

も
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
（
２
１
）。
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
同
著
に
お
い

て
、
フ
ッ
サ
ー
ル
は
「
反
省
し
て
み
た
と
こ
ろ
で
必
ず
し
も
永
遠
の
真
理
に
行

き
つ
け
る
わ
け
で
は
な
く
、
ど
ん
な
に
純
粋
な
思
考
に
よ
っ
て
も
、
わ
れ
わ
れ

は
た
だ
さ
ま
ざ
ま
な
理
念
の
生
成
の
明
ら
か
な
道
程
を
、
つ
ま
り
〈
意
味
の
発



生（Sinngenesis

）〉を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
る
だ
け
だ
、と
考
え
る
よ
う
に
」

な
っ
た
と
述
べ
て
い
る
（
２
２
）。

　
〈
静
態
的
現
象
学
〉は
、「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」に
お
い
て
言
及
さ
れ
た「
す

べ
て
の
人
間〔
の
思
考
〕に
と
っ
て
の
規
則
」や「
理
性
と
実
存
と
の
結
び
つ
き
」

が
、〈
超
越
論
的
間
主
観
性
〉
の
地
盤
に
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
解
明
す
る
。

〈
発
生
的
現
象
学
〉
は
、
そ
の
規
則
と
結
び
つ
き
の
本
質
的
意
味
を
実
践
的
世

界
の
位
相
か
ら
記
述
す
る
。
こ
れ
ら
ふ
た
つ
の
現
象
学
は
、
実
践
に
引
き
寄
せ

て
考
え
れ
ば
そ
の
よ
う
な
関
係
性
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

（
３
）
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
の
研
究
態
度

　
〈
発
生
的
現
象
学
〉は
、日
常
生
活
の
実
践
を
た
ん
に
記
述
す
る
の
で
は
な
く
、

自
然
的
態
度
の
定
立
に
関
す
る
一
般
常
識
的
な
判
断
を
〈
停
止
（
エ
ポ
ケ
ー
）〉

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
態
度
に
お
い
て
潜
在
的
に
働
い
て
い
る
〈
超
越
論

的
間
主
観
性
〉
の
地
盤
、
つ
ま
り
「
す
べ
て
の
人
間
〔
の
思
考
〕
に
と
っ
て
の

規
則
」
や
「
理
性
と
実
存
と
の
結
び
つ
き
」
の
顕
在
化
が
目
指
さ
れ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
そ
の
研
究
態
度
は
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
者
に
と
っ
て
、
容
易

に
は
受
け
入
れ
が
た
い
難
解
な
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
最
後
に
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
に
よ
る
以
下
の
記
述
を
補
助
線
と
し

て
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
繰
り
返
し
に
な
る
箇
所
も
あ
る
が
、
土
地
に
関
す
る

実
践
知
の
学
の
研
究
態
度
の
あ
り
方
を
、
諸
科
学
者
へ
向
け
て
提
起
し
た
い
。

　

�　

人
間
共
同
体
の
本
質
構
造
を
直
観
す
る
に
は
、
こ
の
社
会
と
い
う
環
境

（um
w
elt

）
の
全
体
を
身
に
引
き
受
け
、
そ
れ
を
ふ
た
た
び
生
き
な
お
す
必

要
が
あ
り
ま
す
。（
人
間
の
科
学
と
現
象
学
、
１
３
７
頁
）

　

そ
も
そ
も
諸
科
学
で
取
り
扱
わ
れ
る
実
践
的
な
出
来
事
の
言
述
・
記
述
は
、

そ
れ
が
直
接
経
験
で
あ
れ
二
次
、
三
次
的
な
経
験
で
あ
れ
、
発
生
的
な
理
念
で

あ
る
。
そ
の
理
念
は
、
わ
た
し
の
主
観
と
相
手
の
主
観
と
の
間
で
つ
ね
に
発
生

し
て
お
り
、
共
通
の
素
養
あ
る
い
は
環
境
な
ど
あ
る
条
件
下
に
お
い
て
意
味
と

し
て
現
出
す
る
。
言
述
・
記
述
が
主
観
と
主
観
の
間
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
は
、

実
践
的
世
界
で
は
気
に
も
留
め
な
い
当
然
の
こ
と
、つ
ま
り
は
ほ
ぼ
万
人
に〈
信

憑
〉
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
あ
ら
ゆ
る
諸
科
学
は
、
こ
の
〈
信
憑
〉
を
前

提
し
て
い
る
。

　

実
践
的
な
出
来
事
の
言
述
・
記
述
は
、
発
生
的
な
理
念
で
あ
る
か
ら
し
て
、

歴
史
や
時
代
背
景
に
よ
っ
て
そ
の
意
味
や
価
値
が
変
化
す
る
。
そ
の
理
念
は
、

発
生
的
な
ま
ま
で
歴
史
に
沈
殿
し
て
お
り
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で
再
び
生
成

す
る
可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。
発
生
的
な
理
念
は
、
そ
れ
自
体
に
い
た
る
ま
で

の
過
程
や
状
況
が
千
差
万
別
で
あ
る
た
め
、
不
均
質
で
あ
り
一
般
常
識
的
な
先

入
見
や
誤
解
が
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
さ
え
あ
る
。
ゆ
え
に
理
念
の
一
面
か
ら

だ
け
で
は
、
科
学
と
し
て
確
固
た
る
一
貫
性
や
明
証
性
を
明
言
で
き
な
い
。

　

自
然
科
学
の
研
究
が
実
験
や
観
察
に
お
け
る
直
観
を
通
じ
て
実
証
性
を
確
実

に
し
て
い
く
の
と
同
様
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
心
理
あ
る
い
は
精
神
を

取
り
扱
う
科
学
に
お
い
て
も
、
実
践
的
世
界
に
お
け
る
妥
当
性
が
不
可
欠
で
あ

る
。
た
だ
し
主
観
と
主
観
さ
ら
に
は
事
物
と
の
間
で
発
生
し
て
い
る
理
念
は
、

自
然
科
学
が
対
象
と
す
る
（
た
と
え
ば
音
波
や
電
波
の
よ
う
な
）
物
質
性
と
関

連
は
あ
っ
て
も
物
質
そ
の
も
の
で
は
な
い
た
め
、
実
験
や
公
式
な
ど
に
よ
っ
て

そ
の
妥
当
性
を
実
証
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

そ
こ
で
、
発
生
的
な
理
念
化
の
潜
在
的
な
働
き
と
し
て
の
〈
信
憑
〉
の
位
相

に
ま
で
遡
行
し
て
、
実
践
的
な
出
来
事
の
本
質
的
意
味
、
つ
ま
り
は
特
定
の
時

間
と
土
地
（
環
境
）
に
お
け
る
習
慣
的
か
つ
共
同
的
規
則
性
を
導
出
す
る
こ
と
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が
有
効
と
な
る
。

　

実
践
的
世
界
に
お
い
て
、 

実
践
と
〈
信
憑
〉
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
た

め
、
日
常
生
活
の
実
践
に
没
入
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
実
践
的
世
界
に
潜
在
す
る

〈
信
憑
〉
の
働
き
は
自
覚
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
一
方
で
、実
践
と
〈
信

憑
〉
の
関
係
を
相
対
化
し
架
空
の
外
部
か
ら
説
明
し
よ
う
と
す
れ
ば
、
科
学
主

義
的
態
度
へ
と
退
行
す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
諸
科
学
者
は
、〈
信
憑
〉

が
わ
れ
わ
れ
の
日
常
生
活
の
実
践
に
前
も
っ
て
構
成
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
、
後
期
フ
ッ
サ
ー
ル
や
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
現
象
学
（
２
２
）
の
よ
う
に

実
践
を
念
頭
に
置
い
た
哲
学
か
ら
習
得
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
結
果
、
諸
科
学
者
は
、〈
信
憑
〉
と
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
り
、
も
は

や
意
識
も
自
覚
も
で
き
ず
、
た
だ
説
明
す
る
こ
と
だ
け
が
で
き
る
〈
原
信
憑
〉

の
働
き
を
知
る
こ
と
に
な
る
。〈
原
信
憑
〉
は
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
つ

ね
に
潜
在
し
て
働
い
て
い
る
。
そ
れ
は
体
内
の
心
臓
や
胃
の
働
き
が
そ
う
で
あ

る
よ
う
に
、
特
別
な
事
態
が
招
か
れ
な
い
か
ぎ
り
日
常
生
活
の
な
か
に
ひ
っ
そ

り
と
潜
在
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
そ
れ
は
、
数
個
集
め
て
組
ま
れ
た
石
が
自
ず

と
一
体
の
石
組
と
し
て
見
え
た
り
、
樹
林
の
明
る
さ
と
暗
さ
が
相
対
的
に
感
じ

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
り
、
渓
流
の
飛
び
石
を
渡
る
最
中
は
自
ず
と
緊
張
す
る

な
ど
と
い
っ
た
、
実
践
の
経
験
の
な
か
に
垣
間
み
ら
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
日
常
生
活
の
実
践
で
は
、
ふ
だ
ん
何
と
も
思
わ
れ
な
い
受
動
的

で
原
的
な
触
発
が
、
い
く
つ
か
の
普
遍
的
な
規
則
と
し
て
働
い
て
い
る
。「
現

在
に
根
を
お
ろ
す
こ
と
の
な
い
永
遠
の
思
考
に
も
な
ら
ず
、
と
言
っ
て
明
日
は

ほ
か
の
出
来
事
に
よ
っ
て
と
っ
て
代
わ
ら
れ
る
べ
き
運
命
を
も
っ
た
、
し
た

が
っ
て
そ
れ
自
身
に
は
何
ら
固
有
の
価
値
も
な
い
単
な
る
一
つ
の
出
来
事
に
も

な
ら
な
い
」
思
考
と
は
、
実
践
と
表
裏
一
体
の
原
信
憑
、
さ
ら
に
は
原
信
憑
と

表
裏
一
体
の
〈
原
信
憑
〉
と
い
う
日
常
生
活
の
実
践
を
も
と
づ
け
て
い
る
働
き

の
構
成
を
あ
え
て
自
覚
し
た
う
え
で
、
た
と
え
ば
庭
仕
事
の
よ
う
に
日
常
生
活

の
個
別
的
な
実
践
の
理
念
を
た
ど
り
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
と
し
て
導
出

さ
れ
て
く
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

い
わ
ば
実
践
知
の
学
と
は
、〈
信
憑
〉
と
〈
原
信
憑
〉
の
位
相
か
ら
個
別
的

な
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
の
本
質
的
意
味
を
解
明
す
る
取
り
組
み
で
あ

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
た
と
え
ば
庭
の
所
有
者
で
あ
れ
ば
か
れ
ら
の
境
遇
そ
の

も
の
、
庭
師
で
あ
れ
ば
か
れ
ら
の
生
業
を
引
き
受
け
（
追
体
験
で
は
な
く
）
生

き
直
す
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
所
有
者
や
庭
師
の
人
生
を
第
三
者
と

し
て
外
的
に
観
察
や
分
析
、
批
評
、
推
測
す
る
の
で
は
な
い
。
外
的
な
観
察
等

に
よ
る
記
述
は
、
そ
れ
自
体
が
第
三
者
の
立
場
か
ら
の
個
人
的
見
解
で
し
か
な

く
、記
述
者
以
外
の
第
三
者
も
個
人
の
見
解
を
示
す
こ
と
し
か
で
き
な
い
た
め
、

実
践
的
妥
当
性
を
確
か
め
め
る
こ
と
が
妨
げ
ら
れ
る
。

　

実
践
知
の
学
の
記
述
者
は
、
あ
る
時
点
の
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
た
実
践
者

に
つ
い
て
の
記
録
と
関
連
す
る
同
時
期
の
記
録
を
た
ど
っ
て
、
か
れ
ら
の
置
か

れ
た
境
遇
を
引
き
受
け
、
そ
の
な
か
へ
没
入
す
る
。
所
有
者
や
庭
師
ら
に
よ
る

過
去
の
境
遇
に
置
か
れ
た
記
述
者
の
主
観
は
、〈
超
越
論
的
間
主
観
性
〉
を
通

し
て
か
れ
ら
の
主
観
へ
と
通
じ
る
。
双
方
の
主
観
は
も
ち
ろ
ん
同
一
で
は
な
い

が
、
記
録
に
も
と
づ
い
て
所
有
者
や
庭
師
の
境
遇
を
生
き
直
す
こ
と
に
よ
っ
て

再
生
し
た
主
観
に
対
し
て
、
第
三
者
は
そ
の
主
観
か
ら
そ
の
実
践
的
妥
当
性
を

問
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
自
然
的
態
度
に
よ
る
間
主
観
的
な

実
践
を
間
主
観
的
に
記
述
す
る
と
い
う
実
践
的
世
界
の
実
態
（
２
３
）
に
即
し
て
、

建
設
的
な
反
復
と
展
開
を
可
能
と
す
る
記
述
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
実

践
的
世
界
に
お
け
る
発
生
的
な
出
来
事
の
記
述
を
「
学
」
に
い
た
ら
し
め
る
に

は
、
科
学
の
基
礎
づ
け
の
意
味
と
そ
の
方
法
に
関
す
る
哲
学
研
究
と
照
合
・
検

証
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
導
出
さ
れ
る
特
定
の
共
同
体
に
お
け
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る
実
践
に
通
底
す
る
条
件
性
あ
る
い
は
規
則
性
を
記
述
す
る
こ
と
、
そ
れ
が
実

践
知
の
学
が
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

第
５
節　

補
注

（
１
）�

オ
ギ
ュ
ス
タ
ン
・
ベ
ル
ク
著
、
篠
田
勝
英
訳
：
ち
く
ま
学
芸
文
庫　

風

土
の
日
本
：
１
９
９
２

（
２
）�

エ
ド
ワ
ー
ド
・
レ
ル
フ
著
、
高
野
岳
彦
・
安
倍
隆
・
石
山
美
也
子
訳
：

ち
く
ま
学
芸
文
庫　

場
所
の
現
象
学 
没
場
所
性
を
越
え
て
：
１
９
９
９

（
３
）�

エ
ド
ワ
ー
ド
・
Ｓ
・
ケ
イ
シ
ー
著
、
小
手
川
正
二
郎
訳
：
境
界
線
と
境

界
地
帯 

環
境
の
う
ち
へ
切
り
込
む
：
現
代
思
想　

第
３
６
巻
第
１
６
号
：

２
０
０
８

（
４
）�

松
葉
洋
一
・
西
村
ユ
ミ
：
現
象
学
的
看
護
研
究 
理
論
と
分
析
の
実
際
：

医
学
書
院
：
２
０
１
４

（
５
）「
臨
床
実
践
の
現
象
学
会　

第
二
回
大
会
資
料
集
」、
２
０
１
６

（
６
）�

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
が
晩
年
に
行
っ
た
自
然
研
究
が
社
会
科
学
に
与
え

る
影
響
に
つ
い
て
は
、
廣
瀬
浩
司
の
研
究
が
あ
る
。（
自
然
と
文
化
の
萌

芽　

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
『
自
然
』
講
義
：
日
本
現
象
学
・
社
会
学
会

第
二
次
大
会
資
料
：
２
０
１
２
）

（
７
）�

村
上
靖
彦
：
摘
便
と
お
花
見 

看
護
の
語
り
の
現
象
学
：
医
学
書
院
：

２
０
１
３

　
　

�

村
上
靖
彦
：�

仙
人
と
妄
想
デ
ー
ト
す
る 

看
護
の
現
象
学
と
自
由
の
哲
学
：

人
文
書
院
：
２
０
１
６

（
８
）�

西
村
ユ
ミ
：
時
間
経
験
と
看
護
実
践
の
編
成 

新
人
看
護
師
の
実
践
に
注

目
し
て
：
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
研
究　

第
１
６
号
：
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
・

サ
ー
ク
ル
：
２
０
１
２

（
９
）�

ト
ー
マ
ス
・
ク
ー
ン
著
、
中
山
茂
訳
：
科
学
革
命
の
構
造
：
み
す
ず
書
房
：

１
９
７
１

（
１
０
）�

メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
と
Ｊ
・
Ｊ
・
ギ
ブ
ソ
ン
の
直
接
知
覚
論
に
つ
い

て
は
、
河
野
哲
也
の
研
究
が
あ
る
。（
ギ
ブ
ソ
ン
と
メ
ル
ロ=

ポ
ン

テ
ィ
：
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
研
究　

第
６
号
：
メ
ル
ロ=

ポ
ン
テ
ィ
・

サ
ー
ク
ル
：
２
０
０
１
）

（
１
１
）�

加
國
尚
志
：
自
然
の
現
象
学 

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
と
自
然
の
哲
学
：

晃
洋
書
房
：
２
０
０
２

（
１
２
）�

エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
著
／
浜
渦
辰
二
訳
：
岩
波
文
庫　

デ
カ

ル
ト
的
省
察
、
２
０
０
１
、２
７
１
―
７
２
頁

（
１
３
）
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
／
前
掲
書
：
２
７
８
頁

（
１
４
）�

エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
著
／
浜
渦
辰
二
、
山
口
一
郎
監

訳
：
ち
く
ま
学
芸
文
庫　

間
主
観
性
の
現
象
学　

そ
の
方
法
：

２
０
１
２
、４
０
６
頁

（
１
５
）�

科
学
一
般
の
研
究
対
象
は
、
素
朴
な
日
常
生
活
の
実
践
的
な
生
活
で

の
信
憑
で
あ
っ
て
も
、
科
学
者
自
身
が
そ
の
出
来
事
を
信
憑
し
た
状

態
で
研
究
に
取
り
組
む
か
ぎ
り
、
集
団
・
個
人
的
な
見
解
に
よ
る
誤

謬
を
回
避
で
き
な
い
。
し
た
が
っ
て
科
学
一
般
、
実
践
的
な
生
活
を

信
憑
す
る
状
態
つ
ま
り
は
自
然
的
態
度
を
括
弧
入
れ
し
、
志
向
的
地

平
へ
と
思
考
の
位
相
を
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
科
学
者
は
、
素
朴

な
日
常
生
活
の
実
践
的
な
生
活
で
の
信
憑
に
没
入
し
続
け
て
い
れ
ば
、

社
会
的
か
つ
科
学
的
先
入
見
の
作
用
に
よ
り
志
向
的
地
平
へ
と
至
る

こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
志
向
的
地
平
と
い
っ
た
原
理
的
な
も
の
を

伝
統
的
に
探
求
し
て
き
た
哲
学
か
ら
信
憑
を
相
対
化
す
る
手
続
き
を
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学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
結
果
と
し
て
科
学
者
一
般
は
、
志

向
的
地
平
と
し
て
働
い
て
い
る
原
信
憑
と
原
的
な
規
則
性
の
段
階
か

ら
「
現
に
あ
る
が
ま
ま
で
の
わ
れ
わ
れ
の
経
験
の
直
接
的
記
述
」
を

基
礎
付
け
ら
れ
る
。

（
１
６
）
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
：
前
掲
書
：
４
５
２
頁

（
１
７
）
エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
：
前
掲
書
：
４
４
４
―
４
７
１
頁.

（
１
８
）�

エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
著
：
山
口
一
郎
、
田
村
京
子
訳
：
ア
ウ

ロ
ラ
叢
書　

受
動
的
綜
合
の
分
析
：
国
文
社
：
１
９
９
７
、３
１
９
―

３
３
１
頁

（
１
９
）�

エ
ド
ム
ン
ト
・
フ
ッ
サ
ー
ル
、
オ
イ
ゲ
ン
・
フ
ィ
ン
ク
著
：
新
田
義

弘
／
千
田
義
光
訳
：
超
越
論
的
方
法
論
の
理
念　

第
六
デ
カ
ル
ト
的

省
察
：
岩
波
書
店
：
１
９
９
５
、５
８
頁

（
２
０
）
知
覚
の
現
象
学
、
１
１
頁

（
２
１
）
人
間
の
科
学
と
現
象
学
：
５
３
頁

（
２
２
）�

人
間
の
科
学
と
現
象
学
：
１
２
９
頁

（
２
３
）�

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
「
人
間
の
科
学
と
現
象
学
」
に
お
い
て
、フ
ッ

サ
ー
ル
が
『
危
機
書
』
に
お
い
て
指
摘
し
た
危
機
の
乗
り
越
え
を
具

現
化
す
る
た
め
に
は
、
哲
学
と
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
が
関
係
を
結

ぶ
う
え
で
の
特
別
な
配
慮
と
し
て
、
哲
学
と
諸
科
学
の
側
か
ら
「
人

類
の
思
考
法
則
」
あ
る
い
は
「
す
べ
て
の
人
間
〔
の
思
考
〕
に
と
っ

て
の
規
則
」
を
解
明
す
る
こ
と
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
そ
の
ね
ら

い
は
、
い
わ
ば
絶
縁
状
態
に
あ
っ
た
哲
学
と
諸
科
学
の
相
互
作
用
を

ふ
た
た
び
回
復
さ
せ
る
き
っ
か
け
を
、
と
く
に
諸
科
学
者
側
へ
働
き

か
け
た
」
と
い
う
点
で
フ
ッ
サ
ー
ル
の
取
り
組
み
と
の
大
き
な
違
い

が
認
め
ら
れ
る
。
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メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、
晩
年
の
フ
ッ
サ
ー
ル
が
標
榜
し
た
〝
哲
学

の
危
機
〟
と
〝
人
間
に
関
す
る
諸
科
学
の
危
機
〟、〝
科
学
一
般
の
危
機
〟

と
を
同
時
に
解
決
す
る
と
い
う
仕
事
が
、
具
体
的
に
い
え
ば
「
人
間
を

条
件
付
け
る
も
の
に
つ
い
て
の
研
究
が
全
体
と
し
て
進
歩
す
る
と
い
う

こ
と
と
両
立
し
う
る
よ
う
な
、
統
合
的
な
〔
＝
積
み
重
ね
可
能
な
〕
哲

学
を
樹
立
す
る
こ
と
」
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、「
永
遠
の
真
理
を

標
榜
す
る
古
い
哲
学
的
独
断
を
単
に
再
確
認
す
る
と
い
う
途
」（
人
間

の
科
学
と
現
象
学
、５
４
頁
）
で
は
な
く
、そ
の
実
現
の
た
め
に
は
、「
人

間
の
科
学
の
原
理
そ
の
も
の
で
あ
る
〝
外
面
性
〟
と
哲
学
の
条
件
を
な

す
〝
内
面
性
〟、
状
況
と
い
う
も
の
に
つ
き
も
の
の
〝
偶
然
性
〟
と
知

識
と
い
う
も
の
に
本
質
的
な
〝
合
理
的
確
実
性
〟、
こ
れ
ら
を
同
時
に

考
え
る
こ
と
の
で
き
る
よ
う
な
方
法
の
発
見
」（
前
掲
書
：
５
４
―
５
頁
）

が
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
明
示
し
た
。
そ
れ
に
よ
り
は
じ
め
て
、
原
信
憑

か
ら
信
憑
さ
ら
に
は
庭
仕
事
な
ど
日
常
生
活
の
実
践
に
い
た
る
過
程
の

解
明
を
試
み
る
諸
科
学
の
発
生
的
現
象
学
が
可
能
と
な
る
。
そ
れ
が
エ

ピ
ス
テ
モ
ロ
ジ
ー
で
は
な
く
現
象
学
で
あ
る
の
は
、
科
学
者
集
団
の
関

心
に
と
ど
ま
ら
な
い
日
常
の
生
活
世
界
に
お
け
る
幅
広
い
実
践
の
記
述

が
目
指
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
２
４
）�

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
が
超
越
論

的
間
主
観
性
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
こ
と
が
度
外
視
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
主
観
と
主
観
と
の
間
で
発
生
し
て
い
る
実
践
の
出
来
事

を
主
観
か
ら
で
は
な
く
、
匿
名
か
つ
架
空
の
客
観
か
ら
記
述
す
る
と

い
う
矛
盾
を
抱
え
て
い
る
。



第
１
節　
〝
ニ
ハ
〟
の
語
義
に
見
る
庭
の
本
性

第
１
項　
〝
庭
〟
も
し
く
は
〝
ニ
ハ
〟
に
関
す
る
解
釈

　

土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
は
、
発
生
的
現
象
学
を
通
じ
て
具
現
化
さ
れ
る

と
し
た
と
こ
ろ
で
、
具
体
的
な
記
述
に
移
行
す
る
段
に
至
っ
て
、
科
学
主
義
に

逆
戻
り
し
て
そ
の
学
の
理
想
や
用
語
の
定
義
を
行
う
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
そ

の
一
方
で
、
人
の
数
と
同
じ
だ
け
あ
る
土
地
に
関
す
る
日
常
生
活
の
実
践
の
出

来
事
を
一
挙
に
取
り
扱
う
こ
と
も
で
き
な
い
。
そ
こ
で
、
さ
し
あ
た
り
土
地
に

関
す
る
語
の
歴
史
を
補
助
線
と
し
て
、
あ
る
一
定
の
枠
組
み
に
則
る
こ
と
が
合

理
的
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
そ
の
一
定
の
枠
組
み
と
し
て
〝
庭
〟
に
注
視
し
、

折
に
触
れ
て
歴
史
や
建
物
、
埋
蔵
文
化
財
、
地
理
な
ど
に
言
及
す
る
。

　
〝
庭
〟も
し
く
は〝
ニ
ハ
〟の
解
釈
に
つ
い
て
は
、以
下
の
よ
う
な
事
例
が
あ
る
。

資
料
の
発
行
年
の
順
に
引
用
、
概
説
す
る
。

　
『
建
築
大
辞
典
』
で
は
、〝
庭
〟
は
〝
土
間
（
は
に
ま
）〟
の
略
転
で
あ
り
、

語
義
を
「
堂
屋
階
段
前
の
平
地
」、「
陸
地
に
限
ら
ず
海
で
も
行
事
を
執
り
行
う

広
い
空
間
」、「
屋
敷
内
の
空
地
に
建
物
に
付
属
し
て
樹
木
・
草
石
・
築
山
・
泉

池
な
ど
を
配
し
て
景
を
造
っ
た
場
所
」、「
民
家
で
は
一
般
に
屋
内
の
土
間
部

分
」、
な
ど
と
し
て
い
る
（
１
）。

　

上
原
敬
二
は
『
造
園
大
辞
典
』
に
お
い
て
、〝
庭
〟
は
「
本
来
は
に
は
、
ま

た
邇
波
。
庭
前
、
堂
階
、
宮
中
を
い
う
と
あ
り
、
本
来
は
家
の
全
面
の
土
間
を

い
う
。
植
物
に
は
全
く
関
係
な
く
、
そ
の
空
間
は
別
の
用
途
に
供
さ
れ
る
。
こ

れ
が
時
代
と
と
も
に
庭
ま
た
は
園
の
意
味
と
な
っ
た
、
場
（
バ
）
の
意
味
が
固

有
の
も
の
、
こ
れ
は
庭
に
も
バ
の
読
み
が
あ
る
の
で
わ
か
る
」
と
し
、「
庭
の

字
源
に
つ
い
て
は
庭
（
て
い
）」
と
し
て
い
る
（
２
）。

　
『
国
史
大
辞
典
』
に
お
い
て
森
薀
は
、〝
庭
〟
を
〝
庭
園
〟、〝
土
間
〟
と
同
義

で
あ
る
と
す
る
（
３
）。
ま
た
〝
庭
園
〟
は
、「
古
来
の
日
本
の
庭
園
は
、ヨ
ー
ロ
ッ

パ
に
起
こ
っ
た
整
形
式
庭
園（
加
工
し
た
自
然
物
を
多
用
し
、平
面
は
直
線
・
円
・

曲
線
な
ど
で
幾
何
学
模
様
を
演
出
す
る
）
や
中
世
以
降
始
ま
っ
た
。
自
然
風
景

式
庭
園
（
好
ま
し
い
風
景
を
枠
の
中
に
入
れ
、
見
苦
し
い
部
分
を
除
去
し
な
が

ら
利
用
上
必
要
な
も
の
は
加
味
す
る
）の
ど
ち
ら
と
も
異
な
る
も
の
で
あ
っ
た
。

自
然
風
景
の
あ
り
方
を
尊
重
し
つ
つ
、
地
形
・
景
石
・
樹
草
を
象
徴
的
に
取
り

ま
と
め
た
、
独
特
の
芸
術
精
神
を
含
ん
で
い
た
。（
後
略
）」
と
す
る
（
４
）。〝
土

間
〟
に
つ
い
て
は
「
建
物
の
内
部
で
、
床
を
張
ら
ず
地
面
の
ま
ま
に
し
た
と
こ

ろ
。（
後
略
）」
と
あ
る
（
５
）。

　
『
時
代
別
国
語
大
辞
典　

上
代
編
』
で
は
、〝
ニ
ハ
〟
を
「
①
事
を
行
う
た
め

の
場
所
。
仕
事
を
行
う
た
め
の
場
所
」、「
②
家
屋
の
前
後
の
空
地
。
庭
」、「
③

広
い
水
面
。
海
面
」
と
し
て
お
り
、
以
下
の
詳
し
い
考
察
を
掲
載
し
て
い
る
。

長
文
に
な
る
が
す
べ
て
引
用
し
た
い
。「
奈
良
時
代
の
貴
族
の
家
に
庭
園
が
作

ら
れ
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
が
、
そ
れ
も
に
は
と
よ
ん
だ
か
ど
う
か
明

ら
か
で
な
い
（
→
そ
の
［
苑
］）。
に
は
は
、
本
来
構
築
さ
れ
た
庭
園
を
指
す
わ

け
で
は
な
く
、
何
か
を
す
る
た
め
の
、
一
定
の
限
定
さ
れ
た
場
所
を
い
う
。
こ

れ
は
③
の
例
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
土
地
に
限
ら
な
い
。
②
の
家
屋
の
周
囲
の

土
地
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
囲
ん
で
垣
が
作
ら
れ
た
り
、
食
庫
の
類
が
建
て
並

　

第
二
章　

歴
史
へ
の
遡
行
に
よ
る
庭
の
本
質
的
枠
組
み
の
解
明
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べ
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
埴
輪
な
ど
か
ら
推
定
さ
れ
る
。
農
業
を
中
心
と
し
て
い

た
当
時
の
人
々
の
住
居
は
、
現
在
の
農
家
の
構
造
と
似
て
い
て
、
戸
口
を
出
た

と
こ
ろ
に
に
は
が
あ
り
、
そ
れ
は
作
業
場
で
あ
る
と
同
時
に
ま
た
神
を
祭
る
場

所
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
の
ち
の
場
と
い
う
語
は
に
は
の
転
で
あ
る
。
な

お
、
万
葉
二
五
六
の
一
本
「
武
庫
の
海
野
船
尓
」
波
有
之
い
ざ
り
す
る
海
人
の

釣
船
浪
の
上
ゆ
見
ゆ
」
の
二
句
を
フ
ナ
に
は
ナ
ラ
シ
と
訓
み
、
フ
ナ
に
は
を
出

帆
す
る
の
に
適
し
た
静
か
な
海
面
の
意
と
す
る
説
が
か
な
り
広
く
行
わ
れ
て
い

る
が
、
こ
の
部
分
本
文
の
乱
れ
も
あ
り
、
フ
ナ
に
は
と
い
う
語
の
存
在
を
認
め

て
よ
い
か
否
か
は
っ
き
り
し
な
い
。
む
し
ろ
フ
ネ
に
は
ラ
シ
と
訓
み
、
に
は
を

助
詞
と
み
る
説
に
従
う
べ
き
で
あ
ろ
う
」
と
あ
る
（
６
）。

　
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
で
は
、〝
ニ
ハ
〟
を
「
①
所
・
時
・
対
象
・

比
較
の
基
準
な
ど
、格
助
詞
「
に
」
の
意
味
を
強
調
ま
た
は
取
り
立
て
て
示
す
」、

「
②
尊
敬
の
対
象
と
な
る
人
物
を
主
語
と
し
て
表
わ
す
こ
と
を
避
け
、
間
接
的

に
尊
敬
の
意
を
表
わ
す
。
も
と
は
そ
の
住
む
所
な
ど
を
示
す
語
を
う
け
た
が
、

後
に
は
人
物
を
閉
め
る
語
を
直
ち
に
受
け
る
よ
う
に
も
な
っ
た
」、「
③
（
推
量

の
助
動
詞
「
む
（
ん
）」「
う
」
を
受
け
て
）「
…
す
る
時
に
は
」「
…
し
た
ら
」

の
意
の
、
軽
い
仮
定
条
件
を
表
わ
す
」、「
④
（「
…
に
は
…
が
」
な
ど
の
形
で

用
言
を
重
ね
て
）「
…
こ
と
は
」「
…
と
い
う
点
は
」
の
意
を
表
わ
す
」
と
し
て

い
る
。
そ
の
考
察
で
は
、『
語
誌
』
の
な
か
で
「
家
な
ど
の
生
活
空
間
の
周
辺

に
あ
っ
て
、
狩
猟
、
農
事
な
ど
を
行
う
地
域
を
表
す
の
が
原
義
。
語
源
は
諸
説

あ
る
が
、「
土
。
丹
と
同
根
＋
ハ
（
場
）」
が
考
え
ら
れ
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い

る
（
７
）。

　
『
風
景
を
つ
く
る
』
に
お
い
て
中
村
一
は
、〝
ニ
ハ
〟
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
解
説
し
て
い
る
。「
漢
語
の
庭
【
て
い
】
は
建
物
の
前
の
平
坦
な
土
地
を
意

味
す
る
の
が
ふ
つ
う
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
語
の
に
わ
の
古
い
発
音
は

に
は
で
あ
り
、
古
い
語
法
と
し
て
海
の
ニ
ワ
と
い
う
の
が
あ
る
」
と
し
、
万
葉

集
の
「
武
庫
の
海
の　

に
は
よ
く
あ
ら
し　

漁
す
る　

海
比
と
の
釣
り
舟　

波

の
上
ゆ
見
ゆ
」
と
い
う
歌
を
引
い
て
、「
重
要
な
こ
と
は
に
は
か
ら
バ
【
場
】

と
い
う
言
葉
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
て
、
こ
こ
か
ら
海
の
に
は
は
、
魚

場
【
ぎ
ょ
ば
】
す
な
わ
ち
漁
の
「
な
わ
ば
り
、
テ
リ
ト
リ
ー
」
で
あ
る
と
推
定

さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
「
縄
文
時
代
以
前
の
社
会
で
は
生
活
を
支
え

る
た
め
に
、
か
な
り
広
い
な
わ
ば
り
を
必
要
と
し
た
に
ち
が
い
な
い
。
こ
の
な

わ
ば
り
を
古
代
人
は
に
は
と
呼
ん
だ
と
思
わ
れ
る
」、「
に
は
は
感
性
的
世
界
そ

の
も
の
で
あ
り
、
今
日
の
言
葉
で
い
え
ば
、
生
活
環
境
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
。

こ
の
古
代
の
広
や
か
な
に
は
は
、
今
日
で
は
庭
と
い
う
言
葉
に
受
け
つ
が
れ
て

い
る
」
と
し
て
い
る
（
８
）。

　

小
野
健
吉
は
『
岩
波
日
本
庭
園
辞
典
』
に
お
い
て
、〝
庭
〟
は
「
庭
園
を
指

す
用
語
の
一
つ
」
と
し
、「
飛
鳥
・
奈
良
時
代
に
は
、
神
事
・
狩
猟
・
創
作
業

な
ど
を
行
う
お
お
む
ね
平
坦
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
の
意
味
で
用
い
ら
れ
、
さ

ら
に
海
面
の
意
味
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
」
と
す
る
。
ま
た
、
平
安
時

代
に
は
「
現
在
と
同
様
の
庭
園
の
意
で
用
い
ら
れ
る
の
が
普
通
に
な
り
、
中
世

以
降
も
泉
石
・
泉
水
・
林
泉
と
い
っ
た
漢
語
由
来
の
用
語
と
並
行
し
て
用
い
ら

れ
、
近
代
以
降
は
も
っ
と
も
一
般
的
な
語
と
な
っ
た
」
と
し
て
い
る
（
９
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、〝
庭
〟
も
し
く
は
〝
ニ
ハ
〟
の
解
釈
は
実
に
多
様
で
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
を
比
較
す
れ
ば
矛
盾
点
も
み
ら
れ
る
。
内
容
の
違
い
は
あ
っ
て
も
そ

の
語
義
は
、
裸
地
や
土
間
を
ふ
く
む
何
か
を
行
う
た
め
の
場
や
空
き
地
、
作
り

庭
、
水
面
で
あ
る
と
い
う
点
で
お
お
む
ね
共
通
し
て
い
る
。
引
い
て
は
、〝
庭
〟

の
意
義
が
場
所
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
語
源
の
ひ
と
つ
と
さ
れ
る
〝
ニ
ハ
〟
も
同

様
に
場
所
を
示
す
語
と
み
ら
れ
て
い
る
。
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第
２
項　
〝
ニ
ハ
〟
は
場
所
を
言
い
表
す
語
で
あ
る
か

　

本
論
は
、〝
庭
〟
の
語
源
を
〝
ニ
ハ
〟
に
求
め
る
正
誤
の
判
断
を
目
的
と
は

し
て
い
な
い
た
め
、
各
解
釈
を
個
々
に
検
討
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
前
項
に

挙
げ
た
〝
ニ
ハ
〟
の
解
釈
が
お
お
む
ね
場
所
で
あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
こ

と
に
着
目
す
る
。

　
『
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』
に
お
け
る
〝
場
〟
の
「
語
源
説
」
で
は
、「
に
は
（
庭
）

の
変
化
し
た
語
〔
和
語
私
臆
鈔
・
三
余
叢
談
・
大
言
海
〕」
で
あ
る
と
し
て
い

る
（
１
０
）。
こ
の
説
に
し
た
が
え
ば
、
ニ
ハ
は
〝
庭
〟
と
〝
場
〟
と
い
う
二
語

の
語
源
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
語
の
使
用
時
期
を
み
れ
ば
、〝
庭
〟
は
七

世
紀
に
さ
か
の
ぼ
る
の
に
対
し
て
〝
ば
（
場
）〟
は
十
三
世
紀
で
あ
る
。
し
て

み
れ
ば
、〝
ニ
ハ
〟
を
「
土
。
丹
と
同
根
＋
ハ
（
場
）」
と
す
る
解
釈
は
、〝
は
〟

に
〝
場
〟
の
意
義
が
な
い
以
上
（
１
１
）、
成
立
し
え
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
焦
点
と
な
る
の
は
、〝
ニ
ハ
〟
が
も
と
よ
り
〝
場
〟
の
意
味
を
示
し

て
い
た
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。〝
庭
〟が〝
場
〟を
意
味
す
る
か
ら
と
い
っ
て
、

そ
の
語
源
の
ひ
と
つ
と
み
ら
れ
る
〝
に
は
〟
も
〝
場
〟
を
言
い
表
し
て
い
る
と

は
か
ぎ
ら
な
い
。
そ
れ
は
、以
下
の『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』に
お
け
る〝
ニ

ハ
〟
の
語
義
に
お
い
て
如
実
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　
「
言
語
と
し
て
み
れ
ば
〝
に
は
〟
と
は
、格
助
詞
の
〝
に
〟
に
係
助
詞
の
〝
は
〟

の
付
い
た
も
の
で
あ
る
。
Ａ
（
と
い
う
時
や
場
）
に
は
Ｂ
が
み
ら
れ
る
」
や
「
Ａ

様
に
は
ご
機
嫌
麗
し
く
…
」、「
向
こ
う
に
は
Ａ
が
あ
る
は
ず
」、「
Ａ
に
は
Ｂ
が
、

Ｃ
に
は
Ｄ
が
特
徴
と
し
て
み
ら
れ
る
」
と
い
っ
た
よ
う
に
、
文
中
で
「
常
に
自

立
語
、
ま
た
は
自
立
語
を
含
む
連
語
に
付
属
（
１
２
）」
し
て
機
能
を
得
て
い
る
。

日
常
的
に
使
用
さ
れ
る
名
詞
〝
ニ
ハ
〟
の
語
義
は
抽
象
、
具
体
の
場
所
を
意
味

し
て
い
る
が
、
助
詞
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
〝
に
は
〟
自
体
に
は
独
立
し
た
意

味
が
認
め
ら
れ
な
い
。し
か
し
そ
れ
は
無
意
味
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、

「
場
所
・
時
・
対
象
・
比
較
の
基
準
な
ど
、
格
助
詞
「
に
」
の
意
味
を
強
調
ま

た
は
取
り
立
て
て
示
す
」（
１
３
）
と
い
う
は
っ
き
り
と
し
た
語
義
が
あ
る
。

　
〝
に
〟
の
語
義
は
「
動
き
や
状
態
の
成
り
立
つ
状
況
を
現
す
」
で
あ
り
、
詳

し
く
は
「
動
作
や
状
態
の
成
り
立
つ
時
」、「
動
き
や
状
態
が
成
り
立
つ
場
所
」、

「
動
き
や
状
態
が
そ
の
中
で
成
り
立
つ
環
境
、
情
勢
」、「
動
き
や
状
態
が
成
り

立
つ
原
因
、理
由
、機
縁
な
ど
」
で
あ
る
（
１
４
）。
そ
し
て
〝
は
〟
が
前
述
の
〝
に
〟

の
語
義
を
強
調
す
る
は
た
ら
き
が
あ
る
と
す
れ
ば
、
固
有
の
意
味
を
も
つ
自
立

語
、
ま
た
は
自
立
語
を
含
む
連
語
が
指
向
し
て
い
る
の
は
、
動
き
や
状
態
の
成

り
立
つ
状
況
の
現
れ
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、「
私

に
は
兄
が
い
る
」
で
あ
れ
ば
血
縁
の
状
況
を
、〝
我
が
家
に
は
自
動
車
が
あ
る
〟

で
あ
れ
ば
財
産
の
所
有
を
、〝
日
本
に
は
京
都
が
あ
る
〟
で
あ
れ
ば
一
国
の
地

域
を
現
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
Ａ
に
は
Ｂ
…
と
文
を
続
け
る
場
合
、〝
…
で
あ
る
〟
と
い
う
理

念
的
な
本
質
存
在
で
は
な
く
〝
…
が
あ
る
〟
と
い
う
実
体
的
な
事
実
存
在
を
示

す
述
語
と
つ
な
が
る
。
そ
れ
は
言
い
換
え
る
と
Ａ
に
は
Ｂ
…
と
い
っ
て
現
わ
れ

る
状
況
を
成
り
た
た
せ
て
い
る
現
象
は
実
体
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
で
あ
り
、

結
果
的
に
〝
ニ
ハ
〟
は
、
特
定
の
場
所
を
言
い
あ
ら
わ
し
て
い
る
と
い
う
よ
り

も
、
実
体
と
し
て
の
動
き
や
状
態
の
成
り
た
つ
状
況
を
示
し
て
い
る
。

　

前
節
で
挙
げ
た
よ
う
に
、
従
来
の
庭
園
学
及
び
造
園
学
で
は
、〝
庭
〟
も
し

く
は
〝
ニ
ハ
〟
に
関
す
る
解
釈
を
即
物
的
な
庭
の
実
像
に
む
す
び
つ
け
、〝
ニ
ハ
〟

が
場
所
を
言
い
表
す
こ
と
に
疑
念
が
抱
か
れ
る
余
地
は
な
い
。
し
か
し
、
語
の

根
本
的
な
意
義
を
追
求
す
れ
ば
、従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る〝
に

は
〟
が
場
所
だ
け
を
言
い
表
し
て
い
る
と
い
う
解
釈
は
、
明
ら
か
に
短
絡
的
で

あ
る
。
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第
３
項　

名
詞
〝
ニ
ハ
〟
と
助
詞
の
組
み
合
わ
せ
と
し
て
の
〝
に
は
〟

　
〝
庭
〟
の
語
源
が
〝
に
は
〟
で
あ
る
と
い
う
解
釈
は
、
双
方
の
語
の
品
詞
が

異
な
る
点
で
矛
盾
し
て
い
る
。〝
庭
〟
が
〝
に
は
〟
か
ら
生
じ
た
と
す
れ
ば
、

名
詞
〝
庭
〟
は
助
詞
の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
〝
ニ
ハ
〟
か
ら
の
転
成
語
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
言
語
学
に
お
い
て
は
、
動
詞
や
形
容
詞
か
ら
転
生
す
る
こ
と
は

あ
っ
て
も
（
１
５
）、
助
詞
と
助
詞
の
結
び
つ
き
が
転
成
名
詞
に
な
る
こ
と
は
な
い

と
さ
れ
る
。
し
た
が
っ
て
成
立
時
期
と
の
誤
差
と
い
う
矛
盾
は
あ
っ
て
も
、
名

詞
〝
に
わ
〟
は
〝
土
。
丹
と
同
根
＋
ハ
（
場
）〟
や
〝
土
間
〟
な
ど
同
じ
名
詞

を
語
源
と
す
る
ほ
う
が
、
語
の
成
り
立
ち
か
ら
い
え
ば
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、〝
に
は
〟
と
同
じ
く
格
助
詞
に
係
助
詞
の
付
い
た
語
に
は
〝
と
は
〟

が
あ
り
（
１
６
）、
同
じ
表
音
の
名
詞
［
形
動
］
と
し
て
〝
と
わ
（
常
・
永
久
）〟

が
あ
る
。〝
と
は
〟
と
〝
に
は
〟
は
、
ど
ち
ら
も
係
助
詞
の
連
語
と
し
て
語
義

を
も
っ
て
お
り
、名
詞
や
動
詞
等
を
結
び
つ
け
強
調
す
る
。
係
助
詞
の
連
語
は
、

他
の
語
と
組
み
合
わ
さ
れ
な
け
れ
ば
具
体
的
な
意
味
を
持
た
な
い
が
、
構
文
の

な
か
で
は
そ
の
意
味
を
強
調
し
増
幅
す
る
機
能
を
担
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、〝
に

は
〟
が
介
在
す
る
構
文
は
、
実
体
と
し
て
の
動
き
や
状
態
の
成
り
た
つ
状
況
を

示
し
、
そ
れ
は
い
わ
ば
存
在
の
現
れ
で
あ
り
、
端
的
に
い
え
ば
場
で
あ
る
。

　

構
文
で
は
、
助
詞
の
連
語
〝
ニ
ハ
〟
が
介
在
す
る
こ
と
に
よ
り
〝
場
〟
が
強

調
さ
れ
、
そ
の
意
味
合
い
が
増
幅
さ
れ
る
が
、
あ
く
ま
で
場
所
自
体
を
意
味
す

る
の
で
は
な
く
、
時
制
が
伴
っ
て
い
る
。
名
詞
に
は
、
生
起
を
表
す
時
間
名
詞

と
い
う
も
の
が
あ
り
、
語
義
に
時
間
を
包
含
し
て
い
る
が
（
１
７
）、
名
詞
自
体
は

時
制
を
伴
わ
な
い
。

　

助
詞
の
連
語
〝
ニ
ハ
〟
は
、
一
般
的
に
名
詞
で
は
言
い
表
す
こ
と
の
で
き
な

い
と
さ
れ
る
、
発
生
し
つ
つ
あ
る
事
実
存
在
と
し
て
の
場
、
も
し
く
は
発
生
し

た
場
の
持
続
性
と
い
っ
た
時
制
を
も
つ
点
で
、
名
詞
〝
庭
〟
と
は
峻
別
さ
れ
る

必
要
が
あ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
れ
は
助
詞
の
連
語
〝
ニ
ハ
〟
と
名
詞
〝
庭
〟
が
無
関
係
で
あ
る

こ
と
の
根
拠
を
与
え
る
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
庭
の
本
性
を
知
る
大
き
な
手

が
か
り
を
示
唆
し
て
い
る
。
前
述
の
よ
う
に
、
名
詞
〝
庭
〟
に
は
事
を
行
う
場

所
と
い
う
意
義
が
あ
る
。
こ
れ
は
漠
然
と
し
た
時
制
を
伴
わ
な
い
場
所
を
示
し

て
い
る
が
、
何
ら
か
の
行
為
を
待
っ
て
い
る
な
い
し
は
準
備
し
て
い
る
と
い
う

条
件
が
付
さ
れ
て
い
る
。

　

事
を
行
う
場
所
と
は
、
抽
象
的
な
空
間
を
意
味
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
行

為
や
振
る
舞
い
に
と
も
な
っ
て
心
理
物
理
的
に
発
生
し
具
現
す
る
、
実
践
的
世

界
な
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
平
安
期
の
貴
族
住
宅
に
お
け
る
寝
殿
の
大
庭
が
、

単
な
る
平
坦
な
空
地
で
あ
り
な
が
ら
、
儀
式
に
と
も
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な
機
能
や

意
義
を
獲
得
す
る
こ
と
か
ら
も
知
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
名
詞
〝
庭
〟
が
、

〝
斎
庭
〟
や
〝
中
庭
〟、〝
石
庭
〟
と
連
語
に
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て

機
能
や
方
位
、
材
料
や
意
匠
を
と
も
な
う
具
体
的
な
場
所
を
示
す
こ
と
も
、
そ

の
語
が
発
生
し
つ
つ
あ
る
場
を
示
す
証
左
と
い
え
よ
う
。

　
〝
ニ
ハ
〟
が
「
実
体
と
し
て
の
動
き
や
状
態
の
成
り
立
つ
状
況
を
あ
ら
わ
す
」

と
い
う
語
義
は
、
こ
れ
は
常
に
人
間
（
現
存
在
）
と
も
に
あ
り
、
行
為
や
振
る

舞
い
に
よ
っ
て
具
現
し
て
い
る
状
態
と
、
発
生
し
つ
つ
あ
る
も
し
く
は
発
生
中

の
場
と
い
う
関
連
す
る
二
つ
の
意
味
を
示
し
て
い
る
。つ
ま
り
、〝
ニ
ハ
〟と〝
庭
〟

は
、
今
日
と
な
っ
て
は
表
裏
一
体
の
両
義
的
な
語
と
な
っ
て
い
る
。

　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
い
て
は
、
そ
こ
で
行
わ
れ
る
行
為
に
着

目
さ
れ
つ
つ
も
、庭
の
研
究
と
は
場
所
に
特
化
し
て
行
わ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、

そ
の
よ
う
な
研
究
の
態
度
は
、
科
学
と
し
て
の
不
都
合
は
な
い
と
し
て
も
、
歴

史
的
な
庭
の
本
性
、
実
態
か
ら
み
れ
ば
、
き
わ
め
て
特
殊
で
あ
る
と
い
え
よ
う
。

そ
れ
ゆ
え
〝
庭
〟
の
記
述
に
当
た
っ
て
は
、物
質
的
な
土
地
の
領
域
で
は
な
く
、
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人
間
の
行
為
や
振
る
舞
い
を
通
し
て
時
制
を
そ
の
枠
組
み
と
し
て
意
識
し
続
け

る
必
要
が
あ
る
。
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第
１
０
巻
：
１
９
８
９
、４
１
２
頁

（
６
）�

上
代
語
辞
典
編
集
委
員
会
：
時
代
別
国
語
大
辞
典 
上
代
編
：
三
省
堂
：

１
９
９
４
、５
４
６
頁

（
７
）�

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
：
日
本
国
語
大
辞
典　

第
二
版　

第
１
０
巻
：
小
学
館
：
２
０
０
１
、４
８
６
頁

（
８
）�

中
村
一
・
尼
崎
博
正
『
風
景
を
つ
く
る
』：
昭
和
堂
：
２
０
０
１
、７
―

１
２
頁

（
９
）�

小
野
健
吉
『
岩
波
日
本
庭
園
辞
典
』:

岩
波
書
店
：
２
０
０
４
、２
３
６

―
３
７
頁　

（
１
０
）『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』

（
１
１
）
前
掲
書

（
１
２
）
前
掲
書

（
１
３
）
前
掲
書

（
１
４
）
前
掲
書

（
１
５
）�

中
野
は
る
み
：
転
成
名
詞
の
文
中
で
の
意
味
の
あ
り
方
―
「
た
の

し
・
さ
」
と
「
た
の
し
・
み
」：
長
崎
国
際
大
学
論
叢 

第
五
巻
：

２
０
０
５
、７
１
―
８
１
頁

（
１
６
）�

丹
保
健
一
：
時
間
名
詞
の
特
性
に
関
す
る
一
考
察
―
格
助
詞
「
に
」

と
の
共
起
に
注
目
し
て
―
：
三
重
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要　

第

六
十
一
巻　

人
文
科
学
：
２
０
１
０
、３
９
―
４
７
頁
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第
２
節　

藤
原
道
長
『
御
堂
関
白
記
』
に
み
る
時
間
の
展
開
と
庭
の
相
互
関
係

第
１
項　

文
献
資
料
に
み
る
過
去
の
人
々
に
お
け
る
実
践
の
志
向

　

実
践
知
の
学
の
実
施
に
向
け
て
「
人
間
の
行
為
や
振
る
舞
い
を
通
し
て
時
制

を
そ
の
枠
組
み
と
し
て
意
識
し
続
け
る
」
と
は
、
具
体
に
は
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
よ
い
の
か
。
先
に
〝
庭
〟
の
語
の
歴
史
に
遡
行
し
て
そ
の
本
質
的
意
味
を
考

察
し
た
よ
う
に
、
こ
こ
で
は
〝
庭
〟
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
た
古
典
等
に
も
と
づ

い
て
、
そ
の
意
識
の
仕
方
に
つ
い
て
の
検
討
を
行
う
。

　

本
邦
に
お
い
て
庭
に
つ
い
て
資
料
は
、
主
と
し
て
平
安
期
の
貴
族
に
よ
っ
て

遺
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
平
安
期
の
貴
族
住
宅
の
庭
の
先
行
研
究
に
は
、
森

蘊
に
よ
る
庭
園
史
研
究
（
１
）、
川
本
重
雄
に
よ
る
建
築
と
儀
式
と
の
関
係
か
ら

み
た
庭
の
研
究
（
２
）、
仲
隆
裕
ら
に
よ
る
考
古
学
的
調
査
の
成
果
に
も
と
づ
い

た
園
池
・
遣
水
の
研
究
（
３
）、
飛
田
範
夫
に
よ
る
植
栽
の
研
究
（
４
）
な
ど
が
あ
る
。

　

そ
れ
ら
の
研
究
の
な
か
で
、
森
は
平
安
期
の
貴
族
住
宅
に
お
け
る
複
数
の
庭

の
存
在
意
義
を
説
き
、
川
本
は
そ
れ
ら
複
数
の
庭
の
利
用
形
態
に
つ
い
て
指
摘

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
従
来
の
庭
園
学
及
び
造
園
学
で
は
、
平
安
期
の
貴
族
住

宅
の
敷
地
内
で
と
く
に
石
組
や
景
石
、
州
浜
と
い
っ
た
園
池
に
関
係
す
る
事
柄

に
高
い
関
心
が
持
た
れ
て
き
た
。
平
安
京
跡
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調

査
で
は
、
平
安
期
の
貴
族
住
宅
の
敷
地
構
成
を
示
す
大
規
模
な
遺
構
が
検
出
さ

れ
る
な
ど
、
膨
大
な
調
査
成
果
が
蓄
積
さ
れ
て
き
た
。

　

平
安
期
の
貴
族
住
宅
は
、
平
安
京
（
現
在
の
京
都
府
京
都
市
を
）
中
心
に
発

展
を
み
た
。
平
安
期
の
貴
族
住
宅
（
寝
殿
造
住
宅
）
は
、当
然
の
こ
と
な
が
ら
、

平
安
京
と
そ
の
都
市
に
住
ま
う
貴
族
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、
存
立
し
得
な
か
っ

た
。
貴
族
住
宅
は
、
都
市
で
の
生
活
を
前
提
し
て
成
立
し
て
き
た
に
も
関
わ
ら

ず
、
従
来
の
庭
園
学
及
び
造
園
学
で
は
、
そ
の
園
池
や
鑓
水
の
姿
形
を
主
要
な

研
究
対
象
と
し
て
き
た
。
本
来
、
平
安
期
の
貴
族
住
宅
の
庭
を
解
明
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
場
所
と
姿
形
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の
存
立
の
前
提
で
あ
る
か
つ
て

平
安
京
に
住
ん
だ
貴
族
の
生
活
の
歴
史
に
も
着
目
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は

競
技
（sports

）
に
お
い
て
、
そ
の
場
に
お
け
る
行
為
へ
の
意
識
な
し
に
競
技

場
や
球
技
場
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
と
同
じ
理
由
で
あ
る
。

　

本
論
で
は
、藤
原
道
長
の
日
記『
御
堂
関
白
記
』（
５
）
の
寛
弘
三
年（
１
０
０
６
）

正
月
か
ら
同
十
二
月
に
お
け
る
主
に
は
ハ
レ
の
儀
式
や
事
件
な
ど
の
記
述
を
抽

出
し
、「
年
中
行
事
絵
巻
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）」（
６
）
等
の
描
写
を
通
じ
て
、

平
安
貴
族
に
お
け
る
庭
へ
対
す
る
意
識
を
分
析
す
る
。
さ
ら
に
、
か
れ
ら
の
意

識
と
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
遺
跡
と
の
照
合
を
通
じ
、
平
安
期
に
お

け
る
庭
の
意
味
を
顕
在
化
す
る
。

第
２
項　
『
御
堂
関
白
記
』
に
お
け
る
屋
敷
内
で
の
ハ
レ
の
儀
式

（
１
）
寛
弘
三
年
正
月
一
日

（
前
略
）
例
年
通
り
小
朝
拝
を
行
っ
た
。
終
わ
っ
て
、
天
皇
は
紫
宸
殿
（
東

三
条
第
寝
殿
）
に
出
御
な
さ
れ
た
。
元
日
節
会
は
、例
年
と
同
じ
で
あ
っ
た
。

た
だ
し
、
侍
従
の
列
は
、
庭
中
に
有
る
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
標
を
立
て

な
か
っ
た
の
で
、
中
島
に
下
り
て
座
の
前
に
立
っ
た
者
も
い
た
。
こ
れ
は
失

儀
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
、
道
長
の
邸
宅
で
あ
っ
た
東
三
条
第
（
平
安
左
京
三
条
三
坊
一
・
二

町
）
の
寝
殿
を
仮
の
紫
宸
殿
と
し
て
元
日
節
会
が
行
わ
れ
た
状
況
を
記
述
し
て

い
る
。
内
裏
は
、
寛
弘
二
年
十
一
月
に
焼
失
し
た
た
め
、
東
三
条
第
が
里
内
裏

に
当
て
ら
れ
て
い
た
。

　

元
日
節
会
は
、
天
皇
が
群
臣
に
宴
を
賜
う
儀
式
で
あ
り
、
紫
宸
殿
と
そ
の
南

庭
に
数
多
く
の
群
臣
が
列
席
し
た
。
そ
の
状
況
に
お
い
て
、
侍
従
は
〝
庭
中
〟
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に
参
列
す
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
、
標
識
が
な

か
っ
た
た
め
、
寝
殿
と
東
対
の
間
に
あ
る
遣
水

の
〝
中
島
〟
上
に
列
す
る
侍
従
が
い
た
。
道
長

に
よ
る
と
、
こ
れ
は
天
皇
の
〝
座
〟
の
前
に
当

た
る
た
め
、
儀
式
上
正
し
く
な
か
っ
た
。

　
「
年
中
行
事
絵
巻
」
の
巻
十
四
「
闘
鶏
」
に

は
、
あ
る
貴
族
住
宅
の
東
対
と
寝
殿
の
間
に
か

か
る
渡
廊
の
下
部
に
遣
水
が
流
れ
、
橋
柱
の
一

本
が
遣
水
内
に
設
け
ら
れ
た
中
島
上
に
立
っ
て

い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
１
）。
本
来
、

内
裏
に
は
遣
水
が
穿
た
れ
て
い
な
い
た
め
、
道

長
が
指
摘
す
る
儀
式
上
の
問
題
点
は
、
里
内
裏

で
こ
そ
起
こ
り
う
る
事
柄
で
あ
っ
た
。

（
２
）
正
月
十
八
日

（
前
略
）
左
大
弁
を
射
礼
の
射
遺
所
に
遣
わ

し
た
。
申
剋
に
、
天
皇
の
出
御
が
有
っ
た
。

私
は
、
召
し
に
よ
っ
て
弓
場
殿
の
許
に
参
っ

た
。
堋
の
後
ろ
、お
よ
び
幔
の
後
ろ
を
経
て
、

参
着
し
た
。（
中
略
）
近
衛
府
の
射
手
は
、

三
度
の
勝
負
を
行
っ
て
、毎
回
、左
方
が
勝
っ

た
。
兵
衛
府
は
、
二
回
の
勝
負
で
停
止
と
し

た
。
射
遺
が
終
わ
っ
て
、
勝
負
楽
を
演
奏
し

た
。こ
の
間
、天
皇
は
簾
中
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
。（
後
略
）

［図１］「年中行事絵巻」闘鶏

［図２］「年中行事絵巻」朝覲行幸・射礼

［図３］「年中行事絵巻」朝覲行幸・射遺
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こ
れ
は
、
射
礼
射
遺(

い
の
こ
し)

が
行
わ
れ
た
状
況
を
記
述
し
て
い
る
。

道
長
は
、
弓
場
殿
よ
り
射
礼
を
観
覧
し
て
い
た
。
近
衛
府
と
兵
衛
府
に
よ
る
計

五
度
の
勝
負
が
行
わ
れ
た
後
、
勝
負
楽
が
演
奏
さ
れ
た
。

　

射
礼
が
行
わ
れ
た
場
所
は
、
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
平
安
中
期
は
、
建
礼
門

（
内
裏
の
南
面
中
央
に
位
置
す
る
外
郭
門
）
南
面
の
大
庭
で
行
わ
れ
た
と
さ
れ

る
。
建
礼
門
に
つ
い
て
は
、「
年
中
行
事
絵
巻
」
の
巻
一
「
朝
覲
行
幸
」
に
そ

の
全
景
が
描
写
さ
れ
て
い
る
（
図
２
）。

　

同
絵
巻
の
巻
八
「
射
遺
」
に
は
、
建
礼
門
前
で
射
礼
、
紫
宸
殿
の
南
庭
で
賭

弓
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
描
写
さ
れ
て
い
る
（
図
３
）。
建
礼
門
と
大
庭
は
、

東
西
に
長
く
コ
の
字
状
に
張
ら
れ
た
幔
で
仕
切
り
、
庭
上
に
は
、
七
丈
の
幄
舎

が
一
舎
と
二
つ
の
的
と
流
れ
矢
を
防
ぐ
幕
が
仮
設
さ
れ
て
い
る
。
幄
舎
の
側
面

に
架
け
ら
れ
た
幕
は
結
び
上
げ
ら
れ
、
そ
の
内
部
に
は
筵
が
敷
か
れ
、
公
卿
ら

が
並
ん
で
半
畳
に
座
り
、
宴
会
を
し
て
い
る
。
そ
の
前
方
で
は
、
射
手
二
人
が

的
を
狙
っ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

一
方
、
賭
弓
の
会
場
は
、
紫
宸
殿
の
南
庭
の
西
端
で
あ
っ
た
。
紫
宸
殿
の
西

前
に
植
え
ら
れ
た
右
近
の
橘
の
西
脇
に
は
、
南
北
方
向
に
幔
幕
が
張
ら
れ
、
南

庭
が
二
分
さ
れ
て
い
る
。
紫
宸
殿
の
西
寄
り
に
は
天
皇
の
座
と
し
て
弓
場
殿
が

設
け
ら
れ
、
そ
の
反
対
方
向
に
あ
る
安
福
殿
の
東
寄
り
に
的
が
一
つ
置
か
れ
て

い
る
。
弓
場
の
裏
手
に
あ
た
る
幔
幕
で
仕
切
ら
れ
た
南
庭
の
東
側
は
、
射
手
た

ち
の
饗
宴
の
場
と
し
て
広
い
範
囲
に
筵
が
敷
か
れ
、
食
事
が
用
意
さ
れ
て
い
る

状
況
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

寛
弘
三
年
正
月
の
時
点
で
は
、
今
内
裏
が
東
三
条
殿
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、「
年
中
行
事
絵
巻
」
で
描
写
さ
れ
た
か
た
ち
で
賭
弓
は
、行
わ
れ
て
い
な
い
。

ま
た
、
道
長
が
座
し
た
弓
場
殿
に
つ
い
て
も
、
紫
宸
殿
の
西
脇
に
設
け
ら
れ
た

も
の
で
は
な
い
。

（
３
）
寛
弘
三
年
三
月
三
日

（
前
略
）
南
の
第
三
間
か
ら
西
の
第
二
間
に
高
麗
端
の
畳
を
敷
い
て
公
卿
の

座
と
し
た
。
南
西
の
高
欄
の
辺
り
に
紫
端
の
畳
一
帖
を
敷
い
て
、
出
居
の
座

と
し
た
。高
渡
殿
に
座
を
敷
い
て
、泉
の
上
に
も
ま
た
、座
を
敷
い
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
、
翌
日
に
催
さ
れ
る
東
三
条
第
で
の
花
宴(

は
な
の
え
ん)

に
と
も

な
う
室
礼
の
準
備
の
様
子
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
泉
は
、「
高
渡
殿
」

と
〝
泉
の
上
〟
の
関
係
か
ら
、
遣
水
の
こ
と
を
指
し
て
い
る
。
花
宴
で
は
、
遣

水
に
架
か
る
橋
上
（
高
渡
殿
）
に
加
え
て
、泉
の
中
島
に
も
座
が
設
け
ら
れ
た
。

な
お
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
花
宴
と
同
日
に
東
三
条
第
か
ら
一
条
院
へ
の
遷

御
が
行
わ
れ
た
が
、
花
宴
は
東
三
条
第
で
行
わ
れ
た
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
言
及

さ
れ
て
い
る
遣
水
は
、
寛
弘
三
年
正
月
一
日
に
言
及
さ
れ
た
遣
水
と
同
じ
も
の

で
あ
る
。

（
４
）
寛
弘
三
年
三
月
四
日

（
前
略
）
天
皇
は
諸
卿
を
御
前
に
召
し
、
次
に
仰
せ
に
よ
っ
て
、
文
人
た
ち

を
召
さ
れ
た
。（
中
略
）
権
中
納
言
〝（
藤
原
）
忠
輔
〟
が
題
を
献
上
し
た
。

「
水
を
渡
っ
て
落
花
が
舞
う
」
で
あ
っ
た
。
奏
聞
の
後
、
同
じ
く
権
中
納
言

が
、
韻
字
を
付
し
た
。
軽
の
字
で
あ
っ
た
。（
大
江
）
匡
衡
朝
臣
を
召
し
て
、

題
を
賜
い
、
序
を
献
上
す
べ
き
こ
と
を
命
じ
た
。（
中
略
）
内
蔵
権
頭
（
橘
）

為
義
が
、
五
位
の
殿
上
人
を
率
い
て
、
硯
を
公
卿
と
特
に
召
し
た
人
に
下
し

た
。
次
に
大
納
言
以
下
が
、
献
物
を
庭
中
に
献
っ
た
。
右
大
臣
が
、
そ
の
名

を
問
う
た
の
で
、
物
の
名
を
申
し
上
げ
た
。
右
大
臣
は
、「
そ
れ
ら
を
膳
部

に
賜
え
」
と
言
わ
れ
た
。（
中
略
）
二
、三
献
の
宴
飲
の
後
、
船
楽
と
音
楽
を

発
し
た
。
竜
頭
、
鷁
首
が
数
曲
を
演
奏
し
、
浪
上
を
遊
ん
だ
。
天
皇
の
御
前

に
お
い
て
船
を
留
め
、
舞
を
奏
す
る
こ
と
、
各
二
曲
で
あ
っ
た
こ
の
間
、
上
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下
の
文
人
た
ち
は
、
詩
を
献
上
し
た
。（
後
略
）

　

花
宴
は
、現
在
の
花
見
の
起
源
と
さ
れ
る
年
中
行
事
で
あ
り
、藤
や
菊
と
い
っ

た
花
の
名
称
が
付
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
桜
の
花
を
対
象
と
し
た
。
こ
こ
で
は
、

紫
宸
殿
に
お
け
る
花
宴
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て
お
り
、紫
宸
殿
（
一
条
院
寝
殿
）

に
天
皇
と
公
卿
、
文
人
ら
が
参
列
し
て
、
詩
を
つ
く
り
、
饗
宴
を
開
い
た
。
そ

の
際
、
公
卿
が
献
上
し
た
献
物
が
紫
宸
殿
の
南
庭
に
置
か
れ
、
そ
の
献
物
は
右

大
臣
に
よ
っ
て
、
饗
宴
の
食
膳
を
調
え
た
人
々
と
料
理
人
に
与
え
ら
れ
た
。
ま

た
飲
食
が
進
ん
だ
後
、
南
庭
の
池
に
浮
か
べ
ら
れ
た
龍
頭
鷁
首
の
船
よ
り
数
曲

が
演
奏
さ
れ
、
天
皇
の
前
で
舞
が
奏
さ
れ
た
。
な
お
同
日
、
天
皇
は
東
三
条
第

か
ら
一
条
院
へ
遷
幸
し
た
。
つ
ま
り
今
内
裏
は
、
大
宮
大
路
の
東
側
、
一
条
大

路
の
南
一
町
に
所
在
し
た
一
条
院
と
な
り
、
内
裏
の
修
造
が
終
わ
る
ま
で
、
宮

中
の
行
事
は
同
貴
族
住
宅
を
中
心
に
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
「
年
中
行
事
絵
巻
」巻
一「
朝
覲
行
幸
」に
は
、法
住
寺
殿
に
お
け
る〝
舞
御
覧
〟

と
し
て
寝
殿
の
南
庭
で
舞
楽
が
奉
じ
ら
れ
、
池
中
に
は
龍
頭
鷁
首
が
浮
か
ぶ
状

況
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
４
）。

（
５
）
寛
弘
三
年
三
月
十
六
日

石
清
水
臨
時
祭
は
、常
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
御
馬
を
清
涼
殿
（
一
条
院
北
対
）

の
東
庭
に
入
れ
て
、
天
皇
の
御
覧
に
供
し
た
。（
後
略
）

　

こ
こ
で
は
、
石
清
水
臨
時
祭
の
後
、
一
条
院
北
対
の
東
側
に
位
置
す
る
庭
で
、

天
皇
に
馬
が
披
露
さ
れ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
寝
殿
の
北
東
、
東

対
か
ら
み
れ
ば
そ
の
裏
側
に
位
置
す
る
坪
に
馬
が
引
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
状
況

で
あ
る
。

　
「
年
中
行
事
絵
巻
」
巻
十
四
「
蹴
鞠
」
に
は
、
遣
水
と
築
山
が
配
さ
れ
、
桜
・

［図４］「年中行事絵巻」舞御覧

［図５］「年中行事絵巻」蹴鞠
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松
・
柳
・
楓
が
植
え
ら
れ
た
寝
殿
に
と
も
な
う
坪
で
貴
族
ら
が
蹴
鞠
を
興
じ
て

い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
５
）。

（
６
）
寛
弘
三
年
四
月
十
六
日

　

�

十
三
日
に
物
忌
が
あ
っ
た
の
で
、
今
日
、
賀
茂
社
に
参
詣
し
た
。
時
々
、
小

雨
が
降
っ
た
。
夜
に
入
っ
て
帰
邸
し
た
。
神
宝
と
東
遊
が
有
っ
た
。
同
行
し

た
公
卿
は
十
一
人
で
あ
っ
た
。（
後
略
）

　

こ
こ
で
は
、
賀
茂
社
詣
か
ら
帰
宅
し
た
後
、
土
御
門
第
で
東
遊
が
行
わ
れ
た

こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
神
宝
と
は
、
神
殿
に
安
置
さ
れ
る
宝
物
の
こ
と
。
東

遊
は
、走
馬
や
賭
弓
な
ど
の
行
事
や
諸
社
の
祭
り
で
用
い
ら
れ
る
舞
楽
で
あ
り
、

そ
れ
が
行
わ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
の
言
及
は
な
い
。

（
７
）
寛
弘
三
年
四
月
二
十
三
日

　

�（
前
略
）
内
裏
に
参
っ
た
。
女
二
宮
（
●
〔
女
へ
ん
に
美
〕
子
内
親
王
）
と

天
皇
の
御
対
面
が
有
っ
た
。
一
条
院
の
北
二
対
の
東
面
、
公
卿
と
殿
上
人
の

饗
宴
を
儲
け
た
。（
後
略
）

　

こ
こ
で
は
、
一
条
院
に
お
い
て
内
親
王
と
天
皇
と
の
対
面
に
伴
う
饗
宴
が
催

さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
褻
の
領
域
で
あ
る
北
対
の
東
面
で
行
わ

れ
た
、
天
皇
と
公
卿
に
よ
る
饗
宴
で
は
、
と
く
に
庭
へ
の
言
及
は
な
さ
れ
て
い

な
い
。

（
８
）
寛
弘
三
年
六
月
十
八
日

先
日
の
事
件
の
状
況
を
一
条
天
皇
に
奏
上
し
た
。
文
行
を
左
衛
門
府
の
弓
場

に
遷
し
て
拘
禁
し
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
、
法
住
寺
に
お
い
て
左
衛
門
尉(

さ
え
も
ん
の
じ
ょ
う)

藤
原
文
行

と
平
正
輔
と
口
論
を
起
こ
し
た
際
、
林
重
親
が
、
検
非
違
使
別
当
の
命
で
拘
束

し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
文
行
が
矢
を
射
な
が
ら
逃
亡
し
た
事
件
に
つ
い
て
言

及
さ
れ
て
い
る
。
文
行
は
、
別
当
に
よ
っ
て
検
非
違
使
庁
の
政
所
に
拘
禁
さ
れ

た
後
、左
衛
門
府
の
弓
場
に
遷
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
弓
場
は
、

左
衛
門
府
に
併
設
さ
れ
た
庭
の
一
部
と
み
ら
れ
る
。

（
９
）
寛
弘
三
年
七
月
三
日

（
前
略
）
議
定
の
間
、
清
涼
殿
（
一
条
院
北
対
）
の
上
か
ら
、
蛇
が
降
り
て

き
て
東
庭
の
前
に
い
た
。
紫
宸
殿
（
一
条
院
寝
殿
）
の
北
の
階
の
上
か
ら
西

方
へ
向
か
っ
た
。
こ
れ
は
内
侍
所
の
方
角
で
あ
っ
た
。
皆
が
驚
き
恐
れ
た
こ

と
は
極
ま
り
無
か
っ
た
。（
後
略
）

　　

こ
れ
は
、
今
内
裏
で
あ
る
一
条
院
に
、
諸
卿
が
参
会
し
た
際
の
出
来
事
を
記

述
し
て
い
る
。
天
皇
は
、
道
長
に
対
し
て
、
内
裏
焼
亡
の
際
に
内
侍
所
に
あ
っ

た
神
鏡
が
損
傷
し
た
た
め
、
改
鋳
す
る
べ
き
否
か
を
諸
卿
に
意
見
さ
せ
る
よ
う

命
じ
た
。
そ
の
参
会
の
場
で
あ
り
清
涼
殿
に
位
置
づ
け
ら
れ
た
北
対
の
東
面
の

庭
前
に
、
蛇
が
降
り
て
き
て
、
寝
殿
の
階
段
の
上
か
ら
西
方
へ
向
か
っ
た
。
そ

れ
が
議
論
の
背
景
に
あ
っ
た
場
所
の
方
角
で
あ
っ
た
た
め
、
参
会
者
が
み
な
驚

い
た
と
い
う
状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
１
０
）
寛
弘
三
年
七
月
十
九
日

内
裏
に
参
っ
た
。
左
杖
座
（
一
条
院
寝
殿
西
北
廊
）
に
着
し
た
。
相
撲
の
召

仰
が
有
っ
た
。
左
近
中
将
（
源
）
頼
定
と
右
近
中
将
実
成
に
、
一
度
こ
れ
を

仰
せ
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
、
一
条
院
寝
殿
の
西
庭
で
相
撲
節
会(

す
ま
い
の
せ
ち
え)

に
と
も

な
う
召
仰
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
召
仰
と
は
、
天
皇
の
勅
を
上
卿
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(

し
ょ
う
け
い)

が
奉
じ
、
相
撲
節
の
実
施
を
命
じ
、
そ
の
準
備
を
す
る
こ
と
。

相
撲
人
は
、
諸
国
か
ら
召
集
め
ら
れ
た
。
当
時
の
相
撲
は
、
土
俵
は
設
け
ら
れ

ず
、
相
手
が
倒
れ
る
ま
で
取
ら
れ
た
。

（
１
１
）
寛
弘
三
年
七
月
二
十
八
日

相
撲
の
御
前
の
内
取
が
あ
っ
た
。
天
皇
の
御
物
忌
で
あ
っ
た
の
で
、
相
撲
人

た
ち
は
内
裏
に
籠
っ
て
い
た
。（
中
略
）
内
取
が
終
わ
っ
て
退
出
し
た
。（
中

略
）
公
卿
十
余
名
と
殿
上
人
二
十
人
ほ
ど
が
、
見
物
に
来
た
。

　
　
　

寛
弘
三
年
七
月
三
十
日

物
忌
に
よ
っ
て
、
内
裏
に
候
宿
し
た
。
昨
日
と
一
昨
日
は
、
天
皇
の
御
物
忌

で
あ
っ
た
の
で
、
相
撲
の
召
合
は
今
日
に
延
期
さ
れ
た
。
午
後
に
、
天
皇
が

出
御
な
さ
れ
た
。
未
一
剋
に
、召
合
を
始
め
た
。
左
杖
座
に
着
し
た
。（
中
略
）

酉
剋
に
召
合
が
終
わ
っ
た
こ
と
は
、常
と
同
じ
こ
と
で
あ
っ
た
。張
筵
を
取
っ

た
後
、
公
卿
は
簀
子
敷
に
伺
候
し
た
。

　
　
　

寛
弘
三
年
八
月
一
日

内
裏
（
一
条
院
）
に
候
宿
し
た
。
未
剋
に
、
一
条
天
皇
の
出
御
が
あ
っ
た
。

相
撲
の
抜
出
を
御
覧
に
な
ら
れ
た
こ
と
は
、
常
と
同
じ
で
あ
っ
た
。（
中
略
）

三
番
の
取
組
を
召
し
、
酉
剋
に
抜
出
が
終
わ
っ
た
。

　

こ
こ
で
は
、
内
取
と
呼
ば
れ
る
稽
古
相
撲
、
そ
の
後
に
行
わ
れ
る
節
会
で
あ

る
召
合
、
そ
し
て
天
皇
出
御
の
も
と
相
撲
の
御
覧
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
相
撲
節
会
は
、
内
取
・
召
合
・
御
覧
の
計
三
日
間
に
わ
た
る
と
さ
れ
、

天
皇
は
召
合
・
御
覧
に
出
御
さ
れ
御
簾
の
内
で
相
撲
を
ご
覧
に
な
ら
れ
る
た
め
、

相
撲
場
は
紫
宸
殿
（
一
条
院
寝
殿
）
の
南
庭
に
設
定
さ
れ
た
。
節
会
の
後
、
相

撲
人
ら
は
、
貴
族
邸
に
招
か
れ
宴
が
催
さ
れ
た
。

　
「
相
撲
節
会
図
」
に
は
、
紫
宸
殿
の
南
庭
で
相
撲
が
行
わ
れ
て
い
る
情
景
が

［図６］「相撲節会図」
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最
手
が
勝
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
右
方
が
奏
し
た
。（
中
略
）

来
た
公
卿
は
十
四
人
で
あ
っ
た
。
事
の
感
興
は
極
ま
り
無
か
っ
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
、
道
長
の
邸
宅
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
た
小
南
第
に
お
い
て
、
公
卿
を
招

き
、
子
供
に
よ
る
相
撲
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
小
南
第
の
一
画

に
あ
る
庭
の
東
・
西
・
南
側
が
屏
幔
で
仕
切
ら
れ
、
子
供
た
ち
の
待
機
場
所
と

な
さ
れ
た
。
そ
の
位
置
関
係
か
ら
み
て
、
道
長
と
公
卿
ら
は
、
北
側
に
位
置
す

る
小
南
第
か
ら
南
庭
に
設
け
ら
れ
た
相
撲
場
を
観
覧
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

小
南
第
は
、
土
御
門
第
の
敷
地
南
方
に
位
置
す
る
小
規
模
な
宅
地
で
あ
っ
た

と
み
ら
れ
る
。

（
１
４
）
寛
弘
三
年
九
月
二
十
二
日

卯
一
剋
に
内
裏
に
参
っ
た
。
雨
気
が
有
っ
た
。
公
卿
は
皆
参
入
し
た
。
同
二

剋
に
、
天
皇
の
乗
輿
が
内
裏
か
ら
出
た
。（
中
略
）
乗
輿
は
土
御
門
第
の
西

門
か
ら
入
り
、
寝
殿
に
着
し
な
さ
れ
た
。（
中
略
）
こ
の
後
、
ま
た
雨
が
降
っ

た
。
雨
が
止
む
の
を
待
つ
間
、
天
皇
は
馬
場
殿
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
腰
輿

に
お
乗
り
に
な
ら
れ
た
。
こ
の
間
、
船
楽
が
あ
っ
た
。
蘇
芳
菲
と
駒
形
を
演

奏
し
た
。
舞
は
庭
で
行
い
楽
は
船
で
奏
し
た
。
天
皇
は
馬
場
殿
に
出
御
な
さ

れ
た
。
馬
は
埒
の
東
西
か
ら
南
に
下
り
、
皆
が
馬
場
殿
に
着
し
た
頃
、
三
的

の
下
に
群
立
し
た
。
次
に
東
宮
は
、
西
廊
、
お
よ
び
仏
堂
の
簀
子
と
中
島
を

経
て
、
馬
場
殿
の
後
廊
の
御
在
所
に
着
さ
れ
た
。（
中
略
）
王
卿
は
馬
場
殿

の
南
の
幄
下
に
着
さ
ず
、
大
雨
に
よ
っ
て
西
廊
の
馬
道
に
立
っ
た
。（
中
略
）

六
番
の
競
馬
が
終
わ
っ
て
、夜
に
入
っ
た
。
残
り
の
御
馬
は
馳
せ
な
か
っ
た
。

馬
射
や
出
馬
も
、
同
じ
く
停
止
と
し
た
。
戌
剋
に
、
天
皇
は
寝
殿
に
お
移
り

な
ら
れ
た
。（
中
略
）
天
皇
の
御
膳
を
供
し
た
。（
中
略
）
こ
の
時
、
天
皇
は

右
大
臣
（
藤
原
顕
光
）
を
御
座
の
下
に
召
さ
れ
て
、
頼
通
に
一
階
を
賜
う
と

描
か
れ
て
い
る
（
図
６
）。
公
卿
た
ち
は
、
寝
殿
内
あ
る
い
は
そ
の
南
階
と
右

近
橘
・
左
近
桜
の
中
間
の
庭
上
に
畳
を
敷
き
、
列
座
し
た
。
相
撲
場
は
、
南
庭

の
中
央
に
設
け
ら
れ
、
東
西
の
回
廊
脇
が
幔
幕
で
仕
切
ら
れ
、
控
え
の
場
と
さ

れ
た
。
承
明
門
の
脇
に
は
楽
団
が
控
え
、
勝
利
し
た
相
撲
人
に
は
、
舞
楽
が
演

奏
さ
れ
た
。

（
１
２
）
寛
弘
三
年
八
月
十
七
日

　

一
宮
の
童
相
撲
を
行
っ
た
。（
中
略
）
中
宮
（
藤
原
彰
子
）
御
在
所
（
一

条
院
東
北
対
）
の
南
面
に
お
い
て
行
う
こ
と
に
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
女

一
宮
（
脩
子
内
親
王
）
女
二
宮
（
●
〔
女
へ
ん
に
美
〕
子
内
親
王
）
が
、
御

覧
に
な
る
た
め
、
急
に
北
面
に
変
更
し
た
。
主
上
（
一
条
天
皇
）
は
、
中
宮

の
御
在
所
に
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
未
剋
に
取
り
組
み
を
始
め
た
。（
中
略
）

相
撲
人
の
屋
の
北
屋
は
、
中
か
ら
分
け
て
、
西
方
を
左
と
し
、
当
方
を
右
と

し
た
。
屋
の
上
に
平
張
を
覆
っ
た
。
相
撲
人
の
屋
の
前
、
お
よ
び
東
の
間
の

内
に
幔
を
立
て
た
。

　

こ
れ
は
、
第
一
皇
子
に
よ
る
相
撲
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
当

初
、
童
相
撲
は
、
中
宮
が
日
常
暮
ら
し
て
い
る
一
条
院
の
東
北
対
の
南
庭
で
行

わ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
第
一
・
二
皇
女
が
御
覧
に
な
る
た
め
、
相
撲
場
が

東
北
対
の
北
庭
に
変
更
さ
れ
た
。
つ
ま
り
相
撲
は
、
北
対
に
天
皇
と
中
宮
が
座

し
、
相
撲
場
と
な
っ
た
坪
を
介
し
て
、
北
二
対
か
ら
皇
女
ら
が
座
し
て
の
観
覧

さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。

（
１
３
）
寛
弘
三
年
八
月
二
三
日

朝
か
ら
雨
が
降
っ
た
。
未
剋
以
降
、
雨
が
止
ん
だ
。
一
日
中
、
小
南
第
で
童

相
撲
を
行
っ
た
。
十
五
番
を
召
し
た
。
南
・
東
・
西
に
屏
幔
を
立
て
て
、
相

撲
人
の
屋
と
し
た
。（
中
略
）
勝
負
楽
は
、
ま
ず
左
方
が
奏
し
た
。
こ
れ
は
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い
う
宣
下
を
下
さ
れ
た
。（
藤
原
）
頼
通
は
、
中
庭
に
出
て
拝
舞
を
行
っ
た
。

私
は
天
皇
に
贈
物
を
献
上
し
た
。（
後
略
）

　　

こ
れ
は
、
一
条
天
皇
が
土
御
門
第
に
行
幸
し
、
競
馬
を
御
覧
に
な
っ
た
こ

と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
天
皇
は
、
同
邸
宅
に
参
入
後
、
馬
場
殿
で
腰
輿
に
乗
っ

て
雨
が
上
が
る
の
を
待
ち
、
そ
の
間
、
船
か
ら
楽
が
奏
さ
れ
た
。
舞
は
馬
場

殿
の
前
庭
上
で
行
わ
れ
た
。
天
皇
と
公
卿
は
、
雨
の
影
響
に
よ
り
馬
場
殿
の

南
側
に
設
け
ら
れ
た
幄
舎
で
は
な
く
寝
殿
の
西
廊
の
馬
道
で
観
覧
し
た
。
そ

の
後
、
天
皇
と
東
宮
は
、
寝
殿
に
移
動
し
道
長
の
家
族
と
御
膳
を
供
し
た
。

　

拝
舞
と
は
、
祝
賀
、
謝
意
な
ど
を
表
す
儀
礼
の
形
式
の
こ
と
。
頼
通
は
、
右

大
臣
よ
り
一
階
を
賜
っ
た
こ
と
を
受
け
て
、
中
庭
に
降
り
、
ま
ず
再
拝
の
後
、

立
っ
た
状
態
で
上
体
を
前
屈
し
て
左
右
を
向
き
、
ひ
ざ
ま
ず
い
て
同
じ
動
作
を

し
て
、
そ
の
ま
ま
軽
い
お
辞
儀
（
一
揖
）
を
し
、
最
後
に
立
っ
て
再
拝
し
た
。

　

な
お
、「
年
中
行
事
絵
巻
」
の
巻
十
一
「
騎
射
」
に
は
、
市
井
に
お
け
る
馬

を
用
い
る
行
事
と
し
て
、
一
条
西
洞
院
の
左
近
衛
の
馬
場
と
一
条
大
路
に
あ
っ

た
右
近
の
馬
場
で
行
わ
れ
た
騎
射
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
７
）。

（
１
５
）
寛
弘
三
年
十
月
一
日

　

天
が
晴
れ
た
。
牛
二
剋
に
、
内
裏
（
一
条
院
）
に
参
っ
た
。
未
一
剋
に
、

一
条
天
皇
は
紫
宸
殿
（
一
条
院
宸
殿
）
に
出
御
な
さ
れ
た
。
諸
卿
は
遅
参
し

た
。
そ
こ
で
孟
冬
の
旬
成
の
開
始
が
遅
れ
た
の
で
あ
る
。
官
奏
は
有
っ
た
け

れ
ど
も
、
庭
立
奏
は
無
か
っ
た
。
楽
と
監
物
奏
は
有
っ
た
。（
後
略
）

　

庭
立
奏
と
は
、
鈴
印
の
請
進
や
衣
食
の
賜
与
な
ど
と
い
っ
た
小
事
の
上
奏
に

用
い
ら
れ
た
書
式
の
こ
と
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
奏
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

記
さ
れ
て
い
る
。

（
１
６
）
寛
弘
三
年
十
月
十
六

日
弓
場
始
を
行
っ
た
。
賀
茂
臨

時
祭
り
の
雑
事
を
定
め
ら
れ

た
。射
儀
で
は
、前
方
が
勝
っ

た
。
権
中
納
言
が
懸
物
を
射

取
っ
た
。
中
宮
の
許
で
饗
宴

が
あ
る
の
で
、
退
出
し
た
。

「
夜
通
し
、
殿
上
人
は
中
宮

の
御
在
所（
一
条
院
東
北
対
）

に
お
い
て
酒
宴
を
行
っ
た
」

と
い
う
こ
と
だ
。（
後
略
）

　

こ
こ
で
は
、
弓
場
殿
に
お
い

て
弓
場
始
が
行
わ
れ
た
こ
と
が

記
述
さ
れ
て
い
る
。
弓
場
始

は
、
射
場
始
め
と
も
い
い
、
正

月
に
射
礼
や
賭
弓
を
行
う
に
あ

た
っ
て
、
天
皇
や
公
卿
ら
が
、

弓
術
始
め
と
し
て
賭
弓
を
見
る

儀
式
。
こ
の
弓
場
は
、
状
況
か

ら
一
条
院
の
一
画
に
設
け
ら
れ

た
と
み
ら
れ
る
。
同
儀
式
後
、

道
長
は
一
条
院
か
ら
退
出
し
た

が
、
殿
上
人
は
、
そ
の
東
北
対

［図７］「年中行事絵巻」騎射
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に
お
い
て
夜
通
し
酒
宴
を
行
っ
た
。

（
１
７
）�

寛
弘
三
年
十
月
二
十
八
日

法
興
院
に
お
い
て
万
燈
会
を
修
し
た
。
堂
中
、
お
よ
び
庭
の
雑
事
は
、
例
年

に
勝
っ
た
。
楽
が
有
っ
た
。
丑
剋
の
頃
、
終
わ
っ
た
。
招
請
し
た
僧
は
、
僧

網
十
三
人
、
凡
僧
四
十
人
で
あ
っ
た
。
以
上
の
僧
に
布
施
が
有
っ
た
。
絹
を

用
い
た
。
各
々
差
が
有
っ
た
。
池
の
東
の
見
物
人
は
、
垣
の
よ
う
に
数
百
人

が
来
た
。

　

道
長
が
法
興
院
で
行
わ
れ
た
万
灯
会
に
参
加
し
、
数
多
く
の
僧
が
参
列
し
た

状
況
が
記
さ
れ
て
い
る
。
法
興
院
の
堂
中
と
庭
の
状
態
は
、前
年
よ
り
も
優
れ
、

そ
の
池
の
東
側
に
集
ま
っ
た
見
物
人
は
、
数
百
人
を
集
め
た
。

　

法
興
院
と
は
、
平
安
京
域
の
外
で
、
東
京
極
大
路
の
東
、
二
条
末
の
北
の
一

町
を
占
め
た
寺
院
で
あ
っ
た
。元
は
摂
関
藤
原
兼
家
の
邸
宅
・
東
二
条
院
で
あ
っ

た
が
、
兼
家
が
正
歴
元
年
（
９
９
０
）
に
関
白
太
政
大
臣
を
退
き
出
家
し
た
こ

と
を
契
機
に
、
寺
院
に
改
め
ら
れ
た
。
万
灯
会
と
は
、
仏
や
菩
薩
に
懺
悔
滅
罪

や
報
恩
の
意
味
を
込
め
て
万
杯
の
灯
明
を
供
養
す
る
法
会
の
こ
と
。

（
１
８
）
寛
弘
三
年
十
一
月
十
四
日

五
節
舞
が
あ
っ
た
。
内
裏
（
一
条
院
）
に
参
っ
た
。
東
対
を
舞
殿
と
し
、
東

西
の
対
を
五
節
の
宿
所
と
し
た
。（
後
略
）

　　

こ
れ
は
、
一
条
院
に
お
い
て
五
節
舞(

ご
せ
ち
の
ま
い)

が
行
わ
れ
、
そ
の

東
対
を
舞
殿
と
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
で
は
、
東
対
の
屋
内

を
舞
台
と
し
た
の
か
、
東
対
の
庭
に
舞
殿
を
設
け
た
の
か
が
明
確
で
は
な
い
。

　

五
節
・
豊
明
の
節
会
は
、
新
嘗
祭
・
大
嘗
祭
の
翌
日
に
行
わ
れ
た
宴
会
を
と

も
な
う
宮
中
の
儀
式
で
あ
り
、五
節
舞
は
、そ
の
中
で
行
わ
れ
る
五
節
舞
姫(

ご

［図８］「年中行事絵巻」踏歌の節会

［図９］「年中行事絵巻」宴
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せ
ち
の
ま
い
ひ
め)

の
舞
の
こ
と
。「
年
中
行
事
絵
巻
」
に
は
、
複
数
の
女
性

に
よ
る
舞
楽
と
し
て
、
巻
九
「
内
宴
」
に
〝
妓
女
の
舞
御
覧
〟
と
し
て
綾
綺
殿

の
西
庭
に
舞
台
が
設
け
ら
れ
、
六
名
の
舞
妓
が
舞
う
姿
が
描
か
れ
て
い
る
（
図

８
）。
ま
た
、
同
絵
巻
の
巻
七
「
踏
歌
の
節
会
」
に
は
、
紫
宸
殿
の
南
庭
で
十

数
名
妓
女
に
よ
っ
て
女
踏
花
が
行
わ
れ
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
（
図

９
）。

（
１
９
）
寛
弘
三
年
十
二
月
十
五
日

除
目
の
召
仰
が
有
っ
た
。
そ
こ
で
内
裏
に
参
っ
た
。
今
日
か
ら
造
宮
所
に
お

い
て
御
読
経
が
有
る
。（
中
略
）
御
読
経
は
終
わ
っ
て
、
内
裏
に
参
っ
た
。

除
目
の
議
を
始
め
ら
れ
た
。夜
に
入
っ
て
、常
の
よ
う
に
陣
座
の
饗
宴
が
あ
っ

た
。
そ
し
て
●〔
竹
か
ん
む
り
に
呂
〕を
私
の
前
に
置
い
た
。
饗
宴
が
終
わ
っ

て
退
出
し
た
。（
後
略
）

　

こ
れ
は
、
道
長
が
造
宮
所
に
お
け
る
御
読
経
を
収
め
た
後
、
一
条
院
に
お
け

る
除
目
の
議
に
参
会
し
、
夜
に
は
饗
宴
が
開
か
れ
た
状
況
を
記
し
て
い
る
。
こ

の
公
卿
が
列
座
し
た
公
事
（
く
じ
）
に
と
も
な
う
饗
宴
に
お
い
て
は
、
庭
に
つ

い
て
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
な
い
。

第
３
項　

寛
弘
三
年
に
生
じ
た
出
来
事
に
み
る
平
安
貴
族
の
庭
へ
の
意
識

　

平
安
初
期
、
大
内
裏
は
、
内
裏
を
内
包
し
数
多
く
の
官
衙
等
で
構
成
さ
れ
て

い
た
。
そ
の
な
か
に
は
、
国
儀
大
礼
と
宴
会
を
行
う
専
用
の
場
と
し
て
そ
れ
ぞ

れ
朝
堂
院
と
豊
楽
殿
が
設
け
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
の
施
設
で
は
、
国
家
行
事

に
見
合
っ
た
相
当
数
の
列
席
者
が
参
列
で
き
る
よ
う
、
広
大
な
庭
が
設
け
ら
れ

て
い
た
。
天
皇
の
住
ま
い
で
あ
る
内
裏
に
は
、
紫
宸
殿
を
中
心
と
し
た
建
物
の

周
囲
に
建
物
と
廊
・
塀
に
囲
ま
れ
た
庭
が
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
庭
は
、
朝
政
や

年
中
行
事
な
ど
に
利
用
さ
れ
た
。

　

寛
弘
三
年
の
時
点
で
は
、
内
裏
が
焼
亡
し
、
そ
の
再
建
中
で
あ
っ
た
た
め
、

宮
中
の
儀
式
は
、
今
内
裏
と
し
て
一
時
的
に
東
三
条
第
、
一
条
院
を
中
心
に
行

わ
れ
て
い
た
。
換
言
す
れ
ば
、
寛
弘
三
年
に
つ
い
て
は
、
本
来
内
裏
で
行
わ
れ

る
は
ず
で
あ
っ
た
儀
式
が
、
貴
族
住
宅
を
代
用
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
に
な

る
。
つ
ま
り
『
御
堂
関
白
記
』
に
お
け
る
庭
の
記
述
は
、東
三
条
第
と
一
条
院
、

藤
原
道
長
の
自
邸
・
土
御
門
第
が
主
体
と
な
っ
て
い
る
。

　
『
御
堂
関
白
記
』
の
寛
弘
三
年
の
記
述
に
か
ぎ
っ
て
み
る
と
、
庭
で
行
わ
れ

た
行
為
は
、
掲
出
順
に
上
げ
る
と
、
侍
従
の
参
列
、
射
的
、
宴
遊
の
座
、
献
物

の
献
上
、
舞
楽
、
馬
の
披
露
、
拘
禁
、
相
撲
、
童
相
撲
、
競
馬
、
万
燈
会
で
あ
っ

た
。
ま
た
、
そ
れ
ら
行
為
の
行
わ
れ
た
場
所
が
確
定
で
き
る
の
は
、
同
じ
く
掲

出
順
に
上
げ
れ
ば
、
東
三
条
第
の
寝
殿
と
東
対
の
間
に
所
在
し
た
遣
水
、
一
条

院
寝
殿
の
南
庭
と
池
、
一
条
院
北
対
の
東
庭
、
左
衛
門
府
の
弓
場
、
一
条
院
寝

殿
の
西
庭
、
一
条
院
東
北
対
の
北
庭
、
小
南
第
の
南
庭
、
土
御
門
殿
の
馬
場
と

池
・
寝
殿
の
中
庭
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
行
為
と
場
所
と
の
関
係
か
ら
―
藤
原
道
長
の
関
心
を
通
し
て
―
平

安
貴
族
は
、概
ね
四
つ
の
形
態
の
庭
を
意
識
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
以
下
、

行
事
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
た
順
に
概
説
す
る
。

（
１
）
南
庭(

だ
ん
て
い)

・
大
庭(

お
お
ば)

　

一
つ
目
は
、
紫
宸
殿
（
今
内
裏
の
寝
殿
）
の
前
面
に
位
置
す
る
公
的
な
儀

式
を
行
う
庭
で
あ
り
、
こ
の
庭
を
言
い
表
す
語
と
し
て
〝
南
庭(

だ
ん
て
い)

〟

が
あ
る
。「
清
涼
殿
の
南
庭
を
小
庭
と
い
う
の
に
対
す
る
称
」（
７
）
す
る
語
と
し

て
〝
大
庭(
お
お
ば)

〟
が
あ
る
。
こ
の
語
は
、「
坪
、
内
庭
の
よ
う
に
奥
ま
っ

た
庭
で
な
い
も
の
」
で
、「
中
門
の
中
、
内
庭
の
中
、
主
殿
の
建
物
の
外
の
広

い
庭
」
に
つ
い
て
も
該
当
す
る
。
紫
宸
殿
の
南
庭
と
分
別
す
る
な
ら
ば
、
貴
族
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住
宅
の
寝
殿
の
前
面
の
庭
と
中
門
の
中
庭
は
〝
大
庭(

お
お
ば)

〟
と
言
い
表

す
こ
と
が
で
き
る
。
紫
宸
殿
に
は
、
紫
宸
殿
の
南
階
の
東
西
に
左
近
の
梅
と
右

近
の
橘
の
み
が
植
栽
さ
れ
て
い
た
。
現
在
、左
近
の
梅
は
桜
に
変
わ
っ
て
お
り
、

創
立
時
は
両
側
と
も
梅
が
植
え
ら
れ
て
い
た
と
伝
わ
る
。

　

南
庭
と
大
庭
の
適
切
な
規
模
に
つ
い
て
は
、
平
安
期
の
庭
造
り
に
つ
い
て
記

さ
れ
た
書
『
作
庭
記
』
に
、「
南
庭
を
を
く
事
は
階
隠
外
の
は
し
ら
よ
り
、
池

の
汀
に
い
た
る
ま
て
六
七
丈
、
若
内
裏
儀
式
な
ら
八
九
丈
に
も
を
よ
ふ
へ
し
、

拝
礼
事
用
意
あ
る
へ
き
ゆ
へ
也
、
但
一
町
の
家
の
南
面
に
い
け
を
ほ
ら
ん
に
、

池
を
八
九
丈
を
か
は
池
の
心
い
く
は
く
な
ら
さ
ら
ん
歟
、
よ
く
よ
く
用
意
あ
る

へ
し
」
と
記
さ
れ
た
（
８
）。
大
庭
は
一
般
の
住
宅
で
南
階
と
白
州
の
境
か
ら
約

十
八
―
二
十
一
メ
ー
ト
ル
、「
内
裏
儀
式
」
と
は
後
述
す
る
里
内
裏
を
示
し
て

い
る
と
み
ら
れ
少
し
広
め
の
二
十
四
―
二
十
七
メ
ー
ト
ル
必
要
さ
れ
て
い
た
。

（
２
）
坪

　

二
つ
目
は
、
寝
殿
や
北
・
東
対
と
渡
廊
と
の
間
な
ど
に
あ
る
中
庭
で
あ
る
。

そ
の
庭
を
形
容
す
る
語
と
し
て
、〝
坪
〟
が
あ
る
。
ま
た
、
寝
殿
と
東
対
の
間

に〝
遣
水
〟が
穿
た
れ
て
い
る
庭
も
あ
っ
た
。囲
繞
さ
れ
て
い
て
、一
段
低
く
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
、〝
壺
〟
に
見
た
て
て
呼
ぶ
と
も
い
わ
れ
、
動
詞
〝
つ
ぼ
む
〟

な
ど
と
関
係
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
同
語
に
つ
い
て
『
国
史
大
辞
典
』
で
は
、「
壺
」

と
表
記
さ
れ
、「
寝
殿
造
の
対
や
廊
に
か
こ
ま
れ
た
方
形
の
空
間
（
後
略
）」（
９
）

と
解
説
さ
れ
て
い
る
。

　

坪
で
は
、年
中
行
事
を
含
む
私
的
な
儀
式
や
、遊
戯
が
行
わ
れ
、そ
の
内
部
は
、

様
々
な
植
栽
で
飾
ら
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
植
栽
の
領
域
は
、南
庭(

だ
ん
て
い)

・

大
場
（
お
お
ば
）
と
同
様
、
催
事
の
障
害
に
な
ら
な
い
た
め
建
物
や
廊
周
辺
に

限
ら
れ
た
。
植
栽
は
坪
前
栽
と
称
さ
れ
、
関
連
し
て
宮
中
の
部
屋
の
名
称
に
も

な
っ
た
。
平
安
期
の
遊
戯
に
は
、
歌
会
、
歌
合
、
詩
合
、
前
栽
合
、
草
合
、
菊

合
、
根
合
、
鳥
合
、
虫
合
、
扇
合
、
貝
合
、
絵
合
な
ど
が
あ
っ
た
。

（
３
）
屋
戸

　

三
つ
目
は
、
射
遺
や
競
馬
、
蹴
鞠
な
ど
が
行
わ
れ
た
明
確
に
囲
繞
さ
れ
て
い

な
い
庭
で
あ
る
。
そ
の「
家
の
戸
口
あ
た
り
。
家
の
ま
わ
り
の
庭
。
庭
さ
き（
前

後
略
）」（
１
０
）
を
意
味
す
る
語
と
し
て
は
、〝
屋
戸(

や
と)

〟
が
あ
る
。
外
観

と
し
て
は
、
建
物
周
り
の
土
間
で
あ
り
、
比
較
的
自
由
に
樹
木
が
植
え
ら
れ
景

石
や
築
山
が
設
け
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
四
方
を
建
物
に
囲
ま
れ
た
坪

と
は
性
質
が
異
な
り
、
動
作
の
大
き
な
催
事
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
。
な
お
、

坪
や
屋
戸
な
ど
の
周
辺
に
配
さ
れ
た
草
木
や
草
花
の
植
え
込
み
、
も
し
く
は
そ

の
草
木
は
、〝
前
栽(

せ
ん
ざ
い)

〟
と
総
称
さ
れ
た
。

（
４
）
島

　

最
後
に
、
宴
遊
に
お
け
る
船
楽
が
行
わ
れ
た
池
で
あ
る
（
１
１
）。
こ
の
貴
族
住

宅
に
穿
た
れ
た
池
は
、
中
島
あ
る
い
は
周
囲
に
築
山
を
配
す
る
場
合
が
あ
っ
た

せ
い
か
、『
伊
勢
物
語
』
の
七
十
八
条
で
は
、〝
島
〟
と
い
う
語
で
形
容
さ
れ
て

い
る
（
１
２
）。

（
前
略
）
三
条
の
大
御
幸
せ
し
時
、
紀
の
国
の
千
里
の
浜
に
あ
り
け
る
い
と

お
も
し
ろ
き
石
奉
れ
り
き
。
大
御
幸
の
後
奉
れ
り
し
か
ば
、
あ
る
人
の
御
曹

司
の
前
の
溝
に
す
ゑ
た
り
し
を
、島
こ
の
み
給
ふ
君
成
、こ
の
石
奉
ら
む
（
後

略
）

　

広
大
な
島
を
も
つ
貴
族
の
邸
宅
で
は
、「
納
涼
と
い
う
生
活
上
の
実
用
を
含

ん
で
庭
園
の
鑑
賞
の
大
半
を
、
泉
の
存
在
に
重
点
を
置
い
て
い
た
」
と
推
察
さ

れ
る
。
ま
た
、
庭
園
の
築
造
に
は
、
平
安
京
造
営
以
前
の
林
丘
が
利
用
さ
れ
た

可
能
性
が
あ
る
。
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第
４
項　

発
掘
調
査
の
結
果
と
平
安
貴
族
の
庭
の
意
識
と
の
照
合

　

平
安
京
跡
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
で
は
、
数
多
く
の
平
安
貴
族

の
邸
宅
跡
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
発
掘
調
査
で
遺
構
を
庭
と
し
て
意
識
す
る
う

え
で
明
解
で
あ
る
の
は
、〝
池
〟
と
〝
遣
水
〟
に
関
す
る
遺
構
で
あ
る
。〝
南
庭

(

だ
ん
て
い)

・
大
庭(
お
お
ば)

〟
や
〝
坪
〟
は
、
遺
構
同
士
の
関
係
性
で
し

か
意
識
で
き
ず
、〝
屋
戸
〟に
い
た
っ
て
は
判
断
の
目
標
が
定
ま
り
に
く
く
、は
っ

き
り
と
し
た
区
別
が
困
難
で
あ
る
。〝
池
〟と〝
遣
水
〟の
場
合
は
，洲
浜
や
遣
水
、

景
石
と
い
っ
た
よ
う
に
物
体
と
し
て
判
別
が
し
や
す
い
。
そ
の
一
方
中
島
や
築

山
は
、
構
成
に
削
平
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
形
態
が
不
明
瞭
で
あ
る
。
本
節
で
は
、

平
安
京
跡
の
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
よ
り
検
出
さ
れ
た
遺
構
の
う
ち
、〝
南

庭
（
だ
ん
て
い
）・
大
庭
（
お
お
ば
）〟
と
〝
坪
〟、〝
島
〟
と
み
ら
れ
る
事
例
の

一
端
を
提
示
す
る
。

（
１
）
南
庭(

だ
ん
て
い)

・
大
庭(

お
お
ば)

　

平
成
十
七
年
（
２
０
０
５
）
に
行
わ
れ
た
右
京
五
条
三
坊
三
町
跡
の
発
掘
調

査
で
は
、
平
安
前
期
（
九
世
紀
前
半
）
か
ら
中
期
（
十
世
紀
初
頭
）
に
か
け
て

成
立
し
た
堀
立
柱
建
物
や
溝
が
検
出
さ
れ
た
（
１
３
）。
こ
の
遺
跡
は
四
分
の
一
町

以
上
の
住
宅
と
考
え
ら
れ
、
一
部
の
建
物
の
成
立
が
平
安
京
造
営
期
に
遡
り
十

世
紀
半
ば
に
廃
絶
し
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
注
目
さ
れ
る
。
な
か
で
も
庭
に

関
し
て
は
、
建
物
一
・
七
・
八
は
い
ず
れ
も
八
尺
等
間
の
建
物
で
コ
の
字
状
に
離

れ
て
配
置
さ
れ
て
お
り
、
コ
の
字
内
に
は
方
形
の
空
地
が
見
受
け
ら
れ
る
（
図

１
０
）。
建
物
八
は
後
に
い
ず
れ
も
同
箇
所
で
三
度
の
建
て
替
え
が
行
わ
れ
て

お
り
、
そ
の
位
置
の
重
要
性
が
窺
い
知
れ
る
。
調
査
区
が
限
定
さ
れ
て
い
る
の

で
推
測
の
域
が
出
な
い
が
、
南
面
し
て
建
つ
建
物
八
を
主
殿
と
す
れ
ば
東
西
の

建
物
に
取
り
囲
ま
れ
た
空
地
は
南
庭
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
、
平
安
前
期
も
早
い

時
期
に
貴
族
住
宅
に
南
庭
が
設
け
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

［図１０］左京四条三坊九町　３区遺構実測図

　

平
安
前
期
の
貴
族
住
宅
跡

の
さ
ら
に
顕
著
な
事
例
と
し

て
は
、
昭
和
六
十
二
年
か
ら

六
十
三
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た

右
京
六
条
一
坊
五
町
跡
の
発
掘

調
査
が
あ
る
（
１
４
）。
寝
殿
と
み

ら
れ
る
建
物
と
築
地
と
の
間
は

南
北
十
メ
ー
ト
ル
に
満
た
ず
、

そ
の
間
に
〝
島
〟
は
存
在
し
な

い
。
南
庭
と
し
て
の
規
模
と
し

て
十
メ
ー
ト
ル
と
い
う
距
離
は

比
較
的
小
さ
い
。

　
『
源
氏
物
語
』
の
「
若
紫
」

巻
に
は
、「
庭
の
砂
子
も
玉
を

重
ね
た
ら
む
や
う
に
見
え
て
、

か
か
や
く
心
地
す
る
に
」
と
あ

り
（
１
５
）、
庭
に
白
砂
が
敷
か

れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る

が
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査

に
お
け
る
顕
著
な
事
例
と
し
て

は
、
平
安
宮
の
承
明
門
跡
が
あ

る
（
１
６
）。

（
２
）
坪

　

昭
和
六
十
二
年
度
に
行
わ
れ

た
左
京
四
条
三
坊
九
町
跡
の
発
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掘
調
査
で
は
、
九
町
の
北
東
部
で
平
安
後
期
の
遣
水
の
一
部
と
み
ら
れ
る
小
さ

な
池
状
の
遺
構
を
検
出
し
た
（
１
７
）。
池
に
は
側
壁
か
ら
底
部
一
面
に
青
色
を

基
調
と
す
る
礫
が
丁
寧
に
敷
か
れ
て
お
り
、
一
部
白
砂
が
残
存
し
て
い
た
（
図

１
１
、１
２
）。
遣
水
の
中
央
に
は
中
島
が
築
か
れ
、
比
較
的
規
模
の
大
き
い
景

石
が
二
個
据
え
ら
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。

（
３
）
島

　

広
大
な
敷
地
を
も
つ
貴
族
住
宅
の
敷
地
全
域
を
発
掘
調
査
す
る
の
は
現
実
的

に
不
可
能
で
あ
る
が
、
平
成
十
七
年
度
に
行
わ
れ
た
京
都
市
立
西
京
高
校
の
建

て
替
え
に
伴
う
右
京
三
条
二
坊
十
五
・
十
六
町
跡
の
発
掘
調
査
で
は
、
九
世
紀

か
ら
十
世
紀
初
頭
に
造
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
園
池
の
遺
構
を
ほ
ぼ
完
全
な
形
で

検
出
し
た（
１
８
）。
こ
の
遺
跡
で
は
斎
王
に
関
係
す
る
遺
物
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、

皇
族
と
関
係
の
深
い
人
物
が
居
し
た
と
推
察
さ
れ
る
（
図
１
３
、１
４
）。

　

池
の
形
状
は
角
の
取
れ
た
長
方
形
で
あ
り
、
規
模
は
東
西
約
四
十
メ
ー
ト
ル

南
北
約
十
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
護
岸
は
ゆ
る
や
か
に
傾
斜
し
て
お
り
、
一
部

に
洲
浜
と
石
垣
を
も
つ
。
池
の
水
は
北
か
ら
南
方
向
に
流
れ
、
絶
え
ず
水
が
流

れ
清
浄
な
状
態
が
保
た
れ
て
い
た
と
み
ら
れ
る
。
一
部
に
洲
浜
と
池
の
中
央
で

素
堀
の
泉
、
北
部
で
木
枠
を
伴
う
泉
を
検
出
し
た
。
池
の
周
辺
で
は
数
箇
所
の

建
物
跡
を
検
出
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
東
側
に
位
置
す
る
建
物
と
池
と
の
間
に

は
二
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
整
地
面
が
あ
る
。
位
置
関
係
か
ら
み
て
〝
南
庭
（
だ

ん
て
い
）〟
跡
の
可
能
性
が
あ
る
。

　

里
内
裏
と
し
て
は
、
藤
原
頼
通
の
邸
宅
で
あ
っ
た
高
陽
院
跡
と
、
藤
原
基
経

の
邸
宅
に
始
ま
り
兼
通
の
時
代
に
里
内
裏
に
な
っ
た
堀
河
院
跡
か
ら
〝
島
〟
の

遺
構
が
検
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
高
陽
院
跡
の
遺
構
の
概
要
を
示
す
。

　

昭
和
五
十
六
年
度
の
発
掘
調
査
（
左
京
五
条
三
坊
）
で
は
、
平
安
期
の
池
跡

及
び
そ
れ
に
伴
う
庭
石
や
柱
穴
列
を
検
出
し
た
（
１
９
）。
池
跡
は
四
期
に
わ
た
っ

［図１１］左京四条三坊九町　遺構実測図

［図１２］左京四条三坊九町　ＳＧ１実測図
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て
造
り
替
え
ら
れ
て
お
り
、
洲
浜
に
は
礫
が
敷
か
れ
て
い
た
。
ま
た
同
年
に
行

わ
れ
た
試
掘
調
査
で
は
、
高
陽
院
跡
の
池
汀
と
池
か
ら
延
び
る
溝
と
み
ら
れ
る

遺
構
を
確
認
し
た
。
同
五
十
八
年
度
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
（
左
京
二
条
二
坊

七
・
十
町
）
で
は
（
２
０
）、
池
跡
及
び
流
路
跡
を
検
出
し
、
池
底
の
一
部
で
拳
大

の
川
原
石
を
確
認
し
た
。

　

同
六
十
三
年
度
は
、
二
度
の
発
掘
調
査
に
お
い
て
池
跡
を
検
出
し
た
。
第
一

の
調
査
（
左
京
二
条
二
坊
）
で
は
（
２
１
）、
六
面
の
調
査
面
の
う
ち
三
面
に
お
い

て
池
跡
が
検
出
し
た
（
図
１
５
）。
最
も
古
い
時
期
の
池
跡
で
は
、
穏
や
か
な

曲
線
を
描
く
池
の
西
岸
と
拳
大
の
玉
石
で
仕
上
げ
ら
れ
た
洲
浜
を
確
認
し
た
。

ま
た
洲
浜
上
か
ら
九
世
紀
前
半
か
ら
中
頃
の
土
器
が
出
土
し
た
こ
と
に
よ
り
、

賀
陽
親
王
の
邸
宅
に
係
わ
る
も
の
池
で
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
最
も
新
し
い
時

期
の
池
跡
で
は
、
拳
大
か
ら
人
頭
大
の
川
原
石
を
敷
き
詰
め
た
南
北
方
向
の
洲

浜
を
検
出
し
た
。
池
の
汀
線
辺
り
は
、
幅
二
メ
ー
ト
ル
程
度
を
溝
状
に
掘
り
く

ぼ
め
て
粘
土
を
詰
め
た
上
で
玉
石
を
張
り
、洲
浜
と
し
て
仕
上
げ
ら
れ
て
い
た
。

さ
ら
に
粘
土
は
池
の
底
部
に
も
張
ら
れ
て
い
た
。
な
お
、
池
底
や
洲
浜
か
ら
は

十
世
紀
の
遺
物
が
出
土
し
た
。

　

次
に
第
二
の
調
査
（
左
京
二
条
二
坊
十
六
町
）
で
は
（
２
２
）、
こ
れ
ま
で
の
高

陽
院
推
定
範
囲
の
西
半
で
検
出
さ
れ
た
大
規
模
な
園
池
と
は
水
面
の
標
高
が
異

な
る
別
の
池
が
検
出
し
た
。

遺
物
の
年
代
か
ら
頼
通
の
邸
宅
に
伴
う
池
跡
と
み
ら
れ
、
洲
浜
及
び
景
石
を
確

認
し
た
。

　

洲
浜
は
一
部
を
除
い
て
崩
落
が
激
し
か
っ
た
が
、
礫
の
分
布
か
ら
二
―
四

メ
ー
ト
ル
の
幅
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
池
が
造
ら
れ
た
当
初
に
据
え
ら
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
三
基
の
景
石
か
ら
は
、
当
時
の
石
の
据
え
付
け
工
法
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。
景
石
を
据
え
る
に
あ
た
っ
て
は
堀
方
が
深
く
と
ら
れ
、
根
堅
め

［図１４］左京三条二坊十五・十六町　平安中期遺構配置図

［図１３］左京三条二坊十五
・十六町　平安中期遺構平面実測図
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第
５
項　

平
安
期
に
お
け
る
庭
の
形
態
の
識
別

　

本
節
で
は
、
平
安
貴
族
の
う
ち
藤
原
道
長
と
い
う
特
定
の
直
接
経
験
に
基
づ

く
〝
日
記
〟
に
み
ら
れ
る
庭
へ
の
意
識
を
抽
出
し
、
そ
の
意
識
に
向
け
ら
れ
た

事
柄
を
、
現
世
に
お
い
て
も
通
用
す
る
語
と
照
合
し
た
。
さ
ら
に
そ
れ
ら
の
語

と
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
遺
跡
と
の
照
合
を
行
っ
た
。
こ
の

一
連
の
作
業
は
、
平
安
期
の
貴
族
住
宅
の
庭
に
関
す
る
当
事
者
の
直
接
経
験
と

現
世
の
直
接
経
験
を
通
時
的
な
庭
の
語
彙
を
通
じ
て
結
び
つ
け
る
た
め
の
も
の

で
あ
っ
た
。

　

実
践
知
の
学
の
研
究
態
度
は
、
過
去
と
現
在
の
直
接
経
験
を
す
り
合
わ
せ
る

努
力
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
践
的
一
貫
性
を
得
よ
う
と
す
る
点
が
、
前
章

の
第
３
節
で
言
及
し
た
〝
俯
瞰
的
・
傍
観
的
思
弁
〟
と
相
違
す
る
。
実
践
的
世

［図１５］左京二条二坊　遺構平面図

石
で
基
礎
が
し
っ
か
り
と
造
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
検
出
時
に
天
端
が
水
平
に
保

持
さ
れ
て
い
る
景
石
も
あ
っ
た
。

　

平
成
九
年
度
に
行
わ
れ
た
発
掘
調
査
（
左
京
二
条
二
坊
九
町
）
で
は
（
２
３
）、

昭
和
六
十
三
年
度
に
検
出
し
た
洲
浜
の
続
き
等
を
検
出
し
た
（
図
１
６
）。
こ

の
洲
浜
は
北
端
で
東
部
に
突
き
出
し
岬
状
と
な
り
、
さ
ら
に
北
部
に
続
く
と
み

ら
れ
、
出
土
遺
物
か
ら
十
世
紀
頃
の
池
跡
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
。

［図１６］左京二条二坊九町　遺構平面図
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界
の
記
述
は
、
過
去
の
出
来
事
を
客
体
化
し
て
俯
瞰
、
傍
観
す
る
の
で
は
な

く
、
通
時
的
な
語
彙
と
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
遺
跡
を
通
し
て
過
去

の
人
々
の
生
活
の
痕
跡
を
た
ど
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
人
々
に
よ
っ
て
実

践
さ
れ
た
出
来
事
を
現
世
の
人
々
の
方
へ
引
き
つ
け
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ

る
。

　
『
御
堂
関
白
記
』
に
み
る
庭
に
つ
い
て
の
実
践
的
世
界
の
解
明
は
以
下
の
通

り
で
あ
る
。

　

平
安
期
の
庭
は
年
中
行
事
と
密
接
な
関
係
を
持
っ
て
い
た
。年
中
行
事
と
は
、

年
間
の
生
活
課
程
に
リ
ズ
ム
を
つ
け
、
有
る
段
階
で
特
別
な
営
み
を
行
な
う
こ

と
」
で
「
日
本
の
年
中
行
事
は
農
耕
作
業
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
」
開
始
さ
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
る
（
２
４
）。
年
中
行
事
の
宮
廷
へ
の
導
入
は
、
律
令
の

制
定
と
ほ
ぼ
歩
調
を
合
わ
せ
て
大
陸
の
文
化
を
取
り
入
れ
な
が
ら
整
備
さ
れ
て

ゆ
き
、
さ
ら
に
渡
来
の
行
事
と
本
邦
の
土
着
の
民
間
行
事
と
が
融
合
し
つ
つ
定

着
し
て
い
っ
た
。
宇
多
法
皇
以
降
、次
第
に
宮
廷
で
は
「
年
中
行
事
を
美
化
し
、

あ
る
い
は
遊
戯
化
」
す
る
傾
向
が
生
ま
れ
、
記
録
上
も
年
中
行
事
が
後
世
の
発

展
を
予
見
で
き
る
ほ
ど
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

　

こ
の
よ
う
に
年
中
行
事
が
季
節
の
移
り
変
わ
り
、
つ
ま
り
は
時
間
の
経
過
に

応
じ
て
成
立
し
て
き
た
よ
う
に
、
平
安
貴
族
の
邸
宅
の
庭
は
、
か
れ
ら
の
日
常

生
活
の
時
間
の
体
験
に
合
わ
せ
て
、
用
い
ら
れ
て
き
た
。
そ
の
生
活
の
要
請
に

応
え
ら
れ
る
よ
う
庭
で
は
、
年
中
行
事
を
ふ
く
む
様
々
な
催
事
に
併
せ
て
、
幄

舎
や
幔
幕
な
ど
と
い
っ
た
工
作
物
の
仮
設
と
撤
去
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
た
。

　

平
安
貴
族
住
宅
の
庭
は
、住
人
あ
る
い
は
利
用
者
が
目
的
を
も
っ
て
行
動
し
、

出
来
事
が
発
生
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
意
味
を
得
る
と
い
う
性
質
を
も
っ

て
い
た
。
逆
を
い
え
ば
、
そ
の
庭
の
意
味
を
辿
る
に
は
、
平
安
貴
族
の
行
動
の

目
的
あ
る
い
は
意
志
や
関
心
を
資
料
よ
り
抽
出
し
、
時
間
の
推
移
の
中
で
移
り

変
わ
る
庭
の
形
態
の
変
化
を
、想
像
を
通
し
て
記
述
す
る
ほ
か
な
い
。
そ
し
て
、

そ
の
想
像
に
現
世
の
行
為
へ
の
再
現
可
能
性
を
与
え
る
た
め
に
は
、
過
去
の
行

為
の
痕
跡
を
直
接
経
験
す
る
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
結
果
と
の
照
合
が
欠
か

せ
な
い
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
も
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
で
は
―
調
査
範

囲
が
限
定
さ
れ
撹
乱
な
ど
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
照
合
作
業
が
困
難
で
あ
る
こ
と

は
前
提
と
し
て
―
〝
島
〟
だ
け
で
は
な
く
、〝
南
庭
（
だ
ん
て
い
）・
大
庭
（
お

お
ば
）〟
や
〝
坪
〟、〝
屋
戸
〟
と
い
っ
た
平
安
期
と
今
日
を
つ
な
ぐ
通
時
的
な

語
を
念
頭
に
置
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

第
２
節　

補
注

（
１
）
森
蘊
：
平
安
時
代
庭
園
の
研
究
：
桑
名
文
星
堂
：
１
９
４
５

（
２
）�

川
本
重
雄
：
寝
殿
造
の
空
間
と
儀
式
：
中
央
公
論
美
術
出
版
：

２
０
１
２

（
３
）�

仲
隆
裕
：
京
都
市
文
化
財
ブ
ッ
ク
ス
第
五
集　

京
都
の
庭
園
―
遺
跡
に

み
る
平
安
時
代
の
庭
園
：
京
都
市
文
化
観
光
局
文
化
部
文
化
財
保
護
課
：

１
９
９
０

家
原
圭
太
：
平
安
京
の
邸
宅
分
布
と
園
池
：
古
代
文
化　

第
六
十
八
巻
第

三
号
：
公
益
財
団
法
人
古
代
学
協
会
：
２
０
１
６

（
４
）�

飛
田
範
夫
：
日
本
庭
園
の
植
栽
史
：
京
都
大
学
学
術
出
版
会
：

２
０
０
２

（
５
）�
倉
本
一
宏
：
講
談
社
学
術
文
庫 

藤
原
道
長
「
御
堂
関
白
記
」（
上
）
前

現
代
語
訳
：
２
０
０
９

（
６
）
年
中
行
事
絵
巻
（
国
立
国
会
図
書
館
蔵
）

（
７
）�

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
編
：
小
学
館
国
語
大
辞
典
第
二

版　

第
十
巻
：
２
０
０
１
、５
４
４
頁
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（
８
）�

上
原
敬
二
編
：
造
園
古
書
叢
書　

山
水
並
野
形
図
・
作
庭
記
：
加
島
書
店
：

１
９
８
２

（
９
）�
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
：
国
史
大
辞
典
第
九
巻
：

１
９
８
８
、８
０
１
頁

（
１
０
）�

日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
編
集
委
員
会
編
：
小
学
館
国
語
大
辞
典
第

二
版　

第
十
三
巻
：
２
０
０
２
、１
５
１
―
５
２
頁

（
１
１
）�

小
学
館
国
語
大
辞
典
第
二
版　

第
六
巻
：
２
０
０
１
、１
０
０
３
―

０
４
頁 

（
１
２
）�

安
部
敏
子
：
講
談
社
学
術
文
庫 

伊
勢
物
語
（
下
）
全
訳
注
：

１
９
７
９

（
１
３
）�

財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
：
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研

究
所
発
掘
調
査
報
告
２
０
０
５
―
２　

平
安
京
右
京
五
条
三
坊
三
町

跡
：
２
０
０
５
、５
頁

（
１
４
）�「
邸
宅
跡
は
五
町
の
東
寄
り
四
分
の
三
を
占
め
る
。
邸
宅
内
は
柵
で

南
北
に
二
分
し
、
南
に
主
要
な
殿
舎
を
、
北
に
雑
舎
を
配
す
る
。
主

要
殿
舎
は
、
正
殿
を
中
心
に
し
て
、
東
・
西
・
北
の
三
方
に
対
屋
四

棟
が
建
つ
。
北
と
東
の
対
屋
は
廊
で
結
ぶ
。
正
殿
と
北
の
殿
舎
は
中

心
を
南
北
に
揃
え
て
並
ぶ
。
東
西
の
殿
舎
は
、
そ
の
中
心
線
に
対

し
、
非
対
称
の
配
置
で
あ
る
。
正
殿
と
南
の
六
条
大
路
と
の
空
間
は

狭
く
、
そ
こ
に
池
は
作
っ
て
い
な
い
。」（
財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文

化
財
研
究
所
編
：
昭
和
六
十
二
年
度
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
：

１
９
９
１
、５
３
頁
）

（
１
５
）『
源
氏
物
語
』
の
「
若
紫
」
巻

（
１
６
）�「（
承
明
）
門
の
北
側
は
紫
宸
殿
南
庭
に
あ
た
り
、
こ
こ
で
は
白
化
粧

土
（
花
崗
岩
・
チ
ャ
ー
ト
・
砂
岩
の
荒
砂
）
が
２
層
確
認
で
き
た
」（
財

団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
：
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究

所
発
掘
調
査
報
告
書
十
三
冊　

平
安
宮
Ⅰ
：
１
９
９
５
、５
１
頁
）

（
１
７
）�「
３
区
の
平
安
時
代
中
期
後
半
か
ら
後
期
の
遺
構
面
に
お
も
て
、
島
を

伴
う
遣
水
（
Ｓ
Ｇ
１
）
と
大
小
の
景
石
で
構
成
さ
れ
て
い
る
庭
園
、

そ
の
南
側
で
建
物
（
Ｓ
Ｂ
１
）
お
よ
び
そ
の
建
物
か
ら
北
へ
延
び
る

渡
殿
の
柱
穴
列
と
み
ら
れ
る
遺
構
群
を
検
出
し
た
。」（
財
団
法
人
京

都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
：
昭
和
６
２
年
度
京
都
市
埋
蔵
文
化
財

調
査
概
要
：
１
９
９
１
、２
３
―
３
０
頁
）

（
１
８
）�「
今
回
検
出
し
た
園
池
遺
構
は
、
古
代
庭
園
史
に
お
け
る
こ
れ
ら
の

空
白
時
期
を
埋
め
る
唯
一
の
資
料
と
し
て
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
、
園
池
だ
け
で
は
な
く
周
辺
に
配
置
さ
れ
た
建
物
群
や

植
栽
の
様
相
も
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
、
園
池
を
と
り
ま
く
空
間
構

成
を
復
元
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
園
池
を
と
り
ま
く
空
間
に

は
、
自
然
景
観
を
意
識
し
た
植
栽
群
と
と
も
に
様
々
な
儀
礼
空
間
が

配
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
は
建
物
群
と
一
体
と
な
っ
て
庭
園
全
体

を
構
成
す
る
。
こ
の
邸
宅
で
は
園
池
の
西
に
は
池
と
一
体
と
な
っ
た

主
殿
ク
ラ
ス
の
建
物
群
が
建
て
ら
れ
、東
に
は
広
い
「
庭
（
お
ほ
ば
）」

と
南
北
廊
を
伴
う
建
物
群
と
対
象
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
建
物
群
の
配
置
は
南
面
を
指
向
せ
ず
、
園
池
を
挟
ん
で
東
西
に
展

開
す
る
事
実
も
重
要
な
所
見
と
い
え
る
。」（「
財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵

文
化
財
研
究
所
編
：
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
発
掘
調
査
報
告
書

二
十
一
冊　

右
京
三
条
二
坊
十
五
・
十
六
町
跡
―
齋
宮
の
邸
宅
跡
―
」：

２
０
０
２
、１
６
４
―
６
５
頁

（
１
９
）�「
４
時
期
に
わ
た
る
池
跡
（
Ｓ
Ｇ
１
―
Ａ
―
Ｄ
）
と
そ
れ
に
伴
う
庭
石
・

柱
穴
列
な
ど
、
平
安
時
代
の
庭
園
跡
と
考
え
ら
れ
る
遺
構
を
検
出
し
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た
。」（
財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
：
昭
和
五
十
六
年

度
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要（
発
掘
調
査
編
）：
１
９
９
１
、９
頁
）

（
２
０
）�「
池
底
で
は
拳
大
の
河
原
石
を
一
部
検
出
し
た
が
、
全
体
と
し
て
敷
き

つ
め
た
も
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
の
遺
構
と
し
て

は
、
１
２
ｍ
地
点
か
ら
１
７
ｍ
地
点
に
か
け
て
、
幅
５
ｍ
深
さ
５
０

ｃ
ｍ
程
の
流
路
を
検
出
し
た
。」（
財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研

究
所
編
：
昭
和
五
十
八
年
度
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
（
発
掘

調
査
編
）：
１
９
８
５
、１
６
５
―
６
６
頁
）

（
２
１
）�「
今
回
実
施
し
た
調
査
に
お
い
て
注
目
さ
れ
る
成
果
の
一
つ
に
、
賀
陽

親
王
の
邸
宅
に
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る
園
池
を
発
見
し
た
こ
と
で
あ

る
。
昭
和
５
６
年
度
に
行
っ
た
調
査
以
来
、
藤
原
頼
通
が
造
営
し
た

高
陽
院
の
園
池
や
そ
の
後
の
庭
園
遺
構
は
調
査
し
て
い
る
が
、
そ
れ

以
前
の
庭
園
遺
構
の
検
出
は
初
め
て
で
あ
る
。
第
５
面
の
苑
池
は
賀

陽
親
王
の
頃
と
考
え
て
い
る
。
第
３
面
は
、
延
喜
５
年
（
９
０
５
）

の
焼
亡
以
降
に
再
建
さ
れ
た
高
陽
院
の
庭
園
遺
構
で
は
な
い
か
と
思

わ
れ
る
。」（
財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
編
：
昭
和
６
２

年
度
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
調
査
概
要
：
１
９
９
３
、１
３
―
５
頁
）

（
２
２
）�「
第
２
遺
構
面
の
庭
園
遺
構
は
、
園
池
、
景
石
な
ど
か
ら
な
る
。
景
石

の
掘
形
を
直
接
覆
う
化
粧
敷
の
粗
砂
層
出
土
の
土
器
型
式
か
ら
、
藤

原
頼
道
の
邸
宅
で
、
た
び
た
び
里
内
裏
と
し
て
使
用
さ
れ
た
高
陽
院

庭
園
の
一
部
で
あ
る
。
建
物
跡
は
検
出
し
て
い
な
い
。」（
前
掲
書
、

１
６
頁
）

（
２
３
）�「
平
安
時
代
中
期
の
遺
構
と
し
て
昭
和
６
３
年
に
検
出
し
て
い
た
園
池

洲
浜
の
続
き
を
検
出
し
て
い
る
。
昭
和
６
３
年
度
の
園
池
洲
浜
は
、

南
北
方
向
で
北
端
部
で
若
干
東
に
曲
が
っ
て
い
た
が
、
今
回
検
出
し

［参考写真３］屋戸

［参考写真４］島

［参考写真１］南庭

［参考写真２］坪
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第
３
節　

�「
一
遍
上
人
絵
伝
」
に
み
る
建
物
と
庭
へ
の
意
識
の
相
互
関
係

第
１
項　

絵
画
資
料
に
み
る
過
去
の
人
々
に
お
け
る
実
践
の
意
志

　

歴
史
資
料
に
基
づ
く
実
践
知
の
学
と
し
て
、「
人
間
の
行
為
や
振
る
舞
い
を

通
し
て
時
制
を
そ
の
枠
組
み
と
し
て
意
識
し
続
け
る
」
こ
と
の
意
味
を
、
絵
図

の
な
か
に
描
か
れ
た
建
物
と
庭
と
の
相
互
関
係
に
も
と
づ
き
、
掘
り
下
げ
て
検

討
し
て
み
た
い
。
一
見
こ
れ
は
、〝
俯
瞰
的
・
傍
観
的
思
弁
〟
の
記
述
と
同
様

で
あ
る
が
、
こ
の
試
み
は
、
庭
・
建
物
へ
の
客
体
化
を
避
け
、
過
去
の
人
々
に

お
け
る
庭
・
建
物
に
関
わ
る
意
識
と
現
世
の
人
々
の
意
識
と
の
照
合
に
努
め
る

点
で
相
違
す
る
。

　

土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
絵
図
が
参
照
さ
れ
る
事
例
が
あ
る
（
１
）（
２
）。

と
く
に
鎌
倉
・
室
町
期
の
庭
の
研
究
に
お
い
て
は
、
そ
の
現
存
事
例
と
発
掘
調

査
事
例
が
比
較
的
す
く
な
い
こ
と
か
ら
、
絵
図
に
お
け
る
庭
の
描
写
が
重
要
視

さ
れ
て
き
た
。
そ
の
場
合
に
焦
点
が
置
か
れ
る
の
は
、
必
ず
と
い
っ
て
造
り
庭

で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
実
際
の
絵
図
の
描
写
に
お
い
て
は
、
庭
だ
け
が
描
か
れ

て
い
る
こ
と
が
殆
ど
な
く
、
そ
れ
ら
の
描
写
の
中
に
は
、
山
川
や
道
、
建
物
、

工
作
物
な
ど
が
何
の
隔
た
り
も
な
く
描
か
れ
て
い
る
。従
来
の
庭
の
研
究
で
は
、

そ
れ
ら
の
事
柄
に
対
し
て
は
積
極
的
に
言
及
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
多
く
の
場
合

は
庭
の
姿
形
な
ど
の
説
明
だ
け
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
と
し
て
内
容
の
乏
し
い

記
述
に
終
始
し
て
き
た
。

　

本
来
、
庭
に
建
物
が
伴
い
、
建
物
が
あ
る
土
地
に
庭
が
あ
る
の
は
、
実
践
的

世
界
に
お
け
る
自
明
の
事
実
で
あ
る
。
さ
ら
に
建
物
内
に
も
土
間
と
い
う
か
た

ち
で
庭
が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
の
実
生
活
の
範
囲
で
は
、
庭
と
建

物
を
区
別
す
る
必
然
性
は
な
い
。
少
な
く
と
も
前
科
学
的
に
は
、
庭
と
建
物
は

住
ま
い
の
一
環
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
近
代
以
前
の
庭
と
建
物
を
近
代
以
降
の

科
学
の
見
地
や
定
義
で
分
析
す
る
こ
と
は
原
理
的
に
矛
盾
し
て
い
る
。
言
い
換

え
る
と
庭
の
科
学
研
究
は
、
住
ま
い
の
一
環
で
あ
る
建
物
を
念
頭
に
置
い
て
実

施
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
り
、
逆
に
建
物
を
指
標
に
庭
の
歴
史
的
実
態
を
導

き
出
す
こ
と
さ
え
可
能
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
本
節
は
、
絵
図
に
お
け
る
建
物

の
周
り
の
描
写
に
庭
の
実
態
を
見
出
す
こ
と
の
試
み
で
も
あ
る
。

　

研
究
の
題
材
と
し
て
は
、
そ
の
描
写
の
内
容
と
文
献
資
料
と
の
照
合
に
よ
っ

て
、
中
世
の
生
活
実
態
が
正
確
に
描
か
れ
て
い
る
と
の
評
価
が
あ
る
「
一
遍
上

人
絵
伝
」
を
用
い
る
。
同
絵
巻
は
、
時
宗
の
開
祖
で
あ
る
一
遍
（
１
２
３
９
―

８
９
）
の
遊
行
に
費
や
さ
れ
た
生
涯
を
描
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
便
宜
上
本
稿

で
は
、
現
在
に
伝
わ
る
何
種
か
の
絵
巻
の
う
ち
、
聖
戒
本
を
掲
載
し
た
『
日
本

の
絵
巻
二
十　

一
遍
上
人
絵
伝
』（
３
）
を
用
い
る
。
最
初
に
、
同
絵
巻
に
お
け

る
描
写
か
ら
建
物
を
識
別
で
き
る
箇
所
を
抽
出
し
、
描
画
そ
の
も
の
と
併
記
さ

れ
て
い
る
文
面
に
依
拠
し
て
一
旦
そ
れ
を
文
章
化
し
、
そ
れ
ら
の
箇
所
が
指
し

示
す
土
地
の
所
在
、
立
地
の
意
味
ご
と
に
整
理
す
る
。
次
に
、
そ
れ
ら
描
画
上

の
土
地
で
行
わ
れ
て
い
る
人
々
の
行
為
の
意
味
の
分
析
を
通
し
て
、
鎌
倉
期
の

人
々
に
お
け
る
庭
に
向
け
ら
れ
た
意
志
の
一
端
の
解
明
を
試
み
る
。

第
２
項　

特
定
の
建
物
の
描
写
が
識
別
で
き
る
土
地
・
建
物

　
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
に
は
、
諸
国
を
遊
行
し
た
一
遍
の
行
動
に
伴
っ
て
数
多

く
の
建
物
が
描
写
さ
れ
て
い
る
。
同
絵
巻
の
描
写
に
お
い
て
識
別
で
き
る
特
定

の
建
物
は
、地
域
別
に
掲
出
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
各
地
域
と
土
地
・

建
物
の
名
称
の
後
に
付
し
た
ペ
ー
ジ
番
号
は
、『
日
本
の
絵
巻
二
十　

一
遍
上

人
絵
伝
』
に
対
応
し
て
い
る
。

（
１
）
東
北
・
関
東
甲
信
越

　

陸
奥
国
（
現
在
の
福
島
県
）
で
は
白
河
関
と
関
の
明
神
（
１
２
６
―
２
７
頁
）

が
描
か
れ
て
い
る
。
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下
野
国
（
現
在
の
栃
木
県
）
で
は
小
野
寺
（
１
２
２
―
２
３
頁
）
が
描
か
れ

て
い
る
。
相
模
国
（
現
在
の
神
奈
川
県
）
で
は
片
瀬
の
館
の
御
堂
（
１
６
２
―

６
３
頁
）
が
描
か
れ
て
い
る
。
上
総
国
（
現
在
の
千
葉
県
）
で
は
生
阿
弥
陀
仏

の
往
生
院
か
ら
移
っ
た
浜
の
地
蔵
堂
（
１
６
４
―
６
５
頁
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

信
濃
国
（
現
在
の
長
野
県
）
で
は
善
光
寺
境
内
（
２
５
―
５
頁
）・
小
田
切
里

の
武
士
の
館
（
１
１
２
―
１
３
頁
）・
佐
久
郡
の
大
井
太
郎
の
屋
敷
（
１
１
６

―
１
８
頁
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
２
）
中
部
・
近
畿

　

伊
豆
国
（
現
在
の
静
岡
県
）
で
は
三
島
社
（
１
４
９
―
５
２
頁
）
が
描
か
れ

て
い
る
。
尾
張
国
（
現
在
の
愛
知
県
）
で
は
甚
目
寺
（
１
６
７
―
６
９
頁
）
が

描
か
れ
て
い
る
。伊
勢
国（
現
在
の
三
重
県
）で
は
津
の
九
輩
九
品
の
道
場（
７
９

―
８
２
頁
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

近
江
国
（
現
在
の
滋
賀
県
）
で
は
関
寺
（
１
７
７
―
８
０
頁
）
が
描
か
れ

て
い
る
。
山
城
国
で
は
平
等
寺
（
因
幡
堂
）（
１
０
３
―
０
５
頁
）・
釈
迦
堂

（
１
８
５
―
８
７
頁
）・
空
也
上
人
の
遺
跡
市
屋
の
道
場
（
１
９
４
―
９
５
頁
）・

桂
の
道
場
（
２
０
０
―
０
１
頁
）・
石
清
水
八
満
宮
（
２
３
４
―
３
５
頁
）・
淀

の
上
野
の
里
の
桶
屋
（
２
３
８
―
３
９
頁
）・
丹
波
国
で
は
穴
生
寺
（
２
０
４

―
０
５
）、
久
美
の
浜
（
２
１
０
、２
１
２
―
１
３
頁
）
が
描
か
れ
て
い
る

（
以
上
、
現
在
の
京
都
府
）。
摂
津
国
で
は
天
王
寺
（
４
９
―
５
２
、２
２
０

―
２
１
、２
４
５
―
４
６
頁
）、
河
内
国
で
は
聖
徳
太
子
の
廟
所
（
２
２
６
―

２
７
）
が
描
か
れ
て
い
る
（
以
上
、
現
在
の
大
阪
府
）。
大
和
国
（
現
在
の

奈
良
県
）
で
は
当
麻
寺
の
曼
荼
羅
堂
（
２
３
０
―
３
１
頁
）
が
描
か
れ
て
い

る
。
摂
津
国
で
は
兵
庫
の
輪
田
泊
（
３
０
２
―
０
３
頁
）・
観
音
堂
（
３
１
１

―
３
１
４
、３
１
７
―
１
９
、３
２
３
―
２
４
、３
２
９
―
３
８
頁
）、
但
馬
国
で

は
久
美
（
２
１
１
頁
）、
播
磨
国
で
は
印
南
野
の
教
信
寺
（
２
４
８
―
４
９
頁
）

と
書
写
山
円
教
寺
（
２
５
７
―
５
８
頁
）、
淡
路
国
で
は
二
の
宮
（
２
９
４
―

９
５
頁
）
と
志
筑
の
天
神
社
（
２
９
７
―
３
０
０
頁
）
が
描
か
れ
て
い
る
（
現

在
の
兵
庫
県
）。
紀
伊
国
（
現
在
の
和
歌
山
県
）
で
は
高
野
山
の
堂
舎
（
５
７

―
８
頁
）・
高
野
山
の
山
奥
の
院
（
６
０
頁
）・
熊
野
新
宮
（
６
７
頁
）・
那
智

社
（
６
９
頁
）・
熊
野
本
宮
（
７
２
―
３
頁
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

（
３
）
四
国
・
西
日
本
・
九
州

　

備
前
国
で
は
華
台
上
人
の
僧
房
（
８
―
９
頁
）・
三
輩
九
品
の
道
場
（
７
９

―
８
２
頁
）・
備
前
国
藤
井
の
政
所
の
邸
（
９
６
―
７
頁
）・
福
岡
の
市
（
９
８

―
１
０
０
頁
）、
美
作
国
で
は
一
の
宮
の
殿
舎
（
２
１
６
―
１
７
頁
）、
備
中
国

で
は
教
願
の
住
房
（
２
６
４
―
６
５
頁
）
が
描
か
れ
て
い
る
（
以
上
、
現
在
の

岡
山
県
）。
備
後
国
で
は
一
ノ
宮
（
２
６
６
―
７
０
頁
）、
安
芸
国
で
は
厳
島
社

（
２
７
１
―
７
４
頁
）
が
描
か
れ
て
い
る
（
以
上
、
現
在
の
広
島
県
）。

　

伊
予
国
（
現
在
の
愛
媛
県
）
で
は
、
一
遍
の
生
家
（
６
―
７
頁
）・
某
寺
の

僧
房
と
板
葺
き
の
民
家
（
１
７
―
９
頁
）・
窪
寺
の
庵
室
（
２
４
―
５
頁
）・
菅

生
寺
の
岩
屋(

頁
３
８
―
９)

・
窪
寺
近
く
の
民
家
（
４
４
―
５
頁
）・
桜
井
の

あ
る
里
の
庵
室
（
４
６
―
７
頁
）・
大
山
祇
神
社
（
２
８
２
―
８
５
頁
）
が
描

か
れ
て
い
る
。

　

筑
前
国
（
現
在
の
福
岡
県
）
で
は
太
宰
府
の
聖
達
上
人
の
僧
房
（
１
２
―
４

頁
）・
聖
達
上
人
禅
室
の
湯
屋
（
８
３
―
４
頁
）・
武
士
の
館
（
８
７
―
８
頁
）

が
描
か
れ
て
い
る
。
大
隅
国（
現
在
の
鹿
児
島
県
）で
は
大
隅
正
八
幡
宮（
９
０

―
１
頁
）
が
描
か
れ
て
い
る
。

第
３
項　

特
定
の
土
地
に
お
け
る
建
物
周
辺
の
描
写
の
記
述

　

識
別
の
仕
方
に
よ
っ
て
件
数
の
誤
差
は
生
じ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、「
一
遍

上
人
絵
伝
」
で
は
二
十
五
ヶ
国
に
お
け
る
五
十
二
箇
所
で
の
建
物
の
描
写
が
確
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認
さ
れ
た
。
そ
れ
で
は
以
下
、
前
述
の
描
写
の
う
ち
そ
の
一
部
を
抽
出
し
、
住

居
・
神
社
境
内
・
寺
院
境
内
ご
と
の
建
物
周
囲
の
描
写
を
文
章
化
す
る
と
と
も

に
、
別
途
、
踊
り
・
舞
の
舞
台
と
池
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

（
１
）
住
居

　

窪
寺
の
庵
室
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
１
）、
山
中
の
竹
や
ぶ
と
樹
林
に

囲
ま
れ
た
中
に
谷
川
が
流
れ
る
一
画
に
、
梁
行
三
間
、
桁
間
二
間
の
板
屋
が
建

つ
。
そ
の
板
屋
に
は
敷
地
が
小
さ
く
平
坦
な
前
庭
が
備
え
付
い
て
い
る
。

　

菅
生
寺
の
岩
屋
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
２
）、
下
手
に
板
屋
根
の
別
棟

を
見
下
ろ
す
岩
山
の
上
に
、
梁
行
三
間
、
桁
間
二
間
で
檜
皮
葺
き
の
不
動
堂
と
、

格
子
の
柱
に
よ
っ
て
架
空
構
造
と
な
っ
て
い
る
梁
行
二
間
、
桁
間
一
間
で
板
屋

根
の
仙
人
堂
が
建
つ
。
谷
間
で
遮
ら
れ
た
双
方
の
建
物
は
、
梯
子
に
よ
っ
て
連

絡
し
て
い
る
。
不
動
堂
と
仙
人
堂
の
裏
手
は
断
崖
絶
壁
、
前
面
は
急
勾
配
の
谷

地
形
と
な
っ
て
お
り
、比
較
的
平
坦
な
箇
所
と
一
部
崖
面
に
樹
木
が
み
ら
れ
る
。

　

伊
予
国
桜
井
の
あ
る
里
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
３
）、
田
園
風
景
の
中

に
一
宇
の
庵
室
が
描
か
れ
て
い
る
。
梁
間
三
間
、
桁
行
二
間
の
草
葺
の
暗
室
の

前
方
に
は
、
敷
地
が
小
さ
く
平
坦
な
前
庭
が
備
え
付
い
て
い
る
。

　

片
瀬
の
館
の
御
堂
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
４
）、
御
堂
の
三
方
に
仮
設

の
板
庇
を
設
け
、
地
面
へ
直
接
板
を
敷
い
た
と
こ
ろ
に
一
遍
ら
が
着
座
し
て
い

る
。
そ
の
周
囲
に
は
一
遍
を
慕
う
人
々
が
庭
上
に
着
座
し
、
ま
た
そ
の
一
画
に

は
輿
が
一
丁
停
留
し
て
い
る
。

　

筑
前
国
の
武
士
の
館
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
５
）、
木
製
の
塀
に
開
か

れ
た
表
門
と
主
屋
の
前
に
あ
る
庭
上
に
立
っ
て
、
館
の
主
人
が
一
遍
の
念
仏
を

聞
い
て
い
る
。
主
屋
の
縁
先
の
庭
上
に
は
、
三
名
の
武
士
が
庭
上
に
着
座
し
、

そ
の
直
ぐ
側
に
台
架
を
設
け
、
鷹
が
飼
わ
れ
て
い
る
情
景
が
描
か
れ
て
い
る
。

付
属
屋
の
縁
先
に
は
、
二
匹
の
犬
が
寝
そ
べ
っ
て
い
る
。

［図１］「一遍上人絵伝」窪寺の庵室

［図２］「一遍上人絵伝」菅生寺の岩屋
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［図３］「一遍上人絵伝」伊予国桜井のある里

［図４］「一遍上人絵伝」片瀬の館の御堂

［図５］「一遍上人絵伝」筑前国の武士の館

［図６］「一遍上人絵伝」熊野新宮
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（
２
）
神
社
境
内

　

熊
野
新
宮
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
６
）、
三
方
に
楼
門
を
開
く
回
廊
で

囲
ま
れ
た
境
内
の
奥
側
に
桁
行
十
間
、
梁
間
四
間
の
礼
殿
を
最
大
と
す
る
社
殿

が
六
棟
並
列
し
、
そ
の
前
方
に
は
玉
砂
利
と
み
ら
れ
る
描
写
が
な
さ
れ
た
庭
が

設
け
ら
れ
て
い
る
。
庭
内
で
は
、
二
組
の
法
体
の
人
が
そ
れ
ぞ
れ
四
名
か
ら
六

名
の
取
り
巻
き
と
と
も
に
、
社
殿
に
向
か
っ
て
着
座
し
て
い
る
。

　

熊
野
本
宮
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
７
）、
社
殿
群
を
内
包
す
る
回
廊
が

中
央
で
仕
切
ら
れ
て
お
り
、
画
面
左
右
ど
ち
ら
の
社
殿
の
前
庭
と
も
玉
砂
利
が

敷
か
れ
た
よ
う
な
描
写
が
あ
る
。
画
面
左
側
の
本
殿
の
前
庭
で
は
、
庭
上
に
立

て
ら
れ
た
案
の
前
で
仏
僧
が
弊
を
持
っ
て
拝
ん
で
お
り
、
そ
の
周
囲
に
は
参
詣

の
男
女
が
着
座
し
て
い
る
。

　

一
の
宮
の
殿
舎
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
８
）、
四
方
を
回
廊
で
囲
ま
れ

前
方
に
二
階
建
て
の
楼
門
を
開
く
立
派
な
殿
舎
が
立
つ
。
楼
門
と
本
殿
の
中
央

に
は
拝
殿
が
設
け
ら
れ
、
一
遍
を
含
む
数
多
く
の
寺
僧
が
着
座
し
、
拝
殿
下
の

画
面
手
前
の
庭
上
に
も
数
多
く
の
人
々
が
着
座
し
て
い
る
。
ま
た
、
画
面
奥
の

庭
上
に
は
、釜
屋
が
設
け
ら
れ
、本
殿
の
周
囲
に
は
犬
を
防
ぐ
た
め
の
蔀
が
立
っ

て
い
る
。

　

石
清
水
八
満
宮
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
９
）、
回
廊
に
囲
ま
れ
た
本
社

三
殿
と
幣
殿
・
舞
殿
等
に
よ
っ
て
庭
が
分
断
さ
れ
て
お
り
、
拝
殿
内
と
そ
の
脇

の
庭
に
着
座
し
て
寺
僧
が
礼
拝
し
て
い
る
。

（
３
）
寺
院
境
内

　

善
光
寺
境
内
の
全
景
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
１
０
）、
仁
王
門
を
も
つ

土
塀
に
よ
る
外
郭
と
四
足
の
中
門
を
も
つ
築
地
塀
に
よ
る
内
郭
が
み
ら
れ
、
双

方
の
門
の
間
に
五
重
塔
が
位
置
す
る
。
塀
建
物
沿
い
に
は
針
葉
・
落
葉
樹
が
植

え
ら
れ
て
い
る
。
内
郭
に
は
、
中
門
か
ら
距
離
を
置
い
て
桁
行
七
間
、
梁
間
二

［図７］「一遍上人絵伝」熊野本宮

［図８］「一遍上人絵伝」
　　　　一の宮の殿舎
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［図９］「一遍上人絵伝」石清水八満宮

［図１０］「一遍上人絵伝」善光寺境内

［図１１］「一遍上人絵伝」高野山の堂舎
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間
以
上
の
本
堂
が
建
ち
、
そ
の
裏
側
の
郭
外
に
鐘
楼
や
鎮
守
社
が
建
つ
。
土
塀

と
築
地
塀
と
の
内
側
の
土
地
で
は
、
参
詣
の
人
々
が
ま
ば
ら
に
歩
い
て
い
る
情

景
が
み
ら
れ
る
。

　

高
野
山
の
堂
舎
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
１
１
）、
桁
行
七
間
、
梁
間
五

間
の
金
堂
を
は
じ
め
と
す
る
建
物
が
雁
行
し
て
並
び
立
つ
情
景
が
描
か
れ
て
い

る
。
そ
の
う
ち
画
面
右
手
に
位
置
す
る
桁
行
五
間
、
梁
間
三
間
の
建
物
の
傍
に

柵
で
囲
ま
れ
た
高
木
が
あ
る
以
外
、
建
物
周
辺
に
は
樹
木
は
植
え
ら
れ
て
お
ら

ず
、
一
定
の
距
離
を
持
っ
て
山
裾
に
樹
木
が
立
ち
並
ん
で
い
る
。
前
述
の
善
光

寺
の
よ
う
に
境
内
域
が
塀
で
囲
繞
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
自
然
の
丘
陵
や
前
述

の
樹
木
が
境
内
の
限
界
と
な
っ
て
い
る
。

（
４
）
踊
り
・
舞
の
舞
台

　

小
田
切
里
の
武
士
の
館
の
描
写
で
は
（
図
１
２
）、
そ
の
主
屋
の
前
庭
で
踊

り
念
仏
が
行
わ
れ
て
い
る
。
踊
り
念
仏
の
情
景
は
浜
の
地
蔵
堂
の
描
写
で
も
行

わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
場
面
で
は
板
屋
の
高
舞
台
の
中
で
念
仏
踊
り
が
興
行
さ

れ
て
い
る
。

　

伊
予
国
大
山
祇
神
社
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
１
３
）、
拝
殿
の
広
い
前

庭
の
一
画
に
、
法
楽
の
舞
楽
を
演
奏
す
る
た
め
の
石
の
舞
台
が
設
け
ら
れ
て
い

る
。

　

備
後
国
一
ノ
宮
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
１
４
）、
桁
行
七
間
、
梁
間
三

間
で
欄
干
と
階
を
も
つ
本
殿
と
桁
行
三
間
、
梁
間
三
間
の
拝
殿
に
挟
ま
れ
た
前

庭
に
舞
台
が
設
け
ら
れ
、
金
兜
と
鎧
を
身
に
ま
と
っ
た
楽
人
に
よ
る
舞
楽
が
催

さ
れ
て
い
る
。
庭
内
の
建
物
周
り
に
は
ま
ば
ら
に
樹
木
が
配
さ
れ
、
そ
の
下
に

着
座
し
て
い
る
参
詣
者
が
い
る
。
庭
の
一
面
に
は
、
幔
幕
が
張
ら
れ
た
幄
舎
が

少
し
間
を
開
け
て
二
棟
建
て
ら
れ
、
中
に
は
大
太
鼓
と
金
太
鼓
が
置
か
れ
て
い

る
。

［図１２］「一遍上人絵伝」小田切里の武士の館

［図１３］「一遍上人絵伝」伊予国大山祇神社
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［図１４］「一遍上人絵伝」備後国一ノ宮

［図１５］「一遍上人絵伝」厳島社

［図１６］「一遍上人絵伝」三輩九品の道場
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厳
島
社
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
１
５
）、
本
社
と
拝
殿

の
前
方
で
、
海
上
に
建
つ
回
廊
の
中
央
に
設
け
ら
れ
た
舞
台
の

上
で
巫
女
た
ち
に
よ
る
妓
女
の
舞
が
行
わ
れ
て
い
る
。
舞
台
は

中
央
で
二
本
の
平
橋
に
よ
っ
て
回
廊
と
接
続
し
て
お
り
、
二
つ

に
区
切
ら
れ
た
前
庭
は
海
面
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
池

　

三
輩
九
品
の
道
場
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
１
６
）、
桁

行
三
間
、
梁
間
三
間
の
本
堂
の
す
ぐ
脇
に
所
々
に
護
岸
石
が
配

さ
れ
た
池
が
穿
た
れ
て
い
る
。
本
堂
と
廊
の
間
に
は
、
木
製
の

反
橋
が
架
け
ら
れ
、
そ
の
下
方
は
滝
流
れ
と
な
り
奇
石
が
数
多

く
据
え
ら
れ
る
、
そ
の
周
囲
に
は
、
ま
ば
ら
に
樹
木
が
配
さ
れ

て
い
る
。
建
物
の
縁
と
庭
上
に
腰
掛
け
た
一
部
の
人
々
は
、
池

を
眺
め
て
い
る
。
池
の
描
写
は
、
そ
の
他
の
場
面
で
も
み
ら
れ

る
。

　

京
都
の
平
等
寺
（
因
幡
堂
）
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図

１
７
）、
梁
間
七
間
の
堂
の
南
庇
と
そ
の
前
庭
が
描
か
れ
て
い

る
。
前
庭
は
御
堂
と
同
程
度
の
広
さ
を
も
つ
平
坦
地
で
あ
り
、

柳
な
ど
の
樹
木
が
配
さ
れ
た
周
縁
に
は
鐘
楼
や
層
等
が
建
ち
、

石
積
護
岸
に
よ
る
方
形
の
池
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
三
島
社
を

描
写
し
た
場
面
で
は
、
一
の
鳥
居
と
二
の
鳥
居
と
の
間
に
神
池

が
あ
り
、
中
島
を
挟
ん
で
手
前
に
反
橋
、
奥
に
平
橋
が
架
け
ら

れ
て
い
る
。
数
多
く
の
参
詣
者
は
、
朱
塗
り
で
擬
宝
珠
の
付
い

た
そ
れ
ら
の
橋
を
渡
り
、
社
殿
へ
と
向
か
っ
て
い
る
。

　

天
王
寺
の
金
堂
を
描
写
し
た
場
面
で
は
（
図
１
８
）、
講
堂

と
六
時
堂
と
の
間
に
蓮
池
が
穿
た
れ
て
い
る
。

［図１７］「一遍上人絵伝」平等寺（因幡堂）

［図１８］「一遍上人絵伝」天王寺の金堂
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第
４
項　

鎌
倉
期
の
人
々
に
お
け
る
庭
に
向
け
た
意
識
の
解
明

　
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
で
は
、
北
は
陸
奥
国
か
ら
南
は
大
隅
国
の
広
範
囲
に
わ

た
る
十
六
年
間
も
の
一
遍
に
よ
る
遊
行
の
行
程
が
描
か
れ
て
い
る
。
同
絵
巻
の

描
写
は
、
一
遍
が
見
た
光
景
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
そ
の
没
後
十
年
に
あ
た

る
正
安
元
年
（
１
２
９
９
）
に
一
遍
の
弟
子
の
一
人
で
あ
る
聖
戒
ら
に
よ
っ
て

作
成
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
時
代
の
人
々
の
観
点
や
価
値
観
が
反
映
さ
れ
て
い

る
。
換
言
す
る
と
現
世
の
わ
れ
わ
れ
は
、
同
絵
巻
の
描
写
や
そ
の
他
資
料
か
ら

読
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
同
時
代
の
人
々
の
限
ら
れ
た
範
囲
に
お
け
る
観
点
や

価
値
観
を
、
現
在
の
土
地
や
現
世
の
生
活
行
動
と
重
ね
あ
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
約
七
百
年
の
期
間
を
経
て
意
志
疎
通
を
図
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
論
で
述
べ
る
鎌
倉
期
の
人
々
に
お
け
る
庭
に
向
け
た
意
識
は
、
一
般
性
や

普
遍
性
を
も
つ
も
の
で
は
な
く
、
か
つ
て
一
遍
と
そ
の
周
囲
の
人
々
が
行
動
し

た
内
容
と
行
動
圏
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。
以
上
の
条
件
に
よ
っ
て
「
一
遍
上
人

絵
伝
」
に
お
け
る
建
物
周
り
の
描
写
か
ら
は
、
演
奏
・
家
畜
の
飼
育
・
休
憩
・

起
立
・
参
詣
・
参
集
・
対
話
・
着
座
・
眺
望
・
念
仏
・
念
仏
踊
り
・
舞
楽
・
歩

行
・
舞
・
礼
拝
と
い
っ
た
行
為
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
行
為

は
、
主
と
し
て
囲
繞
さ
れ
た
建
物
周
り
の
平
坦
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
周
辺
に

は
工
作
物
や
植
栽
樹
木
が
配
さ
れ
、
築
山
を
築
き
、
池
が
穿
た
れ
て
い
る
場
合

な
ど
が
あ
る
。

　
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
に
お
け
る
建
物
周
り
の
描
写
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
行
為
と
そ
れ
ら
行
為
が
行
わ
れ
た
立
地
条
件
は
、
現
世
の
わ
れ
わ
れ
の
体

験
と
の
一
貫
性
を
持
っ
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
同
絵
巻
に
描
か
れ
た
土
地
の

中
に
は
石
清
水
八
幡
宮
（
京
都
府
八
幡
市
）
の
よ
う
に
現
存
す
る
も
の
が
あ
る
。

絵
図
の
描
写
は
、
そ
の
表
現
の
全
て
に
信
憑
性
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
特

定
の
土
地
に
お
い
て
何
ら
か
の
意
志
に
も
と
づ
い
た
行
為
が
行
わ
れ
て
い
た
こ

と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
。

　

そ
れ
は
、
今
日
の
わ
れ
わ
れ
の
意
志
と
決
し
て
同
一
で
は
な
い
が
、
生
業
・

信
仰
・
芸
能
・
文
化
・
休
息
な
ど
の
点
に
お
い
て
疎
通
で
き
る
。
そ
れ
ら
の
意

志
の
働
き
が
、
建
物
周
辺
の
事
を
行
う
場
と
い
う
意
味
で
の
庭
で
行
わ
れ
て
い

た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
約
七
百
年
間
の
継
続
性
と
一
貫
性
が
認
め
ら
れ
る
。
つ

ま
り
結
果
的
に
、
あ
る
条
件
下
に
お
け
る
鎌
倉
期
の
人
々
は
、
庭
に
対
し
て
生

業
・
信
仰
・
芸
能
・
文
化
・
休
息
な
ど
の
意
志
を
向
け
て
い
た
の
で
あ
り
、
そ

の
場
の
形
態
は
、
工
作
物
や
植
栽
樹
木
を
伴
う
囲
繞
さ
れ
た
建
物
周
り
の
平
坦

地
、あ
る
い
は
築
山
が
築
か
れ
池
が
穿
た
れ
た
起
伏
地
で
あ
っ
た
。
造
り
庭（
庭

園
）
に
主
眼
を
置
い
て
は
、
以
上
の
事
柄
を
導
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

第
５
項　

�

鎌
倉
期
の
人
々
に
お
け
る
庭
に
向
け
た
意
識
と
平
安
期
以
来
の
庭
の

分
節
と
の
関
係
性

　

最
後
に
、
鎌
倉
期
の
人
々
に
お
け
る
庭
に
向
け
た
意
志
と
、
平
安
期
以
来
の

庭
の
分
節
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。
平
安
期

の
庭
は
、
大
き
く
〝
大
庭
〟・〝
坪
〟・〝
屋
戸
〟・〝
島
〟
の
四
分
節
に
大
別
さ
れ

る
（
４
）。

　
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
の
描
写
か
ら
識
別
さ
れ
る
行
為
と
前
述
の
対
応
関
係
を

分
析
す
れ
ば
、主
要
建
物
の
前
方
に
展
開
す
る
平
坦
地
〝
大
庭
〟
に
お
い
て
は
、

起
立
・
参
詣
・
参
集
・
着
座
・
念
仏
・
念
仏
踊
り
・
舞
楽
・
歩
行
・
舞
・
礼
拝
、

建
物
や
廊
の
間
に
形
成
さ
れ
る
一
画
〝
坪
〟
に
関
し
て
は
、
起
立
・
参
集
・
対

話
・
着
座
・
歩
行
、
囲
繞
さ
れ
な
い
建
物
や
廊
周
り
の
一
画
〝
屋
戸
〟
に
お
い

て
は
演
奏
・
家
畜
の
飼
育
・
休
憩
・
起
立
・
参
集
・
対
話
・
着
座
・
念
仏
・
念

仏
踊
り
・
舞
楽
・
歩
行
・
舞
・
礼
拝
、
植
栽
樹
木
と
築
山
・
池
な
ど
で
構
成
さ
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れ
る
一
画
〝
島
〟
に
関
し
て
は
、
休
憩
・
着
座
・
眺
望
・
歩
行
な
ど
が
み
ら
れ
る
。

　

な
お
、
京
都
の
四
条
大
路
の
西
の
あ
た
り
を
描
写
し
た
場
面
で
は
、
貴
族
あ

る
い
は
武
士
の
邸
宅
が
描
か
れ
て
い
る
が
、
一
部
築
地
と
潜
門
が
明
示
さ
れ
て

い
る
以
外
は
、
ほ
と
ん
ど
範
囲
に
霧
が
引
か
れ
、
樹
木
と
建
物
の
屋
根
が
断
片

的
に
見
ら
れ
る
程
度
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
そ
の
他
の
建
物
と
そ
の
周
辺
が
精
緻

に
描
写
さ
れ
て
い
る
の
と
比
較
す
る
と
顕
著
な
違
い
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
同
絵

巻
に
お
い
て
〝
坪
〟
と
し
て
識
別
で
き
る
事
例
は
、
一
の
宮
の
殿
舎
や
石
清
水

八
幡
宮
な
ど
僅
少
で
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
「
年
中
行
事
絵
巻
」
ほ
ど
の
記
述
内
容
の
豊
か
さ
に
は
欠
け

る
も
の
の
、
同
書
と
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
に
描
写
さ
れ
て
い
る
行
為
に
は
一
貫

性
と
歴
史
上
の
遡
行
性
が
認
め
ら
れ
る
。

第
３
節　

補
注

（
１
）�

小
泉
和
子
・
玉
井
哲
雄
・
黒
田
日
出
男
編
：
絵
巻
物
の
建
築
を
読
む
：

東
京
大
学
出
版
会
１
９
９
６

（
２
）�

今
江
秀
史
：「
年
中
行
事
絵
巻
」
の
描
写
に
基
づ
い
た
平
安
時
代
に
お

け
る
庭
園
の
分
類
に
関
す
る
試
論
：
日
本
庭
園
学
会
誌
第
十
七
号
：

２
０
０
７
、８
７
―
９
２
頁

（
３
）�

小
松
茂
美
編
：
日
本
の
絵
巻
二
十
一 

遍
上
人
絵
伝
：
中
央
公
論
社
：

１
９
８
８

（
４
）�

倉
田
実
編
：
王
朝
文
学
と
建
築
・
庭
園
：
竹
林
舎
：
２
０
０
７
、４
６
１

―
８
３
頁

　
　

�
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�

時
宗
の
美
術
と
文
芸
展
実
行
委
員
会
編
：
時
宗
の
美
術
と
文
芸 

― 

遊
行
聖

の
世
界
―
：
東
京
美
術
：
１
９
９
５

　

高
木
豊
：
図
説
日
本
仏
教
の
歴
史 

鎌
倉
時
代
：
佼
成
出
版
社
：
１
９
９
６

　

高
橋
修
：
一
遍
聖
人
と
聖
絵
：
岩
田
書
院
：
２
０
０
１



第
４
節　

日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
の
記
述
態
度
の
検
討

第
１
項　

土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
に
お
け
る
庭
の
研
究
の
主
旨

　
〝
に
は
〟
を
格
助
詞
の
〝
に
〟
に
係
助
詞
の
〝
は
〟
が
結
び
付
け
ら
れ
た
連

語
で
あ
る
と
い
う
事
実
は
、
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
い
て
一
見
無
関
係
の

事
柄
の
よ
う
に
思
え
る
。
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
眼
前
に
実
在
す
る
庭
に

対
し
て
、
―
〝
に
は
〟
の
語
義
で
い
う
と
こ
ろ
の
―
動
き
や
状
態
の
成
り
立
つ

状
況
を
強
調
ま
た
は
取
り
立
て
て
示
す
と
い
っ
て
も
了
承
し
づ
ら
い
。そ
れ
は
、

わ
れ
わ
れ
が
壬
生
寺
の
造
り
庭
を
訪
れ
た
時
に
、
そ
の
庭
が
実
在
し
て
い
る
の

は
自
明
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
〝
ニ
ハ
〟
の
古
語
を
辿
る
と
、
土
地
と
固
有
名
詞
と
の
関
係
は
か
な
ら
ず
し

も
一
対
で
は
な
く
、
実
践
の
条
件
に
応
じ
て
変
転
す
る
。
た
と
え
ば
「
斎
：
身

を
清
め
て
神
を
ま
つ
る
。
い
わ
う
。
も
の
い
み
す
る
」と〝
ニ
ハ
〟が
結
び
つ
き
、

「
斎
庭
」
と
い
う
熟
語
に
な
る
こ
と
で
、
あ
る
土
地
の
あ
る
状
態
が
言
表
さ
れ

る
こ
と
に
な
る
。「
一
遍
上
人
絵
伝
」の
石
清
水
八
満
宮
を
描
写
し
た
場
面
に「
斎

庭
」
が
識
別
で
き
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
神
社
の
拝
殿
内
と
そ
の
脇
の
庭
で
寺

僧
が
着
座
し
て
礼
拝
し
て
い
る
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
言
い
換

え
れ
ば
ど
こ
で
誰
が
何
を
実
践
し
て
い
る
か
に
よ
っ
て
、
あ
る
土
地
が
そ
の
他

の
土
地
と
は
異
な
る
固
有
性
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

　

む
ろ
ん
神
社
の
拝
殿
脇
に
あ
る
平
坦
地
が
〝
斎
庭
〟
で
あ
る
こ
と
は
、
た
と

え
そ
の
土
地
で
礼
拝
す
る
人
が
不
在
で
あ
っ
て
も
推
察
で
き
る
が
、
絶
対
的
に

そ
の
土
地
の
固
有
性
を
言
表
す
る
う
え
で
は
、
ど
こ
で
誰
が
何
を
実
践
し
て
い

る
か
を
直
観
す
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
科
学
の
記
述
と
し
て
厳
密
性
を
追

求
す
れ
ば
、
現
地
に
赴
く
か
写
真
を
見
る
な
ど
直
経
験
に
も
と
づ
く
資
料
を
通

じ
て
そ
の
土
地
を
直
観
し
そ
の
意
味
が
問
わ
れ
な
け
れ
ば
、
そ
こ
が
造
り
庭
で

あ
る
と
は
い
え
な
い
。
壬
生
寺
の
造
り
庭
を
訪
れ
た
際
に
、
そ
こ
が
造
り
庭
で

あ
る
こ
と
が
明
証
的
な
の
は
、
造
り
庭
が
実
在
す
る
か
ら
で
は
な
く
、
来
訪
者

の
実
践
が
そ
の
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

壬
生
寺
の
本
堂
と
客
殿
に
囲
ま
れ
た
一
画
は
、
観
光
客
に
と
っ
て
は
造
り
庭

で
あ
っ
て
も
、
子
ど
も
時
代
の
副
住
職
に
と
っ
て
は
遊
び
場
で
あ
り
、
本
堂
を

参
拝
す
る
隣
人
か
ら
す
れ
ば
本
堂
と
客
殿
の
隙
間
に
見
え
る
裏
庭
で
あ
る
。
日

常
生
活
の
実
践
で
は
、
特
定
の
土
地
に
お
け
る
庭
が
い
か
な
る
姿
形
で
あ
ろ
う

と
、
そ
の
庭
を
〝
造
り
庭
〟
な
ど
と
断
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
、
便
宜
上
そ
の
庭
を
固
定
的
に
造
り
庭

で
あ
る
と
呼
称
さ
れ
る
場
合
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
習
慣
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て

科
学
的
に
検
証
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。
庭
は
あ
る
土
地
に
お
け
る
実
践
の
条

件
に
応
じ
て
相
対
的
に
変
転
す
る
た
め
、
複
数
の
意
義
を
持
っ
て
い
る
。

　

あ
る
境
内
や
邸
宅
に
お
け
る
あ
る
人
の
実
践
で
は
、
道
具
や
工
作
物
が
介
在

す
る
。
平
安
貴
族
の
邸
宅
の
〝
大
庭
〟
は
、
物
理
的
に
は
建
物
と
渡
廊
に
囲
ま

れ
た
平
坦
地
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
道
具
や
工
作
物
が
仮
設
さ
れ
て
年
中
行
事
を

含
む
催
事
が
行
わ
れ
、
事
後
に
は
そ
れ
ら
が
撤
去
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
庭
に
な
っ
た
。
そ
の
一
画
は
、
た
と
え
庭
と
呼
称
さ
れ
な
く
と
も
催
事

に
応
じ
て
待
機
所
、
食
事
の
場
、
参
列
の
場
と
な
っ
た
。
た
と
え
ば
〝
弓
庭
〟

の
場
合
は
、
弓
を
射
る
と
い
う
人
の
実
践
に
応
じ
て
、
観
客
と
観
覧
席
、
的
、

帳
な
ど
の
他
者
や
工
作
物
、
道
具
な
ど
の
用
意
が
前
提
さ
れ
る
。
つ
ま
り
庭
の

意
味
は
、
あ
る
人
の
実
践
へ
の
意
志
を
契
機
と
し
て
、
あ
る
境
内
や
邸
宅
の
一

画
に
道
具
や
工
作
物
が
設
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
発
生
す
る
の
で
あ
る
。

　

実
践
の
構
図
と
し
て
は
、
大
庭
が
状
況
に
応
じ
て
〝
斎
庭
〟
や
弓
場
に
な
る

よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
が
、
双
方
は
実
践
の
意
志
の
抽
象
性
と
具
体
性
に
よ
っ

て
意
味
が
異
な
る
に
す
ぎ
な
い
。
大
庭
と
は
建
物
や
廊
に
囲
ま
れ
た
実
践
が
行

わ
れ
る
平
坦
地
で
あ
り
、
そ
の
語
が
言
表
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
は
漠
然
と
し
た
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実
践
の
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

わ
れ
わ
れ
は
、
建
物
や
廊
に
囲
ま
れ
た
平
坦
地
を
大
庭
と
し
て
直
接
経
験
で

き
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
一
画
が
実
践
の
可
能
性
を
含
ん
だ
土
地
で
あ
る
こ

と
を
た
ん
に
理
念
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
建
物
や
廊
に
囲
ま
れ
た
平

坦
地
の
一
画
が
斎
庭
や
弓
場
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
礼
拝
や
射
的
と
い
っ
た

直
接
経
験
が
だ
れ
か
の
実
践
を
通
じ
て
理
念
化
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
い
わ
ば
大
庭
と
斎
庭
な
ら
び
に
弓
場
は
、
互
い
に
同
様
の
条
件
下
の
土
地

に
お
い
て
、
前
者
が
具
体
的
な
実
践
を
伴
わ
な
い
理
念
で
あ
る
の
に
対
し
、
後

者
で
は
実
践
と
理
念
が
連
動
し
て
い
る
点
で
相
違
す
る
。

　

庭
の
意
味
が
直
接
経
験
と
理
念
の
関
係
性
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
、〝
露
地
〟

や
〝
造
り
庭
〟
の
よ
う
に
道
具
や
工
作
物
が
備
え
付
け
ら
れ
て
い
る
場
合
も
同

様
で
あ
る
。
露
地
は
、
逍
遥
や
鑑
賞
が
可
能
で
あ
る
が
、
基
本
的
に
は
茶
事
の

実
践
を
念
頭
に
置
い
て
工
作
物
や
道
具
が
常
設
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、
も

は
や
実
践
と
理
念
が
直
結
し
た
状
況
に
あ
る
た
め
、
わ
れ
わ
れ
と
っ
て
露
地
は

直
接
経
験
で
き
る
よ
う
に
思
え
る
。
露
地
は
、
特
定
の
条
件
下
で
道
具
や
工
作

物
が
備
え
付
け
ら
れ
た
土
地
の
一
画
に
お
い
て
、
茶
事
や
そ
の
稽
古
が
実
践
さ

れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
露
地
の
意
味
が
発
生
し
て
い
る
点
で
は
斎
庭
や
弓
場
に
近

似
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
実
践
を
伴
わ
な
い
状
況
で
は
、
大
庭
の
よ
う
に
実
践

を
伴
わ
な
い
理
念
に
留
ま
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
点
で
庭
は
、
直
接
経
験
と
理

念
と
の
関
係
性
に
お
い
て
、
両
義
性
を
も
っ
て
い
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
、
実
践
の
内
容
に
応
じ
て
境
内
や
邸
宅
の
一
画
の
設
え
が
変
換
し

な
い
露
地
や
造
り
庭
は
、
土
地
の
意
味
や
価
値
が
物
理
的
に
備
わ
っ
て
い
る
と

錯
誤
さ
れ
や
す
い
。
そ
の
結
果
、
壬
生
寺
の
本
堂
と
客
殿
に
囲
ま
れ
た
枯
滝
石

組
や
枯
池
、
築
山
を
有
す
る
一
画
が
壬
生
寺
庭
園
で
あ
る
と
い
う
固
定
観
念
が

生
ま
れ
常
態
化
す
る
。
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
そ
の
常
態
性
が

懐
疑
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
そ
の
ま
ま
受
容
さ
れ
て
き
た
。
そ
し
て
逆
説
的
に
、

そ
の
固
定
観
念
か
ら
外
れ
る
大
庭
や
斎
庭
、
弓
場
な
ど
は
、
科
学
研
究
の
範
疇

に
は
包
含
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
に
お
い
て
庭
の
研
究
の
主
旨
は
、
あ
る
境
内
や

邸
宅
な
ど
の
一
画
に
お
い
て
誰
が
何
を
実
践
し
て
き
た
か
に
つ
い
て
の
実
践
的

妥
当
性
の
解
明
と
な
る
。

第
２
項　

�

複
数
の
主
観
の
間
で
生
じ
た
内
的
な
経
験
に
お
け
る
理
念
の
記
述
の

必
要
性

　
〝
庭
〟
は
、
直
接
経
験
と
理
念
、
あ
る
い
は
心
理
的
な
面
と
物
理
的
な
面
の

双
方
を
言
表
し
て
い
る
。
そ
の
解
明
と
記
述
に
は
、
土
地
と
事
物
、
そ
し
て
意

味
や
価
値
の
関
係
性
が
視
野
に
入
れ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、

庭
が
あ
る
境
内
や
宅
地
の
一
画
と
し
て
意
味
を
も
つ
の
は
何
ら
か
の
実
践
と
道

具
や
工
作
物
が
伴
う
結
果
で
あ
り
、
人
為
と
事
物
が
介
在
し
な
い
土
地
そ
の
も

の
に
庭
と
し
て
の
意
味
や
価
値
が
発
生
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
の
事
実
は
、
庭

が
時
間
の
流
れ
に
応
じ
て
意
味
を
発
生
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
つ
ま
り
は

庭
の
本
質
が
発
生
的
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
結
果
的
に
日

常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
庭
の
本
質
が
、〝
に
〟
と
〝
は
〟
の
連
語
に
よ
る
〝
ニ

ハ
〟
が
場
所
を
強
調
す
る
と
い
う
発
生
的
な
意
味
と
符
合
し
、
歴
史
に
も
と
づ

く
語
義
が
現
今
に
お
け
る
日
常
生
活
の
実
践
の
意
味
を
裏
付
け
て
い
る
。

　

庭
の
発
生
が
境
内
や
宅
地
な
ど
の
一
画
に
お
け
る
誰
か
に
よ
る
何
ら
か
の
実

践
で
あ
る
こ
と
は
、
将
棋
・
囲
碁
が
棋
盤
を
前
に
し
て
棋
士
が
駒
・
碁
石
を
指

す
こ
と
に
よ
っ
て
意
味
化
す
る
構
図
と
近
似
し
て
い
る
。
理
念
で
あ
る
将
棋
・

囲
碁
は
、
棋
士
二
人
が
そ
の
間
で
駒
・
碁
石
を
指
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
―
個

人
で
行
わ
れ
る
詰
め
将
棋
も
相
手
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
で
―
実
践
の
意
味
が
発

生
す
る
。
将
棋
・
囲
碁
の
実
践
は
、
単
に
駒
・
碁
石
を
動
か
す
こ
と
で
な
く
、
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複
数
の
主
観
が
同
じ
場
所
に
座
し
、
同
じ
道
具
の
共
有
と
共
通
の
素
養
を
も
つ

こ
と
が
前
提
さ
れ
て
お
り
、
つ
ま
り
は
直
接
経
験
と
理
念
の
密
接
な
関
係
に

よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
棋
譜
や
映
像
を
通
じ
て
二
者
に
よ
る
指
し

手
を
多
数
の
第
三
者
が
超
越
論
的
に
追
体
験
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
る
が
、
理

念
と
し
て
の
将
棋
・
囲
碁
が
発
生
し
て
い
る
現
場
は
、
ま
さ
に
棋
士
二
人
の
主

観
と
主
観
の
中
間
で
あ
る
。

　

仮
に
将
棋
・
囲
碁
の
実
践
で
生
じ
て
い
る
出
来
事
を
庭
に
置
き
換
え
れ
ば
、

境
内
や
邸
宅
が
棋
盤
、
工
作
物
や
道
具
が
駒
・
碁
石
、
棋
士
が
そ
の
住
人
や
来

訪
者
で
あ
る
。事
物
と
し
て
の
基
盤
が
そ
れ
だ
け
で
意
味
を
持
た
な
い
よ
う
に
、

住
人
ら
が
道
具
な
ど
を
通
し
て
利
用
し
な
い
か
ぎ
り
境
内
や
邸
宅
は
意
味
を
も

た
な
い
。
ま
た
、そ
の
成
立
の
背
景
や
利
便
性
に
つ
い
て
の
素
養
が
な
け
れ
ば
、

境
内
や
邸
宅
は
必
要
と
さ
れ
ず
破
壊
さ
れ
る
か
廃
墟
と
な
ろ
う
。

　

境
内
や
宅
地
は
、
棋
盤
を
介
し
て
棋
士
に
よ
っ
て
駒
・
碁
石
が
差
し
合
わ
れ

る
よ
う
に
、
住
人
ら
が
道
具
な
ど
を
も
っ
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の

意
味
が
発
生
す
る
。
い
わ
ば
境
内
や
宅
地
に
お
け
る
庭
や
建
物
は
、
棋
盤
に
描

か
れ
た
縦
横
の
線
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
た
と
え
物
理
的
な
設
え
が
用
意
さ

れ
て
い
て
も
、
マ
ス
の
中
に
駒
あ
る
い
は
線
の
交
差
点
に
碁
石
が
複
数
置
か
れ

な
け
れ
ば
意
味
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
、
住
人
が
道
具
な
ど
を
用
い
て
何
ら
か

の
実
践
を
し
な
け
れ
ば
、
庭
や
建
物
は
無
意
味
で
あ
る
。
従
来
の
土
地
に
関
す

る
諸
科
学
で
は
、
こ
う
し
た
庭
・
建
物
に
お
け
る
境
内
や
宅
地
と
道
具
等
、
そ

し
て
何
よ
り
も
住
人
ら
の
実
践
と
の
相
互
関
係
を
考
慮
し
て
こ
な
か
っ
た
た

め
、
棋
盤
や
駒
・
碁
石
の
材
質
や
形
態
、
棋
盤
に
描
か
れ
た
縦
横
の
線
や
駒
の

意
匠
や
表
記
な
ど
の
よ
う
に
外
的
に
観
察
で
き
る
事
物
の
み
が
言
述
・
記
述
さ

れ
て
き
た
。
そ
れ
は
、
人
の
行
動
や
意
志
も
同
様
に
事
物
の
延
長
と
し
て
取
り

扱
わ
れ
て
き
た
。

　

第
三
者
が
棋
士
二
人
の
間
で
行
わ
れ
て
い
る
将
棋
・
囲
碁
の
実
践
を
再
現
す

る
場
合
、
何
も
棋
士
の
外
的
な
動
作
や
仕
草
を
観
察
し
、
真
似
る
わ
け
で
は
な

い
。
そ
の
第
三
者
は
、
将
棋
・
囲
碁
の
規
則
を
前
提
し
て
、
二
者
に
よ
る
指
し

手
の
順
序
を
理
念
と
し
て
自
身
で
構
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
勝
負
の
行
方

を
辿
る
の
で
あ
る
。
将
棋
・
囲
碁
の
勝
負
の
記
述
で
あ
る
棋
譜
は
、
時
間
の
前

後
関
係
を
忠
実
に
守
っ
て
、
棋
士
二
人
の
間
で
生
じ
た
理
念
を
碁
石
や
駒
の
移

動
の
軌
跡
と
し
て
記
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
囲
碁
・
将
棋
の
素
養
さ
え
あ
れ
ば

時
代
を
遡
っ
て
勝
負
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

記
述
の
厳
密
性
と
再
現
可
能
性
と
い
う
点
に
お
い
て
棋
譜
は
、
科
学
的
で
さ

え
あ
る
。
む
ろ
ん
〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
の
う
ち
〈
精
神
の
秩
序
〉
を
主

と
さ
れ
る
将
棋
・
囲
碁
の
棋
譜
を
〈
物
質
の
秩
序
〉
と
人
間
以
外
の
〈
生
命
の

秩
序
〉
の
強
い
影
響
下
に
あ
る
日
常
の
庭
の
実
践
と
を
同
一
視
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
将
棋
・
囲
碁
の
棋
譜
が
、
複
数
の
主
観
の
間
で
生
じ

た
内
的
な
経
験
を
理
念
と
し
て
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
厳
密
性
と
再
現
可
能

性
を
担
保
し
て
い
る
こ
と
は
、
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
記
述
方
法
を
考
え
る

上
で
重
要
な
手
が
か
り
と
な
る
。

　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
で
は
、
庭
や
建
物
の
外
的
な
姿
形
や

意
匠
、
構
成
、
ま
た
は
築
造
の
経
緯
や
技
術
の
観
察
結
果
が
記
述
さ
れ
て
き
た
。

そ
の
庭
や
建
物
に
お
け
る
日
常
生
活
の
実
践
上
の
出
来
事
の
記
述
は
、
い
わ
ば

創
造
神
の
視
点
か
ら
対
人
関
係
や
動
線
が
俯
瞰
し
、
第
三
者
の
立
ち
位
置
か
ら

傍
観
し
た
こ
と
に
よ
る
所
見
で
あ
っ
た
。
そ
れ
ら
の
記
述
は
、
わ
れ
わ
れ
が
庭

や
建
物
を
自
身
の
肉
体
で
直
接
体
験
し
内
的
に
直
観
し
て
い
る
時
点
で
、
実
践

的
世
界
に
お
け
る
わ
れ
わ
れ
と
庭
や
建
物
と
の
関
係
性
と
は
か
け
離
れ
て
い

る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
庭
や
建
物
を
外
的
に
観
察
し
、
そ
れ
ら
と
わ
れ
わ
れ
の

関
係
を
創
造
神
の
視
点
で
俯
瞰
し
第
三
者
の
立
場
で
傍
観
す
る
態
度
は
、
実
態
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に
背
い
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
日
常
生
活
の
実
践
と
無
関
係
で
あ
る
。
逆
説
的

に
日
常
生
活
の
実
践
と
直
結
し
た
庭
や
建
物
を
包
含
す
る
境
内
や
宅
地
の
記
述

は
、
あ
る
土
地
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
肉
体
で
直
接
経
験
し
た
出
来
事
を
、
内

的
な
直
観
そ
の
ま
ま
に
書
き
出
す
こ
と
に
な
る
（
１
）。
そ
し
て
結
局
、
そ
の
記

述
の
根
本
は
、『
御
堂
関
白
記
』
を
通
し
て
み
て
き
た
よ
う
に
日
常
生
活
の
一

日
の
な
か
や
季
節
の
出
来
事
の
延
長
線
上
に
あ
る
。

　

実
践
的
世
界
は
、
わ
れ
わ
れ
の
経
験
に
先
立
っ
て
与
え
ら
れ
て
お
り
、
そ
の

状
態
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
が
、
理
念
を
通
じ
て
直
接
体
験
し

て
い
な
い
出
来
事
を
再
現
で
き
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
。
先
述
の
棋
譜
を

通
じ
て
他
者
た
ち
に
よ
る
将
棋
・
囲
碁
の
勝
負
を
再
現
す
る
際
に
、
わ
れ
わ
れ

に
他
者
た
ち
と
同
様
の
立
ち
位
置
と
素
養
が
前
提
さ
れ
る
よ
う
に
、
境
内
や
宅

地
の
記
述
に
際
し
て
は
、
そ
れ
ら
の
土
地
に
関
わ
る
当
事
者
の
置
か
れ
て
い
る

状
況
と
立
場
、
考
え
方
に
寄
り
添
う
態
度
が
不
可
欠
と
な
る
。
さ
ら
に
研
究
の

材
料
は
、
あ
る
土
地
に
関
わ
っ
た
当
事
者
自
身
の
直
観
そ
の
ま
ま
に
書
き
出
さ

れ
た
記
述
に
も
と
づ
く
必
要
が
あ
る
。
具
体
に
そ
れ
は
、
過
去
の
資
料
で
は
前

科
学
的
な
記
述
、
現
今
で
は
先
述
の
態
度
に
よ
る
報
告
書
や
記
録
集
、
聞
き
取

り
の
逐
次
録
な
ど
と
な
る
。

第
３
項　

�

特
定
の
場
所
と
人
間
関
係
に
限
定
さ
れ
る
実
践
の
本
質
的
意
味
の
普

遍
性
と
一
般
性

　

旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
専
門
母
型
に
馴
染
ん
だ
諸
科
学
者
に
と
っ

て
、「
あ
る
土
地
に
お
い
て
わ
れ
わ
れ
が
肉
体
で
直
接
経
験
し
た
出
来
事
を
、

内
的
な
直
観
そ
の
ま
ま
に
書
き
出
す
こ
と
」
は
、
従
来
の
研
究
態
度
と
ほ
と
ん

ど
真
逆
で
あ
る
。
か
れ
ら
は
、
前
科
学
的
な
手
法
で
記
さ
れ
た
資
料
や
報
告
書

や
記
録
集
、
聞
き
取
り
の
逐
次
録
が
、
当
事
者
の
主
観
に
も
と
づ
い
て
お
り
、

科
学
的
客
観
性
を
欠
い
て
い
る
と
批
判
す
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
土
地
に
関
す

る
実
践
知
の
学
の
記
述
は
、
そ
も
そ
も
科
学
的
客
観
性
の
獲
得
で
は
な
く
、
日

常
生
活
の
実
践
上
に
お
い
て
共
同
す
る
複
数
主
観
の
間
に
お
け
る
実
践
的
妥
当

性
の
担
保
を
目
指
し
て
い
る
。

　

あ
る
境
内
や
邸
宅
な
ど
の
一
画
で
、
あ
る
人
物
が
何
か
を
実
践
し
た
場
合
、

た
と
え
そ
れ
が
個
人
行
動
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
他
の
主
観
（
他
我
）
へ
意
識

を
差
し
向
け
ら
れ
、
自
他
と
の
間
で
互
い
の
意
志
が
働
い
て
い
る
。
日
常
生
活

の
実
践
に
お
い
て
こ
の
意
識
と
意
志
の
働
き
は
素
朴
か
つ
匿
名
的
で
あ
る
。
そ

れ
は
、
実
践
に
お
け
る
意
識
と
意
志
の
働
き
が
潜
在
的
に
受
動
さ
れ
て
い
る
か

ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
諸
科
学
者
が
、
前
科
学
的
な
日
常
生
活
の
実
践
の
記
述

を
主
観
的
と
批
判
す
る
の
は
、
こ
の
潜
在
的
な
意
識
と
意
志
の
働
き
が
度
外
視

さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
特
殊
な
環
境
な
ら
び
に
身
体
条
件
を
の
ぞ
い
て
日

常
生
活
の
実
践
は
、複
数
主
観
の
相
互
関
係
（
間
主
観
性
）
を
前
提
し
て
お
り
、

そ
れ
は
ひ
と
つ
の
実
践
的
世
界
を
地
平
と
す
る
。
つ
ま
り
複
数
の
主
観
が
あ
る

土
地
に
立
脚
し
て
互
い
に
意
識
を
差
し
向
け
、意
志
を
働
か
せ
る
こ
と
に
よ
り
、

そ
れ
ら
主
観
の
相
互
が
触
発
さ
れ
て
実
践
は
展
開
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
と
は
、相
互
主
観
性
に
基
づ
い
た
持
続
的
な
運
動
で
あ
り
、

潜
在
的
に
直
接
経
験
と
理
念
化
の
往
還
が
繰
り
返
さ
れ
続
け
て
い
る
。
通
常
、

実
践
と
は
能
動
的
な
作
用
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
潜
在
的
に
は
複
数
主

観
の
間
で
の
先
経
験
的
な
受
動
性
の
働
き
が
前
提
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
意

識
と
意
志
の
働
き
が
間
主
観
的
に
信
憑
（D

oxa

）
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
絶

対
的
で
普
遍
性
を
も
っ
た
実
践
の
前
提
条
件
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
厳
密
に
信
憑

の
働
き
に
即
せ
ば
、
具
体
的
に
は
あ
る
境
内
や
邸
宅
な
ど
の
一
画
に
お
け
る
実

践
を
め
ぐ
っ
て
複
数
主
観
の
意
識
と
意
志
の
働
き
が
、
ど
の
よ
う
に
触
発
さ
れ

展
開
し
、
い
か
な
る
帰
結
を
招
い
た
か
に
つ
い
て
時
系
列
と
対
人
関
係
を
あ
か
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ら
さ
ま
に
記
述
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
お
の
ず
と
実
践
的

世
界
に
お
け
る
実
践
的
妥
当
性
が
導
出
さ
れ
る
。

　

そ
れ
は
、
特
定
の
土
地
に
お
け
る
特
定
の
人
物
を
め
ぐ
る
実
践
が
、
誰
に
意

識
が
差
し
向
け
ら
れ
、
実
践
者
と
そ
の
誰
か
あ
る
い
は
誰
か
達
と
の
間
で
ど
の

よ
う
な
意
志
が
交
わ
さ
れ
て
い
る
か
を
解
明
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
実
践

の
再
現
可
能
性
が
浮
き
彫
り
と
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
で
諸
科
学
者

は
、
そ
の
再
現
可
能
性
は
、
特
定
の
場
所
に
お
け
る
限
ら
れ
た
人
間
関
係
の
な

か
だ
け
で
し
か
成
立
し
得
な
い
も
の
で
あ
り
、
普
遍
性
と
一
般
性
を
持
ち
得
な

い
と
批
判
す
る
で
あ
ろ
う
。
と
こ
ろ
が
、
実
践
の
再
現
可
能
性
が
特
定
の
場
所

と
人
間
関
係
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
は
、む
し
ろ
そ
の
妥
当
性
を
裏
付
け
て
い
る
。

実
践
の
再
現
可
能
性
に
お
け
る
普
遍
性
と
一
般
性
と
は
、
実
践
的
世
界
に
お
け

る
時
間
へ
の
内
属
と
対
人
関
係
が
前
提
条
件
と
な
る
。
逆
に
こ
の
条
件
に
も
と

づ
か
な
け
れ
ば
日
常
生
活
の
実
践
へ
の
還
元
可
能
性
は
喪
失
す
る
。

　

こ
こ
で
次
の
こ
と
が
問
わ
れ
て
く
る
。
実
践
の
再
現
可
能
性
が
特
定
の
場
所

と
人
間
関
係
に
限
定
さ
れ
る
な
ら
ば
、
別
の
場
所
と
人
間
関
係
で
は
、
実
践
的

妥
当
性
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
特
定
の
時
期
の
場
所
に
限
定
さ
れ
る

の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
再
現
可
能
性
が
普
遍
的
か
つ
一
般
的
で
あ
る
と
は
い
え
な

い
の
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
は『
御
堂
関
白
記
』で
記
述
さ
れ
た
出
来
事
や「
一

遍
上
人
絵
伝
」
に
描
写
さ
れ
た
先
人
の
行
為
に
伴
う
意
識
や
意
志
を
、
は
る
か

後
世
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
が
行
っ
た
分
析
や
解
明
に
実
践
的
妥
当
性
は
認
め
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
実
践
の
再
現
可
能
性
が
条
件
付
き
の
一
過
性
の
も
の
で

あ
れ
ば
、
そ
れ
は
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
根
拠
と
は
な
り
え
な
い
。

　

現
世
の
わ
れ
わ
れ
は
、『
御
堂
関
白
記
』
と
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
に
お
い
て

記
述
、描
写
さ
れ
た
出
来
事
を
そ
の
ま
ま
に
生
き
直
す
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

過
去
の
出
来
事
が
直
接
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
理
念
で
あ
る
以
上
は
、
現

世
の
人
々
が
資
料
か
ら
絶
対
と
い
え
る
記
述
を
行
う
こ
と
は
原
理
的
に
で
き
な

い
。
た
し
か
に
過
去
の
出
来
事
が
直
接
経
験
で
き
な
い
と
い
う
点
で
、
資
料
へ

の
依
拠
は
す
べ
て
追
認
に
し
か
な
り
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
後
世
の
人
々
に

よ
る
伝
承
と
伝
統
が
、
わ
れ
わ
れ
に
直
接
経
験
の
再
現
可
能
性
の
地
平
を
開
い

て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
『
御
堂
関
白
記
』
と
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
が
作
成
さ
れ
た
平
安
か

ら
鎌
倉
期
を
生
き
た
人
々
と
現
世
を
生
き
る
わ
れ
わ
れ
の
生
活
は
、
人
類
と
し

て
共
通
の
〈
信
憑
（D

oxa

）〉
と
〈
原
信
憑
（U

rdoxa

）〉
に
も
と
づ
け
ら
れ

て
き
た
。
わ
れ
わ
れ
が
、
か
れ
ら
の
意
識
や
意
志
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る

の
は
、〈
信
憑
〉
の
働
き
を
通
じ
て
双
方
の
実
践
が
時
間
を
越
え
た
再
現
可
能

性
の
地
平
を
与
え
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
そ
の
再
現
可
能
性
の
地

平
は
、
現
行
の
境
内
や
邸
宅
を
伴
う
こ
と
に
よ
っ
て
実
践
的
妥
当
性
が
担
保
さ

れ
る
。
た
と
え
ば
、「
一
遍
上
人
絵
伝
」
に
描
か
れ
た
清
水
八
幡
宮
の
社
殿
に

お
け
る
一
遍
上
人
に
よ
る
読
経
は
、
現
世
を
い
き
る
わ
れ
わ
れ
に
も
同
様
に
実

践
で
き
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
実
践
の
可
能
性
は
、
石
清
水
八
幡
宮
と
い
う
境
内
と
読
経
と
い
う
行
為

が
、
鎌
倉
期
以
降
、
現
在
ま
で
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
前
提
す
る
（
２
）。
さ

ら
に
「
一
遍
上
人
絵
伝
」
に
描
写
さ
れ
た
寺
社
の
境
内
の
構
成
は
、
鎌
倉
期
の

も
の
か
ら
現
在
の
も
の
ま
で
引
き
継
が
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
描
か
れ
た
行
為

の
多
く
を
わ
れ
わ
れ
が
実
践
す
る
こ
と
も
ま
た
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
競

技
（sports

）
の
よ
う
に
そ
の
実
践
が
同
時
期
の
同
一
の
土
地
で
行
わ
れ
な
く

て
も
、
同
様
の
規
格
の
競
技
場
で
同
一
の
ル
ー
ル
が
適
用
さ
れ
て
い
れ
ば
、
違

う
時
期
に
行
わ
れ
る
各
所
の
試
合
に
関
す
る
言
述
・
記
述
が
一
定
の
普
遍
性
と

一
般
性
を
も
つ
こ
と
と
同
じ
で
あ
る
。
実
践
の
再
現
可
能
性
が
条
件
付
き
で
は

あ
っ
て
も
一
過
性
で
は
な
い
の
は
、
そ
れ
の
該
当
範
囲
が
構
成
の
近
似
し
た
境
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内
や
邸
宅
に
お
け
る
行
為
の
再
現
性
に
ま
で
広
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
う
し
て
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
の
記
述
は
、
以
下
の
行
程
を
経
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
最
初
に
特
定
の
境
内
や
邸
宅
に
お
け
る
特
定

の
人
物
の
実
践
を
外
的
に
観
察
し
、
そ
の
結
果
を
匿
名
の
客
体
的
な
理
念
に
変

造
す
る
態
度
を
停
止
す
る
。
そ
れ
は
、
諸
科
学
の
専
門
母
型
へ
の
依
拠
を
解
消

し
、
科
学
主
義
を
回
避
す
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
結
果
、
実
践
的
世
界
の
実

践
を
直
観
の
ま
ま
に
統
握
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
れ
は
、
実
践
に
お
い
て
信

憑
さ
れ
て
い
る
出
来
事
が
間
主
観
的
な
状
態
で
露
呈
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
の
出
来
事
と
は
、
実
践
に
伴
う
何
ら
か
の
意
識
や
意
志
の
働
き
の
こ
と

で
あ
る
。

　

最
後
に
、
そ
の
働
き
を
運
動
の
ま
ま
の
構
成
と
し
て
理
念
化
す
る
た
め
に
、

受
動
的
綜
合
さ
ら
に
は
世
界
内
存
在
と
い
っ
た
原
信
憑
を
人
類
に
通
底
す
る
規

則
と
し
て
念
頭
に
置
き
、
そ
の
裏
付
け
に
も
と
づ
い
て
あ
り
の
ま
ま
を
書
き
出

す
。さ
ら
に
そ
の
記
述
に
お
い
て
導
出
さ
れ
た
日
常
生
活
の
実
践
の
構
成
か
ら
、

そ
の
実
践
に
お
い
て
目
指
さ
れ
て
い
る
方
向
性
（
志
向
性
）
を
解
明
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
実
践
の
本
質
的
意
味
が
導
出
さ
れ
る
。

　

こ
の
一
連
の
記
述
は
科
学
者
の
能
動
的
な
行
為
に
は
違
い
な
い
が
、
そ
の
所

産
は
受
動
的
に
不
可
避
な
導
出
と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
も
の
で
あ
り
、

科
学
者
の
恣
意
が
働
く
余
地
は
な
い
の
で
あ
る
。

第
４
項　

土
地
の
記
述
内
容
と
〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
と
の
照
合

　

日
常
生
活
の
実
践
に
関
す
る
土
地
の
記
述
を
行
う
に
当
た
っ
て
〈
信
憑

（D
oxa

）〉
と
〈
原
信
憑
（U

rdoxa

）〉
に
配
慮
す
る
こ
と
こ
と
は
、
結
果
的
に

〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉に
対
応
す
る
根
源
的
な「
す
べ
て
の
人
間〔
の
思
考
〕

に
と
っ
て
の
規
則
」に
則
る
こ
と
に
な
る
。〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉と
は
、〝
物

質
・
生
命
・
精
神
の
秩
序
〟
で
あ
っ
た
。
そ
の
う
ち
〈
信
憑
〉
と
は
、
い
わ
ば

精
神
の
秩
序
そ
の
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
は
、
あ
る

境
内
や
邸
宅
な
ど
の
一
画
に
お
い
て
誰
が
何
を
実
践
し
て
き
た
か
を
、
そ
の
前

提
と
な
る
潜
在
的
な
〈
信
憑
〉
の
位
相
か
ら
、
実
践
に
伴
う
意
識
と
意
志
の
働

き
を
裏
付
け
て
記
述
す
る
必
要
が
あ
る
と
述
べ
て
き
た
。
い
く
ら
特
定
の
土
地

に
お
け
る
あ
る
時
期
の
実
践
を
あ
か
ら
さ
ま
に
記
述
し
た
と
こ
ろ
で
、
そ
れ
が

個
人
の
見
解
で
留
ま
る
か
ぎ
り
は
科
学
の
記
述
と
は
い
え
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、

哲
学
に
お
い
て
探
求
さ
れ
て
き
た〈
信
憑
〉と
さ
ら
に
そ
れ
を
も
と
づ
け
る〈
原

信
憑
〉の
位
相
か
ら
実
践
の
記
述
の
実
践
的
妥
当
性
を
照
合
す
る
必
要
が
あ
る
、

そ
れ
が
土
地
に
関
わ
る
実
践
知
の
記
述
の
ね
ら
い
で
あ
っ
た
。

　

土
地
に
関
わ
る
実
践
知
の
記
述
を
行
う
に
お
い
て
は
、
現
象
学
に
お
い
て
探

求
さ
れ
て
き
た
超
越
論
的
間
主
観
性
へ
の
配
慮
に
限
定
す
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
そ
れ
は
、
土
地
を
記
述
す
る
う
え
で
昼
夜
・
天
変
地
異
・
地
形
・
岩
石
や

水
と
い
っ
た
物
質
の
秩
序
、
動
植
物
の
生
長
や
生
死
な
ど
と
い
っ
た
生
命
の
秩

序
の
影
響
下
か
ら
離
脱
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。
現
代
の
科
学
技

術
は
、
人
工
的
に
雨
を
降
ら
せ
、
巨
大
な
土
木
工
作
機
で
地
形
を
劇
的
に
造
成

し
、
移
植
や
治
療
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
延
命
を
は
か
る
な
ど
、
精
神
の
位
相

か
ら
物
資
・
生
命
の
移
送
へ
少
な
か
ら
ず
能
動
性
を
及
ぼ
す
こ
と
を
可
能
と
し

た
が
、
相
変
わ
ら
ず
〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
は
先
験
的
に
与
え
ら
れ
て
い

る
。
物
資
・
生
命
・
秩
序
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
相
互
依
存
関
係
に

あ
り
、
精
神
が
超
越
論
的
理
念
化
に
よ
っ
て
物
質
・
生
命
へ
大
き
な
能
動
性
を

及
ぼ
し
て
い
た
と
し
て
も
、
肉
体
が
あ
る
か
ぎ
り
物
質
・
生
命
の
秩
序
へ
の
依

存
は
絶
対
で
あ
り
続
け
る
。

　

つ
ま
り
は
、
い
か
な
る
日
常
生
活
の
実
践
も
〝
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〟
す

べ
て
の
影
響
下
に
あ
る
。
と
く
に
庭
に
関
す
る
実
践
は
、
庭
木
の
手
入
れ
ひ
と
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つ
を
と
っ
て
も
、
土
壌
・
植
物
の
生
長
・
施
主
の
要
請
な
ど
と
い
っ
た
よ
う
に
、

ほ
ぼ
均
等
に
物
質
・
生
命
・
精
神
が
関
わ
り
合
っ
て
く
る
。
日
常
生
活
の
実
践

に
お
い
て
〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
は
、
ひ
と
つ
に
織
り
上
げ
ら
れ
た
布
の

生
地
の
よ
う
に
切
れ
目
の
な
い
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
と
し
て
〈
信
憑
〉
さ
れ
て

い
る
た
め
、
物
質
・
生
命
・
精
神
の
位
相
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
関
係
に
あ
る
こ

と
が
実
践
者
に
お
い
て
自
覚
さ
れ
に
く
い
。
実
践
に
お
い
て
物
質
・
生
命
・
精

神
は
互
い
に
関
連
性
を
も
つ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
が
属
す
る
秩
序
に
つ
い
て
は
互
い

に
不
可
侵
で
あ
る
こ
と
、
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
で
は
、
そ
れ
が
遵
守
さ

れ
る
必
要
が
あ
る
。
と
く
に
そ
れ
は
、
人
間
科
学
と
自
然
科
学
と
い
う
研
究
の

立
場
の
整
理
を
す
る
う
え
で
も
重
要
で
あ
る
。

　

物
質
を
媒
介
と
し
て
間
主
観
的
に
理
念
化
さ
れ
て
い
る
精
神
的
な
出
来
事

が
、
物
質
自
体
に
宿
る
―
た
と
え
ば
作
庭
意
図
が
物
質
と
し
て
の
庭
そ
の
も
の

に
込
め
ら
れ
て
い
る
―
と
い
っ
た
誤
解
が
生
じ
る
の
は
、
こ
の
関
連
性
と
秩
序

を
混
同
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。〈
構
造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
が
、
そ
れ
ぞ
れ

が
異
な
る
位
相
に
あ
る
こ
と
の
自
覚
は
、
科
学
主
義
の
よ
う
に
物
資
・
生
命
・

秩
序
を
区
別
す
る
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
。
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
〈
構

造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〉
が
混
在
と
な
っ
て
〈
信
憑
〉
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
混
在
の
状
態
そ
の
ま
ま
を
記
述
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
記
述
内
容
の

実
践
的
妥
当
性
は
結
果
的
と
し
て
与
え
ら
れ
て
く
る
こ
と
に
な
る
。

第
４
節　

補
注

（
１
）
山
口
一
郎
：
存
在
か
ら
生
成
へ
：
知
泉
書
館
：
２
０
０
５
、２
０
頁

（
２
）�

伝
統
的
な
境
内
や
邸
宅
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
神
事
や
民
俗
行
事
な

ど
に
代
表
さ
れ
る
実
践
の
伝
統
は
、
資
料
に
も
と
づ
く
分
析
や
解
明
の

実
践
的
妥
当
性
の
基
礎
づ
け
を
可
能
と
す
る
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な

意
味
を
も
つ
。
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第
二
部　

庭
を
主
体
と
し
た
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
の
試
行
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第
一
章　

歴
史
資
料
に
み
る
庭
の
築
造
と
継
承
に
お
け
る
実
践
知
の
解
明　

　

本
章
で
は
、
主
に
邸
宅
の
所
有
者
の
境
遇
に
着
目
し
て
、
庭
を
築
造
し
継
承

す
る
こ
と
の
本
質
的
意
味
の
解
明
を
行
う
。
つ
い
て
は
、
近
代
の
京
都
府
京
都

市
左
京
区
の
岡
崎
地
域
に
築
造
さ
れ
現
存
す
る
「
無
隣
庵
」
と
「
怡
園
」
を
取

り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。

第
１
節　

無
隣
庵
の
築
造
と
継
承
に
み
る
所
有
者
の
意
志
の
解
明

第
１
項　

無
隣
庵
の
築
造
時
に
お
い
て
山
県
有
朋
が
置
か
れ
て
い
た
状
況

　

京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
草
川
町
に
所
在
す
る
無
隣
庵
の
庭
は
、
明
治
二
十
七

年　

か
ら
二
十
九
年
（
１
８
９
４
―
９
６
）
に
か
け
て
、
明
治
の
元
勲
・
山
県

有
朋
（
１
８
３
８
―
１
９
２
２
）
の
別
荘
内
に
設
け
ら
れ
た
（
図
１
、写
真
１
）。

昭
和
十
六
年
（
１
９
４
１
）
に
は
財
団
法
人
無
鄰
庵
保
存
会
か
ら
京
都
市
へ
寄

贈
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
に
は
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
（
１
）。
平
成
二
十
八

年
（
２
０
１
６
）、
そ
の
運
営
と
保
存
管
理
は
、
無
隣
庵
と
同
じ
く
京
都
市
が

所
管
す
る
国
の
史
跡
・
岩
倉
具
視
幽
棲
旧
宅
（
京
都
市
左
京
区
岩
倉
上
蔵
町
）

と
共
に
指
定
管
理
者
制
度
（
２
）
へ
移
行
し
た
。
京
都
市
に
お
い
て
無
鄰
菴
を
所

管
す
る
京
都
市
文
化
市
民
局
で
は
、
こ
の
制
度
移
行
を
契
機
と
し
て
、
無
鄰
菴

の
適
切
か
つ
効
果
的
な
保
存
管
理
の
実
現
を
目
指
し
て
、
平
成
二
十
七
年
三
月

に
〝
名
勝
無
鄰
庵
庭
園
〟
の
保
存
管
理
指
針
を
策
定
し
た
。
本
節
は
、
同
指
針

の
策
定
に
伴
う
資
料
・
現
地
調
査
を
敷
衍
し
て
、
無
鄰
庵
の
創
設
者
・
山
県
有

朋
と
無
隣
庵
保
存
会
に
お
け
る
庭
の
築
造
と
継
承
の
意
志
の
解
明
を
試
み
る
。

　

研
究
の
展
望
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
従
来
の
庭
の
研
究
で
は
、
資
料
か
ら

［図１］無隣庵　位置図



111

通
じ
て
京
都
市
へ
と
継
承
さ
れ
て
き
た
意
味
を
解
明
す
る
。

　

な
お
〝
む
り
ん
あ
ん
〟
の
標
記
は
、京
都
市
の
条
例
（
３
）
に
も
と
づ
け
ば
〝
無

鄰
菴
〟、文
化
財
名
称
は
〝
無
鄰
庵
庭
園
〟
で
あ
る
。
本
文
中
で
は
通
称
の
〝
無

隣
庵
〟
の
標
記
を
用
い
る
。
敷
地
内
の
呼
称
は
、原
則
と
し
て
形
態
概
念
図
（
図

２
）
と
形
態
ツ
リ
ー
図
（
図
３
）
に
も
と
づ
く
も
の
と
す
る
（
４
）。

　

山
県
有
朋
は
、
生
涯
に
お
い
て
無
隣
庵
と
呼
ば
れ
る
邸
宅
を
全
三
箇
所
設
け

た
。
第
一
番
目
は
、
慶
応
三
年
（
１
８
６
７
）、
山
県
の
故
郷
で
あ
る
長
州
（
現

在
の
山
口
県
吉
田
の
清
水
山
山
麓
）
に
結
ん
だ
草
庵
で
あ
っ
た
。
第
二
番
目
は

京
都
市
中
京
区
木
屋
町
二
条
下
ル
東
生
洲
町
に
営
ま
れ
た
別
荘
で
あ
っ
た
。
左

京
区
南
禅
寺
草
川
町
に
現
存
す
る
邸
宅
は
、
第
三
番
目
の
無
隣
庵
に
当
た
り
、

山
県
に
と
っ
て
二
番
目
の
京
都
別
荘
で
あ
っ
た
。
第
二
番
目
の
無
隣
庵
の
築
造

か
ら
譲
渡
と
第
三
番
目
の
無
隣
庵
の
土
地
取
得
に
つ
い
て
は
、
矢
ヶ
崎
善
太
郎

『
近
代
京
都
の
東
山
地
域
に
お
け
る
別
邸
・
別
宅
群
の
形
成
と
数
寄
空
間
に
関

す
る
研
究
』
に
お
い
て
詳
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
５
）。

　

第
二
番
目
の
無
隣
庵
は
、
山
県
が
第
一
次
内
閣
を
辞
職
し
た
明
治
二
十
四
年

（
１
８
９
１
）、
木
屋
町
二
条
の
角
倉
別
邸
跡
に
築
造
さ
れ
た
。
そ
の
普
請
内
容

は
詳
ら
か
で
は
な
い
。
そ
の
翌
年
に
山
県
は
、
同
邸
宅
の
管
理
人
で
あ
っ
た
下

村
一
貫
を
通
じ
、
隣
接
地
の
借
入
れ
を
京
都
府
に
出
願
す
る
が
認
可
さ
れ
な

か
っ
た
。
明
治
二
十
五
年
十
一
月
、
一
年
四
ヶ
月
あ
ま
り
の
短
期
間
を
も
っ
て

木
屋
町
二
条
の
土
地
は
手
放
さ
れ
た
。
矢
ヶ
崎
は
、
同
年
六
月
十
七
日
か
ら
二

週
間
ほ
ど
、
山
県
が
第
二
番
目
の
無
隣
庵
に
滞
在
し
た
こ
と
を
伝
え
る
「
日
出

新
聞
」
の
記
事
を
引
い
て
、
そ
の
滞
在
中
に
第
五
代
京
都
府
知
事
を
務
め
た
中

井
弘
や
実
業
家
の
久
原
庄
三
郎
と
会
合
し
た
出
来
事
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
る
。

庭
に
関
す
る
箇
所
だ
け
を
抽
出
し
演
繹
的
に
そ
の
意
味
づ
け
を
行
っ
て
き
た
。

本
研
究
で
は
、
庭
を
包
含
す
る
邸
宅
・
無
隣
庵
の
築
造
と
利
用
形
態
を
、
そ
の

創
設
者
で
あ
る
山
県
有
朋
の
社
会
活
動
と
対
人
関
係
に
求
め
、
無
隣
庵
保
存
会

の
解
散
ま
で
の
経
緯
に
邸
宅
と
し
て
の
無
隣
庵
の
継
承
の
動
機
を
探
る
。
最
初

に
、
無
隣
庵
の
築
造
時
に
山
県
が
置
か
れ
て
い
た
状
況
と
、
要
職
を
歴
任
し
な

が
ら
利
用
さ
れ
続
け
た
無
隣
庵
の
利
用
形
態
を
幅
広
い
資
料
に
も
と
づ
い
て
分

析
す
る
。
次
に
山
県
が
生
前
に
創
立
し
、
そ
の
孫
・
有
道
ら
に
よ
っ
て
解
散
さ

れ
た
無
隣
庵
保
存
会
の
活
動
と
元
来
の
無
隣
庵
の
継
承
の
意
味
を
、
主
と
し
て

「
無
隣
庵
重
要
書
類
（
昭
和
十
五
年
）」
に
も
と
づ
い
て
分
析
す
る
。
そ
れ
ら
分

析
結
果
に
即
し
て
、
無
隣
庵
が
山
県
に
よ
っ
て
築
造
さ
れ
、
無
隣
庵
保
存
会
を

［写真１］無隣庵全景

［写真２］山県有朋
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［図２］無隣庵形態概念図

［図３］無隣庵形態ツリー図
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売
却
直
前
の
第
二
無
隣
庵
で
、
山
縣
と
久
原
や
中
井
と
の
間
で
何
が
話
し

合
わ
れ
て
い
た
の
か
、
今
そ
れ
を
知
る
資
料
は
な
い
。
し
か
し
、
山
縣
の
有

力
者
と
の
同
行
が
報
道
さ
れ
、
そ
の
後
に
山
縣
が
第
二
次
無
隣
庵
を
売
却
し

東
山
南
禅
寺
の
近
傍
に
第
三
次
無
隣
庵
を
造
営
す
る
事
実
を
勘
案
す
る
と
、

山
縣
の
第
二
次
無
隣
庵
売
却
と
南
禅
寺
近
傍
で
の
第
三
次
無
隣
庵
の
建
設

に
、
久
原
や
中
井
が
何
ら
か
の
関
わ
り
を
も
っ
て
い
た
と
す
る
仮
定
も
成
立

し
よ
う
（
６
）。

　

日
清
戦
争
が
勃
発
し
た
翌
年
の
明
治
二
十
八
年
、
山
県
は
五
十
六
歳
の
高
齢

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
第
一
軍
司
令
官
と
し
て
朝
鮮
半
島
へ
渡
っ
た
。
し
か
し
元

よ
り
身
体
が
弱
か
っ
た
山
県
は
、
海
外
の
過
酷
な
環
境
の
影
響
も
あ
っ
て
病
を

患
い
、
勅
語
に
よ
り
帰
国
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
７
）。
同
二
十
九
年
に
山
県
は
、

病
気
の
悪
化
を
理
由
に
軍
務
を
退
く
事
態
と
な
っ
た
。
山
県
は
、
天
皇
の
信
頼

が
厚
か
っ
た
一
方
で
、
伊
藤
博
文
ら
文
官
と
の
関
係
の
緊
張
、
若
い
軍
人
の
台

頭
な
ど
に
よ
り
、引
退
を
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
た
。

こ
の
山
県
に
と
っ
て
抜
き
差
し
な
ら
ぬ
状
況
で
、無
隣
庵
の
築
造
は
始
ま
っ
た
。

　

な
お
、
こ
の
時
期
の
日
本
は
産
業
革
命
の
只
中
に
あ
っ
た
。
明
治
二
十
七
年

の
京
都
で
は
、
当
時
の
京
都
府
第
二
の
都
市
で
あ
っ
た
舞
鶴
と
京
都
を
つ
な
ぐ

京
鶴
鉄
道
の
議
案
が
通
過
し
、
翌
年
の
第
四
回
内
国
勧
業
博
覧
会
と
平
安
奠
都

千
百
年
記
念
祭
、
平
安
神
宮
創
建
の
準
備
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
っ
た
。

そ
れ
ら
の
準
備
は
、
戦
時
下
で
も
予
定
ど
お
り
進
め
ら
れ
て
い
た
（
８
）。

　

無
隣
庵
の
土
地
所
有
の
経
緯
を
辿
る
と
、「
山
縣
は
一
部
に
つ
い
て
は
明
治

二
十
九
年
ま
で
、
大
部
分
は
同
三
十
五
年
ま
で
、
久
原
庄
三
郎
あ
る
い
は
京
都

市
の
所
有
地
で
別
邸
を
造
営
、庭
園
を
つ
く
り
完
成
さ
せ
、後
に
譲
っ
て
も
ら
っ

て
い
た
こ
と
に
な
る
」（
９
）。
な
お
、『
京
都
坊
目
誌
』
に
よ
る
と
（
１
０
）、
無
隣

庵
の
敷
地
の
前
身
は
、
近
世
に
は
瓢
亭
と
並
ん
で
著
名
で
あ
っ
た
旧
丹
後
屋

（
１
１
）
と
推
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
新
撰
花
洛
名
勝
図
会
』
に
は
、
現
在
の
位

置
に
移
設
さ
れ
る
前
の
南
禅
寺
の
惣
門
と
丹
後
屋
、
瓢
亭
が
東
西
に
並
立
し
た

情
景
が
描
か
れ
て
い
る
（
１
２
）。

　

無
隣
庵
築
造
の
着
手
時
期
は
、
現
在
の
京
都
新
聞
の
前
身
に
当
た
る
「
日
出

新
聞
」
の
元
記
者
で
『
江
湖
快
心
録
』
三
部
作
を
著
し
た
黒
田
譲
（
天
外
）
が

明
治
三
十
三
年
に
山
県
に
聴
取
し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
同
二
十
七
年
で
あ
る

（
１
３
）。
同
書
に
よ
る
と
山
県
は
、
日
清
戦
争
へ
の
出
征
中
、
実
業
家
・
久
原
庄

三
郎
（
１
８
４
０
―
１
９
０
３
）
に
庭
の
築
造
を
託
し
て
い
た
が
、
翌
年
の
病

に
よ
る
召
還
の
閑
暇
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
無
隣
庵
の
敷
地
拡
張
を
企
図
す
る

こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
佐
藤
信
は
、
同
二
十
六
年
に
山
県
が
当
時
の
学
習
院
の

院
長
・
田
中
光
顕
（
１
４
）
に
宛
て
た
書
簡
（「
田
中
宛
山
県
書
簡
」）
を
引
い
て
、「
邸

宅
に
つ
い
て
山
県
の
全
幅
の
信
頼
を
得
て
い
た
田
中
光
顕
は
、
地
所
の
選
定
か

ら
第
三
次
無
隣
庵
増
築
に
関
わ
る
こ
と
に
」
な
り
、「
久
原
庄
三
郎
と
も
直
接

連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
山
県
に
も
図
面
や
計
算
書
を
送
付
す
る
な
ど
、
す
べ
て

の
「
指
揮
」
を
担
当
し
た
」
と
指
摘
す
る
（
１
５
）。

　

同
二
十
八
年
に
は
工
事
が
本
格
化
し
、
無
隣
庵
へ
の
鉄
管
の
敷
設
と
引
水
の

工
事
が
京
都
市
水
利
事
務
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
。
山
県
は
、
同
年
三
月
に
陸

相
へ
就
任
し
実
質
的
に
軍
務
に
復
し
た
が
、
五
月
に
は
早
く
も
辞
任
し
、
戦
争

の
恩
賞
と
し
て
功
二
級
金
鵄
勲
章
と
年
金
一
千
円
（
現
在
の
約
二
千
万
円
）
を

授
か
っ
た
。
ま
た
山
県
は
伯
爵
か
ら
侯
爵
と
な
り
、
天
皇
か
ら
の
特
旨
で
三
万

円
（
現
在
の
六
億
円
以
上
）
を
与
え
ら
れ
た
（
１
６
）。

　

無
隣
庵
に
は
、
琵
琶
湖
疏
水
の
水
が
引
き
入
れ
ら
れ
た
。
山
県
は
、
首
相
を

務
め
て
い
た
明
治
二
十
三
年
当
時
、
明
治
天
皇
の
お
供
と
し
て
そ
の
竣
工
式
典

に
出
席
し
て
い
た
（
１
７
）。
琵
琶
湖
疏
水
は
、
天
皇
東
幸
後
の
「
京
都
策
」
二
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期
目
の
中
心
的
な
施
策
と
し
て
、
主
に
工
業
の
近
代
化
に
資
す
る
目
的
で
引
か

れ
た
が
、
田
辺
朔
郎
の
発
案
に
よ
り
水
力
、
運
河
の
開
発
、
さ
ら
に
は
上
下
水

道
・
灌
漑
用
水
・
電
力
の
利
用
が
付
加
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
１
８
）。
元
来
、

庭
へ
の
引
水
は
そ
れ
ら
の
副
産
物
で
あ
っ
た
。

　

無
隣
庵
の
拡
張
工
事
は
同
二
十
九
年
ま
で
続
き
、
翌
年
一
応
の
完
成
に
至
っ

た
。
そ
の
時
期
は
、
同
二
十
八
年
の
日
清
戦
争
勝
利
後
、
日
清
通
商
航
海
条
約

に
調
印
さ
れ
た
翌
年
に
当
た
る
。
そ
の
間
、
京
都
は
博
覧
会
や
先
勝
祝
賀
会
の

高
揚
の
な
か
に
あ
っ
た
が
、
政
府
は
早
く
も
次
の
戦
争
の
準
備
に
取
り
掛
か
っ

て
お
り
、
露
仏
独
の
三
国
干
渉
に
よ
る
対
外
的
緊
張
状
態
に
あ
っ
た
。
こ
の
よ

う
に
無
隣
庵
は
、
激
動
の
時
代
の
渦
中
で
政
府
の
重
責
を
担
っ
て
い
た
人
物
を

施
主
と
し
て
成
立
し
た
こ
と
に
な
る
。

第
２
項　

山
県
有
朋
に
お
け
る
無
隣
庵
の
利
用
形
態

　

山
県
の
自
宅
は
、
東
京
都
文
京
区
の
椿
山
荘
や
神
奈
川
県
小
田
原
市
に
あ
っ

た
古
稀
庵
で
あ
り
、
結
果
的
に
無
隣
庵
は
こ
れ
ら
の
自
邸
に
伴
う
別
荘
と
な
っ

た
。
実
業
家
で
数
寄
者
・
高
橋
義
雄
（
箒
庵
、１
８
６
１
―
１
９
３
７
）
は
、「
是

れ（
無
隣
庵
）が
公
の
大
規
模
な
る
庭
園
の
処
女
作
で
あ
る
」（
１
９
）
と
述
べ
た
が
、

明
治
十
年
（
１
８
７
７
）
の
西
南
戦
争
後
に
築
造
さ
れ
た
椿
山
荘
に
は
、
本
格

的
な
庭
が
設
け
ら
れ
て
い
た
（
２
０
）。
明
治
三
十
六
年
四
月
に
は
、
無
隣
庵
の
洋

館
に
お
い
て
、
山
県
と
伊
藤
博
文
、
桂
太
郎
、
小
村
寿
太
郎
に
よ
る
会
議
（
無

隣
庵
会
議
）
が
行
わ
れ
、
日
露
開
戦
が
決
定
さ
れ
る
場
と
な
っ
た
。
そ
の
出
来

事
に
つ
い
て
、
桂
太
郎
は
自
叙
伝
に
お
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
述
懐
し
て
い
る

（
２
１
）。

　
　

当
時
、
西
京
の
山
縣
候
別
邸
に
、
藤
候
、
外
相
、
予
と
会
談
の
事
を
藤
候

に
謀
り
し
に
、
候
之
に
同
意
し
、
二
十
一
日
午
後
、
三
人
相
前
後
し
て
、
西

京
山
縣
候
の
邸
に
至
り
、
前
述
の
主
意
に
於
て
謀
議
せ
し
に
、
事
の
止
む
可

ら
ざ
る
を
認
め
、
此
基
礎
の
上
に
、
露
国
と
談
判
を
開
始
す
る
事
を
決
議
せ

り
。

　

京
都
市
土
木
局
庶
務
課
が
編
纂
し
た
『
無
隣
庵
』
に
よ
る
と
、「
畏
く
も
明

治
三
十
一
年
十
月
二
十
四
日
に
は
、
皇
太
子
殿
下
の
行
啓
を
忝
う
し
、
ま
た
大

正
十
一
年
十
一
月
十
二
日
に
は
、皇
后
陛
下
の
御
立
寄
の
光
栄
に
浴
し
て
ゐ
る
」

と
記
述
さ
れ
て
い
る
（
２
２
）。
さ
ら
に
大
正
十
年
の
松
風
嘉
定
を
発
起
人
と
し
て

結
成
さ
れ
た
洛
陶
会
が
主
催
し
た
東
山
大
茶
会
で
は
、
無
隣
庵
が
煎
茶
席
と
し

て
用
い
ら
れ
た
（
２
３
）。

　

こ
の
よ
う
に
無
隣
庵
は
、
歴
史
的
な
出
来
事
と
併
せ
て
文
献
資
料
に
登
場
す

る
一
方
で
、山
県
に
よ
る
個
人
的
な
利
用
等
に
つ
い
て
の
記
録
が
残
っ
て
い
る
。

本
章
で
は
、
主
と
し
て
黒
田
譲
『
続
江
湖
快
心
録
』
や
無
隣
庵
内
に
建
て
ら
れ

て
い
る
石
碑
〝
御
賜
稚
松
の
記
〟
の
記
述
な
ど
に
も
と
づ
い
て
、
山
県
に
よ
る

無
隣
庵
の
利
用
形
態
を
分
析
す
る
。
引
用
箇
所
の
最
後
に
記
載
し
た
括
弧
内
の

数
字
は
、
同
書
の
該
当
頁
数
で
あ
る
。

（
１
）
無
隣
庵
に
お
け
る
黒
田
譲
の
体
験

　

黒
田
譲
は
、
明
治
三
十
三
年
に
無
隣
庵
現
地
で
山
県
と
談
話
を
し
た
時
の
こ

と
を
『
続
江
湖
快
心
録
』
に
お
い
て
詳
述
し
て
い
る
。
そ
の
記
述
に
よ
る
と
、

当
時
山
県
は
以
下
の
順
路
に
従
っ
て
無
隣
庵
内
を
案
内
し
た
こ
と
が
知
ら
れ

る
。
庭
内
へ
は
、
座
敷
か
ら
入
場
す
る
。
園
路
を
通
じ
て
東
進
し
、
北
側
か
ら

南
西
に
流
れ
る
流
路
内
に
打
た
れ
た
沢
飛
び
石
を
渡
り
、
さ
ら
に
東
側
に
進
路

を
進
め
る
と
、
園
池
北
側
の
大
石
の
前
方
に
至
る
。
そ
の
ま
ま
道
な
り
に
進
む

と
、
斑
入
り
の
笹
が
み
ら
れ
、
三
段
の
滝
の
前
方
に
至
る
。
そ
こ
か
ら
進
路
を
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南
に
向
け
道
な
り
に
西
進
す
る
と
、
恩
賜
松
の
碑
、
茶
室
を
横
切
り
、
座
敷
へ

と
戻
る
。

そ
れ
で
は
、
同
書
を
一
部
引
用
し
、
現
状
の
無
隣
庵
の
様
子
と
照
合
し
な
が
ら
、

山
県
に
お
け
る
無
隣
庵
の
利
用
形
態
の
分
析
を
試
み
た
い
。

庭
下
駄
を
穿
ち
、
●(

｢
氵｣

＋｢

豸｣

＋｢

虎｣
)

々
と
淸
韵
を
鳴
し
去

る
淸
流
を
過
れ
ば
、
左
方
は
樅
の
木
二
三
十
本
、
針
樣
の
葉
疎
々
と
し
て
流

れ
を
挾
み
林
を
な
し
、
前
に
は
大
佛
の
石
垣
か
と
も
思
は
れ
而
も
皴
劈
面
白

き
巨
石
は
屹
然
と
し
て
峙
だ
ち
ぬ
。（
続
江
湖
快
心
録
：
２
頁
）

　

主
屋
の
座
敷
の
北
側
に
は
、
二
・
三
十
本
の
モ
ミ
が
林
立
し
、
大
佛
殿
の
石

垣
か
ら
移
設
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
ほ
ど
の
特
徴
的
な
皺
を
も
っ
た
巨
石
が
据
え

ら
れ
て
い
た
。
こ
の
箇
所
は
、
現
在
の
〝
池
―
ｅ
芝
地
周
辺
・
西
側
〟
に
該
当

す
る
。
座
敷
西
側
の
モ
ミ
の
群
植
は
、
本
数
が
減
っ
て
い
る
可
能
性
は
あ
る
が

現
存
し
て
い
る
。
先
述
の
〝
大
佛
殿
〟
と
は
、
か
つ
て
豊
臣
秀
吉
が
造
立
し
た

大
仏
を
安
置
し
た
方
広
寺
を
指
し
て
お
り
（
２
４
）、
残
存
す
る
同
寺
の
石
塁
（
２
５
）

の
こ
と
が
語
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
巨
石
に
つ
い
て
山
県
は
、「
そ
れ
で
此
石
は

親
ら
醍
醐
の
山
へ
行
て
切
出
さ
し
た
の
で
あ
る
が
、
豊
公
が
庭
を
作
る
時
に
切

出
そ
う
と
し
て
、
遣
ひ
残
り
に
な
つ
た
石
が
そ
こ
こ
こ
に
磊
々
し
て
ゐ
て
、
中

に
は
其
刄
跡
が
残
つ
て
あ
る
も
の
が
あ
る
、
妙
ぢ
ゃ
な
い
か
喃
。」
と
言
っ
た

と
い
う
（
２
６
）。
な
お
高
橋
義
雄
は
、「
此
の
大
石
は
無
隣
庵
庭
前
の
主
人
公
と

も
見
る
べ
き
も
の
で
、
之
を
此
庭
前
に
拉
致
す
る
に
就
て
一
場
の
物
語
り
が
あ

る
、
初
め
山
縣
公
の
無
隣
庵
を
築
造
せ
ら
る
ゝ
や
、
一
日
豊
太
閤
の
経
営
に
係

る
大
佛
殿
の
石
垣
を
見
て
、
其
大
石
は
何
処
か
ら
運
ば
れ
た
物
か
と
問
ひ
質
さ

れ
た
処
が
、
是
は
其
当
時
醍
醐
の
山
奥
よ
り
引
か
れ
た
者
で
、
山
科
の
谷
間
に

は
今
で
も
其
取
残
し
の
大
石
が
あ
る
と
言
ふ
事
を
聞
か
れ
て
公
は
俄
に
興
味
を

催
し
、
実
地
検
分
の
上
遂
に
此
石
に
着
目
せ
ら
れ
た
が
、
固
よ
り
非
常
の
大
石

な
れ
ば
牛
二
十
四
頭
を
以
て
牽
き
来
る
に
、
道
路
が
メ
リ
込
て
運
搬
非
常
に
困

難
を
感
ぜ
し
も
、
今
日
と
違
ひ
其
頃
は
道
路
に
障
害
物
が
少
か
つ
た
の
で
、
首

尾
克
く
庭
前
に
引
入
る
る
事
が
で
き
た
さ
う
で
あ
る
」と
述
べ
て
い
る
が
（
２
７
）、

そ
れ
は
山
県
の
言
述
を
誇
張
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

左
方
の
小
徑
を
繞
り
、
杉
樹
の
蔭
を
過
ぎ
て
巨
石
の
裏
手
に
出
れ
ば
、
こ
ヽ

は
鬼
芝
を
細
か
く
苅
こ
み
た
る
や
ヽ
平
坦
の
小
丘
に
し
て
、
左
方
は
杉
樹

矗
々
と
し
、右
方
は
淸
流
の
上
に
し
て
や
ヽ
廣
く
池
の
如
く
ひ
ろ
が
れ
る
が
、

其
底
は
い
と
淺
く
し
て
尚
ほ
川
の
趣
致
を
失
は
ず
、
打
杭
あ
り
て
一
段
を
な

し
水
落
て
淙
然
た
り
。（
前
掲
書
：
２
―
３
頁
）

　

周
囲
に
杉
が
植
わ
る
巨
石
付
近
の
園
路
を
西
奥
に
進
む
と
、
芝
生
が
細
か
く

刈
り
込
ま
れ
た
平
坦
な
小
丘
に
至
る
。
そ
の
北
東
側
に
は
杉
が
そ
び
え
立
ち
、

南
西
側
に
は
や
や
池
の
よ
う
に
幅
の
広
が
っ
た
流
れ
が
広
が
る
。
流
れ
底
は
と

て
も
浅
く
、
打
杭
に
よ
っ
て
落
差
が
一
段
築
か
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
こ
の
箇
所
は
、
現
在
の
〝
⑤
池
―
ｅ
芝
地
周
辺
・
東
側
〟
で
あ
り
、
現

状
と
の
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。

川
に
沿
ひ
斑
入
笹
の
茂
れ
る
小
徑
を
橫
ぎ
り
し
時
、
取
次
の
人
は
後
ろ
を
顧

り
み
曰
く
、
ア
ヽ
、
侯
爵
が
見
江
ま
し
た
、
左
樣
な
ら
ば
と
、
流
れ
を
渡
り

前
方
に
向
ひ
辭
し
去
る
。（
前
掲
書
：
３
頁
）

　

流
れ
に
沿
っ
て
あ
る
園
路
の
傍
ら
に
は
、
斑
入
り
の
笹
が
植
わ
っ
て
い
た
。
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こ
の
箇
所
は
、
現
在
の
〝
⑤
池
―
ｅ
芝
地
周
辺
・
北
側
〟
に
該
当
し
、
現
状
と

の
大
き
な
違
い
は
み
ら
れ
な
い
。
こ
の
斑
入
り
の
笹
は
現
在
で
も
同
箇
所
に
生

育
し
て
い
る
。

再
び
斑
入
笹
の
茂
れ
る
小
徑
を
過
ぎ
、
川
べ
り
に
出
で
前
方
を
見
れ
ば
、
杉

樹
楓
樹
な
ど
錯
出
掩
映
し
て
稍
暗
き
處
、
白
玉
簾
の
如
き
大
瀑
懸
り
、
突
然

偃
蹇
せ
る
怪
石
巨
巖
に
觸
れ
て
三
段
と
な
り
、
其
聲
轟
々
淙
々
と
し
、
兩
岸

の
樹
木
小
草
ま
た
氣
勢
を
生
ず
る
如
く
覺
へ
ぬ
。（
前
掲
書
：
三
―
四
頁
）

　

前
述
の
斑
入
り
の
笹
が
植
わ
っ
た
箇
所
か
ら
南
進
し
、
沢
飛
び
石
の
打
た
れ

た
流
れ
に
至
り
東
側
を
見
る
と
、
杉
や
紅
葉
が
林
立
す
る
暗
が
り
の
な
か
に
、

玉
簾
の
白
滝
の
よ
う
な
滝
が
、
突
如
と
し
て
高
く
聳
え
て
い
る
。
そ
れ
は
、
特

徴
的
な
巨
石
に
よ
っ
て
三
段
に
組
ま
れ
て
お
り
、
大
き
な
音
を
立
て
て
澱
み
な

く
流
れ
て
い
た
。
こ
の
箇
所
は
、現
在
の〝
⑤
池
―
ｈ
滝
口
周
辺
〟に
該
当
す
る
。

山
県
は
、
こ
の
滝
に
関
し
て
「
…
此
前
東
京
か
ら
連
て
来
た
橐
駝
師
は
、
あ
の

石
の
畔
に
ず
ー
つ
と
前
へ
向
て
枝
の
垂
れ
走
つ
て
ゐ
る
松
を
栽
る
と
よ
い
と
い

ふ
た
が
、
ど
う
も
此
地
に
は
夫
に
適
当
し
た
よ
い
松
が
な
い
か
ら
い
か
ん
、
そ

れ
で
其
橐
駝
師
は
、
こ
こ
に
坐
つ
て
三
日
考
へ
て
お
つ
た
か
、
夫
ま
で
瀧
壺
が

な
か
つ
た
の
を
こ
し
ら
へ
る
こ
と
と
、
外
一
二
注
意
し
て
、
も
う
外
に
は
何
に

も
申
上
る
こ
と
が
な
い
と
云
ふ
て
帰
り
お
つ
た
」
と
い
う
逸
話
を
述
べ
て
い
る

（
２
８
）。
こ
の
東
京
の
橐
駝
師
と
は
、山
県
が
好
ん
で
使
っ
た
「（
岩
本
）
勝
五
郎
」

と
い
う
庭
師
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
（
２
９
）。

歎
賞
之
を
久
ふ
し
川
を
渡
り
し
が
、
前
岸
は
綠
樹
葱
々
と
し
、
其
奥
に
八
九

輪
ほ
ど
の
石
塔
を
安
ん
ず
。
こ
ヽ
を
過
て
岸
邊
は
靑
氈
の
如
き
芝
艸
い
と
淨

く
、
楓
樹
並
に
岩
石
の
配
置
ま
た
面
白
し
。（
前
掲
書
：
４
頁
）

　

黒
田
が
つ
く
づ
く
感
心
し
な
が
ら
流
れ
を
渡
る
と
、
前
方
南
側
の
岸
辺
に
は

樹
木
が
生
い
茂
り
、
八
・
九
重
の
石
塔
が
据
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
辺
り
を
過

ぎ
て
岸
辺
に
至
る
と
、
青
い
毛
氈
の
よ
う
に
清
ら
か
な
芝
地
が
あ
り
、
紅
葉
が

並
び
立
つ
な
か
に
景
石
が
据
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

箇
所
は
、
現
在
の
〝
⑤
池
―
ｇ
カ
エ
デ
周
辺
〟
で
あ
り
、
紅
葉
林
と
景
石
と
の

関
係
性
に
関
心
が
持
た
れ
て
い
た
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
八
・
九

重
の
石
塔
は
現
存
し
な
い
。

（
２
）
黒
田
譲
が
聞
き
書
き
し
た
山
県
有
朋
の
言
述

　

黒
田
譲
は
、
自
身
の
体
験
談
に
加
え
て
、
山
県
の
言
述
に
つ
い
て
も
記
録
し

て
い
る
。
以
下
、
そ
の
箇
所
を
抜
粋
し
現
状
の
無
隣
庵
の
様
子
と
併
せ
て
分
析

す
る
。

候
曰
く
、
こ
の
石
の
据
へ
方
な
ど
な
か
ヽ
ヽ
苦
し
ん
だ
じ
や
。
と
、
眞
に
然

ら
む
。（
前
掲
書
：
４
頁
）

　

こ
こ
で
は
、（
⑤
池
―
ｇ
カ
エ
デ
周
辺
の
）
景
石
の
据
え
方
が
と
て
も
困
難

で
あ
っ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

侯
は
一
の
平
面
石
の
苔
の
下
低
く
歿
せ
る
を
指
ざ
し
、
曰
く
、
之
は
据
ゑ
た

時
は
よ
か
つ
た
が
、苔
が
上
り
を
つ
て
低
く
な
つ
た
か
ら
困
つ
て
ゐ
る
の
だ
。

と
、（
前
掲
書
：
４
頁
）

　

山
県
は
、
苔
の
下
が
低
く
沈
ん
だ
平
坦
な
石
の
一
つ
を
指
さ
し
、
苔
が
盛
り



上
が
り
次
第
に
低
く
な
っ
て
困
っ
て
い
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記

述
か
ら
だ
け
で
は
、
当
該
の
箇
所
と
現
状
と
の
照
合
が
困
難
で
あ
る
。

左
手
な
る
小
徑
を
過
れ
ば
、
一
棟
の
茶
室
あ
り
。
侯
曰
く
、
こ
れ
は
元
岡
本

某
と
か
い
ふ
國
學
も
あ
り
且
つ
茶
の
好
な
者
が
建
た
も
の
で
、
以
前
は
彼
方

に
あ
つ
た
の
を
こ
ヽ
へ
引
か
せ
た
の
だ
。（
前
掲
書
：
４
頁
）

　

敷
地
南
側
の
園
路
を
進
め
ば
一
棟
の
茶
室
が
あ
る
。
山
県
い
わ
く
、
元
々
こ

れ
は
国
学
者
で
茶
の
湯
を
好
ん
だ
岡
本
某
が
建
て
た
も
の
で
あ
り
、
以
前
は
別

所
に
あ
っ
た
も
の
を
無
隣
庵
に
移
築
し
た
と
い
う
。
こ
の
箇
所
は
、
現
在
の

〝
②
露
地
―
ａ
建
物
周
辺
〟
に
該
当
す
る
。
こ
の
岡
本
某
と
い
う
人
物
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
説
明
は
な
い
が
、
同
時
代
に
活
躍
し
た
国
学
者
と
し
て
岡
本
保

孝
（
１
７
９
７
―
１
８
７
８
）
が
い
る
（
３
０
）。

　

一
方
、
高
橋
義
雄
は
こ
の
茶
室
の
由
来
を
「
珠
光
の
好
み
で
藪
内
紹
智
の
家

に
在
る
燕
庵
を
写
さ
れ
た
る
も
の
で
、
是
は
丹
波
の
古
望
某
氏
方
に
あ
つ
た
古

席
を
蹲
踞
石
、
石
燈
籠
諸
共
に
当
初
に
移
さ
れ
た
と
云
う
事
で
あ
る
」（
３
１
）
と

述
べ
て
い
る
が
、
前
述
の
山
県
の
証
言
と
は
一
致
し
な
い
。
ま
た
高
橋
は
、
こ

の
茶
室
の
利
用
に
つ
い
て
「
明
治
二
十
九
年
京
都
南
禅
寺
畔
に
無
隣
庵
を
経
営

せ
ら
れ
た
と
き
に
は
庭
隅
に
三
畳
台
目
の
茶
席
を
造
り
京
都
の
道
具
商
で
松
岡

嘉
兵
衞
と
云
つ
た
老
人
を
招
い
で
点
茶
手
前
を
稽
古
し
、
又
茶
客
を
招
ぐ
に
必

要
な
道
具
を
取
揃
へ
、
自
ら
主
人
と
為
つ
て
当
地
の
茶
人
伊
集
院
兼
常
望
月
宗

匠
な
ど
を
呼
ば
れ
た
事
が
あ
つ
た
」（
３
２
）
と
述
べ
、
山
県
が
松
岡
嘉
兵
衞
（
３
３
）

と
い
う
道
具
商
か
ら
茶
の
湯
の
手
前
を
習
っ
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。

侯
は
其
西
手
勾
欄
の
つ
き
た
る
椽
端
を
指
ざ
し
て
曰
く
、
こ
ヽ
は
元
利
休
が

祭
つ
て
あ
つ
た
の
を
取
拂
つ
た
の
で
、
叡
山
な
ど
能
く
見
へ
眺
望
が
よ
い
か

ら
出
て
見
玉
へ
。
と
、
余
は
乃
ち
出
て
欄
に
凭
り
し
が
、
此
日
は
天
氣
い
と

淸
和
な
る
も
、薄
き
靄
立
罩
め
て
叡
山
は
よ
く
見
へ
ず
、前
な
る
東
山
は
藹
々

と
し
て
、
尚
ほ
一
重
の
薄
絹
を
隔
つ
る
が
如
く
、
風
趣
殊
に
佳
絶
な
り
。
侯

曰
く
、
ム
ヽ
、
今
日
は
靄
で
よ
く
見
へ
ん
な
。（
前
掲
書
：
５
頁
）

　

山
県
は
、
茶
室
北
西
の
勾
欄
が
付
い
た
縁
の
端
を
指
さ
し
て
、
そ
の
部
分
に

は
元
々
利
休
像
が
祀
っ
て
あ
っ
た
が
取
り
払
っ
た
と
述
べ
。
そ
こ
か
ら
は
、
比

叡
山
が
よ
く
見
え
て
眺
望
が
よ
か
っ
た
と
い
う
。
現
状
の
茶
室
も
、
北
西
角
に

は
勾
欄
が
付
き
外
が
眺
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
ま
た
茶
室
西
角
に
利

休
像
が
祀
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
は
、そ
の
箇
所
が
祖
堂
（
利
休
堂
）
で
あ
っ

た
こ
と
を
意
味
す
る
。

�　

�

悉
く
見
終
り
侯
に
從
つ
て
出
し
が
、
余
は
此
茶
室
は
何
と
い
ふ
御
名
で
厶
い

ま
す
か
と
問
へ
ば
。
侯
は
答
へ
て
、
ム
ヽ
、
ま
づ
草
川
廬
と
で
も
し
よ
う
か

と
思
ふ
の
で
、
夫
は
此
前
の
小
川
は
草
川
と
い
ひ
、
昔
か
ら
の
名
所
で
あ
る

と
い
ふ
の
か
ら
。
と
、
語
ら
れ
ぬ
。（
前
掲
書
：
５
頁
）

　

黒
田
が
茶
室
の
名
称
を
訪
ね
た
所
、
山
県
は
、
そ
も
そ
も
こ
の
（
敷
地
の
前

を
流
れ
る
）
小
川
は
草
川
と
言
い
、
昔
か
ら
知
ら
れ
る
名
所
な
の
で
、
茶
室
の

名
称
は
「
草
川
庵
」
と
で
も
し
よ
う
か
と
言
っ
た
。『
京
都
坊
目
誌
』
に
よ
る

と
草
川
は
、「
水
源
駒
が
瀧
に
発
し
。
末
は
白
川
に
合
す
」（
３
４
）
と
あ
り
、
南

禅
寺
境
内
の
東
側
山
奥
に
現
存
す
る
駒
ヶ
滝
を
源
流
と
す
る
自
然
河
川
で
あ
っ

た
が
、
す
で
に
絶
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
３
５
）。
前
述
の
『
新
撰
花
洛
名
勝

図
会
』
の
挿
図
で
は
、
丹
後
屋
と
瓢
亭
の
北
側
に
一
筋
の
流
れ
が
東
西
に
流
れ
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る
様
子
を
確
認
で
き
る
（
３
６
）。
江
戸
期
は
丹
後
屋
と
瓢
亭
は
、「
古
今
の
名
物

両
店
の
繁
盛
ハ
こ
れ
も
花
洛
の
一
奇
と
い
ふ
べ
し
」
と
い
わ
れ
た
（
３
７
）。
さ
ら

に
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
に
は
、「
名
物
南
禅
寺
湯
豆
腐
店
」
と
し
て
、
丹
波

屋
の
店
先
の
様
子
を
描
い
た
挿
図
が
あ
り
、
店
内
に
は
水
流
上
に
橋
が
架
か
っ

た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。『
新
撰
花
洛
名
勝
図
会
』
と
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』

の
挿
図
を
照
合
す
れ
ば
、
そ
の
水
流
は
、
暗
渠
を
潜
っ
て
瓢
亭
に
通
じ
て
い
た

可
能
性
が
あ
る
（
３
８
）。

ま
た
進
む
數
歩
、
侯
は
瀑
布
の
下
流
と
草
川
と
合
流
す
る
畔
に
佇
立
し
、
南

手
な
る
西
洋
造
の
二
層
樓
を
顧
り
み
て
曰
く
、
ど
う
も
こ
ん
な
建
築
は
妙
で

な
い
が
、
物
を
藏
れ
る
倉
庫
が
な
い
か
ら
そ
れ
で
造
つ
た
の
だ
。
ヲ
ヽ
、
い

づ
れ
繁
鬱
し
た
樹
木
な
ど
で
此
方
は
遮
蓋
す
つ
も
り
ぢ
や
が
。
と
、
小
石
橋

を
渡
り
、
從
ひ
て
書
院
に
歸
り
ぬ
。（
前
掲
書
：
５
―
６
頁
）

　

山
県
は
、
琵
琶
湖
疏
水
か
ら
引
水
し
た
滝
か
ら
西
側
の
流
れ
と
草
川
が
合
流

す
る
地
点
に
立
ち
、
南
方
に
あ
る
二
階
建
て
の
洋
風
建
築
は
、
収
蔵
す
る
倉
庫

が
な
い
の
で
造
っ
た
も
の
で
あ
り
、
い
ず
れ
樹
木
で
鬱
蒼
と
さ
せ
て
遮
蔽
す
る

つ
も
り
と
言
っ
た
。
そ
の
後
、
山
県
と
黒
田
は
小
さ
な
石
橋
を
渡
っ
て
書
院
に

帰
っ
た
。
こ
の
箇
所
は
、現
在
の
〝
④
流
れ
―
ｄ
コ
ケ
地
周
辺
〟
に
該
当
す
る
。

こ
の
洋
館
に
つ
い
て
、
高
橋
は
「
西
洋
館
は
老
公
の
防
寒
室
と
も
云
う
べ
き
者

で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
３
９
）。

そ
れ
で
此
地
の
橐
駝
師
な
ど
は
、
瀑
布
の
岩
石
の
間
に
歯
朶
を
栽
る
と
い
へ

ば
不
思
議
に
思
ふ
。
樅
の
樹
も
こ
こ
に
三
十
本
程
栽
た
が
、
常
時
は
樅
樹
と

い
へ
ば
橐
駝
師
の
畝
に
僅
か
一
二
本
よ
り
な
か
つ
て
一
向
使
は
ん
も
の
と
見

へ
た
が
、
今
で
は
何
十
本
で
も
持
て
ゐ
る
。（
前
掲
書
：
９
頁
）

　

黒
田
を
引
き
連
れ
て
書
院
に
戻
っ
た
山
県
は
、
滝
石
組
み
の
間
に
生
え
る
シ

ダ
〝
⑤
池
―
ｈ
滝
口
周
辺
〟
や
モ
ミ
〝
⑥
外
縁
・
北
西
端
〟
は
自
身
が
意
識
的

に
植
え
た
も
の
で
あ
り
、
無
隣
庵
の
築
造
当
時
そ
の
よ
う
な
植
栽
の
仕
方
は
一

般
的
で
は
な
か
っ
た
と
述
べ
た
。

ま
た
此
川
の
畔
に
、
野
に
よ
く
咲
て
あ
る
、
ア
ア
そ
れ
、
ヲ
ヲ
木
瓜
、
木
瓜

を
栽
さ
し
た
が
、
三
年
か
か
つ
て
も
ど
う
も
つ
か
ん
、
其
癖
野
で
は
踏
だ
り

何
か
し
て
よ
く
咲
て
ゐ
る
が
喃
。
そ
う
し
れ
尚
ほ
川
畔
に
は
、
岩
に
附
着
た

よ
う
に
低
く
躑
躅
を
作
る
つ
も
り
で
、
橐
駝
師(

た
く
だ
し)

（
庭
師
）
に

刈
込
を
命
じ
て
ゐ
る
の
だ
。（
前
掲
書
：
９
―
１
０
頁
）

　
〝
④
流
れ
―
ｄ
コ
ケ
地
周
辺
、
ｅ
芝
地
周
辺
・
東
側
〟
の
園
路
際
に
植
え
ら

れ
た
ボ
ケ
は
、
山
県
が
意
識
的
に
植
え
た
も
の
で
あ
っ
た
。〝
④
流
れ
―
ｄ
コ

ケ
地
周
辺
、
ｅ
芝
地
周
辺
・
西
側
〟
の
景
石
周
り
に
植
え
ら
れ
た
サ
ツ
キ
（
躑

躅
）
は
、
山
県
自
身
が
岩
に
附
着
し
た
よ
う
に
低
く
刈
り
込
む
よ
う
に
京
都
の

橐
駝
師
に
指
示
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
れ
か
ら
京
都
の
庭
に
は
苔
の
寂
を
重
ん
じ
て
芝
な
ど
と
い
ふ
も
の
は
殆
ど

使
は
ん
が
、こ
の
庭
園
一
面
に
苔
を
つ
け
る
と
い
ふ
と
は
大
変
で
も
あ
る
し
、

ま
た
苔
に
よ
つ
て
は
面
白
く
な
い
か
ら
、
私
は
断
じ
て
芝
を
栽
る
こ
と
に
し

た
。
尤
も
川
の
此
方
は
先
の
久
原
が
栽
て
置
い
た
の
で
、
被
方
は
鬼
芝
を
栽

て
そ
れ
で
時
々
刈
せ
る
、
費
用
は
な
か
な
か
多
く
か
か
る
が
此
方
が
よ
い
よ

う
じ
や
。
夫
で
こ
の
庭
園
の
樹
木
は
重
に
杉
樹
と
、
楓
樹
と
、
そ
し
て
葉
桜
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三
本
と
で
も
た
す
ろ
い
ふ
自
分
の
心
算
で
あ
る
が
ど
う
か
。
ま
た
水
と
い
ふ

こ
と
に
つ
い
て
、
従
来
の
人
は
重
に
池
を
こ
し
ら
へ
た
が
、
自
分
は
夫
よ
り

川
の
方
が
趣
致
が
あ
る
や
う
に
思
ふ
。
よ
く
山
村
な
ど
へ
行
く
と
、
此
前
の

よ
う
な
清
川
が
潺
々
と
繞
（
め
ぐ
）
つ
て
流
れ
て
ゐ
る
が
、
あ
の
方
が
面
白

い
か
ら
こ
こ
で
は
川
に
し
た
の
で
。（
前
掲
書
：
１
０
頁
）

　

山
県
は
、
園
内
の
地
被
植
栽
を
苔
で
は
な
く
〝
芝
〟
と
す
る
こ
と
を
意
識
し

て
い
た
。
し
か
し
一
部
は
既
に
庭
造
り
を
任
せ
て
い
た
久
原
が
植
栽
し
て
い
た

た
め
、
そ
の
他
の
範
囲
は
オ
ニ
シ
バ
を
植
え
た
（
４
０
）。
こ
こ
で
久
原
が
植
栽
し

た
地
被
植
物
の
種
類
と
位
置
に
つ
い
て
は
記
述
さ
れ
て
い
な
い
。
山
県
は
、
無

隣
庵
の
主
な
植
栽
構
成
を
杉
と
紅
葉
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
（
葉
桜
）
と
す
る
こ
と
を

意
識
し
て
い
た
。
こ
の
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
三
本
は
現
存
し
な
い
。
ま
た
山
県
は
、
無

隣
庵
の
園
池
を
、
従
来
の
庭
造
り
に
お
い
て
好
ま
れ
て
き
た
溜
ま
り
池
状
で
は

な
く
、
山
村
を
流
れ
る
清
ら
か
な
川
の
よ
う
な
流
水
状
で
あ
る
こ
と
を
意
識
し

て
い
た
。

（
３
）
石
碑
〝
御
賜
稚
松
の
記
〟
に
み
る
山
県
有
朋
の
無
隣
庵
に
対
す
る
関
心

　

山
県
は
、
明
治
三
十
四
年
（
１
９
０
１
）
に
明
治
天
皇
か
ら
御
所
の
稚
松
２

株
が
園
内
に
下
賜
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
、
同
年
十
一
月
に
〝
御
賜
稚
松
の

記
〟
と
題
し
た
石
碑
を
建
立
し
た
。
そ
れ
は
〝
⑤
池
―
ｄ
コ
ケ
地
周
辺
〟
に
現

存
し
て
い
る
。
そ
の
文
面
（
４
１
）
に
は
、
山
県
の
無
隣
庵
に
向
け
ら
れ
た
意
志

を
示
す
記
述
が
あ
る
。
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
高
橋
は
、「
然
る
に
明
治
天
皇

陛
下
此
事
を
聞
し
召
れ
、
京
都
宮
廷
の
稚
松
二
株
を
賜
は
つ
た
の
で
、
公
は
之

を
庭
前
に
植
ゑ
、
程
経
て
其
松
の
写
真
を
天
覧
に
供
す
る
や
、
陛
下
よ
り
有
り

難
き
御
製
を
賜
は
つ
た
の
で
、
公
は
恩
賜
稚
松
の
記
の
石
碑
を
建
て
（
後
略
）」

た
と
述
べ
て
い
る
（
４
２
）。
な
お
、
こ
の
松
は
、
枯
失
し
て
現
存
し
な
い
。

自
然
の
風
致
に
は
富
た
れ
と
な
か
れ
の
ほ
そ
き
か
い
さ
さ
か
物
た
ら
ぬ
心
地

す
れ
は
琵
琶
湖
の
疏
水
を
松
杉
深
き
あ
た
り
に
引
入
れ
し
に
落
る
瀑
の
音
の

は
け
し
く
み
や
ま
の
お
く
も
か
く
こ
そ
あ
ら
め
と
思
ふ
は
か
り
な
り
又
な
か

れ
の
ゆ
る
や
か
な
る
は
沙
（
砂
）
白
く
底
す
み
て
魚
の
ひ
れ
ふ
る
さ
ま
な
と

見
ゆ

元
よ
り
無
隣
庵
の
立
地
は
自
然
の
風
趣
に
恵
ま
れ
て
い
た
が
、
山
県
は
、
草
川

の
水
量
に
物
足
り
な
さ
を
感
じ
て
い
た
。
そ
こ
で
無
隣
庵
の
敷
地
東
側
か
ら
琵

琶
湖
疏
水
を
引
水
し
、
周
囲
に
松
と
杉
を
植
え
た
と
こ
ろ
、
激
し
い
水
音
が
響

く
深
山
の
奥
と
い
っ
た
様
相
に
な
っ
た
と
い
う
。
ま
た
そ
の
後
、
流
れ
と
な
っ

た
水
流
は
緩
や
か
で
、
池
底
の
白
砂
が
魚
の
動
き
を
通
し
て
透
け
て
見
え
た
。

こ
こ
か
ら
、〝
⑤
池
―
ｈ
滝
口
周
辺
〟
の
松
と
杉
は
、
山
県
が
意
識
し
て
植
え

た
こ
と
、
琵
琶
湖
疏
水
の
豊
富
な
水
量
と
清
浄
さ
が
重
要
視
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
読
み
と
れ
る
。
水
流
は
、
滝
口
の
流
れ
が
激
し
い
一
方
で
、
流
路
に
な
る
と

穏
や
か
で
あ
っ
た
。
な
お
、
山
県
は
、
無
隣
庵
へ
の
疏
水
の
引
水
に
当
た
っ
て
、

琵
琶
湖
疏
水
の
設
計
に
携
わ
っ
た
田
辺
朔
郎
に
手
紙
を
送
っ
て
い
る
（「
山
県

有
朋
書
簡
」）（
４
３
）。

又
ふ
た
つ
み
つ
か
さ
な
り
た
る
も
お
か
し
苔
の
靑
み
た
る
中
に
名
も
し
ら
ぬ

草
の
花
咲
出
た
る
も
め
つ
ら
し

　

ま
た
、
趣
の
あ
る
二
・
三
種
類
の
苔
の
青
味
の
な
か
に
、
名
も
知
ら
ぬ
花
が

咲
き
出
る
の
も
賞
美
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら
、
山
県
が
園
内
の
多
様
な
苔

に
趣
を
意
識
し
、
さ
ら
に
そ
の
な
か
に
野
草
が
生
え
る
様
を
評
価
し
て
い
た
こ
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と
が
分
か
る
。

秋
は
夕
日
の
は
な
や
か
に
さ
し
て
紅
葉
の
に
ほ
ひ
た
る
冬
は
雪
を
い
た
た
け

る
比
叡
の
嶽
の
窓
に
お
ち
く
る
こ
こ
ち
し
て
折
折
の
な
か
め
い
は
む
か
た
な

し

　

春
夏
秋
冬
の
景
観
の
趣
が
述
べ
ら
れ
る
な
か
で
、
秋
は
、
明
る
く
人
目
を
引

き
つ
け
る
夕
日
に
映
え
て
紅
葉
が
美
し
か
っ
た
。
冬
に
つ
い
て
は
、
比
叡
山
の

頂
に
抱
か
れ
る
雪
が
窓
に
落
ち
て
く
る
気
分
が
す
る
。
四
季
折
々
の
眺
め
は
何

と
も
言
い
よ
う
が
な
い
。
こ
こ
か
ら
、
紅
葉
と
主
屋
内
か
ら
の
比
叡
山
へ
の
眺

め
が
意
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

晨
に
は
文
を
よ
み
夕
に
は
歌
を
詠
し
あ
る
は
茶
を
品
し
碁
を
圍
み
又
は
酒
を

く
み
時
に
今
古
を
談
論
す
る
な
と
た
た
に
世
の
塵
を
洗
ふ
の
み
か
は
さ
る
に

此
草
廬
の
成
り
た
る
こ
と
お
も
ほ
ゑ
す
も
か
し
こ
き

　

朝
に
は
文
章
を
読
み
、
夕
方
に
は
歌
を
詠
む
。
ま
た
茶
を
嗜
み
、
碁
を
打
ち
、

酒
を
飲
む
と
き
に
、
古
今
に
つ
い
て
話
し
合
う
。
単
に
世
の
な
か
の
煩
わ
し
い

雑
事
か
ら
逃
れ
る
だ
け
の
や
り
と
り
の
た
め
に
、
無
隣
庵
は
成
り
立
っ
て
い
る

と
感
じ
る
。

　

山
県
に
と
っ
て
無
隣
庵
は
、
政
治
的
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
主

と
し
て
世
塵
か
ら
逃
れ
、
親
し
い
人
と
交
わ
り
、
文
芸
や
飲
食
を
楽
し
む
た
め

の
場
所
で
あ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。

（
４
）
山
県
の
周
囲
の
人
々
に
お
け
る
無
隣
庵
へ
の
関
心

　
『
続
江
湖
快
心
録
』
で
は
、
黒
田
譲
に
対
す
る
山
県
の
語
り
と
し
て
、
無
隣

庵
の
庭
の
築
造
に
お
け
る
意
志
が
以
下
の
よ
う
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
い
よ
い
よ
庭
園
を
や
り
か
け
る
こ
と
に
な
つ
た
が
、
京
都
に
於
る
庭

園
は
幽
邃
と
い
ふ
こ
と
を
重
に
し
て
、
豪
壮
だ
と
か
、
雄
大
だ
と
か
い
ふ
趣

致
が
少
し
も
な
い
。
い
や
誰
の
作
だ
の
、小
堀
遠
州
じ
や
の
と
い
ふ
た
處
で
、

多
く
は
規
模
の
小
さ
い
、
茶
人
風
の
庭
で
あ
つ
て
面
白
く
な
い
か
ら
、
己
は

己
流
儀
の
庭
園
を
作
る
こ
と
に
決
し
た
。（『
続
江
湖
快
心
録
』：
６
―
７
頁
）

　

山
県
は
、
旧
来
の
京
都
で
築
造
さ
れ
て
き
た
狭
小
な
「
茶
人
風
の
庭
」
で
は

な
く
、
独
自
の
考
え
に
も
と
づ
い
た
庭
造
り
を
意
識
し
て
お
り
、
そ
の
築
造
の

結
果
と
し
て
伊
集
院
兼
常
（
１
８
３
６
―
１
９
０
９
）
か
ら
以
下
の
よ
う
な
評

価
を
得
た
と
述
べ
、
非
常
に
喜
ん
だ
。

な
か
な
か
園
藝
に
つ
い
て
邃
い
男
じ
や
が
、
此
庭
園
を
見
せ
て
ど
う
か
と
云

う
た
ら
。
実
に
結
構
だ　

よ
く
出
来
た
。
若
し
私
に
ど
う
か
と
仰
し
や
れ
ば
、

そ
り
や
私
は
私
の
考
へ
も
あ
る
が
、
そ
う
す
れ
ば
一
々
處
を
ど
う
と
い
ふ
わ

け
に
い
か
ず
、
皆
變
て
か
か
ら
ね
ば
な
ら
ん
が
、
然
し
之
で
結
構
で
、
実
に

名
作
で
す
と
、
伊
集
院
か
ら
園
藝
博
士
の
号
を
贈
り
お
つ
た
じ
や
。
ア
ハ
ハ

ハ
ハ
、
ど
う
か
（
前
掲
書
：
９
頁
）

　

そ
も
そ
も
黒
田
譲
が
無
隣
庵
を
訪
れ
た
の
は
、『
続
江
湖
快
心
録
』
の
前
作

に
当
た
る
『
江
湖
快
心
録
』
に
お
い
て
、
伊
集
院
兼
常
よ
り
「
…
ハ
ア
、
山
縣

候
の
無
隣
庵
の
庭
で
す
か
、
あ
れ
は
全
く
伯
自
身
で
造
ら
れ
た
の
で
、
お
素
人

と
し
て
は
感
服
の
外
ム
い
ま
せ
ん
。」（
４
４
）
と
聞
い
た
こ
と
が
契
機
で
あ
っ
た
。

『
続
江
湖
快
心
録
』
の
冒
頭
に
お
い
て
黒
田
は
、
無
隣
庵
訪
問
の
動
機
を
以
下
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の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

同
庭
園
（
無
隣
庵
）
に
つ
き
て
は
曾
て
伊
集
院
兼
常
氏
よ
り
、
其
経
営
配
置

一
に
候
の
匠
心
獨
運
に
出
で
、
而
も
豪
壮
雄
興
広
に
し
て
一
種
の
面
目
を
具

へ
、
小
堀
遠
州
以
外
新
に
一
識
を
建
た
る
の
作
に
し
て
、
実
に
賞
嘆
す
べ
き

も
の
な
り
と
聞
き
（
後
略
）（
前
掲
書
：
１
頁
）

　

次
に
晩
年
の
山
県
の
側
近
を
務
め
た
入
江
貫
一
は
、
大
正
十
一
年
刊
行
『
山

県
公
の
お
も
か
げ
』（
昭
和
五
年
増
補
再
販『
山
県
公
の
お
も
か
げ
附
追
憶
百
話
』

（
４
５
）
に
お
い
て
、
山
県
の
幅
広
い
公
私
に
関
す
る
出
来
事
を
記
載
し
、
そ
の
な

か
に
は
無
隣
庵
に
つ
い
て
の
言
及
が
あ
る
。

築
庭
は
公
の
唯
一
の
道
楽
で
あ
つ
た
、
平
生
誠
に
質
素
倹
約
的
な
公
も
苑
庭

の
為
め
に
は
数
千
円
時
と
し
て
は
万
円
を
擲
つ
を
辞
せ
な
か
つ
た
。
公
の
築

庭
法
は
独
特
の
妙
味
を
具
へ
、
自
然
を
利
用
し
、
自
然
を
模
倣
し
且
自
然
を

作
出
す
る
よ
う
に
務
め
ら
れ
た
。
京
都
の
無
隣
庵
は
東
山
の
翠
巒
を
取
り
入

れ
、
庭
の
一
隅
に
は
松
杉
の
類
を
植
え
て
麓
と
為
し
、
清
泉
を
穿
ち
山
紅
葉

と
山
躑
躅
と
を
配
し
て
、
並
に
東
山
の
峯
よ
り
落
つ
る
渓
流
を
作
つ
た
の
で

あ
る
。
朝
夕
の
景
色
は
常
に
東
山
を
回
る
雲
霧
の
去
来
に
従
つ
て
千
態
万
様

の
変
化
を
興
へ
る
。(

『
山
県
公
の
お
も
か
げ
』：
７
１
―
２
頁
）

京
都
の
無
隣
庵
も
庭
は
よ
い
が
家
屋
は
誠
に
手
ぜ
ま
で
あ
る
。
秘
書
官
や
副

官
が
随
行
し
て
滞
留
す
る
時
は
、
八
畳
と
四
畳
の
二
間
続
き
の
二
階
を
占
領

す
る
外
に
居
場
所
が
な
い
、
而
し
て
其
直
下
は
即
公
の
居
室
兼
寝
室
で
あ

る
。
其
外
に
は
客
間
と
西
洋
間
と
が
一
づ
つ
あ
る
の
み
で
、
他
は
玄
関
勝
手

と
い
ふ
次
第
で
あ
る
。
が
そ
れ
が
為
め
私
共
の
京
都
滞
在
は
昼
も
夜
も
ず
い

ぶ
ん
窮
屈
な
も
の
で
、
高
笑
ひ
を
す
れ
ば
下
に
聞
こ
え
、
う
つ
か
り
尻
も
ち

を
つ
け
ば
す
ぐ
下
に
響
く
、
誠
に
始
末
の
悪
い
次
第
で
あ
つ
た
。（
前
掲
書
：

９
０
―
１
頁
）

　

山
県
が
質
素
な
生
活
を
送
っ
た
こ
と
は
、
同
時
代
の
多
く
の
人
々
が
認
め
る

と
こ
ろ
で
あ
っ
た
が
、
庭
造
り
に
関
し
て
は
例
外
的
に
山
県
が
私
財
を
は
た
い

た
こ
と
を
、
入
江
は
指
摘
し
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
入
江
が
無
鄰
菴
の

朝
夕
の
光
景
に
つ
い
て
言
及
で
き
た
の
は
、
彼
が
枢
密
院
議
長
秘
書
官
と
し
て

山
県
と
共
に
無
隣
庵
で
宿
泊
し
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

自
然
の
風
光
も
公
に
取
り
て
は
楽
し
み
の
一
つ
で
あ
つ
た
。東
山
の
春
の
曙
、

西
山
の
秋
の
夕
は
晩
年
ま
で
公
を
京
都
に
惹
付
け
た
。
公
が
八
十
以
上
の
高

齢
に
達
し
著
し
く
健
康
を
損
ぜ
ら
る
ヽ
に
至
る
前
は
、
公
務
の
余
暇
必
ず
毎

年
京
都
を
訪
ふ
事
を
欠
か
さ
れ
た
事
は
無
い
、
京
都
は
実
に
公
の
欠
く
可
か

ら
ざ
る
悠
游
の
地
で
あ
つ
た
。（
前
掲
書
：
７
５
頁
）

　

晩
年
の
山
県
は
、
公
務
の
余
暇
が
で
き
る
と
そ
の
風
光
に
ひ
き
つ
け
ら
れ
て

毎
年
京
都
を
訪
れ
て
い
た
。
彼
に
と
っ
て
、
ゆ
っ
た
り
と
落
ち
着
い
た
時
間
を

過
ご
す
こ
と
の
で
き
る
京
都
は
欠
か
せ
な
い
も
の
と
な
っ
て
い
た
。

　

宮
中
顧
問
官
御
歌
所
寄
人
を
務
め
た
井
上
通
泰
は
、
山
県
の
京
都
に
お
け
る

人
間
関
係
に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。

　

入
江
貫
一
君
の
「
山
県
公
の
お
も
か
げ
」
中
に
挙
げ
ら
れ
た
歌
道
の
友
の

中
に
、
京
都
の
須
川
信
行
翁
が
お
ち
て
ゐ
た
や
う
で
あ
る
。
此
翁
は
渡
忠
秋
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の
没
後
小
出
（
粲
）
翁
の
門
に
入
ら
れ
小
生
に
も
疑
を
正
さ
れ
た
人
で
あ

る
が
、
公
が
京
都
の
無
隣
庵
に
居
ら
る
ヽ
間
は
終
始
歌
の
友
と
せ
ら
れ
た
。

公
は
此
人
を
斯
道
の
先
輩
と
し
て
尊
敬
し
て
居
ら
れ
た
か
ら
。（
前
掲
書
：

２
４
４
頁
）

　

最
後
に
、
大
正
十
一
年
の
山
県
の
危
篤
時
、
鳩
居
堂
の
主
人
で
あ
っ
た
熊
谷

直
之
は
、「
京
都
日
出
新
聞
」
の
取
材
に
答
え
て
、
山
県
に
お
け
る
無
隣
庵
の

築
造
の
動
機
が
、「
京
都
を
終
焉
の
地
と
し
た
い
」
こ
と
に
あ
っ
た
と
話
し
た
。

（
４
６
）
ま
た
こ
の
記
事
か
ら
は
、
山
県
が
『
都
林
泉
名
勝
図
会
』
に
「
名
物
南
禅

寺
湯
豆
腐
店
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
た
丹
波
屋
を
買
収
し
て
無
隣
庵
を
築
造
し
た

こ
と
が
分
か
る
。

（
５
）
山
県
有
朋
の
意
志
と
庭
の
形
態
の
関
係

　
『
続
江
湖
快
心
録
』
や
「
御
賜
稚
松
の
記
」
な
ど
の
無
隣
庵
に
関
す
る
記
述

と
現
行
の
無
隣
庵
の
状
態
を
照
合
す
れ
ば
、
山
県
の
存
命
中
の
そ
の
形
態
を
よ

く
残
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
目
立
っ
た
変
化
と
し
て
は
、
サ
ク

ラ
と
恩
賜
稚
松
の
枯
失
、
八
・
九
重
の
塔
の
亡
失
、
比
叡
山
へ
の
眺
望
の
遮
蔽

が
あ
る
。
ま
た
黒
田
が
無
隣
庵
に
対
す
る
感
想
の
中
で
、「
何
れ
も
候
が
心
匠

の
か
か
る
余
事
に
ま
で
明
瓏
秀
絶
な
る
を
」（
４
７
）
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
無

隣
庵
の
築
造
は
彼
自
身
の
強
い
意
志
が
働
い
て
お
り
、
活
発
な
利
用
を
し
て
い

た
こ
と
が
明
確
で
あ
る
。

　

そ
の
意
志
は
、漠
然
と
し
た
空
想
の
よ
う
な
も
の
で
は
な
く
、詳
細
に
わ
た
っ

て
具
体
的
な
も
の
で
あ
り
、
無
隣
庵
は
、
周
囲
の
人
々
の
意
見
を
受
け
入
れ
な

が
ら
幾
度
か
の
改
修
の
手
を
加
え
て
完
成
に
導
か
れ
て
い
っ
た
。
と
く
に
注
目

さ
れ
る
の
は
、
信
頼
を
置
い
て
い
た
庭
師
・
岩
本
勝
五
郎
に
相
談
し
な
が
ら
も
、

庭
造
り
を
託
さ
な
か
っ
た
こ
と
に
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、
無
鄰
菴
の
築
造
に
対
す

る
山
県
の
強
い
自
意
識
が
読
み
取
れ
る
。

　

そ
こ
で
着
目
に
値
す
る
の
が
山
県
と
伊
集
院
兼
常
と
の
対
人
関
係
、
そ
し
て

熊
谷
直
之
の
言
述
で
あ
る
。

　

山
県
は
、
無
隣
庵
の
庭
造
り
に
お
い
て
、
伊
集
院
を
強
く
意
識
し
て
い
た
。

そ
れ
は
、
山
県
が
伊
集
院
か
ら
無
隣
庵
に
対
す
る
大
き
な
評
価
を
得
て
、
大
き

く
喜
ん
だ
様
子
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。
伊
集
院
は
、鹿
児
島
の
門
閥
の
出
身
で
、

薩
摩
藩
の
営
繕
関
係
の
仕
事
を
手
掛
け
た
後
、
明
治
維
新
政
府
の
官
僚
や
軍
人

を
経
て
実
業
家
と
し
て
活
躍
し
た
。
宮
家
の
御
殿
な
ど
の
建
築
に
携
わ
っ
た
こ

と
で
も
知
ら
れ
る
（
４
８
）。
現
在
臨
済
宗
の
寺
院
と
な
っ
て
い
る
廣
誠
院
（
京
都

市
中
京
区
）
と
對
龍
山
荘
（
同
左
京
区
）
の
前
身
は
（
４
９
）、
か
つ
て
伊
集
院
自

身
が
手
掛
け
た
別
荘
で
あ
っ
た
。
山
県
と
伊
集
院
の
京
都
に
お
け
る
普
請
活
動

は
、
以
下
の
よ
う
に
示
さ
れ
る
。

明
治
二
十
四
年
（
１
８
９
１
）：
山
県
京
都
別
邸 

東
生
洲
町
無
隣
庵

明
治
二
十
五
年
（
１
８
９
２
）：
一
之
船
入
町
伊
集
院
別
邸
（
現
・
廣
誠
院
）

明
治
二
十
九
年
（
１
８
９
６
）：
南
禅
寺
福
地
町
伊
集
院
別
邸
（
現
・
對
龍
山
荘
）

（
５
０
）

明
治
三
十
年
（
１
８
９
７
）：
山
県
京
都
別
邸 

南
禅
寺
草
川
町
無
隣
庵

　

日
常
生
活
の
な
か
で
手
を
加
え
ら
れ
続
け
る
個
人
の
庭
・
建
物
は
、
完
成
時

期
を
定
め
る
こ
と
が
難
し
い
た
め
、
上
記
の
竣
工
時
期
は
前
後
す
る
こ
と
が
前

提
で
あ
る
が
、
山
県
と
伊
集
院
が
隣
接
地
に
お
い
て
相
次
い
で
普
請
活
動
を

行
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
元
老
と
呼
ば
れ
る
地
位
に
あ
り
、
庭
造

り
が
趣
味
で
あ
る
こ
と
を
世
間
に
知
ら
れ
た
山
県
が「
園
藝
に
つ
い
て
邃
い
男
」

と
言
っ
た
の
は
、庭
造
り
の
専
門
家
で
あ
る
伊
集
院
へ
の
意
識
を
示
し
て
い
る
。
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生
涯
に
わ
た
り
戦
争
と
政
争
に
関
わ
り
続
け
た
山
県
に
対
し

て
、
伊
集
院
は
幼
少
か
ら
に
庭
造
り
と
普
請
に
親
し
み
、
薩

摩
藩
、
明
治
政
府
、
日
本
土
木
会
社
に
お
い
て
長
年
実
務
に

携
わ
り
（
表
１
）、
さ
ら
に
「
自
宅
の
み
で
十
三
ケ
所
、
妾

宅
を
五
ヶ
所
造
っ
た
」（
５
１
）
い
わ
ば
達
人
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
一
方
、〝
素
人
〟（
５
２
）
の
山
県
に
は
、
そ
の
専
門
家

に
認
め
ら
れ
る
庭
を
築
造
す
る
こ
と
を
意
識
し
、
そ
の
結
果

と
し
て
生
ま
れ
た
の
が
無
隣
庵
で
あ
っ
た
。
普
請
の
実
績
と

し
て
は
、
伊
集
院
に
一
日
の
長
が
あ
る
の
は
当
然
だ
が
、
こ

の
時
期
に
両
者
は
競
い
合
っ
て
普
請
活
動
を
行
っ
て
い
た
。

山
県
に
お
け
る
無
隣
庵
築
造
の
動
機
の
ひ
と
つ
に
は
、「
園

藝
に
つ
い
て
邃
い
男
」
で
あ
り
、
い
わ
ば
憧
憬
の
対
象
で

あ
っ
た
伊
集
院
に
自
身
の
庭
造
り
を
認
め
さ
せ
た
い
と
い
う

意
識
が
働
い
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
つ
ま
り
無
隣
庵
の
庭

造
り
は
、
伊
集
院
と
の
切
磋
琢
磨
を
通
し
て
、
山
県
の
強
い

意
志
に
も
と
づ
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
根
本
的
な
意
味
が
あ

る
（
５
３
）。

　

次
に
、
山
県
に
お
け
る
無
隣
庵
の
築
造
の
動
機
が
、
京
都

で
人
生
の
最
後
を
終
え
た
い
と
い
う
意
志
に
も
と
づ
い
て
い

た
と
い
う
指
摘
は
、
管
見
に
よ
る
と
熊
谷
直
之
だ
け
に
よ
る

も
の
で
あ
る
。『
続
江
湖
快
心
録
』
で
は
「
鳩
居
堂
の
二
逸
」

と
題
し
、
黒
田
が
熊
谷
ら
に
対
し
て
行
わ
れ
た
、
鳩
居
堂
の

六
代
直
恭
と
七
代
直
孝
の
足
跡
に
つ
い
て
の
聞
き
取
り
が
記

述
さ
れ
て
い
る
（
５
４
）。
そ
れ
に
よ
る
と
七
代
直
孝
は
勤
王

の
志
士
の
為
に
尽
力
し
た
人
物
で
あ
り
、
そ
の
逝
去
後
の
明
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治
三
十
六
年
に
は
当
時
宮
内
大
臣
で
あ
っ
た
田
中
光
顕
よ
り
従
五
位
を
贈
ら
れ

た
。
熊
谷
直
之
は
、「
鳩
居
堂
薫
香
筆
墨
文
房
具
製
造
業
」
の
九
代
目
主
人
で

あ
り
、陸
軍
に
お
い
て
大
尉
を
務
め
た
（
５
５
）。
後
述
す
る
よ
う
に
熊
谷
直
之
は
、

無
隣
保
存
会
の
理
事
を
務
め
て
お
り
、
山
県
と
の
接
点
は
先
代
か
ら
の
出
入
り

業
者
と
い
う
関
係
性
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。
京
都
日
出
新
聞
が
山
県
の
危
篤
と

聞
き
つ
け
て
一
番
に
訪
問
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、
山
県
と
の
親
密
な
付
き
合

い
が
窺
い
知
れ
、
そ
の
言
述
の
信
憑
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
、
無
隣
庵
の
築
造
を
計
画
し
た
時
、
山
県
は
政
界
と
軍
部
と

の
双
方
に
お
い
て
困
難
な
立
場
に
置
か
れ
て
お
り
、
体
調
不
良
で
も
あ
っ
た
。

死
の
直
前
ま
で
権
力
に
執
着
し
、
掌
握
し
続
け
た
山
県
の
生
涯
を
知
る
後
世
の

わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
に
わ
か
に
信
じ
が
た
い
が
、
京
都
に
邸
宅
を
築
造
し
人

生
の
最
後
を
終
え
た
い
と
い
う
意
志
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
日
清
戦
争
の

前
に
お
い
て
彼
が
引
退
を
覚
悟
し
て
い
た
可
能
性
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
な
れ

ば
、
東
京
の
椿
山
荘
も
同
時
に
引
き
払
う
こ
と
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
結
果
的

に
引
退
を
免
れ
た
山
県
は
無
隣
庵
を
別
荘
と
し
て
利
用
し
続
け
る
が
、
そ
の
築

造
の
計
画
段
階
に
お
い
て
無
隣
庵
は
終
の
棲
家
あ
る
い
は
隠
居
所
、
つ
ま
り
は

本
宅
が
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

山
県
に
と
っ
て
無
隣
庵
の
利
用
形
態
は
、
複
雑
な
対
人
関
係
に
巻
き
込
ま
れ

た
彼
自
身
の
状
況
に
応
じ
て
変
化
を
し
な
が
ら
、
公
私
に
わ
た
り
人
生
を
充
実

さ
せ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、山
県
有
朋
の
娘
婿
で
、有
朋
の
養
嗣
子(
よ

う
し
し)

で
あ
る
有
光
の
実
父
・
船
越
光
之
丞
（
貴
族
院
議
員
、男
爵
）
に
よ
る
、

山
県
の
日
常
生
活
へ
の
言
及
か
ら
も
窺
い
知
れ
る
。

公
の
健
康
に
留
意
さ
れ
た
こ
と
は
非
常
な
も
の
で
、
公
が
築
庭
に
非
常
な
趣

味
を
有
た
れ
て
居
た
こ
と
は
、
世
間
に
知
ら
れ
て
居
る
こ
と
で
あ
る
が
、
或

る
日
私
に
向
ひ
、
お
れ
は
庭
を
作
る
の
で
こ
ん
な
に
長
壽
を
保
つ
て
居
る
の

で
は
な
い
か
と
話
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。（
５
６
）

第
３
項　

無
隣
庵
保
存
会
の
設
立
・
解
散
と
京
都
市
へ
の
寄
付

　

無
隣
庵
の
京
都
市
へ
の
寄
付
を
記
念
し
て
編
集
さ
れ
た
『
無
隣
庵
』
で
は
、

山
県
の
晩
年
か
ら
無
隣
庵
が
京
都
市
へ
寄
付
さ
れ
る
ま
で
の
経
緯
を
、
以
下
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。

本
庵
は
公
の
晩
年
、
そ
の
百
歳
の
後
の
保
全
を
慮
ら
れ
側
近
の
士
と
諮
ら
れ

た
上
、
大
正
九
年
六
月
財
団
法
人
無
隣
庵
保
存
会
を
設
立
せ
ら
れ
土
地
建
物

其
の
他
を
寄
付
、
そ
の
永
き
保
存
を
図
ら
れ
る
こ
と
と
な
つ
た
。
其
の
後
間

も
な
く
大
正
十
一
年
含
雪
公
に
は
八
十
五
歳
の
高
齢
を
以
っ
て
薨
去
せ
ら
れ

た
が
、
幸
ひ
本
菴
は
山
縣
家
並
び
に
保
存
会
関
係
者
の
厚
き
庇
護
の
下
に
恩

賜
の
松
の
緑
愈
々
濃
く
、
一
石
一
草
す
べ
て
公
在
世
当
時
の
面
影
を
其
儘
に

存
し
て
今
日
に
至
つ
た
。
然
る
に
山
縣
家
並
に
保
存
会
に
於
て
は
此
の
名
園

を
永
く
世
に
伝
ふ
る
た
め
に
は
地
元
た
る
京
都
市
に
寄
付
す
る
こ
と
を
以
て

最
も
適
当
と
認
め
ら
れ
、
右
法
人
を
解
散
の
上
関
係
財
産
一
切
を
京
都
市
に

寄
付
し
た
き
旨
の
申
し
出
が
あ
つ
た
。
市
に
於
て
は
喜
ん
で
そ
の
厚
意
を
受

け
る
こ
と
と
な
り
、
諸
般
の
手
続
を
と
り
、
昭
和
十
六
年
六
月
正
式
に
そ
の

引
渡
を
受
け
た
の
で
、
こ
の
由
緒
あ
る
名
園
を
永
く
保
持
伝
存
す
る
と
共
に

適
当
に
公
開
を
な
し
公
の
遺
風
を
偲
ぶ
こ
と
と
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。（
５
７
）

　

山
県
の
晩
年
、
無
隣
庵
の
保
全
に
関
す
る
話
し
合
い
が
持
た
れ
、
山
県
家
よ

り
土
地
建
物
そ
の
他
が
寄
付
さ
れ
て
、
大
正
九
年
（
１
９
２
０
）
六
月
に
保
存

会
が
設
立
さ
れ
た
。
な
お
同
年
三
月
に
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
（
大
正
三
―
七
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年
）
後
の
株
式
市
場
の
崩
壊
に
始
ま
る
〝
反
動
恐
慌
〟
が
生
じ
て
い
た
（
５
８
）。

保
存
会
の
設
立
に
は
行
政
手
続
き
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
そ
の
準
備
は
第
一
次

世
界
大
戦
の
開
戦
頃
か
ら
進
め
ら
れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。
こ
の
保
存
会
設

立
に
当
た
っ
て
の
山
県
の
動
機
に
つ
い
て
、
入
江
貫
一
は
『
山
県
公
の
お
も
か

げ
』
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述
し
て
い
る
。

京
都
の
無
隣
庵
に
は
、
先
帝
御
下
賜
の
稚
松
二
本
が
今
は
数
丈
の
大
木
に
な

つ
て
ゐ
る
。
公
は
其
の
歿
後
万
一
に
も
之
れ
が
心
な
き
人
の
手
に
渡
る
事
あ

る
を
虞
れ
、
財
団
法
人
を
設
立
し
て
之
を
永
久
に
保
存
す
る
事
と
定
め
、
先

年
既
に
法
人
設
立
の
手
続
き
を
も
済
ま
さ
れ
た
。（
５
９
）

　

大
正
十
一
年
、
山
県
は
八
十
五
歳
で
逝
去
し
、
国
葬
と
し
て
小
石
川
護
国
寺

へ
葬
ら
れ
た
（
６
０
）。
山
県
家
及
び
保
存
会
で
は
、
無
隣
庵
を
永
く
世
に
伝
え

る
た
め
に
は
そ
れ
が
立
地
す
る
京
都
市
へ
寄
付
す
る
こ
と
が
最
も
適
当
と
判
断

さ
れ
た
。
そ
し
て
山
県
が
逝
去
し
た
十
九
年
後
の
昭
和
十
六
年
（
１
９
４
１
）、

京
都
市
へ
寄
付
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
寄
付
行
為
に
当
た
っ
て
取
り
交

わ
さ
れ
た
書
類
の
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
が
、京
都
市
に
「
無
隣
庵
重
要
書
類
（
昭

和
十
五
年
）」
と
し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
。
表
２
は
、
そ
の
際
の
書
類
の
や
り

取
り
の
時
系
列
を
整
理
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
財
産
目
録
と
昭
和
十
四
年

度
の
収
支
決
算
書
は
表
３
、４
の
通
り
で
あ
る
。
以
下
、
同
書
類
に
も
と
づ
い

て
保
存
会
解
散
の
経
緯
を
分
析
す
る
。

　
「
無
隣
庵
重
要
書
類
」
に
お
け
る
「
解
散
許
可
申
請
書
」
に
よ
る
と
、
保
存

会
の
解
散
と
無
隣
庵
の
寄
付
行
為
の
手
続
き
を
行
っ
た
昭
和
十
五
年
当
時
の

理
事
は
、
山
県
有
道
、
三
井
高
広
、
馬
淵
鋭
太
郎
、
熊
谷
直
之
の
四
名
、
監

事
は
田
中
文
蔵
と
入
江
貫
一
の
二
名
で
あ
っ
た
。
山
県
有
道
（
１
８
８
８
―
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１
９
４
５
）
は
、
有
朋
の
養
嗣
子
・
伊
三
郎
の
長
男
で
あ
り
、
貴
族
院
議
員
、

侍
従
兼
式
部
官
を
歴
任
し
た
。
三
井
高
公
（
１
８
９
５
―
１
９
９
２
）
は
三
井

家
第
十
一
代
当
主
で
あ
り
（
６
１
）、
そ
の
先
代
に
当
た
る
高
棟
が
明
治
四
十
二
年

に
有
朋
か
ら
小
淘(

こ
ゆ
る
ぎ)

庵
を
購
入
し
た（
６
２
）。馬
淵
鋭
太
郎（
１
８
６
７

―
１
９
４
３
）
は
（
６
３
）、
山
口
県
知
事
を
は
じ
め
京
都
府
知
事
や
京
都
市
長
な

ど
を
歴
任
し
た
人
物
で
あ
る
。
田
中
文
蔵
は
三
井
物
産
取
締
役
を
務
め
た
人
物

で
あ
り
、
熊
谷
直
之
と
入
江
貫
一
に
つ
い
て
は
、
既
述
の
通
り
で
あ
る
。

　

そ
れ
ら
理
事
の
う
ち
、
京
都
市
在
住
の
熊
谷
以
外
は
東
京
在
住
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
み
て
、
京
都
府
庁
・
京
都
市
役
所
と
の
書
類
の
や
り
取
り
は
、
保
存
会

の
収
支
決
算
書
の
署
名
人
も
務
め
た
熊
谷
の
尽
力
が
大
き
か
っ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。

　

次
に
「
解
散
許
可
申
請
書
」
に
お
け
る
保
存
会
を
「
解
散
セ
ン
ト
ス
ル
理
由

並
び
に
顛
末
」
と
「
現
行
財
団
法
人
無
隣
庵
保
存
会
寄
付
行
為
写
」
の
一
部
を

抜
粋
す
る
。

一
、
解
散
セ
ン
ト
ス
ル
理
由
並
ニ
顛
末

当
法
人
ハ
寄
付
行
為
第
三
条
及
第
四
条
二
示
ス
カ
如
ク
無
隣
庵
ヲ
保
持
シ
テ

其
ノ
名
勝
ヲ
伝
存
ス
ル
ト
共
ニ
適
宜
之
ヲ
公
開
シ
テ
其
ノ
縦
覧
ニ
供
ス
ル
ヲ

以
テ
目
的
ト
為
ス
従
テ
之
カ
目
的
ヲ
達
成
セ
ン
カ
為
ニ
ハ
常
ニ
適
当
ナ
ル
管

理
経
営
ヲ
必
要
ト
ス

然
ル
ニ
近
時
ノ
世
態
ニ
在
リ
テ
庭
園
技
術
者
ノ
如
キ
モ
其
ノ
手
練
家
ヲ
求
ム

コ
ト
ヲ
頗
ル
困
難
ニ
シ
テ
為
ニ
兎
角
名
園
モ
充
分
ノ
手
入
ヲ
為
ス
コ
ト
能
ハ

サ
ル
□
ア
リ
又
其
ノ
経
営
取
締
ニ
付
テ
モ
本
会
ノ
ミ
ヲ
以
テ
シ
テ
ハ
未
タ
容

易
ナ
ラ
サ
ル
モ
ノ
ア
リ
テ
為
ニ
之
ヲ
市
巷
ニ
埋
没
セ
シ
ム
ル
ノ
虞
ナ
シ
ト
セ

ス



即
チ
玆
ニ
無
隣
庵
ノ
所
在
地
ニ
シ
テ
且
当
法
人
設
立
者
山
縣
有
朋
由
縁
ノ
地

タ
ル
京
都
市
ニ
之
ヲ
寄
付
ス
ル
ニ
於
テ
ハ
同
市
ニ
於
テ
庭
園
ノ
管
理
ニ
付
テ

モ
其
ノ
専
門
技
術
者
ヲ
充
分
ニ
用
ヒ
得
ヘ
ク
公
開
等
ニ
付
テ
モ
極
メ
テ
機
宜

ノ
措
置
ヲ
講
シ
得
ヘ
ク
即
チ
之
ヲ
永
ク
保
持
伝
存
シ
得
テ
当
法
人
設
立
者
の

真
意
を
具
現
ス
ル
ニ
遺
憾
ナ
キ
ヲ
期
シ
得
ヘ
キ
モ
ノ
ト
認
ム
ル
ニ
依
リ
玆
ニ

当
法
人
ヲ
解
散
セ
ン
ト
ス

現
行
財
団
法
人
無
隣
庵
保
存
会
寄
付
行
為
写

第
三
条　

本
会
ハ
無
隣
庵
ヲ
保
持
シ
其
ノ
名
勝
ヲ
保
存
ス
ル
ヲ
以
テ
目
的
ト

為
ス

第
四
条　

無
隣
庵
ノ
庭
園
、
邸
宅
及
財
物
ハ
別
に
定
ム
ル
所
ニ
依
リ
公
開
シ

テ
其
縦
覧
ヲ
許
ス
コ
ト
ア
ル
ヘ
シ

　

保
存
会
は
無
隣
庵
の
名
勝
的
価
値
の
保
持
を
主
旨
と
し
、
寄
付
金
を
運
営
資

金
と
し
て
、
庭
・
建
物
や
所
蔵
物
の
公
開
事
業
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の
実
情
は
、

大
正
九
年
に
高
橋
義
雄
が
植
治
を
伴
っ
て
公
開
さ
れ
た
無
隣
庵
へ
訪
れ
た
記
述

か
ら
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

老
公
は
（
中
略
）、
遂
に
当
園
保
存
の
財
団
法
人
を
組
織
し
て
之
を
永
遠
に

保
存
す
る
と
同
時
に
、
或
る
方
法
を
定
め
て
或
る
程
度
ま
で
風
流
雅
客
の
縦

覧
を
許
さ
る
る
都
合
で
あ
る
と
聞
及
ん
だ
、
然
る
に
余
は
十
一
月
十
一
日
午

前
偶
々
三
條
通
り
白
河
筋
の
橐
駝
師
小
川
治
兵
衛
通
称
植
治
方
へ
赴
き
、
庭

石
を
見
聞
す
る
序
が
あ
つ
た
の
で
、
植
治
め
を
伴
ひ
久
方
振
に
て
無
隣
庵
を

訪
れ
た
處
が
、
当
庵
築
造
時
よ
り
庵
守
を
勤
め
居
る
瀧
本
増
蔵
と
云
ふ
老
人

が
余
等
を
迎
へ
て
、先
づ
玄
関
の
方
よ
り
案
内
し
て
呉
れ
た
が（
後
略
）。（
６
４
）

表２　無隣庵の京都市寄付に伴う行政手続きの経緯
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表３　無隣庵保存会　財産目録
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表４　無隣庵保存会　財産目録



129

　

以
上
の
よ
う
に
、
京
都
市
へ
の
寄
付
と
い
う
か
た
ち
で
無
隣
庵
を
将
来
に
継

承
し
よ
う
と
す
る
取
り
組
み
は
、
太
平
洋
戦
争
の
直
前
、
山
県
家
あ
る
い
は
晩

年
の
有
朋
と
親
密
に
し
て
い
た
政
財
界
人
と
行
政
機
関
の
協
力
・
連
携
に
よ
っ

て
成
就
し
た
。

　

記
録
に
も
と
づ
く
か
ぎ
り
、
山
県
が
存
命
中
に
保
存
会
を
創
設
し
無
隣
庵
を

譲
渡
す
る
上
で
直
接
的
に
意
識
さ
れ
て
い
た
の
は
、
庭
の
形
態
の
保
持
、
公

開
、
恩
賜
稚
松
の
継
承
で
あ
っ
た
。
た
だ
し
「
京
都
日
出
新
聞
」
に
大
正
十
一

年
二
月
三
、四
日
の
両
日
に
渡
っ
て
掲
載
さ
れ
た
特
集
記
事
「
無
隣
庵
と
含
雪

公
」
の
副
題
で
あ
る
「
お
気
に
入
り
の
林
泉
―
御
下
賜
の
松
、
お
相
手
は
閑
人

連
―
南
禅
寺
畔
の
散
歩
―
清
風
荘
の
西
候
と
の
往
来
―
」
を
前
章
ま
で
の
資
料

を
照
合
と
す
れ
ば
、
無
隣
庵
の
譲
渡
は
、
伊
集
院
兼
常
に
評
価
を
受
け
た
自
ら

の
庭
造
り
、
公
務
の
余
暇
に
お
け
る
生
活
、
京
都
の
自
然
の
風
光
に
対
す
る
愛

着
、
西
園
寺
公
望
と
の
交
流
関
係
な
ど
を
記
念
す
る
山
県
の
意
志
が
働
い
て
い

た
可
能
性
が
あ
る
。

　

保
存
会
の
解
散
と
京
都
市
へ
の
寄
付
は
、「
こ
の
由
緒
あ
る
名
園
を
永
く
保

持
伝
存
す
る
と
共
に
適
当
に
公
開
を
な
し
公
の
遺
風
を
偲
ぶ
こ
と
」、
す
な
わ

ち
山
県
の
意
志
を
恒
久
的
に
継
承
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
結
果
的
に

そ
れ
は
、
山
県
個
人
の
意
志
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
限
定
さ
れ
る
訳
で
は
な
く
、

無
隣
庵
の
庭
・
建
物
の
継
承
を
通
じ
て
、
山
県
と
共
に
激
動
の
時
代
を
生
き
抜

い
た
数
多
く
の
人
々
の
意
志
を
後
世
へ
伝
え
る
意
義
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
よ

う
に
み
れ
ば
、
無
隣
庵
に
は
近
代
の
史
跡
と
し
て
の
意
味
合
い
を
色
濃
く
具
え

て
い
る
。

第
４
項　

無
隣
庵
の
築
造
と
継
承
に
伴
う
築
造
と
継
承
の
意
味

　

山
県
有
朋
に
よ
る
無
隣
庵
の
築
造
の
動
機
は
、
自
身
の
終
焉
の
地
と
し
て
選

ん
だ
京
都
に
お
け
る
邸
宅
の
確
保
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
要
因
は
、
無

隣
庵
の
築
造
が
始
ま
っ
た
日
清
戦
争
中
、
山
県
が
軍
事
・
政
治
の
双
方
に
お
い

て
窮
地
に
立
た
さ
れ
、
さ
ら
に
身
体
の
調
子
を
崩
し
て
い
た
こ
と
に
よ
り
、
進

退
去
就
を
意
識
し
て
い
た
こ
と
に
あ
る
と
推
察
さ
れ
る
。
明
治
三
十
年
に
無
隣

庵
が
一
応
竣
工
し
た
後
、
そ
の
窮
地
を
脱
し
た
山
県
が
本
宅
を
引
き
続
き
東
京

の
椿
山
荘
と
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、結
果
的
に
無
隣
庵
は
彼
の
別
荘
と
な
っ
た
。

　

山
県
は
、
東
京
の
自
邸
の
庭
造
り
を
庭
師
・
岩
本
勝
五
郎
に
託
し
て
い
た
一

方
で
、
無
隣
庵
の
庭
の
築
造
は
、「
己
は
己
流
儀
の
庭
園
を
作
る
こ
と
に
決
し
」

周
囲
の
人
々
の
助
言
を
受
け
な
が
ら
、自
ら
指
揮
し
て
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、

素
人
と
は
い
え
政
財
界
に
お
い
て
庭
の
築
造
が
趣
味
で
あ
る
こ
と
が
周
知
さ
れ

て
い
た
山
県
が
、「
園
藝
に
つ
い
て
邃
い
男
」
と
認
め
て
い
た
専
門
家
・
伊
集

院
兼
常
よ
り
「
園
藝
博
士
の
号
を
贈
」
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
は
当
時
の

山
県
に
と
っ
て
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

伊
集
院
は
、
黒
田
譲
に
対
し
て
無
隣
庵
を
「
其
経
営
配
置
一
に
候
の
匠
心
獨

運
に
出
で
、
而
も
豪
壮
雄
興
広
に
し
て
一
種
の
面
目
を
具
へ
、
小
堀
遠
州
以
外

新
に
一
識
を
建
た
る
の
作
に
し
て
、
実
に
賞
嘆
す
べ
き
も
の
な
り
」
と
語
っ
て

い
る
よ
う
に
、
従
来
の
京
都
の
定
石
を
逸
し
た
「
素
人
」
の
庭
造
り
が
、
専
門

家
を
認
め
さ
せ
る
ほ
ど
革
新
的
で
あ
っ
た
こ
と
と
、
当
時
の
人
々
へ
与
え
た
影

響
の
大
き
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
そ
の
無
隣
庵
が
、
保
存
会
の
創
設
に
よ
っ
て

公
開
さ
れ
、
後
に
京
都
市
へ
寄
付
さ
れ
形
態
を
保
持
し
続
け
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
近
代
京
都
の
庭
造
り
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
（M

erkm
al

／
指
標
）
と

し
て
周
知
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

保
存
会
開
設
以
前
の
無
隣
庵
は
、
そ
の
洋
館
で
日
露
開
戦
に
つ
い
て
の
会
議
が

な
さ
れ
る
な
ど
公
（
政
治
）
的
利
用
を
し
つ
つ
、
公
務
か
ら
離
れ
て
京
都
の
自
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然
を
体
感
し
、
趣
味
で
あ
る
歌
な
ど
を
楽
し
み
、
親
し
い
知
人
と
会
合
す
る
な

ど
、
山
県
の
心
身
に
わ
た
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
（safety net

／
安
全
網
）

と
し
て
機
能
し
た
。

　

無
隣
庵
の
築
造
か
ら
継
承
に
か
け
て
の
経
緯
を
振
り
返
る
と
、
明
治
維
新
後

の
度
重
な
る
戦
争
が
そ
の
存
続
に
か
け
て
の
契
機
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
知

ら
れ
る
。
無
隣
庵
の
築
造
は
日
清
戦
争
中
に
始
ま
り
、
先
述
の
よ
う
に
日
露
開

戦
に
関
す
る
会
議
が
行
わ
れ
、
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
保
存
会
に
移
管
さ
れ
、

太
平
洋
戦
争
の
直
前
に
京
都
市
へ
寄
付
さ
れ
た
。
記
録
が
な
い
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
経
緯
が
直
接
戦
争
と
関
係
し
て
い
た
と
は
い
え
な
い
が
、
戦
争
に
よ
る
経

済
状
況
の
変
化
が
無
隣
庵
の
継
承
の
あ
り
方
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
こ
と
は
想
像

に
難
く
な
い
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
無
隣
庵
は
、
山
県
の
生
涯
に
わ
た
る
公
私
（
軍
事
・
政
治
・

趣
味
）
の
足
跡
が
象
徴
さ
れ
て
お
り
、
彼
の
存
命
中
の
形
態
を
色
濃
く
残
す
そ

の
土
地
の
存
在
を
も
っ
て
、
彼
と
同
時
代
の
人
々
の
交
流
と
そ
の
周
囲
で
生
じ

た
数
多
く
の
出
来
事
、さ
ら
に
は
近
代
の
庭
園
文
化
の
画
期
を
記
念
し
て
い
る
。

　
第
１
節　

補
注

（
１
）��

名
勝
無
隣
庵
庭
園
の
指
定
理
由
の
説
明
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

無
隣
庵
は
、
明
治
二
十
七
、八
年
（
１
８
９
４
―
９
５
）
頃
山
県
有
朋

の
別
邸
と
し
て
築
造
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
東
部
に
三
段
よ
り
成
る
滝
を

落
し
、
渓
流
を
作
り
、
沢
渡
を
お
き
、
や
が
て
渓
流
を
広
く
し
て
池
の
趣

を
現
わ
し
、
再
び
水
流
と
な
し
、
池
の
流
れ
と
合
し
て
西
に
導
く
。
水
は

常
に
浅
く
ゆ
た
か
に
波
を
打
っ
て
美
し
く
流
れ
、
二
、三
箇
所
に
落
水
を

作
っ
て
い
る
。

　

水
辺
の
芝
生
は
広
い
水
面
と
共
に
明
る
い
近
代
的
庭
景
を
与
え
る
の
に

役
立
っ
て
い
る
。
樹
林
を
越
え
て
東
山
の
諸
峯
は
借
景
と
な
る
。

　

明
治
時
代
に
お
け
る
優
秀
な
庭
園
で
あ
る
。

（
２
）�

平
成
十
五
年
九
月
二
日
の
地
方
自
治
法
の
改
正
に
伴
っ
て
創
設
さ
れ
た

制
度
。
旧
来
、
公
の
施
設
管
理
は
、
公
共
団
体
・
公
共
的
団
体
等
に
限

定
さ
れ
て
き
た
が
、
指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
公
共
的
団
体
に
加
え

民
間
事
業
者
も
公
の
施
設
管
理
を
受
託
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
指
定

管
理
者
は
、
公
の
施
設
の
管
理
の
権
限
を
受
託
し
、
使
用
許
可
等
も
行

う
こ
と
が
で
き
る
。（
成
田
頼
明
監
修
：
指
定
管
理
者
制
度
の
す
べ
て 

制
度
詳
解
と
実
務
の
手
引
き
【
改
訂
版
】）：
第
一
法
規
：
２
０
０
９
）

（
３
）�

京
都
市
無
鄰
菴
及
び
岩
倉
具
視
幽
棲
旧
宅
条
例
（
昭
和
１
６
年
７
月
１

日
条
例
第
十
九
号
、
平
成
２
７
年
１
１
月
５
日
施
行
）

（
４
）�

形
態
概
念
図
と
形
態
ツ
リ
ー
図
と
は
、
元
々
、
文
化
財
庭
園
の
保
存
管

理
の
実
践
に
お
い
て
考
案
さ
れ
た
図
式
で
あ
り
、『
京
都
市
指
定
名
勝
立

本
寺
庭
園 

平
成
期
定
期
修
理
報
告
書
』（
日
蓮
宗
本
山
立
本
寺
、
平
成

２
３
年
）
で
実
用
化
さ
れ
た
呼
称
で
あ
る
。
形
態
概
念
図
は
、
庭
内
を

機
能
・
利
用
形
態
に
も
と
づ
い
て
分
節
し
呼
称
を
付
与
し
た
平
面
図
で

あ
り
、
形
態
ツ
リ
ー
図
は
、
庭
の
形
態
構
造
を
ツ
リ
ー
図
で
示
し
た
も

の
で
あ
る
。

（
５
）�

矢
ヶ
崎
善
太
郎
：
近
代
京
都
の
東
山
地
域
に
お
け
る
別
邸
・
別
宅
群
の

形
成
と
数
寄
空
間
に
関
す
る
研
究
：
１
９
９
８
、３
４
―
４
５
頁

（
６
）
矢
ヶ
崎
善
太
郎
：
前
掲
書
、
１
５
頁

（
７
）�
国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
：
国
史
大
辞
典 

第
１
４
巻
：
吉
川
弘
文
館
：

１
９
９
３
、１
１
７
―
８
頁

（
８
）�

京
都
市
：
京
都
の
歴
史
八 

古
都
の
近
代
：
学
芸
書
林
：
１
９
７
５
、８
５

―
８
８
頁
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（
平
凡
社
地
方
資
料
セ
ン
タ
ー
編
：
京
都
・
山
城
寺
院
神
社
大
辞
典
：

平
凡
社
：
１
９
９
７
、６
０
８
頁
）

（
２
５
）
国
の
史
跡
「
方
広
寺
石
塁
お
よ
び
石
塔
」（
京
都
市
東
山
区
茶
屋
町
）

（
２
６
）
黒
田
譲
：
前
掲
書
、
６
頁

（
２
７
）
高
橋
義
雄
：
前
掲
書
、
２
８
０
頁

（
２
８
）
黒
田
譲
：
前
掲
書
、
８
―
９
頁

（
２
９
）�

高
橋
義
雄
：
目
白
椿
山
荘
講
評
：
箒
の
あ
と
：
秋
豊
園
出
版
部
：

１
９
３
６

（
３
０
）�

江
戸
後
期
か
ら
明
治
前
期
の
国
学
者
で
、
明
治
政
府
で
は
大
学
中
博

士
と
な
っ
た
。
明
治
十
一
年
小
石
川
柳
町
の
家
に
没
す
。（
国
史
大
辞

典
編
集
委
員
会
：
国
史
大
辞
典
第
二
巻
：
吉
川
弘
文
館
、
７
５
８
頁
）

（
３
１
）
高
橋
義
雄
：
前
掲
書
、
３
４
頁

（
３
２
）
高
橋
義
雄
：
前
掲
書
、
２
８
６
―
８
頁

（
３
３
）�

松
岡
嘉
兵
衞
に
つ
い
て
は
、
詳
ら
か
で
は
な
い
が
、『
新
撰
京
都
叢
書

第
九
集
』
所
収
の
『
西
京
人
物
誌
』（
４
２
５
頁
）
に
は
、「
上
京
区

第
二
十
三
組
新
町
夷
川
北
」
で
道
具
商
を
営
ん
で
い
た
松
岡
嘉
右
衛

門
の
名
が
み
え
る
。「
春
海
懐
古
録
」（「
淡
交
」
十
七
巻
八
号
～
十
四

号
：
１
９
６
３
）
に
よ
る
と
、
松
岡
嘉
右
衛
門
は
、
道
具
商
と
し
て

三
井
家
に
出
入
り
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
３
４
）�

新
修
京
都
叢
書
第
十
九　

京
都
坊
目
誌
三
：
林
泉
書
店
：

１
９
６
８
、５
４
２
頁

（
３
５
）�
駒
ヶ
滝
は
、
現
在
も
水
流
が
活
き
て
お
り
、
南
禅
寺
参
道
の
南
側
を

流
れ
る
南
禅
寺
川
に
通
じ
て
い
る
。

（
３
６
）
新
撰
花
洛
名
勝
図
会
二
巻

（
３
７
）
都
林
泉
名
勝
図
会
二
之
巻

（
９
）
矢
ヶ
崎
善
太
郎
：
前
掲
書
、
４
２
頁

（
１
０
）�
新
修
京
都
叢
書
第
十
九　

京
都
坊
目
誌
三
：
臨
川
書
店
：

１
９
６
８
、５
４
３
頁

（
１
１
）
京
都
市
：
史
料
京
都
の
歴
史 

第
八
巻 

左
京
区
、
１
６
１
頁

（
１
２
）「
南
禅
寺
総
門
外
松
林
茶
店
」：
新
撰
花
洛
名
勝
図
会
、
第
二
巻

（
１
３
）
黒
田
天
外
：
続
江
湖
快
心
録
：
黒
田
譲
：
１
９
０
７
、６
頁

（
１
４
）�

田
中
光
顕
は
、
明
治
期
の
旧
邸
政
治
家
と
し
て
知
ら
れ
、
明
治
七

年
に
陸
軍
会
計
監
督
に
就
任
し
て
以
来
、
山
県
の
知
遇
を
得
た
。

（
安
岡
昭
男
：
明
治
期
田
中
光
顕
の
周
辺
：
法
政
史
学
三
十
七
号
：

１
９
８
５
、１
１
―
１
７
頁
）

（
１
５
）�

佐
藤
信
：
山
県
有
朋
と
そ
の
庭
：
日
本
研
究
第
五
十
一
集
、
国
際
日

本
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
、
２
０
１
５
、６
７
―
８
頁

（
１
６
）�

伊
藤
之
雄
：
文
春
新
書
六
八
四 

山
縣
有
朋 

愚
直
な
権
力
者
の
生
涯
：

２
０
０
９
、２
８
５
―
６
頁

（
１
７
）
伊
藤
之
雄
：
前
掲
書
、
２
９
１
頁

（
１
８
）
京
都
市
：
史
料
京
都
の
歴
史 

第
八
巻 

左
京
区
：
１
９
８
５
、５
２
頁

（
１
９
）
高
橋
義
雄
：
山
公
遺
烈
：
慶
文
堂
書
店
：
１
９
２
５
、２
７
７
頁

（
２
０
）�

古
稀
庵
記
録
保
存
調
査
団
編
著
：
山
縣
有
朋
旧
邸
小
田
原
古
稀
庵
調

査
報
告
書
：
千
代
田
火
災
海
上
保
険
株
式
会
社
：
１
９
８
２

（
２
１
）�

德
富
猪
一
郎
編
：
公
爵
山
県
有
朋
傳 

下
巻
：
１
９
３
３
、５
４
２
―

３
頁

（
２
２
）
京
都
市
土
木
局
庶
務
課
：
無
隣
庵
：
京
都
市
役
所
：
１
９
４
１
、３
頁

（
２
３
）
矢
ヶ
崎
善
太
郎
：
前
掲
書
、
１
１
７
―
９
頁

（
２
４
）�

大
仏
殿
は
、
文
禄
二
年
（
１
５
９
３
）
に
上
棟
、
同
四
年
に
ほ
ぼ
完

成
し
た
。
昭
和
四
十
八
年
（
１
９
７
３
）
の
火
事
に
よ
り
焼
亡
し
た
。
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（
３
８
）
矢
ヶ
崎
善
太
郎
：
前
掲
書
、
４
２
―
５
頁

（
３
９
）
高
橋
義
雄
：
前
掲
書
、
２
７
８
頁

（
４
０
）�
山
県
が
植
栽
し
た
と
い
う
鬼
芝
は
、植
物
学
的
に
い
え
ば
オ
ニ
シ
バ（
学

名
：Zoysia m

acrostachya

）
で
あ
り
、
現
存
す
る
シ
バ
・
野
芝
（Z. 

japonica Steud

）
と
は
、
別
種
で
あ
る
。

（
４
１
）
湯
本
文
彦
編
：
京
華
林
泉
帖
：
京
都
府
庁
、
１
９
０
６ 

所
収

（
４
２
）
高
橋
義
雄
：
前
掲
書
、
２
３
―
４
頁

（
４
３
）
史
料
京
都
の
歴
史　

第
八
巻 

左
京
区
、
１
６
５
頁

（
４
４
）
黒
田
譲
：
江
湖
快
心
録
：
黒
田
譲
：
１
９
０
１
、２
８
頁

（
４
５
）�

入
江
貫
一
：
山
県
公
の
お
も
か
げ
附
追
憶
百
話
：
偕
行
社
編
纂
部
：

１
９
３
０

（
４
６
）�

京
都
を
終
焉
の
地
と
し
た
い:

京
都
日
出
新
聞:

１
９
２
２
年
１
月

３
１
日

「
愛
荘
無
隣
庵
買
入
の
一
條　

山
縣
公
危
篤
の
報
を
聞
し
て
鳩
居
堂
主
人
熊

谷
直
之
氏
を
訪
へ
ば
、
事
実
で
す
か
、
今
朝
先
方
か
ら
手
紙
が
来
て
安
心
し

ろ
と
の
事
で
実
は
喜
ん
で
居
た
処
で
す
が
と
て
長
い
大
息
し
た
後
徐
に
思
ひ

出
を
語
つ
た
、
私
の
先
代
は
山
縣
公
が
国
を
出
て
長
州
屋
敷
に
入
ら
れ
て
以

来
の
御
出
入
り
で
、
私
は
父
の
没
後
明
治
四
十
年
か
ら
御
伺
ひ
し
て
居
る
次

第
で
す
が
厳
格
を
以
て
聞
え
た
公
の
事
で
す
か
ら
中
々
人
に
恐
が
ら
れ
た
も

の
で
が
唯
元
気
に
任
せ
た
一
時
的
の
突
発
し
た
怒
り
で
す
か
ら
根
も
な
い

程
ア
ッ
サ
リ
し
た
も
の
で
し
た
。
公
の
生
命
は
軍
事
よ
り
は
政
治
に
あ
つ

た
様
で
す
が
其
の
傍
閑
日
月
あ
り
て
常
に
庭
園
の
造
作
に
趣
味
を
持
た
れ

二
十
七
八
年
戦
役
頃
木
屋
町
吉
富
に
永
ら
く
当
時
樋
口
の
別
荘
を
故
日
銀
総

裁
の
川
田
小
一
郎
氏
に
売
つ
て
三
萬
円
を
持
っ
て
居
ら
れ
た
の
で
滋
賀
縣
知

事
中
井
弘
な
ど
を
同
伴
者
に
引
き
具
し
自
分
は
京
都
を
終
焉
の
地
に
仕
度
い

か
ら
何
処
か
其
居
地
を
求
め
度
い
と
て
散
歩
の
折
南
禅
寺
畔
で
豆
腐
屋
を
見

付
け
小
憩
の
際
此
の
小
川
が
面
白
い
と
て
例
の
所
持
金
三
萬
で
買
う
事
を
決

心
し
て
藤
田
に
下
相
談
を
し
た
処
今
は
博
覧
会
当
時
で
坪
五
円
位
だ
が
、
も

少
し
待
つ
た
ら
坪
一
円
位
に
は
下
落
仕
様
と
云
つ
た
が
公
は
俺
も
六
十
歳
だ

か
ら
五
園
位
で
考
へ
る
歳
で
も
あ
る
ま
い
と
断
然
と
し
て
求
め
庭
の
造
作
に

掛
り
石
な
ど
は
醍
醐
か
ら
引
い
た
も
の
で
植
治
事
小
川
治
兵
衛
に
命
令
し
た

が
石
が
大
き
い
の
で
甚
だ
当
惑
の
旨
を
公
に
伝
へ
て
一
鳴
を
食
ひ
牛
車
数
両

を
用
意
し
て
漸
く
御
意
に
か
な
へ
た
、
其
の
後
豆
腐
屋
で
面
白
い
と
云
つ
た

名
も
無
い
小
川
は
南
禅
寺
草
川
と
云
ふ
の
だ
と
聞
い
て
非
常
に
面
白
が
つ

た
、
遠
景
を
我
物
に
取
り
入
れ
る
の
に
妙
を
得
て
居
て
小
田
原
の
別
荘
も
頗

る
見
事
に
其
の
技
巧
が
出
来
て
居
る
、
小
田
原
と
云
へ
ば
原
首
相
暗
殺
当
時

私
は
公
を
同
地
に
訪
ね
て
居
た
が
兇
変
を
聞
い
て
公
に
大
変
な
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
な
と
云
つ
た
所
公
は
唯
ウ
ン
と
云
は
れ
た
の
み
で
七
度
八
分
の
熱

で
あ
つ
た
が
机
に
寄
つ
て
居
ら
れ
た
此
辺
で
も
公
の
剛
腹
は
伺
は
れ
ま
す
。

八
十
五
歳
は
歳
に
於
て
は
惜
い
事
は
な
い
が
何
や
か
や
と
感
慨
無
量
で
何
か

ら
申
し
て
良
い
か
解
り
ま
せ
ん
と
涙
ぐ
ん
だ
。」

（
４
７
）
黒
田
譲
：
続
江
湖
快
心
録
、
１
３
頁

（
４
８
）
黒
田
譲
：
南
禅
寺
の
松
籟
：
江
湖
快
心
録
、
１
８
―
３
４
頁

（
４
９
）�

京
都
市
文
化
観
光
局
文
化
観
光
部
文
化
財
保
護
課
編
集
・
発
行
：
第

五
集
：
１
９
８
７
、５
３
―
５
４
頁

（
５
０
）�

仲
隆
裕
：
對
龍
山
荘
庭
園
：
尼
崎
博
正
編
：
植
治
の
庭
：
淡
交
社
：

１
９
９
０
、６
６
、７
１
頁

（
５
１
）
黒
田
譲
：
江
湖
快
心
録
、
２
６
頁

（
５
２
）�
伊
集
院
兼
常
は
、
庭
造
り
に
「
精
し
き
」
者
と
「
素
人
」
と
の
違
い

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
。
前
者
は
、「
庭
造
り
の
儀
礼
作
法
を
」
大
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成
し
た
「
相
阿
弥
、
能
阿
弥
、
そ
れ
に
小
堀
遠
州
、
金
森
宗
和
、
細

川
三
齋
、
こ
の
六
人
等
」
の
や
り
方
を
模
倣
し
、「
真
行
草
と
、
主
位

と
客
位
が
大
切
で
、
一
つ
の
樹
、
一
つ
の
石
と
し
て
み
な
そ
れ
ぞ
れ

約
束
が
あ
る
」
こ
と
を
守
り
、「
た
だ
石
を
然
る
べ
く
置
て
、
そ
し
て

そ
こ
に
水
を
落
と
す
ば
か
り
」
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
「
…
…

素
人
の
は
そ
う
じ
ゃ
な
い
、
こ
ゝ
へ
水
を
こ
う
落
そ
う
と
種
々
に
作

る
、
そ
こ
で
天
趣
と
い
ふ
も
の
を
な
く
す
る
の
で
す
」
と
い
う
。（
黒

田
譲
：
江
湖
快
心
録
、
２
６
―
７
頁
、
３
２
頁
）

（
５
３
）�

無
隣
庵
の
庭
造
り
に
関
す
る
見
方
は
、
山
県
の
生
前
と
そ
の
後
で
変

化
し
て
い
る
。
生
前
の
山
県
は
、
無
隣
庵
の
庭
造
り
に
つ
い
て
議
論

し
た
人
物
と
し
て
伊
集
院
兼
常
と
「
東
京
か
ら
連
て
来
た
橐
駝
師
」

を
挙
げ
、
京
都
市
土
木
局
庶
務
課
『
無
鄰
菴
』（
３
頁
）
で
は
対
談
相

手
と
し
て
「「
植
治
」
の
友
次
郎
老
人
」
に
言
及
さ
れ
て
い
る
が
、
庭

造
り
を
特
定
の
人
物
に
託
し
た
と
は
一
切
語
っ
て
い
な
い
。
一
方
、

無
隣
庵
に
植
治
が
係
っ
た
こ
と
を
示
す
資
料
と
し
て
は
、
黒
田
譲

『
続
々
江
湖
快
心
録
』（
１
９
１
３
）
に
掲
載
さ
れ
た
「
園
藝
の
名
家
」

が
あ
る
。
大
正
二
年
以
前
に
行
わ
れ
た
黒
田
の
取
材
に
対
し
て
七
代

目
小
川
治
兵
衛
は
、「
處
が
山
縣
さ
ん
が
無
隣
庵
を
お
作
り
に
な
る
こ

と
と
な
り
、
五
尺
く
ら
ゐ
の
樅
を
五
十
本
栽
へ
ろ
と
い
ふ
仰
せ
つ
け

で
し
た
が
、
其
頃
樅
な
ど
と
い
ふ
も
の
は
庭
木
に
つ
か
い
ま
せ
ん
の

で
一
向
な
く
、
漸
や
く
方
々
か
ら
集
め
て
調
へ
ま
し
た
が
、
只
今
で

は
何
處
の
庭
園
で
も
樅
を
多
く
用
ひ
、
ま
た
ど
う
だ
ん
、
柊
、
南
天

な
ど
を
使
ひ
ま
す
の
も
、
山
縣
さ
ん
が
嚆
矢
で
ム
い
ま
す
。
そ
の
後

平
安
神
宮
の
神
園
を
作
る
に
つ
き
、
山
縣
さ
ん
へ
行
て
居
る
植
木
屋

を
呼
べ
と
の
こ
と
で
私
が
命
ぜ
ら
れ
ま
し
た
が
」
と
、
無
隣
庵
に
樅

を
植
え
た
の
が
自
身
で
あ
る
と
し
た
。
こ
の
時
点
で
は
、
自
ら
が
庭

の
築
造
を
手
掛
け
た
と
は
述
べ
て
い
な
い
。
山
県
逝
去
の
直
後
、
同

十
一
（
１
９
２
２
）
年
二
月
五
日
の
「
日
出
新
聞
」
の
記
事
に
お
い

て
小
川
は
、「
無
隣
庵
を
造
る
に
も
私
は
常
に
呼
ば
れ
て
意
見
を
戦
は

し
な
が
ら
あ
れ
迄
に
仕
上
げ
た
」
と
述
べ
た
。
さ
ら
に
同
大
正
十
四

年
に
刊
行
さ
れ
た
『
山
公
遺
烈
』
に
お
い
て
高
橋
義
雄
は
、「
山
縣

老
公
は
、（
中
略
）
南
禅
寺
門
前
通
り
の
北
側
に
新
に
無
隣
庵
を
経

営
せ
ら
れ
た
が
、
縄
張
は
一
切
老
公
自
身
の
指
図
で
、
そ
の
指
図
に

従
つ
て
築
庭
の
事
に
当
つ
た
の
は
今
日
余
が
同
伴
し
た
る
植
治
で
あ

る
（
２
７
９
頁
）」
と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
一
文
が
、
後
に
無
隣
庵

の
築
造
を
手
掛
け
た
の
が
植
治
と
す
る
有
力
な
根
拠
と
な
っ
て
い
る
。

高
橋
は
栂
ノ
尾
高
山
寺
（
京
都
市
右
京
区
）
の
遺
香
庵
※
の
庭
造
り

を
小
川
に
任
せ
る
な
ど
、
両
者
は
親
密
な
関
係
に
あ
っ
た
。
高
橋
が

晩
年
の
山
県
の
知
遇
を
得
て
い
た
こ
と
は
、
確
実
視
さ
れ
る
（
内
藤

一
成
：
も
う
ひ
と
つ
の
山
県
人
脈
―
山
県
有
朋
と
高
橋
箒
庵
―
：
伊

藤
隆
編
：
山
県
有
朋
と
近
代
日
本
：
吉
川
弘
文
館
：
２
９
９
８
）。
し

か
し
益
田
孝
（
鈍
翁
）
は
、
山
県
「
公
は
庭
の
事
が
最
も
御
自
慢
で
、

私
の
直
ぐ
下
の
弟
益
田
克
徳
に
は
許
し
て
居
ら
れ
た
が
、
益
田
孝
だ

の
高
橋
義
雄
だ
の
は
庭
の
事
は
駄
目
だ
か
ら
、
君
等
は
庭
の
事
な
ぞ

は
ま
あ
云
は
ぬ
方
が
よ
か
ろ
う
と
云
う
や
う
な
調
子
で
あ
つ
た
。
或

時
高
橋
が
、
目
白
の
椿
山
荘
の
庭
に
、
柿
の
木
は
取
り
除
い
た
方
が

よ
い
と
云
ふ
た
こ
と
が
あ
る
が
、
後
で
公
は
、
高
橋
は
庭
の
事
は
わ

か
ら
ぬ
な
あ
と
云
ふ
て
居
ら
れ
た
」（
長
井
実
：
自
叙
益
田
孝
翁
傳
：

１
９
３
９
）
と
述
懐
し
た
。
な
お
、
黒
田
が
對
龍
山
荘
を
訪
れ
た
際

は
直
接
小
川
が
案
内
し
た
の
に
対
し
て
（『
続
江
湖
快
心
録
』）、
高
橋
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が
無
隣
庵
を
訪
れ
た
際
は
小
川
を
伴
っ
て
い
た
も
の
の
管
理
人
が
案

内
し
て
い
る
（『
山
公
遺
烈
』）。 

※
遺
香
庵
は
、
昭
和
六
年
（
１
９
３
１
）
に
明
恵
上
人
の
七
百
年
遠
忌
を
記

念
し
て
築
造
さ
れ
た
露
地
。
高
橋
義
雄
の
指
導
に
よ
り
、
七
代
目
小
川
治
兵

衛
が
庭
造
り
、
三
代
目
木
村
清
兵
衛
が
茶
室
の
建
築
を
担
当
し
た
。
京
都
市

指
定
名
勝
。

（
５
４
）�

黒
田
譲
：
前
掲
書
、
１
１
９
―
１
３
１
頁

（
５
５
）��

谷
元
二
著
：
大
衆
人
事
録
近
畿
編 

第
十
三
版
：
帝
国
秘
密
探
偵
社
・

国
勢
協
会
：
１
９
４
０

（
５
６
）�

入
江
貫
一
：
前
掲
書
、
２
４
０
―
１
頁

（
５
７
）�

京
都
市
土
木
局
庶
務
課
：
前
掲
書
、
３
頁

（
５
８
）�

国
史
大
辞
典
編
集
委
員
会
編
：
国
史
大
辞
典 

第
四
巻
：
吉
川
弘
文
館
：

１
９
８
４
、２
９
５
―
７
頁

（
５
９
）�

入
江
貫
一
：
９
３
―
４
頁

（
６
０
）�

国
史
大
辞
典
編
纂
委
員
会
：
前
載
書
、
１
１
８
頁

（
６
１
）�

財
団
法
人
三
井
文
庫
編
集
・
発
行
：
三
井
家
文
化
人
名
録
：

２
０
０
２

（
６
２
）
前
山
茂
編
著
：
歴
史
の
町
大
磯
（
第
三
回
修
正
）：
２
０
１
５

（
６
３
）�

歴
代
知
事
編
纂
会
会
長
小
川
省
吾
編
集
・
発
行
：
日
本
の
歴
代
市
長

第
二
巻
：
１
９
８
４

（
６
４
）
高
橋
義
雄
：
前
掲
書
、
２
７
８
頁
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第
２
節　

怡
園
の
築
造
と
継
承
に
み
る
所
有
者
親
子
の
意
志
の
解
明

第
１
項　

怡
園
の
築
造
の
経
緯

　

こ
れ
ま
で
怡
園
（
い
え
ん
）
は
、
も
と
も
と
細
川
藤
孝
（
幽
斎
）
を
始
祖
と

す
る
細
川
家
の
京
都
別
邸
と
し
て
、
京
都
市
左
京
区
南
禅
寺
下
河
原
町
に
築
造

さ
れ
た
邸
宅
と
伝
え
ら
れ
て
き
た
（
１
）（
２
）。
怡
園
を
築
造
し
た
の
は
、
細
川
家

第
十
六
代
細
川
護
立
（
１
８
８
３
―
１
９
７
０
）
で
あ
り
、
次
代
の
当
主
護
貞

が
継
承
し
た
（
写
真
１
）。
近
代
京
都
の
岡
崎
・
南
禅
寺
界
隈
に
お
い
て
大
規

模
な
庭
を
伴
う
屋
敷
を
構
え
た
人
物
の
多
く
は
、
茶
の
湯
に
嗜
み
茶
事
に
勤
し

ん
だ
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
護
立
の
孫
に
あ
た
る
細
川
護
煕
氏
は
、
護
立
が
茶

陶
、
茶
道
具
と
は
距
離
を
置
い
て
い
た
（
３
）
と
述
べ
て
い
る
。
実
際
に
護
立
は
、

資
料
上
、
数
寄
者
の
交
流
関
係
に
足
跡
を
残
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
み
て
も
、

か
れ
が
岡
崎
・
南
禅
寺
界
隈
に
屋
敷
を
構
え
る
に
あ
た
っ
て
の
動
機
は
、
こ
れ

ま
で
の
近
代
京
都
の
庭
の
歴
史
研
究
に
お
い
て
着
目
さ
れ
て
き
た
数
寄
者
た
ち

と
は
異
質
で
あ
っ
た
。
本
節
で
は
、
細
川
護
立
・
護
貞
親
子
が
怡
園
を
築
造
し

継
承
し
た
経
緯
を
所
有
者
の
内
的
経
験
と
し
て
記
述
し
、
そ
の
動
機
と
意
味
を

解
明
す
る
。

（
１
）
怡
園
の
築
造
を
め
ぐ
る
細
川
護
立
の
意
識

　

護
立
は
、
明
治
十
六
年
（
１
８
８
３
）、
細
川
家
十
四
代
に
あ
た
る
護
久
の

四
男
と
し
て
東
京
で
生
ま
れ
た
（
４
）。
病
弱
の
幼
少
期
を
過
ご
し
た
護
立
は
、

学
習
院
高
等
科
に
進
学
し
、
在
学
中
に
武
者
小
路
実
篤
、
志
賀
直
哉
、
児
島
喜

久
雄
ら
と
交
友
し
た
。
明
治
三
十
九
年
の
卒
業
後
、
東
京
帝
国
大
学
法
学
部
に

入
学
し
、後
に
中
退
す
る
。
相
次
ぐ
兄
弟
の
早
世
に
よ
り
、護
立
は
長
兄
で
あ
っ

た
十
五
代
護
成
の
後
継
と
し
て
大
正
三
年
（
１
９
１
４
）
に
家
督
を
相
続
し
た
。

同
年
に
貴
族
院
議
員
と
な
り
戦
前
の
約
二
十
年
間
活
動
し
た
が
（
５
）、
政
治
は

性
に
合
わ
な
か
っ
た
よ
う
で
（
６
）、
次
第
に
芸
術
文
化
活
動
へ
邁
進
す
る
こ
と

に
な
る
。
な
お
、
大
正
六
年
に
は
佐
藤
功
一
の
呼
び
か
け
に
よ
り
今
和
次
郎
、

柳
田
國
男
ら
と
と
も
に
白
茅
会
（
は
く
ぼ
う
か
い
）
の
会
員
と
な
り
（
７
）、
大

正
十
年
に
財
団
法
人
日
華
学
会
会
長
に
就
任
し
た
（
８
）。

　

昭
和
四
年
の
国
宝
保
存
法
の
施
行
の
際
に
は
、
初
代
国
宝
保
存
会
会
長
と

な
っ
た
。
同
法
は
、
現
在
の
文
化
財
保
護
法
の
前
身
で
あ
る
。
昭
和
十
五
年
に

は
美
術
振
興
調
査
会
の
会
長
と
な
っ
た
。
昭
和
二
十
一
年
の
日
本
美
術
協
会
顧

問
へ
の
就
任
か
ら
は
立
て
続
け
に
、
同
二
十
二
年
の
国
立
博
物
館
顧
問
並
び
に

財
団
法
人
学
習
院
理
事
、
同
二
十
三
年
の
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
会
会

長
、
同
二
十
五
年
の
文
化
財
保
護
委
員
会
委
員
、
同
二
十
六
年
の
財
団
法
人
東

洋
文
庫
理
事
長
、
京
都
国
立
博
物
館
長
兼
職
と
国
立
近
代
美
術
館
評
議
員
、
同

三
十
四
年
の
国
立
西
洋
美
術
館
評
議
員
な
ど
要
職
を
歴
任
し
た
。
ま
た
昭
和

二
十
五
年
に
は
、
細
川
家
歴
代
の
美
術
品
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
元
に
永
青
文
庫
を

［写真１］細川護立と護貞の肖像　
　　　　（護立：中央下、護貞：中央上）
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設
立
し
た
。

以
上
の
足
跡
か
ら
み
る
限
り
、
昭
和
初
期
に
お
け
る
護
立
と
京
都
と
の
係
わ
り

は
希
薄
で
あ
る
。
護
貞
が
述
懐
し
て
い
る
よ
う
に
、
護
立
は
、
人
間
関
係
が

煩
わ
し
く
近
親
者
と
の
気
心
知
れ
た
付
き
合
い
を
求
め
た
側
面
が
あ
っ
た
（
９
）。

し
か
し
、
既
述
の
と
お
り
社
会
交
流
の
範
囲
は
き
わ
め
て
広
か
っ
た
。
岡
崎
・

南
禅
寺
界
隈
に
本
邸
や
別
邸
を
築
造
し
た
人
々
の
中
に
は
茶
の
湯
を
媒
介
と
し

て
、
庭
造
り
に
関
し
て
一
家
言
を
も
つ
人
物
は
い
た
が
（
１
０
）、
護
立
は
そ
う
し

た
文
化
交
流
と
は
一
線
を
画
し
て
い
た
。

　

そ
の
社
会
交
流
の
中
で
彼
と
岡
崎
南
禅
寺
界
隈
を
結
び
つ
け
た
鍵
が
何
で

あ
っ
た
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
〝
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
〟
と
し
て
の
立
場
で
あ

る
。
護
立
は
、
日
本
美
術
院
の
作
家
ら
の
パ
ト
ロ
ン
と
し
て
、
後
の
永
青
文
庫

の
樹
立
に
つ
な
が
る
著
名
な
美
術
コ
レ
ク
タ
ー
で
あ
り
、
と
く
に
中
国
の
考
古

品
や
石
仏
を
収
集
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
（
１
１
）、
道
具
商
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

そ
の
一
人
と
し
て
美
術
商
山
中
商
会
（
１
２
）
の
山
中
定
次
郎
が
お
り
、
護
立
は

山
中
の
自
伝
で
あ
る
『
山
中
定
次
郎
翁
伝
』
の
序
文
を
寄
稿
し
て
い
る
（
１
３
）。

山
中
自
身
は
、
怡
園
が
所
在
す
る
南
禅
寺
下
河
原
町
の
南
隣
に
位
置
す
る
南
禅

寺
草
川
町
に
、
本
邸
兼
接
客
施
設
と
し
て
〝
看
松
居
（
現
・
桜
鶴
苑
）〟
を
構

え
て
い
た
（
１
４
）。
ま
た
細
川
家
が
取
得
す
る
直
前
、
怡
園
の
敷
地
の
一
部
を
所

有
し
て
い
た
一
人
で
あ
る
、
春
海
敏
は
、
山
中
と
同
じ
京
都
を
商
域
と
し
た
道

具
商
で
あ
り
、
共
に
初
期
光
悦
会
の
役
員
を
務
め
て
い
た
（
１
５
）。

　

美
術
コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
の
社
会
交
流
で
は
、
作
品
交
換
の
記
録
か
ら
（
１
６
）

実
業
家
で
数
寄
者
と
し
て
も
知
ら
れ
る
原
富
太
郎
（
三
渓
）
と
の
接
点
が
認
め

ら
れ
る
。
護
立
と
原
は
、
古
美
術
の
収
集
家
と
し
て
知
ら
れ
、
趣
向
は
異
な
っ

た
が
と
も
に
日
本
美
術
院
の
作
家
ら
を
支
援
し
た
こ
と
で
知
ら
れ
る
。
さ
ら
に

注
目
さ
れ
る
の
が
、
原
と
〔
怡
園
の
敷
地
の
も
う
一
方
の
所
有
者
で
あ
っ
た
角

星
合
資
会
社
の
〕
塚
本
与
三
次
は
、
大
正
八
年
に
起
き
た
藤
原
信
実
『
三
十
六

歌
仙
絵
巻
』
分
断
事
件
に
関
係
し
て
お
り
（
１
７
）、
塚
本
は
不
動
産
業
を
営
み

な
が
ら
美
術
収
集
家
と
し
て
の
顔
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
二
人
が
、
と
も
に
三

渓
園
、
現
・
流
響
院
／
清
流
亭
を
築
造
し
た
こ
と
か
ら
み
て
も
、
護
立
が
美
術

コ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
庭
・
建
物
へ
関
心
を
示
す
要
因
の
一
端
が
う
か
が
い
知
れ

る
。
し
か
し
な
が
ら
護
立
は
、
数
寄
者
と
は
一
線
を
画
し
て
お
り
、
数
寄
者
の

よ
う
に
自
邸
を
文
化
交
流
の
場
と
す
る
意
識
が
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
、
護

立
が
怡
園
を
築
造
す
る
個
人
的
な
動
機
は
、
社
会
交
流
か
ら
み
る
か
ぎ
り
希
薄

で
あ
っ
た
。

（
２
）
怡
園
築
造
前
後
の
細
川
家
に
お
け
る
意
識

　

細
川
家
は
、
護
立
の
生
誕
以
降
を
み
て
も
継
続
し
て
東
京
を
本
拠
と
し
て
お

り
、
京
都
と
の
日
常
的
な
結
び
つ
き
は
そ
う
強
く
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
、

怡
園
築
造
の
近
い
時
期
に
、
京
都
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
と
窺
わ
せ
る
三
つ

の
要
因
が
み
ら
れ
る
。

　

一
つ
目
は
、
細
川
家
の
菩
提
寺
〝
天
授
庵
〟
の
存
在
で
あ
る
。
今
日
も
護
煕

氏
が
年
に
数
度
、
同
寺
へ
参
じ
て
い
る
よ
う
に
（
１
８
）、
始
祖
の
幽
斎
を
は
じ
め

と
す
る
先
祖
の
墓
参
は
、
細
川
家
当
主
と
し
て
の
伝
統
の
務
め
で
あ
っ
た
と
推

察
さ
れ
る
。
護
立
が
、
暦
応
二
年
（
１
３
３
９
）
に
南
禅
寺
の
開
山
塔
と
し
て

開
か
れ
、
戦
国
期
に
衰
退
後
、
桃
山
期
に
細
川
家
の
後
援
に
よ
っ
て
再
興
さ
れ

た
同
寺
に
参
じ
た
こ
と
は
、
想
像
に
難
く
な
い
。
昭
和
七
年
当
時
の
護
立
は
貴

族
院
議
員
を
辞
し
て
い
た
が
、
先
祖
ゆ
か
り
の
地
に
お
け
る
墓
参
の
頻
度
か
ら

推
し
は
か
っ
て
も
、
そ
れ
が
別
荘
建
設
の
積
極
的
理
由
に
は
な
る
と
は
考
え
に

く
い
。

　

二
つ
目
は
、
昭
和
八
年
の
護
立
の
長
女
敏
子
と
山
階
宮
家
の
皇
籍
離
脱
に
よ

り
侯
爵
と
な
っ
た
葛
城
茂
麿
と
の
結
婚
で
あ
る
。
式
場
は
、
東
京
の
葛
城
公
爵



邸
（
現
在
の
新
宿
区
市
谷
仲
之
町
）、
披
露
宴
会
場
は
帝
国
ホ
テ
ル
で
あ
っ
た

（
１
９
）。
山
階
宮
家
の
拠
点
は
東
京
で
あ
っ
た
が
、
明
治
三
十
三
年
ま
で
川
端
丸

太
町
の
東
側
（
現
・
天
理
教
河
原
町
大
教
会
）
に
同
家
の
別
邸
が
あ
り
、
ま
た

そ
の
家
名
の
由
来
で
も
あ
る
京
都
山
科
の
勧
修
寺
と
の
交
際
も
継
続
し
て
い

た
。
敏
子
が
侯
爵
家
に
嫁
い
だ
こ
と
に
よ
り
、
縁
戚
を
通
じ
て
細
川
家
と
し
て

の
交
際
の
幅
が
京
都
ま
で
広
が
っ
た
可
能
性
は
あ
る
が
、
確
証
は
な
い
。

　

最
後
は
、
昭
和
八
年
の
護
貞
の
京
都
帝
国
大
学
（
以
下
、
京
都
大
学
と
す
る
）

法
学
部
へ
の
進
学
で
あ
る
。
学
習
院
高
等
科
の
在
籍
時
、
進
学
を
案
じ
て
い
た

護
貞
は
、
父
・
護
立
よ
り
京
大
に
行
く
よ
う
強
く
勧
め
ら
れ
、
結
果
的
に
「
京

都
の
南
禅
寺
に
前
年
出
来
た
ば
か
り
の
別
荘
が
あ
っ
た
の
で
、
私
は
そ
こ
か
ら

通
学
す
る
こ
と
に
な
っ
た
」（
２
０
）

と
述
懐
し
て
い
る
。
こ
の
別
荘
こ
そ
が
怡

園
で
あ
っ
た
。
護
貞
は
、
学
部
を
卒
業
後
、
一
年
間
大
学
院
に
在
籍
し
た
後
、

嘱
託
と
し
て
企
画
院
の
第
一
部
に
勤
務
、
同
十
五
年
に
は
総
理
大
臣
秘
書
官
と

な
り
、
翌
年
に
企
画
院
調
査
官
、
同
二
十
年
の
国
務
大
臣
秘
書
官
を
歴
任
し
た

（
２
１
）。
昭
和
十
二
年
か
ら
二
十
年
ま
で
設
置
さ
れ
た
企
画
院
は
東
京
に
あ
っ
た

た
め
、
護
貞
が
怡
園
に
常
住
し
た
の
は
昭
和
十
二
年
頃
ま
で
と
推
定
で
き
る
。

つ
ま
り
怡
園
は
、昭
和
八
年
か
ら
の
約
五
年
間
、護
貞
の
通
学
用
の
宿
舎
で
あ
っ

た
こ
と
に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
資
料
の
範
囲
か
ら
は
、
護
立
に
よ
る
怡
園
築
造
の
動
機
を

確
定
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
細
川
家
と
し
て
京
都
に
拠
点
を
構
え
る
た
め
の
複

合
的
な
意
図
が
そ
の
根
底
に
あ
っ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

（
３
）
怡
園
の
築
造
を
め
ぐ
る
護
立
の
関
心

　

昭
和
六
十
年
前
後
に
構
想
さ
れ
同
六
十
三
年
に
発
刊
さ
れ
た
『
想
出
の
人
　々

揮
麈
憶
住
録
』
に
お
い
て
、
護
貞
は
「
南
禅
寺
の
別
荘
は
昭
和
七
年
、
御
大
典

の
際
に
造
ら
れ
た
」
と
し
（
２
２
）、
さ
ら
に
昭
和
八
年
の
京
都
大
学
法
学
部
に
進

学
に
あ
た
り
「
前
年
に
完
成
し
た
南
禅
寺
下
河
原
町
の
別
荘
か
ら
学
校
へ
通
っ

た
」（
２
３
）
と
述
懐
し
て
い
る
。
山
根
徳
太
郎
編
『
小
川
治
兵
衛
』
掲
載
の
年
表

に
よ
る
と
、
昭
和
二
年
着
工
、
同
五
年
竣
工
と
さ
れ
て
い
る
（
２
４
）。

　

旧
土
地
台
帳
並
び
に
登
記
簿
謄
本
に
よ
る
と
、
怡
園
が
所
在
す
る
南
禅
寺
下

河
原
町
三
十
四
番
一
号
は
、
明
治
三
十
年
以
前
は
島
津
藤
兵
衛
が
所
有
し
て
い

た
が
、
服
部
恒
次
郎
、
小
林
卯
三
郎
、
角
星
合
資
会
社
、
春
海
敏
（
は
る
み

と
し
）
へ
と
所
有
権
移
転
し
て
い
る
。
登
記
簿
上
は
、
そ
の
後
昭
和
三
年
二

月
十
六
日
に
井
上
麟
吉
へ
と
所
有
権
移
転
（
２
５
）
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、

同
三
十
九
年
に
細
川
護
貞
が
「
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
」
を
行
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
は
、
事
実
上
、
昭
和
三
年
に
細
川
護
立
と
春
海
敏
と
の
間
で
売
買
契

約
が
締
結
し
、
直
接
所
有
権
を
取
得
し
た
こ
と
に
な
る
（
２
６
）。

　

護
貞
は
、
別
荘
の
築
造
以
前
に
「
私
は
現
地
に
行
っ
て
前
の
持
主
が
使
っ
て

居
ら
れ
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
見
た
こ
と
が
あ
っ
た
」
と
述
べ
（
２
７
）、
怡
園
の
前

身
と
な
る
土
地
に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
が
、「
前
の
持
ち
主
」
と
は
春
海
敏

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
う
す
れ
ば
、『
小
川
治
兵
衛
』
掲
載
の
年
表
に
お
け

る
昭
和
二
年
着
工
は
誤
り
で
あ
り
、同
五
年
竣
工
と
い
う
の
も
疑
わ
し
く
な
る
。

し
た
が
っ
て
、
護
貞
の
回
想
を
尊
重
す
れ
ば
、
昭
和
御
大
典
の
あ
っ
た
昭
和
３

年
に
着
工
し
、
護
貞
が
京
都
大
学
に
入
学
す
る
前
年
の
同
７
年
に
竣
工
し
た
と

す
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

議
論
は
前
後
す
る
が
、
こ
の
京
都
別
邸
の
成
立
時
期
は
、
前
章
で
述
べ
た
事

柄
と
は
ち
が
っ
た
怡
園
築
造
の
動
機
が
示
唆
さ
れ
る
。細
川
家
の
東
京
本
邸
は
、

大
正
十
二
年
九
月
に
発
生
し
た
関
東
大
震
災
で
半
壊
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
昭

和
七
年
に
再
建
計
画
が
開
始
し
、
同
九
年
よ
り
着
工
、
昭
和
十
一
年
十
二
月
に

落
成
式
が
行
わ
れ
た
（
２
８
）。
以
上
の
経
過
を
み
る
と
、
京
都
別
邸
で
あ
る
怡
園

は
、
東
京
本
邸
の
再
建
に
先
ん
じ
て
計
画
さ
れ
竣
工
し
た
こ
と
に
な
る
。
当
時
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の
世
情
は
、
大
正
九
年
の
反
動
恐
慌
に
は
じ
ま
り
、
同
十
二
年
震
災
恐
慌
、
昭

和
二
年
の
金
融
恐
慌
、
同
五
年
世
界
恐
慌
の
影
響
と
い
っ
た
大
不
況
の
渦
中
に

あ
り
（
２
９
）、
通
常
の
感
覚
な
ら
ば
と
て
も
別
邸
を
築
造
し
よ
う
と
す
る
機
運

に
な
る
と
は
考
え
に
く
い
。
し
か
し
、
関
東
大
震
災
の
大
き
な
被
害
を
受
け
た

東
京
・
横
浜
か
ら
の
人
口
が
流
出
し
、
関
西
へ
の
避
難
も
み
ら
れ
た
こ
と
か
ら

（
３
０
）、
震
災
に
伴
う
移
住
が
細
川
家
と
し
て
京
都
に
拠
点
を
構
え
る
た
め
の
複

合
的
な
要
因
の
一
つ
で
あ
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

次
に
怡
園
の
庭
と
建
物
を
手
掛
け
た
人
物
は
、
こ
れ
ま
で
の
資
料
で
は
前
者

が
七
代
目
小
川
治
兵
衛
（
以
下
、
植
治
と
す
る
）、
後
者
に
つ
い
て
は
不
明
と

さ
れ
て
い
る
（
３
１
）。
怡
園
の
庭
造
り
を
植
治
が
請
け
負
っ
た
と
す
る
根
拠
で
最

も
古
い
資
料
は
、
大
阪
毎
日
新
聞
京
都
版
の
昭
和
八
年
十
二
月
四
日
付
の
記
事

で
あ
る
（
３
２
）。
ま
た
、
護
貞
が
『
想
出
の
人
々
』
に
お
い
て
、
植
治
と
の
係
わ

り
を
述
懐
し
て
い
る
（
３
３
）。
護
立
と
植
治
を
結
び
つ
け
た
人
物
に
つ
い
て
は
、

澤
村
延
子
が
第
二
十
三
代
内
閣
総
理
大
臣
と
な
っ
た
清
浦
圭
吾
を
挙
げ
て
お
り

（
３
４
）、
前
所
有
者
で
あ
る
春
海
敏
を
通
じ
て
の
不
動
産
業
者
・
塚
本
与
三
次
、

さ
ら
に
は
道
具
の
取
引
を
介
し
て
親
交
の
あ
っ
た
山
中
定
次
郎
（
３
５
）
が
想
定

さ
れ
る
。

（
４
）
怡
園
の
継
承
を
め
ぐ
る
護
貞
の
関
心

　

護
立
に
お
け
る
怡
園
に
つ
い
て
の
記
録
が
希
少
で
あ
る
の
に
た
い
し
て

（
３
６
）、
護
貞
は
数
多
く
の
記
録
を
残
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
澤
村
延
子
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
怡
園
で
過
ご
し
た
期
間
の
長
さ
が
影
響
し
て
い
る
と
み
ら
れ

（
３
７
）、
わ
ず
か
な
が
ら
庭
に
つ
い
て
の
記
述
も
遺
し
て
い
る
（
３
８
）（
３
９
）。

　

怡
園
は
、
学
生
時
代
の
護
貞
に
と
っ
て
「
読
書
に
は
無
上
の
場
所
」
で
あ

り
、
京
大
教
授
な
ど
の
客
人
も
訪
れ
た
と
い
う
（
４
０
）。
護
貞
は
、
京
都
大
学
に

て
狩
野
直
喜
の
も
と
で
漢
学
を
学
び
、
論
語
へ
の
関
心
を
持
っ
て
い
た
（
４
１
）。

ま
た
同
時
期
、「
翁
は
私
が
京
都
の
大
学
に
入
っ
た
時
も
一
緒
に
京
都
の
別
荘

に
ま
で
つ
い
て
来
て
く
れ
た
。
私
は
翁
が
山
岡
流
剣
道
の
師
範
で
あ
る
こ
と
を

知
っ
て
い
た
の
で
、
そ
の
「
真
道
流
棒
術
」
と
「
天
下
無
双
流
縄
術
」
と
を
教

え
て
頂
き
度
い
と
申
し
出
て
庭
で
稽
古
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
い
う
。
こ

の
翁
と
は
、
明
治
二
十
七
年
に
細
川
家
の
家
職
と
な
り
、
麹
町
邸
に
同
居
し
て

い
た
高
岡
富
彌
で
あ
る
（
４
２
）。
さ
ら
に
「
私
は
そ
の
時
十
三
歳
で
中
学
に
入
っ

た
ば
か
り
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
是
界
で
謡
を
や
め
て
し
ま
っ
た
。
尤
も
大
学
の

時
、時
折
は
、京
都
に
桜
間
氏
が
み
え
る
と
謡
を
や
っ
た
こ
と
も
あ
る
（
後
略
）」

（
４
３
）
と
述
べ
て
い
る
。
護
貞
が
就
職
で
東
京
に
戻
っ
た
後
は
、「
京
都
の
家
の

留
守
を
預
か
る
田
中
常
次
郎
と
い
う
人
」
が
い
た
と
い
う
（
４
４
）。

　

細
川
家
の
京
都
別
邸
が
〝
怡
園
〟
と
名
付
け
ら
れ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
明
確

で
は
な
い
。中
国
江
蘇
州
の
蘇
州
古
城
の
内
に
、清
代
後
期
、顧
文
彬（
１
８
１
１

―
８
９
）
が
造
営
し
た
同
名
の
園
林
が
あ
る
（
４
５
）。
そ
の
一
方
で
、
護
貞
の
雅

号
が
怡
園
で
あ
る
こ
と
は
（『
怡
園
随
筆 

茶
・
花
・
史
』）、
京
都
別
邸
・
怡
園

へ
の
関
心
が
う
か
が
い
知
れ
る
（
４
６
）。

第
２
項　

怡
園
を
構
成
す
る
庭
と
建
物

　

次
に
怡
園
（
図
１
）
の
庭
と
建
物
の
現
況
を
記
述
す
る
。
庭
と
建
物
の
呼
称

は
、
形
態
概
念
図
に
依
拠
し
た
（
図
２
）。

（
１
）
庭

　

怡
園
の
庭
は
、
主
屋
を
中
軸
と
し
て
玄
関
庭
、
東
庭
、
西
庭
、
北
庭
、
中
庭

と
い
っ
た
五
箇
所
に
大
別
で
き
る
（
写
真
２
―
６
）。

　

玄
関
庭
は
、
白
川
通
よ
り
東
側
に
通
ず
る
公
道
に
北
面
す
る
表
門
と
主
屋
の

玄
関
と
を
つ
な
ぐ
い
わ
ば
前
庭
で
あ
り
、
そ
の
ほ
ぼ
中
央
に
は
、
東
庭
よ
り
洋

室
棟
の
床
下
を
経
由
し
て
流
れ
来
る
流
路
と
小
池
が
穿
た
れ
、
そ
の
周
囲
に
は
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［図２］怡園　形態概念図



ア
セ
ビ
な
ど
の
中
低
木
や
タ
ケ
が
配
さ
れ
、
上
空
は
ア
カ
マ
ツ
の
枝
葉
で
覆
わ

れ
て
い
る
。
表
門
を
入
っ
た
す
ぐ
西
脇
に
は
、「
不
許
葷
酒
入
山
門
」
と
刻
ま

れ
た
石
標
が
立
つ
。
表
門
か
ら
玄
関
へ
は
大
ぶ
り
な
飛
石
が
連
な
る
。
そ
れ
ら

飛
石
が
流
れ
に
架
か
る
石
橋
を
介
し
て
玄
関
棟
の
土
間
の
内
部
に
ま
で
据
え
付

け
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
前
面
道
路
と
表
門
な
ら
び
に
板
塀
・
石
垣
と
の
間
に

あ
る
土
間
（
犬
走
り
）
上
に
は
、
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
や
マ
キ
、
低
木
が
植
え
ら
れ

て
い
る
。

　

東
庭
は
、
怡
園
に
お
け
る
主
庭
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
敷
地
南
東
角
付
近
よ

り
琵
琶
湖
疏
水
の
水
を
取
り
入
れ
、
直
ち
に
滝
流
れ
と
し
高
低
差
を
も
っ
て
園

池
へ
と
落
水
す
る
。
一
定
の
溜
ま
り
と
な
っ
て
北
方
へ
と
進
ん
だ
池
水
は
北
東

側
か
ら
の
小
滝
の
水
を
取
り
入
れ
つ
つ
流
路
の
向
き
を
西
方
へ
と
変
え
る
。
横

石
と
沢
飛
石
が
織
り
交
ぜ
て
打
た
れ
た
流
路
は
、
Ｓ
字
の
カ
ー
ブ
を
描
き
な
が

ら
木
立
の
中
を
南
西
側
に
進
む
。
主
屋
広
縁
の
東
面
を
横
断
し
た
流
路
は
、
敷

地
南
端
の
外
部
と
の
際
に
配
さ
れ
た
築
山
の
奥
深
く
か
ら
流
れ
来
る
別
系
統
の

流
路
と
合
流
し
、
洋
室
棟
の
床
下
を
潜
り
玄
関
庭
へ
と
至
る
。

　

主
屋
広
縁
の
東
側
を
望
め
ば
、近
景
に
は
流
路
沿
い
に
サ
ツ
キ
や
ヒ
サ
カ
キ
、

ハ
ギ
な
ど
と
い
っ
た
低
木
が
植
わ
り
、
中
景
に
は
園
路
が
行
き
交
う
緩
や
か
な

芝
生
の
丘
に
ア
カ
マ
ツ
の
巨
樹
が
林
立
す
る
。南
北
な
ら
び
に
東
側
の
遠
景
は
、

ク
ロ
マ
ツ
や
ス
ギ
な
ど
の
針
葉
樹
、
サ
ク
ラ
や
ム
ク
ノ
キ
と
い
っ
た
落
葉
広
葉

樹
、
ア
ラ
カ
シ
や
ク
ス
ノ
キ
な
ど
の
常
緑
広
葉
樹
か
ら
な
る
濃
密
な
樹
林
の
様

相
を
呈
し
て
お
り
、
そ
の
内
部
は
園
路
に
よ
っ
て
周
回
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
園
路
際
に
は
石
標
や
石
燈
籠
、
築
山
上
に
は
層
塔
な
ど
と
い
っ
た
工
作

物
が
ま
ば
ら
に
配
さ
れ
て
い
る
。こ
の
庭
の
北
西
角
に
は
、主
屋
と
一
体
に
な
っ

た
茶
室
周
り
に
蹲
踞
を
伴
う
簡
素
な
露
地
（
写
真
７
）
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　

中
庭
は
、
主
屋
を
は
じ
め
と
す
る
建
物
群
を
連
絡
す
る
渡
り
廊
下
で
囲
ま
れ
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た
狭
隘
な
方
形
地
で
あ
り
、
南
北
に
二
分
さ
れ
て
い
る
。
主
な
用
途
と
し
て
は

明
り
取
り
で
あ
り
、
植
え
ら
れ
た
中
低
木
が
植
え
ら
れ
添
景
物
が
据
え
ら
れ
て

い
る
。

　

西
庭
と
北
庭
は
、
玄
関
庭
な
ら
び
に
東
庭
と
建
物
群
に
よ
っ
て
仕
切
ら
れ
た

裏
庭
で
あ
り
、
前
面
道
路
と
接
す
る
勝
手
口
と
離
れ
の
玄
関
を
つ
な
ぐ
動
線
沿

い
が
修
景
さ
れ
、
周
囲
に
生
垣
が
配
さ
れ
て
い
る
以
外
は
土
間
や
裸
地
と
な
っ

て
い
る
。
西
庭
の
南
西
角
に
位
置
す
る
現
在
駐
車
場
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
建

物
は
、
怡
園
の
開
設
時
よ
り
あ
る
と
み
ら
れ
、
外
観
は
和
風
だ
が
内
部
に
洋
風

の
意
匠
が
み
ら
れ
る
。

（
２
）
建
物

　

建
物
は
（
写
真
８
）、玄
関
棟
、茶
室
を
伴
う
二
階
建
の
主
屋
、洋
室
棟
、土
蔵
、

離
れ
に
大
別
さ
れ
、
そ
れ
ら
は
中
庭
を
中
心
と
し
て
ロ
の
字
状
に
配
さ
れ
た
渡

り
廊
下
に
よ
っ
て
接
続
し
て
い
る
。
主
屋
の
屋
根
は
入
母
屋
で
桟
瓦
・
銅
板
腰

葺
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の
内
部
に
は
広
縁
を
伴
う
座
敷
と
次
の
間
、
茶
室
と
水

屋
、
便
所
、
台
所
、
浴
室
等
が
配
さ
れ
て
い
る
。
大
き
な
ガ
ラ
ス
戸
が
は
め
付
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け
ら
れ
た
広
縁
か
ら
は
、
東
南
側
に
東
庭
を
一
望
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら

に
二
階
東
南
の
室
か
ら
は
間
近
に
東
山
連
峰
を
望
み
、
南
禅
寺
山
門
の
大
屋
根

を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
。
主
屋
北
東
角
に
位
置
す
る
茶
室
は
三
畳
台

目
で
あ
り
、
露
地
を
伴
っ
て
い
る
。
洋
室
棟
は
、
外
観
を
和
風
と
し
洋
館
と
の

差
別
化
を
図
っ
て
い
る
点
に
、
無
鄰
庵
や
有
芳
園
と
の
違
い
が
み
ら
れ
る
。
東

庭
の
流
水
は
、
洋
室
棟
の
南
東
床
下
を
通
じ
て
玄
関
庭
へ
流
れ
出
る
造
り
と

な
っ
て
お
り
、
か
つ
て
建
物
内
か
ら
魚
釣
り
が
楽
し
め
た
と
護
煕
は
懐
古
し
て

い
る
（
４
７
）。

　

こ
れ
ら
の
建
築
年
代
は
、
中
庭
西
側
の
渡
り
廊
下
よ
り
東
部
が
庭
と
同
時
期

の
昭
和
七
年
竣
工
と
推
察
さ
れ
（
４
８
）、
西
部
が
平
成
十
九
年
の
登
記
で
あ
る
。

棟
札
の
不
在
か
ら
前
者
の
設
計
・
施
行
者
は
不
明
で
あ
り
、
後
者
の
設
計
施
工

は
、
中
村
外
二
工
務
店
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

第
３
項　

細
川
護
立
と
護
貞
の
境
遇
に
お
け
る
怡
園
の
意
味

（
１
）
庭
造
り
と
継
承

　

資
料
に
も
と
づ
く
か
ぎ
り
、
怡
園
が
護
立
の
積
極
的
な
意
志
に
よ
っ
て
築
造

さ
れ
、
護
貞
の
強
い
意
向
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
根
拠
は
な
い
。

そ
の
一
方
で
、
怡
園
の
成
立
期
前
後
に
は
、
菩
提
寺
の
存
在
や
護
立
に
よ
る
道

具
商
と
の
親
交
と
い
っ
た
、
以
前
よ
り
細
川
家
と
京
都
を
結
び
つ
け
て
き
た
事

柄
に
加
え
て
、
葛
城
公
爵
家
と
の
縁
戚
関
係
や
護
貞
の
京
都
大
学
へ
の
進
学
な

ど
、
京
都
と
の
結
び
つ
き
が
強
め
る
出
来
事
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
関
東
大
震

災
に
よ
る
東
京
本
邸
の
半
壊
は
、
細
川
家
が
東
京
以
外
の
地
に
意
識
を
示
し
た

可
能
性
を
示
す
。

　

既
に
み
て
き
た
よ
う
に
怡
園
は
、
護
立
に
よ
り
昭
和
三
年
に
そ
の
土
地
が
取

得
さ
れ
、
同
七
年
に
竣
工
し
た
と
推
定
さ
れ
る
。
そ
の
同
時
期
、
東
京
の
細
川

本
邸
は
、
大
正
十
二
年
九
月
の
関
東
大
震
災
で
半
壊
し
、
そ
の
再
建
は
、
同
七

年
に
計
画
が
開
始
し
、
同
九
年
に
起
工
、
同
十
一
年
に
竣
工
と
い
う
経
過
を
た

ど
る
。
そ
の
一
方
で
怡
園
は
、
本
邸
の
被
災
以
降
、
再
建
計
画
の
以
前
に
竣
工

し
て
い
る
。

　

第
２
節
「
怡
園
の
築
造
の
経
緯
」
で
言
及
し
た
よ
う
に
、
細
川
家
の
当
主
護

貞
に
と
っ
て
、
こ
の
時
期
の
京
都
に
居
宅
を
構
え
る
積
極
的
な
理
由
は
な
か
っ

た
。
ま
し
て
や
、
本
邸
が
半
壊
し
て
い
る
状
況
に
お
い
て
、
常
識
的
に
余
剰
の

産
物
と
み
な
さ
れ
る
別
邸
を
構
え
る
と
い
う
心
理
状
態
に
あ
っ
た
と
は
想
定
し

づ
ら
い
。
怡
園
は
、
現
存
す
る
表
門
に
張
ら
れ
た
プ
レ
ー
ト
、
さ
ら
に
は
住
宅

地
図
の
表
記
な
ど
か
ら
、
細
川
家
の
別
邸
で
あ
る
と
し
て
周
知
さ
れ
て
き
た
。

し
か
し
計
画
段
階
あ
る
い
は
よ
り
成
立
当
初
怡
園
が
別
邸
で
あ
っ
た
こ
と
を
示

す
根
拠
は
、
現
時
点
で
は
知
ら
れ
て
い
な
い
。

　

以
上
の
状
況
か
ら
み
て
、
平
成
七
年
（
１
９
９
５
）
の
阪
神
淡
路
大
震
災
、

平
成
二
十
三
年
（
２
０
１
１
）
の
東
日
本
大
震
災
の
記
憶
が
新
し
い
現
今
に
お

い
て
は
、
護
立
の
京
都
移
住
の
志
向
を
推
定
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。
阪
神

大
震
災
で
は
、
数
多
く
の
被
災
者
が
県
外
に
移
住
し
（
４
９
）、
東
日
本
大
震
災
で

は
京
都
市
を
含
む
地
方
公
共
団
体
が
被
災
者
の
移
住
の
支
援
を
行
っ
た
（
５
０
）。

　

こ
れ
ら
近
年
の
事
例
と
関
東
大
震
災
を
直
接
結
び
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い

が
、
震
災
が
落
ち
着
き
を
見
せ
は
じ
め
た
昭
和
七
年
よ
り
本
邸
の
再
建
計
画
が

開
始
し
、
結
果
的
に
所
有
者
で
あ
る
護
立
自
身
は
怡
園
を
積
極
的
に
利
用
し
な

か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、
同
所
が
移
住
の
た
め
に
建
設
さ
れ
た
可
能
性
が
示
さ
れ

る
。
そ
う
す
る
と
、
細
川
家
に
と
っ
て
怡
園
は
、
成
立
以
来
ず
っ
と
京
都
別
邸

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
き
た
が
、
計
画
時
に
は
本
邸
と
な
る
こ
と
が
意
識
さ

れ
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
怡
園
の
築
造
と
継
承
は
、
受
動
的
な
要
因
に
も
と
づ
く
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消
極
的
な
動
機
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
き
た
こ
と
が
、
う
か
が
い
知
れ
る
。

（
２
）
庭
の
形
態
に
み
る
趣
向
の
現
わ
れ

　

こ
れ
ま
で
の
庭
園
史
に
お
け
る
怡
園
の
評
価
で
は
、
そ
の
平
面
構
成
か
ら
国

の
名
勝
無
鄰
庵
と
の
類
似
性
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
（
５
１
）。
東
奥
に
滝
を
置
き
、

Ｓ
字
型
の
流
れ
の
中
間
に
溜
ま
り
池
を
穿
ち
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
沢
飛
石
を
打
っ

て
、
そ
れ
ら
の
内
外
が
周
遊
で
き
る
平
面
構
成
に
か
ぎ
れ
ば
、
無
鄰
庵
と
の
共

通
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
立
地
や
住
ま
い
と
し
て
の
機
能
と
築
山
・
園
路
・
池
・

流
路
と
の
関
係
性
を
み
れ
ば
、
双
方
の
類
似
点
は
む
し
ろ
少
な
く
（
５
２
）、
怡
園

の
成
立
に
か
か
る
無
鄰
庵
と
の
因
果
関
係
に
つ
い
て
の
実
証
性
は
な
い
。
そ
こ

で
本
項
で
は
、
第
４
節
「
怡
園
を
構
成
す
る
庭
と
建
物
」
に
お
い
て
現
状
の
庭

の
記
述
と
、
第
２
節
で
言
及
し
た
資
料
に
も
と
づ
い
た
庭
に
つ
い
て
の
記
述
の

照
合
を
、
近
隣
の
庭
の
事
例
を
踏
ま
え
て
行
い
た
い
。

　

前
述
の
〝
不
許
葷
酒
入
山
門
〟
と
刻
ま
れ
た
石
標
は
律
宗
・
禅
宗
の
寺
院
の

門
脇
に
あ
る
戒
壇
石
で
あ
り
、「
色
欲
や
憤
怒
の
心
な
ど
が
刺
激
さ
れ
助
長
さ

れ
る
と
し
て
、
酒
・
肉
と
共
に
臭
気
が
あ
り
辛
味
の
あ
る
植
物
を
食
す
る
こ
と

を
忌
ん
だ
」（
５
３
）

こ
と
に
因
む
。
石
標
の
設
置
時
期
は
不
明
だ
が
（
５
４
）、
護

立
は
若
い
こ
ろ
か
ら
日
本
各
地
の
禅
刹
を
周
っ
た
こ
と
か
ら
、
禅
宗
寺
院
に
設

置
さ
れ
て
い
る
石
標
を
自
身
の
別
荘
に
好
ん
で
立
て
た
可
能
性
は
あ
る
。
し
か

し
文
意
を
そ
の
ま
ま
受
け
取
れ
ば
、〝
喜
し
む
園
〟と
名
付
け
ら
れ
た
瀟
洒
な
庭
・

建
物
を
も
つ
別
荘
に
相
応
し
い
内
容
と
は
い
え
な
い
。
よ
っ
て
牧
野
富
太
郎
が

『
植
物
一
日
一
題
』
で
指
摘
す
る
よ
う
に
（
５
５
）、
逆
の
意
味
と
し
て
捉
え
た
洒

落
も
し
く
は
暗
喩
の
可
能
性
も
あ
る
。

　

東
庭
の
園
池
の
東
側
を
み
る
と
、
南
西
角
か
ら
北
角
西
に
か
け
て
、
石
燈
籠

―
井
戸
―
石
標
―
滝
流
れ
―
石
燈
籠
―
小
滝
―
石
燈
籠
と
い
っ
た
配
置
に
な
っ

て
い
る
。
人
為
の
付
与
を
指
標
と
し
て
そ
れ
ら
を
み
れ
ば
、
南
回
り
と
北
回
り

の
ど
ち
ら
も
、
滝
流
れ
に
向
け
て
そ
の
度
合
い
が
低
く
な
る
よ
う
設
定
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
は
山
麓
―
山
奥
の
暗
喩
と
推
定
さ
れ
、
そ
の
傾
向
は
南
側
で
明
確

に
み
ら
れ
る
。
石
燈
籠
は
庭
、花
崗
岩
切
り
石
の
井
戸
は
人
家
の
徴
表
で
あ
り
、

木
々
の
中
の
石
標
は
山
麓
も
し
く
は
山
中
、
滝
流
れ
は
山
奥
の
暗
喩
で
あ
る
と

い
っ
た
よ
う
に
、
主
屋
か
ら
東
山
に
向
け
て
歩
み
を
進
め
る
に
つ
れ
、
記
号
と

し
て
の
工
作
物
か
ら
人
為
の
付
与
が
読
み
取
れ
な
く
な
り
、
主
屋
に
戻
る
に
つ

れ
て
人
為
の
付
与
が
明
確
に
な
っ
て
い
る
。

　

護
立
と
護
貞
は
、
不
本
意
あ
る
い
は
時
代
に
翻
弄
す
る
か
た
ち
で
政
治
家
を

経
験
し
、
そ
の
後
文
化
へ
の
造
詣
を
深
め
て
い
っ
た
。
世
俗
か
ら
身
を
引
い
て

庭
を
伴
う
屋
敷
に
て
隠
遁
生
活
を
送
る
と
い
う
構
図
は
、
い
わ
ゆ
る
隠
遁
思
想

に
通
ず
る
。
中
国
風
の
桧
垣
型
の
層
塔
形
石
燈
籠
な
ら
び
に
朝
鮮
燈
籠
、
築
造

時
も
し
く
は
細
川
家
所
有
時
に
置
か
れ
た
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
護
立
の
美
術

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
み
ら
れ
る
東
ア
ジ
ア
へ
の
興
味
と
合
致
す
る
。
ま
た
戦
術
の

戒
壇
石
か
ら
は
、
護
立
が
禅
宗
寺
院
か
ら
受
け
た
影
響
が
読
み
取
れ
る
。
建
物

に
関
し
て
は
、
母
屋
二
階
の
北
東
に
位
置
す
る
部
屋
に
付
書
院
、
そ
の
他
に
も

円
窓
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
総
合
し
て
み
れ
ば
、
怡
園
に
は
文
人
趣

味
の
傾
向
が
知
れ
る
が
、
橋
本
関
雪
が
手
が
け
た
国
の
名
勝
白
沙
村
荘
庭
園

（
５
６
）
に
み
ら
れ
る
ほ
ど
顕
著
で
は
な
か
っ
た
。

　

既
述
の
と
お
り
護
立
は
、「
茶
陶
、
茶
道
具
と
は
距
離
を
置
い
て
い
た
」
い

た
よ
う
だ
が
、
怡
園
の
建
物
に
は
、
実
用
に
耐
え
る
機
能
を
持
つ
水
屋
を
伴
っ

た
茶
室
が
あ
る
。
護
立
の
趣
向
か
ら
み
れ
ば
、
こ
の
茶
室
の
位
置
付
け
は
、
不

可
解
で
あ
る
。
た
だ
し
園
内
に
複
数
の
独
立
し
た
茶
室
が
配
さ
れ
、
そ
れ
ら
が

複
技
巧
的
な
露
地
を
伴
っ
て
い
る
野
村
碧
雲
荘
（
５
７
）
と
比
較
す
れ
ば
、
怡
園

の
茶
室
は
主
屋
に
備
え
付
け
で
あ
る
こ
と
、
露
地
の
敷
地
が
狭
隘
で
簡
素
で
あ

る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
護
立
が
茶
室
を
大
々
的
に
来
客
へ
披
露
し
、
文
化
交
流

143



に
役
立
て
よ
う
と
い
う
意
識
は
、
や
は
り
希
薄
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

怡
園
の
東
庭
に
は
、
大
小
合
わ
せ
て
三
箇
所
の
滝
口
が
あ
る
。
一
つ
目
は
そ

の
東
端
に
あ
る
二
段
の
大
滝
、
二
つ
目
は
園
池
北
東
に
あ
る
小
滝
、
三
つ
目
は

板
塀
を
挟
ん
で
玄
関
庭
の
東
側
に
あ
る
流
れ
を
伴
う
滝
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に

状
況
を
違
え
て
異
な
る
形
態
の
流
入
口
を
設
け
る
手
法
は
、
植
治
が
繰
り
返
し

実
施
し
た
手
法
で
あ
る
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
明
治
二
十
七
年
竣
工
の
京
都
市
指

定
名
勝
並
河
家
庭
園
の
園
池
で
三
箇
所
、
大
正
四
年
の
同
・
中
井
家
の
庭
の
流

れ
と
園
池
に
四
箇
所
、
大
正
八
年
頃
の
同
・
白
河
院
庭
園
の
流
れ
に
二
箇
所
の

流
入
口
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
園
内
に
複
数
の
流
入
口
を
設
置

す
る
た
め
に
は
、築
造
前
の
計
画
段
階
で
流
水
経
路
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
り
、

そ
の
実
現
に
は
か
な
り
の
手
間
が
か
か
る
。
こ
の
よ
う
な
水
利
機
能
の
充
実
度

を
み
れ
ば
、
護
立
の
庭
造
り
へ
の
投
資
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
姿
勢
が
読
み
取
れ

る
。

　

以
上
の
よ
う
に
怡
園
は
、
積
極
的
に
築
造
さ
れ
継
承
さ
れ
て
き
た
と
受
け
取

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
し
か
し
、
庭
を
構
成
す
る
事
物
や
そ
の
仕
組
み
を
み
れ

ば
、
護
立
と
護
貞
の
関
心
・
趣
向
と
合
致
す
る
側
面
が
み
ら
れ
る
と
と
も
に
、

庭
の
造
り
に
つ
い
て
も
基
本
構
造
か
ら
熟
慮
し
、
細
部
に
わ
た
っ
て
配
慮
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

（
３
）
所
有
者
の
充
足
が
も
た
ら
す
庭
の
保
有
意
識

　

庭
が
存
続
す
る
過
程
に
お
い
て
、
所
有
者
の
交
代
を
免
れ
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ど
れ
ほ
ど
著
名
な
所
有
者
が
豊
富
な
蓄
財
を
投
入
し
、
腕
の
良
い
庭
師
に

依
頼
し
て
築
造
し
た
庭
で
あ
っ
て
も
、
継
続
し
て
保
有
さ
れ
な
け
れ
ば
、
存
続

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
学
術
的
に
庭
へ
与
え
ら
れ
た
評
価
は
、
存
続
し
て
い

る
か
ら
こ
そ
持
続
す
る
の
で
あ
り
、
滅
失
し
て
記
憶
か
記
録
に
し
か
残
ら
な
い

な
ら
ば
、
そ
の
価
値
は
半
減
す
る
。

　

怡
園
は
、
護
立
に
よ
る
築
造
か
ら
護
貞
へ
の
移
譲
以
降
、
細
川
家
に
よ
っ
て

長
ら
く
保
有
さ
れ
た
後
、
新
た
な
所
有
者
へ
と
譲
渡
さ
れ
た
。
平
成
二
十
七
年

三
月
に
は
、
京
都
市
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
永
続
的
な
存
続
の

可
能
性
が
広
が
っ
た
。
資
料
上
、
怡
園
は
、
い
わ
ば
消
極
的
な
動
機
で
成
立
し

た
と
み
ら
れ
る
一
方
で
、
八
十
年
近
く
存
続
し
て
き
た
と
い
う
歴
史
か
ら
み
れ

ば
、そ
の
間
、所
有
者
が
充
足
を
感
じ
続
け
て
き
た
こ
と
窺
わ
せ
る
。
そ
う
い
っ

た
意
味
で
は
、
成
立
の
経
緯
に
お
い
て
、
所
有
者
の
動
機
が
積
極
的
で
あ
る
か

否
か
に
特
別
の
意
味
は
な
く
、
庭
そ
の
も
の
が
優
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
す

る
に
し
て
も
、
ま
ず
は
、
所
有
者
自
身
が
庭
に
よ
っ
て
充
足
さ
れ
続
け
て
き
た

と
い
う
経
緯
に
意
義
が
見
出
さ
れ
る
。

　

所
有
者
が
庭
を
築
造
し
、
継
承
す
る
動
機
は
、
能
動
的
な
状
況
だ
け
で
は
な

く
受
動
的
で
あ
る
場
合
も
あ
り
、
彼
ら
自
身
が
充
足
す
る
理
由
に
つ
い
て
も
一

様
で
は
な
い
。
所
有
者
は
、
予
想
外
の
出
来
事
に
よ
っ
て
庭
を
築
造
し
、
偶
然

に
保
有
す
る
こ
と
に
な
っ
た
と
し
て
も
、
結
果
的
に
庭
へ
充
足
を
感
じ
続
け
る

こ
と
が
あ
り
得
る
。
庭
の
所
有
者
が
充
足
す
る
要
因
は
、
築
造
す
る
こ
と
に
だ

け
で
は
な
く
、
継
承
し
保
有
す
る
こ
と
に
も
あ
り
、
む
し
ろ
築
造
後
の
期
間
の

こ
と
を
念
頭
に
置
け
ば
、
継
承
と
保
有
に
よ
っ
て
感
じ
ら
れ
る
充
足
こ
そ
が
、

庭
の
存
続
を
支
持
し
て
い
る
と
い
え
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
庭
の
所
有
者
が
、

庭
を
保
有
し
継
承
す
る
こ
と
は
、
不
断
に
充
足
を
感
じ
続
け
る
こ
と
が
前
提
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ど
れ
だ
け
豊
富
な
資
金
を
投
じ
て
築
造
さ
れ
た
庭
で

も
、
永
遠
の
存
続
が
約
束
さ
れ
た
経
済
的
後
ろ
盾
を
も
つ
庭
は
存
在
し
な
い
。

文
化
財
保
護
の
制
度
が
目
指
す
と
こ
ろ
の
、
永
続
的
な
庭
の
存
続
に
は
、
こ
れ

ま
で
の
庭
園
史
研
究
に
お
い
て
行
わ
れ
て
き
た
創
始
者
や
作
庭
家
な
ど
の
評
価

だ
け
で
は
な
く
、
築
造
か
ら
現
今
に
至
る
所
有
者
の
保
有
の
意
識
へ
の
共
感
と

賛
辞
、継
承
と
保
有
に
か
か
る
対
価
に
対
す
る
支
援
の
必
要
性
を
示
し
て
い
る
。
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第
２
節　

補
注

（
１
）�

澤
村
延
子
：
怡
園
に
み
る
近
代
日
本
庭
園
の
特
質
と
現
代
的
魅
力
：

２
０
０
９
年
度 
京
都
造
形
芸
術
大
学 

修
士
論
文
：
２
０
０
９

（
２
）�

小
野
健
吉
：
怡
園
と
造
園
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
の
植
治
：
京
都

を
中
心
に
し
た
近
代
日
本
庭
園
の
研
究
：
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
、

２
０
０
０
年
、
５
７
―
６
１
頁

（
３
）��

和
楽
ム
ッ
ク 

閑
居
に
生
き
る 

細
川
護
煕
：
小
学
館
、
２
０
０
９

「
一
方
で
祖
父
は
、
同
時
代
の
松
永
耳
庵
や
原
三
渓
な
ど
と
違
い
、
茶
陶
、

茶
道
具
と
は
距
離
を
お
い
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
こ
れ
ま
で
の
日
本
美

術
を
見
る
目
、
そ
の
収
集
が
、
ほ
と
ん
ど
茶
に
元
を
発
し
て
い
る
た
め
、

世
界
の
美
術
に
対
し
て
普
遍
的
な
態
度
を
取
る
こ
と
が
出
来
な
い
か
ら
。

だ
か
ら
自
分
は
茶
か
ら
距
離
を
お
く
の
だ
、
と
書
い
て
い
ま
す
。」

（
４
）�

細
川
護
立
の
履
歴
に
つ
い
て
は
、
そ
の
追
悼
書
（
石
田
茂
作
編
：
老
松

町
の
殿
様
：
細
川
護
貞
：
１
９
７
１
）
を
参
照
し
た
。

（
５
）�

東
京
文
化
財
研
究
所
：
日
本
美
術
年
鑑 

昭
和
四
十
六
年
版
：
昭
和
４
７

年

（
６
）�「
ど
う
も
政
治
は
大
変
嫌
い
だ
っ
た
ら
し
い
で
す
ね
。
子
供
の
と
き
か
ら

坊
さ
ん
の
書
だ
と
か
刀
だ
と
か
、
芸
術
関
係
の
も
の
だ
け
を
見
て
ま
し

た
か
ら
ね
。
芸
術
方
面
に
は
安
心
し
て
い
っ
た
け
れ
ど
も
、
政
治
に
は

臆
病
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。」（
細
川
護
貞
：
細
川
護
貞
座
談
：

中
公
文
庫
：
１
９
９
０
、１
７
７
頁
）

（
７
）�

現
代
美
術
用
語
辞
典
：
ア
ー
ト
ス
ケ
ー
プ
：http://w

w
w
.artscape.

ne.jp/artscape/reference/artw
ords/index.htm

l

（
平
成
２
７
年

７
月
１
１
日
）

（
８
）�

劉
建
輝
：
日
華
学
会
関
連
高
橋
君
平
文
書
資
料 

解
説
：
日
華
学
会
資
料

第
一
巻
、
３
６
０
頁

（
９
）�「
人
と
の
関
係
が
煩
わ
し
い
人
な
ん
で
す
ね
、
親
父
は
。
自
分
の
、
悪
く

言
え
ば
と
り
ま
き
の
よ
う
な
人
た
ち
と
馬
鹿
話
し
な
が
ら
遊
ん
で
る
こ

と
が
好
き
な
人
だ
っ
た
ん
で
す
。
が
ま
ん
し
て
付
き
合
う
と
か
、
義
理

で
付
き
合
う
と
か
一
つ
の
目
的
を
持
っ
て
人
と
付
き
合
う
こ
と
が
な
か

な
か
で
き
な
い
人
な
ん
で
す
。
ひ
と
言
で
言
っ
て
み
れ
ば
殿
様
だ
っ
た

の
で
す
ね
。」
細
川
護
貞
：
前
掲
書
、
１
７
７
頁

（
１
０�

）
例
え
ば
、現
在
の
廣
誠
院
の
庭
と
建
物
の
最
初
の
施
主
で
あ
っ
た
伊
集

院
兼
常
は
普
請
に
造
詣
が
深
く
、
無
隣
庵
の
施
主
で
あ
っ
た
山
縣
有
朋

は
、
明
確
な
庭
造
の
意
図
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
資
料
上
確
認
で
き
る
。

（
１
１�

）
学
習
院
大
学
、
永
青
文
庫
、
東
洋
文
庫
編
：
東
洋
学
の
歩
い
た
道
（
学

習
院
大
学
・
永
青
文
庫
・
東
洋
文
庫
連
携
展
示
図
録
）：
学
習
院
大
学
：

２
０
１
３ 

（
１
２�

）
山
中
商
会
は
、昭
和
十
一
年
の
ハ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
創
立
三
百
年
記
念

式
典
に
合
わ
せ
て
開
催
さ
れ
た
ボ
ス
ト
ン
日
本
古
美
術
展
覧
会
の
出
品

物
の
運
搬
や
付
添
を
担
う
な
ど
、本
邦
の
美
術
の
紹
介
に
つ
と
め
た
。（
久

保
い
く
こ
：
特
集
「
近
代
」
と
「
美
術
」
の
外
側　

矢
代
幸
雄
と
ア
メ

リ
カ
巡
回
日
本
古
美
術
展
覧
会
（
一
九
五
三
年
）：
近
代
画
説
、
明
治
美

術
学
会
、
２
０
０
３
）
明
治
美
術
学
会
）

（
１
３
）
山
中
定
次
郎
翁
伝
編
纂
会
編
：
山
中
定
次
郎
翁
伝
： 

１
９
３
９

（
１
４
）�

京
都
市
文
化
市
民
局
ほ
か
：
岡
崎
・
南
禅
寺
界
隈
の
庭
の
調
査
：

２
０
１
２
、１
３
３
―
５
頁

（
１
５
）�

齋
藤
康
彦
：
近
代
数
寄
者
の
大
寄
せ
茶
会
と
社
会
文
化
事
業
：
山
梨
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大
学
教
育
人
間
科
学
部
紀
要 

第
十
巻
、
３
０
頁

（
１
６
）�

三
上
美
和
：
日
本
近
代
美
術
の
収
集
家
―
原
三
渓
の
美
術
蒐
集
記
録「
美

術
品
買
入
覚
え
」：
豊
饒
の
日
本
美
術
取
集
―
小
林
忠
先
生
古
希
記
念

論
集
：
藝
茸
書
院
、
２
０
１
２
、４
０
８
―
１
３
頁

（
１
７
）
近
代
数
寄
者
の
大
寄
せ
茶
会
と
社
会
文
化
事
業
、
３
０
６
―
７
頁

（
１
８
）�

Ｎ
Ｈ
Ｋ
：
京
都 

天
下
無
双
の
別
荘
群
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）：
株
式
会
社
竹
諸
：

２
０
１
０

（
１
９
）�

学
習
院
大
学
資
料
館
編
：
写
真
集 

近
代
皇
族
の
記
憶 

山
階
宮
家
三
代
：

�

２
０
０
８
、１
２
１
、１
２
５
―
６
頁

（
２
０
）�

細
川
護
貞
：
想
出
の
人
々 

揮
麈
憶
住
録
：
文
藝
春
秋
：

１
９
８
８
、３
１
頁

（
２
１
）�

細

川

護

貞
：

中

公

文

庫 
細

川

護

貞

座

談
：

１
９
９
０
、１
９
５
、２
４
１
頁

（
２
２
）
細
川
護
貞
：
想
出
の
人
々 

揮
麈
憶
住
録
、
２
６
８
―
７
０
頁

（
２
３
）
細
川
護
貞
：
前
掲
書
、
７
５
頁

（
２
４
）
山
根
徳
太
郎
編
：
小
川
治
兵
衛
：
小
川
金
三
発
行
：
１
９
６
５
、７
２
頁

（
２
５
）�

前
掲
書
：
岡
崎
南
禅
寺
界
隈
の
庭
の
調
査
、２
６
頁
に
記
載
さ
れ
た「
昭

和
十
二
年
に
井
上
麟
吉
へ
所
有
権
が
移
転
」
は
誤
記
で
あ
り
、「
昭
和

三
年
」
が
正
し
い
。

（
２
６
）�

こ
の
場
合
、「
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
」
と
は
、
以
下
の
よ
う
な
事

態
を
示
す
。
怡
園
の
所
有
権
移
転
に
伴
っ
て
、
昭
和
三
年
二
月
十
六

日
所
転
（
旧
土
地
台
帳
の
と
お
り
）
を
事
故
と
し
て
春
海
敏
か
ら
井

上
麟
吉
へ
所
有
権
移
転
登
記
が
な
さ
れ
た
。
し
か
し
、
実
際
は
細
川

護
立
と
春
海
敏
の
間
に
お
い
て
売
買
契
約
が
締
結
さ
れ
、
そ
れ
に
も

と
づ
い
て
前
者
が
後
者
か
ら
本
件
土
地
の
所
有
権
を
取
得
し
た
。
本

来
は
、
井
上
麟
吉
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
を
抹
消
し
て
、
売
主
で
あ

る
春
海
敏
か
ら
細
川
護
立
へ
の
所
有
権
移
転
登
記
を
行
う
べ
き
と
こ

ろ
が
、
何
ら
か
の
理
由
で
実
行
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
細
川

護
立
よ
り
怡
園
を
相
続
し
た
護
貞
が
、
真
正
な
登
記
名
義
の
回
復
を

原
因
と
し
て
、
春
海
敏
か
ら
所
有
権
を
移
転
す
る
登
記
申
請
を
行
い
、

同
三
十
九
年
十
二
月
十
六
日
に
登
記
さ
れ
た
。（
青
木
登
（
東
京
法
務

局 

豊
島
出
張
所 

総
務
登
記
官
）：
登
記
官
か
ら
み
た
登
記
原
因
証
明

情
報
作
成
の
ポ
イ
ン
ト
：
新
日
本
法
規
出
版
株
式
会
社
： 

２
０
１
１

年
、
１
０
７
頁
を
参
考
と
し
た
）

（
２
７
）
細
川
護
貞
：
想
出
の
人
々 

揮
麈
憶
住
録
、
２
６
８
頁

（
２
８
）�

奥
富
利
幸
・
富
松
幸
恵
・
林
真
由
子
・
山
口
明
日
香
・
山
田
裕
樹
：

昭
和
初
期
の
和
洋
折
衷
華
族
住
宅
に
関
す
る
考
察
―
細
川
護
立
邸

を
通
し
て
―
：
小
山
工
業
高
等
専
門
学
校
研
究
紀
要
第
三
十
六
号
、

２
０
０
４
、１
７
７
―
８
６
頁

（
２
９
）�

京
都
市
：
京
都
の
歴
史
九 

世
界
の
京
都
：
学
芸
書
林
：

１
９
７
６
、１
１
２
頁

（
３
０
）�

避
難
民
の
大
半
は
一
時
避
難
で
あ
り
、
そ
の
後
の
復
興
を
見
据
え
て

元
に
戻
っ
た
。（
北
原
糸
子
：
関
東
大
震
災
の
避
難
民
‐
地
方
の
行
政

資
料
か
ら
：
研
究
紀
要 

災
害
復
興
研
究 

第
三
号
：
関
西
学
院
大
学

災
害
復
興
制
度
研
究
所
、
２
０
１
１
）
ま
た
、
時
代
と
背
景
は
大
き

く
異
な
る
が
、
平
成
二
十
三
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
関
西
へ
移

住
し
定
着
す
る
事
例
も
み
ら
れ
た
。

（
３
１
）�
京
都
府
教
育
委
員
会
：
京
都
府
の
近
代
和
風
建
築
：

２
０
０
９
、３
２
０
―
１
頁

（
３
２
）�

以
下
に
そ
の
記
事
が
転
載
さ
れ
て
い
る
。
山
根
徳
太
郎
編
：
前
掲
書
、
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５
９
頁

（
３
３
）
想
出
の
人
々 

揮
麈
憶
住
録
、
２
６
８
―
７
０
頁

（
３
４
）
澤
村
延
子
：
前
掲
書
、
３
頁

（
３
５
）�

山
中
定
次
郎
は
、
自
ら
庭
の
手
入
れ
を
勤
し
み
、「
植
木
盆
栽
類
の
輸

出
」
や
「
庭
園
の
築
造
請
負
ひ
」
を
行
う
な
ど
、
庭
に
対
す
る
関
心

が
高
か
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。（
山
中
定
次
郎
翁
伝
編
纂
会
編
：
前

掲
書
、
５
４
、７
９
―
８
０
頁
）

（
３
６
）�

護
立
に
よ
る
怡
園
に
関
す
る
希
少
な
記
述
と
し
て
、
以
下
の
も
の
が

あ
る
。「（
前
略
）
舞
妓
の
絵
を
麦
僊
が
南
禅
寺
の
庭
に
行
っ
て
描
い

た
事
を
、
偶
然
こ
の
間
京
都
に
行
っ
た
時
、
想
い
出
し
た
の
で
、
何

か
あ
る
だ
ろ
う
と
思
い
ま
し
て
京
都
の
別
荘
を
探
し
ま
し
た
処
是
が

あ
り
ま
し
た
。（
後
略
）」（「
土
田
麦
僊
の
「
明
粧
」
に
就
い
て
」（
昭

和
１
６
年
１
１
月
２
１
日　

清
賞
会
第
１
６
回
例
会
）：
季
刊
永
青
文

庫
Ｎ
Ｏ
．
１
５
：
１
９
８
５
）

（
３
７
）
澤
村
延
子
：
前
掲
書
、
１
６
頁

（
３
８
）�「
文
人
と
い
う
言
葉
は
周
の
時
か
ら
あ
る
ん
で
す
が
ね
、
宋
の
時
代
に

非
常
に
盛
ん
に
な
っ
て
、
ツ
ル
を
飼
う
と
か
、
イ
ヌ
、
ネ
コ
を
飼
う

と
か
ね
、
そ
ん
な
こ
と
ま
で
標
準
を
決
め
て
ね
、
非
常
に
も
の
を
見
、

感
じ
る
趣
味
が
生
ま
れ
て
き
た
ん
で
す
。
庭
な
ん
か
造
る
と
き
も
、

い
ろ
ん
な
む
ず
か
し
い
規
則
を
決
め
た
り
し
て
ね
。
そ
れ
が
日
本
に

入
り
、
生
け
花
の
伝
書
と
か
能
楽
の
伝
書
と
か
が
書
か
れ
て
い
っ
た

ん
で
す
。」（
細
川
護
貞
：
細
川
護
貞
座
談 

文
と
美
と
政
治
と
：
中
公

文
庫
、
５
２
頁
）

（
３
９
）�

護
貞
は
、「
侘
び
と
寂
び
」の
項
目
で
、『
作
庭
記
』に
言
及
し
て
い
る（
細

川
護
貞
：
細
川
護
貞
座
談
、
１
２
９
頁
）

（
４
０
）
想
出
の
人
々 

揮
麈
憶
住
録
、
９
５
頁

（
４
１
）�

細
川
護
貞
：
細
川
護
貞
座
談 

文
と
美
と
政
治
と
、
６
９
―
７
２
頁

（
４
２
）
想
出
の
人
々 

揮
麈
憶
住
録
、
２
７
５
頁

（
４
３
）
想
出
の
人
々 

揮
麈
憶
住
録
、
１
７
７
頁

（
４
４
）
細
川
護
貞
：
想
出
の
人
々 

揮
麈
憶
住
録
、
６
９
頁

（
４
５
）�

周
宏
俊
：
借
景
の
展
開
と
構
成
―
日
本
・
中
国
造
園
に
お
け
る
比
較

研
究
：
東
京
大
学
博
士
論
文
：
２
０
１
２
、１
４
２
頁

（
４
６
）
護
立
の
号
は
、〝
晴
川
〟
で
あ
っ
た
。

（
４
７
）�「（
食
堂
に
は
家
族
が
集
ま
っ
た
。
食
堂
の
南
側
の
床
に
掌
で
輪
を
つ

く
っ
た
程
の
穴
が
あ
っ
た
。）
祖
父
が
、
お
も
し
ろ
い
と
い
う
か
、
悪

戯
心
が
あ
っ
た
の
で
、
わ
ざ
と
残
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

私
た
ち
は
、
ち
ょ
う
ど
こ
の
下
を
せ
せ
ら
ぎ
が
い
っ
て
い
る
も
の
で

す
か
ら
、
そ
こ
に
釣
糸
を
垂
れ
て
小
魚
を
釣
っ
た
り
ハ
ヤ
と
か
何
と
か

そ
ん
な
も
の
を
釣
っ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。こ
こ
の
窓
の
外
が
ね
、ち
ょ

う
ど
こ
こ
の
下
に
せ
せ
ら
ぎ
が
こ
う
来
て
い
る
も
の
で
す
か
ら
、
こ
こ

か
ら
釣
り
位
置
を
垂
れ
て
や
っ
ぱ
り
小
魚
を
釣
っ
た
り
し
て
い
た
ん
で

す
よ
。」（
前
掲
資
料
：
京
都 

天
下
無
双
の
別
荘
群
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
に
お

け
る
細
川
護
煕
氏
の
発
言
を
書
き
起
こ
し
た
）

（
４
８
）
京
都
府
教
育
委
員
会
：
前
掲
書
、
３
２
０
―
１
頁

（
４
９
）�「「
お
元
気
で
す
か
」
県
外
被
災
者
に
電
話
訪
問　

八
年
で
五
千
回
」：

神
戸
新
聞
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
：
２
０
０
８
年
１
月
１
６
日 

（
５
０
）�
た
と
え
ば
、
東
京
都
と
十
九
政
令
都
市
は
、
大
都
市
災
害
相
互
応
援

に
関
す
る
協
定
に
も
と
づ
い
て
支
援
を
行
っ
た
。
京
都
市
で
は
、
震

災
後
、
い
ち
早
く
入
居
可
能
な
市
営
住
宅
を
二
百
戸
確
保
し
た
。
ま

た
、
平
成
二
十
四
年
十
二
月
二
十
八
日
ま
で
市
営
住
宅
及
び
民
間
か
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ら
無
償
で
提
供
さ
れ
た
住
宅
を
無
償
で
提
供
す
る
事
業
の
新
規
入
居

受
付
を
行
っ
た
。（
京
都
市
役
所
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
京
都
市
情
報
館
：

http://w
w
w
.city.kyoto.lg.jp/gyozai/page/0000097604.

htm
l

（
２
０
１
５
年
７
月
１
１
日
）

（
５
１
）�

小
野
健
吉
：
怡
園
：
尼
崎
博
正
編
：
植
治
の
庭
‐
小
川
治
兵
衛
の
世
界
：

淡
交
社
：
１
９
９
０

（
５
２
）�

一
例
を
挙
げ
れ
ば
、無
鄰
庵
の
場
合
、主
屋
・
洋
館
・
茶
室
は
別
棟
と
な
っ

て
お
り
そ
れ
ぞ
れ
が
回
遊
機
能
に
組
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
そ
れ
ら
建
物
が
群
集
し
て
い
る
怡
園
で
は
、
廻
遊
は
東
庭
だ
け

で
完
結
し
て
い
る
と
い
う
面
で
も
双
方
に
は
大
き
な
相
違
が
み
ら
れ

る
。

（
５
３
）�

森
田
潤
司
：
食
べ
物
の
名
数
（
四
）
葷
菜
類
の
名
数
：
同
志
社
女
子

大
学
生
活
科
学
：
２
０
１
３
、
Ｖ
Ｏ
Ｌ
．
４
７
、５
２
―
７
９
頁

（
５
４
）�

細
川
護
煕
は
、
常
々
、
同
石
標
を
眺
め
な
が
ら
入
場
し
て
い
た
と
回

想
し
て
い
る
。（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
：
前
掲
資
料
）

（
５
５
）
牧
野
富
太
郎
：
植
物
一
日
一
題
：
ち
く
ま
学
芸
文
庫
：
２
０
０
８

（
５
７
）
小
野
健
吉
：
橋
本
関
雪
の
庭
園
：
前
掲
書
、
１
０
１
―
１
２
０
頁

（
５
７
）
京
都
市
文
化
市
民
局
ほ
か
：
前
掲
書
、
１
４
３
―
１
４
４
頁
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第
３
節　

庭
の
築
造
と
継
承
に
関
す
る
実
践
知
の
解
明

　

諸
科
学
者
が
あ
る
特
定
の
庭
の
築
造
に
つ
い
て
記
述
す
る
場
合
、
た
い
て
い

の
場
合
は
そ
の
庭
が
所
有
者
や
庭
師
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
明
確
な
目
標
や
計
画
が

あ
る
こ
と
を
前
提
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
現
在
別
荘
と
見
な
さ
れ
て
い
る
土
地

に
立
派
な
庭
が
あ
っ
た
場
合
、
そ
の
築
造
は
所
有
者
の
明
確
な
要
望
に
も
と
づ

く
も
の
で
あ
り
、ど
こ
か
著
名
な
庭
が
モ
チ
ー
フ
に
さ
れ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
、

個
人
的
な
楽
し
み
の
要
求
が
そ
の
庭
の
特
別
な
雰
囲
気
や
美
し
い
眺
め
に
反
映

さ
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
。

　

そ
の
よ
う
に
し
て
造
ら
れ
た
庭
は
、
所
有
者
の
肯
定
的
な
要
望
や
、
庭
師
や

デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
そ
の
実
現
の
意
図
が
備
わ
っ
て
い
る
た
め
、
庭
の
形
状
や

意
匠
を
分
析
す
れ
ば
か
れ
ら
の
要
望
や
意
図
を
復
元
的
に
記
述
す
る
こ
と
が
で

き
る
に
違
い
な
い
。
こ
れ
ま
で
諸
科
学
者
に
よ
る
庭
の
築
造
に
つ
い
て
の
記
述

が
、
そ
の
よ
う
な
根
拠
に
欠
け
た
期
待
に
も
と
づ
い
て
き
た
の
は
、
所
有
者
や

庭
師
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
庭
造
り
の
要
望
や
意
図
に
関
す
る
記
録
が
僅
少
で

あ
っ
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。

　

記
録
に
根
拠
を
求
め
ら
れ
な
い
以
上
、
諸
科
学
者
自
身
の
感
覚
に
よ
る
庭
の

形
状
や
意
匠
の
分
析
が
庭
造
り
の
要
望
や
意
図
に
置
き
換
え
ら
れ
て
も
や
む
を

得
な
い
、
そ
れ
が
資
料
へ
の
依
拠
の
厳
密
性
を
欠
い
た
諸
科
学
者
の
言
い
分
で

あ
っ
た
。
諸
科
学
者
は
、
庭
が
計
画
に
も
と
づ
い
て
築
造
さ
れ
て
い
る
と
い
う

先
入
観
に
と
ら
わ
れ
て
お
り
、
た
と
え
計
画
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
今
や
蘇
ら

せ
る
こ
と
の
で
き
な
い
所
有
者
ら
の
庭
造
り
に
関
す
る
要
望
や
意
図
を
〝
幽
体

的
な
も
の
〟
と
し
て
言
述
す
る
。
そ
れ
が
庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
で
数
多
く
見

ら
れ
る
、
今
は
亡
き
所
有
者
や
庭
師
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
の
〝
庭
園
観
〟
や
〝
作
庭

意
図
〟
に
つ
い
て
の
曖
昧
な
記
述
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
前
節
ま
で
の
二
つ
の
事
例
を
通
し
て
み
て
き
た
よ
う
に
、

庭
の
築
造
が
明
確
な
要
望
や
意
図
に
も
と
づ
い
て
築
造
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど

を
前
提
で
き
な
い
。〝
庭
園
観
〟
や
〝
作
庭
意
図
〟
が
資
料
に
記
述
さ
れ
て
い

る
と
い
う
先
入
観
を
除
け
ば
、
庭
造
り
に
は
偶
然
性
を
伴
っ
て
い
る
場
合
が
あ

り
、
庭
造
り
の
当
事
者
の
意
識
や
意
志
は
明
確
な
場
合
と
漠
然
と
し
た
場
合
が

あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

従
来
の
諸
科
学
者
に
よ
る
庭
の
築
造
に
関
す
る
記
述
は
、〝
庭
園
観
や
作
庭

意
図
は
何
か
〟
と
い
う
問
い
の
立
て
方
の
誤
り
に
よ
っ
て
、
資
料
の
読
解
の
仕

方
自
体
を
誤
り
、
さ
ら
に
資
料
の
記
述
と
実
在
す
る
庭
と
の
照
合
作
業
を
怠
っ

て
き
た
。
さ
ら
に
い
え
ば
大
半
の
諸
科
学
者
は
、
庭
の
築
造
に
ば
か
り
関
心
を

向
け
て
、
継
承
に
つ
い
て
は
検
討
を
行
っ
て
こ
な
か
っ
た
。
庭
は
、
築
造
す
れ

ば
完
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
世
代
を
越
え
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
持

続
す
る
の
が
実
態
で
あ
る
。
庭
の
築
造
は
、
改
変
の
経
緯
を
含
め
て
継
承
と
ひ

と
ま
と
ま
り
の
も
の
と
見
な
さ
な
け
れ
ば
、
現
状
と
照
ら
し
合
わ
せ
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
庭
の
築
造
だ
け
を
単
体
で
言
及
す
る
こ
と
は
、
矛
盾
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

　

本
章
に
お
い
て
無
隣
庵
と
山
県
有
朋
並
び
に
無
隣
庵
保
存
会
、
怡
園
と
細
川

護
定
・
護
立
に
つ
い
て
言
及
し
た
結
果
、
資
料
に
依
拠
し
た
所
有
者
に
お
け
る

庭
の
築
造
と
継
承
に
つ
い
て
の
記
述
は
、
歴
史
学
的
か
つ
社
会
学
的
に
な
る
こ

と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
庭
の
築
造
と
継
承
が
歴
史
を
背
景
と
し
、

実
社
会
に
お
い
て
成
立
し
て
き
た
こ
と
か
ら
い
え
ば
当
然
の
こ
と
で
あ
り
、〝
庭

園
学
〟
な
ど
と
い
っ
た
科
学
の
固
有
性
が
意
味
を
成
さ
な
い
こ
と
を
示
し
て
い

る
。
庭
の
築
造
と
継
承
を
庭
に
限
定
す
る
こ
と
は
不
自
然
で
あ
り
、
実
態
に
即

せ
ば
所
有
者
と
土
地
と
い
う
幅
広
い
関
係
性
の
一
環
と
す
る
記
述
を
意
識
す
る

必
要
が
あ
る
。
そ
の
意
味
で
も
、
庭
の
築
造
と
継
承
を
〝
庭
園
学
〟
の
範
疇
に

収
め
る
こ
と
は
適
切
で
は
な
い
し
、
そ
れ
は
建
物
と
〝
建
築
学
〟
な
ど
の
関
係
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に
つ
い
て
も
同
様
の
こ
と
が
い
え
る
。
築
造
と
継
承
の
対
象
を
庭
や
建
築
に
設

定
し
た
と
し
て
も
、そ
の
記
述
は
歴
史
学
的
か
つ
社
会
学
的
に
な
る
と
す
れ
ば
、

そ
の
記
述
は
一
体
何
を
示
し
て
い
る
の
か
。
次
項
で
は
、
前
節
ま
で
の
無
隣
庵

と
怡
園
の
築
造
と
継
承
の
分
析
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
記
述
の
歴
史
、
社
会
的

な
意
味
の
解
明
を
行
う
。

第
１
項　

庭
を
伴
う
邸
宅
を
所
有
し
続
け
る
意
志
と
そ
の
背
景

　

山
県
が
無
隣
庵
を
築
造
し
た
時
、
か
れ
が
所
属
す
る
日
本
軍
で
置
か
れ
て
い

た
状
況
は
望
ま
し
い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
に
最
初
、
山
県
は
自
宅

の
あ
っ
た
東
京
に
住
み
続
け
る
代
わ
り
に
無
隣
庵
を
か
れ
の
終
の
棲
家
に
当
て

よ
う
と
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
軍
に
お
け
る
彼
の
立
場
は
、
好
転
し
生
涯
揺
る

ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
無
隣
庵
は
、
次
第
に
別
荘
へ
と

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
っ
た
。
一
方
、
細
川
護
立
が
怡
園
を
築
造
し
た
時
、
か
れ

の
東
京
の
自
宅
は
東
京
大
震
災
に
よ
っ
て
半
壊
し
て
い
た
。
そ
の
当
時
、
細
川

家
と
京
都
の
地
縁
は
、
そ
れ
ほ
ど
強
固
で
は
な
か
っ
た
。
状
況
的
に
み
て
怡
園

は
、
最
初
、
震
災
の
避
難
住
宅
と
し
て
築
造
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。
結
果
的

に
護
立
は
京
都
に
移
住
す
る
こ
と
な
く
、
怡
園
は
そ
の
子
で
あ
る
護
貞
が
大
学

へ
通
う
た
め
の
宿
舎
と
な
り
、
護
立
の
死
後
は
細
川
家
の
別
荘
と
な
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
邸
宅
の
成
立
の
経
緯
か
ら
は
、
そ
の
所
有
者
に
お
い
て
築
造
と
継

承
に
伴
う
多
様
な
可
能
性
が
み
て
取
れ
る
。
山
県
と
細
川
護
立
が
京
都
に
邸
宅

を
築
造
し
た
時
、
か
れ
ら
が
置
か
れ
て
い
た
立
場
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
て
い
た

が
、
精
神
と
身
体
の
両
面
に
お
い
て
避
難
先
を
求
め
て
い
た
こ
と
、
そ
の
後
邸

宅
を
用
途
変
更
し
た
こ
と
に
よ
り
、
様
々
な
機
会
と
新
し
い
対
人
関
係
が
生
じ

た
点
で
共
通
す
る
。
自
宅
と
は
別
に
邸
宅
を
構
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
築

造
費
用
に
加
え
て
、
継
続
的
に
庭
・
建
物
の
維
持
管
理
費
や
管
理
人
の
雇
用
費
、

さ
ら
に
は
税
金
な
ど
の
出
費
が
伴
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
所
有
者
が
邸
宅
を
所
有

し
続
け
る
た
め
に
は
、
経
済
力
と
労
働
力
の
両
面
に
お
い
て
持
続
的
な
努
力
が

不
可
欠
と
な
る
。
と
く
に
そ
の
邸
宅
が
広
大
で
あ
り
無
隣
庵
や
怡
園
の
よ
う
に

贅
沢
な
つ
く
り
の
庭
を
伴
う
場
合
は
、
所
有
者
に
よ
っ
て
経
済
的
負
担
は
大
幅

に
増
大
す
る
。
な
か
で
も
庭
に
か
か
る
費
用
は
、
毎
年
成
長
す
る
植
栽
樹
木
の

手
入
れ
、
除
草
や
草
刈
り
、
落
ち
葉
掃
き
、
さ
ら
に
は
日
々
の
園
池
へ
の
引
水

な
ど
に
対
し
て
恒
常
的
に
発
生
し
て
く
る
。
所
有
者
が
、
こ
れ
ら
の
邸
宅
を
所

有
し
続
け
る
た
め
の
経
済
力
を
保
て
な
く
な
っ
た
時
点
で
、
結
果
的
に
か
れ
ら

は
所
有
者
と
い
う
資
格
を
喪
失
す
る
こ
と
に
な
る
。
無
隣
庵
と
怡
園
の
事
例
を

み
れ
ば
、
山
県
と
細
川
護
立
・
護
貞
は
、
そ
の
よ
う
に
所
有
の
継
続
に
多
大
な

出
費
を
伴
う
邸
宅
を
保
持
し
よ
う
と
し
続
け
た
。
そ
の
意
志
の
根
底
に
は
、
邸

宅
を
所
有
す
る
こ
と
に
よ
る
様
々
な
機
会
と
新
し
い
対
人
関
係
の
発
生
、
そ
し

て
文
化
面
に
お
け
る
社
会
的
地
位
の
発
生
が
あ
っ
た
。

　

山
県
と
細
川
護
立
が
京
都
に
邸
宅
を
構
え
た
こ
と
は
、
明
確
な
意
志
に
も
と

づ
い
て
い
た
が
、継
続
し
て
所
有
し
続
け
た
こ
と
に
は
偶
然
性
が
伴
っ
て
い
た
。

山
県
に
と
っ
て
は
軍
に
お
け
る
地
位
が
継
続
し
、
細
川
護
立
に
と
っ
て
東
京
の

自
宅
に
お
い
て
再
び
震
災
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
解
消
さ
れ
た
時
点
で
、
そ
れ

ら
邸
宅
を
保
持
し
続
け
る
必
然
性
は
失
わ
れ
て
い
た
。
こ
こ
に
自
宅
以
外
の
邸

宅
が
構
え
ら
れ
る
う
え
で
の
、
築
造
と
所
有
の
保
持
と
の
間
に
お
け
る
動
機
の

相
違
が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
山
県
と
細
川
護
立
が
自
宅
以
外
に
邸
宅
を
構
え
た

動
機
は
、
第
一
に
隠
居
所
と
避
難
場
所
を
確
保
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
し
か
し

結
果
的
に
無
隣
庵
と
怡
園
が
そ
の
用
途
を
満
た
す
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
京

都
別
邸
と
寄
宿
舎
（
後
に
別
邸
）
に
な
っ
た
。
結
果
的
に
、
か
れ
ら
が
保
有
し

た
自
宅
と
は
別
の
邸
宅
は
、
新
た
な
対
人
関
係
を
創
出
し
つ
な
ぎ
止
め
る
繋
留

地
点
と
な
っ
た
。
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所
有
者
の
邸
宅
の
保
有
に
伴
う
充
実
は
、
邸
宅
の
保
有
に
か
か
る
費
用
の
代

価
で
は
な
く
、
所
有
者
個
人
の
主
観
で
し
か
な
い
。
ど
れ
だ
け
の
金
銭
を
費
や

さ
れ
よ
う
と
、
邸
宅
の
意
義
と
そ
の
費
用
対
効
果
は
、
市
井
の
不
動
産
価
値
と

同
一
で
は
な
い
。
毎
年
の
庭
の
恒
常
維
持
管
理
費
用
は
、
高
級
自
動
車
の
金
額

に
比
定
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
れ
は
所
有
者
の
充
実
が
量
的
に
測
る
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
た
だ
し
、
所
有
者
の
充
実
は
、
そ

の
家
族
は
当
然
な
が
ら
か
れ
の
邸
宅
と
関
わ
る
人
々
を
巻
き
込
む
。黒
田
譲
が
、

無
隣
庵
の
山
県
の
も
と
へ
訪
れ
た
の
も
、
そ
も
そ
も
は
黒
田
が
伊
集
院
有
常
の

邸
宅
へ
訪
れ
た
際
に
得
た
話
題
が
契
機
で
あ
っ
た
。

　

こ
こ
に
、
伊
集
院
自
身
の
邸
宅
の
保
有
に
伴
う
充
実
が
山
県
の
充
実
と
連
動

し
、
黒
田
が
そ
の
特
殊
な
対
人
関
係
に
巻
き
込
ま
れ
た
と
い
う
構
図
が
露
見
す

る
。
い
わ
ば
黒
田
は
、
邸
宅
の
保
有
に
伴
う
充
実
の
連
鎖
に
導
か
れ
て
、
無
隣

庵
へ
取
材
に
赴
い
た
。
伊
集
院
の
充
実
が
直
接
経
験
に
も
と
づ
い
て
い
て
い
る

の
に
対
し
て
、
黒
田
に
と
っ
て
は
、
伊
集
院
の
言
述
つ
ま
り
理
念
を
通
じ
て
無

隣
庵
へ
訪
れ
た
い
と
い
う
意
志
が
働
い
た
こ
と
に
な
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
庭

や
建
物
を
備
え
る
邸
宅
の
言
述
（
理
念
）
は
、
複
数
主
観
の
間
で
直
接
経
験
を

伴
わ
ず
と
も
、
第
三
者
へ
の
求
心
力
を
働
か
せ
て
い
る
。
こ
の
直
接
経
験
を
頼

ら
な
い
理
念
に
よ
る
求
心
力
の
伝
播
あ
る
い
は
波
及
が
、
無
隣
庵
や
怡
園
の
よ

う
な
贅
沢
な
つ
く
り
の
邸
宅
が
人
々
を
呼
び
寄
せ
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
た
。

第
２
項　

所
有
者
に
お
け
る
経
済
力
の
限
界
と
寿
命

　

邸
宅
の
所
有
の
本
質
は
、
築
造
か
ら
保
有
そ
し
て
継
承
あ
る
い
は
棄
却
の
段

階
を
経
る
こ
と
で
あ
る
。
た
だ
し
、
庭
の
所
有
者
は
、
山
県
や
細
川
護
立
の
よ

う
に
築
造
の
段
階
を
経
る
際
と
、
細
川
護
貞
の
よ
う
に
そ
う
で
は
な
い
場
合
が

あ
る
。
何
度
も
の
継
承
を
繰
り
返
し
て
き
た
庭
を
記
述
す
る
う
え
で
は
、
用
途

変
更
や
継
承
の
経
緯
が
前
提
さ
れ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
無
隣
庵
と
怡
園

の
事
例
が
示
し
た
よ
う
に
、
邸
宅
が
現
世
に
引
き
継
が
れ
て
き
た
契
機
が
、
用

途
変
更
や
継
承
の
歴
史
の
な
か
に
包
含
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
か
ら
に
ほ
か

な
ら
な
い
。
日
常
の
実
践
に
お
い
て
、
贅
沢
な
つ
く
り
の
庭
と
建
物
を
要
す
る

邸
宅
の
築
造
か
ら
保
有
は
、
か
な
ら
ず
所
有
者
の
経
済
力
の
限
界
あ
る
い
は
寿

命
へ
と
帰
結
す
る
。
言
い
換
え
れ
ば
所
有
者
に
経
済
力
の
限
界
と
寿
命
が
あ
る

か
ぎ
り
、
邸
宅
は
絶
え
ず
継
承
者
を
要
す
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
法
人
所
有
で

あ
っ
て
も
例
外
で
は
な
い
。

　

日
常
の
実
践
に
関
わ
る
庭
の
歴
史
は
、
築
造
か
ら
保
有
そ
し
て
継
承
の
段
階

を
一
連
の
も
の
と
し
て
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。
日
常
の
実
践
に

お
い
て
邸
宅
が
継
承
さ
れ
続
け
実
在
し
て
い
る
こ
と
は
、
極
め
て
重
要
な
意
味

を
も
つ
。
邸
宅
が
実
在
し
な
け
れ
ば
、
実
践
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
は
喪
失
す

る
。
む
ろ
ん
築
造
の
経
緯
は
重
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
継
承
の
経
緯
こ
そ

が
日
常
の
実
践
に
お
い
て
注
視
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
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第
二
章　

��

庭
の
所
有
者
と
庭
師
ら
に
対
す
る
聞
き
取
り
に
み
る

　

庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明　

を
挙
げ
た
が
、
か
れ
ら
庭
師
の
意
志
そ
の
も
の
が
、
内
的
な
直
接
経
験
と
直
結

し
た
理
念
と
し
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
恒
常
維
持
管
理

に
お
け
る
庭
師
の
意
志
を
浮
き
彫
り
に
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
か
つ
て
筆

者
が
庭
の
維
持
管
理
作
業
を
共
に
し
た
三
名
（
３
）
と
、
そ
の
他
の
庭
師
集
団
に

属
し
た
一
名
（
４
）
に
筆
者
を
加
え
た
計
五
名
を
対
象
と
し
て
聞
き
取
り
調
査
を

行
っ
た
。
か
れ
ら
が
恒
常
維
持
管
理
を
実
践
す
る
地
域
は
、
主
に
京
都
府
京
都

市
の
住
宅
地
で
あ
っ
た
。

　

調
査
対
象
者
の
構
成
及
び
経
歴
は
表
１
の
通
り
で
あ
る
。
筆
者
（
５
）
に
対
す

る
聞
き
取
り
は
Ｄ
氏
が
行
っ
た
。
聞
き
取
り
は
、
各
人
対
面
形
式
と
し
、
研
究

の
方
向
性
を
示
す
補
助
と
し
て
質
問
用
紙
（
６
）
を
用
い
な
が
ら
恒
常
維
持
管
理

の
状
況
を
想
定
し
て
会
話
し
、
そ
の
内
容
を
記
録
し
た
。
な
お
、
ベ
テ
ラ
ン
の

Ａ
氏
だ
け
は
当
人
の
意
志
に
し
た
が
っ
て
質
問
用
紙
を
使
用
し
な
か
っ
た
。
聞

き
取
っ
た
職
人
言
葉
は
、
カ
タ
カ
ナ
表
記
と
し
た
。

　

聞
き
取
り
の
結
果
を
要
約
し
た
一
覧
表
（
表
２
）
に
も
と
づ
い
て
、
聞
き
取

り
内
容
の
分
析
を
行
っ
た
。
質
問
用
紙
を
用
い
た
聞
き
取
り
に
回
答
し
た
四
名

は
、
い
ず
れ
も
十
五
語
以
上
、
最
多
で
十
九
語
の
職
人
言
葉
を
挙
げ
た
。
か
れ

ら
が
職
人
言
葉
の
意
味
を
言
述
す
る
際
に
は
、
植
栽
樹
木
や
道
具
の
種
類
を
言

い
添
え
た
具
体
的
な
作
業
状
況
を
想
定
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
。

　

庭
仕
事
を
共
同
し
て
行
っ
て
き
た
Ｂ
氏
、
Ｃ
氏
、
筆
者
の
三
名(

以
下
、
集

　

本
章
で
は
、
庭
の
所
有
者
と
庭
師
な
ど
庭
に
直
接
関
わ
る
立
場
の
人
々
に
対

す
る
四
つ
の
聞
き
取
り
調
査
の
結
果
に
基
づ
い
て
、
庭
が
所
有
さ
れ
維
持
さ
れ

て
い
る
こ
と
の
実
践
的
妥
当
性
の
解
明
を
行
う
。

第
１
節　

�

恒
常
維
持
管
理
に
従
事
す
る
庭
師
の
言
語
活
動
に
み
る
庭
仕
事
へ
の

意
志

第
１
項　

庭
師
の
職
人
言
葉
を
指
標
と
し
た
恒
常
維
持
管
理
の
実
態
の
分
析

　

植
栽
樹
木
を
主
体
と
し
た
庭
の
荒
廃
を
防
ぐ
た
め
に
恒
常
維
持
管
理
を
行
う

必
要
が
あ
る
こ
と
は
、
日
常
生
活
の
実
践
の
う
え
で
明
証
的
で
あ
る
。
そ
の
明

証
性
は
、
ま
ず
も
っ
て
植
栽
樹
木
や
草
本
の
生
長
が
庭
の
所
有
者
ら
の
意
志
に

無
関
係
な
働
き
で
あ
る
こ
と
が
根
底
に
あ
る
。
そ
の
一
方
で
庭
師
に
お
け
る
恒

常
維
持
管
理
の
実
践
に
は
、
庭
内
の
植
栽
樹
木
の
健
康
状
態
に
配
慮
し
、
管
理

上
目
指
し
た
状
態
の
実
現
を
目
的
と
す
る
と
い
う
考
え
方
が
あ
る
（
１
）。
庭
の

恒
常
維
持
管
理
に
お
い
て
、
庭
師
に
何
ら
か
の
配
慮
と
目
的
意
識
が
働
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
の
実
践
が
か
れ
ら
の
意
志
を
前
提
し
て
い
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

　

こ
れ
ま
で
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
庭
師
に
よ
る
庭
仕
事
の
実

践
に
お
い
て
、
か
れ
ら
が
い
わ
ゆ
る
職
人
言
葉
と
称
さ
れ
る
用
語
を
使
用
し
て

い
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。
上
原
敬
二
は
そ
の
用
語
に
つ
い
て
二
十
語（
２
）



団
ａ
と
す
る)

は
、使
用
す
る
職
人
言
葉
の
大
半（
十
六
語
）を
共
有
し
て
い
た
。

こ
れ
は
、
Ｃ
氏
と
筆
者
が
雇
用
主
で
あ
る
Ｂ
氏
か
ら
職
人
言
葉
の
語
彙
の
多
く

を
受
容
し
て
き
た
こ
と
を
示
す
が
、
意
思
疎
通
に
支
障
の
な
い
程
度
で
各
人
の

語
の
解
釈
は
異
な
っ
て
い
た
。
そ
の
な
か
で
も
オ
ル
の
解
釈
に
は
、
ば
ら
つ
き

が
あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
、職
人
言
葉
の
音
素
は
受
動
的
に
受
容
さ
れ
な
が
ら
、

語
の
解
釈
に
個
人
の
意
志
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
ま
た
職
人
言
葉

の
解
釈
に
は
、
作
業
状
況
や
季
節
の
違
い
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
た
。
た
と
え

ば
Ｂ
氏
に
よ
る
と
ナ
デ
ル
の
解
釈
は
、
基
本
的
に
「
刈
り
込
み
を
行
う
際
、
樹

木
を
深
く
刈
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
し
て
形
を
整
え
る
」
こ
と
で
あ
る
が
、
梅
雨

期
前
後
で
は
「
開
花
の
時
期
が
過
ぎ
、
潤
沢
な
降
雨
に
よ
る
萌
芽
力
を
期
待
で

き
る
の
で
、
少
々
強
め
に
刈
り
込
み
」、
冬
季
で
は
「
来
春
に
咲
く
花
芽
に
配

慮
し
て
、
わ
ず
か
な
浅
い
刈
り
込
み
」
と
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
こ
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［表１］聞き取り対象者の経歴等

− A氏 B氏 C氏 著者 D氏
　年齢（歳） 68 42 31 25 31
　性別 男性 男性 男性 男性 女性
　出生地 滋賀県 京都府 長野県 京都府 大阪府
　維持管理を開始し

　た年齢（歳）

18 21 23 (20) ※ 22

　経験年数（年） 50（継続中） 21（継続中）8（継続中） ― 5
　中心となる修行地 滋賀県

京都市

京都市 京都市 京都市 京都市

集団における共同作業

の履歴

B 氏 と 約 20

年間

A 氏と約 20

年 間，C 氏

と約８年間，

筆者と約５

年間

B氏と約８年

間，筆者と約

５年間

B 氏 と 約５

年 間，C 氏

と約５年間

―

活動の主体となる庭 企業が有する

大型の町家

町家を中心

に寺社

町家を中心

に寺社

町家を中心

に寺社

寺社を中心に

御所等
備考 B 氏は以前に

勤めていた職

人集団の後輩

に当たる

C 氏にとっ

ての雇用者

（親方）に当

たる

B氏にとって

の被雇用者

（弟子）に当

たる

※臨時雇い

なので参考

年齢

上記にかぎら

ず町家での庭

仕事の経験も

ある

［図１］聞き取り対象者の
　　　  対人関係等概念図



［表２―１］聞き取り調査要約　
語 Ｂ　氏 Ｃ　氏 筆　者 Ｄ　氏

オロス 植栽樹木の太い枝を切り落

とす。この言葉によって枝

葉の切除の程度を判断する。

主として鋸が用いられる。

樹木密度を緩和する意味が

ある。

植栽樹木に手を入れ、仕立

てること。対象は比較的漠

然としたもの。サバクに類

似した意味であり、対象は

定まらない。

高木の頂上の太い幹や枝

を鋸で切り落とすこと。

庭園全体の明暗の調節を

行い、植栽樹木の健康状

態を気遣う。枝葉の切除

の程度はトバスより強い。

植栽樹木の太い枝を元から伐

る。高木のみを対象とし、主

としてガンドウが用いられる。

トバス 比較的太い徒長枝や花芽を

採る。枝葉の切除の程度を

判断し、樹木密度を緩和す

る意味がある。

突出している枝葉を抑え、

樹木全体の量感を抑える。

庭園全体の調和を考え、明

暗の調節をする。この言葉

によって枝の切除の程度を

判断する。

中高木の突出している太

い枝を切除する。込み合っ

た木々の明度を大きく調

節する。強い枝葉の切除

を意味し、ハネルと類似

した用い方をする。

とび出ている枝を元から切除

する。枝は中芽では切除しな

いように配慮する。強い程度

の枝の切除を意味する。植栽

樹木全般を対象とし、主とし

て鋸が用いられる。
ハネル わずかに突出している目立

つ枝を切除する。枝葉の切

除の程度を判断する。ツマ

ムに類似した用い方をする。

突出している枝を抑え、植

栽樹木の元の大きさは維持

する。トバスと比べて切除

の強度が強い。庭園全体の

明暗の調節をし、植物の健

康状態を気遣う。

棚仕立てや刈り込みをす

る植栽樹木の突出してい

る枝を切除する。枝葉の

先端の又状の部分で切除

する。切除の度合いは中

程度であり，柔らかい枝

をもつ低木を対象にする。

まったく使用しない。

ハサム 鋏を用いて突出している枝

を取る。程度の弱い枝葉の

切除を意味する。取り除く

枝葉の数はツマムより多く、

ハサムよりは少ない。

小鋏を用いて突出している

敏を取る細かい作業。この

作業によって枝の切除の程

度を判断し、樹木の健康状

態を気遣うこともある。庭

園全体の明暗を調節する。

ハネルは中低木を対象に

するのに対して、ハサム

はツツジ額のような低木

の突出している枝を取る。

弱い程度の枝の切除を意

味する。

まったく使用しない。

ヌク 他の枝と交差している長い

枝を切除し、風通しや陽当

たりを良くする。樹木の健

康状態に配慮する。庭全体

の明暗の調整を行うことも

ある。

ヌクは京都の独特な考え

方。受けとなる枝を考慮し

て切除し、風通しや陽当た

りを良くする。庭全体の明

暗の調節を行い、樹木の健

康状態を気遣う。

植栽樹木全体のなかで他

の枝を阻害している 長く

太い枝葉を抜き採り、陽

当たりを良くする。庭全

体の明暗の調節を行い、

植栽樹木の健康状態を気

遣う。

混 み 合 っ た 枝 葉 に 隙

間 を あ け て 風 通 し�

や陽当たりを良くする。樹

木の健康状態 を気遣う。植

栽 樹 木 全 般 を 対 象 と し

て、主として鋸を用いる。�

ナデル 刈り込み樹木を深く刈らな

いように全体に配慮して形

を整える。植栽樹木の健康

状態を気遣いながら、基本

的に元の量感を維持する。

刈り込み樹木の突出してい

る枝を抑えるが、量感は変

えない。浅刈りともいえる。

植栽樹木の健康状態への配

慮よりも姿形を重んじる。

サツキやヒラドツツジな

どの葉が小さい刈り込み

樹木の表面を薄くはぎ採

る。 植栽樹木の健康状態

を気遣うこともある。極

めて弱い程度の切除。

曲面を含めた面的な樹木の葉

を刈り採り、なめらかな面を

つくる。主として柘植やサツ

キを対象とする。弱い程度の

枝の切除を示し，両手鋏は用

いられない。
ワル 校のまとまりを整理し、密

集した枝の数を減らす。枝

葉に隙間を与え風通しや陽

当たりを良くし、植栽樹木

の健康状態に配慮する。ス

クに類似する。

タナ状に仕立てた植栽樹木

の量感を変えずに風通しや

陽当たりを良くし、後方へ

の透過を良くする。庭園全

体の明暗の調節する配慮は

ヌクよりも大きい。

枝葉の流れのなかで、他を

阻害している枝を切除し、

光の透過を良くしてタナ

状態に仕立てる。庭全体

の明暗調節を行い、植栽

樹木の健康状態を気遣う。

枝葉の重なりを無いくし、量

感を抑え、風通や陽当たりを

良くする。庭全体の 明暗の調

節を行い、植栽樹木の健康状

態に配慮する。弱い程度の枝

の切除を示す。
マビク 地被植物や未梢、ひこばえ、

竹などを地際から伐り取り、

植栽密度を緩和し、風通し

や陽当たりを良くする。植

栽樹木の健康状餓を気遣う

こともある。ヌクに 類似し

た用い方をする。

背丈の高い地被植栽やサ

サ類を整理し、風通しや

陽当たりを良くする。主

に小鋏を用い、庭全体の

明暗の調節を行い、植栽

樹木の健康状態を気遣

う。「整理する」ともいう。�

地被植物や低木の密度を

緩和し、風通し、陽当た

りを良くする。庭全体の

明暗の調節を行い、植栽

樹木の健康状態を気遣う。�

下草を少なくし、風通しや陽当

たりを良くする。弱い程度の

枝の切除を意味し、庭全体の

明暗の調節を行うこともある。�

155
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［表２―２］聞き取り調査要約　

語 Ｂ　氏 Ｃ　氏 筆　者 Ｄ　氏
ソロエル 生け垣など寄せ植えされた

植栽帯の突出した枝を揃え、

主に姿形を重要視する。ナ

デルと類似し、庭園全体の

濃度をソロエルともいう。

刈り込みや仕立物のシル

エットにおいて、突出した

枝を切除する。ナデルと類

似した使い方をする。主に

小鋏を用いる。

生け垣やタナ状態に仕立て

られた松・槇・柘植などの

上面を整えて面をつくる。

台状（タナ状 ) に仕立てら

れた植栽樹木の天端（上

面）を整える。主として

常緑樹を対象とし、弱い

程 度 の 枝 の 切 除 を 示 す。�

ツマム 僅かにとび出ている枝を取

る。ハネル ・トバスと比べ

て最も枝の切除の程度が弱

い。植栽の姿形に配慮する。

ヒバの葉をつまむともいう。

全体に鋏は入れず突出した

枝のみを抑え、切除の程度

を判断する。ソロエルとは

異なる。ナデルの方が植栽

の健康状態に配慮される。

わずかにとび出ている枝を

切除する。仕上がりの状態

に近い、手のかからない植

栽に対して用いる。きわめ

て弱い程度の枝の切除。

面的な樹木からとび出ている

枝を切除する。植栽樹木全般

を対象とし、弱い程度の枝の

切除を示す。

オル ハサミを使わずに手で枝を

切除する。モミジに対して

使うことが多い。行為とし

てはスク・マビクと類似す

る。手入れの方法を知らな

い者に説明する時に用いる。

トバス・ヌクと類似した用

い方をする。風通しや陽当

たりを良くする。具体的に

仕立てる意味合いは希薄で

ある。

落葉樹の桑らかい印象に配

慮して手て枝を抜き。枯れ

枝を採る。風通しや陽当た

りを良くする。庭全体の明

暗の調節 を行う。トバス・

ヌクと類似する。            

それほど太くない枯れ枝を採

る。弱い程度の枝の切除を示

す。

ツム 松の若芽やチャノキなどを

摘み、樹形・庭園全体の明

暗に配慮する。ムシルと類

似するが、引き上げる行為

と下げる行為という点で異

なる。前者をツムという。

松の新芽を摘み取る。ツマ

ムという言い方もする。庭

園全体の明暗の調節を行

う。

松の新芽やその他の植栽樹

木全般の実・花を採る。庭

全体の明暗の調節を行う。

実や花に力を使わせないた

めに、植栽樹木の健康状態

を気遣うこともある。

松の新芽を摘む。葉を傷つけ

ないよ うに配慮する。

オサエル 植栽樹木の高さや葉張りを

限定する。頭をオサエルと

いう言い方をする。

植栽樹木の後振りを抑える

こと。チヂメルよりは枝の

切除の程度が弱い。

樹木の量感を全体的に小さ

くする。

台状に仕立てる際、とび出た

天端（上面）の枝を面的に取る。

フルウ 手入れ後、生け垣などの植

栽樹木をよくふるい、枝葉

に掛かった枝葉を落とす

植栽樹木の古葉を落とすこ

と。仕上がりの良さに彫響

する。

植栽樹木の古葉や枝葉に掛

かった枝葉をおとす。

使用しない。

スク 樹木の密集した枝を抜き、

向こう側が透けて見えるよ

うにする。

樹木の枝葉を軽くするこ

と。

枝葉の密度を落として、風

通しや陽当たりを良くす

る。透かす。

使用しない。

ムシル 樹木の古棄を落とすこと。

「葉むしり」という言い方を

する。

樹木の古葉を落とすこと。 使用しない。 使用しない。

オトス 枝を落とすこと。樹勢をオ

トスという言い方をする。

樹木の枝葉に鋏を入れるこ

と。

使用しない。 使用しない。

チヂメル 使用しない。 植栽樹木の量感を小さくす

ること。植栽樹木の密度を

緩和する。

植栽樹木の広がりすぎた葉

張りを小さくし、抑制する。

下芽を残しつつ、伸び過ぎた

枝を採り、風通しや陽当たり

を良くする。
サバク 使用しない。 漠然とした指令や依頼に対

しワル ・ヌクという作業を

する。

使用しない。 使用しない。

バラス 使用しない。 使用しない。 切除された大きな枝を廃棄

しやすい状態に解体する。

使用しない。

ソクル 使用しない。 使用しない。 切除した樹枝や枝葉を束状

にひとまとめにする。

使用しない。

オシコム 使用しない。 使用しない。 使用しない。 中枝が折れて無くなってし

まった樹木を面的に縮める。
ツメル 使用しない。 使用しない。 使用しない。 オシコムと同義で、緊迫感�

が強い。
アゲル 使用しない。 使用しない。 使用しない。 マツの若木の一段下の緩や台

を取り、 段を上げる。
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れ
は
、
恒
常
維
持
管
理
に
伴
う
所
作
が
、
季
節
ご
と
の
植
栽
樹
木
の
生
長
状
況

に
応
じ
て
調
整
さ
れ
て
い
る
実
情
を
示
す
。

　

Ｂ
氏
は
ツ
マ
ム
の
用
法
を
「
と
び
出
て
い
る
枝
を
取
る
」
こ
と
と
し
な
が
ら
、

枝
葉
の
切
除
に
お
け
る
強
度
を
示
す
語
と
し
て
ま
と
め
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に

語
を
あ
る
程
度
ま
と
め
て
差
異
を
示
す
傾
向
は
、
調
査
対
象
者
の
す
べ
て
に
み

ら
れ
た
。

　

Ｃ
氏
に
よ
る
サ
バ
ク
、
Ｄ
氏
に
よ
る
オ
シ
コ
ム
・
ツ
メ
ル
・
ア
ゲ
ル
、
筆
者

の
バ
ラ
ス
・
ソ
ク
ル
は
、
そ
れ
ぞ
れ
特
定
の
個
人
に
だ
け
み
ら
れ
た
語
で
あ
る
。

Ｃ
氏
に
よ
る
と
サ
バ
ク
の
用
法
は
「
漠
然
と
し
た
指
令
や
依
頼
に
対
し
て
行
わ

れ
る
所
作
」
で
あ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
見
方
を
変
え
れ
ば
「
こ
の
区
域
に
つ
い

て
は
君
の
判
断
で
適
切
な
作
業
を
し
て
お
く
よ
う
に
」
と
い
う
Ｂ
氏
の
指
示
が

念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
共
同
作
業
に
お
い
て
些
細
な
指
示
が
無

く
と
も
、
Ｃ
氏
自
身
の
判
断
で
作
業
が
遂
行
で
き
る
状
況
が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

筆
者
に
と
っ
て
の
バ
ラ
ス
・
ソ
ク
ル
は
、 「
樹
木
を
手
入
れ
し
た
後
に
で
る

枝
葉
を
解
体
し(

バ
ラ
ス)

、場
合
に
よ
っ
て
は
束
状
に
ま
と
め
る
（
ソ
ク
ル
）」

と
い
う
一
連
の
行
為
で
あ
っ
た
。 

こ
れ
は
、
切
除
さ
れ
た
樹
枝
の
後
処
理
の

作
業
が
、
臨
時
雇
い
の
立
場
に
あ
っ
た
筆
者
へ
課
せ
ら
れ
て
い
た
こ
と
状
況
を

示
す
。
こ
れ
ら
の
語
の
枝
葉
が
示
す
状
況
に
は
、
集
団
内
に
お
け
る
役
割
分
担

の
構
図
が
表
れ
て
い
る
。

　

か
つ
て
Ｄ
氏
が
所
属
し
て
い
た
職
人
集
団
ｂ
は
、
集
団
ａ
と
職
人
言
葉
の
枝

葉
の
系
譜
（
図
１
）
が
近
似
し
て
い
た
こ
と
が
影
響
し
て
か
、
共
有
さ
れ
る
語

が
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
一
方
で
Ｄ
氏
は
、
集
団
ａ
に
お
い
て
用
い
ら
れ
る

ハ
サ
ム
・
ハ
ネ
ル
を
使
用
さ
れ
ず
、
集
団
ａ
で
は
用
い
ら
れ
な
い
オ
シ
コ
ム
・

ツ
メ
ル
・
ア
ゲ
ル
を
挙
げ
た
。

　

Ｄ
氏
に
よ
る
と
、
そ
れ
ら
三
語
は
集
団
ａ
に
お
け
る
庭
仕
事
の
内
容
と
関
連

性
が
あ
る
と
い
う
。
Ｄ
氏
の
年
間
の
従
事
先
は
、
個
人
住
宅
の
庭
を
主
体
と
し

て
寺
社
の
庭
で
年
間
二
週
間
弱
、
そ
れ
ら
に
加
え
て
修
学
院
離
宮
や
桂
離
宮
の

庭
な
ど
で
あ
っ
た
。
個
人
の
住
宅
の
庭
は
、
寺
社
や
離
宮
の
庭
と
比
較
す
る
と

敷
地
規
模
が
狭
小
で
あ
る
た
め
、住
人
と
植
栽
樹
木
の
距
離
が
近
ま
る
と
い
う
。

そ
れ
を
受
け
て
植
栽
樹
木
へ
の
関
心
は
細
部
に
ま
で
向
け
ら
れ
、
連
動
し
て
樹

木
の
手
入
れ
に
は
繊
細
な
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
に
対
し
て
寺
社
や
離
宮
の
庭
の
よ
う
に
敷
地
が
広
大
な
庭
で
は
、
そ
の

規
模
に
比
例
し
て
樹
木
の
数
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
個
々
の
植
栽
樹
木
の
細

部
よ
り
も
樹
木
全
体
の
姿
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
傾
向
が
あ
っ
た
。引
い
て
は
、

オ
シ
コ
ム
・
ツ
メ
ル
・
ア
ゲ
ル
が
形
容
す
る
、
枝
を
面
的
に
縮
め
、
幹
回
り
の

下
枝
を
一
段
す
べ
て
切
り
上
げ
る
と
い
っ
た
個
人
住
宅
と
比
べ
れ
ば
大
胆
な
手

入
れ
が
行
わ
れ
る
と
い
う
。

　

最
初
、
本
調
査
は
、
庭
師
が
日
常
的
に
職
人
言
葉
を
用
い
る
こ
と
を
想
定
し
、

質
問
用
紙
を
用
い
て
各
庭
師
の
語
彙
と
そ
れ
ら
の
語
義
と
の
比
較
を
主
旨
と
し

て
い
た
。
と
こ
ろ
が
実
際
に
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
恒
常
維
持
管
理

に
お
け
る
か
れ
ら
の
意
識
は
、職
人
言
葉
が
形
容
す
る
個
々
の
作
業
で
は
な
く
、

む
し
ろ
通
風
・
射
光
・
樹
木
の
健
康
状
態
、
庭
全
体
の
植
栽
濃
度
（
密
度
）
や

明
暗
（
日
当
た
り
）、
印
象
の
堅
さ
・
柔
ら
か
さ
と
い
う
事
象
に
向
け
ら
れ
て

い
る
こ
と
が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
そ
の
庭
師
に
お
け
る
意
識
は
、
主
に
対
語

と
し
て
言
表
さ
れ
て
い
た
。

　

そ
も
そ
も
庭
で
は
、
枝
葉
の
伸
張
や
落
葉
な
ど
に
よ
り
絶
え
間
な
く
様
態
が

変
移
し
て
い
る
。
庭
師
は
、
こ
う
し
た
植
栽
密
度
の
高
ま
り
や
落
葉
の
堆
積
す

る
状
況
を
、
濃
度
の
違
い
と
し
て
受
け
止
め
て
い
た
。
た
と
え
ば
紅
葉
の
時
期

に
絶
え
間
な
く
堆
積
す
る
落
葉
は
そ
の
す
べ
て
を
取
り
除
こ
う
と
す
れ
ば
作
業

に
限
り
が
な
い
の
で
、
落
ち
葉
掃
き
は
庭
に
堆
積
し
た
落
葉
の
濃
度
を
全
体
的
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に
減
少
さ
せ
る
と
い
う
着
想
で
行
わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
作
業
後
に
再
び
生

じ
た
落
葉
の
際
立
ち
を
緩
和
す
る
こ
と
へ
の
配
慮
で
あ
っ
た
。

　

Ａ
氏
に
よ
る
と
庭
仕
事
で
は
、
制
限
時
間
内
つ
ま
り
は
か
ぎ
ら
れ
た
予
算
の

な
か
で
終
え
る
こ
と
を
前
提
し
て
、
庭
全
体
を
斑
の
な
い
整
然
と
し
た
仕
上
が

り
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
れ
は
、
恒
常
維
持
管
理
に
お
け
る

仕
上
が
り
の
程
度
が
、
あ
ら
か
じ
め
予
算
か
ら
割
り
出
さ
れ
た
制
限
時
間
を
指

標
と
し
て
計
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
か
れ
ら
は
、
こ
う
し
た
植

栽
密
度
の
高
ま
り
や
落
葉
の
堆
積
に
伴
う
濃
度
を
、
濃
い
／
薄
い
と
言
表
し
て

い
た
。
こ
の
表
現
は
庭
全
体
に
限
ら
ず
、
樹
木
単
体
の
枝
葉
の
密
度
な
ど
に
対

し
て
も
適
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
庭
全
体
に
お
い
て
特
定
の
樹
木
の
枝
葉
だ
け

が
極
端
に
薄
い
状
態
に
つ
い
て
は
、
寂
し
い
と
言
表
さ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

　

植
栽
樹
木
の
枝
葉
を
伸
張
の
ま
ま
に
任
せ
て
い
る
と
庭
は
、
庭
内
に
差
し
込

む
光
量
が
減
少
し
て
陰
欝
と
な
り
、
枝
葉
が
枯
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。
そ

の
た
め
適
度
な
手
入
れ
を
し
て
明
暗
を
調
整
す
る
必
要
が
あ
る
。
庭
の
な
か
で

は
、
特
定
の
箇
所
や
植
栽
樹
木
に
対
し
て
あ
る
価
値
や
機
能
が
意
味
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
そ
の
意
味
付
け
が
持
続
す
る
よ
う
に
、
庭
内
に
お
け
る
明
暗
の
調
節

が
行
わ
れ
る
と
い
う
。
た
と
え
ば
生
垣
の
よ
う
に
、
視
線
を
遮
る
機
能
を
意
味

づ
け
ら
れ
た
植
栽
樹
木
は
、
目
隠
し
の
程
度
に
応
じ
て
枝
葉
の
数
を
減
少
さ
せ

光
が
透
過
し
や
す
い
状
態
と
枝
葉
を
過
密
状
態
に
し
て
光
の
透
過
を
防
ぐ
状
態

の
手
入
れ
が
な
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
に
庭
内
の
特
定
の
箇
所
や
樹
木
に
対

す
る
明
暗
の
調
整
に
お
い
て
、
か
れ
ら
は
明
る
い
／
暗
い
と
言
表
し
て
い
た
。

関
連
し
て
、
樹
木
単
体
の
量
感
の
調
整
に
つ
い
て
は
重
い
／
軽
い
、
庭
全
体
や

単
体
の
樹
木
の
印
象
に
つ
い
て
は
堅
い
／
柔
ら
か
い
と
言
表
さ
れ
て
い
た
。

第
２
項　

庭
師
の
意
志
疎
通
に
み
る
恒
常
維
持
管
理
の
本
質
的
意
味
の
解
明

　

聞
き
取
り
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
同
じ
職
人
集
団
に
属
し
て
い
れ
ば
、
職

人
言
葉
の
語
彙
は
近
似
し
て
く
る
が
、
そ
の
解
釈
は
経
験
や
立
場
に
よ
っ
て
相

違
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
職
人
集
団
が
異
な
れ
ば
庭
仕
事
の
拠

点
が
違
う
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
箇
所
ご
と
に
要
求
さ
れ
る
仕
上
が
り
は
異

な
っ
て
く
る
。
つ
ま
り
職
人
言
葉
の
語
彙
の
相
違
と
は
、
庭
の
所
在
や
内
容
に

の
多
様
性
を
反
映
し
て
い
る
。
な
お
、
語
彙
や
そ
の
解
釈
に
は
表
わ
れ
て
こ
な

い
が
、
庭
仕
事
の
内
容
や
仕
上
が
り
に
つ
い
て
の
判
断
は
、
経
験
を
積
み
重
ね

た
熟
練
者
ほ
ど
的
確
に
な
さ
れ
選
択
肢
が
多
く
な
る
と
い
う
。
そ
れ
は
、
庭
師

の
間
の
言
語
表
現
だ
け
で
は
把
握
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
、
庭
師
個
人
の
主
観

に
実
践
の
特
能
が
あ
る
こ
と
を
示
唆
す
る
。

　

庭
内
に
お
け
る
植
栽
樹
木
の
濃
度
密
度
と
明
暗
の
調
整
は
、
生
命
の
秩
序
に

属
す
る
植
物
の
生
理
現
象
と
、
精
神
の
秩
序
に
属
す
る
所
有
者
の
要
請
や
庭
師

の
実
践
的
工
夫
な
ど
と
が
相
ま
っ
た
行
為
で
あ
る
。そ
の
一
方
で
印
象
の
堅
さ
・

柔
ら
か
さ
の
調
節
は
、
所
有
者
の
要
請
や
庭
師
の
配
慮
に
偏
向
し
て
い
る
。
そ

も
そ
も
印
象
の
堅
さ
・
柔
ら
か
さ
と
は
、
人
為
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
自
然
な

枝
葉
と
幹
に
お
け
る
伸
長
の
状
態
と
、
枝
や
幹
が
人
為
に
よ
っ
て
切
除
さ
れ
た

状
態
と
の
違
い
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
。
樹
木
は
生
理
的
に
外
圧
の
痕
跡

を
忠
実
に
残
す
（
７
）。
樹
枝
と
樹
幹
の
切
除
と
い
っ
た
人
為
に
つ
い
て
は
、
樹

皮
の
再
生
・
巻
き
込
み
の
結
果
と
し
て
樹
枝
と
樹
幹
の
表
面
上
に
痕
跡
が
残
る
。

庭
師
は
、
樹
枝
の
切
除
に
あ
た
っ
て
「
細
い
枝
、
太
い
枝
に
か
か
わ
ら
ず
、
切

り
口
が
目
立
た
な
い
よ
う
に
お
こ
な
」
っ
て
お
り
「
視
線
よ
り
高
い
と
こ
ろ
は

切
り
口
が
上
に
向
く
よ
う
に
、
視
線
よ
り
低
い
と
こ
ろ
は
切
り
口
が
下
に
向
く

よ
う
に
」
配
慮
し
て
い
た
。
そ
の
結
果
と
し
て
枝
や
幹
の
―
大
概
の
場
合
は
白

く
見
え
る
―
切
断
面
は
、
庭
の
所
有
者
や
来
訪
者
の
視
線
に
対
し
て
目
立
た
な

く
な
る
と
い
う
。



　

人
為
が
加
え
ら
れ
て
い
な
い
状
態
の
樹
枝
の
伸
長
は
、
幹
側
か
ら
枝
の
先
端

に
か
け
て
徐
々
に
細
く
な
る
と
い
う
生
理
上
の
規
則
性
が
あ
る
。
こ
れ
に
配
慮

せ
ず
に
樹
枝
の
切
除
を
行
う
と
、
枝
の
伸
長
の
流
れ
が
寸
断
し
太
い
樹
枝
か
ら

急
に
細
い
枝
葉
に
な
る
と
い
う
歪
な
状
態
を
呈
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
庭
師
は
、
自

然
な
樹
枝
の
伸
長
を
尊
重
し
た
切
除
を
目
指
す
（
８
）。
言
い
換
え
る
と
そ
れ
は
、

樹
枝
の
切
断
面
が
目
立
ち
幹
側
か
ら
枝
の
先
端
に
か
け
て
の
伸
長
が
寸
断
し
た

植
栽
樹
木
の
姿
か
た
ち
は
、
所
有
者
や
来
訪
者
へ
堅
い
印
象
を
与
え
る
の
で
、

そ
の
状
態
を
回
避
す
る
配
慮
が
庭
師
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
し
て

い
る
。
つ
ま
り
庭
師
は
、
恒
常
維
持
管
理
の
様
々
な
局
面
に
お
い
て
、
植
物
の

生
命
的
秩
序
と
庭
の
所
有
者
や
来
訪
者
ら
に
よ
る
要
請
等
の
両
立
を
は
か
っ
て

い
る
。

　

そ
も
そ
も
庭
師
が
職
人
言
葉
を
用
い
る
の
は
、
新
規
に
境
内
や
邸
宅
の
仕
事

を
始
め
た
時
や
庭
師
集
団
に
新
し
い
人
員
が
加
わ
っ
た
時
の
よ
う
に
、
一
旦
対

人
関
係
の
恒
常
性
が
崩
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
庭
師
の
間
で
意
志
疎
通
が
円
滑

に
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
で
あ
る
と
い
う
。
む
し
ろ
Ａ
氏
と
Ｂ
氏
の
よ
う
に
ひ

と
つ
の
庭
で
共
同
し
て
恒
常
維
持
管
理
を
行
い
続
け
て
い
る
場
合
は
、
実
施
す

る
庭
仕
事
が
共
に
習
慣
化
し
て
い
る
た
め
、
Ａ
氏
に
よ
る
「
こ
れ
や
っ
と
い
て

や
」
の
一
言
で
Ｂ
氏
は
、
庭
の
所
有
者
の
要
請
に
即
し
た
庭
の
仕
上
が
り
が
実

現
で
き
る
と
い
う
。
庭
師
集
団
の
な
か
に
筆
者
の
よ
う
な
臨
時
雇
い
の
者
が
属

し
て
い
た
場
合
で
は
、
一
定
期
間
共
同
し
て
仕
事
を
行
っ
て
い
れ
ば
、
濃
い
／

薄
い
や
堅
い
／
柔
ら
か
い
と
い
っ
た
庭
の
状
況
や
印
象
を
言
表
す
る
―
実
践
的

世
界
で
汎
用
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
―
対
語
に
よ
っ
て
庭
仕
事
の
仕
上
が
り
を

調
整
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
う
し
て
結
果
的
に
、
当
初
「
本
調
査
は
、

庭
師
が
日
常
的
に
職
人
言
葉
を
用
い
る
こ
と
を
想
定
し
」
た
こ
と
が
先
入
観
で

あ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

　

恒
常
維
持
管
理
は
、
恒
常
的
な
共
同
作
業
で
あ
り
、
概
ね
の
作
業
内
容
が
事

前
に
把
握
さ
れ
て
い
る
場
合
が
多
い
た
め
、
職
人
言
葉
が
使
わ
れ
る
機
会
は
少

な
く
て
済
む
。
職
人
言
葉
で
形
容
さ
れ
る
庭
仕
事
の
作
業
は
、
そ
れ
ぞ
れ
を
庭

師
の
間
で
確
認
し
合
わ
な
く
と
も
、
一
日
の
流
れ
の
な
か
の
習
慣
と
し
て
実
行

で
き
る
。

　

庭
師
に
よ
る
恒
常
維
持
管
理
の
実
践
的
妥
当
性
と
は
、
主
と
し
て
植
物
の
生

理
現
象
や
健
康
状
態
と
い
っ
た
生
命
の
秩
序
と
所
有
者
や
来
訪
者
の
要
請
な
ど

の
精
神
の
秩
序
の
両
立
で
あ
る
。
庭
師
は
、
実
践
に
お
い
て
生
じ
続
け
る
多
様

な
出
来
事
に
対
し
て
細
や
か
な
配
慮
を
し
、
経
済
的
背
景
か
ら
換
算
さ
れ
る
時

間
と
境
内
や
邸
宅
の
構
成
の
制
限
の
な
か
で
、
多
種
の
所
作
の
駆
使
と
工
夫
に

よ
っ
て
柔
軟
に
対
応
し
て
い
た
。

　

一
連
の
恒
常
維
持
管
理
の
実
践
は
、
庭
師
集
団
の
人
員
構
成
が
長
期
間
継
続

さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
植
栽
樹
木
の
季
節
に
よ
る
生
長
状
況
や
健
康
状
態
、

庭
全
体
の
明
る
さ
や
風
通
し
の
把
握
が
深
ま
る
と
共
に
、
庭
師
同
士
の
意
志
疎

通
が
円
滑
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
恒
常
維
持
管
理
の
作
業
は
的
確
に
な
る
と
同

時
に
そ
の
効
率
的
が
高
ま
る
。
つ
ま
り
恒
常
維
持
管
理
は
、
そ
の
体
制
と
諸
条

件
が
持
続
し
安
定
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
庭
師
に
よ
る
配
慮
が
綿
密
と
な
り
、
邸

宅
や
境
内
の
所
有
者
や
来
訪
者
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
て
い
け
ば
、
結
果
的
に

か
れ
ら
の
充
実
感
を
高
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
、
植
栽
樹
木
も
健
康
な
状
態
を

保
ち
や
す
い
状
況
を
用
意
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

第
３
項　

�
庭
師
の
職
人
言
葉
と
印
象
を
形
容
す
る
対
語
に
み
る
恒
常
維
持
管
理

の
分
析

　

恒
常
維
持
管
理
に
お
け
る
庭
師
の
意
志
は
、
植
栽
樹
木
の
健
康
状
態
と
、
庭

全
体
の
光
や
雰
囲
気
の
調
子
を
整
え
る
こ
と
に
差
し
向
け
ら
れ
て
い
た
。
恒
常
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維
持
管
理
を
共
同
に
よ
っ
て
行
う
う
え
で
、
庭
師
ら
は
互
い
の
意
志
を
表
す
語

を
通
じ
て
確
認
し
合
っ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
庭
師
ら
が
固
有
に
用
い
る
い
わ
ゆ

る
職
人
言
葉
で
は
な
く
日
常
生
活
の
実
践
の
水
準
に
お
い
て
、
特
に
庭
仕
事
に

限
定
さ
れ
ず
用
い
ら
れ
る
語
で
あ
っ
た
。
こ
の
事
実
は
、
庭
仕
事
の
意
味
内
容

が
庭
師
の
よ
う
な
特
定
の
職
人
集
団
の
み
な
ら
ず
程
度
差
は
あ
れ
、
庭
に
関
わ

る
幅
広
い
人
々
へ
の
展
開
可
能
性
を
も
つ
こ
と
を
意
味
す
る
。

　

い
わ
ゆ
る
職
人
言
葉
が
個
別
の
振
る
舞
い
を
言
表
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、

恒
常
維
持
管
理
の
実
践
で
は
、
主
に
心
象
の
程
度
を
表
す
語
が
用
い
ら
れ
て
い

る
。
こ
こ
に
恒
常
維
持
管
理
が
、
対
人
関
係
と
植
栽
樹
木
や
草
本
、
地
被
植
物

な
ど
双
方
の
状
態
が
意
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
心
象
と
そ
の
程
度

は
、
植
栽
樹
木
な
ど
の
固
体
数
、
個
々
の
枝
葉
の
数
と
相
互
関
係
に
あ
り
、
事

象
と
し
て
心
理
物
理
的
に
体
験
さ
れ
る
。
こ
の
心
理
物
理
的
な
関
係
は
、
絶
対

的
に
結
び
つ
け
ら
れ
た
い
わ
ば
恒
常
維
持
管
理
の
最
前
提
で
あ
り
、
そ
れ
が
恒

常
維
持
管
理
の
実
践
が
自
然
科
学
に
よ
る
観
察
や
数
値
化
に
よ
っ
て
記
述
で
き

な
い
証
左
で
も
あ
っ
た
。

　

庭
師
に
と
っ
て
恒
常
維
持
管
理
は
、
植
栽
樹
木
や
草
本
、
地
被
の
生
長
へ
の

単
純
な
反
応
で
は
な
く
、
そ
の
行
為
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
特
定
個
人
の
意
志

に
よ
っ
て
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
。
植
物
の
物
理
的
な
延
長
や
速
度
は
、
知
覚

さ
れ
い
て
も
、
そ
れ
自
体
を
直
接
経
験
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
知

覚
さ
れ
た
庭
仕
事
の
経
験
と
意
味
と
し
て
の
庭
仕
事
の
体
験
は
、
区
別
す
る
必

要
が
あ
る
。

　

植
物
な
ど
を
視
界
に
入
れ
接
触
す
る
と
い
う
直
接
経
験
は
、
す
べ
て
の
庭
仕

事
の
源
泉
で
あ
る
が
、
そ
れ
自
体
は
前
意
味
的
で
あ
る
。
但
し
そ
の
経
験
の
初

動
と
同
時
に
、
特
定
個
人
の
意
志
が
働
い
て
お
り
、
体
験
と
し
て
の
意
味
が
生

じ
て
い
る
。
知
覚
と
最
初
の
特
定
個
人
の
意
志
に
も
と
づ
く
直
接
経
験
は
、
同

時
に
起
き
て
い
る
。
直
接
経
験
は
知
覚
な
し
に
は
実
現
せ
ず
、
一
方
で
純
粋
な

直
接
経
験
と
い
う
も
の
も
想
定
上
は
成
立
す
る
が
、
具
体
の
事
象
と
し
て
は
意

味
化
し
な
い
。
ま
た
直
接
経
験
は
知
覚
と
直
結
す
る
も
の
と
、
副
次
的
な
も
の

と
に
区
別
さ
れ
、
後
者
の
経
験
は
、
さ
ら
に
副
次
的
に
展
開
す
る
可
能
性
が
あ

る
。
副
次
化
を
繰
り
返
す
ほ
ど
、
副
次
的
な
経
験
は
知
覚
と
か
け
離
れ
た
も
の

に
な
り
匿
名
的
な
思
弁
へ
と
転
換
さ
れ
る
。
つ
ま
り
繰
り
返
さ
れ
る
副
次
的
な

経
験
は
、
直
接
経
験
さ
れ
た
当
時
の
新
鮮
さ
を
失
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
も
は

や
そ
の
意
味
は
実
践
と
の
関
わ
り
が
希
薄
と
な
っ
て
い
る
。

　

明
暗
や
密
度
、
印
象
と
い
っ
た
経
験
は
、
わ
れ
わ
れ
の
意
志
に
か
か
わ
ら
ず
、

受
動
的
に
構
成
さ
れ
て
く
る
。
た
と
え
ば
わ
れ
わ
れ
が
庭
に
足
を
踏
み
入
れ
た

ま
さ
に
そ
の
時
間
中
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
の
土
地
と
環
境
、
時
候
に
も
と
づ
け
ら

れ
た
そ
の
知
覚
が
受
動
的
に
綜
合
さ
れ
、
明
暗
、
密
度
、
印
象
な
ど
を
直
接
経

験
し
て
い
る
。
そ
れ
は
経
験
す
る
者
固
有
の
も
の
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
複

数
個
人
に
お
け
る
相
互
の
主
観
（
間
主
観
）
に
起
き
る
交
流
の
可
能
性
の
契
機

と
な
っ
て
い
る
。

　

日
常
生
活
の
実
践
で
は
、
直
接
経
験
の
後
に
言
語
的
体
験
が
実
行
さ
れ
る
の

で
は
な
い
。
い
わ
ば
庭
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
い
っ
た
直
接
経
験
と
同
時
に
、

明
暗
・
密
度
な
ど
の
主
観
が
各
個
人
の
体
験
と
し
て
立
ち
現
れ
て
く
る
と
い
え

る
。
こ
れ
は
複
数
個
人
の
主
観
の
間
に
は
幅
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
主
観
と
は
、
各
個
人
の
心
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
表
現
を
伴
わ
な
い
か
ぎ
り

相
手
に
伝
わ
る
こ
と
は
な
い
。
明
暗
、
密
度
、
印
象
の
体
験
そ
の
も
の
は
、
個

人
の
心
的
働
き
に
留
ま
る
も
の
で
あ
っ
て
、
何
ら
妥
当
性
を
も
つ
も
の
で
は
な

い
。
別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
体
験
に
は
程
度
の
差
が
あ
る
と
い
う
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
。
明
暗
の
比
較
や
調
整
を
意
識
す
れ
ば
、
言
表
な
ど
の
表

現
に
よ
っ
て
わ
た
し
と
相
手
と
の
間
で
程
度
の
違
い
あ
る
い
は
同
意
に
つ
い
て
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確
か
め
あ
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
個
人
の
体
験
に
お
け
る
明
暗
の
経
度

を
確
認
す
る
こ
と
が
、
植
栽
に
関
す
る
庭
仕
事
に
お
け
る
実
践
的
妥
当
性
の
初

発
で
あ
る
。

　

次
に
、
な
ぜ
庭
仕
事
で
は
体
験
の
程
度
を
確
認
さ
れ
る
の
か
が
問
わ
れ
て
く

る
。
庭
仕
事
が
相
手
と
の
か
か
わ
り
な
く
個
人
の
主
観
内
で
完
結
す
る
も
の
で

あ
れ
ば
、
程
度
を
確
認
す
る
必
然
性
は
な
い
。
職
人
が
明
暗
な
ど
の
程
度
に
つ

い
て
の
言
葉
を
用
い
て
い
る
こ
と
は
、
人
々
が
庭
を
利
用
す
る
う
え
で
体
験
の

程
度
の
調
整
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
は
相
手
へ
の
配
慮
が
前
提

さ
れ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
こ
の
配
慮
さ
れ
る
相
手
と
は
、
人
間
の

み
な
ら
ず
事
物
や
自
然
の
事
象
に
つ
い
て
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
に
留
意
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
こ
と
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
庭
の
利
用
上
に
お
け

る
経
験
の
程
度
の
調
整
が
人
間
へ
の
配
慮
だ
け
で
成
立
し
得
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。

　

明
暗
な
ど
の
程
度
は
、
わ
れ
わ
れ
が
一
旦
庭
に
足
を
踏
み
入
れ
ば
、
自
ず
と

知
覚
さ
れ
る
受
動
的
な
〝
経
験
〟
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
植
栽
樹
木
の
手

入
れ
な
ど
を
通
じ
た
明
暗
な
ど
の
調
整
は
、
庭
師
ら
の
意
志
に
も
と
づ
く
能
動

的
な
〝
行
為
〟
で
あ
る
。
こ
れ
ら
受
動
的
な
経
験
と
能
動
的
な
行
為
は
、
共
に

直
接
経
験
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
互
い
に
連
動
し
て
い
る
が
、
経
験
の
水
準
は

異
な
っ
て
い
る
。そ
れ
ゆ
え
そ
の
記
述
は
書
き
分
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

庭
の
な
か
で
の
経
験
さ
れ
る
単
純
な
明
暗
、
さ
ら
に
は
薄
暗
さ
や
木
漏
れ
日

な
ど
の
は
、
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
、
時
間
の
連
綿
た
る
流
れ
の
な
か

で
受
容
さ
れ
る
。
明
暗
な
ど
の
程
度
や
分
布
は
、
庭
を
訪
れ
、
歩
行
し
た
り
立

ち
止
ま
っ
た
り
す
れ
ば
、
人
々
の
意
志
に
関
わ
る
こ
と
な
く
自
然
と
構
成
さ
れ

て
く
る
。
こ
の
明
暗
の
程
度
や
分
布
な
ど
と
い
っ
た
〝
先
験
的
構
成
〟
と
、
土

地
と
し
て
の
庭
に
お
け
る
園
池
や
築
山
、景
石
、園
路
な
ど
の
〝
配
置
構
成
〟
は
、

受
動
的
か
能
動
的
か
と
い
う
点
に
お
い
て
経
験
の
水
準
が
異
な
っ
て
い
る
。
従

来
の
土
地
に
関
す
る
科
学
で
は
、〝
先
験
的
構
成
〟
と
〝
配
置
構
成
〟
と
い
う

構
成
の
水
準
の
相
違
が
分
別
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

明
暗
な
ど
の
程
度
は
、
意
志
や
意
識
、
経
験
に
関
わ
ら
ず
直
接
知
覚
さ
れ
て

い
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
知
覚
さ
れ
た
原
初
の
程
度
は
、
ま
だ
明
暗
の
よ
う
な
二

元
化
す
ら
も
生
じ
て
い
な
い
。
端
的
か
つ
漠
然
と
し
た
印
象
の
知
覚
は
、
経
験

の
水
準
に
先
ん
じ
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
が
気
づ
い
た
そ
の
時
に
は
、
既
に
そ
の

よ
う
な
印
象
が
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
当
然
の
も
の
と
し
て
直
接
経
験
さ
れ
て
い

る
。
知
覚
か
ら
直
接
経
験
の
過
程
は
ま
さ
し
く
直
観
的
で
あ
り
、
そ
の
過
程
に

お
い
て
意
志
や
意
識
、
経
験
が
介
在
す
る
こ
と
は
な
い
。

　

知
覚
さ
れ
た
原
初
の
程
度
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
明
暗
な
ど
の
二
元
化
と
分
布

と
い
う
端
的
な
構
成
の
働
き
が
包
含
さ
れ
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
、
わ
れ
わ

れ
が
一
旦
庭
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
わ
れ
わ
れ
の
意
志
や
意
識
、
経
験
に
先

ん
じ
て
、
知
覚
に
よ
っ
て
直
接
経
験
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
―
現
象
学
的
に
い

え
ば
贈
与
さ
れ
る
―
の
で
あ
る
。
庭
を
訪
れ
た
わ
れ
わ
れ
は
、
あ
た
か
も
庭
内

に
お
け
る
行
動
を
通
じ
て
明
暗
な
ど
の
程
度
を
発
見
し
た
よ
う
に
感
じ
る
が
、

厳
密
に
い
え
ば
庭
に
訪
れ
た
そ
の
時
点
か
ら
発
見
に
先
ん
じ
て
あ
る
直
接
経
験

を
し
て
い
る
。
発
見
と
は
、
程
度
の
有
無
あ
る
い
は
差
異
の
自
覚
で
あ
っ
て
、

程
度
に
差
異
が
あ
る
こ
と
自
体
は
、
何
か
事
象
が
知
覚
さ
れ
た
時
点
で
既
に
織

り
込
ま
れ
て
い
る
。
明
暗
な
ど
程
度
の
直
接
経
験
は
、
個
人
の
身
体
に
伴
う
知

覚
に
よ
っ
て
個
々
人
に
も
た
ら
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
は
完
全
な
る
主
観

で
あ
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
明
暗
な
ど
の
程
度
の
差
異
や
質
量
の
発
見
と
自
覚
と
い
っ
た

経
験
は
、
完
全
な
る
主
観
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
れ
は
、
相
手
へ
の
配
慮

を
前
提
し
た
間
主
観
な
も
の
で
あ
る
。
個
人
の
身
体
に
伴
っ
て
知
覚
さ
れ
た
明
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暗
な
ど
の
程
度
の
直
接
経
験
そ
の
も
の
は
、
個
人
の
内
的
な
印
象
と
し
て
自
己

完
結
し
て
い
る
。
わ
た
し
と
い
う
個
人
の
内
的
な
経
験
で
あ
る
程
度
が
差
異
や

質
量
と
な
る
に
は
、
わ
た
し
に
お
い
て
そ
の
印
象
が
意
識
さ
れ
、
そ
の
意
志
が

相
手
へ
と
差
し
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
る
。
わ
た
し
と
い
う
個
人
の

経
験
が
意
志
と
し
て
相
手
に
伝
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
わ
た
し
と
相
手
と
い
う

原
初
の
差
異
が
両
者
に
発
見
さ
れ
、
実
践
的
世
界
の
な
か
で
明
る
さ
と
暗
さ
、

硬
さ
と
柔
ら
か
さ
、濃
さ
と
薄
さ
な
ど
の
差
異
と
そ
の
質
量
が
共
同
化
さ
れ
る
。

つ
ま
り
明
暗
な
ど
の
程
度
と
は
、〝
先
験
的
構
成
〟
を
基
層
と
す
る
〝
直
接
経

験
に
も
と
づ
け
ら
れ
た
構
成
〟
で
あ
る
、
そ
れ
は
、
概
念
の
う
え
で
直
接
経
験

よ
り
も
表
層
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　
〝
配
置
構
成
〟
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
記
述
す
る
だ
け
の
材
料
が
な
い
た
め
、

直
接
経
験
に
も
と
づ
け
ら
れ
た
表
層
的
な
構
成
と
の
相
違
点
の
概
略
を
述
べ
る

な
ら
ば
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
上
空
飛
行
的
な
視
点
で
作
為
さ
れ
る
〝
配

置
構
成
〟
は
、
直
接
経
験
と
か
け
離
れ
た
観
念
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
実
践
に

お
け
る
直
接
経
験
に
も
と
づ
け
ら
れ
た
構
成
と
比
定
す
る
こ
と
も
還
元
す
る
こ

と
も
で
き
な
い
。〝
直
接
経
験
に
も
と
づ
け
ら
れ
た
構
成
〟と〝
配
置
構
成
〟は
、

〝
先
験
的
構
成
〟
か
ら
み
れ
ば
共
に
表
層
的
な
経
験
で
あ
る
が
、〝
配
置
構
成
〟

は
直
接
経
験
と
の
も
と
づ
け
が
断
絶
し
て
い
る
と
い
う
意
味
で
遊
離
的
と
い
っ

た
ほ
う
が
分
か
り
や
す
い
。

　

庭
に
お
け
る
明
暗
の
調
整
と
は
、
手
入
れ
よ
る
枝
葉
の
量
や
数
の
加
減
の
結

果
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
庭
全
体
、
あ
る
い
は
庭
の
一
部
分
を
明
る
く
し
た
り

暗
く
し
た
り
と
い
う
こ
と
は
、
現
状
の
植
栽
樹
木
や
草
本
の
状
態
を
踏
ま
え
た

う
え
で
枝
葉
の
量
が
庭
師
の
手
に
よ
っ
て
調
整
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で

あ
り
、
理
念
で
完
結
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
い
。
植
栽
樹
木
や
草
本
は
、
自
然
の

秩
序
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
の
姿
か
た
ち
あ
る
い
は

構
造
は
人
智
や
あ
る
い
は
人
為
と
は
無
関
係
に
成
立
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
い

く
ら
わ
れ
わ
れ
が
観
念
の
う
え
で
明
る
さ
や
暗
さ
の
程
度
を
望
ん
だ
と
し
て

も
、自
然
の
秩
序
に
従
わ
な
い
か
ぎ
り
そ
れ
は
実
現
し
よ
う
が
な
い
の
で
あ
る
。

　

庭
仕
事
に
お
い
て
寒
さ
や
暑
さ
と
い
っ
た
時
候
は
、
重
要
な
要
因
で
あ
る
。

も
し
所
有
者
が
節
分
と
い
っ
た
寒
い
時
期
に
植
栽
樹
木
を
刈
り
込
ん
で
ほ
し
い

と
い
う
依
頼
が
職
人
に
あ
っ
た
と
し
て
そ
れ
を
実
行
し
て
し
ま
え
ば
、
寒
さ
に

弱
い
ア
ラ
カ
シ
な
ど
と
い
っ
た
植
栽
樹
木
は
枯
れ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。

植
栽
樹
木
の
特
性
を
念
頭
に
置
い
て
い
な
い
か
ぎ
り
、
恒
常
維
持
管
理
と
い
う

も
の
は
成
り
立
ち
よ
う
が
な
い
。
所
有
者
や
庭
師
に
と
っ
て
の
植
栽
樹
木
に
関

す
る
庭
仕
事
の
能
動
性
と
い
う
も
の
は
、
自
然
の
秩
序
に
対
す
る
人
間
の
受
動

性
の
限
界
の
範
囲
に
お
い
て
の
み
成
立
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
庭
の
明
暗
な
ど

の
程
度
の
調
整
は
、
照
明
の
照
度
を
ダ
イ
ヤ
ル
で
調
節
す
る
よ
う
に
直
接
経
験

と
理
念
が
完
全
に
一
致
す
る
こ
と
は
な
い
。
明
度
や
密
度
は
、
植
物
や
草
本
の

個
体
の
本
数
を
減
ら
す
／
枝
を
切
る
あ
る
い
は
折
る
／
葉
を
む
し
る
と
い
っ
た

行
為
、
柔
ら
か
さ
は
幹
・
枝
葉
の
自
然
に
伸
長
に
沿
っ
た
、
あ
る
い
は
尊
重
し

た
手
入
れ
の
結
果
、
間
主
観
的
に
発
生
す
る
も
の
で
あ
る
。

第
１
節　

補
注

（
１
）
佐
野
藤
右
衛
門:

花
の
い
の
ち
庭
の
こ
こ
ろ:

草
思
社
：
１
９
９
８

（
２
）
上
原
敬
二:

樹
木
の
興
定
と
整
枝:

加
島
書
店
：
１
９
７
６
、２
―
３
頁

（
３
）�
筆
者
は
平
成
七
年
五
月
よ
り
調
査
時
期
で
あ
る
平
成
十
二
年
十
一
月
ま

で
の
五
年
四
ケ
月
、
実
質
作
業
月
数
十
ケ
月
、
研
究
を
目
的
に
庭
の
維

持
管
理
作
業
に
参
加
し
た
。

（
４
）�

Ｄ
氏
は
当
時
、
庭
師
か
ら
退
い
て
お
り
筆
者
と
共
に
京
都
造
形
芸
術
大

162
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学
の
仲
隆
裕
助
教
授
の
ゼ
ミ
へ
参
加
し
て
い
た
。

（
５
）�

質
問
用
紙
に
は
表
３
の
上
段
か
ら
十
二
語
を
あ
ら
か
じ
め
記
載
し
た
。

こ
れ
ら
は
筆
者
が
あ
ら
か
じ
め
使
用
頻
度
が
高
い
と
み
な
し
た
用
語
で

あ
っ
た
。

（
６
）�

藤
井
英
二
郎
・
宮
越
リ
カ
共
訳
：
樹
木
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ:

誠
文
堂

新
光
社
：
１
９
９
８
、２
０
、６
１
頁

（
７
）�

西
垣
吉
章
：
植
物
の
維
持
管
理(

造
園
樹
木
を
中
心
に)

庭
造
り
の
心

と
実
践
：
角
川
書
店
：
１
９
９
９
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第
２
節　

�

特
定
の
庭
に
お
い
て
恒
常
維
持
管
理
に
従
事
す
る
庭
師
の
庭
仕
事
へ

の
意
志

　

常
日
頃
よ
り
陽
光
と
風
雨
に
晒
さ
れ
て
い
る
庭
で
は
、
草
木
が
伸
長
し
、
池

水
や
流
水
そ
し
て
滝
水
が
流
動
し
て
い
る
。
一
定
の
状
態
を
保
ち
な
が
ら
動
き

続
け
て
い
る
庭
は
、
移
ろ
い
易
く
壊
れ
や
す
い
。
そ
れ
は
、
枯
山
水
や
石
庭
も

同
様
で
あ
る
。
庭
が
動
き
生
成
し
続
け
て
い
る
ゆ
え
に
、
そ
の
所
有
者
は
継
続

的
に
維
持
管
理
を
行
う
必
要
性
が
あ
る
。
庭
の
維
持
管
理
は
、
所
有
者
自
身
が

従
事
す
る
場
合
と
そ
の
行
為
を
庭
師
な
ど
相
手
に
委
託
す
る
場
合
が
あ
る
。
庭

の
維
持
管
理
は
現
前
の
庭
が
整
然
と
す
る
と
い
う
潔
さ
を
も
っ
て
結
実
す
る
た

め
、
そ
の
経
過
や
過
程
を
記
録
す
る
意
味
は
社
会
一
般
的
に
希
薄
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
庭
の
維
持
管
理
の
手
法
に
関
す
る
解
説
書
は
刊
行
さ
れ
て
き
た
が

（
１
）、
そ
の
実
態
を
記
述
し
た
記
録
や
分
析
は
稀
有
で
あ
り
（
２
）（
３
）、
結
果
的

に
科
学
と
し
て
の
基
礎
付
け
の
検
討
が
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
維
持
管
理
の

実
態
が
記
録
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
要
因
は
、
庭
そ
の
も
の
の
流
動
性
と
そ
の
行

為
の
恒
常
的
か
つ
流
動
的
で
捉
え
ど
こ
ろ
の
な
い
性
質
を
、
自
然
科
学
の
手
法

で
説
明
し
よ
う
と
し
て
き
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
本
邦
の
学
術
体
系
で
は
庭
の
研

究
を
自
然
科
学
分
野
（
造
園
学
、
園
芸
学
等
）
の
範
疇
と
し
、
庭
園
学
や
芸
術

学
は
そ
の
影
響
下
に
あ
る
が
、
自
然
科
学
の
客
観
的
か
つ
俯
瞰
的
な
態
度
や
計

画
性
を
も
つ
演
繹
的
な
手
法
は
、
自
然
・
生
命
の
水
準
と
人
為
の
関
係
の
記
述

に
は
適
応
し
な
い
。
そ
こ
で
本
節
で
は
、
現
象
学
的
質
的
研
究
の
態
度
に
も
と

づ
い
て
、
庭
の
維
持
管
理
の
実
態
の
記
述
を
試
み
る
。

　

庭
師
の
職
域
は
、
お
お
む
ね
庭
の
日
常
的
な
維
持
管
理
（
恒
常
維
持
管
理
）

と
修
理
（
緊
急
修
理
・
定
期
修
理
）
そ
し
て
築
造
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
そ
の

う
ち
庭
の
維
持
管
理
に
着
目
し
て
、
京
都
市
内
に
拠
点
を
置
く
三
つ
の
職
人
集

団
へ
文
化
財
指
定
を
受
け
た
特
定
の
庭
の
維
持
管
理
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査

を
行
い
、
維
持
管
理
の
実
態
と
本
質
の
解
明
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
な
お
、

こ
の
聞
き
取
り
調
査
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研
究
科
社
会
系
倫
理
審

査
委
員
会
の
審
査
を
受
け
、
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

本
研
究
の
協
力
者
は
、
ａ
庭
園
で
従
事
す
る
樋
口
造
園
の
職
人
五
名
と
、
ｂ

寺
の
ｃ
庭
園
で
従
事
す
る
花
豊
造
園
の
職
人
ら
三
名
、
ｄ
庭
園
で
従
事
す
る
植

彌
加
藤
造
園
の
職
人
ら
三
名
で
あ
る
。
聞
き
取
り
調
査
内
容
は
、
庭
の
維
持
管

理
に
関
す
る
体
制
（
人
間
関
係
）、
年
間
の
作
業
の
流
れ
、
他
の
庭
園
に
お
け

る
作
業
と
の
比
較
、
作
業
分
担
、
植
栽
・
工
作
物
等
に
対
す
る
配
慮
の
五
項
目

と
し
た
。
聞
き
取
り
事
項
は
職
人
集
団
ご
と
に
概
要
に
ま
と
め
た
上
で
、
共
通

事
項
と
部
分
的
共
通
事
項
を
分
析
し
、
行
為
の
本
質
の
解
明
を
行
う
。

第
１
項　

�

個
別
の
庭
に
お
け
る
複
数
の
庭
師
集
団
に
よ
る
恒
常
維
持
管
理
の
実

態

　

以
下
、
聞
き
取
り
内
容
の
概
要
を
お
お
む
ね
聞
き
取
っ
た
順
番
に
取
り
ま
と

め
る
。
な
お
、
年
間
の
維
持
管
理
の
作
業
内
容
は
各
庭
で
近
似
す
る
と
こ
ろ
が

あ
る
た
め
、
ｃ
・
ｄ
庭
園
に
つ
い
て
は
割
愛
す
る
。

（
１
）
ａ
庭
園
に
お
け
る
樋
口
造
園
の
仕
事

調
査
年
月
日
：
平
成
二
十
六
年
十
月
十
八
日　
　

調
査
場
所
：
ａ
庭
園
に
隣
接

す
る
作
業
小
屋
内

調
査
対
象
者
：
Ａ
氏
／
四
十
五
歳
・
十
九
年
在
籍
（
生
え
抜
き
）、
Ｂ
氏
／

四
十
二
歳
・
十
五
年
在
籍
（
生
え
抜
き
）、Ｃ
氏
／
三
十
八
歳
・
十
年
弱
在
籍
（
以

前
は
別
会
社
に
所
属
）
Ｄ
氏
／
四
十
九
歳
・
三
年
在
籍
（
以
前
は
別
会
社
に
所

属
、
職
人
経
験
は
二
十
七
年
目
）、
Ｅ
氏
／
二
十
八
歳
・
十
一
ヶ
月
在
籍

　

ａ
庭
園
の
維
持
管
理
は
、
樋
口
造
園
の
職
人
と
寺
院
が
清
掃
や
軽
作
業
と
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い
っ
た
庭
仕
事
の
た
め
に
雇
用
し
た
〝
庭
園
係
さ
ん
〟
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
維
持
管
理
の
用
務
は
何
十
年
と
同
社
が
請
け
負
っ
て
き
た
た
め
、
特
別
な

事
柄
な
ど
以
外
は
寺
院
か
ら
の
指
示
が
な
い
。
寺
院
か
ら
の
要
望
に
は
、
法
事

へ
の
対
応
、
墓
参
道
の
清
掃
、
樹
木
の
健
康
状
態
の
管
理
、
危
険
木
の
伐
採
や

景
観
に
支
障
が
あ
る
樹
木
の
剪
定
、
参
拝
者
の
安
全
確
保
に
伴
う
舗
装
の
修
繕

等
が
あ
る
。

　

一
年
間
に
お
け
る
維
持
管
理
の
開
始
は
、
四
月
末
か
ら
五
月
上
旬
に
か
け
て

の
連
休
前
の
四
月
下
旬
を
起
点
と
す
る
。
具
体
的
な
作
業
は
、
ア
カ
マ
ツ
と
ゴ

ヨ
ウ
マ
ツ
の
芽
摘
み
の
作
業
か
ら
行
わ
れ
、
五
月
の
開
山
忌
（
寺
院
を
開
い
た

僧
の
祥
月
命
日
に
営
む
法
会
）
を
挟
ん
で
、
同
月
末
か
ら
翌
月
当
初
に
は
終
え

ら
れ
る
。
サ
ツ
キ
の
手
入
れ
は
、
来
客
が
一
時
的
に
増
加
す
る
七
月
中
旬
の
祇

園
祭
（
前
祭
山
鉾
巡
行
）
以
前
を
区
切
り
と
し
て
終
え
ら
れ
る
。
七
月
中
旬
以

降
は
、〝
葉
モ
ノ
〟
と
呼
ば
れ
る
常
緑
広
葉
樹
の
枝
割
剪
定
が
八
月
末
ま
で
行

わ
れ
る
。
同
月
中
旬
の
お
盆
の
時
期
が
特
別
意
識
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
九
月

か
ら
は
ア
カ
マ
ツ
、十
一
月
に
は
ゴ
ヨ
ウ
マ
ツ
の
葉
む
し
り
の
作
業
が
始
ま
る
。

九
月
か
ら
十
一
月
に
か
け
て
は
、
境
内
の
竹
や
ぶ
か
ら
伐
り
出
し
た
竹
を
用
い

て
、
柵
な
ど
の
〝
竹
カ
エ
〟
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ
は
竹
や
ぶ
の
管
理
も
兼
ね
て

い
る
。

　

年
末
の
作
業
と
し
て
は
お
正
月
飾
り
の
取
り
付
け
が
あ
り
、
そ
の
材
料
の
う

ち
ユ
ズ
リ
ハ
と
ウ
ラ
ジ
ロ
に
つ
い
て
は
現
地
調
達
さ
れ
る
。
一
月
中
に
松
の
葉

む
し
り
と
鋏
透
カ
シ
が
終
え
ら
れ
る
と
、
植
物
の
生
長
が
著
し
い
時
期
に
は
行

う
こ
と
が
で
き
な
い
、
土
壌
改
良
に
よ
る
松
の
治
療
、
背
景
林
の
山
木
の
枝
打

ち
、
危
険
木
の
伐
採
な
ど
の
冬
仕
事
が
行
わ
れ
る
。

　

松
の
葉
む
し
り
の
時
期
は
、
特
別
拝
観
の
時
期
を
見
越
し
て
「
よ
く
本
堂
か

ら
見
え
る
工
作
物
の
周
り
の
マ
ツ
」
を
先
行
し
て
終
わ
ら
せ
る
と
い
う
配
慮
が

な
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
数
多
く
の
来
客
が
訪
れ
る
土
曜
日
、
日
曜
日
に
は
、

来
客
か
ら
見
え
に
く
い
場
所
で
作
業
を
行
う
と
い
う
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
寺
院
か
ら
の
直
接
的
な
指
示
と
い
う
よ
り
は
、
職
人
ら
が
自
ら
寺
院

の
都
合
・
行
事
な
ど
の
状
況
を
汲
み
取
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に
園
路
沿
い

な
ど
、来
客
の
通
行
に
関
わ
る
箇
所
に
あ
る
大
木
に
対
す
る
作
業
に
つ
い
て
は
、

来
客
の
多
い
連
休
に
掛
か
ら
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
る
。

　

次
に
庭
の
手
入
れ
の
統
一
の
考
え
方
が
語
ら
れ
た
。
Ｂ
氏
に
よ
る
と
、
主
任

で
あ
り
寺
側
の
要
望
を
聴
取
し
て
い
る
Ａ
氏
の
意
向
が
そ
の
他
の
職
人
へ
い
わ

ば
「
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
」
的
に
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
Ａ
氏
以
外
の
職
人
は
、「
Ａ

氏
が
目
指
し
て
い
る
も
の
を
み
ん
な
で
や
っ
て
い
る
感
覚
」
に
な
り
、
結
果
的

に
「
一
応
調
和
が
と
れ
て
い
る
」
こ
と
に
な
る
。
こ
の
体
制
は
、
Ａ
氏
の
前
任

者
の
頃
か
ら
引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　

そ
の
上
で
、
Ａ
氏
は
「
あ
の
び
っ
く
り
し
た
、
僕
ら
当
た
り
前
と
思
っ
て
い

た
」
こ
と
と
し
て
、
か
つ
て
番
頭
を
務
め
て
い
た
故
Ｓ
氏
の
存
在
を
語
り
始
め

る
。
Ａ
氏
が
驚
い
た
こ
と
と
は
、
か
つ
て
樋
口
造
園
と
異
な
る
職
人
集
団
に
所

属
し
て
い
た
Ｆ
氏
が
、
二
条
城
（
京
都
市
中
京
区
）
に
お
い
て
同
社
と
合
同
で

城
域
の
維
持
管
理
の
作
業
を
行
っ
た
時
の
出
来
事
で
あ
っ
た
。
東
京
出
身
の
Ｆ

氏
は
、
京
都
へ
修
行
に
来
て
い
た
が
、
そ
の
時
は
京
都
の
技
能
水
準
に
幻
滅
し

て
お
り
、
東
京
へ
戻
ろ
う
と
考
え
て
い
た
。
そ
ん
な
時
、
同
社
の
仕
事
を
み
て

「
み
ん
な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
き
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
同

社
に
勤
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
経
緯
を
知
っ
た
Ａ
氏
は
、「
特
に

絶
対
こ
う
し
て
ね
、
っ
て
い
う
こ
と
を
言
わ
な
く
て
も
だ
い
た
い
思
っ
た
通
り

に
や
っ
て
も
ら
え
る
」
こ
と
が
、
当
た
り
前
で
は
な
か
っ
た
こ
と
に
驚
き
を
覚

え
た
。

　

Ｂ
氏
は
、
そ
の
「
み
ん
な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
逝
去
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さ
れ
た
故
Ｓ
氏
が
「
厳
し
か
っ
た
の
で
、
そ
う
い
う
そ
の
人
の
手
入
れ
を
目
指

し
て
み
ん
な
や
っ
て
い
た
ん
で
お
ん
な
じ
こ
と
が
」
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と

述
べ
る
。

　

こ
の
Ｓ
氏
の
人
柄
に
つ
い
て
、
Ａ
氏
は
、
無
口
で
あ
っ
た
こ
と
を
繰
り
返
し

て
述
べ
、
よ
く
た
め
息
を
吐
い
て
い
た
こ
と
を
強
調
す
る
。
Ａ
氏
は
、
故
Ｓ
氏

の
「
大
き
な
声
を
出
し
て
怒
る
と
い
う
ん
で
は
な
い
」
が
行
動
で
違
い
を
示
す

そ
の
振
る
舞
い
を
つ
ぶ
さ
に
観
察
し
て
い
た
と
い
う
。
Ａ
氏
は
、
故
Ｓ
氏
と
同

じ
木
へ
一
緒
に
登
る
こ
と
が
嫌
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
避
け
て
通
れ
な
い
行

為
で
あ
っ
た
。
Ａ
氏
が
「
パ
ッ
」
と
感
覚
的
に
不
要
と
判
断
し
た
芽
を
摘
ん
だ

際
、
Ｓ
氏
は
同
じ
箇
所
へ
わ
ざ
わ
ざ
戻
っ
て
修
正
し
た
。
そ
の
故
Ｓ
氏
の
振
る

舞
い
を
通
じ
て
、
Ａ
氏
は
自
身
の
判
断
の
ま
ず
さ
を
自
覚
し
、
無
口
な
故
Ｓ
氏

の
手
入
れ
を
「
必
死
に
ど
う
い
う
風
に
し
て
ん
や
ろ
、
っ
て
見
な
が
ら
」
学
ん

で
い
た
。
し
か
し
、
故
Ｓ
氏
の
手
入
れ
を
学
ぶ
こ
と
は
「
見
な
が
ら
見
な
が
ら

ず
っ
と
見
な
が
ら
」
と
三
回
繰
り
返
し
強
調
す
る
ほ
ど
観
察
し
て
も
、「
同
じ

木
で
も
場
所
に
よ
っ
て
違
い
ま
す
し
、
そ
の
木
の
ね
、
成
立
も
あ
り
ま
す
し
ね
、

難
し
」
か
っ
た
と
い
う
。

　

Ｂ
氏
は
、
そ
の
よ
う
な
故
Ｓ
氏
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
、「
結
局
理
屈
が
通
っ

て
て
、
そ
れ
を
飲
み
込
ま
ざ
る
を
得
な
」
か
っ
た
と
い
う
。
故
Ｓ
氏
が
「
た
め

息
」
に
よ
っ
て
示
し
て
い
る
事
柄
、
そ
の
後
の
振
る
舞
い
の
結
果
と
し
て
工
作

物
に
し
て
も
手
入
れ
後
の
樹
木
の
姿
に
し
て
も
、
と
て
も
き
れ
い
な
仕
上
が
り

で
あ
っ
た
こ
と
が
、
他
の
職
人
を
納
得
さ
せ
る
根
拠
と
な
っ
て
い
た
。

（
２
）
ｃ
庭
園
に
お
け
る
花
豊
造
園
の
仕
事

調
査
年
月
日
：
平
成
二
十
六
年
十
月
二
十
六
日　
　

調
査
場
所
：
ｂ
寺
近
隣
の

花
豊
造
園
本
社
の
会
議
室

調
査
対
象
者
：
Ｆ
氏
／
四
十
五
歳
・
七
年
在
籍
（
財
団
職
員
か
ら
造
園
施
工
会

社
を
経
て
現
職
）、
Ｇ
氏
／
六
十
三
歳
・
二
十
五
年
在
籍
、
Ｈ
氏
／
三
十
五
歳
・

一
ヶ
月
在
籍
（
備
考
：
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
社
か
ら
独
立
を
経
て
現
職
、
職
人
経
験

は
十
七
年
目
）

　

Ｇ
氏
は
、
毎
回
ｃ
庭
園
の
維
持
管
理
へ
入
る
に
あ
た
っ
て
は
、
引
き
連
れ
た

庭
師
約
三
人
に
対
し
て
、
場
所
ご
と
の
手
入
れ
の
仕
方
を
説
明
す
る
。
Ｇ
氏
に

よ
る
と
職
人
の
メ
ン
バ
ー
は
、
交
代
す
れ
ば
除
草
や
掃
除
の
仕
方
さ
え
も
違
っ

て
く
る
た
め
ほ
ぼ
固
定
し
て
い
る
と
い
う
。
Ｆ
氏
に
よ
る
と
職
人
の
選
抜
理
由

は
、
Ｇ
氏
が
培
っ
て
き
た
方
法
を
「
素
直
に
聞
い
て
や
っ
て
く
れ
る
人
」
で
あ

る
と
い
う
。
し
か
し
時
間
が
経
つ
に
つ
れ
て
各
職
人
の
「
我
」
が
出
て
く
る
の

で
、
そ
の
都
度
、
調
整
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ｃ
庭
園
は
、
ｂ
寺
の
広
大

な
境
内
の
一
部
で
あ
り
、
同
社
は
境
外
の
維
持
管
理
も
担
当
し
て
い
る
。
そ
の

よ
う
に
広
大
な
寺
域
の
維
持
管
理
に
お
い
て
は
、
一
度
に
多
く
の
人
員
の
投
入

が
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
元
社
員
か
ら
な
る
フ
ァ
ミ
リ
ー
会
社
と
連

携
さ
れ
て
い
る
。
ｃ
庭
園
の
維
持
管
理
に
関
し
て
は
三
社
が
参
加
し
て
い
る
。

　

Ｇ
氏
に
よ
る
ｃ
庭
園
の
仕
事
は
、
花
豊
造
園
に
就
職
し
て
し
ば
ら
く
の
間
、

Ｊ
氏
の
下
で
松
の
葉
む
し
り
の
手
伝
い
や
単
発
で
危
険
木
の
撤
去
を
す
る
程
度

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
Ｊ
氏
が
多
忙
に
な
っ
て
、「
じ
ゃ
あ
Ｇ
さ
ん
行
っ
て
く

れ
る
か
？
」
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
Ｇ
氏
に
と
っ
て
そ
れ
ま
で
の
ｃ

庭
園
に
お
け
る
仕
事
は
限
定
し
て
い
た
が
、
Ｊ
氏
と
「
い
つ
も
一
緒
に
い
た
ん

で
ね
。
一
緒
に
い
て
教
え
を
こ
う
て
、
い
つ
も
い
ろ
ん
な
事
を
教
え
て
も
ら
っ

て
。
Ｇ
さ
ん
や
っ
た
ら
も
う
行
け
る
や
ろ
と
い
う
こ
と
で
」、
ｃ
庭
園
の
維
持

管
理
の
主
任
と
な
り
、
現
在
で
は
十
五
、六
年
目
に
な
っ
た
と
い
う
。

　

Ｇ
氏
は
、「
庭
園
は
生
き
物
だ
」
と
述
べ
る
。
人
間
が
作
っ
た
庭
は
、「
一
年
、

二
年
放
っ
て
お
い
た
ら
荒
廃
し
ま
す
よ
ね
？
荒
廃
し
た
ら
ま
た
自
然
に
戻
る
ん
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で
す
け
ど
も
、
で
す
か
ら
そ
れ
を
い
か
に
荒
廃
し
な
い
よ
う
に
や
っ
て
い
く
と

い
う
の
が
楽
し
い
」
の
で
あ
り
、
絵
図
や
現
状
の
地
割
り
を
頼
り
に
「
い
か
に

そ
の
自
然
に
、
荒
廃
し
た
自
然
で
は
な
く
、
最
初
に
作
ら
れ
た
人
の
意
向
に
沿

う
よ
う
に
や
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
難
し
い
け
ど
面
白
い
」
と
い
う
。
Ｇ
氏
は

「
庭
園
と
い
う
の
は
生
き
物
だ
か
ら
」、維
持
管
理
は「
お
ん
な
じ
や
り
方
で
行
っ

て
も
毎
年
違
う
」
こ
と
を
指
摘
し
、「
あ
の
季
節
の
そ
の
年
の
気
候
と
か
温
度

に
よ
っ
て
変
わ
る
ん
で
、
お
ん
な
じ
よ
う
な
指
示
は
出
さ
な
い
」
と
い
う
。
特

に
「
こ
の
五
年
ぐ
ら
い
。
気
候
が
や
っ
ぱ
り
お
か
し
い
で
す
ね
。
水
の
欲
し
い

時
に
水
が
無
か
っ
た
り
、
水
が
い
ら
ん
時
に
雨
が
降
っ
た
り
と
か
、
そ
れ
に
よ

り
だ
い
ぶ
変
わ
っ
て
」
い
る
と
い
う
。
Ｇ
氏
は
、
長
年
ｃ
庭
園
の
維
持
管
理
に

従
事
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
年
ご
と
の
環
境
の
変
化
を
「
肌
で
」
感
じ
取
り
、
そ

の
変
化
を
引
き
連
れ
た
庭
師
へ
事
前
に
説
明
し
た
上
で
作
業
に
当
た
っ
て
い

る
。

（
３
）
ｄ
庭
園
に
お
け
る
植
彌
加
藤
造
園
の
仕
事

調
査
年
月
日
：�

平
成
二
十
六
年
十
一
月
八
日　

調
査
場
所
：
ｄ
庭
園
内
の
四
阿

調
査
対
象
者
：
Ｌ
氏
／
四
十
八
歳
・
二
十
四
年
在
籍
（
家
業
を
手
伝
い
な
が
ら

非
常
勤
の
会
社
員
を
経
て
、家
業
を
継
ぐ
）、Ｍ
氏
／
三
十
八
歳
・
五
年
在
籍
（
以

前
は
別
の
会
社
に
所
属
、
職
人
経
験
は
十
九
年
目
）、
Ｎ
氏
／
二
十
六
歳
・
三

年
在
籍
（
主
は
事
務
職
）

　

Ｍ
氏
は
現
場
代
理
人
を
務
め
、
Ｎ
氏
が
映
像
や
画
像
あ
る
い
は
活
字
に
よ
る

記
録
を
作
成
し
て
い
る
。
Ｌ
氏
は
、会
社
の
経
営
者
で
あ
る
。
Ｍ
氏
に
よ
る
と
、

ｄ
庭
園
で
は
「
や
は
り
現
場
毎
に
あ
の
約
束
事
っ
て
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
ど

も
、
そ
ち
ら
が
少
し
多
い
の
で
、
あ
の
た
と
え
ば
、
水
の
取
水
の
管
理
で
す
と

か
や
は
り
入
っ
て
い
る
者
じ
ゃ
な
い
と
分
か
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
の
で
、
は
い
、
そ
う
い
う
部
分
を
あ
る
程
度
理
解
し
た
者
と
し
て
三
名
」
と
、

除
草
や
清
掃
を
行
う
軽
作
業
員
を
含
ん
だ
最
大
五
名
が
ｄ
庭
園
の
維
持
管
理
に

従
事
し
て
い
る
と
い
う
。

　

Ｍ
氏
は
、「
一
般
的
に
庭
師
の
仕
事
っ
て
い
う
の
は
、
あ
の
お
盆
、
祇
園
祭
、

お
正
月
っ
て
い
う
節
目
っ
て
い
う
の
が
あ
る
と
思
う
ん
で
す
け
れ
ど
も
、
こ
ち

ら
、
お
盆
前
に
お
盆
中
に
所
有
者
さ
ん
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と
い
え
ば
、
そ
う

い
う
訳
で
も
な
く（
中
略
）、そ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
に
綺
麗
に
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

日
々
こ
う
い
う
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
が
出
来
て
ま
す
っ
て
い
う
こ
と
を
実
際

に
そ
う
い
う
作
業
の
施
工
を
し
て
で
す
ね
、
記
録
に
残
し
て
で
す
ね
、
定
期
的

に
所
有
者
さ
ん
の
ほ
う
に
報
告
書
の
よ
う
な
か
た
ち
で
写
真
付
き
で
送
ら
せ
て

も
ら
っ
て
い
る
状
態
」
で
あ
る
と
い
う
。

　

ま
た
、「
年
間
管
理
の
庭
師
の
主
た
る
作
業
以
外
に
平
行
し
て
な
ん
で
す
け

ど
も
、
お
客
様
が
た
と
え
ば
二
十
名
と
か
団
体
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
場
合
は
基

本
的
に
は
、
お
客
様
案
内
は
、
管
理
人
さ
ん
が
さ
れ
る
ん
で
す
け
ど
も
、
人
数

が
多
す
ぎ
て
人
数
を
分
け
て
で
す
ね
、
建
物
と
庭
園
っ
て
い
う
か
た
ち
で
分
け

ら
れ
た
場
合
に
、
庭
園
の
ご
案
内
を
わ
れ
わ
れ
が
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
よ

う
な
体
制
に
な
っ
て
お
り
」、
そ
の
時
は
Ｍ
氏
ら
が
現
場
作
業
か
ら
離
れ
、
そ

の
案
内
の
ほ
う
に
回
る
こ
と
に
な
る
。
Ｌ
氏
に
よ
る
と
、
こ
の
体
制
は
「
や
っ

ぱ
り
別
荘
特
有
の
も
の
で
す
か
ね
。
そ
こ
で
所
有
者
さ
ん
が
お
ら
れ
て
、
所
有

者
さ
ん
が
ゲ
ス
ト
を
迎
え
る
と
い
う
時
に
、
ま
あ
こ
れ
は
決
し
て
新
し
い
こ
と

じ
ゃ
な
く
て
本
当
に
伝
統
的
に
ね
、
そ
う
い
う
こ
う
昔
な
が
ら
の
旦
那
さ
ん
の

思
い
と
、
そ
の
思
い
に
応
え
よ
う
と
す
る
庭
師
の
心
意
気
み
た
い
な
の
の
現
代

版
」
で
あ
る
と
い
う
。
Ｍ
氏
は
、
そ
れ
が
「
明
ら
か
に
他
の
現
場
と
は
異
な
る

内
容
で
す
ね
。
こ
れ
が
一
番
大
き
い
」
と
考
え
て
い
る
。
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第
２
項　

共
通
事
項
と
部
分
的
共
通
事
項

　

こ
れ
ま
で
記
述
し
て
き
た
聞
き
取
り
調
査
の
要
約
と
分
析
の
結
果
に
も
と
づ

い
て
、
前
述
し
た
三
つ
の
職
人
集
団
の
聞
き
取
り
内
容
に
お
け
る
共
通
事
項
を

提
示
す
る
。
ま
ず
共
通
事
項
は
、
以
下
の
四
点
で
あ
る
。

　

所
有
者
の
要
求
へ
の
対
応
と
し
て
、
各
庭
師
集
団
は
、
時
節
ご
と
の
植
栽
樹

木
や
地
被
植
物
の
生
理
現
象
を
見
据
え
な
が
ら
、
施
主
の
要
求
に
応
え
て
い

た
。
施
主
の
要
求
は
、
庭
師
集
団
が
同
一
の
庭
で
く
り
返
し
作
業
を
行
う
こ
と

に
よ
っ
て
あ
る
程
度
は
事
前
に
把
握
で
き
て
い
る
た
め
、
逐
次
指
示
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
各
庭
に
お
け
る
年
中
行
事
あ
る
い
は
恒
例

行
事
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
所
有
者
か
ら
庭
師
集
団
へ
の
行
事
や
来
客

の
伝
達
の
仕
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
者
の
体
制
に
即
し
て
お
り
、
庭
師
ら
が

所
有
者
の
来
客
対
応
の
補
助
を
す
る
場
合
も
あ
っ
た
。

　

時
節
の
認
識
は
、
各
庭
師
集
団
に
お
い
て
一
年
間
の
作
業
は
三
、四
月
に
は

じ
ま
り
、
冬
期
に
ひ
と
段
落
す
る
と
い
う
サ
イ
ク
ル
で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ｃ
庭

園
に
つ
い
て
Ｇ
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
「
庭
は
生
き
て
い
る
」
こ
と
の
証
左
で
あ

り
、
作
業
体
制
は
松
・
芝
生
と
い
っ
た
植
栽
樹
木
や
地
被
植
物
の
活
動
が
活
発

化
す
る
時
期
と
同
調
し
て
い
た
。
時
節
の
認
識
は
、
植
物
全
般
の
芽
吹
き
、
花

が
咲
い
て
散
る
時
期
、
枝
葉
や
芝
生
な
ど
の
伸
長
の
時
期
、
さ
ら
に
は
害
虫
が

発
生
し
薬
剤
散
布
が
必
要
と
な
る
時
期
な
ど
と
、
寺
院
で
あ
れ
ば
〝
開
山
忌
〟

と
い
っ
た
宗
教
行
事
、
別
荘
で
あ
れ
ば
来
客
の
都
合
が
指
標
と
さ
れ
て
い
た
。

　

維
持
管
理
作
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
三
名
か
ら
五
名
程
度
の
庭
師
の
小

集
団
が
形
成
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
小
集
団
の
人
数
は
、作
業
内
容
や
繁
忙
時
期
、

人
員
が
余
剰
す
る
時
期
な
ど
に
応
じ
て
加
減
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
小
集
団
内
に

は
、
主
任
と
い
え
る
特
定
の
人
物
が
お
り
、
特
定
の
庭
全
体
の
仕
事
内
容
を
把

握
し
、
統
括
し
て
い
た
。
所
有
者
の
要
望
は
、
主
任
あ
る
い
は
そ
れ
に
準
ず
る

立
場
の
者
が
取
り
次
い
で
い
た
。
ま
た
各
庭
に
お
け
る
軽
作
業
は
、
庭
師
以
外

の
人
々
が
担
う
場
合
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
職
人
集
団
が
各
庭
に
費
や
す
労
務
量

と
仕
事
の
質
は
、
各
所
の
事
情
に
応
じ
て
異
な
っ
て
い
た
。

　

現
場
ご
と
の
約
束
事
と
し
て
は
、
た
と
え
ば
ａ
庭
園
に
お
け
る
維
持
管
理
の

基
本
的
事
項
と
し
て
、
ｃ
氏
は
、
樹
木
の
健
康
状
態
の
管
理
と
来
訪
者
の
安
全

確
保
を
あ
げ
た
。
ま
た
ａ
庭
園
は
、回
遊
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
で
、

場
所
ご
と
で
手
入
れ
に
強
弱
が
つ
け
ら
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
、
中
庭
・
山
裾
な

ど
場
所
に
よ
っ
て
手
入
れ
の
仕
方
に
変
化
を
つ
け
る
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
意

味
し
た
。
ま
た
ｄ
庭
園
の
Ｍ
氏
が
述
べ
た
よ
う
に
、
庭
内
に
は
「
た
と
え
ば
、

水
の
取
水
の
管
理
で
す
と
か
や
は
り
入
っ
て
い
る
者
じ
ゃ
な
い
と
分
か
ら
な
い

こ
と
が
た
く
さ
ん
」
あ
る
。
こ
れ
は
、
給
排
水
の
経
路
や
止
水
栓
、
池
の
水
抜

き
栓
な
ど
、
庭
内
に
分
散
配
置
さ
れ
た
数
多
く
の
機
能
を
把
握
し
て
お
く
必
要

性
を
伝
え
て
い
た
。

　

次
に
、
二
つ
の
職
人
集
団
に
み
ら
れ
た
共
通
事
項
を
二
点
提
示
し
た
い
。

　

庭
の
維
持
管
理
は
、特
定
の
庭
の
区
画
に
限
定
さ
れ
な
い
作
業
範
囲
が
あ
る
。

た
と
え
ば
花
豊
造
園
は
、
ｃ
庭
園
が
包
含
さ
れ
る
ｂ
寺
の
境
内
全
域
、
さ
ら
に

は
境
外
の
植
栽
の
維
持
管
理
ま
で
も
請
け
負
っ
て
い
る
た
め
、
ｃ
庭
園
は
寺
院

全
体
の
一
部
と
し
て
意
識
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
樋
口
造
園
は
、
ａ
庭
園
に
お
け

る
柵
な
ど
の
〝
竹
カ
エ
〟
に
用
い
る
竹
や
寺
院
の
建
物
の
「
お
正
月
飾
り
」
に

用
い
る
植
物
を
、
境
内
か
ら
調
達
し
て
い
た
。
こ
の
「
竹
替
え
」
の
作
業
は
、

竹
や
ぶ
の
管
理
作
業
も
兼
ね
て
い
た
。

　

ｃ
庭
園
に
お
け
る
Ｇ
氏
は
、
職
人
が
変
わ
る
と
庭
の
様
相
が
変
わ
り
、
時
が

経
過
す
る
に
つ
い
て
各
職
人
の
〝
我
〟
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
と
述
べ
、
庭

だ
け
で
は
な
く
対
人
関
係
に
お
け
る
調
整
の
必
要
性
を
指
摘
し
た
。
そ
れ
は
、

ａ
庭
園
に
お
け
る
Ａ
氏
が
述
べ
た
「
み
ん
な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
こ
と
と
も
関



連
し
て
い
る
。
ａ
庭
園
に
お
け
る
Ａ
氏
が
Ｆ
氏
を
通
し
て
述
べ
た
よ
う
に
「
み

ん
な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
こ
と
は
、
あ
ら
ゆ
る
庭
師
集
団
で
実
現
さ
れ
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
聞
き
取
り
調
査
の
協
力
者
の
構
成
を
み
て
、
そ
の

経
歴
が
多
様
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
示
唆
さ
れ
る
。

　

Ａ
氏
が
「
み
ん
な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
こ
と
を
「
当
た
り
前
と
思
っ
て
い
た
」

の
は
、
集
団
内
で
「
み
ん
な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
こ
と
が
習
慣
化
し
、
意
志
が

統
一
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
庭
の
維
持
管
理
に
お
い
て
目
指
さ
れ
る
こ

と
は
、
所
有
者
側
の
要
請
を
実
現
す
る
こ
と
と
調
和
の
と
れ
た
庭
の
実
現
の
両

立
で
あ
っ
た
。
庭
師
集
団
に
お
い
て
〝
主
任
〟
は
所
有
者
と
の
連
絡
の
窓
口
や

進
行
管
理
を
行
っ
て
お
り
、
庭
を
「
み
ん
な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
よ
う
な
仕
上

げ
に
導
く
の
は
元
来
〝
番
頭
〟
の
役
割
で
あ
っ
た
。
庭
師
集
団
に
お
け
る
維
持

管
理
の
実
施
体
制
は
、
ほ
ぼ
〝
経
営
者
〟
と
〝
主
任
、
従
業
員
〟
の
関
係
に
移

行
し
つ
つ
あ
る
が
、
か
つ
て
は
〝
親
方
〟
と
〝
番
頭
、
職
人
〟
の
関
係
で
あ
り
、

経
営
と
庭
仕
事
は
峻
別
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

　

維
持
管
理
は
、
立
場
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
〝
主
任
〟
と
〝
番
頭
〟
と
い
う
一

個
人
の
志
向
を
、
集
団
内
で
実
現
し
よ
う
と
す
る
意
識
に
も
と
づ
い
て
い
た
。

「
み
ん
な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
こ
と
は
、〝
主
任
の
引
き
継
ぎ
〟
と
も
関
連
し
て

い
る
。
ｃ
庭
園
に
お
い
て
Ｊ
氏
か
ら
Ｇ
氏
へ
主
任
が
引
き
継
が
れ
た
時
、
Ｇ
氏

は
ｃ
庭
園
の
維
持
管
理
を
主
体
的
に
は
行
っ
て
い
な
か
っ
た
。
特
定
の
庭
に
対

す
る
経
験
が
薄
い
Ｇ
氏
へ
主
任
が
引
き
継
が
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
主
任
に
求

め
ら
れ
て
い
る
資
質
の
判
断
基
準
は
、
単
に
特
定
の
庭
に
お
け
る
経
験
の
長
さ

で
は
な
く
、
前
任
者
と
の
作
業
を
通
じ
た
付
き
合
い
の
長
さ
と
信
頼
関
係
で

あ
っ
た
。

第
３
項　

恒
常
維
持
管
理
の
本
質
の
解
明

　

庭
師
集
団
は
、
維
持
管
理
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
集
団
形
態
を
構
築
し
て

い
る
。
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
庭
の
維
持
管
理
は
習
慣
化
し
て
お
り
、
年
間
の
時

季
に
応
じ
て
作
業
の
山
場
と
谷
間
の
時
期
が
把
握
さ
れ
て
い
る
。庭
師
集
団
は
、

所
有
者
の
幅
広
い
所
有
地
に
お
け
る
植
栽
の
維
持
管
理
を
担
っ
て
い
る
場
合
が

あ
り
、
数
多
く
の
人
員
が
同
時
期
に
必
要
と
な
る
場
合
が
あ
る
一
方
で
、
植
物

の
成
長
が
休
止
す
る
冬
期
か
ら
春
期
初
頭
に
か
け
て
は
人
員
余
剰
が
生
じ
る
。

そ
れ
ゆ
え
庭
師
集
団
は
、
仕
事
を
進
め
る
上
で
小
回
り
の
効
く
小
集
団
あ
る
い

は
そ
の
総
合
体
（
会
社
・
店
）
と
い
う
形
態
を
と
る
。

　

普
段
の
作
業
は
、
特
定
の
庭
の
維
持
管
理
を
熟
知
し
た
小
集
団
で
行
わ
れ
、

繁
忙
期
に
は
他
の
小
集
団
と
協
力
し
て
増
員
が
な
さ
れ
る
。
つ
ま
り
庭
師
集
団

の
形
態
は
、
時
候
と
所
有
者
か
ら
の
要
請
に
合
わ
せ
て
濃
淡
、
強
弱
を
つ
け
ら

れ
る
よ
う
可
変
性
を
も
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
急
場
し
の
ぎ
で
は
な
く
恒
常
的
な

合
理
性
を
有
し
て
い
る
。

　

庭
師
集
団
の
庭
に
対
す
る
配
慮
と
そ
の
集
団
内
で
手
が
揃
え
ら
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
庭
に
〝
調
和
〟
が
生
ま
れ
る
。
複
数
人
数
で
行
わ
れ
る
「
み

ん
な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
こ
と
は
、
現
象
学
的
に
い
う
と
〝
間
主
観
的

（intersubjectivité

）〟
な
行
為
と
い
え
る
。
庭
師
の
保
存
管
理
に
お
け
る
手

や
身
体
の
動
き
は
個
々
人
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
お
り
、
個
々
の
庭
師
が
そ
れ
ぞ

れ
の
主
観
に
よ
っ
て
作
業
を
す
れ
ば
、
庭
は
ひ
ど
く
〝
調
和
〟
に
欠
け
た
も
の

に
な
る
。
換
言
す
る
と
庭
は
、「
み
ん
な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て

〝
調
和
〟
が
も
た
ら
さ
れ
、
庭
に
他
の
場
所
と
は
違
う
特
質
を
与
え
る
。「
み
ん

な
手
が
一
緒
」
で
あ
る
こ
と
は
、
庭
の
維
持
管
理
の
本
質
的
な
意
味
を
示
し
て

い
る
。
最
初
は
個
々
の
庭
師
の
動
作
が
バ
ラ
バ
ラ
で
あ
っ
て
も
、
主
任
あ
る
い

は
番
頭
の
態
度
や
振
る
舞
い
を
通
じ
て
庭
師
集
団
の
意
志
が
統
合
さ
れ
、
さ
ら

に
集
団
内
の
〝
間
身
体
性
（intercorporéité

）〟
が
成
熟
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
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維
持
管
理
に
一
貫
性
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
の
立
場
が
重
要
で
あ
る
か
ら
こ
そ

番
頭
の
交
代
は
、
信
託
を
も
っ
て
行
わ
れ
る
。

　

庭
を
維
持
管
理
す
る
上
で
は
、
樹
木
の
健
康
状
態
の
管
理
や
参
拝
者
の
安
全

確
保
、
場
所
に
よ
る
手
入
れ
の
仕
方
の
違
い
、
各
庭
に
お
け
る
機
能
の
把
握
な

ど
の
約
束
事
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
約
束
事
は
、
目
に
見
え
る
も
の
で
は
な
く
、

庭
師
集
団
内
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
振
る
舞
い
や
対
話
に
よ
っ
て
継
承
さ
れ

る
。約
束
事
が
継
承
さ
れ
な
け
れ
ば
庭
が
機
能
不
全
に
陥
る
と
い
う
意
味
で
は
、

所
有
者
が
庭
師
集
団
に
維
持
管
理
を
委
託
し
て
い
る
か
ぎ
り
に
お
い
て
、
庭
師

集
団
と
庭
は
分
か
ち
難
い
一
体
の
関
係
に
あ
る
と
い
え
る
。

　

庭
師
集
団
は
、
庭
の
維
持
管
理
を
通
し
て
、
植
物
と
人
間
と
の
環
境
世
界 

に
よ
る
絡
み
合
い
の
辻
褄
合
わ
せ
を
し
て
い
る
。
Ｃ
庭
園
の
Ｇ
氏
が
い
う
「
先

人
の
意
向
」
と
〝
荒
廃
―
自
然
〟
の
構
図
に
は
、
庭
師
に
お
け
る
意
識
の
二
面

性
が
現
れ
て
い
る
。「
先
人
の
意
向
」
と
は
、
庭
に
関
わ
っ
た
先
人
の
要
望
や

関
心
で
あ
り
、
現
世
に
生
き
る
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
文
化
的
な
歴
史

で
あ
る
。
ｃ
庭
園
に
お
い
て
Ｇ
氏
は
、
絵
図
や
現
状
の
地
割
を
た
よ
り
に
そ
の

意
向
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
を
想
像
し
、そ
の
「
先
人
の
意
向
」
に
沿
っ

た
維
持
管
理
を
目
指
し
て
い
た
。〝
荒
廃
―
自
然
〟
は
、
先
人
に
よ
っ
て
築
造

さ
れ
た
庭
が
、
植
物
の
生
長
等
に
よ
っ
て
、
自
然
に
戻
る
（
帰
る
）
と
い
う
現

象
に
言
及
し
て
お
り
、
そ
の
進
行
を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
人
為
の
関
与
す
な

わ
ち
恒
常
的
な
維
持
管
理
が
必
要
と
さ
れ
る
。
わ
れ
わ
れ
と
植
物
は
、
同
一
の

地
平
に
生
き
る
関
係
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
が
過
ご
す
環
境
世
界
（
４
）
は

相
違
し
て
い
る
。
わ
れ
わ
れ
と
植
物
は
共
存
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
過
ご

す
時
間
は
互
い
に
干
渉
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
別
次
元
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
が

庭
の
世
界
と
い
っ
た
場
合
の
世
界
は
、
人
間
の
環
境
世
界
と
植
物
の
環
境
世
界

に
よ
る
重
層
的
な
世
界
で
あ
る
。
い
わ
ば
庭
師
集
団
は
、
前
節
で
述
べ
た
よ
う

に
生
命
と
精
神
の
秩
序
の
両
立
を
目
指
し
て
い
る
だ
け
で
は
な
く
、
絡
み
合
っ

て
い
る
二
つ
の
環
境
世
界
の
〝
相
互
作
用
（interaction

）〟
の
中
間
点
に
立

脚
し
、
庭
の
恒
常
維
持
管
理
を
通
し
て
双
方
を
仲
裁
し
て
い
る
。

第
２
節　

補
注

（
１
）�

斎
藤
勝
雄
：
斎
藤
勝
雄
作
庭
技
法
集
成　

第
５
巻　

日
本
庭
園
の
手
入

れ
方
：
河
出
書
房
新
社
：
１
９
７
７

（
２
）
第
２
章
第
１
項
参
照

（
３
）
第
２
章
第
３
項
参
照

（
４
）�

ヤ
ー
コ
プ
・
フ
ォ
ン
・
ユ
ク
ス
キ
ュ
ル
、
ゲ
オ
ル
ク
・
ク
リ
サ
ー

ト
：
日
高
敏
隆
、
野
田
保
之
訳
：
生
物
か
ら
見
た
世
界
：
思
索
社
：

１
９
７
３
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第
３
節　

庭
仕
事
の
呼
称
の
相
違
と
実
態
に
み
る
庭
師
の
庭
仕
事
へ
の
意
志

第
１
項　

技
官
と
庭
師
に
お
け
る
〝
ス
カ
シ
〟
と
い
う
呼
称
に
対
す
る
意
識

　

京
都
市
を
中
心
と
す
る
地
域
で
は
、
庭
仕
事
に
関
し
て
〝
御
所
ス
カ
シ
、
寺

ス
カ
シ
、
町
家
ス
カ
シ
〟（
以
下
、
総
称
し
て
〝
ス
カ
シ
〟
と
す
る
）
と
い
う

呼
称
が
用
い
ら
れ
て
き
た
（
１
）。
こ
の
〝
ス
カ
シ
〟
に
つ
い
て
の
呼
称
の
相
違

は
、
土
地
の
違
い
に
よ
っ
て
庭
仕
事
の
差
異
を
示
唆
す
る
が
、
そ
の
内
情
は
検

証
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
京
都
御
所
等
（
２
）、
寺
院
、
町
家
で
庭
仕

事
に
従
事
す
る
技
官
・
庭
師
（
３
）
と
対
面
し
、〝
ス
カ
シ
〟
と
い
う
呼
称
に
対

す
る
各
自
の
考
え
方
に
つ
い
て
聞
き
取
り
調
査
を
行
っ
た（
表
１
）。本
節
で
は
、

そ
の
結
果
に
も
と
づ
き
、
宮
内
庁
の
技
官
と
庭
師
に
お
け
る
そ
の
呼
称
に
対
す

る
意
識
に
つ
い
て
の
解
明
を
試
み
る
。
ま
ず
は
聞
き
取
り
結
果
の
概
要
を
示
す

と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

庭
師
ら
は
、
日
常
的
に
多
種
多
様
な
庭
の
庭
仕
事
に
従
事
し
て
い
た
。
京
都

御
所
等
、
寺
院
、
町
家
で
行
わ
れ
る
庭
仕
事
は
、
す
べ
て
共
通
の
考
え
方
に
も

と
づ
い
て
い
た
。〝
ス
カ
シ
〟
に
対
す
る
庭
師
ら
の
意
識
は
、
各
自
が
従
事
す

る
庭
が
基
準
と
な
る
た
め
、
ば
ら
つ
き
が
み
ら
れ
た
。

　

庭
師
の
多
く
は
、
主
に
町
家
で
の
庭
仕
事
を
行
っ
て
お
り
、
現
場
各
所
の
要

請
に
応
え
る
こ
と
を
主
旨
に
し
て
い
た
。
庭
仕
事
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庭
に
お
け

る
敷
地
規
模
、
予
算
、
時
期
、
所
有
者
の
動
機
、
し
き
た
り
な
ど
に
応
じ
て
異

な
っ
て
い
た
。
毎
年
庭
仕
事
が
実
施
さ
れ
る
所
で
も
、
気
候
や
所
有
者
の
要
請

に
よ
っ
て
作
業
内
容
は
毎
年
変
化
す
る
と
い
う
。
つ
ま
り
庭
仕
事
は
、
状
況
に

応
じ
て
臨
機
応
変
に
行
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
各
庭
師
の
恣
意
性
に
も
と
づ
い
て

い
る
の
で
は
な
か
っ
た
。
庭
仕
事
に
お
い
て
柔
軟
な
姿
勢
を
と
る
庭
師
に
と
っ

て
、
そ
の
仕
事
内
容
は
、
御
所
用
や
寺
用
、
町
家
用
な
ど
と
区
別
さ
れ
て
い
る

わ
け
で
は
な
く
、
各
土
地
に
お
け
る
要
講
の
違
い
が
反
映
さ
れ
て
い
た
。

　

京
都
の
市
街
地
に
広
大
な
敷
地
を
構
え
る
京
都
御
苑
（
京
都
市
上
京
区
）
の

認
知
度
に
対
し
て
、
そ
の
区
画
内
に
所
在
す
る
京
都
御
所
と
大
宮
・
仙
洞
御

所
は
、
一
般
の
通
行
人
の
目
に
触
れ
る
機
会
は
少
な
い
と
い
う
（
４
）。
そ
れ
は
、

桂
離
宮
と
修
学
院
離
宮
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
っ
た
。
京
都
御
所
等
の
庭
仕
事

に
従
事
し
な
い
職
人
に
と
っ
て
は
、
京
都
御
苑
の
周
囲
に
植
栽
さ
れ
た
ウ
バ
メ

ガ
シ
の
生
垣
や
、
外
周
道
路
か
ら
視
界
に
入
る
マ
ツ
の
高
木
の
庭
仕
事
が
〝
御

所
ス
カ
シ
〟
と
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
。

　

技
官
は
、
伝
統
あ
る
御
所
・
離
宮
の
庭
に
常
駐
し
、
そ
の
状
態
を
持
続
さ
せ

る
職
務
に
あ
っ
た
。
庭
仕
事
に
対
し
て
か
れ
ら
は
、
自
ら
作
業
に
従
事
す
る
直

接
的
な
姿
勢
と
庭
仕
事
を
委
託
す
る
庭
師
集
団
に
対
し
て
作
業
内
容
を
指
示
す

る
と
い
っ
た
間
接
的
な
姿
勢
が
あ
っ
た
。
多
く
の
一
般
参
観
者
の
目
に
触
れ

る
京
都
御
所
等
の
庭
で
は
、
急
な
状
態
変
化
は
避
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
た

め
、
広
大
な
敷
地
に
お
け
る
庭
仕
事
は
各
所
で
重
点
の
置
き
所
が
変
え
ら
れ
て

い
た
。
ま
た
庭
仕
事
の
実
践
に
当
た
っ
て
は
、
多
か
れ
少
な
か
れ
各
技
官
の
意

志
が
反
映
さ
れ
る
た
め
、
方
法
等
に
つ
い
て
の
共
通
の
理
解
が
必
要
と
さ
れ
て

お
り
、
技
官
の
間
で
は
、
伝
統
に
も
と
づ
い
た
庭
仕
事
の
仕
方
や
考
え
方
を
共

有
す
る
た
め
の
努
力
が
払
わ
れ
て
い
た
。
た
と
え
ば
機
会
が
あ
る
ご
と
に
そ
れ

ぞ
れ
が
受
け
も
つ
庭
を
互
い
に
訪
ね
て
、
意
見
交
換
な
ど
が
行
わ
れ
る
場
合
が

あ
っ
た
。

第
２
項　

庭
師
と
技
官
に
お
け
る
植
栽
樹
木
へ
の
意
識

　

庭
師
と
技
官
の
立
場
は
異
な
る
が
、
庭
仕
事
に
対
す
る
考
え
方
は
ほ
ぼ
共
通

し
て
い
た
。
そ
の
共
通
点
は
、
季
節
、
場
所
の
特
性
、
周
辺
と
の
関
係
、
樹
種
、

樹
木
ご
と
の
個
性
や
健
康
状
態
な
ど
様
々
な
要
因
を
踏
ま
え
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
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職種 元技官 宮内庁京都事務所に勤務する内閣府技官 庭　　師
（調査当時） 町家・御所等
調査対象者略名 ア氏 イ氏 ウ氏 エ氏 A氏
調査年月日 2001.9.14 2001.10.12 2001.10.10 2001.10.26 2001.11.2
年齢（歳） 60代 55 53
性別 男性 男性 男性 男性 男性
出身地 京都市左京区 京都市右京区 京都市 熊本県 京都市左京区
恒常維持管理を始めた年

齢（歳）

― 18 19 18 28

経験年数（年） ― 37 29 16 25
手入れを行う主な場所 京都市内 京都市内 京都市内 京都市内 京都市内
これまで恒常維持管理を

行った主な場所

御所・離宮 御所・離宮 御所・離宮 御所・離宮 御所・離宮，町家，

御苑等

職種 庭　　師
（調査当時） 町家・御所等 町家・京都御苑 町家・寺院
調査対象者略名 B氏 C氏 D氏 E氏 F氏
調査年月日 2001.10.5 2001.10.12 2001.10.20 2001.10.23 2001.11.2
年齢（歳） 47 39 33 23 63
性別 男性 男性 男性 男性 男性
出身地 東京都 大阪府高槻市 京都市左京区 京都府亀岡市 京都市伏見区
恒常維持管理を始めた年

齢（歳）

21 20 20 18 17

経験年数（年） 26 19 23 5 46
手入れを行う主な場所 京都市内 京都市内 京都市内 京都市内 京都市伏見区
これまで恒常維持管理を

行った主な場所

御所・離宮，町家等 御所・離宮，寺院，

町家等

御所・離宮，寺院，

公共地等

御所・離宮，寺院，

公共地等

町家，寺社等

職種 庭　　師
（調査当時） 町家・寺院 町家・露地 町家・別荘
調査対象者略名 G氏 H氏 I 氏 J 氏 K氏
調査年月日 2001.10.30 2001.11.3 2001.11.3 2001.11.3 2001.10.6
年齢（歳） 60 27 24 49 43
性別 男性 女性 男性 男性 男性
出身地 京都府長岡京市 兵庫県 兵庫県 鹿児島県 京都市中京区
恒常維持管理を始めた年

齢（歳）

18 22 18 23 21

経験年数（年） 42 5 6 26 22
手入れを行う主な場所 京都府長岡京市 京都市内 京都市内 京都市内 京都市（左京・中

京区ほか）
これまで恒常維持管理を

行った主な場所

町家，寺社等 町家・寺院・街路

樹

町家・寺院・公共

地等

町家，露地，公共

地等

町家，別荘等

職種 庭　　師
（調査当時） 町家・別荘 町家
調査対象者略名 L氏 M氏 N氏 O氏 P氏
調査年月日 2001.10.4 2001.10.31 2001.10.13 2001.10.9 2001.10.2
年齢（歳） 38 64 50 代 33 31
性別 男性 男性 男性 男性 男性
出身地 宮城県 京都市西京区 ― 京都市中京区 京都市北区
恒常維持管理を始めた年

齢（歳）

25 18 ― 20 22

経験年数（年） 13 46 ― 13 9
手入れを行う主な場所 京都市内（左京区ほ

か）

京都市内（西京区・

北区ほか）

京都市内 京都市内 京都市内（北区・

左京区ほか）
これまで恒常維持管理を

行った主な場所

町家，別荘等 御所・離宮，町家

等

町家等 町家，企業の外構

等

町家，企業や学校

の外構等

［表１］聞き取り対象者の概要　
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植
栽
樹
木
に
対
す
る
仕
事
に
は
、
樹
冠
内
の
陽
当
た
り
を
良
く
し
、
風
通
し

を
良
く
す
る
こ
と
で
枝
葉
の
健
康
な
伸
張
を
促
す
と
と
も
に
、
植
栽
樹
木
を
病

害
虫
の
被
害
か
ら
守
る
意
志
が
み
ら
れ
た
。
植
栽
樹
木
は
、
樹
頂
ほ
ど
枝
葉
の

伸
長
が
著
し
く
枝
葉
が
密
生
す
る
傾
向
が
あ
り
、
頂
部
の
枝
葉
が
密
生
す
る
と

内
部
に
陽
光
が
射
し
込
ま
な
く
な
る
。そ
の
結
果
と
し
て
植
栽
樹
木
の
枝
葉
は
、

樹
幹
に
近
傍
す
る
枝
（
フ
ト
コ
ロ
枝
）
が
枯
死
し
先
端
だ
け
が
残
る
と
い
う
不

健
全
な
状
態
と
な
る
。
そ
こ
で
庭
師
と
技
官
ら
は
、
樹
幹
に
近
傍
す
る
枝
葉
の

生
長
促
進
を
意
識
し
て
、
樹
頂
の
枝
葉
の
濃
度
を
薄
く
し
て
樹
冠
の
内
側
へ
の

射
光
を
促
す
と
い
う
。

　

か
れ
ら
は
、相
対
的
に
陽
当
た
り
が
悪
い
植
栽
樹
木
の
下
方
の
枝
葉
（
下
枝
）

の
濃
度
を
濃
く
仕
立
て
る
こ
と
を
意
識
し
て
い
た
。
そ
の
仕
立
て
作
業
は
、
結

果
的
に
庭
の
来
訪
者
が
植
栽
樹
木
を
見
上
げ
た
際
、
樹
頂
の
枝
葉
の
濃
度
が
濃

く
て
重
い
印
象
を
与
え
る
こ
と
を
緩
和
さ
せ
る
こ
と
も
意
識
さ
れ
て
い
た
。
庭

の
来
訪
者
へ
の
配
慮
と
し
て
は
、
樹
冠
が
見
た
目
に
柔
ら
か
い
印
象
に
な
る
よ

う
、
枝
先
の
枝
葉
の
濃
度
が
薄
く
、
樹
幹
に
近
傍
す
る
枝
葉
を
濃
く
仕
立
て
ら

れ
る
と
い
う
。

　

全
般
的
に
植
栽
樹
木
の
手
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
枝
葉
の
伸
張
状
態
が
自
然

な
状
態
に
あ
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
に
は
、
自
然
に
伸
張
し

た
枝
葉
を
鋏
で
切
る
こ
と
が
極
力
避
け
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
か
ぎ
ら
れ
た
敷

地
に
数
多
く
の
樹
木
が
植
栽
さ
れ
た
庭
で
は
、
そ
の
規
模
に
か
か
わ
ら
ず
樹
木

同
士
が
接
触
し
な
い
よ
う
樹
冠
を
一
定
の
範
囲
に
収
め
る
必
要
が
あ
り
、
樹
冠

の
外
側
か
ら
枝
葉
を
切
り
詰
め
る
ほ
か
な
い
。
つ
ま
り
枝
葉
の
伸
張
状
態
が
自

然
な
状
態
を
保
つ
こ
と
と
、
樹
冠
を
一
定
の
範
囲
に
収
め
る
こ
と
は
、
そ
も
そ

も
両
立
し
難
い
出
来
事
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
一
部
の
庭
師
と
技
官
ら
は
、〝
樹

枝
ノ
サ
シ
カ
エ
〟
と
い
う
考
え
方
に
よ
っ
て
、
そ
の
矛
盾
し
た
要
請
の
解
消
を

図
っ
て
い
た
。

　

こ
の
樹
枝
の
差
し
替
え
が
最
も
効
果
を
発
揮
す
る
の
は
、
松
を
対
象
と
す
る

場
合
で
あ
る
と
い
う
。
通
常
、
松
の
樹
枝
は
そ
の
性
質
と
し
て
切
り
口
、
枝
の

中
間
か
ら
萌
芽
し
な
い
。
ア
ラ
カ
シ
や
ウ
バ
メ
ガ
シ
の
よ
う
に
、
樹
勢
が
旺
盛

で
あ
れ
ば
枝
や
幹
か
ら
い
く
ら
で
も
萌
芽
す
る
樹
種
で
あ
れ
ば
、
大
胆
に
枝
を

切
り
縮
め
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
が
、
枝
先
し
か
萌
芽
し
な
い
松
の
枝
葉
の
切

り
縮
め
は
慎
重
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
、新
芽
を
摘
む
こ
と（
芽

ツ
ミ
、
ミ
ド
リ
ツ
ミ
）
に
よ
っ
て
枝
の
伸
張
距
離
を
縮
め
、
古
葉
を
む
し
る
こ

と
（
葉
ム
シ
リ
、モ
ミ
ア
ゲ
）
に
よ
り
新
し
い
葉
芽
の
生
育
が
促
す
こ
と
に
よ
っ

て
、
樹
冠
の
拡
幅
に
一
定
の
抑
制
が
図
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
れ
ら
の
作
業
に
よ
っ
て
も
、
経
年
に
よ
っ
て
枝
葉
が
設
定
さ
れ
た
領
域
の

限
界
は
い
ず
れ
越
え
出
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
、
樹
幹
に
近
傍
す
る
枝
の
節

を
あ
ら
か
じ
め
複
数
育
て
て
お
い
た
う
え
で
、
設
定
さ
れ
た
領
域
を
越
え
出
た

樹
枝
が
節
ご
と
切
除
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
然
な
伸
び
を
し
た
後
継
の
節

に
入
れ
替
わ
り
、
結
果
的
に
樹
冠
の
拡
幅
を
抑
制
で
き
る
と
い
う
。
何
年
後
か

に
行
わ
れ
る
樹
枝
の
差
し
替
え
を
念
頭
に
置
い
て
、
樹
幹
に
近
傍
す
る
枝
（
ふ

と
こ
ろ
枝
）
の
節
を
複
数
育
て
て
お
く
た
め
に
は
、
毎
年
枝
葉
の
生
長
状
況
を

配
慮
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

植
栽
樹
木
の
手
入
れ
に
お
い
て
庭
師
ら
は
、
樹
齢
に
意
識
を
示
し
て
い
た
。

た
と
え
ば
樹
齢
の
若
い
樹
木
ほ
ど
、
枝
葉
を
強
く
切
除
す
れ
ば
そ
の
後
に
反
動

で
強
く
伸
張
し
、
容
姿
が
崩
れ
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、
極
力
大
き
な
負
荷
は
避

け
た
ほ
う
が
良
い
と
い
う
。
関
連
し
て
植
栽
樹
木
の
伸
長
具
合
（
枝
振
り
）
は
、

手
入
れ
が
継
続
さ
れ
て
い
る
ほ
ど
自
然
（
素
直
）
に
な
り
、
枝
先
か
ら
逆
向
き

に
伸
び
る
枝
（
戻
り
枝
）
や
枝
の
交
差
（
絡
み
枝
）
が
生
じ
に
く
い
と
い
う
。

ま
た
毎
年
の
よ
う
に
庭
仕
事
を
す
る
人
が
入
れ
替
わ
れ
ば
、
植
栽
樹
木
の
生
長
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状
況
の
把
握
や
枝
葉
の
差
し
替
え
の
準
備
、
樹
齢
の
把
握
な
ど
に
そ
の
都
度
時

間
が
費
や
さ
れ
る
た
め
、
維
持
管
理
の
効
率
が
落
ち
る
と
い
う
。

　

庭
師
ら
の
な
か
で
は
、
樹
枝
の
切
除
に
当
た
っ
て
は
、
樹
幹
に
近
い
側
の
枝

の
節
の
分
岐
点
か
葉
芽
が
生
い
て
い
る
箇
所
で
切
除
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て

い
る
場
合
が
あ
っ
た
。
言
い
換
え
る
と
そ
れ
は
、
樹
枝
の
中
途
で
切
除
し
な
い

と
い
う
意
味
で
あ
る
。
樹
枝
が
中
途
で
切
断
さ
れ
る
と
、
次
に
新
芽
が
吹
か
な

け
れ
ば
枝
先
が
枯
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
切
り
口
が
樹
皮
で
完
全
に
巻
き
込
ま

れ
な
い
こ
と
で
瘤
や
突
起
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
、
植
栽
樹

木
の
見
姿
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
は
な
く
、
庭
師
や
技
官
の
作
業
者
に
お
い
て

怪
我
や
事
故
の
原
因
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
で
き
る
だ
け
樹
枝
を
中
途

で
切
断
し
な
い
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
植
栽
樹
木
の
手
入
れ
は
、
庭
の
所
有
者
や
来
訪
者
に
と
っ
て
の
意
識

や
遠
近
関
係
に
応
じ
て
変
化
を
つ
け
よ
う
意
識
さ
れ
て
い
た
。
庭
の
所
有
者
や

来
訪
者
の
目
に
触
れ
や
す
い
近
傍
ほ
ど
細
か
い
作
業
が
行
わ
れ
、
遠
方
は
全
体

の
調
子
を
整
え
る
こ
と
に
重
点
が
置
か
れ
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
て
い
た
。
こ
う

し
た
庭
の
所
有
者
ら
の
視
座
の
遠
近
に
対
す
る
配
慮
は
、
植
栽
樹
木
の
庭
内
に

お
け
る
主
役
・
脇
役
の
区
別
と
も
連
動
し
て
い
た
。

第
３
項　

技
官
と
庭
師
に
お
け
る
庭
へ
の
意
識

　

庭
師
と
技
官
は
、
植
栽
樹
木
だ
け
で
は
な
く
、
庭
ご
と
の
立
地
条
件
の
違
い

に
対
し
て
も
意
識
を
向
け
て
い
た
。
一
言
に
京
都
御
所
等
、
寺
院
、
町
家
の
庭

と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
、
各
所
で
歴
史
や
敷
地
規
模
、
経
済
事
業
な
ど
の
条
件
が

異
な
っ
て
お
り
、
手
入
れ
の
傾
向
が
画
然
と
三
つ
に
区
分
で
き
る
わ
け
で
は
な

か
っ
た
。
以
下
、
そ
の
概
要
を
示
す
。

（
１
）
京
都
御
所
等
の
庭
に
お
け
る
庭
仕
事
で
の
配
慮

　

敷
地
規
模
の
広
い
京
都
御
所
等
の
庭
で
は
、
間
隔
に
余
裕
を
も
っ
て
樹
木
が

植
栽
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
植
栽
樹
木
の
枝
葉
同
士
は
、
接
触
し
に

く
い
状
況
に
あ
る
。
そ
の
敷
地
規
模
の
広
さ
に
応
じ
て
、
来
訪
者
の
目
線
は
至

近
の
植
栽
樹
木
な
ど
の
対
象
よ
り
も
庭
全
体
の
眺
望
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る

と
い
う
。
植
栽
樹
木
の
手
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、
そ
の
立
地
条
件
に
よ
り
枝
葉

を
四
方
へ
長
く
伸
張
す
る
こ
と
が
で
き
、
町
家
と
比
べ
れ
ば
枝
葉
の
差
し
替
え

の
頻
度
は
少
な
く
な
る
と
い
う
。
植
栽
樹
木
の
枝
振
り
は
、
枝
先
が
切
り
縮
め

ら
れ
な
い
こ
と
に
よ
り
、
来
訪
者
に
対
し
て
ゆ
っ
た
り
と
し
た
印
象
を
与
え
る

こ
と
に
な
る
と
い
う
。

　

一
部
の
庭
師
に
よ
る
と
、
松
な
ど
の
樹
枝
は
、
複
数
の
節
か
ら
な
る
上
下
左

右
の
階
層
を
構
成
し
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
た
。
ま
た
節
の
単
位
を
、タ
ナ
（
棚
） 

や
サ
ラ
（
皿
）
と
呼
ぶ
庭
師
ら
が
い
た
。
こ
れ
は
、
植
栽
樹
木
の
樹
冠
は
、
複

数
の
枝
葉
に
よ
る
タ
ナ
や
サ
ラ
と
呼
ば
れ
る
枝
葉
の
ま
と
ま
り
（
以
下
、
タ
ナ

と
す
る
）
が
、
樹
頂
か
ら
下
枝
、
樹
冠
ま
わ
り
に
か
け
て
、
幾
重
も
の
階
層
で

構
成
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。

　

京
都
御
所
等
の
庭
仕
事
を
受
託
す
る
庭
師
ら
に
よ
る
と
、
京
都
御
所
等
と
町

家
の
庭
に
お
け
る
松
の
立
面
を
比
較
す
れ
ば
、
前
者
の
タ
ナ
同
士
の
間
隔
が
狭

く
枝
葉
の
濃
度
は
高
く
、
後
者
の
タ
ナ
同
士
の
間
隔
が
広
く
タ
ナ
の
数
自
体
が

少
な
い
こ
と
に
よ
り
、
枝
葉
の
濃
度
は
薄
い
と
い
う
。
こ
の
タ
ナ
の
間
隔
や
数

は
、
個
々
の
植
栽
樹
木
の
相
関
関
係
と
立
地
条
件
に
よ
っ
て
受
動
的
に
定
ま
っ

て
く
る
も
の
ら
し
く
、
さ
ら
に
建
物
や
園
路
周
り
な
ど
、
植
栽
樹
木
が
密
集
し

て
植
え
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
は
、
樹
冠
の
量
感
や
枝
葉
の
濃
度
を
抑
制
す
る
た

め
に
、
松
に
限
ら
ず
多
様
な
植
栽
樹
木
に
た
い
し
て
―
繊
細
な
手
入
れ
と
し
て

―
葉
む
し
り
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
同
一
の
御
所
・
離
宮
の
敷
地
内
で
も
、
中
心
部
分
と
外
周
な
ど
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立
地
条
件
に
よ
っ
て
、
手
間
の
か
け
方
、
仕
立
て
方
に
違
い
を
つ
け
ら
れ
て
い

た
。
た
と
え
ば
、
京
都
御
所
等
に
は
、
植
栽
距
離
が
長
く
大
面
積
の
生
け
垣
や
、

枝
先
ま
で
の
距
離
が
遠
く
手
鋏
で
は
手
が
届
か
な
い
巨
樹
が
植
栽
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
ら
の
植
栽
樹
木
に
対
し
て
は
、
具
体
事
例
を
挙
げ
る
と
、
京
都
御
所

の
外
周
の
築
地
塀
と
塀
際
に
並
ぶ
松
の
高
木
の
手
入
に
お
い
て
「
長
柄
の
鋸
」、

修
学
院
離
宮
の
上
の
茶
屋
の
大
刈
り
込
み
に
お
い
て
「
打
ち
鎌
・
長
柄
の
鎌
」

が
用
い
ら
れ
て
い
た
。

　

最
後
に
京
都
御
所
等
と
、
寺
院
・
町
家
に
お
け
る
庭
仕
事
と
の
相
違
点
は
、

樹
種
ご
と
の
生
理
上
の
特
性
に
合
っ
た
季
節
や
手
法
が
実
施
で
き
る
と
共
に
、

庭
全
体
の
状
態
確
認
を
綿
密
に
図
ら
れ
る
こ
と
に
あ
る
と
い
う
。

（
２
）
寺
院
の
庭
に
お
け
る
庭
仕
事
で
の
配
慮

　

庭
師
ら
に
よ
る
と
、
寺
院
の
庭
は
、
そ
の
歴
史
的
な
成
立
の
経
緯
に
よ
っ
て

様
々
な
形
態
が
あ
り
、
庭
仕
事
の
傾
向
と
し
て
ひ
と
括
り
に
は
し
づ
ら
い
と
い

う
。
そ
こ
で
強
い
て
分
類
す
れ
ば
、
一
般
公
開
さ
れ
た
天
龍
寺
や
（
京
都
市
右

京
区
）
や
龍
安
寺
（
同
北
区
）
の
よ
う
に
数
多
く
の
来
訪
者
が
あ
る
庭
と
、
公

開
さ
れ
て
い
な
い
塔
頭
な
ど
の
庭
に
分
け
ら
れ
る
と
い
う
。
手
入
れ
の
対
象
は

境
内
の
全
体
が
包
含
さ
れ
て
い
た
。

　

一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
庭
や
寺
院
本
山
の
境
内
は
、
多
く
の
場
合
職
人
に

よ
っ
て
庭
仕
事
が
な
さ
れ
る
が
、
塔
頭
・
庫
裡
の
庭
の
庭
仕
事
は
雲
水
や
奉
仕

の
人
々
で
行
わ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
敷
地
の
広
い
一
般
公

開
さ
れ
た
庭
は
、
御
所
・
離
宮
等
の
庭
に
近
似
し
て
枝
葉
の
濃
度
が
濃
く
、
敷

地
の
狭
い
塔
頭
の
庭
は
町
家
同
様
、
薄
目
に
仕
立
て
ら
れ
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い

た
。
寺
院
の
な
か
で
も
、
塔
頭
に
お
け
る
庭
仕
事
は
、
町
家
の
庭
の
庭
仕
事
と

近
似
し
て
い
る
と
い
う
。

　

庭
仕
事
へ
の
配
慮
と
し
て
離
宮
等
と
一
般
公
開
さ
れ
た
寺
院
の
庭
が
近
似
す

る
点
は
、
庭
の
状
態
変
化
を
抑
制
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
一
般
公
開
さ
れ
た
庭

は
、
非
公
開
の
庭
と
比
べ
れ
ば
来
訪
者
の
目
に
晒
さ
れ
る
機
会
が
相
対
的
に
多

く
な
る
た
め
、
た
と
え
ば
寺
院
の
主
要
な
建
物
で
あ
る
本
堂
の
周
辺
で
は
、
庭

な
ど
の
状
態
の
変
化
に
注
意
が
払
わ
れ
る
。
逆
に
境
内
の
主
要
部
以
外
で
は
時

勢
に
応
じ
て
改
修
な
ど
が
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
、
山
林
に
隣

接
し
て
い
る
寺
院
な
ど
で
は
、
庭
の
背
景
と
な
る
樹
林
の
密
度
に
合
わ
せ
て
、

庭
内
の
植
栽
樹
木
の
枝
葉
を
濃
く
仕
立
て
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

　

概
し
て
庭
仕
事
の
時
期
は
、
寺
院
の
公
的
行
事
や
盆
や
彼
岸
、
正
月
な
ど
に

伴
う
墓
参
時
な
ど
、
来
訪
者
が
多
い
時
期
に
合
わ
せ
て
行
わ
れ
る
と
い
う
。
ま

た
、
仏
事
を
主
旨
と
す
る
寺
院
で
の
庭
仕
事
は
、
質
素
で
あ
る
よ
う
に
心
掛
け

ら
れ
て
い
た
。

（
３
）
町
家
の
庭
に
お
け
る
庭
仕
事
で
の
配
慮

　

町
家
の
庭
の
共
通
点
は
、
京
都
御
所
等
や
寺
院
に
較
べ
る
と
敷
地
が
限
ら
れ

て
い
る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
こ
で
限
定
さ
れ
た
敷
地
で
あ
っ
て
も
、

住
人
あ
る
い
は
来
訪
者
に
と
っ
て
枝
葉
が
混
み
合
っ
て
鬱
陶
し
く
感
じ
ら
れ
な

い
よ
う
に
配
慮
が
な
さ
れ
て
い
た
。
庭
の
敷
地
が
狭
隘
で
あ
っ
て
、
で
き
る
か

ぎ
り
奥
行
き
や
厚
み
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
枝
葉
の
濃
度
、
陰
影
の
調
節
が
行

わ
れ
て
い
た
。
ま
た
町
家
の
限
定
さ
れ
た
敷
地
で
は
、
住
人
・
来
訪
者
が
植
栽

樹
木
を
至
近
距
離
で
見
る
機
会
が
多
い
こ
と
か
ら
、
庭
仕
事
に
当
た
っ
て
は
細

部
に
ま
で
気
が
使
わ
れ
て
い
た
。
具
体
に
は
、
葉
に
か
か
っ
た
切
り
枝
（
か
か

り
枝
・
葉
）
の
一
つ
ま
で
取
り
除
か
れ
、
庭
内
を
掃
く
場
合
に
も
落
ち
葉
一
つ

な
い
状
態
に
仕
上
る
よ
う
配
慮
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
一
方
で
作
業
の
実
施
に
当

た
っ
て
は
、
隣
地
と
の
関
係
性
が
重
要
視
さ
れ
、
特
に
枝
葉
の
越
境
や
目
線
の

遮
蔽
な
ど
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。

　

仕
事
内
容
は
、
住
人
が
関
心
を
向
け
て
い
る
事
柄
に
重
点
が
置
か
れ
、
そ
れ
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以
外
の
事
柄
へ
の
手
間
は
抑
制
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
住
人
・
来

訪
者
が
眺
め
る
方
向
が
限
定
さ
れ
て
い
る
植
栽
樹
木
に
つ
い
て
は
、
立
地
条
件

に
即
し
て
樹
冠
の
枝
葉
が
片
側
だ
け
に
残
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。

　

敷
地
が
限
定
さ
れ
た
条
件
下
に
お
け
る
庭
仕
事
で
は
、
庭
の
奥
行
き
や
厚
み

が
最
大
限
に
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
た
。
庭
師
ら
は
、
町
家
の
庭

に
お
い
て
も
自
然
に
伸
長
す
る
枝
ぶ
り
を
目
指
す
が
、限
定
さ
れ
た
敷
地
で
は
、

樹
冠
の
幅
と
高
さ
を
抑
制
す
る
必
要
性
が
高
く
、
結
果
的
に
枝
葉
の
切
り
詰
め

や
差
し
替
え
の
頻
度
は
多
く
な
る
と
い
う
。
樹
冠
の
限
界
領
域
の
余
幅
が
少
な

く
、
京
都
御
所
等
な
ど
と
比
べ
れ
ば
タ
ナ
の
数
は
少
な
く
な
る
傾
向
が
あ
る
た

め
、
枝
先
を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
タ
ナ
を
互
い
違
い
に
配
す
る
な
ど
し
て

量
感
を
強
調
し
、
樹
冠
が
厚
み
と
量
感
を
も
つ
よ
う
務
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た

葉
と
枝
元
に
減
り
張
り
を
つ
け
る
た
め
に
、
そ
の
中
間
の
葉
を
む
し
っ
て
高
さ

を
揃
え
る
と
い
っ
た
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
た
。

　

町
家
で
は
そ
の
敷
地
の
外
郭
と
内
郭
が
近
接
し
て
い
る
た
め
、
ど
ち
ら
か
の

領
域
の
植
栽
樹
木
だ
け
を
濃
く
仕
立
て
る
だ
け
で
、
住
人
・
来
訪
者
に
と
っ
て

は
全
体
が
暗
く
感
じ
ら
れ
る
と
い
う
。
そ
こ
で
単
体
の
植
栽
樹
木
と
生
け
垣
の

別
に
関
わ
ら
ず
、
樹
枝
を
タ
ナ
状
に
割
り
仕
立
て
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
樹
冠
内

へ
射
光
を
促
し
、
内
郭
と
外
郭
の
ど
ち
ら
の
両
面
で
適
度
な
明
る
さ
に
な
る
よ

う
意
識
さ
れ
て
い
た
。

　

樹
枝
を
タ
ナ
状
に
割
っ
て
仕
立
て
る
と
い
う
こ
と
は
相
対
的
に
樹
枝
の
数
量

が
減
じ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。枝
葉
密
度
の
細
か
い
調
節
は
、葉
ム
シ
リ
に
よ
っ

て
行
わ
れ
る
と
い
う
。
さ
ら
に
、
茶
家
の
露
地
の
よ
う
に
か
ぎ
ら
れ
た
敷
地
に

数
多
く
の
樹
木
が
植
栽
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
松
な
ど
特
定
の
樹
種
に
だ
け
で

は
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
植
栽
樹
木
に
対
し
て
葉
ム
シ
リ
が
行
わ
れ
る
と
同
時
に
、

至
近
距
離
に
あ
る
植
栽
樹
木
ほ
ど
細
か
く
タ
ナ
状
に
仕
立
て
、
射
光
の
促
進
に

配
慮
さ
れ
て
い
た
。

　

町
家
の
庭
仕
事
で
は
、
植
栽
樹
木
の
生
育
特
性
に
お
け
る
適
期
で
は
な
く
て

も
、
手
入
れ
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
あ
る
と
い
う
。
ま
た
庭
仕
事
が

集
中
す
る
時
期
は
、
八
月
中
旬
の
盆
と
十
二
月
末
の
暮
れ
ま
で
あ
り
、
か
つ
て

京
都
の
中
心
部
で
は
、
祇
園
祭
の
前
に
集
中
し
て
い
た
と
い
う

（
４
）
京
都
御
苑
に
お
け
る
庭
仕
事
で
の
配
慮

　

約
六
十
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
面
積
を
も
つ
京
都
御
苑
は
、
京
都
御
所
と
大
宮
、

仙
洞
御
所
を
含
む
面
積
約
二
十
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
比
べ
れ
ば
、
三
倍
以
上
の
敷
地

規
模
を
も
つ
。
京
都
御
苑
の
北
側
に
位
置
す
る
臨
済
宗
相
国
派
の
本
山
・
相
国

寺
（
京
都
市
上
京
区
）
の
境
内
面
積
が
約
十
三
．
二
ヘ
ク
タ
ー
ル
（
約
四
万
坪
）

で
あ
り
、
国
の
指
定
名
勝
で
大
型
町
家
と
形
容
さ
れ
る
杉
本
家
住
宅
（
京
都
市

下
京
区
）の
宅
地
が
約
〇
．一
ヘ
ク
タ
ー
ル（
一
、〇
四
九
．八
九
平
方
メ
ー
ト
ル
）

で
あ
る
こ
と
を
み
れ
ば
、京
都
御
苑
の
敷
地
規
模
は
抜
き
ん
出
て
広
大
で
あ
る
。

　

庭
師
ら
に
よ
る
と
京
都
御
苑
の
松
の
高
木
は
、
御
所
等
の
敷
地
内
に
植
栽
さ

れ
た
も
の
よ
り
も
粗
密
で
あ
り
、
樹
冠
の
高
さ
と
幅
を
抑
制
す
る
た
め
に
枝
葉

を
切
り
縮
め
る
割
合
が
少
な
い
と
い
う
。
つ
ま
り
植
栽
樹
木
の
枝
葉
が
接
触
し

な
い
か
ぎ
り
、
枝
葉
の
伸
張
の
ま
ま
に
任
せ
て
も
支
障
が
出
に
く
い
た
め
、
自

然
に
生
長
し
た
松
と
同
様
に
、
樹
頂
ほ
ど
幅
が
狭
く
下
枝
ほ
ど
幅
が
広
い
状
態

に
仕
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。
樹
冠
の
芯
と
な
る
幹
枝
は
、
基
本
的
に

切
除
さ
れ
ず
に
済
む
が
、
樹
高
を
抑
制
す
る
た
め
に
そ
の
幹
枝
が
断
ち
切
ら
れ

る
場
合
は
、替
り
に
幹
吹
き
の
立
ち
枝
を
育
成
す
る
よ
う
配
慮
さ
れ
る
。
な
お
、

御
所
等
の
敷
地
内
に
植
栽
さ
れ
て
い
る
松
の
高
木
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
外
周
部

に
植
え
ら
れ
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
京
都
御
苑
の
敷
地
の
も
の
と
姿
が
近

似
し
て
く
る
と
い
う
。
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第
４
項　

庭
仕
事
と
〝
ス
カ
シ
〟
の
相
互
関
係
と
そ
の
実
践
的
妥
当
性

　
〝
御
所
・
寺
・
町
家
ス
カ
シ
〟
と
い
っ
た
呼
称
は
、
庭
師
と
技
官
の
言
述
に

も
と
づ
け
ば
、
御
所
等
と
寺
院
、
町
家
ご
と
に
独
特
な
庭
仕
事
の
手
法
が
編
み

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
は
な
く
、
各
所
に
お
け
る
立
地
条
件
や
対
人
関
係
、
歴

史
背
景
に
応
じ
て
庭
仕
事
の
あ
り
方
に
変
化
が
付
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
を
示
し

て
い
る
。
植
栽
樹
木
の
姿
形
（
写
真
１
―
４
）
や
構
成
が
外
観
上
相
違
し
て
見

え
る
の
は
、庭
師
と
技
官
が
各
所
ご
と
に
相
違
す
る
要
請
や
動
機
を
反
映
し
て
、

道
具
を
使
い
分
け
る
な
ど
各
土
地
に
合
わ
せ
た
柔
軟
な
対
応
の
結
果
で
あ
っ

た
。
つ
ま
り
御
所
等
、
寺
院
、
町
家
な
ど
の
土
地
は
、
典
型
的
な
形
態
が
規
定

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
設
え
は
多
種
多
様
で
あ
る
た
め
、

庭
師
と
技
官
に
お
い
て
は
、
あ
ら
ゆ
る
土
地
の
形
態
に
適
応
で
き
る
よ
う
な
一

貫
し
た
姿
勢
が
と
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
う
え
で
、
個
別
の
庭
の
前
提
条
件
に
相

応
し
い
庭
仕
事
が
実
践
さ
れ
、
時
と
し
て
特
殊
な
枝
法
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が

あ
る
。

　

植
栽
樹
木
の
枝
葉
濃
度
は
、
敷
地
規
模
が
広
く
植
栽
樹
木
の
枝
葉
が
伸
長
す

る
余
幅
が
あ
り
、
手
入
れ
に
十
分
な
時
間
が
費
や
す
こ
と
が
で
き
る
場
合
に
お

い
て
、
相
対
的
に
高
く
な
る
。
そ
の
一
方
で
、
町
家
の
庭
は
限
定
さ
れ
た
敷
地

規
模
に
応
じ
て
、
全
体
が
透
け
た
減
り
張
り
の
あ
る
状
態
が
目
指
さ
れ
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
植
栽
樹
木
の
枝
葉
濃
度
は
相
対
的
に
低
く
な
る
。
敷
地
規
模
の
大

邸
宅
な
ど
で
は
、
枝
葉
濃
度
は
高
ま
り
、
い
わ
ゆ
る
「
鰻
の
寝
床
」
と
呼
ば
れ

る
側
面
ま
で
隣
家
が
建
て
込
ん
だ
町
家
の
庭
と
比
較
す
れ
ば
、
来
訪
者
に
と
っ

て
お
お
ら
か
な
印
象
が
得
ら
れ
る
仕
上
が
り
に
な
る
と
い
う
。
ま
た
、
庭
仕
事

の
内
容
は
各
施
主
の
意
向
と
要
請
が
強
く
範
囲
さ
れ
、
結
果
的
に
庭
の
形
態
や

仕
上
が
り
が
変
化
す
る
場
合
が
あ
る
と
い
う
。

［写真１］京都御所内のマツ

［写真２］寺院境内のマツ
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そ
も
そ
も
御
所
等
、
寺
院
、
町
家
に
お
け
る
庭
仕
事
が
比
較
さ
れ
な
け
れ
ば
、

〝
ス
カ
シ
〟
と
い
う
庭
仕
事
の
内
容
の
違
い
を
区
別
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

御
所
等
、
寺
院
、
町
家
に
お
け
る
庭
仕
事
を
網
羅
し
て
い
る
庭
師
と
技
官
は
限

定
さ
れ
て
お
り
、〝
御
所
・
寺
・
町
家
ス
カ
シ
〟
の
差
異
を
識
別
で
き
る
の
は

き
わ
め
て
か
ぎ
ら
れ
た
人
々
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
〝
御
所
・
寺
・
町
家
ス
カ

シ
〟
の
呼
称
は
、
一
般
的
な
技
術
や
手
法
の
区
別
を
言
表
し
て
お
ら
ず
、
土
地

の
種
別
の
違
い
と〝
ス
カ
シ
〟の
関
係
性
を
示
し
て
い
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、〝
御

所
・
寺
・
町
家
ス
カ
シ
〟
を
御
所
等
と
寺
院
、
町
家
の
手
入
れ
の
違
い
と
考
え

る
の
は
庭
仕
事
を
外
的
に
俯
瞰
し
た
先
入
見
で
あ
り
、
庭
仕
事
を
内
的
に
直
接

経
験
す
る
庭
師
と
技
官
か
ら
す
る
と
、
そ
の
呼
称
は
、
一
貫
し
た
姿
勢
に
よ
る

庭
仕
事
の
実
践
の
な
か
で
、
土
地
の
種
別
な
ど
の
個
別
的
事
項
に
た
い
し
て
柔

軟
な
対
応
が
な
さ
れ
て
い
る
実
情
を
言
表
し
て
い
る
。
そ
れ
は
、
場
当
た
り
的

に
土
地
の
違
い
に
よ
っ
て
手
法
が
変
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
庭
仕
事
が

行
わ
れ
て
い
る
土
地
の
固
有
性
と
継
承
の
経
緯
が
念
頭
に
置
か
れ
て
い
る
こ
と

を
意
味
し
て
い
る
。

　

い
わ
ば
〝
御
所
・
寺
・
町
家
ス
カ
シ
〟
と
い
う
呼
称
は
三
語
か
ら
な
る
慣
用

句
で
あ
り
、
そ
の
本
質
的
意
味
は
多
種
多
様
な
土
地
で
行
わ
れ
る
庭
仕
事
の
一

貫
性
と
柔
軟
性
で
あ
る
。
た
と
え
御
所
等
、
寺
院
、
町
家
に
お
け
る
植
栽
樹
木

の
形
態
が
外
観
上
異
な
っ
て
見
え
た
と
し
て
も
、
そ
の
仕
立
て
方
や
手
入
れ
の

仕
方
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
内
に
お
け
る
立
地
条
件
に
よ
っ
て
柔
軟
に
対
応
さ

れ
、
結
果
的
に
植
栽
樹
木
の
形
態
も
多
様
化
す
る
こ
と
か
ら
、〝
御
所
・
寺
・

町
家
ス
カ
シ
〟
の
呼
称
を
分
離
し
て
、
個
別
の
場
所
や
植
栽
樹
木
に
言
い
当
て

る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　

本
来
、
庭
師
と
技
官
は
、
庭
だ
け
に
か
ぎ
ら
ず
多
種
多
様
な
土
地
で
仕
事
を

し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
き
た
庭
仕
事
と
は
、
庭
以
外
の

［写真3］町家敷地内のマツ

［写真 4］京都御苑内のマツ
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土
地
で
の
汎
用
性
を
包
含
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
の
庭
仕
事
は
、
単

純
に
樹
木
を
選
定
し
落
ち
葉
を
掃
く
と
い
っ
た
単
純
作
業
で
は
な
く
、
そ
の
土

地
の
住
人
や
来
訪
者
の
志
向
に
応
じ
た
繊
細
か
つ
多
様
な
配
慮
の
具
現
で
あ

り
、
庭
師
と
技
官
に
よ
る
意
識
対
象
の
幅
広
さ
と
姿
勢
の
柔
軟
さ
が
如
実
に
表

れ
て
い
る
。

第
３
節　

補
注

（
１
）
中
村
一
・
尼
崎
博
正
：
風
景
を
つ
く
る
： 

昭
和
堂
：
２
０
０
０
、３
４
０
頁

（
２
）�

こ
こ
で
は
、
宮
内
庁
が
所
管
す
る
京
都
御
所
、
大
宮
仙
洞
御
所
（
以
上
、

京
都
市
上
京
区
）、
桂
離
宮
（
同
西
京
区
）、
修
学
院
離
宮
（
同
左
京
区
）

を
総
称
す
る
。

（
３
）�

聞
き
取
り
対
象
の
庭
師
は
、京
都
市
域
内
を
中
心
に
庭
の
庭
仕
事
を
行
い
、

五
年
を
経
過
し
た
人
々
に
限
定
し
、
技
官
は
、
当
時
の
現
役
職
員
三
名

に
Ｏ
Ｂ
職
員
一
名
を
加
え
た
。
庭
師
は
、
御
所
・
離
宮
、
寺
院
、
町
家

の
庭
仕
事
を
行
っ
て
い
る
職
人
を
人
伝
い
の
紹
介
に
よ
り
選
出
し
た
。

（
４
）�

京
都
御
所
、
大
宮
仙
洞
御
所
は
、
石
垣
や
植
栽
、
門
で
囲
繞
さ
れ
た
京

都
御
苑
の
区
画
内
部
に
所
在
す
る
。
調
査
当
時
、
京
都
御
所
は
一
般
公

開
の
対
象
で
は
な
か
っ
た
。
な
お
京
都
御
苑
は
、
明
治
二
年
の
天
皇
の

東
京
行
幸
以
来
、
荒
廃
の
一
途
を
辿
っ
て
い
た
禁
裏
御
所
（
現
在
の
京

都
御
所
）
周
り
の
旧
観
を
失
わ
な
い
よ
う
「
大
内
保
存
事
業
」
に
よ
り

整
備
さ
れ
た
区
域
で
あ
る
。
明
治
維
新
ま
で
京
都
御
所
と
大
宮
・
仙
洞

御
所
の
周
囲
に
群
立
し
て
い
た
公
家
邸
は
、
ほ
ぼ
全
て
が
失
わ
れ
た
。

現
在
は
、
旧
閑
院
宮
邸
、
旧
近
衛
邸
、
旧
桂
宮
邸
、
旧
九
條
邸
の
庭
な

ど
を
遺
す
の
み
で
あ
る
。
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第
４
節　

庭
の
所
有
者
、
庭
師
、
行
政
職
員
の
鼎
談
に
み
る
庭
仕
事
へ
の
意
志

第
１
項　

聞
き
取
り
調
査
対
象
者
と
調
査
・
分
析
者
の
立
場
の
解
消

　

前
節
ま
で
は
、
庭
師
と
そ
の
集
団
に
対
す
る
聞
き
取
り
調
査
か
ら
庭
仕
事
の

実
態
の
分
析
と
解
明
を
行
っ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
聞
き
取
り
を
行
っ
た
本
文
の

筆
者
は
、
行
政
職
員
と
し
て
日
々
、
庭
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
業
務
内

容
は
、
前
節
で
述
べ
た
宮
内
庁
の
技
官
と
は
異
な
り
、
実
際
に
庭
仕
事
を
行
っ

た
り
、
庭
師
に
直
接
作
業
を
指
示
す
る
こ
と
は
な
い
。
庭
に
関
す
る
行
政
指
導

や
助
言
、
助
成
な
ど
は
、
基
本
的
に
所
有
者
を
通
じ
る
。
な
お
、
第
２
節
に
関

し
て
い
え
ば
（
１
）、筆
者
は
聞
き
取
り
を
行
っ
た
庭
師
と
共
に
庭
仕
事
へ
関
わ
っ

て
き
た
経
緯
が
あ
っ
た
。

　

庭
仕
事
の
実
態
の
分
析
と
解
明
を
行
う
う
え
で
は
、
筆
者
の
よ
う
な
行
政
職

員
も
そ
の
対
象
で
あ
り
、
日
常
生
活
の
実
践
の
水
準
で
い
え
ば
、
分
析
・
解
明

を
行
っ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
庭
の
所
有
者
や
庭
師
ら
と
異
な
る
位
置
づ
け
に

置
く
こ
と
は
で
き
な
い
。
む
し
ろ
日
常
生
活
の
実
践
の
水
準
に
お
け
る
庭
仕
事

で
は
、
分
析
の
対
象
者
と
分
析
者
と
い
う
二
元
化
は
成
立
し
な
い
た
め
、
庭
の

所
有
者
や
庭
師
ら
と
庭
仕
事
に
携
わ
る
一
員
と
し
て
聞
き
取
り
の
対
象
と
な
る

こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
節
で
は
―
従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に

お
い
て
承
認
さ
れ
よ
う
が
な
か
っ
た
―
庭
の
所
有
者
と
庭
師
と
筆
者
へ
の
聞
き

取
り
調
査
を
第
三
者
に
委
託
し
、
そ
の
調
査
結
果
を
筆
者
が
分
析
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、文
化
財
庭
園
の
修
理
の
実
態
に
つ
い
て
解
明
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

　

聞
き
取
り
調
査
（
２
）
は
、
現
象
学
的
な
質
的
研
究
に
対
す
る
一
定
の
理
解
を

も
つ
協
力
者
（
Ｏ
氏
）
を
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
（
３
）
と
し
て
一
時
間
程
度
（
一
時

間
七
分
二
十
八
秒
）
の
鼎
談
と
し
て
行
わ
れ
た
。
調
査
の
対
象
者
は
、
京
都
市

に
よ
っ
て
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
Ｍ
寺
の
庭
の
修
理
事
業
に
従
事
す
る
所
有

者
・
庭
師
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
と
行
政
担
当
者
で
あ
る
筆
者
の
三
名
で
あ
る
。
実

施
日
は
平
成
二
十
八
年
七
月
九
日
、
調
査
会
場
は
そ
の
庭
に
南
面
す
る
Ｍ
寺
の

客
殿
で
あ
っ
た
。
鼎
談
の
音
声
は
、
全
て
録
音
し
て
逐
語
録
を
作
成
し
た
。
分

析
は
、
先
述
の
逐
語
録
に
も
と
づ
い
て
修
理
事
業
の
参
加
者
の
意
志
の
向
け
ら

れ
方
に
着
目
し
、分
析
内
容
の
解
明
に
当
た
っ
て
は
、Ｍ
寺
の
庭
の
所
有
者
（
Ｐ

氏
）・
同
出
入
り
の
庭
師
（
Ｑ
氏
）・
市
役
所
の
行
政
担
当
者
（
Ｒ
）
が
具
体
的

な
場
所
と
時
間
を
共
有
し
て
行
う
庭
の
修
理
と
い
う
行
為
の
構
造
の
顕
在
化
を

目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
筆
者
が
Ｏ
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
依
頼
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
聞
き
取

り
調
査
が
無
味
乾
燥
な
言
葉
の
や
り
取
り
に
な
る
こ
と
を
避
け
る
た
め
に
、
事

前
に
調
査
の
目
的
を
説
明
し
た
上
で
Ｏ
氏
へ
任
意
の
意
志
を
も
つ
よ
う
に
伝
え

た
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
後
、
Ｏ
氏
へ
そ
の
意
志
が
何
で
あ
っ
た
か
を
訪
ね
た
と

こ
ろ
、「
庭
の
所
有
者
と
庭
師
が
筆
者
を
ど
の
よ
う
に
受
け
入
れ
て
い
る
か
」

と
「
そ
れ
ぞ
れ
の
人
々
に
よ
る
庭
と
い
う
存
在
の
見
方
」
を
意
識
し
た
と
い
う

回
答
が
あ
っ
た
。

第
２
項　

文
化
財
庭
園
の
修
理
に
あ
た
っ
て
の
対
人
関
係

　

聞
き
取
り
調
査
は
、
Ｍ
寺
の
庭
に
北
面
す
る
本
堂
の
座
敷
に
お
い
て
、
Ｏ
氏

の「
ほ
ん
と
に
ざ
っ
く
り
な
ん
で
す
け
ど
、お
庭
の
、あ
そ
こ
の
お
庭
で
す
よ
ね
、

修
理
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
一
言
か
ら
切
り
出
さ
れ
た
。
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
前
段
を
要
約
す
る
と
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　

市
役
所
の
修
理
助
成
を
受
け
る
庭
の
修
理
は
、
行
政
の
制
度
上
、
年
度
周
期

（
四
―
三
月
）
で
実
施
さ
れ
る
。
修
理
助
成
の
予
算
枠
は
各
年
度
の
単
位
で
決

め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
市
内
の
指
定
・
登
録
さ
れ
た
約
三
十
五
件
の
名

勝
（
庭
・
庭
園
）
の
所
有
者
ら
と
連
絡
を
取
り
合
う
こ
と
で
、
事
前
に
中
長
期

的
な
修
理
計
画
を
把
握
し
、
庭
師
を
交
え
た
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
る
こ
と
で
、
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事
業
計
画
が
具
体
化
さ
れ
て
い
る
。
事
業
計
画
か
ら
修
理
の
実
施
に
至
る
市
役

所
の
職
員
と
の
打
ち
合
わ
せ
で
は
、
概
ね
所
有
者
と
庭
師
が
同
席
す
る
こ
と
に

な
る
。
市
役
所
の
文
化
財
行
政
に
お
け
る
名
勝
の
専
門
技
師
で
あ
る
Ｒ
は
、
経

験
の
蓄
積
等
に
も
と
づ
い
て
、
所
有
者
の
修
理
に
対
す
る
要
望
へ
の
具
体
策
を

講
じ
る
。
し
か
し
彼
は
、
樹
木
の
植
栽
や
剪
定
な
ど
の
実
作
業
を
行
う
わ
け
で

は
な
い
の
で
、
予
算
面
を
含
め
た
実
践
の
水
準
に
お
け
る
意
見
を
庭
師
で
あ
る

Ｑ
氏
に
求
め
、
事
業
計
画
の
詳
細
を
詰
め
る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
諸
条
件
を
乗

り
越
え
て
取
り
ま
と
め
ら
れ
た
計
画
を
所
有
者
が
了
承
す
れ
ば
、
事
業
は
開
始

さ
れ
る
。

　

以
下
で
は
、Ｑ
氏
と
Ｒ
が
初
め
て
共
に
仕
事
を
し
た
情
況
が
語
ら
れ
て
い
る
。

【
１
―
１
】

Ｑ
氏
：
で
ー
、
一
番
最
初
は
、
Ｒ
さ
ん
と
知
り
合
っ
た
と
き
に
さ
せ
て
も
ら
っ

た
仕
事
が
、
え
ー
こ
の
南
側
の
、
い
や
ち
ゃ
う
、
こ
の
西
側
の
木
の
あ
の
う

補
植
作
業
と
い
っ
て
、
マ
ン
シ
ョ
ン
を
隠
す
た
め
の
植
木
を
植
え
る
っ
て
い

う
作
業
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
の
次
の
と
き
か
な
。
そ
の
石
組
み
の
と
こ

ろ
に
生
え
て
た
、
勝
手
に
生
え
た
ぼ
さ
ぼ
さ
の
木
が
あ
る
ん
や
け
ど
ね
、
こ

こ
ら
。こ
ん
な
ん
を
全
部
、Ｒ
さ
ん
が「
根
元
か
ら
切
っ
ち
ゃ
い
ま
し
ょ
う
」っ

て
い
う
こ
と
を
言
わ
れ
た
ん
で
、「
い
ー
ん
か
い
な
？
」と
か
思
い
な
が
ら
も
、

ま
あ
ま
あ
や
っ
た
ら
、
今
の
形
に
な
っ
て
い
っ
た
と
い
う
こ
と
な
ん
や
け
ど

ね
。
こ
ん
な
ん
の
繰
り
返
し
で
こ
こ
ま
で
来
た
ん
で
す
け
ど
。

Ｏ
氏
：
何
か
、
あ
の
う
庭
っ
て
、
な
ん
か
勝
手
に
見
に
行
く
方
（
側
）
と
し

て
は
、も
う
既
に
で
き
て
い
る
感
じ
が
す
る
ん
で
す
け
ど
、で
も
作
業
中
だ
っ

た
り
す
る
ん
で
す
か
ね
、
そ
し
た
ら
ま
だ
。

Ｒ
：
と
い
う
か
、そ
の
完
成
っ
て
な
い
の
で
。
あ
の
う
目
指
す
と
こ
ろ
は
あ
っ

て
も
、
あ
の
う
そ
れ
が
終
わ
っ
た
ら
、
次
ま
た
や
り
た
く
、
こ
う
い
う
こ
と

し
よ
う
と
か
っ
て
い
う
ふ
う
に
な
っ
て
い
っ
て
、
常
に
木
は
生
え
て
、
ま
た

コ
ケ
は
こ
う
枯
れ
た
り
と
か
、
い
ろ
い
ろ
動
い
て
る
で
し
ょ
、
ず
っ
と
。
だ

か
ら
基
本
、
終
わ
り
は
な
い
の
で
、
ず
っ
と
過
程
な
ん
で
す
よ
。

Ｏ
氏
：
う
ー
ん
。

（
中　

略
）

Ｒ
：（
前
略
）
Ｑ
さ
ん
か
ら
し
た
ら
、
も
う
そ
の
木
と
か
切
っ
た
ら
あ
か
ん

と
思
わ
は
る
ん
で
す
ね
。あ
の
文
化
財
や
か
ら
、そ
ん
な
触
っ
た
ら
あ
か
ん
っ

て
い
う
ふ
う
に
、
最
初
の
ほ
う
は
思
っ
て
ら
っ
し
ゃ
っ
て
。「
い
や
、
そ
ん

な
こ
と
な
い
で
す
よ
」
と
。「
こ
う
い
う
ふ
う
に
毀
損
と
か
し
た
り
と
か
、

あ
る
い
は
そ
の
石
、
せ
っ
か
く
見
せ
な
い
と
い
け
な
い
、
見
栄
え
の
い
い
石

と
か
隠
れ
て
た
ら
、切
ら
な
あ
き
ま
せ
ん
で
し
ょ
う
？
」
と
か
っ
て
言
っ
て
。

（
中
略
）い
や「
で
す
け
ど
も
お
寺
さ
ん
に
も
ち
ゃ
ん
と
ご
理
解
い
た
だ
い
て
、

切
り
ま
し
ょ
う
よ
」
っ
て
言
っ
て
、
そ
の
や
り
と
り
を
三
―
四
年
ぐ
ら
い
や

る
よ
う
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、逆
に
、ま
あ
今
度
は
Ｑ
さ
ん
の
ほ
う
か
ら
「
こ

う
し
ま
し
ょ
う
」っ
て
い
う
ふ
う
な
、そ
う
い
う
よ
う
な
関
係
に
な
っ
て
い
っ

た
と
思
い
ま
す
。（
１
４
分
４
０
秒
―
１
８
分
４
０
秒
）

　

Ｑ
氏
は
、
過
去
に
行
わ
れ
た
Ｍ
寺
に
お
け
る
作
業
を
通
し
て
Ｒ
と
の
関
係
を

述
べ
る
。
Ｒ
が
関
わ
る
以
前
の
Ｍ
寺
の
庭
の
園
池
石
組
に
は
、「
勝
手
に
生
え

た
ぼ
さ
ぼ
さ
の
木
（
実
生
木
）」
が
伸
長
し
て
い
た
。
Ｒ
が
そ
れ
ら
の
実
生
木

を
伐
採
す
る
よ
う
に
提
案
し
、
Ｑ
氏
は
、
半
信
半
疑
に
そ
の
作
業
を
行
っ
て
き

た
と
い
う
。
そ
の
提
案
の
動
機
に
つ
い
て
Ｒ
は
、
庭
で
生
じ
る
現
象
と
行
為
の

流
動
性
を
基
い
て
い
る
と
述
べ
る
。
聞
き
手
の
Ｏ
氏
が
、
一
般
の
目
か
ら
み
て

庭
は
「
も
う
既
に
で
き
て
い
る
感
じ
が
す
る
」
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
の
に
対

し
て
、
Ｒ
は
、
庭
が
「
長
い
時
間
の
な
か
で
」
整
然
と
し
た
状
態
と
停
滞
時
期
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が
「
繰
り
返
し
」
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
Ｑ
氏
と
Ｒ
に
と
っ
て
Ｍ
寺
の
庭

の
各
所
に
い
く
つ
か
の
実
生
木
が
伸
長
し
て
い
る
こ
と
自
体
は
、
共
通
の
見
解

で
あ
っ
た
が
、
双
方
の
意
識
は
大
き
く
乖
離
し
て
い
た
。
Ｑ
氏
に
と
っ
て
、
Ｍ

寺
の
庭
の
実
生
木
を
伐
採
す
る
こ
と
は
、「
い
ー
ん
か
な
？
」
と
い
う
否
定
的

な
見
解
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
Ｒ
に
と
っ
て
は
単
純
に
「
庭
が
毀
損
し
な
い
よ

う
に
す
る
」
措
置
と
い
う
肯
定
的
な
意
見
で
あ
っ
た
。

【
１
―
２
】

Ｑ
氏
：
あ
の
う
、
ね
え
、
私
ら
は
ず
っ
と
丁
稚
奉
公
と
い
っ
て
、
最
初
は
掃

除
ば
っ
か
り
さ
せ
ら
れ
る
ん
で
す
よ
ね
、
こ
う
い
う
仕
事
っ
て
。

Ｏ
氏
：
は
ー
。

Ｑ
氏
：
木
、
切
ら
せ
て
も
ら
え
る
ん
て
、
２
年
目
３
年
目
ぐ
ら
い
か
ら
、
や
っ

と
鋏
っ
て
握
ら
せ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
世
界
な
ん
で
ー
、
そ
こ
で
ず
っ
と
積

み
上
げ
て
き
て
、
こ
う
い
う
縁
あ
っ
て
Ｍ
寺
さ
ん
に
お
世
話
に
な
っ
た
ん
で

す
け
ど
。（
中
略
）
で
、
ず
っ
と
維
持
を
し
て
い
く
っ
て
い
う
役
目
な
ん
で

す
よ
ね
、
庭
師
っ
て
。
今
の
形
の
ま
ま
現
状
維
持
っ
て
い
う
の
を
、
あ
の
う

木
を
切
っ
て
い
っ
て
大
き
く
な
り
過
ぎ
な
い
よ
う
に
剪
定
（
せ
ん
て
い
）
を

し
た
り
と
か
、
風
通
し
を
良
く
し
て
虫
と
か
病
気
と
か
な
ら
な
い
よ
う
に
剪

定
し
た
り
と
か
、掃
除
し
た
り
と
か
草
引
き
と
か
し
た
り
す
る
ん
で
す
け
ど
。

で
、
そ
れ
を
す
る
目
的
で
私
ら
は
来
て
仕
事
を
し
て
る
と
き
に
、
ま
あ
「
こ

れ
を
、
じ
ゃ
あ
、
根
元
で
切
り
ま
し
ょ
う
か
」
っ
て
言
わ
れ
る
と
、
ま
あ

「
い
ー
の
か
ぁ
？
」
っ
て
い
う
、「
何
じ
ゃ
、こ
い
つ
は
！
」
っ
て
な
る
よ
ね
ぇ
、

普
通
。（
２
２
分
２
４
秒
―
２
３
分
３
２
秒
）

　

Ｑ
氏
は
、
庭
師
の
仕
事
に
就
い
た
ば
か
り
の
頃
は
雑
用
が
主
で
あ
り
、
鋏
を

使
っ
て
樹
木
を
手
入
れ
で
き
る
ま
で
は
、
一
定
の
時
間
を
要
し
た
と
述
べ
た
。

庭
師
の
世
界
と
は
、
そ
の
よ
う
な
〝
積
み
上
げ
〟
に
支
持
さ
れ
て
お
り
、
庭
を

現
状
維
持
す
る
た
め
に
、
防
虫
や
通
風
を
良
く
す
る
た
め
に
、
剪
定
、
掃
除
、

草
引
き
な
ど
を
す
る
の
が
、
庭
師
の
役
目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ

に
突
然
、
第
三
者
が
自
ら
の
領
域
へ
い
わ
ば
土
足
で
侵
入
し
、
作
業
内
容
に
つ

い
て
関
与
を
さ
れ
る
と
、「
何
じ
ゃ
、
こ
い
つ
は
！
」
と
否
定
的
に
受
け
取
ら

ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
い
う
。

【
１
―
３
】

Ｐ
氏
：
そ
や
け
ど
、
ま
あ
、
は
っ
き
り
言
い
ま
し
て
、
私
ら
か
ら
し
て
み
る

と
、こ
れ
切
っ
た
か
ら
―
―
た
と
え
ば
、全
然
、私
が
で
す
ね
ー
ぱ
っ
と
行
っ

て
そ
こ
の
木
切
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
れ
は
怒
ら
れ
ま
す
け
ど
、
京
都
市
指

定
の
庭
を
、京
都
市
か
ら
来
ら
れ
た
方
が
こ
う
せ
え
と
言
わ
は
っ
て
切
っ
て
、

指
定
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
や
ろ
う
し
。
怒
ら
れ
る
こ
と
も
な
い
や
ろ

う
し
。

Ｏ
氏
：
ハ
ハ
ハ
。

Ｐ
氏
：
か
え
っ
て
、
逆
に
報
告
書
（
指
定
文
章
）
を
頂
い
て
る
ん
や
か
ら
、

そ
れ
は
も
う
じ
ゃ
ん
じ
ゃ
ん
、
あ
の
う
、
そ
う
い
う
文
書
に
従
っ
て
い
っ
て
。

逆
に
、
わ
れ
わ
れ
は
毎
日
見
て
る
の
で
分
か
ら
へ
ん
け
れ
ど
も
、
よ
そ
か
ら

第
三
者
か
ら
見
た
目
っ
て
い
う
の
は
、
や
っ
ぱ
り
だ
い
ぶ
違
う
。
冷
静
に
見

て
い
た
だ
け
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
。
だ
か
ら
、
も
う
、
そ
れ
は
住
職
と
も

話
し
て
、
全
て
も
う
こ
れ
は
、
仰
せ
の
と
お
り
の
ご
指
導
に
従
ご
う
て
、
今

や
っ
て
い
こ
う
と
い
う
ふ
う
な
、
最
初
か
ら
そ
う
い
う
こ
と
で
。
も
う
言
葉

悪
い
で
す
け
ど
、
は
っ
き
り
言
っ
て
ね
、
丸
投
げ
や
っ
た
ん
で
す
よ
。

Ｏ
氏
：
あ
あ
ー
。

Ｐ
氏
：
う
ん
。
丸
投
げ
や
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
だ
ん
だ
ん
で
き
て
く
る
と
ー
、

だ
ん
だ
ん
そ
こ
か
ら
こ
う
「
こ
ん
な
ん
、
え
え
ん
ち
ゃ
う
か
な
」
っ
て
い
う
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よ
う
な
希
望
と
い
う
の
が
ー
、
最
近
遠
慮
な
く
言
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
ん
で
、
ち
ょ
っ
と
初
心
に
返
ら
な
い
か
ん
か
な
？
と
思
っ
て
る
ん
で
す
け

ど
ね
。

（
３
７
分
３
４
秒
―
３
９
分
０
１
秒
）

　

Ｑ
氏
と
Ｒ
の
対
話
を
通
じ
て
、
Ｐ
氏
は
役
所
に
対
し
て
「
も
う
言
葉
悪
い
で

す
け
ど
、
は
っ
き
り
言
っ
て
ね
、
丸
投
げ
や
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
以
前
の
自
ら

の
立
場
に
つ
い
て
言
及
す
る
。
社
会
一
般
の
意
識
と
同
様
、
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
庭
は
、「
第
三
者
」
で
あ
る
行
政
職
員
の
「
冷
静
に
見
て
い
た
だ
け
る
と

こ
ろ
」
を
期
待
し
て
、行
政
職
員
の
「
指
導
」
に
従
お
う
し
て
い
た
。
そ
れ
は
、

行
政
を
尊
重
し
て
い
る
一
方
で
、
庭
の
維
持
管
理
の
あ
り
方
を
行
政
に
「
丸
投

げ
」
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
が
、
行
政
職
員
か
ら
「
庭
が
壊
れ
な
い
よ
う
に
」

す
る
た
め
の
変
化
を
促
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「「
こ
ん
な
ん
、
え
え
ん
ち
ゃ

う
か
な
」
と
い
う
よ
う
な
希
望
」
が
直
言
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

第
３
項　

見
ら
れ
る
こ
と
の
意
識
づ
け
か
ら
の
ス
パ
イ
ラ
ル
と
循
環
の
形
成

【
２
―
１
】

Ｐ
氏
：
私
も
、
こ
れ
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
よ
そ
の
庭
が
気
に
な

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
よ
ね
。

Ｏ
氏
：
や
っ
ぱ
り
そ
う
な
ん
で
す
ね
。（
笑
）

Ｐ
氏
：
あ
の
う
、
だ
ん
だ
ん
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
、
ね
え
。
手
水

（
鉢
）
も
、「
あ
れ
、
何
か
反
対
ち
ゃ
う
の
？
」
っ
て
い
う
よ
う
な
、
何
か
こ

う
分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
り
と
か
（
笑
）。

（
２
５
分
２
５
秒
―
２
５
分
３
９
秒
）

　

Ｐ
氏
は
、
自
ら
の
寺
院
の
庭
を
「
公
開
す
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
、
よ
そ
の

庭
が
気
に
な
る
よ
う
に
」
な
っ
た
と
、
自
ら
の
意
識
の
変
化
を
述
べ
る
。
そ
の

意
識
の
変
化
は
、
自
ら
が
所
有
す
る
庭
だ
け
で
は
な
く
訪
れ
た
場
所
の
庭
に
ま

で
影
響
し
、
大
多
数
の
人
々
が
無
関
心
と
み
ら
れ
る
手
水
鉢
の
石
の
産
地
や
大

き
さ
に
ま
で
配
慮
が
及
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

【
２
―
２
】

Ｐ
氏
：
ま
あ
、
で
も
、
や
っ
ぱ
り
見
ら
れ
る
か
ら
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に

し
よ
う
と
か
、そ
う
い
う
と
こ
ろ
は
あ
り
ま
す
よ
ね
。
あ
の
う
、ま
あ
、こ
っ

ち
側
は
あ
の
う
良
く
見
せ
る
よ
う
に
、
見
栄
え
っ
て
い
う
も
の
を
ね
、
良
く

す
る
よ
う
に
し
ま
す
よ
ね
？
け
ど
、
し
て
る
ほ
う
に
と
っ
て
み
た
ら
、
そ
れ

は
見
栄
で
あ
っ
た
り
、
う
ん
。
だ
か
ら
、
あ
の
う
、
ど
っ
ち
も
や
っ
ぱ
り
、

こ
う
し
て
、
ど
う
言
っ
た
ら
い
い
ん
で
す
か
ね
、
こ
っ
ち
は
映
え
る
よ
う
に
、

美
し
く
き
れ
い
に
映
る
よ
う
に
す
る
し
、
あ
の
う
、
や
っ
ぱ
り
そ
れ
を
越
し

て
、
ど
う
言
っ
た
ら
い
い
ん
で
す
か
ね
。
あ
の
う
、
う
ん
、
も
っ
と
高
い
と

こ
ろ
に
行
こ
う
と
い
う
そ
の
自
分
の
気
持
ち
が
あ
っ
て
、
う
ん
、
や
っ
ぱ
り

良
く
見
せ
た
い
っ
て
い
う
ふ
う
に
思
う
の
が
、
そ
の
自
分
の
そ
の
欲
っ
て

言
っ
た
ら
い
い
ん
で
す
か
ね
？
う
ー
ん
、
だ
っ
た
り
し
ま
す
け
ど
。（
中
略
）

常
に
人
に
見
せ
る
か
ら
、
次
ど
う
い
う
ふ
う
に
見
せ
よ
う
と
か
、
あ
の
ー
、

そ
う
い
う
、
ま
あ
見
栄
を
張
る
ー
言
う
た
ら
、
ち
ょ
っ
と
言
葉
（
の
）
使
い

方
悪
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
け
ど
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
考
え
よ
う
と
思
っ
た
ら
。

や
は
り
、
あ
の
ー
、
次
は
ど
の
位
置
に
持
っ
て
き
て
、
ど
う
い
う
ふ
う
に
考

え
ま
す
か
っ
て
い
う
ふ
う
に
、
ま
た
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
な
が
る
の
で
、
多

分
ず
っ
と
こ
れ
の
繰
り
返
し
や
と
思
い
ま
す
よ
。

Ｏ
氏
：
ず
っ
と
？

Ｐ
氏
：
う
ん
。（
２
９
分
０
４
秒
―
３
０
分
：
４
８
秒
）
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Ｐ
氏
に
と
っ
て
庭
が「
見
ら
れ
る
か
ら
恥
ず
か
し
く
な
い
よ
う
に
し
よ
う
」

と
す
る
「
そ
れ
は
見
栄
」
で
あ
る
一
方
で
、「
も
っ
と
高
い
と
こ
ろ
行
こ
う

と
い
う
自
分
の
気
持
ち
」
と
い
っ
た
「
自
分
の
欲
」
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る

と
い
う
。
そ
の
欲
は
、
庭
の
修
理
が
数
年
に
ま
た
が
っ
て
継
続
的
に
実
施
さ

れ
る
か
ら
こ
そ
湧
き
上
が
っ
て
く
る
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。
毎
年
庭
を
公
開

し
、
修
理
の
た
め
に
来
観
者
と
の
対
話
な
ど
を
通
じ
て
絶
え
ず
所
有
者
と
し

て
の
意
識
が
触
発
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
、
所
有
者
に
「
庭
を
よ
く

見
せ
た
い
」
と
い
う
欲
望
が
生
ま
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
欲
望
の
「
ス
テ
ッ
プ
」

が
順
次
高
ま
り
、
ず
っ
と
継
続
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
あ
る
。

【
２
―
３
】

Ｒ
：
あ
の
ー
、
こ
れ
は
ほ
ん
と
僕
の
経
験
で
、
何
か
ね
、
ス
パ
イ
ラ
ル
が
で

き
る
と
、
も
う
勝
手
に
庭
が
良
く
な
っ
て
い
く
み
た
い
な
の
が
あ
っ
て
。
そ

の
最
初
は
、
だ
か
ら
、
そ
の
見
せ
る
の
が
今
ご
住
職
さ
ん
が
言
わ
は
っ
た

「
ち
ょ
っ
と
恥
ず
か
し
い
な
」
と
、
い
う
の
、「
こ
ん
な
状
況
で
は
」
み
た
い

な
こ
と
を
、
僕
言
わ
れ
る
ん
で
す
よ
、
来
た
ら
。
そ
や
け
ど
も
、「
そ
ん
な

こ
と
は
な
い
で
す
よ
」
っ
て
い
う
の
は
、
一
種
、
私
た
ち
は
確
信
が
あ
る
ん

で
す
よ
。
な
ん
で
か
い
っ
た
ら
京
都
指
定
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

も
う
今
が
ど
う
い
う
状
況
で
も
良
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
確
信
を
持
っ
て
る

ん
で
す
よ
。

Ｏ
氏
：
あ
あ
ー
。

（
３
１
分
０
９
秒
―
３
１
分
４
４
秒
） 

　

Ｒ
は
、
所
有
者
に
お
け
る
「
庭
を
よ
く
見
せ
た
い
」
と
い
う
意
志
に
継
続
性

が
生
ま
れ
る
こ
と
を
「
ス
パ
イ
ラ
ル
が
で
き
る
」
と
形
容
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て

庭
が
良
く
な
っ
て
い
く
体
験
を
重
ね
て
き
た
と
い
う
。当
初
庭
の
所
有
者
に
は
、

自
ら
の
庭
を
公
開
す
る
こ
と
に
つ
い
て
「
こ
ん
な
状
態
で
は
」、「
ち
ょ
っ
と
恥

ず
か
し
い
な
」
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た
。
行
政
職
員
の
立
場
と
し
て
は
、
文
化

財
指
定
を
受
け
て
い
る
以
上
、「
今
が
ど
う
い
う
状
況
で
も
良
い
も
の
で
あ
る

と
い
う
確
信
を
も
っ
て
い
る
」
と
い
う
。
文
化
財
の
指
定
・
登
録
に
は
、
案
件

と
な
る
庭
を
学
識
経
験
者
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
文
化
財
審
議
会
に
諮
問
し
、

答
申
を
受
け
る
と
い
う
過
程
を
経
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
実
務
に
携
わ
る
Ｒ

と
っ
て
、
文
化
財
庭
園
は
、
現
状
の
維
持
管
理
が
い
か
な
る
の
状
況
で
あ
っ
て

も
、〝
恥
ず
か
し
い
〟
存
在
で
あ
る
は
ず
が
な
い
と
い
う
意
志
が
働
い
て
い
た
。

【
２
―
４
】

Ｏ
氏
：
何
か
そ
の
、
そ
う
い
う
ス
パ
イ
ラ
ル
っ
て
い
う
の
は
、
た
と
え
ば
、

Ｒ
さ
ん
は
今
、
ス
パ
イ
ラ
ル
み
た
い
な
感
じ
で
言
っ
て
た
ん
で
す
け
ど
、
職

人
さ
ん
は
、
そ
う
い
う
何
か
循
環
み
た
い
な
感
じ
で
す
か
。

Ｑ
氏
：
あ
あ
ー
、
も
う
目
に
見
え
て
分
か
り
ま
す
。
だ
っ
て
、
私
の
ほ
う
か

ら
提
案
さ
せ
て
も
ら
っ
た
こ
と
も
、
あ
り
ま
す
し
、「
こ
こ
、
こ
う
し
ま
し
ょ

う
よ
」
っ
て
、
ま
し
て
や
最
近
は
、
あ
の
私
の
ほ
う
か
ら
提
案
さ
せ
て
も
ら

う
こ
と
が
多
い
で
す
ね
。

Ｏ
氏
：
へ
ー
。

Ｑ
氏
：
一
番
最
初
は
も
の
す
ご
く
抵
抗
し
て
た
ん
で
す
け
れ
ど
も
ね
、
逆
や

な
ー
っ
て
、
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
よ
。

Ｏ
氏
：
何
か
そ
の
き
っ
か
け
っ
て
い
う
か
、
何
か
、
こ
こ
だ
！
み
た
い
な
の

が
あ
っ
た
ん
で
す
か
ね
。

Ｑ
氏
：
や
っ
ぱ
り
ね
、
一
番
最
初
、
伐
採
っ
て
い
っ
て
実
生
木
っ
て
い
う
勝

手
に
生
え
た
木
を
、
あ
の
根
元
か
ら
切
っ
て
い
く
作
業
を
し
て
、
さ
っ
き
Ｒ

さ
ん
が
言
っ
て
た
み
た
い
に
庭
全
体
が
明
る
く
な
る
じ
ゃ
あ
な
い
で
す
か
。

じ
ゃ
あ
、や
っ
ぱ
目
に
見
え
て
、こ
こ
お
か
し
い
な
あ
と
か
、コ
ケ
が
ち
ょ
っ
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と
な
い
よ
な
あ
と
か
、
土
が
へ
っ
こ
ん
で
る
な
あ
と
か
い
う
の
が
、
よ
く
分

か
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
。
そ
ん
な
ん
を
直
し
て
い
く
う
ち
に
、

一
番
最
初
、
そ
の
築
山
っ
て
い
う
と
こ
ろ
の
土
が
盛
り
上
が
っ
て
い
る
、
コ

ケ
で
盛
り
上
が
っ
て
る
と
こ
ろ
が
あ
る
ん
で
す
け
ど
ね
、
そ
こ
を
一
カ
所
直

す
と
こ
か
ら
始
ま
っ
た
ん
で
す
け
ど
、
そ
れ
が
も
う
、
あ
の
う
こ
こ
の
住
職

さ
ん
も
、
私
を
含
め
て
絶
賛
し
ま
し
て
。

Ｏ
氏
：
へ
ー
。

Ｑ
氏
：
土
が
こ
ん
な
に
高
く
な
っ
て
元
の
形
に
戻
っ
て
、
コ
ケ
も
ま
あ
全
部

復
旧
で
き
て
っ
て
い
う
の
が
、
こ
ん
な
に
変
わ
る
ん
や
な
っ
て
い
う
の
で
、

ま
ず
一
番
最
初
に
感
動
し
て
。
で
、
そ
の
次
に
「
じ
ゃ
あ
、
滝
組
み
の
周
り
、

石
組
み
の
周
り
も
や
り
ま
し
ょ
う
」
っ
て
い
う
話
に
な
っ
て
い
っ
て
。
で
、

も
う
ち
ょ
っ
と
こ
の
東
側
の
奥
の
築
山
の
と
こ
ろ
も
、
去
年
か
な
、
一
昨
年

か
な
。

Ｒ
：
一
昨
年
。

Ｑ
氏
：
一
昨
年
に
直
し
て
い
っ
て
、
ま
、
徐
々
に
順
番
に
直
っ
て
い
っ
て
る

と
い
う
か
、
綺
麗
に
な
っ
て
い
っ
て
る
ん
で
す
よ
ね
ー
。

（
３
３
分
３
１
秒
―
３
５
分
：
２
１
秒
）

　

行
政
側
か
ら
変
化
を
促
さ
れ
た
こ
と
に
対
し
て
、
Ｑ
氏
は
「
最
初
は
も
の
す

ご
く
抵
抗
」
し
て
い
た
が
、
Ｒ
が
形
容
す
る
と
こ
ろ
の
〝
ス
パ
イ
ラ
ル
〟、
聞

き
手
の
Ｏ
氏
が
解
釈
す
る
と
こ
ろ
の
〝
循
環
〟
が
「
目
に
見
え
て
分
か
」
る
き
っ

か
け
が
あ
っ
た
。Ｑ
氏
が
当
初
半
信
半
疑
な
が
ら
実
生
木
を
伐
採
し
て
い
く
と
、

そ
れ
ま
で
樹
枝
で
遮
ら
れ
て
い
た
陽
光
が
庭
の
地
面
に
ま
で
入
り
込
む
よ
う
に

な
り
、
Ｑ
氏
の
眼
に
築
山
表
面
の
光
と
影
の
変
化
が
意
識
で
き
る
よ
う
に
な
っ

た
。
そ
の
結
果
、
従
来
Ｑ
氏
が
目
指
し
て
い
た
「
今
の
形
の
ま
ま
現
状
維
持
っ

て
い
う
」
指
標
以
外
に
、
築
山
上
の
苔
の
衰
退
や
凹
み
な
ど
の
修
理
の
必
要
性

が
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
続
い
て
築
山
を
部
分
的
に
修
理
し
た
結
果
、

「
こ
こ
の
住
職
さ
ん
も
、
私
を
含
め
て
絶
賛
し
ま
し
て
」、
連
鎖
的
に
「
滝
組
み

の
周
り
」、「
石
組
み
の
周
り
」、「
東
側
の
奥
の
築
山
」の
修
理
が
行
わ
れ
て
き
た
。

【
２
―
５
】

Ｒ
：
あ
の
、
そ
の
、
ス
パ
イ
ラ
ル
が
良
く
な
っ
た
ら
も
う
本
当
に
ど
ん
ど
ん

お
寺
さ
ん
か
ら
ご
要
望
が
出
て
、
ん
で
、
職
人
さ
ん
か
ら
ど
ん
ど
ん
ア
イ
デ

ア
が
出
て
く
る
ん
で
、
も
う
僕
は
「
あ
あ
、
分
か
り
ま
し
た
」
と
。「
じ
ゃ

あ
補
助
金
こ
う
い
う
形
で
」
み
た
い
な
、
も
う
そ
う
い
う
ど
ん
ど
ん
事
務
的

に
な
っ
て
き
ま
す
け
ど
。（
後
略
）

Ｑ
氏
：
は
い
。
こ
こ
ま
で
私
ら
も
「
こ
う
し
ま
し
ょ
う
よ
」
っ
て
言
っ
て
み

た
も
の
の
、
や
っ
ぱ
り
先
立
つ
も
の
が
お
寺
さ
ん
と
か
に
無
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
し
、こ
こ
の
お
寺
さ
ん
の
ご
協
力
と
い
う
か
庭
に
対
す
る
思
い
と
か
は
、

私
も
そ
れ
は
ひ
し
ひ
し
と
感
じ
て
ま
す
ん
で
、
や
っ
ぱ
り
し
っ
か
り
仕
事
し

よ
う
っ
て
思
い
ま
す
か
ら
ね
。

Ｏ
氏
：
そ
の
作
業
中
と
か
っ
て
い
う
の
は
、
こ
れ
は
、
え
ー
と
Ｐ
氏
に
お
聞

き
し
た
い
ん
で
す
け
ど
、
ほ
と
ん
ど
ち
ょ
っ
と
変
わ
っ
て
い
く
わ
け
で
す
よ

ね
、
ち
ょ
っ
と
ず
つ
。
ど
ん
な
気
持
ち
で
眺
め
る
ん
で
す
か
。

Ｐ
氏
：
わ
く
わ
く
で
す
よ
。
ひ
と
こ
と
で
言
う
と
。

（
３
５
分
０
７
秒
―
３
７
分
１
５
秒
）

　
〝
ス
パ
イ
ラ
ル
〟」、
所
有
者
の
〝
要
望
〟
と
庭
師
の
〝
ア
イ
デ
ア
〟
そ
し
て

修
理
費
用
に
よ
る
裏
付
け
を
い
わ
ば
燃
料
と
し
て
自
主
的
に
運
動
し
つ
づ
け
る

よ
う
に
な
る
。
そ
の
よ
う
に
一
旦
、「
ス
パ
イ
ラ
ル
が
で
き
る
」
と
、
修
理
に

お
い
て
Ｒ
が
意
見
を
す
る
こ
と
は
殆
ど
な
く
な
り
、
行
政
職
員
と
し
て
の
事
務
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的
な
対
応
で
事
が
足
り
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
結
果
と
し
て
、
Ｑ
氏
は
庭
師
と

し
て
「
や
っ
ぱ
り
し
っ
か
り
仕
事
し
よ
う
」
と
い
う
意
志
が
ま
す
ま
す
高
ま
り
、

Ｐ
氏
は
所
有
者
と
し
て
作
業
の
経
過
を
わ
く
わ
く
〝
〟
し
た
気
持
ち
で
眺
め
る

と
い
う
構
図
が
成
立
す
る
。

第
４
項　

庭
の
保
存
管
理
に
お
け
る
ス
パ
イ
ラ
ル
の
成
立
と
継
続

　

庭
の
恒
常
維
持
管
理
に
関
し
て
は
、「
自
然
的
側
面
に
支
持
さ
れ
た
社
会
・

文
化
面
の
条
件
の
も
と
、
来
訪
者
の
迎
接
な
ど
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
」、
所
有

者
と
庭
師
ら
並
び
に
庭
が
相
互
触
発
し
た
結
果
、
作
業
の
内
容
が
具
現
化
す
る

こ
と
が
既
に
解
明
さ
れ
て
い
る
（
４
）。
言
い
換
え
れ
ば
庭
の
恒
常
維
持
管
理
は
、

所
有
者
と
庭
師
が
現
前
の
庭
に
そ
れ
ぞ
れ
働
き
か
け
、
互
い
に
対
話
を
す
る
こ

と
に
よ
り
方
向
性
が
定
ま
り
、
実
践
に
移
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
文
化
財
庭
園
の
修
理
の
場
合
は
、
庭
が
法
律
や
条
例
と
言
っ
た

制
度
下
に
置
か
れ
、
一
定
の
規
制
を
受
け
る
こ
と
に
な
る
。
い
わ
ば
そ
の
規
制

を
体
現
す
る
の
が
行
政
担
当
者
で
あ
る
。
本
設
で
は
、
以
上
の
聞
き
取
り
調
査

の
中
で
見
出
さ
れ
た
「
ス
パ
イ
ラ
ル
が
で
き
る
」
と
い
う
言
述
に
つ
い
て
着
目

し
、
分
析
を
行
う
。

（
１
）
制
度
下
に
あ
る
こ
と
に
よ
る
保
存
管
理
に
対
す
る
主
体
性
の
消
極
化

　

最
初
、
所
有
者
と
庭
師
は
、
文
化
財
に
指
定
等
さ
れ
た
庭
を
一
般
の
庭
以
上

に
現
状
の
維
持
に
務
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と
意
識
さ
れ
て
い
た
。
庭
師

は
、
庭
を
今
の
形
の
ま
ま
現
状
維
持
を
主
旨
と
し
て
、
病
虫
害
な
ど
が
来
な
い

よ
う
風
通
し
を
う
な
が
す
た
め
に
剪
定
し
、
さ
ら
に
掃
除
・
草
引
き
な
ど
を
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
庭
を
正
常
な
状
態
に
保
つ
こ
と
な
ど
が
自
身
の
役
割
と
考

え
て
い
た
。
元
来
、所
有
者
と
庭
師
の
間
で
行
わ
れ
て
き
た
庭
の
維
持
管
理
が
、

第
三
者
で
あ
る
行
政
職
員
に
指
導
を
委
ね
る
と
い
う
こ
と
は
、
結
果
的
に
保
存

管
理
の
あ
り
方
が
〝
丸
投
げ
〟
さ
れ
る
こ
と
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
Ｒ
が
行
政
職

員
と
し
て
Ｍ
寺
の
庭
に
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
以
降
、
庭
の
毀
損
の
進
行
を
防

ぎ
、
庭
の
仕
組
み
を
考
慮
す
れ
ば
露
出
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
石
に
植
栽
樹
木
が

抵
触
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
樹
木
を
伐
採
す
る
こ
と
を
提
案
し
た
。
所
有
者

と
庭
師
に
と
っ
て
み
る
と
、
そ
れ
は
従
来
の
〝
丸
投
げ
〟
を
し
て
い
た
維
持
管

理
の
あ
り
方
を
能
動
的
な
態
度
に
転
換
す
る
よ
う
仕
向
け
ら
れ
た
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
大
き
く
戸
惑
う
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
こ
で
所
有
者
は
、
文
化
財
を
指
定
す
る
側
の
行
政
の
担
当
者
が
伐
採
を
提

案
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
指
定
が
取
り
消
さ
れ
る
こ
と
も
、
誰
か
に
非
を
咎
め
ら

れ
る
訳
で
も
な
い
と
い
う
意
識
で
、
そ
の
提
案
に
応
じ
た
。
庭
師
は
、
そ
の
提

案
に
躊
躇
し
た
が
所
有
者
の
意
向
に
従
っ
た
。
そ
し
て
支
障
木
が
伐
採
さ
れ
た

結
果
、
庭
全
体
が
明
る
く
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
同
時
に
築
山
の
毀
損

が
識
別
さ
れ
や
す
い
状
況
が
招
か
れ
た
。
そ
こ
で
所
有
者
は
、
連
動
し
て
そ
の

修
理
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
そ
の
結
果
、所
有
者
と
施
工
を
実
施
し
た
庭
師
は
、

経
年
変
化
よ
り
萎
ん
で
窪
み
を
生
じ
て
い
た
築
山
が
膨
ら
み
を
取
り
戻
し
、
さ

ら
に
苔
が
補
植
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
庭
が
変
化
し
た
こ
と
に
感
動
を
覚
え

た
。
結
果
的
に
修
理
は
他
の
箇
所
へ
と
継
続
し
て
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ

の
後
一
般
公
開
が
行
わ
れ
、
庭
が
幅
広
い
人
々
の
目
に
触
れ
る
機
会
が
う
ま
れ

た
。
行
政
担
当
者
は
、
以
上
の
連
動
す
る
行
為
の
展
開
を
総
じ
て
〝
ス
パ
イ
ラ

ル
〟
と
呼
称
し
た
。

　

元
来
、
庭
は
所
有
者
に
帰
属
す
る
も
の
で
あ
り
、
庭
の
保
存
管
理
は
所
有
者

か
ら
庭
師
へ
委
託
さ
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
庭
は
、
文
化
財
に
指
定
さ
れ
る

と
、
法
律
や
条
例
と
い
っ
た
制
度
に
よ
る
規
制
下
に
置
か
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り

所
有
者
と
庭
師
ら
は
、
制
度
の
遵
守
を
意
識
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
制
度
に
も

と
づ
い
た
保
存
管
理
の
あ
り
方
を
熟
知
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
自
ず
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と
保
存
管
理
を
そ
の
筋
の
専
門
家
に
依
存
す
る
よ
う
に
な
る
。
制
度
下
に
置
か

れ
そ
の
保
護
が
義
務
化
さ
れ
た
庭
は
、
所
有
者
と
庭
師
に
と
っ
て
改
変
な
ど
と

い
っ
た
あ
か
ら
さ
ま
な
希
望
や
欲
求
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
庭
の

保
存
管
理
を
第
三
者
に
丸
投
げ
す
る
こ
と
に
よ
り
、
主
体
性
が
希
薄
と
な
っ
た

所
有
者
と
庭
師
は
無
関
心
、
無
感
動
と
な
っ
て
い
く
可
能
性
が
あ
る
。

　

所
有
者
ら
の
直
接
的
な
関
心
が
薄
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
匿
名
的
な
存
在
と

な
っ
た
庭
は
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
当
た
り
障
り
の
な
い
保
存
管
理
が
な
さ
れ

る
か
、
そ
の
筋
の
専
門
家
ら
の
道
具
に
な
り
兼
ね
な
い
。
制
度
の
性
質
上
、
文

化
財
の
指
定
等
を
受
け
た
庭
は
現
状
の
変
更
に
制
限
が
か
け
ら
れ
、
所
有
者
に

と
っ
て
の
庭
に
対
す
る
全
面
的
な
自
由
は
剥
奪
さ
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
現
状

の
変
更
自
体
は
制
度
上
認
め
ら
れ
て
い
る
た
め
（
５
）、
所
有
者
ら
の
主
体
性
の

継
続
は
保
証
さ
れ
て
い
る
。
手
続
き
や
保
存
管
理
の
手
法
に
関
す
る
専
門
家
の

助
言
を
受
け
る
こ
と
は
望
ま
し
い
と
し
て
も
、
主
体
性
ま
で
第
三
者
に
委
ね
る

必
然
性
は
制
度
上
も
道
義
上
も
な
い
。
つ
ま
り
保
存
管
理
の
あ
り
方
の
「
丸
投

げ
」
は
、
庭
が
制
度
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
よ
る
所
有
者
ら
の
諦
め
や
他
力
本

願
の
意
志
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。

　

別
の
見
方
を
す
れ
ば
、
所
有
者
ら
に
そ
の
よ
う
な
〝
丸
投
げ
〟
の
意
志
を
生

じ
さ
せ
て
い
る
の
は
制
度
で
あ
り
、
そ
の
制
度
を
司
っ
て
い
る
の
が
行
政
で
あ

る
。
所
有
者
に
と
っ
て
行
政
職
員
は
、
制
度
を
司
る
担
当
者
と
し
て
自
ら
の
庭

に
対
す
る
自
由
に
制
約
を
か
け
る
存
在
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
所
有
者
は
、
制

度
に
よ
る
規
制
の
見
返
り
と
し
て
―
た
と
え
そ
れ
が
充
分
な
も
の
で
は
な
い
と

し
て
も
―
助
成
や
助
言
な
ど
を
受
け
る
機
会
を
得
る
。
そ
れ
ら
手
続
き
な
ど
の

窓
口
と
な
る
の
が
行
政
職
員
で
も
あ
る
。
所
有
者
は
制
度
上
、
自
ら
が
所
有
す

る
庭
の
保
護
の
責
任
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
社
会
的
責
任
は
、
所
有
者
に
と
っ

て
負
担
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
文
化
財
の
制
度
に
精
通
し
た
行
政
職

員
に
保
存
管
理
の
あ
り
方
を
〝
丸
投
げ
〟
す
る
こ
と
は
、
責
任
の
軽
減
と
い
う

意
味
で
有
効
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
助
成
に
も
と
づ
い
て
保
存
管
理
を
行
う
点

に
お
い
て
も
行
政
職
員
に
依
存
す
る
こ
と
に
有
効
性
は
あ
る
。
し
か
し
、
所
有

者
が
そ
の
よ
う
な
態
度
を
取
り
続
け
て
い
れ
ば
、
庭
の
保
存
管
理
の
主
体
性
は

形
骸
化
し
、
管
理
は
当
た
り
障
り
の
な
い
も
の
に
成
り
得
る
。
誤
解
を
お
そ
れ

ず
に
い
え
ば
、
文
化
財
の
保
護
の
制
度
を
司
る
行
政
職
員
は
、
所
有
者
ら
の
主

体
性
を
消
極
化
さ
せ
る
存
在
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
２
）
主
体
性
の
復
活
へ
の
ス
パ
イ
ラ
ル

　

所
有
者
に
お
け
る
庭
の
保
存
管
理
に
関
す
る
主
体
性
が
希
薄
と
な
り
、
第
三

者
へ
の
依
存
度
が
高
ま
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、
第
三
者
が
所
有
者
の
代
理
を
す

る
こ
と
は
権
限
と
責
務
の
上
で
不
可
能
で
あ
る
。
所
有
者
の
主
体
性
が
希
薄
に

な
る
こ
と
は
、
保
存
管
理
に
関
わ
る
人
々
が
互
い
に
遠
慮
し
、
当
た
り
障
り
の

な
い
保
存
管
理
の
実
施
に
繋
が
る
。
行
政
担
当
者
と
し
て
Ｒ
は
、
そ
の
よ
う
な

経
緯
に
よ
る
保
存
管
理
の
消
極
化
に
よ
っ
て
庭
の
毀
損
を
招
く
こ
と
が
本
末
転

倒
で
あ
る
と
み
な
し
、
ま
ず
は
所
有
者
に
支
障
木
の
伐
採
を
所
有
者
に
提
案
し

た
。
所
有
者
ら
に
と
っ
て
そ
れ
は
、
制
度
下
に
お
い
て
継
続
さ
れ
て
き
た
予
定

調
和
を
崩
す
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
か
っ
た
が
、
一
方
で
制
度
下
に
お
け
る
保
存

管
理
に
対
す
る
主
体
性
の
再
開
の
契
機
で
あ
っ
た
。

　

行
政
職
員
は
、
そ
の
立
場
上
、
文
化
財
指
定
等
を
さ
れ
た
数
多
く
の
庭
の
保

存
管
理
の
あ
り
方
に
接
す
る
多
く
の
機
会
を
も
つ
。
さ
ら
に
、
文
化
財
指
定
等

に
伴
っ
て
作
成
さ
れ
た
指
定
文
章
や
保
存
管
理
に
関
す
る
記
録
を
通
し
て
、
各

庭
に
相
応
し
い
保
存
管
理
の
有
り
方
を
検
討
す
る
機
会
を
得
て
い
る
。
個
人
差

は
あ
る
が
、
そ
れ
は
行
政
担
当
者
が
、
庭
の
保
存
管
理
に
つ
い
て
幅
広
い
パ
ー

ス
ペ
ク
テ
ィ
ブ
を
持
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
積
極
的
な
保
存
管
理
の
進
め
方
を

中
長
期
的
に
検
討
で
き
る
含
蓄
と
経
験
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
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る
。
行
政
職
員
の
存
在
は
、
先
述
の
よ
う
に
所
有
者
ら
の
主
体
性
を
消
極
的
に

さ
せ
る
場
合
も
あ
る
が
、
庭
の
保
存
管
理
を
個
人
の
感
情
や
経
験
で
は
な
く
、

庭
の
築
造
と
継
承
の
歴
史
で
あ
る
こ
と
を
具
現
化
で
き
る
可
能
性
を
示
す
存
在

と
な
り
う
る
。
行
政
担
当
者
が
後
者
の
立
場
で
制
度
運
用
の
方
向
性
を
示
す
こ

と
が
で
き
て
い
れ
ば
、
所
有
者
と
庭
師
ら
は
、
た
と
え
庭
に
規
制
が
か
け
ら
れ

て
い
よ
う
と
、
記
録
に
も
と
づ
く
歴
史
へ
の
遡
行
に
よ
り
自
ら
が
庭
の
継
承
の

歴
史
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
、
行
政
職
員
を
含
む
第
三
者
と
の
対
話
の

窓
口
を
開
い
て
い
る
か
ぎ
り
、
庭
の
保
存
管
理
に
お
け
る
自
由
を
享
受
で
き
る

可
能
性
、
す
な
わ
ち
主
体
化
の
復
活
の
途
が
開
か
れ
る
。

　

所
有
者
と
庭
師
に
お
け
る
主
体
化
の
復
活
は
、
条
件
付
き
の
保
存
管
理
の
自

由
に
お
け
る
欲
望
の
充
足
を
契
機
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
欲
望
と
は
、
庭
の

変
化
に
対
す
る
感
動
と
、
誰
か
に
よ
く
見
ら
れ
る
、
多
く
の
人
々
に
見
ら
れ
る

と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
所
有
者
は
、
自
ら
が
主
体
的
に
庭
の
保
存
管

理
へ
取
り
組
ん
だ
結
果
、
庭
の
来
訪
者
か
ら
評
価
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
充

足
感
を
得
る
。
そ
れ
に
触
発
さ
れ
た
所
有
者
は
、
さ
ら
に
主
体
性
を
も
っ
て
庭

の
保
存
管
理
に
携
わ
る
こ
と
に
よ
っ
て
新
た
な
評
価
を
受
け
る
。
そ
の
評
価
は

実
際
に
保
存
管
理
を
行
う
庭
師
の
評
価
で
も
あ
る
た
め
、
両
者
は
さ
ら
に
新
し

い
触
発
を
受
け
て
、
主
体
的
に
保
存
管
理
を
継
続
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り

保
存
管
理
を
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
、
所
有
者
と
庭
師
に
と
っ
て
自
ら
の
行
為

の
節
目
に
よ
る
評
価
を
受
け
る
時
間
を
与
え
て
い
る
。
こ
の
時
間
の
節
目
は
、

来
訪
者
か
ら
所
有
者
ら
へ
の
触
発
、
行
政
担
当
か
ら
所
有
者
ら
へ
の
触
発
と
連

動
し
て
お
り
、
修
理
が
断
続
的
に
行
わ
れ
て
い
る
か
ら
こ
そ
触
発
を
実
感
す
る

時
間
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
ら
触
発
へ
の
対
応
を
用
意
す
る
猶
予
が
与
え

ら
れ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
多
重
触
発
と
い
う
事
態
が
生
じ
て
い
る
。
社
会
一
般
に
お
け
る

保
存
管
理
で
は
、
所
有
者
と
庭
師
、
庭
の
間
で
相
互
触
発
が
確
認
で
き
る
。
保

存
管
理
の
行
為
内
容
は
、
個
人
の
意
志
だ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
に
関
わ
る
人
々

と
庭
が
触
発
し
合
う
こ
と
に
よ
っ
て
定
ま
る
。
そ
れ
が
Ｍ
寺
の
庭
の
よ
う
に
、

文
化
財
の
指
定
等
を
受
け
、
そ
れ
以
降
一
般
公
開
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

場
合
で
は
、
社
会
一
般
の
庭
の
保
存
に
お
け
る
相
互
触
発
に
対
し
て
、
庭
の
来

訪
者
と
行
政
担
当
者
の
干
渉
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
よ
り
所
有
者
ら

は
、
社
会
一
般
の
庭
の
保
存
管
理
で
は
生
じ
得
な
い
評
価
と
助
言
を
得
る
機
会

を
得
る
。
そ
れ
は
必
ず
し
も
所
有
者
ら
に
と
っ
て
望
ま
し
い
事
柄
ば
か
り
で
は

な
い
が
、
第
三
者
か
ら
の
視
点
を
通
し
て
、
自
ら
が
庭
を
客
観
視
で
き
る
機
会

を
得
て
い
る
。
そ
の
助
言
や
評
価
へ
主
体
的
に
耳
を
傾
け
対
応
す
れ
ば
さ
ら
な

る
新
し
い
評
価
と
助
言
が
繰
り
返
し
得
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

つ
ま
り
〝
ス
パ
イ
ラ
ル
〟
の
本
質
は
、
所
有
者
ら
に
よ
る
庭
の
保
存
管
理
に

お
け
る
主
体
的
な
態
度
に
も
と
づ
い
た
、
多
重
触
発
の
繰
り
返
し
と
い
う
時
間

の
過
ご
し
方
に
あ
る
。〝
ス
パ
イ
ラ
ル
〟
の
成
立
と
継
続
と
は
、
行
為
の
当
事

者
で
あ
る
所
有
者
と
庭
師
が
主
体
的
に
庭
と
関
わ
り
合
う
な
か
で
生
じ
る
感
動

を
原
動
力
と
し
て
、
来
訪
者
や
行
政
担
当
者
な
ど
第
三
者
に
よ
る
干
渉
が
か
れ

ら
の
欲
望
を
増
幅
さ
せ
、
保
存
管
理
の
新
た
な
取
り
組
み
を
実
践
し
、
そ
の
結

果
と
し
て
庭
が
自
他
共
に
認
め
る
評
価
を
得
る
と
い
っ
た
一
連
の
流
れ
の
反
復

で
あ
る
。
そ
し
て
行
政
職
員
は
、
そ
の
意
識
次
第
で
こ
の
〝
ス
パ
イ
ラ
ル
〟
を

有
効
に
も
無
効
に
も
す
る
立
場
に
あ
る
。

第
５
項　

庭
の
保
存
管
理
に
伴
う
制
度
化
さ
れ
た
も
の
と
社
会
制
度

　

こ
れ
ま
で
論
及
し
て
き
た
こ
と
を
省
み
る
と
、
行
政
担
当
者
が
関
わ
る
庭
仕

事
の
実
践
的
妥
当
性
に
は
、
そ
の
仕
事
に
伴
っ
て
制
度
が
大
き
く
作
用
し
て
い

た
。
以
下
、
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
の
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
ゥ
・
フ
ラ
ン
ス
講
義
要
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録
か
ら
「
個
人
の
歴
史
及
び
公
共
の
歴
史
に
お
け
る
「
制
度
化
」」（
１
９
５
４

―
５
５
）（
６
）
を
参
照
し
、
庭
の
保
存
管
理
の
実
態
に
つ
い
て
解
明
を
行
う
。

　

所
有
者
と
庭
師
ら
に
よ
る
保
存
管
理
の
実
践
の
過
程
に
お
い
て
〝
制
度
化
さ

れ
た
も
の
〟
と
、文
化
財
保
護
に
関
す
る
法
律
や
条
例
と
い
っ
た
〝
社
会
制
度
〟

で
あ
っ
た
。
前
者
は
、
所
有
者
と
庭
師
が
一
定
の
期
間
を
か
け
て
共
に
庭
仕
事

に
時
間
を
費
や
す
こ
と
に
よ
っ
て
制
度
化
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、
複
数
の
特

定
個
人
か
ら
な
る
主
観
の
関
係
（
間
主
観
性
）
に
あ
る
。
後
者
は
、
国
や
地
方

自
治
体
の
議
会
な
ど
に
お
い
て
決
議
後
、
公
示
さ
れ
た
上
で
特
定
の
地
域
に
て

適
用
さ
れ
る
と
い
う
意
味
で
、匿
名
の
多
人
数
か
ら
な
る
公
共
の
関
係
に
あ
る
。

両
者
は
、
庭
の
保
存
管
理
に
お
け
る
同
じ
時
間
の
過
ご
し
方
と
土
地
で
経
験
さ

れ
て
い
る
が
、
対
人
関
係
の
具
体
性
と
抽
象
性
に
よ
っ
て
大
別
さ
れ
る
。

　

保
存
管
理
の
実
践
の
過
程
に
お
い
て
〝
制
度
化
さ
れ
た
も
の
〟
は
、
保
存
管

理
と
い
う
同
じ
行
為
を
目
指
す
こ
と
に
よ
っ
て
生
成
す
る
持
続
的
な
時
間
そ
の

も
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
実
体
を
伴
う
も
の
で
は
な
く
、
所
有
者
と
庭
師
と
い
う

行
為
者
の
対
人
関
係
に
お
い
て
生
み
出
さ
れ
る
〝
間
〟
で
あ
る
（
７
）。
同
じ
意

識
を
も
つ
行
為
は
、
継
続
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
当
事
者
間
に
お
け
る

歴
史
が
か
た
ち
づ
く
ら
れ
、
将
来
あ
る
い
は
後
世
に
引
き
継
が
れ
る
出
来
事
と

し
て
意
味
を
も
つ
。
そ
の
出
来
事
は
時
間
経
過
に
伴
っ
て
、
た
と
え
そ
れ
が
口

伝
や
領
収
書
や
メ
モ
書
き
の
よ
う
記
録
で
し
か
な
く
と
も
、
当
事
者
間
に
出
来

事
の
意
味
と
し
て
沈
殿
さ
れ
、
取
り
上
げ
な
お
し
や
反
復
が
可
能
と
な
る
。
言

い
換
え
れ
ば
こ
の
〝
制
度
化
さ
れ
た
も
の
〟
は
、
特
定
個
人
の
共
同
に
よ
る
実

践
の
反
復
の
〝
歴
史
〟
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
閉
じ
た
狭
い
対
人
関
係
に

お
い
て
成
立
す
る
と
い
う
一
般
性
を
も
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
法
律
や
条
例
と
い
っ
た
社
会
制
度
は
、
国
や
地
方
自
治
体
に
お
け
る

政
治
あ
る
い
は
行
政
の
出
来
事
と
し
て
規
定
さ
れ
る
。
仮
に
そ
の
規
定
に
従
わ

な
か
っ
た
場
合
は
、
罰
則
や
罰
金
を
課
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ
る
。
あ
る
特
定
の

年
月
日
を
も
っ
て
公
示
さ
れ
る
社
会
制
度
は
、
そ
の
規
定
の
内
容
が
決
議
さ
れ

る
ま
で
と
改
定
の
〝
歴
史
〟
を
も
つ
が
、
そ
の
効
力
は
あ
る
日
を
も
っ
て
い
き

な
り
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
社
会
制
度
は
、
一
般
社
会
へ
の
精
度
の
浸
透

に
一
定
の
時
間
が
必
要
と
さ
れ
て
も
、
制
度
化
に
お
い
て
個
人
の
共
同
に
よ
る

実
践
の
反
復
は
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
保
存
管
理
の
実
践
の
過
程
に
お
い
て
〝
制
度
化
さ
れ
た

も
の
〟
は
、〝
習
慣
〟（
８
）
の
延
長
線
上
に
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
毎
年
、
伸

長
す
る
樹
木
の
枝
葉
を
剪
定
す
る
こ
と
を
み
れ
ば
、
庭
の
恒
常
維
持
管
理
は
、

習
慣
の
よ
う
に
継
続
的
に
実
践
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
保
存
管
理
の
実
践
は
、

歯
磨
き
や
洗
髪
の
よ
う
な
個
人
的
な
生
活
習
慣
と
は
違
っ
て
、
自
然
現
象
と
複

数
の
人
々
の
意
志
に
伴
う
偶
然
性
が
そ
の
背
景
に
あ
る
。
来
年
行
わ
れ
る
保
存

管
理
の
内
容
は
、
過
去
に
遡
れ
ば
一
定
予
示
さ
れ
る
が
、
自
然
災
害
や
所
有
者

の
経
済
事
情
、
気
ま
ぐ
れ
な
ど
に
よ
っ
て
い
く
ら
で
も
変
容
し
得
る
。
保
存
管

理
は
、
過
去
に
行
わ
れ
た
歯
磨
き
が
現
在
そ
し
て
将
来
へ
単
純
に
反
復
さ
れ
る

よ
う
に
で
は
な
く
、
過
去
に
裏
付
け
ら
れ
な
が
ら
も
常
に
不
確
定
で
あ
り
、
現

在
か
ら
将
来
へ
か
け
て
過
去
以
上
の
豊
か
な
意
味
が
育
ま
れ
て
い
る
。
こ
こ
で

い
う
〝
制
度
化
さ
れ
た
も
の
〟
と
は
、
あ
る
特
定
の
対
人
関
係
と
局
地
的
な
状

況
に
結
び
付
け
ら
れ
た
〈
前
客
観
的
領
域
〉（
９
）
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

　

庭
の
保
存
管
理
の
制
度
化
は
、
偶
然
的
な
が
ら
特
定
の
所
有
者
と
庭
師
ら
の

主
体
性
に
も
と
づ
い
て
い
る
の
に
対
し
て
、
社
会
制
度
は
不
特
定
多
数
の
人
々

を
対
象
と
す
る
義
務
と
し
て
成
り
立
っ
て
い
る
。
程
度
の
差
は
あ
る
が
、
保
存

管
理
の
実
践
の
過
程
に
お
い
て
成
立
し
た
〝
制
度
化
さ
れ
た
も
の
〟
は
、
濃
密

な
親
し
み
の
あ
る
対
人
関
係
に
紐
付
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
法
律
や
条

例
は
行
政
団
体
が
個
人
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
り
、制
度
の
成
立
に
伴
う
〝
質
〟



190

が
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。
元
来
〈
前
客
観
的
領
域
〉
に
あ
っ
た
〝
制
度
化
さ

れ
た
も
の
〟
は
、
客
観
的
領
域
に
あ
る
社
会
制
度
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
公
共
的
意
味
を
背
負
う
こ
と
が
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
文
化
財

に
指
定
等
さ
れ
た
庭
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
〝
制
度
化
さ
れ
た
も
の
〟
の
歴
史
に

社
会
制
度
の
規
定
を
取
り
入
れ
、
保
存
管
理
に
関
わ
る
人
々
の
対
人
関
係
を
再

創
設
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
物
理
的
な
土
地
に
法
の
網
が
か
け

ら
れ
る
と
い
っ
た
単
純
な
手
続
き
の
こ
と
で
は
な
く
、
庭
の
所
有
者
と
庭
師
の

歴
史
と
将
来
の
人
生
に
深
く
関
わ
る
出
来
事
な
の
で
あ
る
。

　

濃
密
な
親
し
み
の
あ
る
対
人
関
係
に
紐
付
け
ら
れ
た〝
制
度
化
さ
れ
た
も
の
〟

と
、
庭
の
保
存
管
理
の
当
事
者
の
関
心
と
は
か
け
離
れ
た
領
域
で
成
立
し
た
社

会
制
度
の
間
に
は
、
大
き
な
溝
が
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
、
そ
の
ま
ま
所
有
者

な
ら
び
に
庭
師
ら
と
行
政
職
員
と
の
意
識
差
、
気
持
ち
の
温
度
差
に
反
映
さ
れ

る
。
誤
解
を
お
そ
れ
ず
に
い
う
と
、
所
有
者
ら
に
と
っ
て
行
政
職
員
は
、
文
化

財
の
指
定
等
を
根
拠
と
し
て
自
ら
が
育
ん
で
き
た
濃
密
な
親
し
み
の
あ
る
対
人

関
係
に
割
っ
て
入
り
、
規
制
や
書
類
手
続
き
を
一
方
的
に
説
く
異
邦
人
の
よ
う

な
存
在
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
行
政
職
員
の
介
入
は
所
有
者
ら
に
と
っ
て
興
醒

め
と
な
り
、
結
果
的
に
〝
丸
投
げ
〟
と
い
っ
た
主
体
性
の
放
棄
に
つ
な
が
る
可

能
性
が
生
じ
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
行
政
が
庭
を
文
化
財
に
指
定
等
す
る
こ
と

は
、
そ
の
庭
に
公
共
的
な
価
値
が
与
え
ら
れ
、
保
護
の
義
務
が
発
生
す
る
と
同

時
に
、
従
前
の
制
度
化
さ
れ
た
庭
の
保
存
管
理
を
大
き
く
転
換
さ
せ
る
こ
と
を

意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
行
政
職
員
に
は
、
保
存
管
理
の
実
践
の
過
程
に

お
い
て
〝
制
度
化
さ
れ
た
も
の
〟
と
社
会
制
度
と
の
〝
架
け
橋
〟
と
し
て
、
対

人
関
係
の
再
創
設
に
寄
与
す
る
こ
と
が
帰
納
的
に
求
め
ら
れ
る
。
庭
の
保
存
管

理
に
お
け
る
ス
パ
イ
ラ
ル
の
成
立
と
継
続
と
は
、
そ
の
再
創
設
の
実
践
過
程
を

形
容
す
る
も
の
と
い
え
る
。

第
４
節　

補
注

（
１
）�

第
１
節
と
３
節
の
調
査
の
時
点
で
は
、
ま
だ
行
政
職
に
就
業
し
て
い
な

か
っ
た
。

（
２
）�

調
査
・
分
析
は
、
第
２
節
と
同
様
、
現
象
学
的
質
的
研
究
の
手
法
を
踏

襲
し
た
。
な
お
本
聞
き
取
り
調
査
は
、
大
阪
大
学
大
学
院
人
間
科
学
研

究
科
社
会
系
倫
理
委
員
会
の
審
査
を
受
け
、
承
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
３
）�

イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
で
あ
る
Ｏ
氏
は
、庭
に
関
し
て
全
く
の
専
門
外
で
あ
っ

た
。

（
４
）
第
２
部
第
３
章
第
２
節
を
参
照

（
５
）
文
化
財
保
護
法
第
百
二
十
五
条
参
照

（
６
）�

Ｍ
．
メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
著
、
滝
浦
靜
雄
・
木
田
元
訳
：
言
語
と
自
然
：

み
す
ず
書
房
、
１
９
７
９

（
７
）�

メ
ル
ロ
＝
ポ
ン
テ
ィ
は
、
こ
の
〝
間
〟
に
つ
い
て
「
ち
ょ
う
ど
丁
番
の

よ
う
に
他
所
と
私
の
あ
い
だ
、
私
と
私
自
身
の
あ
い
だ
に
あ
る
の
で
あ

り
、
わ
れ
わ
れ
が
同
じ
一
つ
の
世
界
に
所
属
し
て
い
る
こ
と
の
帰
結
で

も
あ
れ
ば
保
証
で
も
あ
る
」（
前
掲
載
書
、
４
４
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
８
）�「
最
初
大
雑
把
に
み
た
と
こ
ろ
で
は
、
感
情
と
は
一
つ
の
錯
覚
で
あ
り
、

制
度
化
と
は
一
つ
の
習
慣
で
し
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。」（
前
掲
書
、

４
４
頁
）

（
９
）
前
掲
載
書
、
４
６
頁
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第
５
節　

庭
の
所
有
者
と
庭
師
ら
の
意
志
に
み
る
庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明

第
１
項　

�
既
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
わ
れ
わ
れ
に
与
え
ら

れ
て
い
る
庭

　

庭
仕
事
と
は
、
そ
の
語
義
か
ら
す
る
と
、
事
を
行
う
土
地
（
庭
）
に
お
い
て

事
に
仕
え
る
（
仕
事
）
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
境
内
や
宅
地
と
い
っ
た
何
ら

か
の
土
地
に
お
い
て
奉
じ
ら
れ
る
行
為
、
そ
の
働
き
で
あ
る
。
庭
仕
事
の
従
事

者
は
多
様
で
あ
る
が
そ
の
代
表
格
が
所
有
者
、
庭
師
そ
し
て
特
殊
な
事
例
で
は

行
政
職
員
が
そ
の
な
か
に
含
ま
れ
る
。
前
節
ま
で
に
言
及
し
て
き
た
事
柄
は
、

庭
仕
事
の
従
事
者
の
対
人
関
係
と
彼
ら
に
よ
る
庭
へ
の
関
わ
り
方
、
配
慮
の
分

析
し
浮
き
彫
り
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
本
章
で
は
、
植
栽
樹
木
の
恒
常
維
持

管
理
、
特
定
の
庭
に
お
け
る
特
定
の
庭
師
集
団
の
庭
仕
事
の
行
為
に
関
す
る
呼

称
の
違
い
、
特
定
の
文
化
財
庭
園
に
お
け
る
所
有
者
、
庭
師
、
行
政
職
員
に
よ

る
定
期
修
理
と
い
う
四
つ
の
切
り
口
で
、庭
仕
事
の
あ
り
方
を
解
明
し
て
き
た
。

本
節
は
、
そ
れ
ら
の
個
別
的
意
味
に
も
と
づ
い
て
実
践
的
妥
当
性
の
顕
在
化
を

試
み
た
い
。

　

庭
師
は
、
庭
を
個
別
の
事
物
の
総
和
あ
る
い
は
構
成
要
素
の
集
合
体
と
し
て

で
は
な
く
、
ひ
と
つ
の
形
態
と
し
て
把
握
し
て
い
る
。
庭
師
に
と
っ
て
庭
は
、

漠
然
と
し
た
ま
と
ま
り
と
し
て
受
動
的
に
直
観
さ
れ
て
お
り
、
物
質
・
生
命
・

精
神
に
関
わ
る
多
様
な
状
況
や
条
件
に
触
発
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
職
人
言
葉
な

ど
に
形
容
さ
れ
る
多
種
の
所
作
が
繰
り
返
し
行
わ
れ
て
い
る
。
庭
仕
事
は
、
あ

る
境
内
や
宅
地
に
お
い
て
繰
り
返
さ
れ
る
所
作
の
運
動
の
な
か
で
、
そ
の
意
味

内
容
が
定
ま
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
庭
仕
事
の
意
味
内
容
は
、
何
年
も
同
じ

境
内
や
宅
地
で
継
続
的
に
庭
仕
事
が
行
わ
れ
て
い
る
場
合
は
、
習
慣
と
し
て
事

前
に
予
測
で
き
る
が
、
気
候
の
変
動
や
毎
年
の
経
済
状
況
に
応
じ
て
、
完
全
に

は
固
定
さ
れ
る
こ
と
な
く
結
果
的
に
決
ま
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
恒
常
維

持
管
理
に
み
ら
れ
る
庭
仕
事
の
内
容
が
受
動
性
と
能
動
性
の
交
点
に
当
た
る
こ

と
を
意
味
し
て
お
り
、
特
定
の
境
内
や
土
地
に
お
い
て
一
定
の
期
間
従
事
し
た

庭
師
で
は
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
こ
と
を
意

味
す
る
。

　

庭
仕
事
と
は
、
全
世
界
の
お
び
た
だ
し
い
車
種
に
適
用
さ
れ
る
自
動
車
の
運

転
の
よ
う
な
〝
技
術
〟
で
は
な
く
、
特
定
の
場
所
と
条
件
に
限
定
さ
れ
た
〝
技

能
〟
な
の
で
あ
り
、
諸
科
学
に
お
い
て
そ
の
真
理
を
説
く
こ
と
な
ど
は
原
理
的

に
不
可
能
で
あ
る
。
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
恒
常
維
持
管
理
を
技

術
と
し
て
説
明
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
実
態
を
踏
ま
え
る
か
ぎ
り
矛
盾
し
て

い
る
。
旧
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
け
る
職
人
言
葉
と
〝
御
所
・
寺
・

町
家
ス
カ
シ
〟
と
い
う
呼
称
に
対
す
る
先
入
観
か
ら
露
見
し
た
よ
う
に
、
庭
仕

事
の
実
態
は
、
そ
の
行
為
の
結
果
で
あ
る
庭
の
姿
か
た
ち
を
外
的
に
観
察
す
る

こ
と
で
は
導
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　

伝
統
的
に
庭
仕
事
は
、所
有
者
と
庭
師
の
集
団
に
お
け
る
複
数
の
主
観
の
間
、

さ
ら
に
は
物
質
・
生
命
現
象
と
の
触
発
に
よ
っ
て
成
立
し
て
き
た
。
こ
の
〝
構

造
の
三
つ
の
タ
イ
プ
〟
に
依
存
す
る
触
発
は
、
当
事
者
ら
の
内
的
な
直
接
経
験

の
相
互
関
係
と
し
て
理
念
化
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
庭
仕
事
の
実
体
を

言
表
・
記
述
す
る
た
め
に
は
、
記
述
者
が
庭
仕
事
へ
の
従
事
者
の
言
表
や
記
録

等
に
し
た
が
う
か
、
自
ら
が
そ
の
仕
事
に
従
事
す
る
こ
と
で
し
か
根
拠
に
当
た

る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
特
定
の
境
内
や
宅
地
で
の
従
事

経
験
が
無
い
な
が
ら
、
科
学
に
よ
る
真
理
を
会
得
し
て
い
る
こ
と
を
装
っ
て
、

諸
科
学
者
が
〝
庭
仕
事
〟
の
技
術
を
指
導
し
よ
う
と
す
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ

は
、
個
人
的
な
意
見
あ
る
い
は
見
解
の
範
囲
を
出
な
い
。
な
ぜ
社
会
的
に
〝
庭

仕
事
〟
の
技
術
指
導
が
可
能
で
あ
る
と
信
じ
ら
れ
て
き
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ

は
庭
が
あ
る
時
期
に
あ
る
人
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
こ
と
を
論
拠
と
し
て
い
る
。
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そ
も
そ
も
庭
は
、
す
で
に
構
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
、
あ
ら
か
じ
め
わ
れ
わ

れ
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。
庭
仕
事
は
、
そ
の
既
に
与
え
ら
れ
た
心
理
物
理
的
な

構
成
に
即
し
て
実
践
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
が
か
つ
て
あ
る
人
に
よ
っ
て
造
ら
れ

た
こ
と
は
、
恒
常
維
持
管
理
の
方
針
や
庭
の
継
承
を
考
え
る
う
え
で
意
味
を
も

つ
が
、庭
仕
事
の
実
践
に
直
結
す
る
事
柄
で
は
な
い
。
こ
れ
ま
で
諸
科
学
で
は
、

既
に
構
成
さ
れ
て
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
あ
る
庭
を
思
弁
の
う
え
で
構
成
要
素
に

分
離
し
、
あ
ら
た
め
て
構
成
し
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
庭
造
り
を
行
っ
た
所
有

者
や
庭
師
と
い
っ
た
当
事
者
の
経
験
と
自
ら
の
科
学
者
と
し
て
の
見
解
を
重
ね

合
わ
す
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。
こ
れ
は
、
自
動
車
の
よ
う
に
人

間
が
組
み
立
て
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
理
念
の
上
で
も
再
び
組
み
立
て
直
す
こ
と

が
で
き
る
と
い
っ
た
発
想
に
も
と
づ
い
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
物
質
・
生
命

の
秩
序
へ
依
存
し
、
受
動
的
か
つ
能
動
的
に
成
立
す
る
庭
は
、
機
械
の
ご
と
く

設
計
図
ど
お
り
に
組
み
立
て
ら
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
事
前
に
そ
の
組
立
方

法
を
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。そ
れ
ゆ
え
庭
仕
事
さ
ら
に
は
庭
の
形
態
は
、

科
学
が
恣
意
的
に
構
築
し
た
真
理
か
ら
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
的
に
そ
の
実
態
を
把
握

す
る
こ
と
が
原
理
的
に
不
可
能
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
先
入
観
や
誤
解
を
回
避

す
る
た
め
に
は
、
庭
仕
事
が
す
で
に
構
成
さ
れ
た
実
践
的
世
界
へ
の
内
属
を
前

提
し
て
い
る
こ
と
を
自
覚
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
２
項　

庭
仕
事
へ
の
配
慮
か
ら
浮
か
び
上
が
る
庭
仕
事
の
本
質
的
意
味

　

こ
れ
ま
で
庭
仕
事
に
関
わ
る
人
々
の
言
述
か
ら
庭
仕
事
の
意
味
を
聞
き
取
り

し
て
き
た
な
か
で
、
そ
の
行
為
に
は
、
―
ハ
イ
デ
ガ
ー
の
『
存
在
と
時
間
』
を

参
照
す
れ
ば
―
物
質
・
生
命
・
精
神
の
秩
序
の
す
べ
て
に
「
配
慮
し
な
が
ら
付

き
合
う
」（
１
）
態
度
が
み
ら
れ
た
。

　

要
す
る
に
、
ひ
と
が
身
近
な
仕
事
場
の
世
界
に
そ
の
つ
ど
配
慮
し
な
が
ら

没
頭
し
て
い
る
と
き
、
そ
こ
で
の
作
業
や
作
ら
れ
る
製
品
に
は
、
あ
る
い
は

そ
の
作
業
や
製
品
を
構
成
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
指
示
の
脈
略
に
は
、
世
界
の
内

部
に
存
在
す
る
も
の
が
漠
然
と
な
が
ら
も
と
も
に
引
き
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

（
存
在
と
時
間
：
１
０
２
頁
）

　

庭
師
の
恒
常
維
持
管
理
の
実
践
は
、
立
地
条
件
・
事
物
の
構
成
、
植
栽
樹
木
・

草
本
・
地
被
植
物
、
所
有
者
か
ら
の
要
請
な
ど
へ
の
配
慮
が
契
機
と
な
っ
て
い

た
。
庭
師
に
か
ぎ
ら
ず
庭
仕
事
に
関
わ
る
人
々
は
、
そ
の
実
践
に
お
い
て
、
物

理
・
生
命
・
精
神
の
位
相
が
絡
み
合
っ
た
実
践
的
世
界
の
出
来
事
の
な
か
に
没

入
し
て
い
る
。
庭
仕
事
の
実
践
中
に
そ
の
こ
と
が
意
識
さ
れ
な
い
の
は
、
庭
仕

事
に
関
わ
る
人
々
の
存
在
が
、
か
れ
ら
に
と
っ
て
庭
が
既
に
構
成
さ
れ
た
も
の

と
し
て
与
え
ら
れ
て
い
る
経
験
に
先
立
っ
て
、
実
践
的
世
界
に
投
げ
入
れ
ら
れ

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

庭
仕
事
に
関
わ
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
庭
が
既
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
〈
信
憑
（D

oxa

）〉
さ
れ
、か
れ
ら
の
存
在
が
そ
の
〈
信
憑
〉
に
先
立
っ

て
実
践
的
世
界
に
内
属
し
て
い
る
こ
と
が
〈
原
信
憑
（U

rdoxa

）〉
さ
れ
て
い

る
。
言
い
換
え
れ
ば
庭
が
既
に
構
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
自
体
は
、
庭
仕

事
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
々
に
該
当
す
る
出
来
事
で
あ
る
が
、
そ
の
庭
の
構
成

の
把
握
は
、
各
個
人
の
主
観
ご
と
に
実
践
さ
れ
て
い
る
。
庭
の
構
成
の
あ
り
方

は
、
個
人
ご
と
に
千
差
万
別
で
あ
る
た
め
、
そ
の
記
述
が
科
学
と
し
て
の
一
般

性
や
普
遍
性
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
庭
仕
事
の
記
述
に
当
た
っ
て

は
、
そ
の
仕
事
の
結
果
で
あ
る
庭
の
物
質
と
理
念
上
の
構
成
で
は
な
く
、
日
常

の
実
践
に
お
い
て
持
続
さ
れ
て
い
る
配
慮
へ
の
注
視
が
不
可
欠
と
な
る
。
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現
存
在
が
手
許
に
在
る
道
具
の
も
と
に
配
慮
し
な
が
ら
没
頭
し
て
い
る
範
囲

の
中
で
さ
え
、配
慮
さ
れ
る
世
界
の
内
部
に
在
る
存
在
す
る
も
の
と
と
も
に
、

そ
う
い
っ
た
存
在
す
る
も
の
が
備
え
る
世
界
性
が
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
ほ

の
見
え
て
く
る
、
そ
の
よ
う
な
ひ
と
つ
の
存
在
の
可
能
性
を
現
存
在
自
身
が

持
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。（
存
在
と
時
間
：
１
０
４
頁
）

　

庭
仕
事
に
関
わ
る
人
々
に
よ
る
配
慮
を
当
事
者
の
言
述
か
ら
注
意
深
く
読
み

解
け
ば
、
か
れ
ら
の
配
慮
が
い
わ
ば
灯
火
と
な
っ
て
、
実
践
的
世
界
の
あ
り
さ

ま
が
、
庭
仕
事
全
般
の
実
践
的
妥
当
性
と
し
て
浮
か
び
上
が
る
。
本
節
で
は
、

概
ね
以
下
の
庭
仕
事
に
関
す
る
妥
当
性
を
解
明
し
た
。

①　

庭
師
が
恒
常
維
持
管
理
に
お
い
て
職
人
言
葉
を
用
い
る
の
は
、
対
人
関
係

の
恒
常
性
が
崩
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
庭
師
の
間
で
意
志
疎
通
が
円
滑
に

で
き
な
く
な
っ
た
場
合
で
あ
る
。
一
定
期
間
共
同
し
て
仕
事
を
行
っ
て
い
れ
ば

庭
仕
事
の
仕
上
が
り
の
意
志
疎
通
は
、
濃
い
／
薄
い
や
堅
い
／
柔
ら
か
い
と

い
っ
た
日
常
の
実
践
的
世
界
で
汎
用
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
対
語
に
よ
っ
て
可

能
で
あ
る
こ
と
。

②　

庭
師
は
、
恒
常
維
持
管
理
を
通
し
て
、
主
と
し
て
植
物
の
生
理
現
象
や
健

康
状
態
と
い
っ
た
生
命
の
秩
序
と
所
有
者
や
来
訪
者
の
要
請
な
ど
の
精
神
の
秩

序
の
両
立
を
目
指
し
て
お
り
、
経
済
的
背
景
か
ら
換
算
さ
れ
る
時
間
と
境
内
や

邸
宅
の
構
成
の
制
限
の
な
か
で
、
多
種
の
所
作
の
駆
使
と
工
夫
に
よ
っ
て
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
こ
と
。
結
果
的
に
そ
れ
が
、
互
い
に
絡
み
合
う
人
間
と
植
物

の
環
境
世
界
の
相
互
作
用
の
中
間
点
に
立
脚
し
、
庭
の
恒
常
維
持
管
理
を
通
し

て
双
方
を
仲
裁
し
て
い
る
こ
と
。

③　

庭
師
集
団
は
、
植
物
の
生
長
の
周
期
に
合
わ
せ
、
庭
仕
事
を
進
め
る
上
で

小
回
り
の
効
く
小
集
団
あ
る
い
は
総
合
体
で
あ
る
会
社
・
店
と
い
う
形
態
を
と

り
、
時
候
と
所
有
者
か
ら
の
要
請
に
合
わ
せ
て
濃
淡
、
強
弱
を
つ
け
ら
れ
る
よ

う
可
変
性
を
も
つ
と
い
う
こ
と
。

④　

庭
師
集
団
の
庭
に
対
す
る
配
慮
と
集
団
内
に
お
い
て
長
い
期
間
を
か
け
て

手
が
揃
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
庭
に
〝
調
和
〟
が
生
ま
れ
る
こ
と
。

⑤　

庭
の
恒
常
維
持
管
理
で
は
、
樹
木
の
健
康
状
態
の
管
理
や
参
拝
者
の
安
全

確
保
、
場
所
に
よ
る
手
入
れ
の
仕
方
の
違
い
、
各
庭
に
お
け
る
機
能
の
把
握
な

ど
の
約
束
事
が
あ
る
。
い
わ
ば
そ
の
〝
制
度
化
さ
れ
た
も
の
〟
は
、
特
定
個
人

の
共
同
に
よ
る
実
践
の
反
復
の
〝
歴
史
〟
に
根
拠
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
庭
の
恒

常
維
持
管
理
に
関
わ
る
人
々
の
な
か
で
成
立
し
て
い
る
こ
と
。

⑥　

恒
常
維
持
管
理
に
お
い
て
庭
師
は
、
庭
に
関
わ
っ
た
先
人
の
要
望
や
関
心

で
あ
る
〝
先
人
の
意
向
〟
を
、文
化
的
な
歴
史
と
し
て
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
。

⑦　

多
種
多
様
な
土
地
で
恒
常
維
持
管
理
を
行
う
庭
師
は
、
一
貫
し
た
庭
仕
事

の
仕
方
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
敷
地
内
に
お
け
る
立
地
条
件
に
よ
っ
て
柔
軟

に
対
応
し
て
い
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
庭
仕
事
と
は
、
そ
の
土
地
の
所
有
者
や
住

人
、
さ
ら
に
は
来
訪
者
の
志
向
に
応
じ
た
繊
細
か
つ
多
様
な
配
慮
の
具
現
と
し

て
、
庭
以
外
の
土
地
で
の
汎
用
性
を
包
含
し
て
い
る
こ
と
。

　

こ
れ
ら
の
実
践
的
妥
当
性
は
、
庭
に
関
わ
る
人
々
に
と
っ
て
当
然
の
事
柄
で

あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
に
お
い
て
〈
信
憑
〉
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
で
か
つ

恒
常
的
な
合
理
性
が
潜
在
さ
れ
て
い
る
た
め
、
あ
え
て
問
わ
れ
な
い
か
ぎ
り
意

識
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
逆
を
い
え
ば
、
そ
れ
で
あ
る
か
ら
こ
そ
本
質
的
で
あ

り
、
庭
の
よ
う
に
境
内
や
宅
地
の
一
画
で
実
践
さ
れ
て
い
る
事
柄
の
記
述
は
、

そ
の
当
事
者
の
置
か
れ
て
い
る
状
況
と
立
場
に
よ
る
、
様
々
な
配
慮
へ
の
注
視

に
よ
っ
て
妥
当
性
を
も
つ
の
で
あ
る
。
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第
５
節　

補
注

（
１
）�
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ハ
イ
デ
ガ
ー
著
・
高
田
珠
樹
訳
：
存
在
と
時
間
：
作
品
社
：

２
０
１
３
、１
０
５
頁
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第
三
章　

文
化
財
の
保
存
管
理
の
報
告
書
等
の
記
述
に
み
る

庭
仕
事
の
実
践
知
の
解
明　

都
の
文
化
財
庭
園
に
お
け
る
取
り
組
み
」（
８
）、「
文
部
科
学
省
補
助
金
「
研
究

成
果
公
開
促
進
費
」
研
究
成
果
公
開
発
表
（
Ｂ
）『
文
化
財
の
保
存
と
修
復
―

伝
統
っ
て
な
に
？
』」（
９
）、「
平
成
十
九
年
度
日
本
庭
園
学
会
関
西
大
会
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
「
文
化
財
庭
園
の
整
備
・
維
持
管
理
の
表
現
」」（
１
０
）
等
が
あ
る
。

　

研
究
の
方
法
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。
ま
ず
最
初
に
、
文
化
財
庭
園
に
お
い

て
脆
弱
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
具
体
的
な
事
例
を
列
記
し
、実
態
把
握
を
行
う
。

次
に
、
従
来
庭
園
学
お
よ
び
造
園
学
に
お
い
て
考
察
が
深
め
ら
れ
て
き
た
庭
の

保
存
管
理
と
庭
の
脆
弱
性
の
関
連
性
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。
最
後
に
、
京
都

市
内
に
お
け
る
文
化
財
保
護
の
実
態
に
即
し
て
庭
の
脆
弱
性
に
つ
い
て
の
分
析

を
行
う
。
な
お
、
本
研
究
は
庭
の
脆
弱
性
に
関
す
る
指
標
の
提
示
を
目
的
と
す

る
も
の
で
は
な
い
。

　

庭
の
保
存
管
理
に
つ
い
て
は
、「
庭
園
は
作
庭
が
四
分
で
、
維
持
管
理
が
六

分
で
あ
る
」（
１
１
）
と
い
う
格
言
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
維
持
管
理
を
含
む
保
存
管

理
が
、
庭
の
存
続
を
可
能
と
す
る
前
提
事
項
と
い
っ
て
も
よ
い
。
見
方
を
変
え

る
と
維
持
管
理
の
必
要
性
は
、
そ
も
そ
も
庭
が
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
こ
と
の

裏
返
し
で
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
は
つ
ま
り
、
庭
の
存
続
に
係
る

維
持
管
理
と
庭
の
脆
弱
性
は
表
裏
の
一
体
の
関
係
で
あ
り
、
庭
に
携
わ
る
人
に

と
っ
て
は
あ
え
て
口
に
出
さ
な
く
と
も
、
脆
弱
性
が
常
に
念
頭
に
置
か
れ
て
い

る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

第
１
節　

�

庭
の
脆
弱
性
の
顕
在
化
と
そ
の
傾
向
の
解
明

第
１
項　

庭
の
脆
弱
性

　

本
節
で
は
、
京
都
市
内
に
位
置
す
る
文
化
財
指
定
等
を
受
け
た
庭
を
事
例
と

し
た
そ
の
脆
弱
性
の
顕
在
化
と
そ
の
傾
向
の
解
明
を
試
み
る
。

　

平
成
二
十
二
年
四
月
現
在
で
京
都
市
内
に
お
け
る
行
政
が
指
定
・
登
録
す

る
文
化
財
庭
園
は
、
国
指
定
が
四
十
四
件
、
府
指
定
が
一
件
、
市
の
指
定
が

二
十
九
件
、
市
の
登
録
が
三
件
で
あ
る
（
１
）。
こ
れ
ま
で
文
化
財
庭
園
の
脆
弱

性
（
壊
れ
や
す
さ
）
に
関
す
る
研
究
は
、
保
存
管
理
を
中
心
と
し
て
検
討
さ
れ

て
き
た
。
そ
れ
は
偏
に
庭
の
保
存
管
理
が
単
な
る
現
状
の
維
持
で
は
な
く
、
庭

の
存
立
に
欠
か
せ
な
い
重
要
事
項
で
あ
る
こ
と
に
よ
る
。「
庭
は
、
作
っ
た
だ

け
で
は
作
っ
た
こ
と
に
な
ら
な
い
」（
２
）
の
で
あ
っ
て
、
保
存
管
理
は
永
続
的

な
創
作
活
動
の
一
環
と
い
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
事
情
が

結
果
と
し
て
、
庭
の
脆
弱
性
に
関
す
る
体
系
的
な
検
証
の
必
然
性
を
希
薄
に
し

て
き
た
。

　

庭
の
保
存
管
理
に
関
す
る
先
行
研
究
に
は
、『
庭
園
入
門
講
座
４
剪
定
・
生
垣
・

庭
樹
各
論
』（
３
）、『
図
解　

庭
木
・
花
木
の
整
姿
・
剪
定
』（
４
）、『
庭
園
学
講

座
Ⅳ　

庭
園
の
管
理
と
病
害
虫
』（
５
）
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
文
化
財
庭
園
の
保
護

に
つ
い
て
言
及
し
た
先
行
事
例
と
し
て
は
、「
月
刊
文
化
財
（
五
一
一
号
）」（
６
）

や
『
庭
園
学
講
座
Ⅹ　

文
化
財
庭
園
の
保
存
管
理
技
術
』（
７
）、「
特
集　

東
京



　

そ
こ
で
、
本
研
究
の
方
法
は
以
下
の
通
り
と
す
る
。
維
持
管
理
で
想
定
さ
れ

て
い
る
範
囲
の
庭
の
脆
弱
性
に
関
し
て
、
京
都
市
内
の
文
化
財
庭
園
に
お
け
る

保
存
管
理
の
実
例
を
紙
面
の
許
す
限
り
枚
挙
し
、
そ
の
傾
向
と
特
性
を
分
析
す

る
。
な
お
、
脆
弱
性
の
枚
挙
に
あ
た
っ
て
は
、
便
宜
上
、
項
目
を
環
境
と
人
為

に
二
分
し
、
庭
の
毀
損
や
荒
廃
の
具
体
例
を
推
挙
す
る
。

第
２
項　

庭
に
関
す
る
脆
弱
性
の
枚
挙

（
１
）
環
境

 　

自
然
環
境
内
に
あ
る
庭
は
、
そ
の
秩
序
の
影
響
の
も
と
人
の
手
に
よ
っ
て

庭
と
し
て
の
秩
序
が
保
た
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、「
自
然
の
樹
木
で
は
好
条
件

の
下
に
あ
る
強
い
木
が
弱
者
を
淘
汰
す
る
一
方
で
、
常
に
新
し
い
生
命
が
生
ま

れ
育
ち
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
新
陳
代
謝
に
よ
っ
て
、
樹
林
全
体
と
し
て
動
的
な

バ
ラ
ン
ス
が
保
た
れ
て
い
る
」
の
に
対
し
て
「
庭
園
の
な
か
で
は
す
べ
て
の
樹

林
が
共
存
し
て
も
ら
わ
な
く
て
は
困
る
」（
１
２
）
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
庭
の
毀
損
・

荒
廃
は
、
双
方
の
秩
序
の
均
衡
が
崩
れ
た
と
き
に
生
じ
る
と
み
ら
れ
、
そ
の
頻

度
が
高
い
現
象
こ
そ
、
庭
が
壊
れ
や
す
い
と
い
う
特
性
を
示
し
て
る
。
但
し
、

そ
の
事
例
は
数
に
限
り
が
な
い
た
め
、
本
項
で
は
庭
に
携
わ
る
人
々
に
お
い
て

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
事
例
を
取
り
上
げ
る
。

（
ａ
）
雨

　

水
圧
は
、
工
業
製
品
の
加
工
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
ほ
ど
強
力
で
あ
り
、

場
合
に
よ
っ
て
は
雨
水
に
も
強
力
な
力
が
生
ま
れ
る
。
京
都
市
外
の
事
例
と
し

て
は
、
平
成
二
十
一
年
七
月
の
山
口
県
豪
雨
災
害
に
お
い
て
、
名
勝
毛
利
氏
庭

園
（
山
口
県
防
府
市
）
の
地
下
水
路
が
壊
れ
地
表
の
一
部
が
陥
没
し
た
（
１
３
）。

　

時
に
雨
水
は
、
園
内
の
築
山
の
地
被
植
物
を
洗
い
流
し
て
地
山
を
穿
鑿
し
た

り
池
や
流
れ
の
水
を
溢
れ
さ
せ
た
り
す
る
。
一
旦
、
築
山
が
穿
鑿
さ
れ
る
と
水
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道
（
み
ず
み
ち
）
や
窪
み
が
で
き
、
そ
こ
か
ら
築
山
の
毀
損
が
進
行
す
る
。
庭

で
は
、
園
路
が
排
水
路
を
兼
ね
て
い
る
場
合
が
あ
り
、
正
常
時
は
、
ま
ず
築
山

で
受
け
た
雨
水
が
園
路
に
流
れ
込
み
、
園
池
や
雨
水
桝
な
ど
に
排
水
さ
れ
て
い

る
。
も
し
雨
水
に
よ
っ
て
築
山
が
穿
鑿
さ
れ
る
と
、
地
被
植
物
と
泥
土
が
削
り

取
ら
れ
園
路
や
池
に
堆
積
す
る
た
め
、
そ
の
除
去
を
怠
る
と
、
果
て
に
は
園
路

の
輪
郭
が
不
明
瞭
に
な
り
池
は
埋
没
し
て
し
ま
う
。

　

豪
雨
の
際
、
池
の
排
水
能
力
の
限
界
を
越
え
、
池
の
水
位
が
高
ま
る
と
、
雨

水
は
護
岸
石
組
の
裏
側
へ
溢
れ
て
し
ま
い
そ
の
基
盤
を
痛
め
て
し
ま
う
。ま
た
、

急
激
な
雨
水
の
増
加
に
よ
り
流
水
が
は
や
ま
る
と
、
時
と
し
て
護
岸
石
組
の
石

と
石
と
の
間
に
詰
め
ら
れ
た
粘
土
や
モ
ル
タ
ル
が
剥
が
れ
、
池
の
水
が
護
岸
内

部
に
浸
透
し
、
護
岸
石
組
の
崩
壊
を
誘
発
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
降
雨
は
、
多
い
と
庭
の
毀
損
を
招
き
、
逆
に
少
な
い
と
地
被

植
物
や
植
栽
植
物
が
弱
ら
せ
、場
合
に
よ
っ
て
は
枯
死
に
至
る
こ
と
さ
え
あ
る
。

ど
れ
ほ
ど
散
水
を
し
た
と
し
て
も
、庭
は
渇
水
に
対
し
て
極
め
て
脆
弱
で
あ
る
。

（
ｂ
）
風

　

風
力
は
、
時
と
し
て
自
動
車
を
巻
き
上
げ
家
屋
を
な
ぎ
倒
す
こ
と
が
あ
る
ほ

ど
強
力
で
あ
る
。
庭
の
風
に
よ
る
被
害
は
、
建
造
物
・
工
作
物
・
点
景
物
の
倒

壊
並
び
に
樹
木
の
枝
折
れ
や
転
倒
の
誘
発
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。

　

具
体
的
な
事
例
と
し
て
は
、
特
別
史
跡
及
び
特
別
名
勝
醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園

に
お
い
て
、
平
成
十
九
年
九
月
に
敷
地
南
側
の
築
山
中
腹
に
植
わ
っ
て
い
た
シ

イ
ノ
キ
が
園
池
内
に
転
倒
し
た
。
こ
の
時
、
倒
木
し
た
シ
イ
ノ
キ
が
池
中
に
設

け
ら
れ
た
岩
島
に
直
撃
し
、
そ
の
一
部
が
損
傷
し
た
。
関
連
す
る
事
例
と
し
て

は
、
平
成
十
年
九
月
、
奈
良
県
の
室
生
寺
五
重
塔
が
台
風
九
号
の
影
響
で
倒
れ

た
ス
ギ
の
大
木
に
よ
っ
て
損
傷
し
た
後
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
周
辺
の
樹
木
伐

採
が
促
進
さ
れ
た
。
京
都
市
指
定
名
勝
正
伝
寺
庭
園
な
ど
文
化
財
庭
園
の
一
部
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で
も
、
関
連
し
て
植
栽
樹
木
が
伐
採
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

ク
ス
ノ
キ
な
ど
枝
葉
の
湾
曲
に
対
し
て
粘
り
が
な
い
樹
木
や
古
木
の
場
合
、

強
風
に
よ
り
生
の
枝
葉
が
段
階
な
く
い
き
な
り
折
れ
落
下
す
る
場
合
や
、
ひ
ど

い
時
に
は
生
木
（
な
ま
き
）
で
も
倒
木
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
ど
の
よ
う

な
種
類
の
植
栽
樹
木
で
も
、
植
栽
密
度
が
高
く
枝
葉
が
密
生
し
、
樹
冠
（
１
４
）

内
部
に
十
分
射
光
が
及
ば
な
い
場
合
は
、中
枝
が
枯
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、

そ
れ
ら
の
枯
枝
が
他
の
枝
葉
に
引
っ
掛
か
り
な
が
ら
段
階
的
に
落
下
す
る
お
そ

れ
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
保
存
管
理
で
は
日
常
的
な
見
廻
り
で
危
険
個
所
を

確
認
し
、
状
況
を
見
計
ら
っ
て
枝
葉
の
剪
定
・
除
去
が
行
わ
れ
て
い
る
。

（
ｃ
）
雪
・
霜

　

冬
季
の
降
雪
時
、
ま
ず
も
っ
て
脆
弱
性
を
呈
す
る
の
が
植
栽
樹
木
の
樹
枝
で

あ
る
。
積
雪
の
重
み
は
、
時
と
し
て
植
栽
樹
木
を
幹
ご
と
折
っ
た
り
転
倒
さ
せ

た
り
す
る
。
京
都
市
内
で
は
み
ら
れ
な
い
が
、
石
川
県
金
沢
市
の
特
別
名
勝
兼

六
園
な
ど
豪
雪
地
帯
に
あ
る
庭
で
は
、
積
雪
に
よ
る
枝
折
れ
や
樹
形
の
乱
れ
を

防
ぐ
た
め
に
、
雪
囲
い
や
雪
吊
り
（
１
５
）
な
ど
を
行
う
こ
と
が
あ
る
。

　

ま
た
同
じ
く
冬
の
風
物
詩
と
知
ら
れ
、
特
別
史
跡
及
び
特
別
名
勝
二
条
城
二

之
丸
庭
園
な
ど
で
み
ら
れ
る
ソ
テ
ツ
の
防
寒
養
生
（
１
６
）
は
、
樹
種
の
環
境
特

性
に
応
じ
た
保
護
の
措
置
で
あ
る
。
ま
た
、
京
都
市
指
定
名
勝
官
休
庵
（
武
者

小
路
千
家
）
庭
園
な
ど
の
露
地
で
は
、
寒
冷
期
に
コ
ケ
類
が
霜
に
よ
っ
て
痛
ん

だ
り
地
山
か
ら
剥
離
し
た
り
し
な
い
よ
う
敷
松
葉
（
１
７
）
が
施
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。
近
年
は
冬
季
が
温
暖
で
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
た
め
、
霜
に
よ
る
被
害

は
顕
著
で
は
な
い
が
、
平
成
二
十
二
年
二
月
か
ら
三
月
の
京
都
市
内
は
霜
が
降

り
る
日
が
数
度
あ
っ
た
。
京
都
市
指
定
名
勝
白
河
院
庭
園
で
は
、
園
池
護
岸
沿

い
の
築
山
の
表
面
が
霜
柱
に
よ
る
ひ
び
割
れ
て
い
る
状
態
が
確
認
さ
れ
た
。

　

上
記
の
保
存
管
理
の
内
容
か
ら
勘
案
す
る
と
、主
と
し
て
文
化
財
庭
園
の
雪
・

霜
に
よ
る
脆
弱
性
は
、
植
栽
樹
木
や
地
被
植
栽
の
冷
気
に
よ
る
被
害
、
積
雪
に

よ
る
植
栽
樹
木
の
枝
葉
や
幹
の
毀
損
、
霜
に
よ
る
築
山
表
面
の
毀
損
な
ど
が
あ

る
。

（
ｄ
）
植
栽
樹
木
の
生
長

　

一
部
の
事
例
を
除
い
て
、
植
栽
樹
木
は
庭
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
構
成
物
で

あ
る
。
来
訪
者
が
季
節
感
や
自
然
の
息
吹
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
植
栽
樹
木

の
ま
と
ま
り
は
、
自
然
林
と
は
異
な
る
風
趣
を
醸
し
出
す
庭
の
特
徴
と
も
い
え

る
。
そ
の
植
栽
樹
木
の
枝
葉
は
、
毎
年
の
維
持
管
理
に
お
い
て
一
定
剪
定
に
よ

り
抑
制
さ
れ
る
が
、
根
茎
の
生
育
は
意
外
と
見
落
と
さ
れ
が
ち
で
あ
る
。
植
栽

樹
木
の
根
茎
を
放
置
し
て
お
く
と
、
根
上
り
に
よ
っ
て
築
山
の
表
面
が
荒
ら
さ

れ
、
根
の
力
で
石
積
み
が
孕
む
な
ど
、
い
つ
の
間
に
か
庭
は
崩
壊
に
導
か
れ
る
。

ま
た
、
サ
サ
や
コ
ケ
な
ど
の
地
被
植
物
も
細
や
か
に
手
入
れ
を
し
て
お
か
な
け

れ
ば
、
築
山
と
園
路
と
の
縁
を
不
明
瞭
と
し
、
景
石
や
護
岸
を
被
覆
す
る
な
ど
、

庭
の
地
割
を
著
し
く
変
貌
さ
せ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
。こ
う
し
た
毀
損
は
、

ど
の
よ
う
な
文
化
財
庭
園
で
も
起
こ
り
得
る
。

（
ｅ
）
動
物
・
昆
虫

　

自
然
環
境
と
隔
り
の
な
い
庭
に
は
、
多
種
多
様
な
動
物
や
昆
虫
が
訪
れ
る
。

そ
の
中
に
は
、
庭
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
が
い
る
。
コ
イ
な
ど
園
池
で
飼
育

さ
れ
て
い
る
魚
や
、
河
川
等
を
伝
っ
て
流
入
し
た
ア
メ
リ
カ
ザ
リ
ガ
ニ
は
、
護

岸
石
組
み
の
目
地
を
穿
鑿
し
、
崩
壊
を
助
長
す
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
山
沿

い
に
位
置
す
る
庭
で
は
、
イ
ノ
シ
シ
や
シ
カ
が
園
内
に
侵
入
し
、
築
山
や
園
路

を
掘
り
返
し
た
り
、植
物
の
新
芽
に
食
害
を
も
た
ら
せ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、

近
年
の
マ
ツ
枯
れ
や
ナ
ラ
枯
れ
は
昆
虫
に
起
因
す
る
被
害
で
あ
る
。
植
栽
樹
木

の
病
虫
害
に
よ
る
被
害
自
体
は
恒
常
的
で
あ
る
た
め
、
た
い
て
い
の
場
合
、
多

様
な
対
処
方
法
に
よ
っ
て
迅
速
に
処
置
さ
れ
る
。



は
、
庭
を
運
用
す
る
上
で
直
接
支
障
を
被
る
こ
と
か
ら
、
常
日
頃
よ
り
庭
に
携

わ
る
人
々
の
関
心
の
な
か
に
あ
る
と
み
ら
れ
る
。
し
か
し
、
容
易
に
は
対
処
で

き
な
い
大
事
で
あ
る
が
ゆ
え
、
未
解
決
の
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
少
な

く
な
い
。
本
項
で
は
、
文
化
財
庭
園
で
生
じ
る
可
能
性
が
あ
る
人
災
の
一
部
を

枚
挙
す
る
。

（
ａ
）
維
持
管
理
の
停
滞

　

京
都
市
内
の
気
候
風
土
に
お
け
る
植
栽
樹
木
の
生
長
は
極
め
て
早
い
。
そ
れ

は
、「
明
治
維
新
後
の
百
年
あ
ま
り
の
間
に
京
都
御
苑
で
現
在
み
ら
れ
る
よ
う

な
大
樹
林
が
形
成
さ
れ
た
事
実
」（
１
９
）
が
証
明
し
て
い
る
。
こ
れ
は
逆
説
的
に

毎
年
の
維
持
管
理
を
怠
る
と
樹
木
や
雑
草
が
う
っ
そ
う
と
生
い
茂
り
、
足
の
踏

み
場
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
だ
け
で
な
く
、
庭
の
地
割
（
２
０
）
や
建
物
と
植
栽

樹
木
と
の
間
に
〝
ス
ケ
ー
ル
ギ
ャ
ッ
プ
〟（
２
１
）
が
生
じ
る
。
そ
う
な
る
と
来
訪

者
に
違
和
感
を
与
え
、
さ
ら
に
は
庭
と
し
て
の
調
和
・
統
合
が
損
な
わ
れ
る
こ

と
に
な
る
。

　

仮
に
長
期
間
、
文
化
財
庭
園
の
掃
除
や
除
草
を
怠
る
と
、
地
割
は
落
葉
や
砂

埃
な
ど
に
よ
っ
て
ま
ん
べ
ん
な
く
埋
没
し
、
元
来
の
形
状
が
失
わ
れ
る
。
京
都

市
指
定
名
勝
立
本
寺
庭
園
で
は
、
長
年
の
蓄
積
に
よ
り
広
い
範
囲
で
五
、六
セ

ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
堆
積
土
が
確
認
さ
れ
た
（
２
２
）。
ま
た
、
実
生
の
樹
木
や
地
被

植
物
が
生
長
し
我
が
物
顔
で
居
座
る
よ
う
に
な
る
と
、
庭
は
自
律
し
た
秩
序
か

ら
自
然
の
秩
序
に
大
き
く
偏
り
、
維
持
管
理
を
再
開
し
て
も
、
本
来
の
庭
と
異

な
っ
た
状
態
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

（
ｂ
）
造
り
替
え

　

岡
本
太
郎
は
、
庭
に
つ
い
て
「
す
べ
て
の
古
典
の
中
で
、
お
そ
ら
く
庭
ほ
ど

時
代
に
堪
え
る
、
と
同
時
に
ま
た
そ
の
流
れ
に
し
た
が
っ
て
貌
を
変
え
て
い
る

も
の
は
な
い
で
し
ょ
う
」（
２
３
）
と
述
べ
て
い
る
。
庭
の
形
状
の
移
り
変
わ
り
は
、

198

（
ｆ
）
地
震

　

庭
の
地
震
に
よ
る
被
害
は
、
建
築
物
・
工
作
物
の
倒
壊
、
護
岸
石
組
み
や
景

石
の
緩
み
、
燈
籠
な
ど
点
景
物
の
転
倒
な
ど
が
想
定
さ
れ
る
。
地
震
に
よ
る
護

岸
石
組
み
や
景
石
の
緩
み
は
、
実
際
ど
の
程
度
生
じ
て
い
る
の
か
の
判
別
が
難

し
い
。
醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
の
護
岸
石
組
は
、
平
成
九
年
に
大
き
く
転
倒
し
た

と
い
う
。
そ
れ
は
平
成
七
年
（
１
９
９
５
）
一
月
に
起
き
た
阪
神
大
震
災
の
一

年
後
で
あ
り
、
直
接
の
因
果
関
係
は
不
明
で
あ
る
が
、
転
倒
を
誘
発
し
た
可
能

性
は
否
定
で
き
な
い
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
護
岸
石
組
の
応
急
処
置
が
頻
繁
に

行
わ
れ
て
い
れ
ば
、地
震
に
よ
っ
て
大
き
な
被
害
が
出
る
こ
と
は
考
え
に
く
い
。

よ
っ
て
地
震
は
、
す
で
に
荒
廃
・
毀
損
し
た
状
態
の
庭
に
大
き
な
被
害
を
与
え

る
契
機
と
な
る
災
害
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

（
ｇ
）
環
境
に
関
す
る
脆
弱
性
の
傾
向

　

保
存
管
理
の
事
例
を
通
し
て
、
環
境
面
か
ら
庭
の
脆
弱
性
を
み
る
と
、
自
然

の
秩
序
と
人
の
手
に
よ
る
秩
序
の
せ
め
ぎ
合
い
を
顕
著
に
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
。
自
然
と
人
為
を
対
立
関
係
と
し
た
場
合
、
維
持
管
理
は
自
然
の
秩
序
へ

の
対
抗
策
と
解
釈
さ
れ
、
と
も
す
れ
ば
受
動
的
な
お
決
ま
り
の
作
業
と
み
な
さ

れ
て
し
ま
う
が
、
冒
頭
で
述
べ
た
よ
う
に
保
存
管
理
は
、
能
動
的
に
行
わ
れ
る

永
続
的
な
創
作
活
動
で
も
あ
る
。
庭
に
携
わ
る
人
々
に
と
っ
て
自
然
の
秩
序
と

の
兼
ね
合
い
は
、
前
提
と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
想
像
を
絶
す
る

規
模
の
自
然
災
害
が
生
じ
な
い
限
り
、
庭
の
脆
弱
性
は
保
存
管
理
に
お
い
て
予

め
想
定
さ
れ
て
お
り
、
常
日
頃
か
ら
こ
と
あ
る
ご
と
に
対
処
が
な
さ
れ
て
い
る

（
１
８
）。

（
２
）
人
為

　

学
術
的
な
議
論
の
俎
上
に
上
が
る
機
会
は
希
で
あ
る
が
、
故
意
で
あ
る
な
し

に
係
ら
ず
人
災
が
庭
の
保
存
に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
多
い
。
そ
れ
ら



自
然
の
秩
序
に
よ
る
経
年
変
化
に
加
え
人
為
的
な
造
り
替
え
に
よ
る
も
の
も
あ

る
。
事
実
、
京
都
市
指
定
名
勝
知
恩
院
方
丈
庭
園
は
、
少
な
く
と
も
過
去
３
度

の
作
り
替
え
を
経
て
い
る
こ
と
が
、
考
古
学
的
調
査
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

（
２
４
）。
後
世
の
造
り
替
え
を
「
時
代
の
感
性
や
個
人
の
美
意
識
の
挿
入
」（
２
５
）

と
考
え
れ
ば
、
庭
に
は
、
時
代
の
趣
向
に
し
た
が
っ
て
形
状
を
変
え
る
こ
と
に

よ
り
、
存
続
を
可
能
に
し
て
き
た
と
い
う
強
か
さ
が
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
も

で
き
よ
う
。

　

そ
の
一
方
で
文
化
財
庭
園
の
場
合
、
造
り
替
え
は
現
状
変
更
（
２
６
）
と
し
て

み
な
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
文
化
財
に
指
定
・
登
録
さ
れ
る
以
前
の
造
り
替
え
は
、

一
定
の
範
囲
な
ら
歴
史
の
蓄
積
と
し
て
許
容
さ
れ
よ
う
が
、
指
定
・
登
録
以
降

は
認
め
ら
れ
ざ
る
行
為
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
関
わ
ら
ず
、
文
化
財
庭
園
を
一
般

の
庭
と
同
一
視
し
、
新
た
に
手
が
加
え
ら
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
現
実
と
し
て
あ

る
。
そ
れ
は
表
面
化
さ
れ
て
い
な
い
だ
け
で
、
文
化
財
価
値
が
著
し
く
損
な
わ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
ｃ
）
過
度
な
恒
常
維
持
管
理

　

毎
年
の
維
持
管
理
は
、
綿
密
に
行
う
ほ
ど
良
好
に
庭
が
保
護
で
き
る
と
い
う

よ
う
に
思
わ
れ
そ
う
だ
が
、
過
度
な
維
持
管
理
は
大
き
な
毀
損
を
招
く
こ
と
が

あ
る
。
そ
の
代
表
的
な
事
例
が
、
浚
渫
に
よ
る
池
底
の
穿
掘
で
あ
る
。
平
成

二
十
一
年
度
実
施
の
京
都
市
指
定
名
勝
光
雲
寺
庭
園
の
園
池
護
岸
修
理
で
は
、

考
古
学
的
調
査
と
現
地
観
察
を
元
に
考
察
し
た
と
こ
ろ
、
池
底
が
ほ
ぼ
全
域
に

わ
た
っ
て
お
よ
そ
二
十
―
二
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
削
平
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
後
世
コ
イ
を
飼
育
す
る
た
め
に
水
深
を
確

保
す
る
必
要
が
生
じ
た
と
も
推
測
で
き
る
が
、
過
剰
な
浚
渫
に
よ
る
可
能
性
は

十
分
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
他
、
過
度
な
散
水
や
清
掃
に
よ
っ
て
地
割
り
や
築
山
が
削
平
さ
れ
る
こ
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と
も
よ
く
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
毀
損
は
、
特
に
露
地
な
ど
頻
繁
に
利
用
さ
れ
る

庭
で
み
ら
れ
る
傾
向
が
あ
る
。

（
ｄ
）
庭
の
仕
組
み
の
未
理
解

　

庭
の
成
立
事
情
も
し
く
は
そ
の
来
歴
を
知
ら
な
い
ま
ま
、
調
査
も
せ
ず
に
修

理
に
取
り
か
か
れ
ば
、結
果
と
し
て
思
い
が
け
な
い
毀
損
を
招
く
こ
と
が
あ
る
。

平
成
十
七
年
度
実
施
の
京
都
市
指
定
名
勝
並
河
家
庭
園
の
修
理
で
は
、
マ
ツ
の

根
上
り
に
伴
っ
て
傾
斜
し
た
飛
石
の
調
整
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
際
、
施
工
を
担

当
し
て
い
た
庭
師
が
飛
石
を
大
き
く
取
り
上
げ
（
２
７
）、
さ
ら
に
そ
の
下
部
を

掘
削
し
た
上
で
飛
石
が
据
え
直
さ
れ
た
。
工
事
の
数
日
後
、
所
有
者
よ
り
当
該

の
飛
石
付
近
か
ら
水
が
滲
み
出
し
た
と
の
通
報
を
受
け
、立
会
調
査
を
行
っ
た
。

す
る
と
、
飛
石
の
直
下
に
埋
設
さ
れ
て
い
た
、
小
滝
に
導
水
す
る
た
め
の
モ
ル

タ
ル
と
加
工
石
で
包
ま
れ
た
銅
板
製
の
水
道
管
が
衝
撃
に
よ
っ
て
破
壊
さ
れ
て

い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
そ
の
後
、
水
道
管
の
構
造
を
調
査
し
た
上
で
復
原
修

理
を
行
い
事
な
き
を
得
た
が
、
恒
常
維
持
管
理
の
断
絶
な
ど
の
理
由
で
庭
の
仕

組
み
が
理
解
さ
れ
て
い
な
い
と
、
思
わ
ぬ
毀
損
が
生
じ
か
ね
な
い
の
で
あ
る
。

（
ｅ
）
火
事

　

庭
の
火
事
に
よ
る
被
害
は
、
主
に
建
築
物
・
工
作
物
・
植
栽
な
ど
の
消
失
が

想
定
さ
れ
る
。
火
事
は
自
然
災
害
と
人
為
災
害
の
両
面
の
可
能
性
が
あ
る
が
、

こ
こ
で
は
人
為
的
な
事
項
と
し
て
取
り
上
げ
る
も
の
と
す
る
。
文
化
財
庭
園
に

お
け
る
火
事
の
被
害
は
、
よ
く
知
ら
れ
る
所
で
は
、
特
別
史
跡
及
び
特
別
名
勝

鹿
苑
寺
（
金
閣
寺
）
庭
園
に
お
け
る
金
閣
の
焼
失
が
あ
る
。
近
年
の
例
で
は
平

成
二
十
一
年
三
月
三
十
一
日
に
、
名
勝
白
沙
村
荘
庭
園
に
お
い
て
茶
室
（
倚
翠

亭
・
憩
寂
庵
）
が
ほ
ぼ
全
焼
し
た
（
２
８
）。
建
造
物
自
体
に
高
い
文
化
財
価
値
が

認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
建
造
物
と
し
て
保
護
の
措
置
が
図
ら
れ
る
が
、
そ
う
で

は
な
い
建
物
や
工
作
物
に
つ
い
て
は
防
災
の
措
置
が
不
十
分
な
こ
と
が
あ
る
。



内
部
に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
が
、
後
世
、
庭
の
周
囲
に
堂
塔
伽
藍

が
巡
ら
さ
れ
た
こ
と
で
、
庭
の
性
質
が
激
変
し
た
と
み
ら
れ
る
。
罹
災
し
た
庭

と
建
物
の
関
係
や
見
方
は
、
歴
史
的
経
緯
を
知
ら
な
け
れ
ば
、
誤
解
を
招
く
と

い
う
弊
害
が
あ
る
。

（
ｆ
）
公
開

　

京
都
市
内
に
は
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
多
く
の
文
化
財
庭
園
が
あ
る
。
庭

の
公
開
は
来
訪
者
の
心
情
と
し
て
は
望
ま
し
い
こ
と
で
あ
る
が
、公
開
が
毀
損
・

荒
廃
を
誘
引
す
る
こ
と
も
珍
し
く
な
い
。
ま
ず
庭
を
一
般
公
開
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
人
止
め
柵
や
結
界
が
付
加
さ
れ
、
場
合
に
よ
っ
て
は
動
線
が
変
更
さ
れ

る
な
ど
一
定
の
改
変
が
伴
う
。
作
庭
時
に
想
定
さ
れ
て
い
た
て
い
な
い
数
と
服

装
の
人
々
が
庭
に
訪
れ
る
と
、
園
路
は
踏
圧
に
よ
っ
て
締
め
固
め
ら
れ
、
革
靴

や
ハ
イ
ヒ
ー
ル
な
ど
で
敷
砂
利
は
蹴
り
飛
ば
さ
れ
、
人
止
め
柵
を
越
え
る
撮
影

者
や
横
並
び
を
す
る
人
々
の
歩
み
に
よ
っ
て
築
山
と
園
路
の
際
は
踏
み
削
ら
れ

る
。
そ
の
結
果
、
敷
砂
利
が
繰
り
返
し
追
加
さ
れ
て
園
路
の
嵩
は
高
く
な
り

（
３
１
）、
じ
わ
り
じ
わ
り
と
園
路
幅
は
拡
幅
し
て
、
最
終
的
に
旧
来
の
地
割
り
が

失
わ
れ
て
い
く
。
こ
う
し
た
毀
損
・
荒
廃
は
、
時
間
を
か
け
て
進
行
す
る
た
め

表
面
化
し
に
く
い
。

（
ｇ
）
建
造
物
の
防
災
施
設
の
付
加

　

特
別
史
跡
及
び
特
別
名
勝
慈
照
寺
（
銀
閣
寺
）
庭
園
と
観
音
堂
（
銀
閣
）
の

関
係
の
よ
う
に
、
国
宝
・
重
要
文
化
財
な
ど
に
指
定
さ
れ
た
建
造
物
が
文
化
財

庭
園
内
に
位
置
す
る
こ
と
は
少
な
く
な
い
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
建
造
物
の
防

災
設
備
の
設
置
に
伴
う
掘
削
に
よ
っ
て
庭
が
改
変
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
平
成

二
十
年
度
、
西
本
願
寺
の
名
勝
滴
翠
園
内
に
あ
る
国
宝
飛
雲
閣
の
防
災
設
備
の

設
置
に
あ
た
っ
て
、園
路
に
自
立
式
の
放
水
銃
と
格
納
庫
が
埋
設
さ
れ
た
（
３
２
）。

そ
の
際
、
格
納
庫
の
蓋
の
表
面
は
砂
利
で
覆
わ
れ
た
が
、
足
下
の
感
触
と
し
て

　

木
造
建
造
物
の
場
合
、
火
事
に
遭
遇
す
れ
ば
そ
の
大
き
さ
に
よ
っ
て
は
姿
形

が
完
全
に
失
わ
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
庭
は
、
火
事
に
遭
遇
し
て
も
築
山
や
護

岸
石
組
・
飛
石
と
い
っ
た
地
割
が
焼
け
残
っ
た
お
か
げ
で
、
一
定
姿
形
を
保
持

し
た
ま
ま
存
続
し
て
い
る
事
例
が
あ
る
。
史
跡
及
び
特
別
名
勝
天
龍
寺
庭
園
の

場
合
、
方
丈
が
数
度
に
わ
た
り
罹
災
し
て
い
る
が
、
庭
園
は
焼
け
残
り
、
一
部

改
修
さ
れ
た
の
が
現
状
の
庭
と
い
わ
れ
て
い
る
。
京
都
市
指
定
名
勝
壬
生
寺
庭

園
は
、
享
保
二
十
年
（
１
７
３
５
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
築
山
庭
造
伝
』
に
鳥

瞰
図
が
描
か
れ
、
安
永
九
年
（
１
７
８
０
）
刊
行
の
『
都
名
所
図
会
』
に
当

時
の
境
内
の
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
壬
生
寺
の
堂
塔
伽
藍
は
、
天
明
八
年

（
１
７
８
８
）
の
い
わ
ゆ
る
天
明
の
大
火
に
よ
り
全
焼
し
て
お
り
、
庭
も
何
ら

か
の
影
響
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る
が
、『
築
山
庭
造
伝
』
の
描
写
を
み
る
限
り
、

地
割
り
が
残
さ
れ
た
ま
ま
文
化
期
の
本
堂
再
建
時
に
整
備
さ
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
（
２
９
）。
名
勝
薮
内
燕
庵
を
擁
す
る
千
家
五
家
の
ひ
と
つ
薮
内
家
は
、
元

治
元
年
（
１
８
６
４
）
に
蛤
御
門
の
兵
火
で
、
当
時
の
建
物
は
焼
失
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
露
地
の
地
割
だ
け
は
焼
け
残
っ
た
た
め
、
そ
の
後
の
再
興
時
に
、

復
原
修
理
さ
れ
て
現
在
に
至
る
（
３
０
）。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
庭
は
火
災
に
遭
遇
し
て
も
そ
の
ま
ま
の
地
割
で
復

原
が
可
能
な
場
合
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
防
災
と
い
う
観
点
で
は
、
美
術
工
芸
品

や
建
造
物
と
比
べ
て
大
き
く
異
な
る
性
質
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
庭
の
火
事
に
対

す
る
耐
性
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
が
、
建
築
物
・
構
築
物
の
消
失
に
よ
り
、
庭

に
変
質
が
も
た
ら
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
一
例
を
あ
げ
る
と
、
壬
生
寺
庭
園
の

場
合
、
現
在
は
、
書
院
の
真
南
側
に
位
置
し
、
自
ず
と
主
景
も
北
か
ら
南
と
い

う
軸
に
設
定
さ
れ
て
い
る
が
、
景
石
や
護
岸
石
組
の
表
情
を
み
る
限
り
、
本
来

の
主
景
は
北
東
か
ら
南
西
側
に
軸
線
が
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、『
都

名
所
図
絵
』
の
描
写
な
ど
に
も
と
づ
け
ば
、
壬
生
寺
庭
園
は
元
来
中
心
伽
藍
の
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格
納
庫
の
空
洞
が
気
に
な
り
、
や
は
り
見
た
目
に
も
違
和
感
が
感
じ
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。
国
宝
を
罹
災
か
ら
守
る
為
に
は
、
庭
の
一
部
が
改
変
さ
れ
る
こ

と
は
や
む
を
得
な
い
と
い
う
意
見
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
防
災
設
備
の
設

置
に
よ
り
、
庭
の
調
和
が
乱
さ
れ
て
い
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
よ
っ
て
文
化
財

庭
園
と
建
造
物
の
価
値
の
双
方
を
尊
重
し
、
両
立
し
て
い
く
仕
組
み
づ
く
り
が

求
め
ら
れ
る
。

（
ｈ
）
都
市
開
発

　

庭
は
環
境
に
依
存
し
て
い
る
。
平
安
京
以
来
、
主
と
し
て
都
市
の
中
に
築
か

れ
て
き
た
京
都
市
内
の
文
化
財
庭
園
は
、
都
市
開
発
の
多
大
な
影
響
を
受
け
て

き
た
。
環
境
と
庭
と
の
分
ち
難
い
関
係
性
を
示
す
代
表
的
な
例
と
し
て
、
湧
水

の
枯
渇
と
景
観
の
阻
害
が
あ
る
。
京
都
市
指
定
名
勝
鴨
脚
家
庭
園
は
、
唯
一
現

存
す
る
下
鴨
神
社
の
社
家
の
遺
構
で
あ
り
、
高
低
差
の
あ
る
す
り
鉢
状
の
池
へ

の
給
水
は
湧
水
で
あ
っ
た
。
旧
来
そ
の
湧
水
量
は
、
水
深
約
五
メ
ー
ト
ル
の
池

を
満
杯
に
す
る
ほ
ど
豊
富
で
あ
っ
た
が
、
今
で
は
池
底
に
僅
か
水
面
が
顔
を
の

ぞ
か
せ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
も
と
も
と
鴨
脚
家
庭
園
の
池
は
、
近
接
す
る
鴨

川
の
河
床
の
上
下
に
よ
っ
て
水
面
が
変
化
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
を
勘

案
す
る
と
、
昭
和
九
年
の
室
戸
台
風
の
被
害
を
受
け
た
近
接
す
る
鴨
川
の
河
床

の
切
り
下
げ
に
起
因
し
、
湧
水
の
水
位
も
低
下
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら

れ
る
（
３
３
）。

　

東
本
願
寺
の
所
管
す
る
名
勝
渉
成
園
は
、
そ
の
東
側
に
通
る
河
原
町
通
と
い

う
幹
線
道
路
に
近
接
し
て
い
る
。
か
つ
て
周
辺
の
都
市
計
画
に
お
け
る
用
途
地

区
規
制
は
厳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、
現
状
で
は
ホ
テ
ル
な
ど
の
中
層
の
建
物
が

林
立
し
て
お
り
、
庭
か
ら
の
眺
め
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。
同
様
の
例
は
、
今

出
川
通
と
丸
太
町
通
と
い
う
幹
線
道
路
に
隣
接
す
る
名
勝
清
風
荘
庭
園
な
ど
で

も
み
ら
れ
る
。
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都
市
開
発
と
い
う
大
き
な
枠
組
み
に
関
す
る
脆
弱
性
は
、
個
々
の
文
化
財
庭

園
の
保
護
と
い
う
範
疇
で
は
解
決
し
よ
う
が
な
く
、
そ
れ
で
い
て
庭
の
仕
組
み

や
価
値
に
直
接
関
係
す
る
た
め
、
か
な
り
深
刻
な
問
題
と
い
え
る
。

（
ｉ
）
人
為
に
関
す
る
脆
弱
性
の
傾
向

　

人
災
は
、
加
害
者
側
の
法
令
遵
守
を
含
め
た
文
化
財
の
取
り
扱
い
に
対
す
る

理
解
不
足
を
理
由
に
起
こ
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
景
観
の
阻
害
や
湧
水
の
枯
渇

な
ど
は
、
庭
単
体
の
保
護
の
範
疇
を
越
え
た
都
市
全
体
を
巻
き
込
む
問
題
で
あ

る
。
先
述
の
環
境
面
に
お
け
る
庭
の
脆
弱
性
は
、
保
存
管
理
に
お
い
て
予
め
想

定
さ
れ
て
い
る
が
、
人
災
は
社
会
・
経
済
的
な
事
項
で
あ
る
た
め
予
測
と
対
処

が
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
つ
ま
り
有
り
体
に
い
え
ば
、
文
化
財
庭
園
は
人
災
に

対
し
て
極
め
て
脆
弱
と
い
え
る
。

第
３
項　

脆
弱
性
の
傾
向
の
解
明

（
１
）
文
化
財
庭
園
に
お
け
る
脆
弱
性
の
特
徴

　

大
多
数
の
庭
は
風
雨
に
晒
さ
れ
る
露
天
に
展
開
し
て
い
る
。
日
々
生
長
す
る

樹
木
や
経
年
に
よ
り
風
化
す
る
石
や
砂
・
土
、
そ
し
て
変
幻
自
在
な
水
な
ど
か

ら
成
立
し
て
い
る
庭
は
、
一
旦
の
完
成
を
み
て
も
そ
の
後
放
置
し
て
い
れ
ば
、

植
栽
樹
木
は
不
揃
い
と
な
り
地
割
の
輪
郭
が
曖
昧
に
な
っ
て
、
次
第
に
庭
の
形

状
は
見
失
わ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
庭
は
高
度
に
調
和
・
統
合
さ
れ
た
場
所
で
あ
る

た
め
、
毀
損
も
調
和
し
た
状
態
で
進
行
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
被
害
が
顕
在
化
し

に
く
い
と
い
う
側
面
が
あ
る
。

　

も
し
文
化
財
の
脆
弱
性
が
形
状
を
安
定
し
て
保
持
で
き
な
い
こ
と
で
あ
れ

ば
、
文
化
財
庭
園
は
先
天
的
に
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
も

庭
の
脆
弱
性
は
形
状
だ
け
で
は
な
く
、
来
訪
者
の
庭
に
対
す
る
認
識
に
お
い
て

も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
ど
の
よ
う
な
立
派
な
庭
で
も
、
長
期
間



を
誘
発
す
る
潜
在
的
な
要
因
（
３
４
）
は
複
数
あ
る
こ
と
が
多
い
。
つ
ま
り
庭
の

脆
弱
性
は
、
毀
損
・
荒
廃
と
関
連
す
る
複
数
の
事
項
を
関
連
づ
け
て
検
討
す
る

必
要
が
あ
る
。

　

庭
は
、
過
保
護
で
人
の
手
を
煩
わ
せ
る
も
の
と
受
け
取
ら
れ
が
ち
で
あ
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
視
点
を
変
え
れ
ば
周
辺
の
貯
水
・
防
火
・
防
風
の
機
能
を

担
い
、
目
立
た
ぬ
所
で
生
活
環
境
を
守
っ
て
い
る
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
い
わ

ば
持
ち
つ
持
た
れ
つ
の
関
係
が
人
と
庭
と
の
間
柄
で
あ
り
、
そ
の
繋
が
り
を
持

続
さ
せ
て
い
る
の
が
他
な
ら
ぬ
保
存
管
理
な
の
で
あ
る
。

　

文
化
財
庭
園
の
保
存
管
理
は
、
大
き
く
恒
常
維
持
管
理
・
緊
急
修
理
・
定
期

修
理
の
三
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
３
５
）。
恒
常
維
持
管
理
と
は
毎
年

決
ま
っ
て
行
わ
れ
る
行
為
の
こ
と
で
あ
り
、
緊
急
修
理
と
は
恒
常
維
持
管
理
で

は
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
小
規
模
な
毀
損
・
荒
廃
箇
所
に
対
す
る
修
理
を
い
う
。

定
期
修
理
と
は
、
緊
急
修
理
で
は
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
長
期
間
蓄
積
し
た
大

規
模
な
毀
損
・
荒
廃
を
解
消
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
修
理
の
こ
と
で
あ
る
。

　

行
政
が
指
定
・
登
録
す
る
文
化
財
庭
園
の
保
存
管
理
は
、
半
永
続
的
な
保
護

が
前
提
と
さ
れ
る
た
め
、
長
期
的
な
対
応
と
計
画
が
可
能
と
な
る
。
お
お
よ
そ

保
存
管
理
の
周
期
は
、
恒
常
維
持
管
理
を
基
本
と
し
て
、
不
定
期
で
断
続
的
な

緊
急
修
理
と
、
周
期
が
極
め
て
長
い
定
期
修
理
の
三
種
が
、
同
時
進
行
で
交
互

に
行
わ
れ
る
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
以
上
の
よ
う
な
保
存
管
理
の
体

制
を
前
提
に
す
れ
ば
、
庭
の
脆
弱
性
は
一
定
の
範
囲
で
は
織
り
込
み
済
み
の
事

項
で
あ
っ
て
、
庭
の
脆
弱
な
点
は
、
庭
師
に
よ
っ
て
常
日
頃
か
ら
想
定
さ
れ
対

処
さ
れ
て
い
る
。

　

た
し
か
に
特
性
と
し
て
の
庭
の
脆
弱
性
に
対
応
す
る
方
途
は
、
保
存
管
理
の

範
囲
で
許
容
さ
れ
て
い
る
。
た
い
て
い
の
毀
損
や
荒
廃
に
つ
い
て
は
、
恒
常
維

持
管
理
や
緊
急
修
理
の
範
疇
で
対
処
す
る
こ
と
が
可
能
な
場
合
が
多
い
。
し
か

放
置
し
て
背
丈
ほ
ど
の
雑
草
が
生
い
茂
っ
て
、
さ
ら
に
落
ち
葉
が
堆
積
し
、
庭

木
が
何
の
制
約
も
な
く
枝
葉
を
伸
長
さ
せ
て
し
ま
え
ば
、
一
部
の
専
門
家
を
除

け
ば
、
そ
の
場
が
庭
で
あ
る
こ
と
を
判
別
で
き
な
く
な
る
と
い
う
事
態
も
あ
り

得
よ
う
。

　

そ
う
な
る
と
見
た
目
と
し
て
庭
は
も
は
や
庭
で
は
な
く
な
る
の
で
あ
り
、
そ

れ
を
防
ぐ
た
め
に
は
手
厚
い
保
護
が
必
要
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
弛
み
な
い
除

草
や
清
掃
・
剪
定
が
来
訪
者
の
庭
に
対
す
る
判
別
を
根
底
で
支
え
て
い
る
。
庭

は
、
絶
え
ず
人
の
手
を
借
り
な
け
れ
ば
、
そ
れ
と
し
て
呈
を
な
さ
な
い
の
で
あ

り
、
さ
ら
に
自
然
災
害
と
人
災
が
累
積
す
れ
ば
、
最
終
的
に
は
庭
の
原
型
が
失

わ
れ
復
原
が
不
可
能
に
な
り
か
ね
な
い
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
念
頭
に
お
け
ば
、

庭
の
著
し
く
脆
弱
な
性
質
が
改
め
て
鮮
明
に
な
っ
て
く
る
。

　

た
だ
し
脆
弱
性
は
、
一
方
で
庭
の
持
続
的
な
創
作
活
動
の
素
地
と
い
う
べ
き

特
性
で
も
あ
る
。
時
代
の
変
化
や
要
望
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
存
続
で
き
れ
ば
、

一
部
の
形
状
は
変
化
し
て
も
、少
な
く
と
も
破
壊
か
ら
は
逃
れ
る
こ
と
が
で
き
、

復
元
の
余
地
も
残
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
見
方
を
す
れ
ば
、
庭
に
と
っ
て
の
脆

弱
性
は
必
ず
し
も
負
の
要
因
だ
け
で
は
な
い
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
庭
の
脆
弱
性

と
建
造
物
や
美
術
工
芸
品
な
ど
の
そ
れ
と
は
、
性
質
が
異
な
る
の
で
あ
る
。
は

か
な
く
て
繊
細
、
そ
れ
で
い
て
強
い
耐
性
を
も
つ
、
そ
れ
が
文
化
財
庭
園
の
本

性
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。

（
２
）
文
化
財
庭
園
の
保
存
管
理
と
脆
弱
性
の
折
り
合
い

　

こ
れ
ま
で
、
保
存
管
理
の
視
点
か
ら
庭
の
脆
弱
性
を
項
目
ご
と
に
枚
挙
し
て

き
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
庭
の
脆
弱
性
が
多
種
多
様
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
き
た
が
、
実
際
の
荒
廃
や
毀
損
に
至
る
過
程
は
多
層
的
か
つ
複
雑
で
あ

る
。
仮
に
突
発
的
な
自
然
災
害
に
よ
り
護
岸
石
組
が
崩
落
し
た
場
合
、
直
接
の

原
因
は
地
震
と
診
断
さ
れ
て
も
、
根
茎
の
肥
大
や
維
持
管
理
の
停
滞
な
ど
毀
損
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し
な
が
ら
、
恒
常
維
持
管
理
や
通
常
の
緊
急
修
理
で
想
定
さ
れ
る
以
上
の
毀
損

や
荒
廃
は
、
期
間
が
長
く
資
金
も
多
く
投
入
で
き
る
定
期
修
理
で
解
消
さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。
そ
の
中
に
は
、
前
章
で
述
べ
た
よ
う
な
自
然
災
害
や
人
災
に
起

因
し
た
毀
損
や
荒
廃
も
含
ま
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
に
想
定
は
で
き
て
も
時
期

や
規
模
を
事
前
に
想
定
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
毀
損
や
荒
廃
は
、
あ
ら
か
じ
め

織
り
込
み
済
み
の
保
存
管
理
の
範
囲
と
は
一
線
を
画
し
て
い
る
。
そ
れ
こ
そ
が

防
災
の
危
機
管
理
の
対
象
と
な
る
べ
き
事
項
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、

先
述
の
織
り
込
み
済
み
の
保
存
管
理
は
、
保
存
管
理
計
画
報
告
書
と
い
う
形
で

可
視
化
さ
れ
、
実
際
の
保
存
管
理
の
補
助
や
支
援
の
手
段
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
（
３
６
）。

第
４
項　

文
化
財
庭
園
の
脆
弱
性
の
実
践
的
妥
当
性

　

文
化
財
庭
園
の
脆
弱
性
は
多
岐
に
わ
た
り
、
そ
の
内
容
は
複
雑
か
つ
多
様
で

あ
る
。
常
日
頃
か
ら
露
天
に
晒
さ
れ
環
境
に
よ
る
影
響
を
も
ろ
に
受
け
続
け
て

い
る
庭
は
、
い
わ
ば
先
天
的
に
脆
弱
性
を
抱
え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
性
質
を

持
つ
が
ゆ
え
、日
々
生
じ
る
小
規
模
の
毀
損
に
対
し
て
は
、多
く
の
場
合
、個
々

の
庭
に
て
伝
統
的
に
作
り
上
げ
ら
れ
て
き
た
保
存
管
理
体
制
の
な
か
で
対
処
す

る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
。
保
存
管
理
の
範
囲
で
対
処
で
き
る
庭
の
脆
弱

性
は
、
主
と
し
て
環
境
面
で
あ
り
、
毀
損
・
荒
廃
の
状
態
と
規
模
に
応
じ
て
、

適
宜
、
恒
常
維
持
管
理
・
緊
急
修
理
・
定
期
修
理
と
い
っ
た
三
つ
の
周
期
に
整

理
さ
れ
た
上
で
実
施
さ
れ
る
。
つ
ま
り
文
化
財
庭
園
は
、
脆
弱
性
に
呼
応
し
て

日
常
的
に
保
存
管
理
を
す
る
体
制
が
確
立
し
て
い
る
と
い
う
点
で
、
他
の
文
化

財
分
野
と
比
し
て
も
綿
密
で
弛
ま
ぬ
保
護
の
元
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
保
存
管
理
の
範
囲
外
の
脆
弱
性
と
し
て
人
災
が
あ
り
、
一
部
は
緊
急

修
理
や
定
期
修
理
で
対
応
で
き
る
も
の
の
、
給
水
の
断
絶
や
借
景
の
阻
害
な
ど

庭
単
体
の
保
護
の
範
疇
を
越
え
た
事
項
に
関
し
て
は
、
事
実
上
対
処
が
不
可
能

で
あ
る
場
合
も
あ
る
。
人
災
に
よ
る
毀
損
は
、
小
規
模
な
も
の
で
も
累
積
し
て

複
合
す
れ
ば
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自
然
災
害
を
引
き
金
に
甚
大
な
被
害
を
及

ぼ
す
可
能
性
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
人
災
に
対
し
て
滅
法
に
脆
弱
な
庭
だ
が
、

建
造
物
や
美
術
工
芸
品
等
で
は
最
も
恐
れ
ら
れ
る
火
事
に
対
し
て
は
一
部
に
お

い
て
耐
性
が
あ
る
な
ど
、
強
さ
と
し
な
や
か
さ
も
備
わ
っ
て
い
る
。
文
化
財
庭

園
の
脆
弱
性
は
、
保
存
管
理
の
範
囲
で
対
処
で
き
る
環
境
に
起
因
す
る
事
項
と

人
災
に
係
る
事
項
に
大
別
で
き
、
そ
れ
ら
が
絡
ま
り
合
う
こ
と
で
複
雑
か
つ
多

様
な
毀
損
や
荒
廃
が
日
々
生
じ
て
い
る
。

第
１
節　

補
注

（
１
）�

京
都
府
教
育
委
員
会
編
：
京
都
府
文
化
財
総
合
目
録
：
財
団
法
人
京
都

文
化
財
団
：
２
０
０
９
を
参
照
。

（
２
）�

中
村
一
・
尼
崎
博
正
：
風
景
を
つ
く
る
―
現
代
の
造
園
と
伝
統
的
日
本

庭
園
：
昭
和
堂
：
２
０
０
１
、３
３
７
頁

（
３
）�

上
原
敬
二:

庭
園
入
門
講
座　

剪
定
・
生
垣
・
庭
樹
各
論
：
加
島
書
店
：

２
０
０
０

（
４
）�

石
川
格:

図
解 

庭
木
・
花
木
の
整
姿
・
剪
定,

誠
文
堂
新
光
社
：

１
９
６
５

（
５
）�
京
都
芸
術
短
期
大
学
／
京
都
造
形
芸
術
大
学 

日
本
庭
園
研
究
セ
ン
タ
ー

編
：
庭
園
学
講
座
Ⅳ　

庭
園
の
管
理
と
病
害
虫
：
１
９
９
４

（
６
）�

文
化
庁
文
化
財
部
監
修
「
月
刊
文
化
財
（
五
一
一
号
）」：
第
一
法
規
株

式
会
社
：
２
０
０
６

（
７
）�

京
都
造
形
芸
術
大
学
日
本
庭
園
・
歴
史
遺
産
研
究
セ
ン
タ
ー
編
：
庭
園



学
講
座
Ⅹ 

文
化
財
庭
園
の
保
存
管
理
技
術
：
２
０
０
３

（
８
）�
東
京
都
教
育
庁
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
部
計
画
課
：
特
集 

東
京
都
の
文

化
財
庭
園
に
お
け
る
取
り
組
み
：
文
化
財
の
保
護　

第
三
十
八
号
：

２
０
０
６

（
９
）�

文
化
財
保
存
修
復
学
会
編
：
文
化
財
の
保
存
と
修
復
七　

伝
統
っ
て
何,

ク
バ
プ
ロ
：
２
０
０
５
、１
０
４
頁

（
１
０
）�

日
本
庭
園
学
会
：
日
本
庭
園
学
会
誌　

２
０
号
：
２
０
０
９
、３
５
―

４
６
頁

（
１
１
）
中
村
一
・
尼
崎
博
正
：
前
掲
書
：
３
３
７
頁

（
１
２
）
中
村
一
・
尼
崎
博
正
：
前
掲
書
：
３
４
１
頁

（
１
３
）
山
陽
新
聞
：
２
０
０
９
年
７
月
３
０
日

（
１
４
）�

樹
形
を
形
成
す
る
主
要
部
分
で
あ
り
、
枝
の
分
枝
と
分
布
に
よ
っ
て

形
づ
く
ら
れ
る
外
郭
線
に
囲
ま
れ
た
部
分
。
樹
冠
の
大
き
さ
、
形
は

枝
の
分
岐
角
と
枝
の
長
さ
に
よ
っ
て
定
ま
る
。（
東
京
農
業
大
学
造
園

学
科
編
：
造
園
用
語
辞
典
：
彰
国
社
：
１
９
８
５
、２
４
６
頁
）

（
１
５
）
東
京
農
業
大
学
造
園
学
科
編
：
前
掲
書
、
５
０
３
頁

（
１
６
）�

ソ
テ
ツ
は
、
南
方
系
の
植
物
で
あ
る
た
め
寒
さ
に
対
し
て
脆
弱
で
あ

る
た
め
、
幹
周
り
に
菰
（
こ
も
）
や
藁
に
よ
る
防
寒
養
生
が
な
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
。

（
１
７
）�

井
口
海
仙
・
末
宗
廣
・
永
島
福
太
郎
監
修
：
新
版 

茶
道
大
辞
典
：
淡

交
社
：
２
０
１
０
、５
１
９
頁

（
１
８
）�

そ
の
た
め
か
、
環
境
面
に
お
け
る
毀
損
・
荒
廃
に
つ
い
て
の
記
録
・

報
告
が
表
面
化
す
る
こ
と
は
少
な
い
。

（
１
９
）
中
村
一
・
尼
崎
博
正
：
前
掲
書
、
３
３
８
頁

（
２
０
）�「
庭
園
の
敷
地
の
各
部
分
の
用
途
や
デ
ザ
イ
ン
を
決
め
る
図
上
で
の
平
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面
計
画
、
あ
る
い
は
そ
の
計
画
に
も
と
づ
い
て
施
工
さ
れ
た
各
部
の

平
面
的
な
配
置
。」
小
野
健
吉
：
岩
波
日
本
庭
園
辞
典
：
岩
波
書
店
：

２
０
０
３
、１
５
２
頁

（
２
１
）
中
村
一
・
尼
崎
博
正
：
前
掲
書
、
３
３
８
―
９
頁

（
２
２
）
読
売
新
聞
：
２
０
０
９
年
４
月
２
７
日

（
２
３
）
岡
本
太
郎
：
日
本
の
伝
統
：
光
文
社
文
庫
：
２
０
０
５
、１
５
２
頁

（
２
４
）
京
都
新
聞
：
２
０
０
７
年
１
月
２
２
日

（
２
５
）
中
村
一
・
尼
崎
博
正
：
前
掲
書
：
２
６
９
頁

（
２
６
）�「
史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
関
し
そ
の
現
状
を
変
更
し
、
又
は
そ
の
保

存
に
影
響
を
及
ぼ
す
行
為
を
し
よ
う
と
す
る
と
き
は
、
文
化
庁
長
官

の
許
可
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
後
略
）」
文
化
財
保
護
法
第

一
二
五
条
第
一
項

（
２
７
）�

文
化
財
庭
園
に
お
い
て
地
割
り
は
、
極
め
て
重
要
な
位
置
づ
け
に
あ

る
た
め
、
容
易
に
取
り
上
げ
た
り
動
か
す
こ
と
は
厳
禁
で
あ
る
。

（
２
８
）
読
売
新
聞
：
２
０
０
９
年
３
月
３
１
日
（
夕
刊
）

（
２
９
）�

今
江
秀
史
：
京
都
市
指
定
名
勝
壬
生
寺
庭
園
鑑
賞
の
手
引
き
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）：
京
都
市
文
化
観
光
資
源
保
護
財
団
：
２
０
０
８

（
３
０
）�

薮
内
紹
智
監
修
、
財
団
法
人
薮
内
燕
庵
：
薮
内
家
の
茶
道
：
古
儀
茶

道
薮
内
流
竹
風
会
：
２
０
０
８
、９
０
―
１
頁

（
３
１
）�

宗
教
法
人
本
願
寺
：
本
願
寺
防
災
施
設
工
事
・
発
掘
調
査
報
告
書
：

２
０
０
９
、１
４
―
１
７
頁

（
３
２
）�

宗
教
法
人
本
願
寺
：
名
勝
滴
翠
園
記
念
物
保
存
修
理
事
業
報
告
書
：

２
０
０
９
、１
９
２
頁

（
３
３
）�
今
江
秀
史
：
京
都
市
指
定
名
勝
鴨
脚
家
庭
園
鑑
賞
の
手
引
き
（
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
）：
京
都
市
文
化
観
光
資
源
保
護
財
団
：
２
０
０
７
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（
３
４
）�
学
校
法
人
瓜
生
山
学
園
京
都
造
形
芸
術
大
学 

日
本
庭
園
歴
史
遺
産
研

究
セ
ン
タ
ー
：
前
掲
書
：
２
０
１
０
、１
３
頁

（
３
５
）�

日
本
庭
園
学
会
関
西
支
部
：
平
成
二
十
一
年
度
日
本
庭
園
学
会
関
西

支
部
関
西
研
究
会　

第
二
回
文
化
財
庭
園
部
会
資
料
集
「
文
化
財
庭

園
保
存
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
」：
２
０
０
９

（
３
６
）�

日
本
庭
園
学
会
関
西
支
部
：
平
成
二
十
年
度
日
本
庭
園
学
会
関
西
支

部
関
西
研
究
会　

第
一
回
文
化
財
庭
園
部
会
資
料
集
「
文
化
財
庭
園

の
保
護
に
関
す
る
諸
問
題
」：
２
０
０
９
、１
４
―
１
７
頁
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第
２
節　

無
隣
庵
の
庭
に
み
る
恒
常
維
持
管
理
へ
の
意
志

第
１
項　

恒
常
維
持
管
理
の
記
述
手
法
の
未
確
立

　

従
来
、
庭
の
保
存
管
理
を
対
象
と
し
た
論
考
は
希
少
で
あ
り
、
と
く
に
恒
常

維
持
管
理
の
実
態
に
つ
い
て
は
、
実
質
的
に
研
究
の
俎
上
に
挙
げ
ら
れ
て
こ
な

か
っ
た
。
そ
の
な
か
で
京
都
造
形
芸
術
大
学
日
本
庭
園
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、『
庭

園
学
講
座
Ⅳ　

庭
園
の
管
理
と
病
害
虫
』（
１
）
と
『
庭
園
学
講
座
Ⅹ　

文
化
財

庭
園
の
保
存
管
理
技
術
』（
２
）
で
、
庭
の
保
存
管
理
の
概
論
を
取
り
ま
と
め
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
実
際
の
庭
を
念
頭
に
お
い
た
研
究
は
、
一
見
保
存
管
理
の
実
態
を
確

実
に
反
映
し
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。
庭
の
保
存
管
理
は
、
人
目
に
つ
か
な
い

よ
う
行
わ
れ
る
裏
方
仕
事
で
あ
る
。
そ
の
実
状
は
一
般
社
会
に
知
ら
れ
に
く
い

た
め
、
数
少
な
い
論
考
の
信
憑
性
は
お
の
ず
と
高
く
な
る
。
と
こ
ろ
が
、
従
来

の
研
究
態
度
は
、
庭
や
そ
れ
を
取
り
巻
く
人
々
を
俯
瞰
か
つ
客
体
視
し
て
き
た

た
め
、
保
存
管
理
に
か
ん
す
る
記
述
は
、
庭
内
の
樹
木
に
か
か
わ
る
管
理
の
範

囲
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
恒
常
維
持
管
理
に
か
か
わ
る
当
事
者
た
ち
の
動
機
や

意
図
の
把
握
は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。

　

恒
常
維
持
管
理
と
は
、つ
ね
に
具
体
的
な
目
的
を
も
っ
て
い
る
行
為
で
あ
る
。

そ
の
体
制
は
、
庭
の
広
さ
や
所
有
者
の
経
済
背
景
な
ど
条
件
に
よ
っ
て
ま
ち
ま

ち
だ
が
、
庭
の
所
有
者
が
自
ら
行
わ
な
い
か
ぎ
り
、
委
託
者
と
受
託
者
の
二
者

が
中
軸
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
対
人
関
係
は
、
庭
の
個
別
性
に

左
右
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
恒
常
維
持
管
理
に
お
け
る
前
提
事
項
の
一
端
で
あ

る
。
従
来
の
研
究
態
度
で
は
、
そ
の
前
提
か
ら
目
を
そ
む
け
て
庭
の
物
質
的
側

面
だ
け
が
抽
出
さ
れ
て
き
た
結
果
、
恒
常
維
持
管
理
の
目
的
や
文
化
的
背
景
へ

の
関
心
が
欠
落
し
て
き
た
。
恒
常
維
持
管
理
の
実
態
が
研
究
の
俎
上
に
挙
げ
ら

れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
、
そ
の
証
左
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　

庭
が
そ
の
形
態
を
保
つ
た
め
に
は
、
恒
常
維
持
管
理
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ

の
実
態
の
一
般
性
が
把
握
で
き
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
ひ
と
つ
の
学
と
し

て
致
命
的
な
不
備
を
抱
え
て
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
遅
き
に
失
し
た
と
は
い

え
、
こ
れ
か
ら
恒
常
維
持
管
理
の
実
態
研
究
を
始
め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
範
例

と
な
る
記
録
も
論
考
も
な
い
白
紙
の
状
態
で
、
そ
の
行
為
の
記
録
か
ら
着
手
す

る
必
要
が
あ
る
。

　

恒
常
維
持
管
理
と
は
、
毎
年
く
り
返
し
て
行
わ
れ
る
行
為
で
あ
る
た
め
、
そ

の
研
究
の
題
材
は
、
複
数
年
間
に
わ
た
る
実
践
の
記
録
で
あ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
雑
然
と
し
た
情
報
で
は
、
学
術
研
究
上
と
し
て

の
客
観
性
に
欠
け
る
と
い
っ
た
批
判
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
委
託
者
と

受
託
者
の
実
践
の
体
験
に
も
と
づ
い
た
記
録
な
ど
と
い
う
も
の
は
、
個
々
の
主

観
で
し
か
な
く
信
頼
に
値
し
な
い
。
庭
園
学
は
、庭
を
対
象
と
す
べ
き
で
あ
り
、

あ
や
ふ
や
な
人
間
の
心
理
な
ど
を
取
り
扱
う
こ
と
は
で
き
な
い
と
。
し
か
し
、

こ
の
よ
う
な
主
観
性
・
客
観
性
の
二
元
論
に
固
執
す
る
か
ぎ
り
、
恒
常
維
持
管

理
の
実
態
研
究
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
開
始
の
糸
口
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

　

恒
常
維
持
管
理
は
、
個
々
人
に
よ
る
実
際
の
行
為
で
あ
る
。
そ
の
内
実
は
、

複
数
個
人
の
心
理
と
振
る
舞
い
が
庭
へ
反
映
さ
れ
集
積
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

た
と
え
ば
第
三
者
が
恒
常
維
持
管
理
の
実
践
者
の
行
動
を
観
察
し
た
記
録
に

は
、
客
観
性
が
あ
る
と
い
っ
て
も
、
実
践
者
に
内
容
を
照
合
し
な
い
か
ぎ
り
そ

の
妥
当
性
は
証
明
で
き
な
い
し
、
そ
も
そ
も
実
践
者
を
客
体
視
し
た
そ
の
行
動

の
記
録
と
、
実
践
者
の
心
理
と
振
る
舞
い
を
念
頭
に
お
い
た
特
定
の
場
所
に
お

け
る
恒
常
維
持
管
理
の
目
的
に
即
し
た
行
為
の
記
録
と
は
、
同
一
で
は
な
い
。

実
際
の
恒
常
維
持
管
理
に
お
い
て
複
数
個
人
の
意
志
が
働
い
て
い
る
か
ら
に

は
、
実
践
者
が
直
接
記
述
す
る
か
第
三
者
が
実
践
者
に
そ
の
内
実
を
聞
き
取
ら
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な
い
か
ぎ
り
、
実
証
的
な
情
報
を
得
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
り
、
記
述
者
の
別

を
問
わ
ず
実
践
者
の
実
体
験
に
依
拠
す
る
こ
と
が
絶
対
条
件
と
な
る
。

　

先
述
の
よ
う
に
恒
常
維
持
管
理
の
体
制
は
、
委
託
者
と
受
託
者
と
の
二
者
が

中
軸
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
行
為
は
、主
観
的
で
あ
り
客
観
的
で
も
あ
る
た
め
、

も
と
よ
り
主
客
の
二
元
論
は
成
立
し
得
な
い
し
、
実
践
者
た
ち
の
主
観
性
を
除

外
す
れ
ば
、
研
究
に
お
い
て
有
用
な
情
報
の
ほ
と
ん
ど
全
て
が
抜
け
落
ち
る
こ

と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
本
来
実
態
研
究
に
お
い
て
避
け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
は
、
主
観
で
は
な
く
、
私
見
や
先
入
観
、
論
理
の
飛
躍
の
ほ
う
で
あ
っ
た
。

そ
の
点
に
つ
い
て
は
、
十
分
に
配
慮
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
実
践
者
の
恣
意
的

な
体
験
の
記
述
を
避
け
る
た
め
に
は
、
論
考
の
透
明
性
か
ら
し
て
も
、
研
究
の

題
材
は
、
法
律
や
規
約
な
ど
の
公
的
な
制
度
に
の
っ
と
り
、
一
個
人
で
は
な
く

組
織
も
し
く
は
共
同
体
を
対
象
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
さ
し
あ
た
っ
て

は
、
恒
常
維
持
管
理
の
体
制
の
一
般
性
を
尊
重
し
て
、
委
託
者
と
受
託
者
の
双

方
の
実
践
内
容
を
記
述
し
、
報
告
書
を
ふ
く
む
公
式
資
料
に
と
り
ま
と
め
る
こ

と
が
研
究
の
土
台
と
な
る
。

　

本
節
で
は
、筆
者
ら
が
委
託
者
と
受
託
者
の
一
員
と
し
て
実
務
に
携
わ
っ
た
、

国
の
指
定
名
勝
・
無
隣
庵
庭
園
（
以
下
、
無
隣
庵
と
す
る
）
に
お
け
る
恒
常
維

持
管
理
の
取
り
組
み
を
主
題
と
す
る
。
無
隣
庵
（
京
都
市
左
京
区
）
は
、
地
方

公
共
団
体
・
京
都
市
が
所
管
し
、
恒
常
維
持
管
理
が
行
わ
れ
続
け
て
い
る
。
平

成
二
十
―
二
十
五
年
度
（
２
０
０
９
年
４
月
―
２
０
１
４
年
３
月
）
に
か
け
て

は
、
そ
の
業
務
委
託
の
業
者
選
定
に
お
い
て
、〝
技
術
提
案
書
〟（
３
）
が
用
い
ら

れ
た
。
表
１
―
４
は
、
六
箇
年
に
わ
た
る
同
書
に
お
け
る
設
問
の
一
覧
で
あ

り
、
そ
の
内
容
は
委
託
業
務
に
か
か
り
筆
頭
執
筆
者
自
身
が
記
述
し
た
も
の
で

あ
る
。
こ
の
無
隣
庵
の
恒
常
維
持
管
理
に
か
か
る
公
式
資
料
で
あ
る
技
術
提
案

書
の
設
問
に
も
と
づ
い
て
、委
託
者
と
受
託
候
補
者
と
の
関
係
性
を
解
明
す
る
。

技
術
提
案
書
と
そ
の
他
資
料
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
な
い
補
足
的
事
項
に

つ
い
て
は
、〔　

〕
内
に
表
記
し
た
。
設
問
に
お
け
る
庭
内
各
所
の
呼
称
は
、〝
形

態
概
念
図
〟（
４
）
に
お
い
て
統
一
が
図
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。
つ
づ
い
て
、
委

託
者
側
（
著
者
）
と
実
際
に
業
務
を
受
託
し
た
業
者
の
ひ
と
つ
（
受
託
者
側
）

と
の
双
方
の
立
場
か
ら
、
恒
常
維
持
管
理
の
実
現
に
向
か
う
心
や
意
識
と
希
求

の
達
成
状
況
の
両
面
に
つ
い
て
概
説
す
る
。
そ
の
上
で
、
恒
常
維
持
管
理
の
実

態
と
委
託
者
側
と
受
託
者
側
双
方
の
志
向
と
い
っ
た
、
個
別
事
項
の
記
述
を
糸

口
と
し
、
そ
の
実
務
的
な
行
為
を
貫
い
て
い
る
一
般
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

第
２
項　

無
隣
庵
の
歴
史
と
恒
常
維
持
管
理
の
変
遷

　

庭
の
恒
常
維
持
管
理
は
、
社
会
要
請
に
も
と
づ
く
歴
史
の
積
み
重
ね
を
前
提

と
し
て
い
る
。
た
と
え
委
託
者
（
施
主
）
と
受
託
者
（
庭
師
）
が
代
ろ
う
と
、

戦
乱
や
経
済
的
困
窮
に
よ
る
中
断
が
あ
ろ
う
と
、
庭
が
消
滅
し
な
い
か
ぎ
り
恒

常
維
持
管
理
は
継
続
さ
れ
る
。
長
い
時
間
を
へ
た
庭
ほ
ど
、
そ
の
歴
史
の
厚
み

が
所
有
者
な
ら
び
に
来
訪
者
の
関
心
事
と
な
る
。
そ
れ
が
国
の
指
定
名
勝
と
も

な
れ
ば
な
お
さ
ら
、
管
理
体
制
に
つ
い
て
は
、
庭
の
変
遷
を
ふ
く
ん
だ
歴
史
を

尊
重
し
、
今
日
の
実
践
内
容
と
整
合
性
を
も
た
せ
る
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。
そ

れ
ら
は
、
無
隣
庵
の
恒
常
維
持
管
理
に
お
け
る
業
者
選
定
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
も
例
外
で
は
な
い
。
恒
常
維
持
管
理
の
具
体
的
事
項
に
言
及
す
る
事
前
準
備

と
し
て
、
ま
ず
は
無
隣
庵
の
歴
史
と
そ
の
体
制
の
変
遷
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

（
１
）
無
隣
庵
の
歴
史

　

無
隣
庵
は
、
明
治
の
元
勲
・
山
県
有
朋
（
１
８
３
８
―
１
９
２
２
）
の
別
荘

の
庭
と
し
て
明
治
二
十
七
年
（
１
８
９
４
）
か
ら
同
二
十
九
年
に
か
け
て
築
造

さ
れ
た
（
５
）。
昭
和
十
六
年
（
１
９
４
１
）
に
、無
隣
庵
は
京
都
市
に
寄
贈
さ
れ
、

そ
れ
以
降
同
市
が
所
管
し
て
い
る
。
昭
和
二
十
六
年
に
は
国
の
名
勝
に
指
定
さ



れ
た
。

　

山
県
は
、
無
隣
庵
の
施
主
と
し
て
そ
の
印
象
に
つ
い
て
、
庭
園
内
の
石
碑
の

碑
文
「
恩
賜
稚
松
の
記
」
や
『
続
江
湖
快
心
録
』（
６
）
に
お
け
る
黒
田
天
外
と

の
談
話
の
中
に
残
し
て
い
る
。
以
下
、
山
県
有
朋
の
無
隣
庵
に
関
す
る
考
え
方

に
つ
い
て
、庭
の
分
節
ご
と
に
列
記
す
る
。文
中
の
丸
数
字
と
小
文
字
ア
ル
フ
ァ

ベ
ッ
ト
は
、
図
１
の
表
記
と
対
応
し
て
い
る
。

（
ａ
）
無
隣
庵
全
体

マ
ツ
と
草
川
の
流
れ
の
あ
る
自
然
の
風
致
に
富
ん
だ
、
趣
の
あ
る
場
所
だ
っ

た
。
名
も
知
ら
ぬ
草
の
花
が
咲
く
の
も
趣
が
あ
る
。

「
恩
賜
稚
松
の
記
」

他
に
ス
ギ
や
カ
エ
デ
、
ハ
ザ
ク
ラ
を
植
え
、
マ
ツ
は
あ
ま
り
植
え
な
か
っ
た
。

『
続
江
湖
快
心
録
』

（
ｂ
）
④
流
れ

ａ
（
建
物
周
辺
）

洋
館
は
倉
庫
が
な
い
の
で
造
っ
た
が
や
や
不
釣
り
合
い
な
の
で
、
植
栽
で
遮

蔽
す
る
つ
も
り
で
あ
る
。

『
続
江
湖
快
心
録
』

ｅ
（
芝
地
周
辺
）、
ｇ
（
カ
エ
デ
周
辺
）

明
治
天
皇
よ
り
御
所
の
稚
松
２
株
の
下
賜
が
あ
っ
た
の
で
、
庭
に
植
え
た
。

「
恩
賜
稚
松
の
記
」

ｈ
（
滝
口
周
辺
）

滝
の
近
辺
に
は
シ
ダ
を
植
え
、
ま
た
モ
ミ
も
３
０
本
ほ
ど
植
え
た
。

『
続
江
湖
快
心
録
』

（
ｃ
）
⑥
外
縁
（
北
西
部
）
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清
流
を
渡
れ
ば
、
左
方
は
モ
ミ
の
木
二
三
十
本
流
れ
を
挟
み
林
を
な
し
、
前

に
は
大
仏
の
石
垣
か
と
も
思
わ
れ
る
面
白
き
巨
石
は
屹
然
と
し
て
そ
ば
だ

つ
。
左
方
の
小
路
を
廻
り
、
杉
樹
の
蔭
を
過
ぎ
て
巨
石
の
裏
手
に
出
れ
ば
、

こ
こ
は
鬼
芝
を
細
か
く
刈
込
た
る
や
や
平
坦
の
小
丘
に
し
て
、
左
方
は
ス
ギ

と
し
た
。

『
続
江
湖
快
心
録
』

（
ｄ
）
ま
と
め

　

庭
内
の
ス
ギ
・
カ
エ
デ
・
マ
ツ
・
モ
ミ
・
ス
ギ
・
ハ
ザ
ク
ラ
は
、
明
確
な
意

図
を
も
っ
て
植
え
ら
れ
て
も
の
と
み
ら
れ
る
。
そ
の
う
ち
〝
⑤
―
ｇ
（
池
／
カ

エ
デ
周
辺
）〟
に
位
置
し
た
マ
ツ
二
本
（
現
在
は
枯
死
）
は
明
治
天
皇
よ
り
下

賜
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
な
お
、
ハ
ザ
ク
ラ
は
現
存
し
な
い
。
洋
館
の
周
辺

は
、
そ
の
遮
蔽
す
る
た
め
に
植
栽
が
施
さ
れ
た
と
い
う
。〝
⑥
―
ａ(

外
縁
／

建
物
周
辺)

〟
の
樹
木
は
、
モ
ミ
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
滝
の
近
辺
の
シ

ダ
は
意
図
的
に
植
え
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。『
続
江
湖
快
心
録
』
に
お
い
て
、

山
県
が
黒
田
天
外
を
案
内
し
た
状
況
を
み
る
と
、
か
つ
て
〝
④
―
ｅ
（
流
れ
／

芝
地
周
辺
）〟
か
ら
〝
⑤
―
ｅ
（
池
／
芝
地
周
辺
）〟
を
経
て
、〝
⑤
―
ｈ
（
池

／
滝
）〟
に
至
る
動
線
が
機
能
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

（
２
）
恒
常
維
持
管
理
の
体
制
の
変
遷

　

無
隣
庵
の
恒
常
維
持
管
理
は
、
京
都
市
の
所
管
に
な
っ
て
し
ば
ら
く
の
間
、

一
定
の
業
者
に
委
託
さ
れ
て
い
た
（
７
）。
そ
の
後
、
指
名
競
争
入
札
に
移
行
し
、

受
託
業
者
は
毎
年
変
更
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

平
成
十
四
年
度
の
保
存
管
理
の
在
り
方
に
つ
い
て
は
、
当
時
の
担
当
者
に

よ
っ
て
記
録
が
残
っ
て
い
る
（
８
）。
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
十
三
年
度
ま
で
、

⑥
外
縁
の
植
栽
三
百
七
十
六
本
の
う
ち
恒
常
的
に
手
入
れ
が
行
わ
れ
て
い
た
の

は
八
十
五
本
で
あ
り
、
残
り
の
樹
木
を
含
め
て
全
て
の
手
入
れ
を
終
え
る
の
に

八
年
を
要
す
る
と
目
算
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
時
点
で
は
、
東
山
の
借
景
を
多
少

犠
牲
に
し
て
で
も
、
周
辺
の
建
物
や
工
作
物
を
遮
蔽
す
る
こ
と
が
優
先
す
る
と

い
う
考
え
方
に
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
園
内
に
お
け
る
重
要
な
展
望
地
点
は
主

屋
２
階
の
南
部
屋
と
茶
室
の
東
縁
に
限
定
さ
れ
、
そ
れ
ら
の
眺
望
に
建
物
や
工

作
物
が
入
ら
な
い
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
時
、
樹
冠
の
一
部
に
で
き
た
空

隙
に
つ
い
て
は
、
採
光
・
通
風
を
促
す
こ
と
が
で
き
た
と
一
定
の
評
価
が
な
さ

れ
な
が
ら
、
中
期
計
画
を
も
っ
て
塞
ぐ
こ
と
が
考
え
ら
れ
て
い
る
。
低
木
に
つ

い
て
は
、
サ
ツ
キ
の
切
り
戻
し
を
し
な
が
ら
樹
高
を
下
げ
る
こ
と
、〝
⑤
―
ｅ

（
池
／
芝
地
周
辺
）〟
に
位
置
す
る
巨
石
の
周
辺
な
ど
の
植
栽
を
切
り
下
げ
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

平
成
十
九
年
度
よ
り
無
隣
庵
の
所
管
課
に
よ
る
直
接
執
行
へ
転
換
し
、
翌
年

度
か
ら
技
術
提
案
書
を
用
い
る
委
託
業
者
選
定
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
（
９
）。

第
３
項　

技
術
提
案
書
の
設
問
の
解
読

　

本
節
で
は
、
六
年
間
に
わ
た
り
実
施
さ
れ
た
業
者
選
定
の
取
り
組
み
に
お
け

る
技
術
提
案
書
の
設
問
を
解
読
す
る
。
技
術
提
案
書
の
設
問
は
、
実
施
の
内
容

の
傾
向
か
ら
み
て
三
期
に
大
分
さ
れ
る
。
以
下
、
取
り
組
み
の
大
き
な
流
れ
と

顕
著
な
出
来
事
を
中
心
に
概
要
を
と
り
ま
と
め
る
。

（
１
）
一
期　

制
度
運
用
の
模
索

　

平
成
二
十
―
二
十
一
年
度
の
時
点
で
（
表
１
）
委
託
者
は
、
主
と
し
て
各
所

で
の
作
業
の
考
え
方
と
投
入
さ
れ
る
作
業
員
の
人
数
（
人
工
数
）
に
注
視
し
て

い
る
。
作
業
内
容
は
、
委
託
者
に
お
い
て
あ
ら
か
じ
め
〝
植
栽
管
理
〟
と
〝
そ

の
他
管
理
〟
が
想
定
さ
れ
、
前
者
で
は
七
箇
所
に
分
節
さ
れ
た
庭
ご
と
の
、
後

者
で
は
各
庭
に
て
必
要
と
さ
れ
る
十
三
項
目
の
作
業
に
つ
い
て
の
回
答
を
求
め

て
い
る
。
年
間
工
程
表
で
は
、各
庭
で
費
や
さ
れ
る
作
業
日
数
の
記
述
を
求
め
、
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そ
れ
ぞ
れ
八
種
の
植
栽
の
種
類
が
併
記
さ
れ
て
い
る
。〔
表
１
で
は
省
略
さ
れ

て
い
る
が
、
第
二
号
様
式
で
は
、
ア
オ
ギ
リ
・
ア
ラ
カ
シ
・
ク
ロ
マ
ツ
と
い
っ

た
各
庭
に
植
わ
っ
て
い
る
〝
具
体
的
な
樹
種
〟
に
た
い
す
る
、
単
植
・
列
植
と

い
っ
た
〝
配
植
状
況
〟」、
葉
む
し
り
・
挟
す
か
し
・
鋸
す
か
し
と
い
っ
た
〝
具

体
的
な
手
入
れ
の
方
法
〟
の
選
択
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。〕

　
〔
技
術
提
案
書
に
お
け
る
人
工
数
に
た
い
す
る
問
い
は
、
限
ら
れ
た
予
算
内

で
の
作
業
に
お
け
る
人
員
配
分
へ
の
関
心
の
現
れ
で
あ
り
、
作
業
項
目
と
植
栽

の
種
類
に
つ
い
て
の
記
述
が
詳
細
に
わ
た
っ
て
い
る
の
は
、
委
託
者
側
に
専
門

の
技
術
職
員
が
所
属
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
恒
常
維
持
管
理
理
の
内
容
を
具
体

的
に
分
析
で
き
る
用
意
が
あ
る
と
い
う
内
部
事
情
を
表

し
て
い
る
。
受
託
者
側
と
し
て
は
、
受
託
候
補
者
に
た

い
し
て
最
大
限
の
費
用
対
効
果
を
求
め
、
技
術
提
案
と

作
業
内
容
の
相
互
を
確
認
す
る
準
備
が
あ
る
と
い
う
意

志
が
う
か
が
い
知
れ
る
。〕
そ
の
一
方
で
所
有
者
の
関

心
は
、
す
べ
て
個
別
事
項
の
ほ
う
に
向
い
て
お
り
庭
全

体
に
た
い
す
る
考
え
方
が
示
さ
れ
て
い
な
い
、
平
成

二
十
―
二
十
一
年
度
の
時
点
で
は
、
技
術
提
案
書
を
用

い
た
業
者
選
定
の
制
度
運
用
は
手
探
り
状
態
で
行
わ
れ

て
お
り
、
委
託
者
は
恒
常
維
持
管
理
に
関
す
る
具
体
的

な
方
針
を
提
示
で
き
て
お
ら
ず
、
受
託
候
補
者
の
業
務

に
た
い
す
る
基
本
姿
勢
を
探
る
こ
と
が
主
目
的
と
な
っ

て
い
る
。
技
術
提
案
書
の
設
問
に
、
恒
常
維
持
管
理
に

関
す
る
細
か
い
事
項
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
は
、
受
託

候
補
者
が
誠
実
か
つ
細
や
か
な
対
応
を
で
き
る
か
推
し

は
か
っ
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。つ
ま
り
、

こ
の
時
期
の
技
術
提
案
書
に
込
め
ら
れ
た
業
者
選
定
の

平成２０年度実施（２００８―２００９）
　第１号様式　方針
項　

目

各所での作業方針：庭園全体及び周辺環境等，①表門及び玄関，②露

地（茶室），③建物周辺及び中庭，④流れ，⑤園池，⑥外縁，⑦管理・

作業スペース
　第２号様式　人工数一覧表 No.1,2
項　

目

１．植栽管理　各所で必要とされる人工数：①表門及び玄関，②露地（茶

室）③建物周辺及び中庭，④流れ，⑤園池，⑥外縁，⑦管理・作業ス

ペース 

２．その他管理　各所で必要とされる人工数：除草，林内清掃，芝生

の施肥・エアレーション，清掃，池泉の浚渫・藻の除去，不要な根の

整理，薬剤散布，豆砂利補充・調整，木柵修理，木柵ロープ張替，潅

水，樹木の生育状況確認
　第３号様式　年間工程表
項　

目

各所における作業に費やされる日数：①常緑中高木，落葉中高木，低

木・地被，②アカマツ，常緑中高木，落葉中高木，低木・地被，③常

緑中高木，シホウチク，④常緑中高木，落葉中高木，サツキ・クサボ

ケ，芝生，⑤アカマツ，常緑中高木，落葉中高木，サツキ・クサボケ，

芝生，⑥常緑中高木，落葉中高木，低木・地被，⑦植栽管理，その他 

除草，薬剤散布，潅水
　第４号様式　実施及び緊急対応の体制
項　

目

１．実施体制 

２．緊急時の連絡体制 

平成 21 年度実施（２００９―２０１０）
　第１号様式　調書
項　

目

平成 19 年度以降変化が見える事項・今後手入れにおいて

配慮することが望ましい項目・各所で必要とされる人工数：

庭園全体及び周辺環境等，①表門及び玄関，②露地（茶室），

③建物周辺及び中庭，④流れ，⑤園池，⑥外縁，⑦管理・

作業スペース
　第２，３号様式　年間工程表

（前年１９年度のものを流用）

評
価
の
意
図
は
、
費
用
対
効
果
の
高
さ
と
受
託
候
補
者
の
誠
実
か
つ
細
や
か
な

対
応
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
二
期　

技
術
提
案
書
の
内
容
の
不
備
に
対
す
る
対
応

　
〔
受
託
候
補
者
は
、
平
成
二
十
二
年
度
よ
り
技
術
提
案
書
の
提
出
に
加
え
て

現
地
で
の
説
明
が
科
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
従
来
の
書
面
だ
け

に
よ
る
審
査
で
は
、
作
業
の
具
体
性
を
問
う
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
の
反

省
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
。〕
同
年
度
以
降
の
技
術
提
案
書
で
は
、
設
問
に
対

す
る
回
答
を
文
章
と
写
真
と
を
併
せ
て
提
示
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る

［表１］技術提案書概要　平成２０―２１年度
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（
表
２
）。
設
問
の
内
容
は
、
費
用
対
効
果
の
高
さ
と
各
庭
に
お
け
る
作
業
の
具

体
性
が
引
き
続
き
重
視
さ
れ
な
が
ら
、
庭
の
各
所
で
実
施
さ
れ
る
作
業
を
ど
の

よ
う
に
行
う
か
、
従
来
の
実
施
例
を
通
し
て
提
案
す
る
よ
う
要
求
し
て
い
る
。

こ
れ
は
、
技
術
提
案
の
内
容
に
た
い
す
る
実
現
の
可
能
性
を
説
う
と
と
も
に
、

提
案
さ
れ
た
人
工
数
と
作
業
実
態
と
の
符
合
を
確
認
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

従
来
の
技
術
提
案
書
で
は
、
人
工
数
の
提
示
が
求
め
ら
れ
な
が
ら
、
人
工
構

成
に
つ
い
て
は
問
か
れ
て
い
な
か
っ
た
。
作
業
に
あ
た
る
人
員
は
、
通
常
経
験

や
立
場
に
よ
っ
て
区
別
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
が
、
そ
の
点
に
つ
い
て

の
考
慮
が
完
全
に
欠
落
し
て
い
た
。〔
そ
こ
で
、
表
３
で
は
省
略
さ
れ
て
い
る

が
第
１
号
様
式
の
人
工
を
記
入
す
る
欄
に
は
、
Ａ
・
Ｂ
・
Ｃ
の
項
目
が
立
て
ら

れ
、「
過
去
に
文
化
財
庭
園
（
無
隣
庵
庭
園
を
含
む
）
の
維
持
管
理
に
携
わ
っ

た
経
験
が
あ
り
、
庭
園
業
者
に
十
年
以
上
継
続
し
て
勤
務
し
た
者
が
従
事
す
る

場
合
は
、
Ａ
に
人
工
数
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
Ａ
に
該
当
し
な
い
庭
園
業
者
に

勤
務
す
る
者
が
従
事
す
る
場
合
は
、
Ｂ
に
人
工
数
を
記
入
し
て
下
さ
い
。
庭
園

業
を
専
業
と
し
な
い
嘱
託
職
員
な
ど
が
従
事
す
る
場
合
は
、
Ｃ
に
人
工
数
を
記

入
し
て
下
さ
い
」
と
い
う
注
意
事
項
が
追
記
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

　

そ
れ
に
加
え
て
、「
記
述
に
当
た
っ
て
は
、
庭
園
業
に
携
わ
ら
な
い
人
に
も

伝
わ
り
や
す
い
表
現
を
心
が
け
て
下
さ
い
」
と
い
う
事
項
が
付
記
さ
れ
た
。
こ

れ
は
、〔
業
者
選
定
の
審
査
を
行
う
の
は
庭
の
保
存
管
理
に
専
門
知
識
を
も
つ

設
問
の
作
成
者
を
の
ぞ
い
た
管
理
職
で
あ
り
、
か
れ
ら
の
大
半
が
庭
園
の
実
務

［表２］技術提案書概要　平成２2―２3 年度

　第１号様式　方針

項
目

設問1 ①表門及び玄関における地割の特徴と植栽構成を想定して人
工数を記述して下さい。
設問2 ②露地と③建物周辺及び中庭の関連性を踏まえ，地割と植栽
に関する現状の問題点を，写真（１枚）を交えて記述して下さい。
設問3 設問2に基づき，望ましいと考えられる実現可能な手入れの方
向性を，無鄰庵庭園もしくはそれ以外の庭園での実施例をもとに，写
真（１枚）を添えて提案して下さい。
設問4 ②露地（茶室）について，設問3の提案と植栽構成を想定して人
工数を記入して下さい。
設問5 ③建物周辺及び中庭について，設問3の提案と植栽構成を想
定して人工数を記入して下さい。
設問6 ④流れと⑤園池の関連性を踏まえ，望ましいと考えられる実現
可能な手入れの方向性を，無鄰庵庭園もしくはそれ以外の庭園での
実施例をもとに，写真（１枚）を添えて提案して下さい。
設問7 ④流れについて，設問3の提案と下記の植栽構成を想定して人
工数を記入して下さい。
設問8 ⑤園池について，設問3の提案と下記の植栽構成を想定して人
工数を記入して下さい。
設問9 ⑥外縁の特性を踏まえ，無鄰庵庭園もしくはそれ以外の庭園で
の実施例をもとに，写真（１枚）を添えて提案して下さい。
設問10 ⑥外縁について設問9の提案と植栽構成を想定して人工数を
記入して下さい。
設問11 ⑦管理・作業スペース について地割の特徴と植栽構成を想
定して人工数を記入して下さい。

（前年１９年度のものを流用）

　第１号様式　調書

項
目

今後手入れにおいて配慮することが望ましい事項・各所で必要とされ
る人工数：①表門及び玄関，②露地（茶室），③建物周辺及び中庭，
④流れ，⑤園池，⑥外縁，⑦管理・作業スペース

（前年１９年度のものを流用）

項
目

設問1 無鄰庵庭園では，平成19～22年度にかけて地割の大分節「⑥
外縁」を４箇所に区分し，＜別紙＞に記載された考え方に基づいて，
継続的に植栽修理を行ってきました。平成22年度をもって，「⑥外縁」
の植栽修理は一周したことになりますが，まだ十分な状態とは考えられ
ません。そこで，これまでの経過と植栽修理の考え方に基づいて，平
成23年度に実施することが望ましいと考えられる箇所とその理由につ
いて写真（１枚）を交えて記述して下さい。
設問2 　設問１に記述した「⑥外縁」のうち平成23年度に実施すること
が望ましいと考えられる箇所において，どのような植栽修理を実施する
か，無鄰庵庭園以外の庭園での実施事例をもとに，具体的な考え方と
内容について写真（１枚）を交えて記述して下さい。
設問3 平成21年度から，地割の小分節「⑤池－gカエデ周辺」の低く
抑えられた築山（コケ地）では，撒きゴケによるスギゴケへの転換が図ら
れています。平成23年度に実施することが望ましいと考えられる箇所と
その理由について写真（１枚）を交えて記述して下さい。
設問4 現在の無鄰庵庭園にて，設問1～3以外で平成23年度に実施
することが望ましいと考えられる箇所とその理由について写真（１枚）を
交えて記述して下さい。但し，実行できる可能な事項に限ります。

平成２２年度実施（２０１０―２０１１）

　第２，３号様式　年間工程表

平成２３年度実施（２０１１―２０１２）

　第２，３号様式　年間工程表

　第４号様式　ヒアリング調書
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に
精
通
し
て
い
な
い
た
め
〕
恒
常
維
持
管
理
の
課
題
に
は
、
専
門
性
に
加
え
実

証
性
や
分
か
り
や
す
さ
が
求
め
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
二
―
二
十
三
年
度
の
技
術
提
案
書
の
設
問
で
は
、
以
前
に
求
め
ら

れ
て
い
た
受
託
候
補
者
の
誠
実
か
つ
細
や
か
な
対
応
は
一
定
評
価
で
き
る
と
み

な
さ
れ
、
現
地
に
お
け
る
受
託
候
補
者
と
の
直
接
的
対
話
、
費
用
対
効
果
の
厳

密
性
、
現
状
の
課
題
の
分
か
り
や
す
さ
、
外
縁
を
主
体
と
し
た
庭
全
体
へ
の
配

慮
等
に
注
視
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、〔
恒
常
維
持
管
理
の
実
施
課
程
で
、
設

問
の
不
備
と
回
答
の
実
現
性
に
対
す
る
困
難
に
直
面
し
た
こ
と
に
た
い
す
る
対

応
で
あ
る
と
と
も
に
、
受
託
候
補
者
へ
の
一
定
の
信
頼
に
よ
っ
て
庭
全
体
に
目

を
向
け
て
よ
り
具
体
的
に
恒
常
維
持
管
理
の
内
容
の
充
実
を
検
討
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
手
入
れ
の
成
果
が
出
は
じ
め
た
こ
と
に
よ
っ

て
恒
常
維
持
管
理
の
課
題
が
よ
り
具
体
化
し
、
所
有
者
側
で
も
審
査
に
あ
た
っ

て
設
問
の
内
容
が
理
解
し
や
す
く
な
る
よ
う
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
３
）
三
期　

緊
急
修
理
を
か
ね
た
恒
常
維
持
管
理
へ
の
展
開

　
〔
平
成
二
十
三
年
度
以
降
（
表
３
）、
技
術
提
案
書
を
用
い
た
審
査
は
、〝
調

書
〟
を
用
い
る
書
類
選
考
と
〝
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
書
〟
を
用
い
る
現
地
説
明
の
二

段
階
制
と
な
っ
た
。
そ
れ
に
よ
り
現
地
説
明
へ
参
加
す
る
受
託
候
補
者
は
、
書

類
選
考
に
よ
っ
て
あ
ら
か
じ
め
数
社
に
絞
り
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
（
１
０
）。

併
せ
て
平
成
二
十
三
年
度
に
は
、「
名
勝
無
隣
庵
庭
園
保
存
管
理
計
画
」（
１
１
）

の
一
部
が
参
考
資
料
と
し
て
添
付
さ
れ
た
。
そ
れ
は
、
従
来
委
託
者
と
し
て
庭

全
体
の
恒
常
維
持
管
理
の
方
向
性
を
提
示
で
き
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
反
省
に

よ
る
も
の
で
あ
り
、
同
計
画
に
お
け
る
恒
常
維
持
管
理
の
方
針
と
直
結
す
る
箇

所
を
抜
粋
し
た
も
の
が
表
４
で
あ
る
。
平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
技
術
提
案
書

の
設
問
は
、
平
成
十
九
―
二
十
年
度
の
恒
常
維
持
管
理
の
実
績
を
踏
ま
え
、
外

縁
部
を
四
箇
所
に
区
分
し
、
四
年
周
期
で
外
縁
全
体
の
植
栽
環
境
を
整
え
る
こ

と
が
前
提
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
方
針
は
、
平
成
十
四
年
度
に
記
録
さ
れ

た
無
隣
庵
庭
園
の
保
存
管
理
の
考
え
方
と
関
連
す
る
。
年
間
に
予
算
の
範
囲
内

で
実
施
で
き
る
作
業
量
を
想
定
す
る
と
、
園
内
の
植
栽
量
の
大
半
を
占
め
る
外

縁
の
手
入
れ
は
、
複
数
年
を
費
や
す
必
要
が
あ
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
こ
と
に

な
る
。〕

　

恒
常
維
持
管
理
を
受
託
し
た
業
者
は
、
実
際
の
作
業
を
通
じ
て
、
将
来
的
な

保
存
管
理
の
傾
向
が
予
測
し
や
す
く
な
り
、
受
託
を
継
続
す
る
ほ
ど
技
術
提
案

書
の
回
答
を
作
成
す
る
上
で
有
利
と
な
る
。
制
度
上
、
競
争
性
に
欠
け
る
こ
と

は
望
ま
し
く
な
い
た
め
、
設
問
の
中
に
前
年
度
ま
で
に
実
施
し
た
作
業
内
容
や

今
後
の
課
題
を
記
載
し
、
委
託
候
補
業
者
間
に
お
い
て
競
争
が
活
性
化
す
る
よ

う
配
慮
さ
れ
た
。ま
た
書
類
選
考
で
の
評
価
が
僅
差
と
な
っ
て
き
た
こ
と
か
ら
、

平
成
二
十
四
年
度
よ
り
、
各
月
の
作
業
を
場
所
ご
と
に
記
載
す
る
従
来
の
簡
素

な
年
間
工
程
表
か
ら
、
作
業
項
目
・
人
工
数
・
場
所
・
対
象
と
な
る
植
栽
樹
木

と
そ
の
手
入
れ
時
期
が
一
度
に
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
書
式
へ
と
改
め
ら
れ

て
い
る
（
図
２
）。

　
〝
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
書
〟
の
設
問
内
容
は
、
恒
常
維
持
管
理
に
対
す
る
理
解
が

一
定
の
水
準
で
満
た
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
前
提
と
し
、
前
年
度
の
流
れ
を
み
て

実
効
性
が
高
い
と
み
ら
れ
る
ス
ギ
ゴ
ケ
の
取
り
扱
い
な
ど
具
体
的
な
事
項
に
言

及
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
当
初
、
外
縁
の
植
栽
樹
木
は
四
年
周
期
で
全
体

を
繰
り
返
し
手
入
れ
す
る
計
画
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
枝
葉
の
濃
度
が
薄

く
な
っ
た
箇
所
の
枝
葉
の
伸
張
を
一
定
期
間
待
つ
必
要
が
生
じ
た
。
そ
れ
に
よ

り
、
外
縁
の
植
栽
樹
木
の
取
り
扱
い
は
、
庭
全
体
の
枝
葉
の
伸
張
を
見
定
め
な

が
ら
、
局
所
的
に
植
栽
樹
木
の
樹
高
や
葉
張
り
を
抑
制
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
全
体
作
業
の
中
で
人
工
数
を
割
く
割
合
が
高
か
っ
た
外
縁
の
作
業
が

安
定
傾
向
に
転
じ
た
こ
と
に
よ
り
、
枯
損
し
た
も
し
く
は
衰
退
傾
向
に
あ
る
植
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栽
樹
木
や
、
園
池
護
岸
な
ど
地
割
の
き
損
箇
所
な
ど
に
た
い
す
る
緊
急
修
理

（
１
２
）
に
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　

平
成
二
十
四
―
二
十
五
年
度
の
技
術
提
案
書
の
設
問
は
、
恒
常
維
持
管
理
に

た
い
す
る
一
定
の
理
解
が
認
め
ら
れ
る
受
託
候
補
者
が
選
抜
さ
れ
た
こ
と
に
よ

り
、〝
ヒ
ア
リ
ン
グ
調
書
〟
を
通
じ
て
、
よ
り
内
実
ま
で
踏
み
込
ん
だ
内
容
と

な
っ
て
い
る
。
外
縁
や
苔
の
手
入
れ
に
か
ん
し
て
は
、
計
画
と
実
際
と
の
間
で

齟
齬
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
植
栽
樹
木
や
地
被
植
物
の
生
理
的
な
生
育
状
況
を

ふ
ま
え
て
、
作
業
上
の
時
系
列
の
誤
差
や
手
入
れ
の
濃
淡
が
考
慮
さ
れ
る
こ
と

に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
作
業
内
容
が
緻
密
化
し
、
恒
常
維
持
管
理
に
お
け
る
一

定
の
成
果
が
上
が
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
所
有
者
側
に
、
植
栽
樹
木
の
手
入
れ
だ

［表 3］技術提案書概要　平成２4―２5 年度

け
で
は
な
く
、
地
割
の
き
損
や
補
植
の
必
要
性
を
検
討
で
き
る
余
地
が
で
き
た

こ
と
が
う
か
が
い
知
れ
る
。

（
４
）
恒
常
維
持
管
理
の
継
続
か
ら
み
ら
れ
る
気
づ
か
い

　

以
上
の
六
箇
年
に
わ
た
る
設
問
の
変
遷
は
、
年
度
の
進
行
に
つ
れ
て
委
託
者

の
関
心
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
の
関
心
は
、
つ
ね
に
費
用

対
効
果
の
高
さ
に
向
き
つ
つ
、
①
受
託
候
補
業
者
の
誠
実
か
つ
細
や
か
な
対
応

の
確
認
、
②
現
地
で
の
受
託
候
補
者
と
の
直
接
対
話
、
費
用
対
効
果
の
実
効
性

の
確
認
、
恒
常
維
持
管
理
の
課
題
の
分
か
り
や
す
さ
、
外
縁
を
中
心
と
し
た
庭

全
体
へ
の
配
慮
等
、
③
緊
急
修
理
を
見
据
え
た
恒
常
維
持
管
理
へ
の
発
展
な
ど

に
移
行
し
て
き
た
。
こ
の
よ
う
に
変
化
の
振
り
幅
が
大
き
い
の
は
、
本
件
が
新
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り
つ
つ
も
、
委
託
者
に
と
っ
て
魅
力
が
あ
る
技
術
提
案
に
努
め
ら
れ
て
い
る
。

恒
常
維
持
管
理
の
内
容
は
、
委
託
者
側
の
考
え
方
だ
け
が
反
映
さ
れ
て
い
る
わ

け
で
は
な
く
、
相
互
の
意
図
の
い
わ
ば
中
間
で
成
立
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、

さ
ら
に
は
環
境
面
や
歴
史
背
景
を
ま
じ
え
た
現
前
の
庭
へ
の
気
づ
か
い
が
考
慮

さ
れ
て
い
る
。

　

恒
常
維
持
管
理
の
作
業
を
実
行
す
る
受
託
者
は
、
実
践
の
過
程
で
庭
へ
は
た

ら
き
か
け
を
行
い
、
そ
れ
に
呼
応
し
て
変
化
し
た
庭
に
触
発
さ
れ
て
、
さ
ら
に

庭
へ
は
た
ら
き
か
け
を
行
う
。
恒
常
維
持
管
理
と
は
、
そ
の
よ
う
な
や
り
取
り

の
連
鎖
そ
の
も
の
で
あ
り
、
繰
り
返
さ
れ
る
庭
と
の
交
感
の
な
か
で
生
じ
る
変

化
が
、
受
託
者
と
委
託
者
に
と
っ
て
の
将
来
へ
の
気
づ
き
と
な
る
。
こ
の
よ
う

に
、
庭
と
真
っ
向
か
ら
立
ち
む
か
う
受
託
者
の
直
接
経
験
と
委
託
者
の
間
接
経

規
の
取
り
組
み
で
あ
っ
た
こ
と
、
年
度
ご
と
に
設
問
の
内
容
が
更
新
さ
れ
た
こ

と
が
要
因
と
み
ら
れ
る
。

　

平
成
二
十
三
年
度
以
降
の
設
問
に
よ
れ
ば
、
委
託
者
と
受
託
者
は
、
前
者
の

要
求
を
後
者
が
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
る
と
い
う
一
方
的
な
関
係
で
は
な
く
、
作

業
の
継
続
過
程
で
お
互
い
が
触
発
さ
れ
る
関
係
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
と
く

に
平
成
二
十
年
度
と
同
二
十
五
年
度
の
設
問
の
う
ち
、外
縁
の
植
栽
樹
木
や
苔
、

緊
急
修
理
に
か
ん
す
る
内
容
を
比
較
す
る
と
、
設
問
に
対
す
る
受
託
候
補
者
の

対
応
が
如
実
に
反
映
さ
れ
て
お
り
、
委
託
者
側
の
関
心
が
、
当
初
の
費
用
対
効

果
や
作
業
内
容
か
ら
、
庭
そ
の
も
の
へ
の
気
づ
か
い
に
移
行
し
て
い
る
こ
と
が

読
み
と
れ
る
。
ま
た
受
託
候
補
者
の
主
目
的
は
、
恒
常
維
持
管
理
業
務
の
受
託

で
あ
る
た
め
、
独
自
の
提
案
が
抑
制
さ
れ
て
説
明
に
た
い
し
無
難
な
対
応
に
な

表４　名勝無鄰庵庭園保存管理計画（抜粋）

恒常維持管理の中で進める修復剪定等

　無隣庵庭園では、通常の恒常維持管理による選定では補えな
い、より大きな植栽環境の修復を行うために、平成19年度から、
年度毎に地区を区切って、恒常維持管理の中で、少しずつ修復剪
定等を実施している。現在までの実施状況を踏まえ、今後の方針
及び方法、行程について提案を行う。

１）平成19年度から平成21年度までの実施状況

【平成19年度以前の問題点】

　平成19年度以前の状況は、外縁部の樹木が繁茂し、上部に枝葉
が集中し、林床に光が入らないことで、中程から下部にかけて枝
が生育せず、庭園内部から見ると塀や周辺の建物が見通せる部分
などがあり、目隠しのために、外縁部より内側のエリアに植栽さ
れた低木を大きく管理するような状況となっていた。

【実施概要】

・外縁部を４つの地区に区分し、林床に光を入れ、中枝の生育を
促すために，毎年１つの修復剪定を実施している。現在３つ目の
地区の修復剪定を行っている。

・平成19、20年度以前に、修復剪定を行った地区では、中枝の生
育が見られてきた。一方で、実生樹木の生育の活発化も見られ
る。

【評価】

・年度ごとに手入れの状況を調整するために、４つの地区の修復
剪定が完了した後に、全体の調整を行う必要がある。

・樹木の下枝が生育してきたことにより、ある程度塀を遮断する
ことができるようになったため、それまで塀を遮断するために芝
地側の低木を大きく管理する必要性がなくなった。

２）方針

　平成19年度以前の状況は、外縁部の樹木が繁茂し、上部に枝葉
が集中し、林床に光が入らないことで、中程から下部にかけて枝
が生育せず、庭園内部から見ると周辺の建物・構造物・車両・塀
などが見通せる状況となっていた。

　外縁部の修復剪定の方針は、東山への眺望及び連続性を確保し
ながら、周辺に建物や構造物など景観に支障がある部分に関して
は、段階的に外縁樹木の中枝の生育を促し、その枝葉により遮蔽
されるような庭園景観に修復する方針とする。また、外縁樹木の
枝葉が複層的に重なり合い、庭園に奥行き感ある景観を生み出す
ことを目指す。

３）方針

【植栽構造の修復方法】

　外縁部の修復剪定の方法は、まず、繁茂している樹木の枝抜き
を行い、林床に光を取り入れ、中枝の生育を促す。次に、中枝が
一定程度生育してきた段階で、均等に射光させ、樹形を安定化さ
せるように、中枝の枝葉の整理を行う。その後、目隠しとして大
きく管理していた低木などの樹木の切り下げを行う。その後も、
樹木の透かし剪定を定期的に行い、林床に光を取り入れ、枝葉が
適正に生育するような環境を維持する必要がある。また、林床に
光が入ることにより実生木の生育も活発化するため、実生木の整
理も定期的に行う必要がある。
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験
と
が
、
一
定
の
期
間
を
経
て
ひ
と
つ
の
集
団
的
意
味
と
し
て
共
有
さ
れ
る
こ

と
で
、
恒
常
維
持
管
理
の
方
向
性
に
具
体
化
し
て
い
る
。

第
４
項　

委
託
者
と
受
託
者
の
志
向
と
そ
の
充
実
の
関
係
性

　

こ
れ
ま
で
、
恒
常
維
持
管
理
に
伴
う
受
託
者
を
選
定
す
る
取
り
組
み
に
つ
い

て
言
及
し
て
き
た
。
そ
れ
は
、
記
録
を
通
じ
た
委
託
者
と
複
数
の
受
託
候
補
者

と
の
相
互
関
係
へ
の
言
及
で
あ
っ
た
が
、
委
託
者
の
見
方
に
偏
向
し
て
お
り
、

委
託
者
と
受
託
者
の
実
践
上
の
立
場
に
つ
い
て
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

こ
こ
で
い
う
立
場
と
は
、
漠
然
と
し
た
思
念
な
ど
で
は
な
く
、
恒
常
維
持
管
理

の
実
現
に
向
か
う
あ
る
が
ま
ま
の
心
や
意
識
（
志
向
）
と
希
求
の
達
成
（
充
実
）

の
現
れ
の
こ
と
で
あ
る
。
本
節
で
は
、
委
託
者
側
（
筆
著
）
と
受
託
者
側
の
双

方
の
立
場
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
と
充
実
の
関
係
に
つ
い
て
概
説
す
る
。

（
１
）
委
託
者

　

地
方
公
共
団
体
で
あ
る
委
託
側
は
、
公
共
性
に
も
と
づ
い
て
恒
常
維
持
管
理

を
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。
無
隣
庵
は
、
国
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、
一

般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
名
勝
と
し
て
の
景
観
を
保
存
し
つ
つ
、
多
岐
に
わ
た

る
来
訪
者
が
納
得
で
き
る
よ
う
な
恒
常
維
持
管
理
の
実
現
が
目
指
さ
れ
て
い

る
。
恒
常
維
持
管
理
の
費
用
は
、
美
術
館
や
動
物
園
と
い
っ
た
同
市
が
所
管
す

る
複
数
の
文
化
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て
配
分
さ
れ
て
い
る
。
か
ぎ
ら
れ
た
文
化

事
業
の
予
算
内
で
は
、
隅
々
に
ま
で
い
き
わ
た
る
恒
常
維
持
管
理
の
作
業
を
一

年
間
で
行
う
こ
と
は
困
難
な
状
態
で
あ
る
が
、
極
力
来
訪
者
の
充
足
に
努
め
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
方
、
山
県
有
朋
の
遺
産
を
継
承
し
た
と
い
う
点
で
は
、
庭
作
り
に
た
ず
さ

わ
っ
た
久
原
庄
三
郎
と
七
代
目
小
川
治
兵
衛
と
の
関
係
を
含
め
て
、
歴
史
的
背

景
に
た
い
す
る
配
慮
が
必
要
と
な
る
。
具
体
的
に
は
、
恒
常
維
持
管
理
を
と
お

し
て
無
隣
庵
の
来
歴
が
ど
の
よ
う
に
継
続
さ
れ
て
い
る
か
、
た
と
え
そ
れ
に
具

体
性
が
な
く
て
も
、
来
訪
者
へ
の
説
明
責
任
が
あ
る
。
最
後
に
、
同
庭
園
が
公

共
施
設
で
あ
り
、
入
場
料
が
課
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
税
金
が
投
入
さ
れ
て
い

る
以
上
、
恒
常
維
持
管
理
の
委
託
業
務
に
か
か
る
業
者
選
定
に
は
、
公
平
性
が

保
た
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
。

　

委
託
者
の
恒
常
維
持
管
理
の
意
識
は
、
無
隣
庵
庭
園
が
公
共
施
設
で
あ
る
と

い
う
特
殊
な
事
例
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
て
も
、
総
じ
て
来
訪
者
の
納
得
感
や

満
足
感
に
向
い
て
い
る
。
委
託
者
に
と
っ
て
恒
常
維
持
管
理
の
動
機
は
、
文
化

財
庭
園
と
し
て
の
適
切
な
保
護
で
あ
る
と
同
時
に
、
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
来
訪
者

の
納
得
感
や
満
足
感
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
一

般
性
に
置
き
換
え
れ
ば
、
委
託
者
側
の
志
向
の
根
底
に
は
庭
園
を
訪
れ
た
来
訪

者
へ
納
得
感
や
満
足
感
を
も
た
ら
す
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
達
成
が
委
託
者
側
に

と
っ
て
の
充
実
と
な
る
。

（
２
）
受
託
者

　

恒
常
維
持
管
理
を
受
託
者
の
立
場
は
、
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

提
案
形
式
に
よ
る
業
者
選
定
制
度
で
は
、毎
年
入
札
が
行
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、

受
託
候
補
者
の
第
一
目
標
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
恒
常
維
持
管
理
業
務
の
受

託
と
な
る
。
受
託
候
補
者
に
と
っ
て
技
術
提
案
は
、
委
託
者
よ
り
提
示
さ
れ
た

設
問
や
資
料
に
対
し
て
、翌
年
度
に
行
う
作
業
を
提
示
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

中
長
期
を
見
越
し
た
提
案
は
効
果
的
と
は
捉
え
ず
、
そ
の
年
度
内
に
執
行
可
能

な
作
業
の
提
案
を
優
先
す
る
こ
と
に
な
る
。
む
ろ
ん
継
続
し
て
恒
常
維
持
管
理

を
受
託
し
続
け
る
か
、
年
度
末
に
綿
密
な
引
継
ぎ
を
す
れ
ば
、
提
案
内
容
の
持

続
は
可
能
で
あ
る
が
、
以
後
の
受
託
者
の
考
え
方
次
第
で
は
、
過
去
の
提
案
内

容
は
解
消
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
設
問
が
毎
年
変
化
す
る
こ
と
は
、
目

前
の
問
い
へ
の
回
答
が
優
先
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
た
め
、
注
目
度
の
低
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い
継
続
的
に
お
こ
な
う
必
要
が
あ
る
作
業
に
は
関
心
が
向
け
ら
れ
に
く
い
傾
向

が
あ
る
。

　

こ
の
制
度
で
は
、
委
託
候
補
業
者
が
思
い
思
い
の
様
々
な
提
案
を
す
る
こ
と

に
な
る
。
提
案
内
容
は
、
業
務
の
受
託
が
決
定
し
た
後
に
初
め
て
具
体
化
し
、

委
託
者
側
と
協
議
す
る
な
か
で
し
だ
い
に
確
定
し
て
い
く
。
た
と
え
ば
茶
室
と

洋
館
の
間
の
目
隠
し
の
ヒ
ノ
キ
の
補
植
、
茶
室
東
側
の
ス
ギ
林
の
剪
定
、
流
れ

の
護
岸
を
覆
う
コ
ケ
の
除
去
な
ど
の
提
案
内
容
は
、
過
去
に
実
施
し
た
作
業
を

つ
う
じ
て
導
き
出
さ
れ
て
き
た
着
想
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　

当
初
、
委
託
者
の
恒
常
維
持
管
理
に
か
ん
す
る
考
え
方
が
記
述
さ
れ
た
「
保

存
管
理
計
画
書
」
の
方
針
に
沿
っ
て
、
植
栽
樹
木
の
枝
葉
の
切
り
縮
め
を
重
視

し
て
い
た
。
し
か
し
、
実
践
の
過
程
で
庭
の
様
相
は
変
化
し
、
そ
の
都
度
、
庭

に
た
い
す
る
理
解
も
深
ま
る
た
め
、「
保
存
管
理
計
画
書
」
の
方
針
が
妥
当
と

は
い
え
な
い
事
態
が
発
生
す
る
こ
と
が
あ
る
。

　

植
栽
樹
木
の
剪
定
に
あ
た
っ
て
は
、
一
貫
性
に
欠
い
た
思
い
つ
き
の
提
案
に

な
ら
な
い
よ
う
配
慮
し
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
園
内
か
ら
東
山
へ
の
眺
望
は
、

単
に
外
周
の
植
栽
樹
木
を
伐
り
広
げ
れ
ば
よ
い
の
で
は
な
く
、
そ
れ
ら
植
栽
樹

木
の
頂
上
線
と
東
山
の
稜
線
と
の
位
置
関
係
、
樹
種
ご
と
の
樹
形
（
ア
ラ
カ
シ

と
シ
イ
の
区
別
）
や
、
樹
木
同
士
の
絡
み
（
住
み
分
け
・
被
圧
）
な
ど
、
実
情

を
踏
ま
え
て
手
入
れ
に
た
い
す
る
考
え
方
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の

再
確
認
の
過
程
を
踏
ま
な
け
れ
ば
、
恒
常
維
持
管
理
の
作
業
は
、
一
貫
性
が
な

く
な
り
迷
走
し
か
ね
な
い
。
現
状
で
は
、〔
継
続
し
て
受
託
す
る
こ
と
で
〕
あ

る
程
度
の
技
術
提
案
が
実
現
し
、
恒
常
維
持
管
理
の
あ
り
方
が
具
現
化
し
て
き

た
。
そ
れ
に
よ
り
当
初
は
認
識
で
き
て
い
な
か
っ
た
よ
り
細
や
か
な
事
項
に
関

心
が
移
行
し
て
い
る
。
よ
り
望
ま
し
い
恒
常
維
持
管
理
の
実
施
の
た
め
に
は
、

柔
軟
か
つ
細
や
か
な
方
針
の
提
示
と
中
長
期
的
目
標
の
設
定
が
望
ま
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
受
託
者
と
し
て
は
、
継
続
的
に
業
務
を
受
託
し
、
技
術
提

案
は
も
ち
ろ
ん
継
続
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
作
業
が
実
情
に
応
じ
て
達
成
で
き

る
こ
と
が
充
実
と
い
え
る
。

（
３
）
恒
常
維
持
管
理
の
実
践
を
目
的
と
し
た
共
同
体

　

委
託
者
と
受
託
者
の
立
場
の
記
述
を
お
こ
な
っ
た
結
果
、
当
初
の
考
え
方
を

あ
ら
た
め
る
必
要
性
が
生
じ
た
。
委
託
者
と
受
託
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
立

場
に
お
い
て
恒
常
維
持
管
理
の
作
業
に
あ
た
っ
て
い
る
が
、
恒
常
維
持
管
理
と

い
う
同
じ
行
為
を
遂
行
し
て
い
る
以
上
は
、
一
貫
性
が
求
め
ら
れ
る
。
委
託
者

と
受
託
者
は
別
々
の
組
織
に
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や
個
々
の
考
え
方
は
相

違
す
る
の
が
当
然
で
あ
る
が
、
恒
常
維
持
管
理
の
実
践
に
あ
た
っ
て
は
、
―
現

状
の
無
隣
庵
庭
園
に
か
ん
し
て
は
期
間
限
定
の
―
共
同
体
と
な
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
る
。

　

も
し
、
委
託
者
と
受
託
者
に
お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
志
向
が
あ
り
、
そ
の
結
合

が
恒
常
維
持
管
理
の
具
体
的
な
方
針
に
な
る
の
だ
と
す
れ
ば
、
同
床
異
夢
と
い

う
状
況
が
起
こ
り
え
る
。
双
方
の
立
場
ご
と
に
実
益
は
異
な
っ
て
も
、
来
訪
者

へ
納
得
感
や
満
足
感
を
も
た
ら
す
と
い
う
志
向
を
共
有
し
な
け
れ
ば
、
恒
常
維

持
管
理
は
、
委
託
者
と
受
託
者
ど
ち
ら
か
の
私
見
や
思
い
込
み
、
ま
た
は
責
任

の
押
し
付
け
合
い
に
陥
る
。
そ
こ
で
、
実
践
に
先
立
っ
て
双
方
の
立
場
の
す
り

合
わ
せ
を
行
い
、
実
践
過
程
で
志
向
性
に
一
貫
性
を
あ
た
え
る
行
と
し
て
〝
合

議
〟
が
必
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　

恒
常
維
持
管
理
の
あ
り
方
を
複
雑
に
し
て
い
る
の
は
、
―
無
隣
庵
の
場
合
は

学
識
経
験
者
を
ふ
く
め
た
不
特
定
多
数
の
―
第
三
者
す
な
わ
ち
庭
園
を
訪
れ
た

来
訪
者
の
目
を
想
定
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
か
つ
て
山
県

有
朋
が
無
隣
庵
に
黒
田
天
外
を
招
い
て
案
内
を
し
た
よ
う
に
、
特
定
の
所
有
者

が
来
訪
者
を
招
き
入
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
個
人
、
企
業
、



217

公
共
団
体
と
い
っ
た
所
有
形
態
に
か
か
わ
ら
ず
、
庭
が
持
続
す
る
上
で
の
最
前

提
事
項
で
あ
る
。
こ
の
第
三
者
の
存
在
こ
そ
が
、
恒
常
維
持
管
理
の
志
向
の
原

点
で
あ
っ
て
、
委
託
者
は
来
訪
者
の
関
心
の
置
き
所
と
自
己
の
経
済
事
情
に
注

意
を
払
い
、
受
託
者
は
来
訪
者
が
納
得
し
満
足
で
き
る
恒
常
維
持
管
理
の
実
施

に
努
め
て
い
る
。

　

従
来
の
研
究
態
度
に
よ
る
と
、
恒
常
維
持
管
理
は
植
栽
樹
木
の
管
理
作
業
と

み
ら
れ
て
き
た
が
、
そ
れ
は
実
態
を
矮
小
化
し
た
認
識
に
す
ぎ
な
い
。
そ
も
そ

も
委
託
者
と
受
託
者
と
い
う
体
制
の
構
図
で
さ
え
、
恒
常
維
持
管
理
の
前
提
の

一
部
で
し
か
な
か
っ
た
。
行
為
と
し
て
の
恒
常
維
持
管
理
と
は
、
現
前
の
庭
に

訪
れ
る
来
訪
者
を
念
頭
に
お
い
た
委
託
者
と
受
託
者
の
継
続
的
な
対
応
の
こ
と

で
あ
る
。

第
５
項　

庭
の
恒
常
維
持
管
理
に
お
け
る
本
質
的
意
味
の
顕
在
化

（
１
）
相
互
触
発

　

恒
常
維
持
管
理
が
複
雑
で
豊
か
な
構
造
を
も
つ
こ
と
は
、
個
別
事
例
の
記
録

を
通
し
て
だ
け
で
も
、
確
証
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
恒
常
維
持
管
理
の
体
制

は
、
個
々
の
人
の
つ
な
が
り
と
そ
の
複
数
の
集
ま
り
に
よ
る
厚
み
を
も
っ
た
網

状
構
造
を
も
ち
、
本
論
の
筆
頭
著
者
と
連
名
著
者
で
い
う
な
ら
ば
、
か
れ
ら
は

そ
の
構
造
の
一
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
来
訪
者
と
委
託
者
、
受
託
者
の
協
同

は
、
あ
ら
ゆ
る
庭
で
通
用
す
る
と
い
っ
た
性
質
の
も
の
で
は
な
く
、
個
別
の
庭

で
の
み
成
立
す
る
。
別
の
言
い
方
を
す
る
と
、
個
別
の
庭
は
、
日
常
的
に
は
そ

れ
ぞ
れ
別
社
会
に
生
き
る
不
特
定
多
数
の
来
訪
者
な
ら
び
に
委
託
者
（
所
有

者
）、
受
託
者
（
庭
師
集
団
）
を
結
び
つ
け
、
恒
常
維
持
管
理
を
動
機
づ
け
る

媒
体
と
な
っ
て
い
る
。

　

行
為
全
体
と
し
て
み
れ
ば
、
来
訪
者
を
ふ
く
む
網
状
構
造
が
恒
常
維
持
管
理

の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
が
、
具
体
的
な
そ
の
作
業
は
委
託
者
と
受
託
者
が
担
っ

て
い
る
。
恒
常
維
持
管
理
の
作
業
は
、
客
観
的
に
み
る
と
委
託
者
が
受
託
者
へ

指
示
し
た
事
項
が
実
行
さ
れ
る
と
い
う
一
方
通
行
の
関
係
の
よ
う
に
思
え
る
。

無
隣
庵
に
お
い
て
も
、あ
ら
か
じ
め
委
託
者
が
用
意
し
た
「
保
存
管
理
計
画
書
」

と
技
術
提
案
書
の
設
問
を
通
じ
て
、
受
託
候
補
者
を
審
査
し
た
結
果
受
託
者
を

選
定
す
る
よ
う
に
、
委
託
者
は
能
動
的
で
受
託
者
が
受
動
的
と
い
う
構
図
が
あ

る
よ
う
に
み
え
る
。
た
し
か
に
委
託
者
が
受
託
者
に
業
務
を
与
え
て
い
る
と
い

う
条
件
だ
け
を
注
視
す
れ
ば
、
双
方
の
能
動
・
受
動
の
関
係
は
固
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
一
定
の
秩
序
に
し
た
が
っ
て
日
々
移
り
変
わ
る
自
然
的
側
面
（
１
３
）

と
人
間
の
社
会
・
文
化
的
側
面
の
両
義
性
を
併
せ
も
つ
庭
で
は
、
そ
の
よ
う
に

単
純
な
対
人
関
係
は
成
立
し
え
な
い
。

　

委
託
者
と
受
託
者
は
、
風
土
、
天
候
、
植
物
の
生
理
な
ど
と
い
っ
た
自
然
的

側
面
と
、
人
間
関
係
や
地
域
性
、
歴
史
と
い
っ
た
社
会
・
文
化
的
側
面
の
双
方

に
配
慮
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
、
委
託
者
は
社

会
・
文
化
的
側
面
、
受
託
者
は
自
然
的
側
面
へ
の
配
慮
が
つ
よ
い
傾
向
が
あ
る
。

委
託
者
と
受
託
者
は
、
自
然
的
側
面
と
社
会
・
文
化
的
側
面
の
両
立
を
め
ぐ
っ

て
志
向
性
を
共
有
す
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
二
つ
の
側
面
の
秩
序
は
、
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
次
元
の
上
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
両
立
に
は
あ
ら
ゆ
る
工
夫
と
不

断
の
努
力
を
行
う
ほ
か
な
い
。
社
会
・
文
化
的
側
面
は
、
自
然
的
側
面
の
先
験

性
を
地
盤
と
し
て
い
る
た
め
根
源
は
共
通
し
て
い
る
が
、
前
者
に
は
人
間
の
思

惑
が
つ
う
じ
る
余
地
が
あ
っ
て
も
後
者
に
は
な
い
と
い
う
決
定
的
な
違
い
が
あ

る
。
つ
ま
り
恒
常
維
持
管
理
と
は
、
委
託
者
と
受
託
者
の
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も

恣
意
的
に
対
処
で
き
な
い
行
為
で
あ
る
た
め
、
自
然
的
側
面
と
社
会
・
文
化
的

側
面
の
両
立
に
は
、
ど
う
し
て
も
協
同
の
必
要
性
が
生
じ
る
。
技
術
提
案
書
の

設
問
と
関
係
資
料
は
、そ
う
し
た
協
同
作
業
の
過
程
を
示
し
て
い
る
と
い
え
る
。
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け
っ
き
ょ
く
委
託
者
と
受
託
者
が
何
を
し
て
い
た
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は

日
々
変
化
す
る
庭
へ
の
対
応
で
あ
る
。
委
託
者
は
、
受
託
者
に
社
会
・
文
化
的

側
面
に
お
け
る
要
求
を
つ
た
え
、
そ
れ
に
も
と
づ
い
て
受
託
者
は
作
業
を
開
始

す
る
。
受
託
者
は
、
作
業
の
過
程
で
自
然
的
側
面
に
よ
る
不
都
合
に
直
面
す
る

と
、
委
託
者
に
要
求
の
修
正
も
し
く
は
調
整
を
協
議
す
る
必
要
性
が
生
じ
る
。

　

た
と
え
ば
委
託
者
は
、
過
去
の
経
緯
に
よ
り
無
隣
庵
の
〝
⑤
―
ｇ
（
池
／
カ

エ
デ
周
辺
）〟
の
築
山
上
に
ス
ギ
ゴ
ケ
を
生
育
さ
せ
る
こ
と
を
望
ん
で
い
る
が
、

現
状
の
生
育
環
境
で
は
そ
の
他
の
コ
ケ
類
が
優
勢
で
あ
る
た
め
、
受
託
者
は
自

然
的
側
面
に
即
し
て
苔
の
住
み
分
け
が
望
ま
し
い
と
す
る
。
か
ぎ
ら
れ
た
予
算

内
で
は
、
苔
の
全
面
的
張
り
替
え
が
困
難
で
あ
っ
た
た
め
、
撒
き
苔
や
部
分
的

な
補
植
と
い
っ
た
対
処
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
で
は
、
ど
う
し
て
も
環
境
に
適
し

た
種
類
の
苔
の
繁
茂
が
競
り
勝
っ
て
し
ま
う
。
こ
う
し
た
現
象
に
自
然
的
側
面

に
よ
る
社
会
・
文
化
的
側
面
か
ら
の
要
請
の
不
都
合
が
露
見
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
受
託
者
は
、日
当
た
り
の
よ
く
な
い
〝
⑤
―
ｇ
（
池
／
カ
エ
デ
周
辺
）〟

に
お
い
て
活
着
し
や
す
い
オ
オ
ス
ギ
ゴ
ケ
を
予
算
の
範
囲
で
継
続
的
に
補
植
す

る
と
い
う
提
案
に
至
っ
た
。
し
か
し
こ
の
オ
オ
ス
ギ
ゴ
ケ
は
ほ
と
ん
ど
市
場
に

流
通
し
て
い
な
い
た
め
、
庭
園
内
の
来
園
者
か
ら
見
え
な
い
場
所
に
生
育
す
る

オ
オ
ス
ギ
ゴ
ケ
を
目
立
つ
場
所
に
移
植
す
る
と
い
う
方
策
が
と
ら
れ
た
。
オ
オ

ス
ギ
ゴ
ケ
を
剥
い
だ
場
所
は
、
も
と
も
と
そ
の
種
が
優
先
し
て
い
た
た
め
、
自

然
と
オ
オ
ス
ギ
ゴ
ケ
は
再
生
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
は
、
庭
園
内
に
お
い

て
オ
オ
ス
ギ
ゴ
ケ
の
現
地
生
産
が
試
み
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
自
然
的
側
面
と
社
会
・
文
化
的
側
面
の
両
立
の
根
底
に
あ
る
の
は
、

〝
時
間
の
推
移
〟
で
あ
り
、
委
託
者
と
受
託
者
は
時
の
経
過
に
お
い
て
相
互
に

触
発
さ
れ
な
が
ら
、
恒
常
維
持
管
理
と
い
う
行
為
を
具
体
化
し
て
い
る
。

　

受
託
者
は
、
委
託
者
に
触
発
（
要
求
）
さ
れ
て
、
植
栽
樹
木
を
剪
定
、
捕
植

す
る
な
ど
と
い
っ
た
影
響
を
庭
に
与
え
、
庭
内
に
お
け
る
移
り
変
わ
り
を
見
守

る
。
あ
る
程
度
の
時
間
が
経
過
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
て
委
託
者
の
社
会
・
文

化
的
側
面
に
お
け
る
要
求
の
実
現
性
が
判
別
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
委
託
者
の

要
請
が
実
現
し
た
場
合
は
、
受
託
者
が
自
然
的
側
面
と
社
会
・
文
化
的
側
面
の

折
り
合
い
を
つ
け
る
こ
と
に
成
功
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
逆
の
場
合

は
、
委
託
者
の
要
求
が
空
想
的
で
あ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
恒
常
維
持
管
理
の
将

来
の
課
題
は
、
受
託
者
が
庭
に
触
発
（
関
与
）
し
た
後
、
時
間
の
経
過
を
経
て
、

庭
か
ら
受
託
者
が
触
発
（
誘
発
）
さ
れ
る
こ
と
よ
っ
て
具
現
し
、
委
託
者
が
そ

の
課
題
の
報
告
を
受
け
る
と
い
う
か
た
ち
で
受
託
者
に
触
発
（
誘
導
）
さ
れ
る

こ
と
で
、
は
じ
め
て
将
来
の
対
策
を
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に

恒
常
維
持
管
理
と
い
う
行
為
に
は
、
庭
を
通
じ
た
時
間
の
推
移
の
中
で
、
受
託

者
と
委
託
者
が
相
互
に
触
発
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
具
体
化
し
て
い
る
。

（
２
）
間
主
観
性

　

相
互
触
発
は
、
来
訪
者
と
の
間
で
は
か
な
ら
ず
し
も
成
立
し
え
な
い
と
い
う

点
で
、
恒
常
維
持
管
理
を
包
括
す
る
一
般
性
と
し
て
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の

妥
当
性
を
確
固
た
る
も
の
に
す
る
た
め
に
は
、
相
互
触
発
を
導
入
の
糸
口
と
し

て
、
さ
ら
に
恒
常
維
持
管
理
の
実
状
に
お
け
る
来
訪
者
・
委
託
者
・
受
託
者
の

諸
関
係
を
掘
り
下
げ
る
必
要
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
前
項
で
述
べ
た
苔
の
生
育
の
事
例
で
は
、
委
託
者
が
ス
ギ
ゴ
ケ
に

着
目
し
た
動
機
の
説
明
が
欠
落
し
て
い
た
。
あ
る
年
度
の
受
託
者
に
よ
る
と
、

か
つ
て
無
隣
庵
の
恒
常
維
持
管
理
が
そ
の
業
者
に
限
定
し
て
委
託
さ
れ
て
い
た

頃
は
、〝
⑤
―
ｇ
（
池
／
カ
エ
デ
周
辺
）〟
の
築
山
全
体
に
ス
ギ
ゴ
ケ
が
被
覆
し

て
い
た
と
い
う
。
ま
た
委
託
者
側
の
筆
頭
著
者
は
、
無
隣
庵
と
同
地
域
で
同
時

期
に
築
造
さ
れ
た
名
勝
對
龍
山
荘
庭
園
（
京
都
市
左
京
区
）
の
築
山
が
ス
ギ
ゴ

ケ
で
覆
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
把
握
し
て
い
た
。
実
際
に
同
箇
所
を
詳
し
く
観
察
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す
る
と
、
ま
ば
ら
に
ス
ギ
ゴ
ケ
の
生
育
が
確
認
で
き
た
。
以
上
の
総
合
的
な
見

解
よ
り
動
機
づ
け
ら
れ
た
の
が
、植
生
復
元
的
な
ス
ギ
ゴ
ケ
の
育
成
で
あ
っ
た
。

し
か
し
そ
の
時
点
で
は
、
環
境
に
適
し
た
ホ
ソ
バ
オ
キ
ナ
ゴ
ケ
や
ス
ナ
ゴ
ケ
が

優
勢
で
、
築
山
上
は
ス
ギ
ゴ
ケ
に
よ
る
深
緑
色
、
明
る
い
黄
緑
色
の
苔
の
光
景

と
な
っ
て
い
た
。
数
十
年
来
、
無
隣
庵
で
は
ス
ギ
ゴ
ケ
の
育
成
に
取
り
組
ま
れ

て
こ
な
か
っ
た
た
め
、
来
訪
者
に
と
っ
て
は
、
後
者
の
光
景
が
見
慣
れ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
よ
っ
て
ス
ギ
ゴ
ケ
の
育
成
は
、
委
託
者
と
受
託
者
に
と
っ
て
合
意

に
も
と
づ
い
て
い
た
作
業
で
あ
る
が
、
無
隣
庵
に
何
度
も
来
訪
し
て
い
る
来
訪

者
に
と
っ
て
は
な
れ
親
し
ん
だ
光
景
の
変
貌
で
し
か
な
い
。

　

こ
の
よ
う
な
出
来
事
を
と
お
し
て
、
恒
常
維
持
管
理
に
お
け
る
二
者
以
上
の

主
観
の
は
た
ら
き
が
明
ら
か
に
な
る
。
委
託
者
は
近
似
し
た
文
化
財
庭
園
を
模

範
と
し
て
、
受
託
者
は
旧
来
の
状
態
に
近
づ
け
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
苔
の
生

育
状
況
の
復
元
を
望
ん
で
い
る
。
そ
れ
に
た
い
し
て
、
来
訪
者
に
と
っ
て
光
景

の
変
化
は
、
違
和
感
に
う
つ
る
可
能
性
が
あ
る
。
複
数
の
主
観
に
は
、
前
も
っ

て
正
解
が
あ
る
わ
け
で
は
な
く
、
多
数
決
や
最
大
公
約
数
と
い
っ
た
判
断
が
通

用
す
る
は
ず
も
な
い
。
な
ぜ
な
ら
先
述
の
苔
の
育
成
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
恒

常
維
持
管
理
は
経
済
事
情
、
歴
史
背
景
に
条
件
づ
け
ら
れ
た
う
え
で
導
き
だ
さ

れ
た
行
為
で
あ
り
、
さ
ら
に
そ
の
出
来
事
の
大
半
が
自
然
的
側
面
に
支
持
さ
れ

て
い
る
。
複
数
の
主
観
と
は
、
個
々
人
の
私
見
や
欲
求
を
意
味
し
て
い
る
の
で

は
な
く
、
あ
ら
か
じ
め
条
件
付
け
ら
れ
た
恒
常
維
持
管
理
に
か
ん
す
る
漠
然
と

し
た
志
向
の
断
片
で
あ
る
。
恒
常
維
持
管
理
に
か
ん
す
る
全
て
の
主
観
に
は
な

ん
ら
か
の
妥
当
性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
の
優
劣
は
、
前
も
っ
て
判
断
で
き
る

の
で
は
な
く
、
社
会•

文
化
的
側
面
の
条
件
内
で
、
最
終
的
に
そ
う
な
ら
ざ
る

を
得
な
い
と
い
う
結
果
に
導
か
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　

こ
の
〝
複
数
主
観
〟
は
、
恒
常
維
持
管
理
の
志
向
が
共
有
さ
れ
て
い
る
と
い

う
点
で
あ
や
ま
っ
た
表
記
で
あ
り
、
む
し
ろ
現
象
学
的
に
〈
間
主
観
性
〉
と
言

い
換
え
、
ひ
と
ま
と
ま
り
の
厚
み
を
も
っ
た
網
状
構
造
と
し
て
把
握
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
間
主
観
は
、
社
会
・
文
化
的
な
側
面
と
自
然
的
な
側
面
を
背
景

と
し
た
行
為
の
漠
然
と
し
た
可
能
性
で
あ
る
。
復
元
的
な
苔
の
植
生
復
元
や
、

外
周
の
植
栽
を
遮
蔽
的
あ
る
い
は
開
放
的
に
す
る
こ
と
な
ど
と
い
っ
た
行
為
の

可
能
性
は
、
前
提
条
件
に
よ
っ
て
限
界
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
が
結
果
的
に

恒
常
維
持
管
理
の
一
貫
性
と
な
り
創
造
性
（
１
４
）
の
余
地
と
な
っ
て
い
る
。

第
６
項　

恒
常
維
持
管
理
の
本
質
的
意
味

　

恒
常
維
持
管
理
と
は
、
常
識
的
に
い
う
と
毎
年
受
託
者
が
委
託
者
の
依
頼
に

応
じ
て
植
栽
樹
木
の
管
理
を
行
う
こ
と
で
あ
る
。
な
が
ら
く
学
術
研
究
も
そ
の

よ
う
な
認
識
の
延
長
線
上
に
あ
っ
た
が
、
今
や
そ
れ
に
つ
い
て
掘
り
下
げ
る
余

地
が
相
当
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

恒
常
維
持
管
理
は
、
自
然
的
側
面
に
支
持
さ
れ
た
社
会
・
文
化
的
側
面
の
条

件
の
も
と
、
来
訪
者
の
迎
接
な
ど
を
念
頭
に
置
き
つ
つ
、
委
託
者
と
受
託
者
の

や
り
取
り
の
中
で
具
現
化
さ
れ
る
行
為
で
あ
る
。
無
隣
庵
と
い
う
個
別
の
庭
の

実
務
記
録
か
ら
出
発
し
た
本
論
の
冒
頭
で
は
、
そ
の
う
ち
委
託
者
と
受
託
者
の

や
り
取
り
だ
け
を
前
提
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

　

恒
常
維
持
管
理
は
、
植
物
の
生
理
や
生
長
と
い
っ
た
自
然
的
側
面
と
社
会
・

文
化
的
側
面
に
お
け
る
そ
れ
ぞ
れ
の
秩
序
が
絡
み
あ
い
な
が
ら
成
り
立
っ
て
お

り
、
換
言
す
る
と
そ
れ
は
、
庭
の
恒
常
維
持
管
理
を
志
向
す
る
間
主
観
の
網
状

構
造
に
も
と
づ
い
て
、
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
交
渉
や
作
業
と
い
っ
た
持
続
し
つ

づ
け
る
運
動
な
の
で
あ
る
。い
わ
ば
共
同
体
と
も
い
え
る
こ
の
網
状
構
造
と
は
、

数
多
く
の
前
提
条
件
と
行
為
の
可
能
性
が
介
在
し
た
主
観
と
主
観
の
間
そ
の
も

の
、
い
わ
ば
個
別
の
庭
に
お
い
て
同
じ
志
向
を
も
っ
た
来
訪
者
・
委
託
者
・
受
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託
者
の
交
流
関
係
で
あ
り
、
そ
の
時
々
に
よ
っ
て
編
み
目
が
伸
び
た
り
縮
ん
だ

り
す
る
魚
網
の
よ
う
な
自
由
度
を
も
っ
て
い
る
。
社
会
的
枠
組
み
や
経
済
事
情

が
激
変
し
よ
う
と
、
し
な
や
か
に
時
代
の
流
れ
に
沿
っ
て
継
承
さ
れ
続
け
て
い

る
庭
が
あ
る
の
は
、
そ
の
網
状
構
造
の
柔
軟
性
と
各
時
代
に
お
け
る
限
定
的
な

創
造
性
が
作
用
し
て
い
る
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

　
〈
間
主
観
性
〉
と
は
、
恒
常
維
持
管
理
の
一
般
性
の
土
台
で
あ
り
、
そ
の
上

部
で
〝
相
互
触
発
〟
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
関

係
性
が
恒
常
維
持
管
理
の
一
般
性
の
枠
組
み
を
言
い
表
し
て
い
る
。
恒
常
維
持

管
理
の
内
容
自
体
は
、
個
別
の
出
来
事
か
ら
な
っ
て
い
る
が
―
所
有
者
み
ず
か

ら
自
邸
の
庭
の
手
入
れ
を
行
っ
て
い
て
も
、
他
者
と
の
か
か
わ
り
が
欠
か
せ
な

い
点
に
お
い
て
―
あ
ら
ゆ
る
庭
の
恒
常
維
持
管
理
が
間
主
観
性
に
も
と
づ
き
相

互
触
発
を
と
も
な
う
こ
と
は
、
普
遍
的
で
一
般
性
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
科

学
と
し
て
の
恒
常
維
持
管
理
の
記
述
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
庭
に
お
け
る
網
状
構
造

の
内
実
と
そ
の
繰
り
か
え
す
時
間
の
動
向
（
運
動
）
か
ら
導
き
だ
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
再
現
可
能
な
客
観
性
が
獲
得
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
本
論
の
記
述
だ
け
で
は
、
や
は
り
恒
常
維
持
管
理
の
一
般
性
に
迫
っ

た
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
さ
ら
に
こ
れ
か
ら
数
多
く
の
事
例
を
検
証
し
て
、
論
の

真
実
性
を
分
析
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
よ
う
に
恒
常

維
持
管
理
が
間
主
観
性
に
も
と
づ
い
た
相
互
触
発
に
よ
っ
て
導
き
だ
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
俯
瞰
的
な
客
観
を
肯
定
し
て
、
個
別
の
主
観
や
経
験
を
批
判

す
る
に
は
矛
盾
が
生
じ
る
。
な
ぜ
な
ら
恒
常
維
持
管
理
が
委
託
者
と
受
託
者
、

受
託
者
と
庭
に
お
け
る
相
互
触
発
の
結
果
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
従
来
の
研
究
態

度
で
関
心
の
中
心
で
あ
っ
た
庭
の
外
郭
を
い
か
に
分
析
し
よ
う
と
、
従
事
者
の

交
流
関
係
に
言
及
し
な
い
か
ぎ
り
、
そ
の
一
般
性
を
導
き
だ
す
こ
と
は
不
可
能

だ
か
ら
で
あ
る
。
恒
常
維
持
管
理
を
単
純
な
も
の
、
感
覚
的
な
も
の
と
す
る
見

方
は
、
実
情
へ
の
関
与
を
避
け
て
い
る
か
、
最
初
か
ら
そ
れ
を
単
純
で
感
覚
的

と
決
め
つ
け
て
い
る
か
の
ど
ち
ら
か
な
の
で
あ
る
。

　

庭
を
舞
台
と
す
る
人
々
の
個
別
経
験
や
複
数
の
主
観
は
、
恒
常
維
持
管
理
の

根
源
で
あ
っ
て
、
そ
れ
を
考
慮
し
な
い
俯
瞰
的
か
つ
客
観
的
な
見
方
や
記
述
に

は
、
そ
も
そ
も
根
拠
と
い
う
も
の
が
欠
落
し
て
い
る
。
俯
瞰
的
か
つ
客
観
的
な

記
述
は
、
そ
の
内
容
が
た
と
え
実
際
の
出
来
事
に
依
拠
し
て
い
た
と
し
て
も
、

恒
常
維
持
管
理
の
網
状
構
造
を
把
握
し
て
い
な
い
以
上
は
、
外
郭
や
そ
の
周
縁

か
ら
引
き
出
さ
れ
る
数
少
な
い
情
報
に
よ
っ
て
追
体
験
が
不
可
能
な
客
観
的
世

界
を
構
築
し
、
そ
れ
を
個
々
人
に
よ
っ
て
偶
像
化
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
従

来
の
恒
常
維
持
管
理
の
記
述
は
、
科
学
者
ご
と
に
構
築
し
た
客
観
世
界
の
な
か

で
完
結
さ
れ
て
き
た
た
め
、
実
践
上
は
お
ろ
か
論
理
上
も
再
現
、
伝
承
が
で
き

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
行
政
が
指
定
・
登
録
す
る
文
化
財
庭
園
に
つ

い
て
恒
常
維
持
管
理
の
報
告
書
が
公
刊
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
お
な
じ
理
由
に

よ
る
も
の
で
あ
る
。
と
は
い
え
、
従
来
の
恒
常
維
持
管
理
の
研
究
の
す
べ
て
に

再
現
性
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
庭
の
外
郭
を
俯
瞰
し
て
行
わ
れ

る
客
観
的
世
界
の
構
築
作
業
を
放
棄
し
、
眼
前
に
あ
る
庭
に
お
け
る
網
状
構
造

の
実
態
と
そ
の
繰
り
か
え
す
時
間
の
動
向
を
つ
ぶ
さ
に
記
述
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
。

第
２
節　

補
注

（
１
）
京
都
芸
術
短
期
大
学
ほ
か　

日
本
庭
園
研
究
セ
ン
タ
ー
：
１
９
９
７

（
２
）
京
都
造
形
芸
術
大
学　

日
本
庭
園
研
究
セ
ン
タ
ー
：
２
０
０
３

（
３
）�

無
隣
庵
は
、
か
つ
て
同
一
の
業
者
と
の
間
で
随
意
契
約
さ
れ
て
い
た
が
、

指
名
競
争
入
札
に
移
行
し
、
委
託
業
者
が
毎
年
変
更
す
る
期
間
が
続
い
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た
。
平
成
十
九
年
度
よ
り
技
術
提
案
を
通
じ
た
業
者
選
定
制
度
を
導
入
、

翌
年
度
か
ら
技
術
提
案
書
を
指
名
業
者
に
提
示
し
、
各
業
者
か
ら
の
設

問
の
回
答
が
審
査
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
業
者
選
定
は
、

恒
常
維
持
管
理
の
実
施
の
前
年
度
に
行
わ
れ
る
た
め
、
技
術
提
案
書
の

設
問
は
平
成
二
十
年
度
か
ら
同
二
十
五
年
度
に
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ

る
。
審
査
は
補
職
者
が
行
い
、
設
問
の
作
成
を
担
当
し
た
本
稿
の
筆
頭

著
者
は
審
査
に
直
接
関
与
し
て
い
な
い
。

（
４
）�

同
図
は
、「
名
勝
無
隣
庵
庭
園
保
存
管
理
指
針
」（
京
都
市
文
化
市
民
局
、

未
公
刊
）
の
策
定
に
際
し
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
５
）�

尼
崎
博
正
編
：
植
治
の
庭 

− 
小
川
治
兵
衞
の
世
界
：
淡
交
社
：

１
９
９
０
、５
３
―
６
１
頁

（
６
）
黒
田
譲
（
天
外
）：
続
江
湖
快
心
録
：
山
田
芸
草
堂
：
１
９
０
７

（
７
）
小
川
治
兵
衛
の
直
系
で
は
な
い
。

（
８
）�

京
都
造
形
芸
術
大
学　

日
本
庭
園
研
究
セ
ン
タ
ー
：
２
０
０
３
：

１
１
２
―
７
頁

（
９
）�

平
成
十
九
年
度
の
技
術
提
案
で
は
、
比
較
的
自
由
な
書
式
が
採
用
さ
れ

た
が
、
翌
年
よ
り
技
術
提
案
書
に
よ
り
書
式
が
統
一
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
。

（
１
０
）�

平
成
十
九
―
二
十
三
年
度
ま
で
の
審
査
の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
書
類

選
考
に
か
か
る
上
位
の
受
託
候
補
業
者
が
数
社
に
固
定
さ
れ
て
き
た

こ
と
に
よ
る
措
置
。

（
１
１
）�

京
都
市
文
化
市
民
局
：
名
勝
無
隣
庵
庭
園
保
存
管
理
指
針
：

２
０
１
６

（
１
２
）
第
２
部
第
３
章
第
３
節
参
照

（
１
３
）�

こ
こ
で
い
う
自
然
的
側
面
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
取
り
立
て
て
言
及

さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
ウ
ィ
ー
ベ
・
カ
ウ
テ
ル
ト
は
、
そ
れ
を
自

然
の
不
思
議
な
働
き
」と
形
容
し
て
い
る
。（
庭
園
の
管
理
と
病
害
虫
、

１
４
頁
）

（
１
４
）
庭
園
の
管
理
と
病
害
、
１
頁



第
３
節　

無
隣
庵
の
庭
に
み
る
緊
急
修
理
へ
の
意
志

第
１
項	
緊
急
修
理
の
履
歴
の
記
述　

　

庭
の
保
存
管
理
の
う
ち
緊
急
修
理
と
は
、
恒
常
維
持
管
理
と
定
期
修
理
の
間

に
実
施
さ
れ
る
修
理
と
み
な
さ
れ
て
い
る
。
定
期
修
理
を
お
よ
そ
３
０
年
周
期

の
抜
本
的
な
対
応
と
み
な
せ
ば
、
そ
れ
は
短
期
も
し
く
は
中
期
の
応
急
的
な
修

理
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
そ
も
そ
も
緊
急
修
理
と
い
う
枠
組
み
自
体
が
矛
盾

し
て
お
り
、
恒
常
維
持
管
理
が
十
分
に
お
こ
な
わ
れ
、
定
期
修
理
が
確
実
に
行

わ
れ
て
い
れ
ば
そ
の
必
要
性
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
と
す
れ
ば
緊
急
修
理
は
、

恒
常
維
持
管
理
と
定
期
修
理
の
不
備
も
し
く
は
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
要
求

さ
れ
て
い
る
と
推
察
で
き
る
。

　

保
存
管
理
の
枠
組
み
が
恒
常
維
持
管
理
・
緊
急
修
理
・
定
期
修
理
に
区
分
さ

れ
た
の
は
、
日
本
庭
園
学
会
関
西
研
究
会
の
第
二
回
文
化
財
庭
園
部
会
に
お
い

て
で
あ
る
（
１
）。
そ
の
概
念
規
定
の
歴
史
は
浅
く
、
そ
の
う
ち
恒
常
維
持
管
理

と
定
期
修
理
に
類
す
る
先
行
研
究
は
あ
る
が
、
緊
急
修
理
は
い
ま
だ
研
究
の
俎

上
に
挙
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

本
論
は
、
国
の
名
勝
・
無
隣
庵
庭
園
（
以
下
、
無
隣
庵
と
す
る
）
に
お
け
る

平
成
十
九
―
二
十
五
年
度
（
２
０
０
７
―
２
０
１
３
）
の
七
箇
年
に
筆
者
ら
が

実
施
し
た
緊
急
修
理
の
記
録
に
も
と
づ
き
、
緊
急
修
理
の
実
態
を
解
明
し
た
上

で
、
そ
の
実
践
的
妥
当
性
を
顕
在
化
す
る
（
２
）。

　

平
成
十
九
―
二
十
五
年
度
ま
で
の
七
箇
年
に
わ
た
る
無
隣
庵
庭
園
の
緊
急
修

理
の
項
目
は
、以
下
の
通
り
で
あ
る
。
園
内
の
場
所
の
表
記
は
形
態
概
念
図（
図

１
）
に
も
と
づ
き
、
同
図
に
き
損
箇
所
も
併
せ
て
記
載
し
た
。
工
程
と
修
理
体

制
は
表
に
ま
と
め
た
。

（
１
）
滝
の
流
水
路
の
修
理

　

無
隣
庵
の
滝
石
組
は
、〝
⑤
池
―
ｈ
滝
口
周
辺
〟
の
小
高
い
築
山
上
に
位
置
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［図１］平成１９－２５年度修理箇所位置図

（形態概念図に加筆）



す
る
。
滝
の
落
ち
口
と
流
水
路
と
の
高
低
差
の
部
分
に
は
石
積
が
施
さ
れ
、
屈

曲
す
る
流
れ
底
の
両
側
面
に
は
石
列
が
立
ち
上
げ
ら
れ
て
い
る
。園
池
の
水
は
、

敷
地
東
端
外
部
の
白
川
通
の
歩
道
下
に
あ
る
暗
渠
を
通
じ
て
園
内
に
入
り
、
吐

水
口
よ
り
開
渠
の
流
水
路
と
な
り
、
滝
を
経
て
園
池
へ
と
注
ぐ
。

　

平
成
十
八
年
、
恒
常
維
持
管
理
を
担
う
庭
師
の
通
報
に
よ
り
、
滝
石
組
の
南

西
際
で
漏
水
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
漏
水
は
、
築
山
の
わ
ず
か
な
谷
間

を
伝
っ
て
園
路
の
方
へ
ま
で
流
れ
出
し
、
築
山
を
穿
ち
は
じ
め
て
い
た
。
そ
こ

で
翌
年
、
漏
水
の
解
消
を
目
的
と
し
た
緊
急
修
理
を
行
う
こ
と
に
な
り
、
同
時

に
そ
の
た
め
の
き
損
状
態
並
び
に
築
造
・
過
去
の
修
理
過
程
を
確
認
す
る
た
め

の
調
査
が
行
わ
れ
た
。
修
理
工
事
に
あ
た
っ
て
は
、
使
用
不
能
と
な
っ
て
い
る

吐
水
口
の
下
部
に
あ
る
止
水
用
バ
ル
ブ
へ
の
対
策
と
し
て
、
流
水
が
流
水
路
を

迂
回
す
る
た
め
の
ホ
ー
ス
を
仮
設
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
吐
水
口
と
滝
落
ち
を
つ
な
ぐ
流
水
路
西
側
の
底
部
に
お
い
て

四
十
二
箇
所
の
亀
裂
が
み
ら
れ
、数
度
の
補
修
の
痕
跡
が
確
認
で
き
た
（
図
２
、

３
）。
石
積
の
南
西
側
に
は
。
根
巻
き
の
た
め
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
打
設
さ
れ

て
い
た
。
こ
れ
ら
の
施
工
は
、
修
理
過
程
（
第
Ⅰ
期
―
Ⅲ
期
）
か
ら
み
て
、
築

造
時
の
も
の
で
は
な
い
と
判
断
さ
れ
た
。
次
に
根
巻
き
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
解
体

す
る
と
内
部
か
ら
周
辺
同
様
の
石
積
が
露
出
し
た
。
そ
の
石
積
の
目
地
を
観
察

す
る
と
、
空
隙
が
で
き
て
絶
え
ず
水
が
ま
わ
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

続
い
て
流
水
路
を
解
体
す
る
と
、
底
部
を
横
断
す
る
二
本
の
亀
裂
は
地
盤
面
に

達
し
て
お
り
、
水
は
石
積
の
内
側
を
つ
た
い
間
詰
め
の
隙
間
か
ら
外
部
へ
と
流

出
し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
流
出
経
路
を
み
る
と
、
根
巻
き
は
石
積
の
間
詰
め

か
ら
の
漏
水
対
策
の
た
め
に
施
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
図
２
に
み
ら
れ

る
底
部
の
亀
裂
は
、
現
地
検
分
に
よ
る
と
経
年
劣
化
に
よ
る
も
の
と
推
定
さ
れ

る
。
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［図２］流路修理平面図

［図３］修理前断面図

［図４］修理後断面図



　

以
上
の
実
地
検
分
に
も
と
づ
い
て
、
築
造
後
に
施
工
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

と
モ
ル
タ
ル
を
除
去
し
、
し
め
っ
た
地
盤
の
土
の
入
れ
替
え
を
行
っ
た
。
底
部

は
、
従
来
の
二
度
に
わ
た
る
修
理
を
経
な
が
ら
残
っ
て
い
た
築
造
時
の
も
の
と

み
ら
れ
る
漆
喰
片
の
存
在
を
根
拠
に
、
旧
態
へ
復
原
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
流

水
路
の
側
面
の
石
列
と
石
積
の
目
地
に
も
漆
喰
を
使
用
す
る
こ
と
と
な
っ
た

（
表
１
・
２
、
図
４
）。

（
２
）
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
と
ヒ
ノ
キ
の
補
植

　

作
庭
よ
り
百
年
以
上
を
経
過
し
た
無
隣
庵
の
植
生
は
、
各
所
に
て
衰
弱
傾
向

が
み
ら
れ
て
い
た
。
と
く
に〝
③
建
物
周
辺
及
び
中
庭
―
ａ
建
物
周
辺
〟と〝
②

露
地
―
同
左
〟
で
は
ヒ
ノ
キ
が
巨
大
化
し
、
下
枝
が
大
き
く
枯
れ
上
が
っ
た
状

態
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、〝
⑤
池
―
ｇ
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
周
辺
〟
の
イ
ロ
ハ
モ

ミ
ジ
は
衰
弱
し
、
年
を
追
う
ご
と
に
枯
失
し
て
い
る
状
況
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で

平
成
二
十
二
年
度
に
、
枯
失
箇
所
へ
の
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
補
植
、
将
来
的
な
植

え
替
え
を
念
頭
と
し
た
ヒ
ノ
キ
の
補
植
を
行
っ
た
（
表
３
）。

（
３
）
流
れ
の
護
岸
修
理
等

　

主
屋
の
東
正
面
に
位
置
す
る
〝
④
流
れ
〟
は
、無
隣
庵
の
代
表
的
な
景
を
担
っ

て
い
る
。
そ
の
流
路
の
護
岸
は
、
つ
ね
に
流
水
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
護

岸
の
目
地
が
流
失
し
て
空
隙
が
で
き
、
護
岸
背
面
に
流
水
が
浸
入
し
て
い
る
箇

所
が
み
ら
れ
た
。
さ
ら
に
そ
の
一
部
で
は
、
土
の
流
亡
に
よ
り
護
岸
背
面
が
陥

没
し
て
い
る
箇
所
が
あ
っ
た
。
一
方
、
護
岸
背
面
に
近
接
し
て
植
え
ら
れ
た
サ

ツ
キ
の
群
植
は
、
樹
冠
内
に
長
年
の
落
葉
が
た
ま
り
、
腐
葉
土
化
し
て
地
盤
全

体
が
盛
り
上
っ
て
い
た
。
な
か
に
は
枝
葉
が
枯
れ
は
じ
め
て
い
る
個
体
も
あ
っ

た
。
そ
れ
ら
護
岸
は
完
全
に
浸
水
し
て
い
る
箇
所
も
あ
り
、
修
理
の
必
要
性
は

明
白
で
あ
っ
た
が
、
経
費
の
都
合
上
、
す
ぐ
に
抜
本
的
な
修
理
が
実
施
で
き
る

状
況
に
な
か
っ
た
た
め
、
平
成
二
十
三
年
度
か
ら
小
規
模
の
緊
急
修
理
を
実
施
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表１　滝の流水路修理の工程
工程 作業内容 担　当

1 　準備・養生 (a)(c)(d)
2 　解体・掘削 (a)(c)(e)
3 　調査・現地検分 (a)(b)(c)(d)(e)
4 　き損箇所の検討 (a)(b)(c)(e)

　修理手法の確定
5 　施工 (a)(c)
6 　仕上げ・清掃 (a)(c)(d)

(a) 保存管理技術者 (b) 学識経験者 (c) 文化財保護担

当者 (d) 所管担当者 (e) 調査担当者

表２　滝の流水路の修理体制
(a) 竹村茂好、加藤末男

加藤友規（植彌加藤造園株式会社）
(b) 尼崎博正（京都市文化財保護審議会委員）
(c) 今江秀史（文化市民局文化財保護課）
(d) 文化市民局文化芸術企画課
(e) 日本庭園・歴史遺産研究センター

表３　補植の工程
工程 作業内容 担　当

1 　準備・養生 (a)(c)(d)
2 　補植位置の検討 (a)(b)(c)
3 　施工 (a)(c)
4 　仕上げ・清掃 (a)(c)(d)

(a) 保存管理技術者 (b) 学識経験者 (c) 文化財保護担

当者 (d) 所管担当者
※修理体制は表２と同じ

表４　護岸修理並びにサツキの植替の工程
工程 作業内容 担　当

1 　準備・養生 (a)(c)(d)
2 　解体・掘削 (a)(c)
3 　調査・現地検分 (a)(b)(c)(d)
4 　き損箇所の検討 (a)(b)(c)

　修理手法の確定
5 　施工 (a)(c)
6 　仕上げ・清掃 (a)(c)(d)

(a) 保存管理技術者 (b) 学識経験者

(c) 文化財保護担当者 (d) 所管担当者 表５　護岸修理並びにサツキの植替の修理体制
(a) 田尻喜之、山口満、阪上富男、

加藤末男、加藤友規（植彌加藤造園株式会社）
(b) 尼崎博正（京都市文化財保護審議会委員）

仲隆裕（京都造形芸術大学教授）
(c) 今江秀史（文化市民局文化財保護課）
(d) 文化市民局文化芸術企画課



す
る
こ
と
に
し
た
（
表
４
・
５
）。

　

３
箇
年
に
わ
た
る
護
岸
修
理
で
は
、
先
行
し
て
護
岸
及
び
サ
ツ
キ
植
栽
部
の

き
損
状
況
の
現
地
検
分
、
記
録
を
行
っ
た
。
修
理
対
象
の
護
岸
石
に
は
、
据
え

直
し
の
さ
い
に
元
の
位
置
が
わ
か
る
よ
う
、
数
字
等
を
記
し
た
テ
ー
プ
を
貼
り

付
け
、
複
数
方
向
か
ら
の
写
真
記
録
を
行
っ
た
。
修
理
範
囲
は
、
き
損
箇
所
の

触
診
と
護
岸
背
面
の
陥
没
状
況
に
応
じ
て
決
定
し
た
。
施
工
範
囲
は
つ
ね
に
流

水
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
た
め
、
そ
の
周
囲
に
は
砂
入
り
の
土
の
う
袋
で
止
水
措

置
を
施
し
た
。
漏
水
し
た
護
岸
背
面
に
あ
る
サ
ツ
キ
は
根
腐
れ
等
に
よ
り
衰
弱

し
て
い
た
た
め
掘
り
取
り
、
剥
が
し
た
苔
や
ノ
シ
バ
は
再
利
用
で
き
る
よ
う
に

園
内
で
仮
養
生
し
た
。

　

護
岸
背
面
の
浸
水
に
よ
る
軟
弱
地
盤
は
、
土
色
と
土
質
の
変
化
を
確
認
し
な

が
ら
慎
重
に
掻
き
取
り
、残
存
す
る
地
盤
の
痕
跡
を
確
認
し
た（
３
）。
そ
の
結
果
、

護
岸
背
面
の
地
盤
に
植
栽
樹
木
や
芝
生
の
根
に
よ
る
攪
乱
が
確
認
さ
れ
た
こ
と

か
ら
、
護
岸
背
面
の
陥
没
・
沈
下
は
、
根
に
よ
っ
て
緩
ん
だ
地
盤
に
流
水
が
侵

入
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
誘
発
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
。

　

平
成
二
十
三
年
度
の
施
工
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。
護
岸
背
面
の
修
理
材
料

に
は
、
京
都
市
内
の
文
化
財
庭
園
の
修
理
で
実
績
を
も
つ
築
山
用
土
（
４
）
を
使

用
し
た
。
最
初
に
既
存
の
サ
ツ
キ
を
根
鉢
ご
と
除
去
し
、
健
常
な
箇
所
と
き
損

箇
所
を
慎
重
に
判
別
し
な
が
ら
軟
弱
地
盤
を
と
り
除
い
た
。
護
岸
石
は
支
持
力

を
失
っ
た
も
の
だ
け
を
据
え
直
し
、
防
水
を
意
図
し
た
目
地
に
は
、
石
灰
を
２

割
と
水
分
を
多
く
混
ぜ
た
築
山
用
土
を
用
い
、護
岸
の
内
外
か
ら
突
き
固
め
た
。

サ
ツ
キ
の
植
樹
に
は
現
場
発
生
土
を
流
用
し
、
そ
れ
以
外
の
護
岸
背
面
は
、
石

灰
を
一
割
混
入
し
た
築
山
用
土
に
よ
り
版
築
で
整
形
し
た
。

　

サ
ツ
キ
の
植
え
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
考
古
学
的
調
査
に
よ
り
以
前
の
植
え

付
け
の
痕
跡
を
検
出
し
た
。
そ
こ
で
、
そ
の
痕
跡
を
砂
質
土
で
保
護
し
た
直
上

に
ボ
イ
ド
管
を
仮
設
し
、
ノ
シ
バ
の
厚
み
分
を
の
こ
し
て
版
築
を
形
成
し
た
。

新
植
の
サ
ツ
キ
は
、
ボ
イ
ド
管
の
な
か
に
植
え
付
け
、
水
極
め
の
後
そ
の
管
を

抜
き
と
り
、
版
築
面
の
上
部
に
ノ
シ
バ
を
張
り
付
け
た
上
で
、
周
囲
と
調
和
す

る
よ
う
剪
定
を
行
っ
た
。

　

平
成
二
十
四
、二
十
五
年
度
の
修
理
対
象
は
、
上
記
の
き
損
内
容
と
同
様
で

あ
っ
た
た
め
、
修
理
手
法
は
前
例
を
踏
襲
し
た
。
以
下
、
個
別
事
項
を
中
心
に

記
述
す
る
。
な
お
、
平
成
二
十
三
、二
十
五
年
度
の
施
行
対
象
は
、
水
深
が
浅

く
護
岸
石
が
一
段
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
同
二
十
四
年
度
の
範
囲
は
水
深
が
深

く
四
・
五
段
の
石
積
み
で
あ
っ
た
。
全
体
的
に
野
面
積
で
あ
っ
た
が
、
渡
り
廊

下
の
周
辺
だ
け
は
地
蔵
積
と
な
っ
て
い
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
施
工
対
象
は
、〝
②
露
地
―
ｄ
苔
地
周
辺
〟
の
南
端
に

あ
た
り
、
石
積
状
の
護
岸
の
背
面
が
完
全
に
浸
水
し
て
い
た
。
石
積
は
護
岸
背

面
の
支
持
力
を
失
っ
て
最
下
段
を
の
ぞ
き
、
ほ
ぼ
す
べ
て
が
崩
壊
し
て
い
た
。

ま
た
石
積
の
一
部
に
用
い
ら
れ
て
い
た
軟
質
の
白
川
石
（
以
下
白
川
ボ
ソ
石
と

す
る
）
は
、
流
水
に
よ
っ
て
摩
耗
し
姿
形
を
失
っ
て
い
た
。

　

石
積
の
背
面
は
、
考
古
学
的
調
査
に
よ
っ
て
五
層
構
造
か
ら
な
る
こ
と
が
判

明
し
た
。
最
下
層
に
あ
た
る
第
五
層
に
は
、
護
岸
石
を
据
え
た
そ
の
背
後
に
裏

込
め
と
し
て
小
礫
（
栗
石
）
と
淡
灰
色
粘
質
土
が
充
填
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
基

礎
と
し
て
基
盤
層
が
存
在
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
第
三
・
四
層
は
、
第
五
層
の

直
上
に
護
岸
石
を
積
み
あ
げ
な
が
ら
、
護
岸
背
面
に
小
礫
と
暗
灰
色
粘
質
土
が

水
面
の
高
さ
ま
で
充
填
さ
れ
て
い
た
。
第
二
層
は
暗
褐
色
粘
質
土
で
あ
り
、
ヒ

ノ
キ
の
根
茎
が
侵
入
し
て
空
隙
が
発
生
し
て
い
た
。
第
一
層
（
表
土
）
は
地
被

植
栽
を
と
も
な
う
土
壌
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
き
損
に
た
い
し
て
、
以
下
の
修
理
を
行
っ
た
。
護
岸
石
の
欠
損
部

は
、
園
内
に
放
置
さ
れ
た
石
で
補
充
し
、
滅
失
し
た
白
川
ボ
ソ
石
だ
け
は
、
堅
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固
な
白
系
の
花
崗
岩
を
園
外
か
ら
搬
入
し
補
充
し
た
。
な
お
、
園
外
よ
り
搬
入

し
た
護
岸
石
に
つ
い
て
は
、
後
補
の
目
印
と
し
て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
カ
ッ
タ
ー
で

三
角
印
を
刻
み
入
れ
た
。
護
岸
が
数
段
に
お
よ
ぶ
場
合
は
、
池
底
に
近
い
最
下

段
か
ら
版
築
を
構
築
し
、
次
の
段
に
さ
し
か
か
る
高
さ
ま
で
地
盤
を
形
成
す
れ

ば
、
次
の
段
の
護
岸
石
を
据
え
る
、
と
い
っ
た
作
業
を
繰
り
返
し
て
最
上
段
ま

で
積
み
上
げ
た
。
陸
部
の
幅
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
つ
い
て
は
、
平
均
水
面
よ

り
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
高
い
位
置
ま
で
石
灰
を1

割
ほ
ど
加
え
た
築
山
用
土

で
版
築
を
形
成
し
た
。
そ
の
上
層
の
築
山
用
土
に
は
、
地
被
植
物
へ
の
生
育
に

配
慮
し
て
石
灰
を
添
加
し
な
か
っ
た
（
５
）。

　

護
岸
石
積
の
目
地
に
は
、
幅
一
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
篩
に
か
け
て
細
か
く
し

た
調
整
砕
石
と
砂
に
、
水
と
二
割
の
石
灰
を
混
ぜ
た
用
土
を
使
用
し
た
。
護
岸

石
ど
う
し
の
隙
間
が
広
く
、目
地
が
流
水
に
接
し
や
す
い
箇
所
は
、場
内
に
あ
っ

た
礫
も
し
く
は
栗
石
を
、
詰
め
入
れ
た
。
陸
部
表
層
の
仕
上
げ
に
は
、
剥
が
し

た
苔
を
再
利
用
し
、
不
足
分
は
場
内
の
苔
を
用
い
て
補
っ
た
。

　

平
成
二
十
五
年
度
の
施
工
対
象
は
、
同
二
十
三
年
度
に
施
行
し
た
箇
所
の
西

隣
に
あ
た
る
。
外
郭
上
、
双
方
の
護
岸
形
状
は
よ
く
似
て
い
た
が
、
護
岸
の

背
面
を
試
掘
し
た
と
こ
ろ
、
地
盤
の
上
に
土
極
め
で
据
え
ら
れ
て
い
た
平
成

二
十
三
年
度
の
施
工
箇
所
と
比
べ
て
、
護
岸
石
ど
う
し
が
モ
ル
タ
ル
で
固
定
さ

れ
て
い
た
同
二
十
五
年
度
の
箇
所
は
き
損
の
度
合
い
が
大
き
く
、
護
岸
石
の
下

部
の
地
盤
が
流
亡
し
空
隙
が
発
生
し
て
い
た
。
こ
れ
は
護
岸
石
ど
う
し
が
強
固

に
連
結
し
て
い
た
た
め
、
軟
質
の
地
盤
層
に
流
水
が
集
ま
っ
た
結
果
と
し
て
穿

鑿
さ
れ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。

　

施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
考
古
学
的
調
査
を
行
い
、
一
旦
護
岸
石
を
取

り
外
し
、
そ
の
下
部
に
で
き
た
空
隙
に
ト
レ
ン
チ
を
設
け
た
。
そ
の
結
果
、
流

れ
底
か
ら
護
岸
石
の
下
部
に
か
け
て
は
、
有
機
質
の
泥
が
混
じ
り
締
め
固
ま
っ

た
砂
質
層
で
あ
り
、
陸
部
に
か
け
て
斜
め
上
方
向
は
礫
交
じ
り
の
粘
質
土
層
で

あ
っ
た
。
こ
の
こ
と
か
ら
流
れ
底
と
護
岸
石
の
下
部
は
、
元
来
一
体
の
も
の
と

し
て
施
工
さ
れ
て
お
り
、
護
岸
背
面
と
陸
部
は
、
土
質
が
異
な
る
こ
と
が
明
ら

か
に
な
っ
た
。
修
理
関
係
者
に
お
い
て
手
法
を
検
討
す
る
過
程
で
、
護
岸
石
の

下
部
の
土
質
（
以
下
、
砂
質
土
と
す
る
）
の
成
分
を
分
析
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の

箇
所
は
粒
径
が
細
か
い
白
川
砂
と
腐
食
泥
土
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
が
判

明
し
た
。

　

そ
の
護
岸
背
面
の
土
の
感
触
は
、
庭
師
に
よ
る
と
〝
④
流
れ
〟
の
流
路
末
に

堆
積
し
て
い
る
泥
砂
と
近
似
し
て
い
る
と
い
う
意
見
で
あ
っ
た
た
め
採
取
し
て

調
べ
る
と
、
砂
質
土
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
成
分
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
ト
レ
ン
チ
の

断
面
を
観
察
す
る
と
、
護
岸
石
の
下
部
の
土
層
は
白
川
砂
と
腐
食
泥
土
の
堆
積

が
凝
固
し
た
状
態
で
あ
っ
た
。
以
上
の
所
見
を
も
っ
て
護
岸
石
の
下
部
の
修
理

に
は
、
現
地
発
生
の
泥
砂
を
白
川
砂
と
腐
植
泥
土
に
分
離
し
た
も
の
を
使
用
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

修
理
手
法
は
、
試
行
錯
誤
の
結
果
、
地
盤
面
に
う
す
く
白
川
砂
を
敷
き
な
ら

し
た
上
か
ら
希
釈
し
た
腐
食
泥
土
を
撒
き
、
完
全
に
浸
透
し
て
締
め
固
ま
っ
た

上
へ
さ
ら
に
白
川
砂
を
敷
い
て
希
釈
泥
土
を
撒
く
と
い
う
作
業
の
繰
り
返
し
を

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
修
理
の
た
め
に
取
り
外
し
た
護
岸
石
は
、
付
着
し
た
モ

ル
タ
ル
を
は
が
し
、
事
前
の
写
真
記
録
に
も
と
づ
い
て
新
し
く
構
築
さ
れ
た
地

盤
面
の
旧
位
置
に
押
し
入
れ
た
。
版
築
は
、
先
述
の
手
法
を
用
い
て
、
流
路
側

は
流
れ
底
の
高
さ
ま
で
、
築
山
側
は
仕
上
げ
面
と
な
る
ノ
シ
バ
の
厚
み
分
を
の

こ
す
高
さ
ま
で
構
築
し
た
。
護
岸
背
面
の
さ
ら
に
陸
部
側
は
、
平
成
二
十
三
年

度
の
修
理
と
同
様
、
石
灰
を
混
ぜ
た
築
山
用
土
を
も
ち
い
、
版
築
を
形
成
し
た
。

最
終
の
仕
上
げ
と
し
て
、
全
域
の
表
層
に
ノ
シ
バ
を
敷
き
直
し
た
。

（
４
）
渡
り
廊
下
の
橋
と
そ
の
周
辺
の
修
理
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〝
③
建
物
周
辺
及
び
中
庭
―
ａ
建
物
周
辺
〟
の
主
屋
と
洋
館
と
の
間
に
あ
る

渡
り
廊
下
は
、
南
端
が
流
れ
に
架
か
る
橋
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
橋
の
北
詰
と

南
詰
の
東
側
の
護
岸
が
き
損
し
て
お
り
、
と
く
に
南
詰
の
東
脇
は
イ
ロ
ハ
モ
ミ

ジ
の
根
茎
が
護
岸
石
を
押
し
出
し
、
さ
ら
に
全
体
が
護
岸
背
面
の
陥
没
に
よ
っ

て
、
渡
り
廊
下
と
地
盤
と
の
間
に
空
隙
が
生
じ
て
い
た
。
そ
の
状
態
を
放
置
し

て
お
け
ば
護
岸
と
橋
桁
と
の
支
持
力
が
失
わ
れ
、
崩
壊
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た

た
め
、
平
成
二
十
四
年
度
の
冬
に
緊
急
修
理
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
（
表

６
）。

　

施
工
に
際
し
て
は
、
事
前
に
修
理
範
囲
に
お
い
て
支
障
と
な
る
実
生
木
等
の

除
伐
、
落
葉
等
の
清
掃
を
行
っ
た
。
護
岸
背
面
の
修
理
の
た
め
に
剥
が
し
た
苔

は
、
再
利
用
の
た
め
園
内
の
別
箇
所
に
て
養
生
し
た
。
通
常
こ
の
橋
は
、
一
般

公
開
の
動
線
と
し
て
利
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、一
時
的
に
通
行
止
め
と
し
た
。

施
行
箇
所
は
、
絶
え
ず
水
が
流
れ
て
い
る
た
め
確
実
に
土
の
う
で
止
水
す
る
必

要
が
あ
っ
た
。

す
べ
て
ビ
シ
ャ
ン
仕
上
げ
に
統
一
し
、
モ
ル
タ
ル
を
剥
が
し
た
状
態
で
橋
の
高

さ
を
調
整
す
る
こ
と
に
し
た
。

　

護
岸
背
面
は
、
陸
部
の
幅
五
十
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
を
目
安
に
、
浸
水
し
た
軟

弱
地
盤
の
み
を
除
去
し
た
。
南
詰
の
東
脇
で
護
岸
の
崩
落
の
要
因
と
な
っ
て
い

た
イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
の
根
茎
は
除
去
し
た
。

　

橋
桁
の
直
下
と
そ
の
東
脇
の
護
岸
に
は
、
白
川
ボ
ソ
石
が
多
用
さ
れ
、
そ
の

多
く
が
欠
損
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
護
岸
背
面
の
沈
下
を
招
い
て
い
た
。
つ
い
て

は
前
項
の
平
成
二
十
四
年
度
護
岸
修
理
の
手
法
を
踏
襲
し
て
修
理
し
た
。

　

イ
ロ
ハ
モ
ミ
ジ
を
除
根
し
た
箇
所
に
は
、
空
隙
が
生
じ
て
い
た
。
よ
っ
て
、

築
山
用
土
に
よ
っ
て
版
築
を
施
し
、
表
面
を
苔
で
仕
上
げ
た
。
歩
行
者
の
危
険

防
止
と
苔
の
養
生
を
意
図
し
て
、
ロ
ー
プ
柵
を
設
置
し
た
。

第
２
項　

無
鄰
菴
の
緊
急
修
理
に
お
け
る
社
会
背
景

　

こ
れ
ま
で
概
説
し
た
個
別
の
修
理
は
、
一
部
が
恒
常
維
持
管
理
の
延
長
で
あ

り
、そ
の
内
容
か
ら
み
て
定
期
修
理
で
抜
本
的
に
対
応
で
き
る
内
容
で
あ
っ
た
。

換
言
す
れ
ば
、
そ
れ
ら
の
修
理
は
、
緊
急
修
理
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
意
味
が

希
薄
で
あ
っ
た
。
で
は
、
な
ぜ
緊
急
修
理
と
し
て
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

の
か
。
そ
の
動
機
と
経
緯
を
前
節
の
記
録
を
糸
口
に
解
明
す
る
。

（
１
）
緊
急
修
理
に
至
る
動
機

　

名
勝
無
鄰
庵
庭
園
は
、
明
治
の
元
勲
・
山
県
有
朋
の
京
都
の
別
荘
と
し
て

明
治
二
十
七
―
二
十
九
（
１
８
９
４
―
９
６
）
年
に
か
け
て
築
造
さ
れ
た
（
６
）。

そ
の
後
、
昭
和
十
六
年
（
１
９
４
１
）
に
財
団
法
人
無
隣
庵
保
存
會
か
ら
京
都

市
へ
譲
渡
さ
れ
、
昭
和
二
十
六
年
に
〝
無
隣
庵
庭
園
〟
と
し
て
国
の
指
定
名
勝

と
な
っ
た
（
７
）。
現
状
の
無
隣
庵
は
、
同
市
が
所
管
す
る
美
術
館
や
動
物
園
な

ど
と
同
じ
公
共
施
設
で
あ
り
、
個
人
所
有
に
お
け
る
保
存
管
理
と
は
意
味
合
い
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表６　石橋並びに護岸修理の工程
工程 作業内容 担　当

1 　準備・養生 (a)(c)(d)
2 　解体・掘削 (a)(c)
3 　調査・現地検分 (a)(b)(c)(d)

4 　き損箇所の検討 (a)(b)(c)
　修理手法の確定

5 　施工 (a)(c)
6 　仕上げ・清掃 (a)(c)(d)

(a) 保存管理技術者 (b) 学識経験者

(c) 文化財保護担当者 (d) 所管担当者
※修理体制は表５と同じ

　

ま
ず
橋
の
修
理
に
あ
た
り
、
そ
の

表
面
を
お
お
っ
て
い
た
モ
ル
タ
ル
を

剥
が
し
た
と
こ
ろ
、
花
崗
岩
製
の
六

本
の
葛
石
を
束
ね
て
ひ
と
つ
の
橋
と

し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ

た
。
関
係
者
間
で
話
し
合
っ
た
と
こ

ろ
、
歩
行
者
の
安
全
面
を
考
慮
す
れ

ば
、
石
肌
を
露
出
し
た
状
態
の
ほ
う

が
滑
り
止
め
と
な
っ
て
望
ま
し
い
と

い
う
結
論
に
至
っ
た
。
よ
っ
て
そ
れ

ぞ
れ
肌
理
が
異
な
っ
て
い
た
葛
石
を



が
異
な
る
。つ
ま
り
現
状
の
無
隣
庵
の
保
存
管
理
に
つ
い
て
言
及
す
る
場
合
は
、

山
県
家
所
有
の
延
長
で
は
な
く
、
市
有
の
施
設
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

　

個
人
が
所
有
す
る
庭
園
で
は
、
個
人
と
庭
師
と
の
間
で
保
存
管
理
に
関
す
る

随
意
契
約
が
可
能
で
あ
る
の
に
た
い
し
、
行
政
が
所
管
す
る
庭
園
は
、
他
の
施

設
と
同
様
、
保
存
管
理
に
関
わ
る
業
者
を
競
争
入
札
制
度
で
選
定
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
保
存
管
理
の
費
用
は
、
個
人
所
有
の
場
合
そ
れ
ぞ
れ
の
経
済
事
情
に

応
じ
、
行
政
団
体
所
管
の
場
合
は
、
各
議
会
の
承
認
を
得
て
定
ま
る
。
ど
ち
ら

の
場
合
も
保
存
管
理
費
用
の
支
出
は
、
所
有
者
の
経
済
事
情
に
依
拠
し
て
い
る

が
、
後
者
で
は
様
々
な
行
政
上
の
事
案
が
あ
る
な
か
で
、
庭
園
に
使
う
費
用
は

自
ず
と
制
約
を
受
け
る
。
一
方
で
団
体
と
し
て
の
体
面
上
、
恒
常
維
持
管
理
は

最
低
限
お
こ
な
わ
れ
続
け
る
と
い
う
利
点
は
あ
る
が
、
ど
う
し
て
も
修
理
は
滞

り
が
ち
に
な
る
。

　

庭
園
の
経
年
変
化
に
よ
る
き
損
は
、
外
郭
上
は
っ
き
り
と
認
識
さ
れ
に
く
い

た
め
、
潜
在
的
に
進
行
し
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
は
無
隣
庵
に
関
し
て
も

同
様
で
あ
り
、
専
門
家
の
目
を
と
お
せ
ば
園
池
護
岸
や
植
栽
の
き
損
が
明
ら
か

に
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
場
合
、
定
期
修
理
（
８
）
に
よ
り
抜

本
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
が
、
定
期
修
理
の
費
用
は
、

行
政
区
域
内
に
あ
る
数
多
く
の
文
化
施
設
の
ひ
と
つ
と
し
て
配
分
さ
れ
る
た

め
、
そ
の
確
保
が
遅
延
す
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
差
し
迫
っ
た
問
題
と
し

て
、
庭
園
の
き
損
の
進
行
を
少
し
で
も
遅
ら
せ
る
必
要
性
か
ら
、
恒
常
維
持
管

理
の
中
で
実
施
す
る
緊
急
修
理
で
取
り
繕
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
２
）
緊
急
修
理
の
経
緯

　

緊
急
修
理
の
対
象
は
、
一
定
の
潜
伏
期
間
を
経
た
庭
園
の
き
損
で
あ
り
、
そ

れ
が
前
提
と
な
っ
て
計
画
が
起
案
さ
れ
る
。
た
だ
し
修
理
の
実
施
は
、
所
有
者

の
経
済
事
情
に
左
右
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
た
と
え
き
損
が
発
覚
し
て
も
経

済
的
な
裏
付
け
が
な
け
れ
ば
修
理
を
実
施
に
移
す
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ

る
。
し
か
し
、
前
述
の
よ
う
な
深
刻
な
き
損
は
放
置
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た

め
、
所
有
者
の
経
済
事
情
に
合
わ
せ
て
、
恒
常
維
持
管
理
の
延
長
か
直
接
経
費
、

事
業
形
態
に
お
い
て
は
単
発
も
し
く
は
継
続
が
選
択
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
単

発
事
業
の
場
合
は
短
期
間
で
修
理
が
完
結
す
る
た
め
、
そ
の
事
後
は
経
過
観
察

へ
と
移
行
す
る
。
な
お
単
発
事
業
と
継
続
事
業
は
、
状
況
に
応
じ
て
同
時
に
行

わ
れ
る
場
合
も
あ
る
。

　

継
続
事
業
の
場
合
は
、
き
損
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
す
べ
て
の
修
理
が
終
わ
る

ま
で
、
作
業
の
実
施
と
中
断
が
く
り
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。（
図
５
・
６
）
ま

た
同
じ
継
続
事
業
に
お
け
る
作
業
で
あ
っ
て
も
、
場
所
や
状
況
に
よ
っ
て
修
理

手
法
と
内
容
は
変
化
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
、
以
前
の
施
工
記
録
と
の
照
合
が

重
要
と
な
る
。

　

庭
園
内
で
は
、
経
年
に
よ
り
い
く
つ
も
の
き
損
が
同
時
に
発
覚
す
る
こ
と
が

あ
る
が
、
無
隣
庵
は
数
あ
る
施
設
、
文
化
財
庭
園
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
所
管
あ

る
い
は
文
化
財
担
当
者
が
常
に
そ
の
状
態
を
把
握
す
る
の
は
、人
員
の
交
代
（
９
）

を
想
定
し
て
も
、
非
現
実
的
で
あ
り
、
ま
し
て
や
指
名
競
争
入
札
に
よ
り
庭
師

が
毎
年
交
代
す
る
庭
園
で
あ
れ
ば
、
記
録
や
申
し
送
り
が
な
い
か
ぎ
り
（
１
０
）、

実
務
者
す
ら
も
園
内
の
把
握
が
で
き
ず
、
結
果
的
に
き
損
の
発
見
が
お
く
れ
や

す
く
な
る
。
ゆ
え
に
、経
済
的
に
定
期
修
理
の
実
施
が
見
込
め
な
い
か
ぎ
り
は
、

保
存
管
理
の
体
か
ら
み
て
緊
急
修
理
の
実
効
性
は
高
い
。

（
３
）
緊
急
修
理
の
利
点
と
弊
害

　

緊
急
修
理
に
よ
る
き
損
へ
の
対
応
に
は
、い
く
つ
か
の
弊
害
と
利
点
が
あ
る
。

　

弊
害
と
し
て
は
、
定
期
修
理
と
比
し
て
十
分
な
調
査
・
検
証
を
す
る
期
間
と

費
用
を
確
保
で
き
な
い
た
め
、
短
期
間
で
き
損
の
原
因
を
特
定
し
、
使
用
材
料
・

工
法
の
妥
当
性
を
論
理
的
に
検
証
し
、
文
化
財
と
し
て
の
価
値
を
損
ね
る
こ
と
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［図５］平成１９－２５年度にかけての緊急修理の過程

［図６］緊急修理の推移の概念図



な
く
修
理
を
終
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。
さ
ら
に
は
、
工
夫
に
よ
っ
て
恒

常
維
持
管
理
の
延
長
と
し
て
も
一
定
の
修
理
が
可
能
と
な
る
た
め
、
定
期
修
理

に
よ
る
抜
本
的
な
対
応
へ
の
感
心
が
う
す
れ
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

利
点
と
し
て
は
、
短
期
間
に
き
め
細
や
か
な
き
損
の
対
処
が
で
き
る
た
め
、

い
た
ず
ら
に
き
損
の
潜
伏
・
進
行
期
間
を
延
長
し
な
く
て
も
よ
い
こ
と
や
、
継

続
事
業
な
ら
ば
中
断
内
に
修
理
手
法
を
反
省
し
熟
考
す
る
時
間
を
得
ら
れ
る
こ

と
な
ど
が
あ
る
。

　

文
化
財
庭
園
の
修
理
に
と
も
な
う
記
録
は
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
の
よ

う
に
記
録
自
体
を
主
旨
と
し
な
い
た
め
、
調
査
経
費
と
時
間
を
十
分
に
確
保
す

る
こ
と
が
難
し
い
。
そ
れ
ゆ
え
緊
急
修
理
で
は
、
庭
師
自
身
が
調
査
し
記
録
で

き
る
体
制
を
確
立
す
る
必
要
が
あ
る
。
緊
急
修
理
は
も
と
か
ら
限
界
を
抱
え
た

保
存
管
理
の
類
型
の
ひ
と
つ
で
あ
っ
て
、
定
期
修
理
で
な
け
れ
ば
対
処
で
き
な

い
事
案
に
つ
い
て
は
、
将
来
の
課
題
と
し
て
後
進
に
引
き
継
ぐ
必
要
が
あ
る
。

第
３
項　

緊
急
修
理
の
実
践
の
解
明

　

結
果
と
し
て
緊
急
修
理
と
定
期
修
理
に
関
し
て
は
、
実
際
の
作
業
そ
の
も
の

に
お
け
る
共
通
点
の
多
さ
が
確
認
さ
れ
た
と
同
時
に
、
双
方
を
区
分
す
る
積
極

的
な
意
義
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

（
１
）
露
出
す
る
時
間
と
潜
伏
す
る
時
間

　

樹
木
や
樹
幹
の
肥
大
や
園
池
護
岸
の
緩
み
な
ど
が
要
因
と
な
っ
て
進
行
す
る

き
損
は
、よ
ほ
ど
意
識
し
な
け
れ
ば
恒
常
管
理
の
中
で
さ
え
も
認
識
で
き
な
い
。

こ
れ
は
、
そ
れ
ら
の
き
損
の
進
行
が
、
人
の
知
覚
で
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
ほ
ど

遅
く
さ
り
げ
な
い
か
ら
で
あ
り
、
日
常
の
時
間
意
識
と
し
て
は
、
い
つ
の
間
に

か
き
損
し
て
い
た
と
い
う
印
象
を
得
る
こ
と
に
な
る
。

　

暴
風
雨
に
よ
る
倒
木
や
塀
の
倒
壊
な
ど
と
い
っ
た
、
あ
か
ら
さ
ま
に
認
識
で

き
る
き
損
を
常
態
的
と
い
え
ば
、前
出
の
き
損
は
相
対
し
て
遅
行
的
と
い
え
る
。

　

遅
行
的
な
き
損
は
、
あ
か
ら
さ
ま
に
認
識
で
き
な
い
点
で
、
そ
の
認
識
に
は
、

〝
速
度
〟
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
枝
の
伸
長
が
目
に

見
え
る
の
に
対
し
て
、
地
下
に
あ
る
樹
根
の
伸
長
速
度
は
、
特
殊
な
手
法
を
と

ら
な
い
か
ぎ
り
認
識
で
き
な
い
。
築
造
か
ら
長
期
間
を
経
過
し
た
庭
で
は
、
肥

大
し
た
樹
根
が
地
表
に
露
出
し
て
い
る
こ
と
は
珍
し
く
な
く
、
樹
根
に
よ
っ
て

飛
石
や
階
段
石
が
隆
起
し
た
状
況
を
目
の
当
た
り
に
す
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ

は
明
ら
か
に
き
損
な
の
で
あ
る
が
、
進
行
が
あ
ま
り
に
も
遅
い
た
め
き
損
と
は

捉
え
ら
れ
に
く
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
伸
長
し
た
樹
枝
に
よ
る
建
物
へ
の
悪
影

響
な
ど
の
認
識
は
早
い
。

　

速
度
の
ち
が
い
に
よ
っ
て
き
損
が
常
態
と
遅
行
に
分
か
れ
る
の
は
、
水
流
に

関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
流
路
を
通
る
水
の
速
度
は
、
見
た
り
触
れ
た
り
し
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
園
池
護
岸
を
侵
食
す
る
水
の
伝
わ
り
を
体
感
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
眼
前
で
水
し
ぶ
き
を
上
げ
て
い
る
水
が
、
水
路
の
底
を
穿

ち
護
岸
の
目
地
を
削
り
取
っ
て
園
路
に
あ
ふ
れ
出
て
い
れ
ば
、
き
損
の
状
態
と

原
因
の
把
握
は
早
い
。
し
か
し
、
度
重
な
る
水
か
さ
の
上
下
に
よ
り
護
岸
の
目

地
が
流
亡
し
、
護
岸
背
面
の
土
が
吸
い
出
さ
れ
陥
没
が
生
じ
て
も
、
き
損
と
し

て
捉
え
に
く
い
。

　

き
損
に
か
か
わ
る
常
態
と
遅
行
は
、
実
際
の
物
理
的
速
度
に
か
か
わ
る
事
柄

で
は
な
く
、
む
し
ろ
保
存
管
理
当
事
者
の
気
分
に
関
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
事
実

は
、
事
象
の
変
化
の
速
度
に
関
わ
ら
な
い
見
落
と
し
や
見
過
ご
し
が
あ
る
こ
と

が
証
明
し
て
い
る
。
き
損
の
発
見
は
、
保
存
管
理
の
当
事
者
の
意
識
が
時
間
の

流
れ
に
向
け
ら
れ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
保
存
管
理
の
当
事
者
で
あ
る
所
有

者
や
庭
師
の
経
験
と
し
て
、
常
態
的
な
き
損
と
は
露
呈
し
た
事
象
、
遅
行
的
な

き
損
と
は
潜
伏
し
た
事
象
と
し
て
受
け
取
ら
れ
る
。
園
内
で
起
き
て
い
る
事
象
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が
、
表
に
出
た
り
隠
れ
た
り
し
て
い
る
と
感
受
さ
れ
て
い
る
た
め
に
、
き
損
の

進
行
や
周
囲
の
変
動
の
物
理
的
速
度
は
、
そ
の
発
見
を
う
な
が
す
尺
度
に
は
な

り
得
な
い
。
い
わ
ば
き
損
に
は
、人
の
知
覚
に
馴
染
む
、認
識
し
や
す
い
と
い
っ

た
一
定
の
速
度
の
影
響
下
に
あ
る
と
み
ら
れ
、
そ
の
如
何
に
よ
っ
て
、
個
々
の

当
事
者
に
き
損
程
度
の
判
断
が
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
待
つ
・
様
子
を
み
る
時
間
と
即
応
・
応
急

　

行
為
と
し
て
の
緊
急
修
理
が
時
間
の
推
移
の
元
に
あ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は

恒
常
維
持
管
理
に
つ
い
て
も
例
外
で
は
な
く
な
る
。
恒
常
維
持
管
理
の
場
合
、

行
為
の
内
容
は
、
庭
師
が
所
有
者
の
意
向
に
し
た
が
っ
て
庭
に
働
き
か
け
を
行

う
こ
と
に
よ
っ
て
定
ま
っ
て
く
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
保
存
管
理
当
事
者
で
あ

る
所
有
者
と
庭
師
が
相
互
に
触
発
す
る
こ
と
に
よ
り
、
恒
常
維
持
管
理
は
具
体

性
を
獲
得
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
触
発
を
ひ
と
つ
の
時
間
の
過
ご
し
方
と
み
れ

ば
、
恒
常
維
持
管
理
に
は
、
庭
師
が
自
ら
働
き
か
け
を
お
こ
な
っ
た
庭
か
ら
の

反
応
を
待
つ
姿
勢
と
、
所
有
者
が
自
ら
の
意
向
と
庭
な
ら
び
に
庭
師
と
の
相
互

触
発
の
様
子
を
み
る
姿
勢
が
み
ら
れ
る
。
庭
へ
働
き
か
け
を
行
う
と
い
う
点
で

い
え
ば
、
恒
常
維
持
管
理
は
能
動
的
な
行
為
で
あ
る
が
、
そ
の
作
業
が
具
体
化

す
る
過
程
で
は
、
待
つ
・
様
子
を
み
る
と
い
っ
た
受
動
的
な
時
間
の
過
ご
し
方

に
な
る
。

　

緊
急
修
理
の
姿
勢
は
、
突
然
発
覚
し
た
か
の
別
は
問
わ
ず
、
修
理
を
実
施
せ

ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
受
動
的
で
あ
る
。

緊
急
修
理
を
計
画
す
る
時
点
で
は
、
す
で
に
き
損
の
進
行
状
況
の
様
子
を
み
る

と
い
っ
た
状
況
で
は
な
く
、
ま
さ
し
く
緊
急
に
修
理
を
し
な
け
れ
ば
取
り
返
し

が
つ
か
な
い
と
い
っ
た
事
態
を
招
い
て
い
る
。
そ
れ
は
、も
は
や
〝
待
つ
〟、〝
様

子
を
み
る
〟
と
い
っ
た
時
間
の
猶
予
が
な
い
状
況
で
あ
り
、ま
さ
し
く
〝
即
応
〟、

〝
応
急
〟
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
が
、
緊
急
修
理
に
特
有
の
姿
勢
と
い
え
る
。

　

以
上
み
て
き
た
よ
う
に
、
保
存
管
理
と
い
う
行
為
に
は
、
見
落
と
し
や
見
過

ご
し
と
い
っ
た
盲
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
園
内
で
生
じ
る
ゆ
る
や
か
な
き
損
が
、

人
に
と
っ
て
認
め
に
く
い
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
常
態
性
と
遅
行
性
は
、

と
も
に
時
間
の
推
移
の
一
環
で
あ
り
、
双
方
の
速
度
の
差
が
大
き
い
ほ
ど
、
後

者
の
変
化
は
捉
え
に
く
く
な
る
。
具
体
的
に
は
、
ア
オ
ギ
リ
の
樹
枝
の
伸
張
と

い
っ
た
あ
か
ら
さ
ま
に
判
別
で
き
る
速
さ
と
、
サ
ツ
キ
の
樹
根
や
ツ
ゲ
の
樹
幹

の
成
長
と
い
っ
た
遅
行
は
、
保
存
管
理
の
当
事
者
に
と
っ
て
別
次
元
の
出
来
事

の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
き
損
の
潜
在
と
露
出
は
、
物
理
的
な
事
物

の
見
え
で
は
な
く
、
意
識
の
相
対
関
係
な
の
で
あ
っ
て
、
き
損
の
見
過
ご
し
と

発
見
は
、
園
内
で
生
じ
る
変
化
に
は
速
度
差
が
あ
る
と
自
覚
で
き
る
か
ど
う
か

に
懸
か
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

恒
常
維
持
管
理
で
は
、
よ
ほ
ど
十
分
に
園
内
に
お
け
る
変
化
に
配
慮
し
な
い

か
ぎ
り
、
見
落
と
し
や
見
過
ご
し
が
付
き
物
で
あ
り
、
む
し
ろ
そ
の
よ
う
な
が

前
提
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
緊
急
修
理
と
定
期
修
理
の
区
分
に
有
効
性
が
生
ま
れ

る
。

第
４
項　

緊
急
修
理
の
実
践
的
妥
当
性

　

緊
急
修
理
の
実
践
的
妥
当
性
と
は
、庭
内
で
展
開
す
る
き
損
の
変
化
の
う
ち
、

主
に
遅
行
的
な
事
柄
の
見
落
と
し
や
見
過
ご
し
に
よ
っ
て
、
看
過
で
き
な
い
ほ

ど
進
行
し
た
も
の
へ
の
即
応
・
応
急
の
措
置
で
あ
る
。
そ
の
行
為
は
、
突
発
的

な
事
態
な
ど
に
お
い
て
恒
常
維
持
管
理
と
連
動
し
て
い
る
が
、
常
態
の
変
化
の

対
応
に
追
わ
れ
て
遅
行
の
変
化
へ
の
配
慮
が
欠
け
、
潜
在
し
な
が
ら
も
着
実
に

進
行
し
た
き
損
へ
の
緊
急
対
応
こ
そ
が
、
緊
急
修
理
の
特
質
な
の
で
あ
る
。

　

庭
の
き
損
に
は
常
態
と
遅
行
と
の
二
面
性
が
あ
り
、
保
存
管
理
の
当
事
者
に

と
っ
て
は
そ
の
如
何
に
よ
っ
て
き
損
が
露
出
し
た
り
潜
伏
し
た
り
す
る
よ
う
に
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感
じ
ら
れ
る
。
き
損
の
速
度
が
相
対
的
で
あ
る
の
は
、
こ
れ
ま
で
常
態
の
一
環

と
し
て
言
及
し
て
き
た
樹
枝
の
伸
長
を
通
し
て
も
説
明
で
き
る
。
す
な
わ
ち
日

常
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
建
物
や
園
路
・
路
地
に
近
接
し
た
樹
枝
の
伸
長
は
、

明
確
に
経
験
で
き
、
そ
の
対
処
も
図
り
や
す
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
庭
の
外
周

部
や
奥
部
ま
た
は
巨
木
な
ど
に
つ
い
て
は
、
保
存
管
理
の
当
事
者
さ
ら
に
は
利

用
者
の
目
線
か
ら
離
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
遅
行
的
な
変
化
と
し
て
知
覚
さ
れ

る
。
そ
の
よ
う
に
し
て
見
過
ご
さ
れ
た
樹
枝
の
伸
長
に
よ
っ
て
、
周
辺
景
観
の

阻
害
や
雨
滴
に
よ
る
築
山
の
穿
鑿
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
こ

れ
ま
で
に
挙
げ
た
多
様
な
遅
行
的
変
化
の
蓄
積
が
庭
の
広
範
囲
に
及
び
、応
急
・

即
応
の
範
囲
を
越
え
た
結
果
と
し
て
、
定
期
修
理
が
必
要
と
認
識
さ
れ
る
の
で

あ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
庭
の
保
存
管
理
の
区
分
は
、
常
態
的
な
変
化
に
対
応
す
る
も

第
３
節　

補
注

（
１
）�

日
本
庭
園
学
会
関
西
研
究
会
：
第
二
回
文
化
財
庭
園
部
会
資
料
集
文
化

財
庭
園
保
存
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
：
２
０
０
９

（
２
）�

本
論
は
、
ひ
と
つ
の
文
化
財
庭
園
で
生
じ
て
い
る
事
象
を
深
く
掘
り
下

げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
の
根
底
に
あ
る
本
質
的
意
味
を
顕
在
化
す
る

事
を
主
旨
と
し
て
い
る
。
個
別
の
庭
園
の
検
証
か
ら
だ
け
で
は
本
質
的

意
味
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
い
う
意
見
に
た
い
し
て
は
、

本
質
的
意
味
と
は
最
大
公
約
数
で
は
な
く
、
緊
急
修
理
と
い
う
行
為
の

な
か
に
通
底
す
る
事
象
な
の
で
あ
り
、
ど
の
よ
う
な
庭
園
に
も
み
ら
れ

も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）�

平
成
二
十
三
年
度
日
本
庭
園
学
会
第
五
回
文
化
財
庭
園
部
会
資
料
集「
文

化
財
庭
園
の
考
古
学
的
調
査
」：
２
０
１
１

（
４
）�

平
成
二
十
三
年
度
は
、
同
年
度
に
名
勝
清
風
荘
庭
園
の
修
理
事
業
で
使

用
さ
れ
た
配
合
を
採
用
し
た
。
同
二
十
五
年
度
は
、
同
二
十
四
年
度
ま

で
に
特
史
特
名
醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
で
採
用
さ
れ
た
配
合
を
参
考
に
し

た
。
版
築
用
土
の
製
造
は
、
同
市
左
京
区
静
原
の
採
石
場
で
採
取
さ
れ

た
調
整
砕
石
土
〝
静
原
ズ
リ
（
Ａ
土
石
）〟
と
砂
、
岡
山
県
産
の
笠
岡
粘

土
を
ポ
ッ
ト
ミ
キ
サ
ー
に
よ
っ
て
撹
拌
、配
合
し
た
。（
北
川
明
日
香「
特

別
史
跡
及
び
特
別
名
勝
醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
の
築
山
修
理
に
お
け
る
築

山
用
土
の
検
討
」：「
平
成
二
十
三
年
度
日
本
庭
園
学
会
関
西
大
会
研
究

大
会
・
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
資
料
集
」：
２
０
１
１
、５
０
―
１
頁
）

（
５
）�
施
工
位
置
に
よ
っ
て
石
灰
の
比
率
を
変
え
た
の
は
、
石
灰
の
混
合
比
を

上
げ
る
と
土
塊
は
堅
固
に
な
り
流
水
の
遮
断
に
も
寄
与
す
る
が
、
礫
や

砂
、
粘
土
と
の
粘
着
度
が
お
ち
る
た
め
施
工
性
が
低
く
な
る
こ
と
に
対

す
る
配
慮
で
あ
る
。

表７　園内の変化程度と保存管理との相関関係
園内における変化程度
常態的変化 恒常維持管理
遅効的き損 緊急修理、定期修理

の
が
恒
常
維
持
管
理
、
遅
行
的
な
き
損
に
応
急
的
対
応
・

即
応
す
る
も
の
が
緊
急
修
理
で
あ
り
、
数
か
年
か
け
て

じ
っ
く
り
対
応
す
る
の
が
定
期
修
理
と
い
っ
た
よ
う
に
、

時
間
の
過
ご
し
方
の
違
い
を
言
い
表
し
て
い
る
（
表
７
）。
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（
６
）
尼
崎
博
正
編
『
植
治
の
庭
』：
淡
交
社
、
１
９
９
０

（
７
）�

吉
川
需
『
古
庭
園
の
み
か
た　

美
と
構
成
』：
第
一
法
規
出
版
株
式
会
社

株
式
会
社
：
１
９
６
８
、２
５
８
頁

（
８
）��「
な
お
、
恒
常
維
持
管
理
と
定
期
修
理
の
間
に
行
わ
れ
る
小
規
模
な
修
理

は
、緊
急
修
理
と
い
い
、そ
れ
が
定
期
的
に
短
期
間
で
実
施
さ
れ
る
ほ
ど
、

定
期
修
理
の
周
期
を
遅
延
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。」（
文
化
財
庭
園
保

存
管
理
ハ
ン
ド
ブ
ッ
ク
の
作
成
、
９
頁
）

（
９
）�

文
化
財
庭
園
の
保
存
管
理
の
体
制
の
変
化
を
具
体
的
に
論
じ
た
事
例
と

し
て
は
、
以
下
の
資
料
が
挙
げ
ら
れ
る
。
今
江
秀
史
・
武
藤
夕
佳
里
：

用
途
変
更
し
た
庭
園
に
お
け
る
整
備
・
保
存
管
理
計
画
の
策
定
と
運
用
：

日
本
庭
園
学
会
誌
Ｎ
Ｏ
．
１
６
：
２
０
０
７
、８
５
―
９
０
頁

（
１
０
）�

継
続
的
な
緊
急
修
理
に
よ
っ
て
庭
園
の
き
損
に
対
処
し
て
い
く
た
め

に
は
、
後
世
に
わ
た
り
修
理
の
変
遷
と
内
容
が
共
通
理
解
で
き
る
よ

う
な
ひ
な
形
に
も
と
づ
い
て
、
確
実
に
記
録
を
残
す
こ
と
が
不
可
欠

と
な
る
。
本
論
で
は
、
結
果
的
に
そ
う
し
た
ひ
な
形
の
事
例
を
例
示

し
て
い
る
。
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第
４
節　

醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
の
庭
に
み
る
定
期
修
理
へ
の
意
志

第
１
項　

定
期
修
理
事
業
の
概
要

　

文
化
財
庭
園
の
保
存
管
理
は
、
便
宜
的
に
〝
恒
常
維
持
管
理
〟、〝
緊
急
修
理
〟

そ
し
て
〝
定
期
修
理
〟
に
分
類
さ
れ
る
（
１
）。
そ
の
う
ち
定
期
修
理
は
、
日
常

の
恒
常
維
持
管
理
で
対
処
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
規
模
の
剪
定
や
伐
採
、
地
割

の
復
元
を
ふ
く
む
抜
本
的
な
修
理
の
こ
と
で
あ
り
、
数
十
年
周
期
で
繰
り
返
し

実
施
さ
れ
る
点
が
、
文
化
財
建
造
物
の
修
理
と
共
通
し
て
い
る
。
恒
常
維
持
管

理
と
緊
急
修
理
の
本
質
的
意
味
に
つ
い
て
は
先
行
研
究
が
あ
る
の
に
た
い
し

て
、定
期
修
理
は
、そ
の
実
態
と
本
質
的
意
味
の
解
明
が
行
わ
れ
て
い
な
い
（
２
）。

ま
た
、
定
期
修
理
の
実
践
で
用
い
ら
れ
て
い
る
考
古
学
的
調
査
と
従
来
の
埋
蔵

文
化
財
の
発
掘
調
査
と
は
、
性
質
を
異
に
す
る
が
、
両
者
は
混
同
さ
れ
て
お
り
、

峻
別
さ
れ
て
い
な
い
。

　

行
政
に
よ
っ
て
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
庭
を
数
多
く
抱
え
る
京
都
市
（
３
）
で

は
、平
成
期
に
入
っ
て
特
別
史
跡
及
び
特
別
名
勝
醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
（
以
下
、

三
宝
院
庭
園
と
す
る
）、
名
勝
清
風
荘
庭
園
（
４
）、
京
都
市
指
定
名
勝
立
本
寺
庭

園
（
５
）
に
お
い
て
定
期
修
理
事
業
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
報
告
書
が
刊
行
さ
れ

て
い
る
。
本
論
は
、
そ
れ
ら
定
期
修
理
事
業
の
う
ち
、
三
宝
院
庭
園
に
お
け
る

平
成
十
二
年
か
ら
同
二
十
六
年
ま
で
の
十
四
年
間
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
事

業
の
記
録
（
６
）（
７
）
を
要
約
し
、そ
の
行
為
の
実
態
を
解
明
す
る
。
そ
の
う
え
で
、

定
期
修
理
の
本
質
的
意
味
の
顕
在
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。
そ
の
解
明
の
過

程
で
は
、
考
古
学
調
査
と
発
掘
調
査
の
相
違
点
を
明
示
す
る
と
同
時
に
、
定
期

修
理
と
旧
来
の
文
化
財
庭
園
の
修
理
に
お
け
る
態
度
と
の
〝
ず
れ
〟
を
明
示
す

る
。

（
１
）
三
宝
院
庭
園
の
修
理
事
業
の
契
機

　

三
宝
院
庭
園
の
修
理
事
業
の
契
機
に
つ
い
て
、
所
有
者
側
は
、
以
下
の
よ
う

に
述
べ
た
（
８
）。

　

平
成
八
年
の
こ
と
で
し
た
。（
庭
を
）
見
守
っ
て
い
た
若
い
僧
侶
か
ら
石

が
転
ん
だ
と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。
石
が
転
ん
だ
と
い
う
の
は
、
ど
う

い
う
こ
と
だ
ろ
う
と
思
っ
て
、
行
っ
て
み
て
み
る
と
景
観
上
大
事
な
石
が
池

の
中
に
ド
ボ
ン
と
沈
ん
で
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
何
か
月
も
し
な
い
う
ち
に

次
々
と
ず
り
落
ち
て
き
ま
し
た
。（
中
略
）
一
年
経
っ
て
、こ
ん
な
こ
と
（
阪

神
淡
路
大
震
災
の
影
響
）
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
、
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
に
石

が
動
き
出
し
た
の
だ
ろ
う
と
心
配
に
な
り
、
そ
れ
か
ら
市
・
府
・
文
化
庁
に

相
談
し
、
や
は
り
こ
れ
は
本
格
的
に
修
理
す
る
し
か
な
い
だ
ろ
う
と
い
う
こ

と
に
な
っ
て
、
初
め
て
事
業
が
動
き
出
し
た
の
が
平
成
十
二
年
度
か
ら
で
し

た
。（
※
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
補
筆
）

　

三
宝
院
庭
園
の
定
期
修
理
事
業
の
き
っ
か
け
は
、
平
成
八
年
に
表
書
院
直
下

の
園
池
護
岸
の
石
が
池
中
に
転
落
し
た
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
後
準
備
期
間
を
経

て
、
事
業
は
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
修
理
事
業
の
内
容
は
、
園
池
の
護
岸

と
築
山
の
修
理
、
植
栽
の
生
育
環
境
の
復
原
等
の
大
き
く
三
項
目
に
分
類
さ
れ

る
。
筆
者
ら
は
、
平
成
十
四
年
度
か
ら
同
二
十
六
年
度
ま
で
の
期
間
実
施
さ
れ

た
施
工
へ
主
体
的
に
参
加
し
た
。
な
お
、
三
宝
院
庭
園
の
園
池
は
、
当
該
修
理

以
前
に
昭
和
三
十
七
年
に
故
中
根
金
作
氏
（
９
）、
同
五
十
七
・
五
十
八
年
に
故
村

岡
正
氏
（
１
０
）
の
指
導
に
よ
っ
て
修
理
が
行
わ
れ
た
。

（
２
）
修
理
事
業
の
体
制
と
進
め
方
の
概
要

　

定
期
修
理
に
お
け
る
当
初
の
枠
組
み
と
進
行
は
、
お
お
む
ね
下
記
の
と
お
り

で
あ
っ
た
。

　

定
期
修
理
事
業
の
開
始
に
あ
た
っ
て
は
、
所
有
者
に
よ
り
、
庭
園
学
や
考
古
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学
、
建
築
学
な
ど
修
理
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
を
持
っ
た
学
識
経
験
者
で
構
成

さ
れ
る
検
討
委
員
会
が
原
則
的
に
設
立
さ
れ
る
。
定
期
修
理
の
事
業
期
間
中
、

委
員
会
は
、
毎
年
数
度
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
事
業
内
容
の
妥
当
性
が
議
論
さ

れ
、
委
員
会
の
承
認
を
も
っ
て
施
工
は
開
始
す
る
。
施
工
中
に
は
、
現
地
指
導

の
委
員
に
よ
る
立
会
い
を
も
っ
て
、
修
理
の
進
行
状
況
の
確
認
が
行
わ
れ
る
。

各
年
度
の
施
工
の
終
盤
に
は
、
再
度
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
施
工
当
初
の
計
画

と
施
工
結
果
の
確
認
が
行
わ
れ
る
。

　

文
化
財
保
護
の
制
度
上
、
着
工
前
に
は
、
文
化
財
保
護
法
百
二
十
五
条
の
規

定
に
し
た
が
っ
て
現
状
の
変
更
に
お
け
る
申
請
を
行
い
、
許
可
を
受
け
る
必
要

が
あ
る
。
施
工
は
、
主
と
し
て
庭
師
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
工
事
の
積
算
や
施
工

管
理
は
、
造
園
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
担
当
す
る
場
合
が
あ
る
。
行
政
の
担

当
者
は
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
、
文
化
財
保
護
の
法
律
に
も
と
づ
き
、
文
化

財
へ
の
影
響
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
う
。
そ
れ
ら
実
務
者
は
、
修
理
の
実
態
に

合
わ
せ
て
人
員
を
配
置
し
、
役
割
分
担
を
行
う
。
修
理
の
実
施
に
お
い
て
は
、

事
前
に
資
料
修
理
と
発
掘
調
査
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
根
拠
と
し
て
専
門
家
ら

の
協
議
に
よ
っ
て
修
理
手
法
を
考
案
し
、修
理
検
討
委
員
会
に
諮
る
。
修
理
は
、

同
委
員
会
の
了
承
を
得
て
、
修
理
の
進
行
と
と
も
に
定
ま
る
工
程
に
そ
っ
て
実

行
に
移
さ
れ
る
。

（
３
）
平
成
十
四
年
度
施
工
の
概
要

　

三
宝
院
庭
園
の
定
期
修
理
事
業
は
、
そ
の
契
機
で
あ
る
園
池
護
岸
の
修
理
か

ら
始
め
ら
れ
た
。
三
宝
院
庭
園
（
図
１
）
の
園
池
護
岸
は
、
拳
の
一
回
り
か
ら

二
回
り
程
度
の
大
き
さ
の
礫
（
以
下
、
積
石
と
す
る
）
を
池
底
か
ら
何
段
も
積

み
上
げ
、
そ
の
直
上
に
成
人
男
性
が
両
腕
を
一
杯
広
げ
て
も
抱
え
き
れ
な
い
ほ

ど
の
巨
石
（
以
下
、
天
端
石
と
す
る
）
が
据
え
付
け
ら
れ
た
状
態
に
あ
る
（
写

真
１
）。
着
工
以
前
（
平
成
十
三
年
度
ま
で
）
の
修
理
手
法
の
検
討
段
階
で
は
、

［図１］醍醐寺三宝院庭園　実測平面図
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護
岸
の
き
損
原
因
は
、
天
端
石
と
下
部
の
石
の
大
き
さ
が
不
釣
り
合
い
な
そ
の

仕
組
み
に
あ
る
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
委
員
会
に
お
い
て
、

三
宝
院
庭
園
の
園
地
護
岸
は
、
先
天
的
に
欠
陥
を
持
っ
て
い
る
と
認
識
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
着
工
時
に
は
、
護
岸
の
安
定
度
を
高
め
る
こ
と
が

意
図
さ
れ
、
護
岸
下
部
の
積
石
を
総
じ
て
入
れ
替
え
る
と
い
う
修
理
方
針
が
採

ら
れ
た
。（
図
２
）。
具
体
的
な
手
法
は
、
従
来
、
護
岸
下
部
に
積
ま
れ
て
い
た

小
ぶ
り
な
積
石
か
ら
大
ぶ
り
の
石
（
以
下
、
新
規
積
石
と
す
る
）
へ
の
交
換
で

あ
り
、
そ
れ
は
護
岸
の
仕
組
み
の
根
本
が
変
え
ら
れ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。

施
工
開
始
の
前
年
に
あ
た
る
平
成
十
三
年
度
に
は
、
純
浄
観
の
南
側
護
岸
か
ら

藤
戸
石
の
北
側
護
岸
に
か
け
て
幅
一
メ
ー
ト
ル
の
溝
掘
り
（
ト
レ
ン
チ
）
を
設

け
、
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
。
つ
づ
い
て
翌
年
度
、
修
理
の
た
め
に
積
石
を
取

り
外
し
、
護
岸
背
面
の
観
察
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
積
石
の
背
面
全
体
に
は
、
元

来
灰
色
の
粘
質
土
が
填
入
さ
れ
て
い
た
が
大
半
は
流
亡
し
て
お
り
、
さ
ら
に
そ

の
奥
側
に
遺
構
面
が
残
存
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
（
図
３
）。

　

こ
の
遺
構
面
は
、
三
宝
院
庭
園
の
成
立
期
に
さ
か
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
っ
た

た
め
、
文
化
財
（
史
跡
）
と
し
て
保
存
す
る
必
要
性
が
あ
る
部
位
と
判
断
さ
れ

た
。
し
た
が
っ
て
、
新
規
積
石
は
、
積
石
と
の
入
れ
替
え
に
あ
た
り
、
遺
構
面

の
保
護
を
意
図
し
て
、
灰
色
の
粘
質
土
の
除
去
に
よ
っ
て
生
じ
る
余
地
の
内
部

に
収
め
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
な
っ
た
。
ま
た
園
池
護
岸
は
、
外
郭
上
、
池
底

か
ら
天
端
石
に
む
け
て
僅
か
な
傾
斜
を
も
っ
て
い
た
。
新
規
積
石
と
な
る
石
の

断
面
形
状
は
、
名
勝
の
景
観
に
与
え
る
影
響
に
配
慮
す
れ
ば
、
護
岸
の
安
定
度

を
高
め
る
た
め
に
、
後
方
を
コ
の
字
形
状
、
護
岸
前
面
の
傾
斜
の
形
成
の
た
め

に
、
前
方
を
鈍
角
三
角
形
と
す
る
こ
と
が
、
必
須
条
件
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
新

規
積
石
の
奥
行
の
延
長
は
、
池
底
に
接
す
る
も
の
が
最
も
長
く
、
天
端
石
の
直

下
に
近
づ
く
ほ
ど
短
く
な
る
こ
と
が
必
須
条
件
と
な
っ
た
。

［写真１］園池護岸

［図３］修理中の考古学的調査　断面図

［図２］修理開始時の設計断面図
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こ
う
し
て
新
規
積
石
の
選
別
に
あ
た
っ
て
の
条
件
が
判
明
し
た
た
め
、
実
際

に
そ
れ
ら
条
件
に
見
合
っ
た
石
材
を
確
保
で
き
る
か
に
つ
い
て
、
境
内
の
外
か

ら
搬
入
さ
れ
た
自
然
石
を
使
っ
た
選
別
作
業
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
た
と

え
加
工
作
業
を
念
頭
に
お
い
て
も
、
全
長
三
百
五
十
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
も
あ
る
護

岸
の
積
石
を
す
べ
て
入
れ
替
え
ら
れ
る
だ
け
の
新
規
積
石
を
確
保
す
る
た
め
に

は
、
想
像
を
絶
す
る
時
間
と
手
間
を
要
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら
に
上
記

の
条
件
を
満
た
し
た
わ
ず
か
な
量
の
自
然
石
を
用
い
て
施
工
を
実
行
し
た
と
こ

ろ
、
護
岸
上
部
の
天
端
石
の
高
さ
が
あ
ら
か
じ
め
決
ま
っ
て
い
る
状
態
で
は
、

新
規
積
石
を
そ
の
下
部
へ
無
理
に
押
し
入
れ
る
必
要
が
生
じ
、
石
同
士
の
目
地

が
不
自
然
に
詰
ま
っ
た
り
広
が
っ
た
り
す
る
こ
と
が
避
け
ら
れ
ず
、
そ
の
調
整

作
業
に
相
当
の
手
間
を
要
し
た
。
最
終
的
に
初
年
度
の
施
工
は
、
１
年
の
作
業

で
わ
ず
か
六
．
五
メ
ー
ト
ル
し
か
進
捗
せ
ず
、
施
工
方
法
の
非
効
率
を
証
明
す

る
結
果
と
な
り
、
修
理
方
針
は
、
白
紙
に
戻
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。

（
４
）
平
成
十
五
年
度
の
施
工
の
概
要

（
ア
）
園
池
護
岸
の
修
理
手
法
の
確
立

　

三
宝
院
庭
園
の
定
期
修
理
事
業
に
お
い
て
、
当
初
計
画
さ
れ
た
護
岸
下
部
の

仕
組
み
を
抜
本
的
に
見
直
す
方
針
は
、
遺
構
の
保
護
に
と
も
な
う
条
件
の
多
さ

と
そ
の
複
雑
さ
に
よ
っ
て
、
実
現
不
可
能
で
あ
る
こ
と
が
委
員
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
遺
構
面
の
保
護
を
意
図
し
て
、
旧
来
の
積
石
と
天

端
石
に
よ
る
構
成
を
維
持
す
る
手
法
を
再
検
討
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
あ
ら
た

め
て
実
務
担
当
者
を
中
心
に
現
地
立
会
を
行
い
、
園
池
護
岸
の
仕
組
み
を
検
証

し
た
と
こ
ろ
、
従
来
、
園
池
護
岸
の
下
部
の
積
石
は
、
各
々
が
直
上
に
積
み
上

げ
ら
れ
て
い
る
と
理
解
さ
れ
て
き
た
が
、よ
く
観
察
す
る
と
実
際
の
遺
構
面
は
、

緩
い
ひ
な
壇
状
に
な
っ
て
い
た
。
つ
ま
り
積
石
は
、
ひ
な
壇
状
の
地
盤
上
に
少

し
ず
つ
そ
の
位
置
を
後
方
に
ず
ら
し
な
が
ら
据
え
付
け
ら
れ
、
各
積
石
は
、
そ

の
下
部
の
前
面
と
そ
の
上
部
の
中
央
前
寄
り
で
た
が
い
に
接
合
し
て
お
り
、
さ

ら
に
護
岸
上
部
に
据
え
付
け
ら
れ
た
荷
重
の
大
き
い
天
端
石
の
重
み
に
よ
り
積

石
同
士
の
接
合
が
緊
密
に
な
っ
て
い
た
（
図
４
）。
一
般
的
に
園
池
護
岸
は
、

護
岸
石
と
目
地
の
間
詰
め
に
よ
っ
て
そ
の
背
面
へ
の
浸
水
を
防
ぐ
も
の
と
考
え

ら
れ
て
き
た
が
、
三
宝
院
庭
園
の
園
池
護
岸
は
、
護
岸
背
面
の
地
盤
そ
の
も
の

が
堅
牢
で
耐
水
性
を
持
っ
て
お
り
、
池
水
に
直
接
触
れ
る
積
石
は
、
護
岸
背
面

と
池
水
と
の
接
触
を
避
け
る
た
め
に
設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
以

上
の
よ
う
に
発
掘
調
査
を
交
え
た
現
地
立
会
を
通
じ
て
、
園
池
護
岸
の
仕
組
み

が
解
明
さ
れ
た
結
果
、
三
宝
院
庭
園
の
護
岸
下
部
は
、
成
立
以
来
、
繰
り
返
し

積
み
な
お
し
が
行
わ
れ
な
が
ら
、
長
期
間
そ
の
骨
格
自
体
は
保
持
さ
れ
て
き
た

こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
元
来
想
定
さ
れ
て
い
た
護
岸
の
仕
組
み

の
先
天
的
な
脆
弱
的
事
柄
は
、
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
が
証
明
さ
れ
た
。

　

以
上
の
経
緯
を
踏
ま
え
、
三
宝
院
庭
園
の
定
期
修
理
事
業
で
は
、
修
理
手
法

の
再
考
段
階
で
認
識
を
埋
蔵
文
化
財
の
〈
発
掘
調
査
〉
で
は
な
く
考
古
学
的
手［図５］施工断面図

［図４］考古学的調査結果に
　　　もとづいた護岸断面の概念



238

法
を
用
い
た
庭
の
調
査
（
略
称
：
考
古
学
的
調
査
）
に
あ
ら
た
め
る
と
同
時
に
、

調
査
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
情
報
に
も
と
づ
い
た
試
験
施
工
を
行
う
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
の
試
験
は
、
園
池
外
の
醍
醐
寺
境
内
に
お
い
て
行
い
、
実
物
大
模
型
を

築
い
て
護
岸
の
仕
組
み
の
検
証
と
修
理
手
法
の
妥
当
性
の
検
討
を
行
っ
た
。
そ

の
結
果
、
次
項
で
も
言
及
す
る
よ
う
に
、
そ
れ
ま
で
は
修
理
検
討
委
員
の
中
か

ら
選
出
さ
れ
た
現
地
指
導
員
に
一
任
さ
れ
て
い
た
修
理
内
容
の
確
認
・
承
諾
は
、

す
べ
て
の
実
務
担
当
者
の
代
表
が
参
加
し
て
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
う

し
て
平
成
十
五
年
度
以
降
、
園
池
護
岸
の
修
理
手
法
が
確
定
し
、
効
率
的
か
つ

安
定
し
た
修
理
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
（
図
５
）。

（
イ
）
現
地
立
会
を
通
じ
た
合
議
形
成
の
体
制
の
確
立

　

三
宝
院
庭
園
の
修
理
事
業
は
、
事
業
主
体
で
あ
る
寺
院
が
事
務
局
と
な
っ
て

立
ち
上
げ
た
修
理
検
討
委
員
会
が
主
導
と
な
っ
て
実
施
さ
れ
た
。
当
初
の
修
理

の
進
め
方
は
、
修
理
検
討
委
員
の
な
か
か
ら
選
出
さ
れ
た
現
地
指
導
委
員
と
行

政
担
当
者
か
ら
な
る
修
理
内
容
の
考
察
や
方
法
の
検
討
を
行
う
グ
ル
ー
プ
と
、

考
古
学
的
調
査
者
と
庭
師
か
ら
な
る
実
地
施
工
を
行
う
グ
ル
ー
プ
に
二
分
さ
れ

て
い
た
。
設
計
監
理
者
は
、
双
方
の
調
整
を
す
る
役
割
に
あ
っ
た
。
双
方
の
グ

ル
ー
プ
は
、
別
々
に
作
業
を
行
い
、
着
工
前
後
に
か
ぎ
っ
て
現
地
で
一
同
に
会

し
た
。
こ
の
修
理
内
容
の
検
討
と
施
工
が
分
業
さ
れ
る
体
制
で
は
、
互
い
の
思

考
や
手
法
の
領
域
が
侵
さ
れ
る
こ
と
は
少
な
く
、
各
々
の
立
場
や
意
思
が
比
較

的
保
護
さ
れ
た
。

　

三
宝
院
庭
園
の
園
池
護
岸
の
修
理
方
針
は
、
既
述
の
と
お
り
途
中
で
お
お
き

く
転
換
し
た
こ
と
に
伴
っ
て
、
す
べ
て
の
実
務
担
当
者
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
知
恵

と
技
能
を
い
か
ん
な
く
投
入
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の

結
果
と
し
て
、
当
初
の
体
制
は
お
の
ず
と
解
体
し
、
実
務
担
当
者
が
一
同
に
協

議
し
て
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た
。
設
計
監
理
者
の
役
割
は
、
実
務
担

当
者
全
体
の
意
見
や
考
え

を
取
り
ま
と
め
た
合
意
形

成
の
た
た
き
台
（
設
計
図

書
）
を
随
時
作
成
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。
庭
師
に

は
、
修
理
の
実
現
性
や
課

題
に
つ
い
て
具
体
的
な
発

言
を
求
め
ら
れ
、
考
古
学

的
調
査
者
に
は
、
修
理
手

法
の
案
を
念
頭
に
置
い
た

調
査
と
そ
の
記
録
、
助
言

が
要
求
さ
れ
る
こ
と
に

な
っ
た
。
さ
ら
に
職
域
の

異
な
る
人
々
が
同
じ
時
間

［表１］園池護岸の修理の工程表

と
場
所
に
居
合
わ
し
て
合
意
形
成
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
結
果
、
各
々
の

用
語
の
理
解
と
使
い
方
の
相
違
に
よ
り
、
意
思
疎
通
の
障
害
が
生
じ
た
た
め
、

修
理
に
か
か
わ
る
多
様
な
事
項
に
つ
い
て
用
語
の
統
一
を
図
る
こ
と
に
な
っ
た

（
１
１
）。（
図
５
参
照
）

（
ウ
）
工
程
の
整
理

　

前
述
の
よ
う
に
、
定
期
修
理
の
内
容
の
考
察
や
方
法
の
検
討
が
、
現
地
立
会

を
通
じ
た
合
議
形
成
の
方
式
に
転
換
し
た
こ
と
に
よ
り
、
作
業
の
流
れ
が
一
連

の
も
の
と
し
て
把
握
し
や
す
く
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
園
池
護
岸
の
修
理
工
程

は
、
十
一
段
階
に
整
理
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
（
表
１
）。
以
下
、
そ
の

概
要
を
述
べ
る
。

【
工
程
一
】　�
修
理
対
象
と
な
る
箇
所
の
事
前
の
状
態
を
、
写
真
撮
影
に
よ
り
記
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録
す
る
。

【
工
程
二
】　�
護
岸
下
部
が
き
損
し
て
い
る
箇
所
は
積
石
を
、
護
岸
全
体
が
き
損

し
て
い
る
箇
所
は
天
端
石
と
積
石
の
取
り
外
し
を
行
う
。
そ
れ
ぞ

れ
取
り
外
し
た
石
は
近
接
地
に
仮
置
き
し
、
天
端
石
は
個
別
の
番

号
、
積
石
は
上
部
の
天
端
石
と
共
通
の
番
号
を
記
し
た
テ
ー
プ
を

貼
り
つ
け
る
。

【
工
程
三
】　�

天
端
石
も
し
く
は
積
石
を
取
り
外
し
た
跡
に
は
、
園
池
に
と
も
な

う
泥
土
や
改
修
に
よ
る
粘
質
土
等
が
堆
積
し
て
い
る
た
め
、
そ
れ

ら
不
安
定
な
堆
積
土
を
と
り
除
き
、
遺
構
面
す
な
わ
ち
護
岸
背
面

の
骨
格
を
露
出
さ
せ
る
。

【
工
程
四
】　�

露
呈
し
た
遺
構
面
は
、
考
古
学
的
調
査
者
が
露
出
し
た
遺
構
面
の

立
会
調
査
を
行
い
、
必
要
に
お
う
じ
て
断
面
の
記
録
を
行
う
。

【
工
程
五
】　�

遺
構
面
の
露
出
作
業
と
記
録
が
終
わ
れ
ば
、
関
係
者
間
で
修
理
手

法
の
検
討
を
行
い
、
す
べ
て
の
実
務
担
当
者
の
代
表
合
議
を
も
っ

て
修
理
を
開
始
す
る
。

【
工
程
六
】　�

遺
構
面
が
露
出
し
た
護
岸
は
、
積
石
を
据
え
付
け
る
た
め
の
基
盤

が
失
わ
れ
て
い
た
た
め
、
ま
ず
は
遺
構
面
に
沿
っ
て
ひ
な
壇
状
の

基
盤
を
構
築
す
る
。

【
工
程
七
】　�

施
工
時
期
を
後
世
に
知
ら
せ
る
こ
と
を
意
図
し
て
、
施
工
時
の
年

度
の
年
号
が
刻
ま
れ
た
十
円
硬
貨
を
遺
構
面
と
新
し
い
基
盤
相
と

の
間
に
埋
め
込
む
。

【
工
程
八
】　�

ひ
な
壇
状
の
基
盤
に
裏
込
め
土
で
し
っ
か
り
突
き
固
め
な
が
ら
積

石
を
据
え
付
け
る
。

【
工
程
九
】　�

天
端
石
と
積
石
の
設
置
し
た
隙
間
（
目
地
）
に
問
詰
め
土
を
充
填

す
る
。

【
工
程
十
】　�

そ
の
後
、
天
端
石
背
面
に
裏
込
め
土
を
十
分
填
圧
し
な
が
ら
充
填

し
、周
囲
に
芝
生
も
し
く
は
コ
ケ
な
ど
の
地
被
植
物
を
植
栽
す
る
。

【
工
程
十
一
】�

最
後
に
、
積
石
の
最
下
部
と
池
底
と
の
間
が
池
水
に
よ
っ
て
穿

削
す
る
こ
と
を
防
止
す
る
た
め
、
そ
の
隙
間
に
粘
質
上
を
打
ち

込
ん
で
地
面
を
安
定
さ
せ
、
そ
の
上
に
栗
石
を
撒
い
て
仕
上
げ

と
す
る
。

　

以
上
の
工
程
は
、
施
工
当
初
よ
り
確
立
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
分

節
は
、修
理
が
進
め
ら
れ
る
な
か
で
具
体
化
し
報
告
書
の
作
成
時
に
確
定
し
た
。

逆
に
い
え
ば
施
工
当
初
、
こ
の
工
程
は
実
務
担
当
者
間
で
共
通
理
解
さ
れ
て
い

な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

（
エ
）
実
態
に
見
合
っ
た
体
制
へ
の
ゆ
る
や
か
な
移
行

　

近
年
の
文
化
財
庭
園
の
修
理
で
は
、発
掘
調
査
の
積
極
的
な
導
入
に
よ
っ
て
、

［図６］考古学的調査結果にもとづいた
　　　護岸断面の修理前後の比較図
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過
去
の
庭
の
形
状
を
知
る
上
で
、
考
古
学
的
調
査
者
の
見
識
と
経
験
が
欠
か
せ

な
く
な
っ
て
い
る
。
ま
し
て
や
考
古
学
的
調
査
に
よ
る
庭
の
部
位
の
仕
組
み
の

検
証
に
い
た
っ
て
は
、
従
来
ま
っ
た
く
と
い
っ
て
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
そ

の
た
め
、
記
録
の
蓄
積
に
乏
し
く
、
調
査
で
明
る
み
に
出
る
情
報
の
多
く
が
未

知
で
あ
る
こ
と
も
あ
り
、
修
理
手
法
を
現
代
の
考
え
や
手
法
に
た
よ
れ
な
い
場

合
が
あ
る
。
先
行
事
例
が
な
い
な
か
で
は
、
修
理
検
討
委
員
に
招
聘
さ
れ
る
ほ

ど
の
学
識
経
験
者
の
知
識
や
経
験
を
も
っ
て
で
さ
え
理
解
で
き
な
い
事
柄
が
あ

り
、
各
行
政
団
体
の
担
当
が
監
視
を
す
る
上
で
も
根
拠
を
欠
く
こ
と
に
な
る
。

　

三
宝
院
庭
園
の
定
期
修
理
に
お
い
て
、
旧
来
の
体
制
が
保
持
さ
れ
な
が
ら
、

合
議
制
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、
実
態
に
応
じ
た
修
理
の
実
施
と
旧
来
の
文

化
財
庭
園
の
修
理
の
進
め
方
と
の
、
い
わ
ば
辻
褄
あ
わ
せ
で
あ
っ
た
。
修
理
に

か
か
わ
る
事
項
に
つ
い
て
用
語
の
統
一
を
図
ら
れ
た
の
は
、
新
し
い
体
制
の
変

質
に
欠
か
せ
な
い
意
思
疎
通
の
手
続
き
で
あ
っ
た
。（
図
６
）
ま
た
、
修
理
内

容
の
考
察
や
方
法
の
検
討
と
実
地
施
工
を
別
々
の
グ
ル
ー
プ
で
行
っ
て
い
た
修

理
の
進
め
方
が
、
後
述
す
る
外
科
的
手
術
の
体
制
の
よ
う
な
チ
ー
ム
制
に
移
行

し
た
こ
と
は
、
定
期
修
理
が
旧
来
の
学
術
的
見
解
や
修
理
手
法
が
通
用
し
な
い

と
い
う
実
情
を
示
唆
し
た
。

（
５
）
平
成
十
六
年
度
か
ら
最
終
年
度

（
ア
）
排
水
経
路
の
修
理

　

園
池
護
岸
の
き
損
の
原
因
は
、
経
年
に
よ
る
護
岸
目
地
の
間
詰
め
の
流
亡
で

あ
っ
た
が
、
遠
因
と
し
て
は
園
池
全
体
の
排
水
不
良
が
あ
っ
た
。
三
宝
院
庭
園

の
西
端
に
あ
る
排
水
口
は
、
オ
ー
バ
フ
ロ
ー
し
た
池
水
が
排
水
溝
を
通
じ
て
外

部
に
排
出
さ
れ
る
仕
組
み
で
あ
っ
た
が
、
大
雨
な
ど
の
際
に
大
量
の
水
が
園
池

に
流
れ
込
む
と
、
排
水
能
力
が
追
い
つ
か
ず
護
岸
の
喫
水
線
を
越
え
て
護
岸
背

面
ま
で
が
浸
水
し
、
一
部
で
は
そ
の
陸
部
の
土
が
掘
り
く
ぼ
め
ら
れ
て
い
た
。

こ
の
給
排
水
の
関
係
不
良
は
、
く
り
返
し
き
損
を
招
く
原
因
と
な
る
た
め
、
そ

の
改
善
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。

　

平
成
十
八
年
の
排
水
溝
付
近
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
で
は
、
護
岸
内
側
か

ら
水
槽
状
の
排
水
施
設
の
遺
構
を
検
出
し
、
旧
来
は
こ
の
排
水
施
設
に
池
水
を

受
け
て
池
底
よ
り
外
部
に
排
水
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
所
有
者

側
と
の
協
議
に
よ
り
、
円
滑
に
池
底
か
ら
水
を
抜
き
浚
渫
を
行
う
こ
と
の
で
き

る
旧
来
の
機
能
が
復
元
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
つ
い
て
は
、
経
年
に
よ
り
既

存
の
水
槽
本
体
が
脆
く
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
水
槽
の
骨
格
を
維
持
し
て
補

修
し
、
同
時
に
排
水
路
の
底
面
を
掘
り
下
げ
て
改
修
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
イ
）
築
山

　

三
宝
院
庭
園
の
来
訪
者
が
表
書
院
か
ら
庭
を
臨
ん
だ
と
き
、
園
池
と
共
に
か

れ
ら
の
視
野
の
大
半
を
占
め
る
の
が
築
山
で
あ
る
。
園
池
護
岸
の
修
理
が
終
盤

に
さ
し
か
か
る
と
、
園
池
周
辺
の
安
定
感
が
増
し
た
こ
と
で
、
相
対
的
に
築
山

と
そ
の
周
辺
と
の
輪
郭
が
不
明
瞭
で
あ
る
状
態
が
目
に
つ
く
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
築
山
の
表
面
で
は
、
日
常
的
に
陽
光
と
風
雨
の
影
響
に
よ
る
表
土
の
流
亡

と
枝
葉
や
土
埃
に
よ
る
堆
積
が
同
時
に
く
り
返
さ
れ
て
い
る
が
、そ
の
事
象
は
、

地
被
植
物
な
ど
に
被
覆
さ
れ
て
い
る
た
め
、
き
損
と
し
て
は
認
識
し
に
く
い
。

し
た
が
っ
て
築
山
の
き
損
状
態
を
把
握
す
る
た
め
に
は
、堆
積
土
を
剥
が
し
て
、

堆
積
の
厚
さ
を
測
り
、
さ
ら
に
景
石
や
階
段
石
、
護
岸
石
の
埋
土
を
念
頭
に
お

い
て
流
出
し
た
表
土
の
厚
み
を
調
べ
る
必
要
が
あ
る
。
堆
積
土
が
剥
が
さ
れ
た

築
山
の
表
層
は
、
地
割
り
の
旧
態
を
示
す
唯
一
の
証
拠
で
あ
る
と
同
時
に
保
護

の
対
象
と
な
る
遺
構
面
で
あ
る
。

　

平
地
で
あ
ら
た
に
築
山
を
構
築
す
る
場
合
は
、
平
坦
地
に
土
を
積
み
上
げ
る

こ
と
が
で
き
る
の
に
た
い
し
て
、
一
旦
表
土
の
流
亡
に
よ
り
痩
せ
て
し
ま
っ
た

築
山
の
修
理
は
、
堆
積
土
を
剥
が
し
た
築
山
の
傾
斜
面
に
新
し
く
土
を
積
み
足
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す
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
流
出
し
た
築
山
の
表
面
は
、
そ
の
さ
ら
な
る
穿
鑿
か

ら
保
護
す
る
た
め
に
、
再
び
浸
食
さ
れ
な
い
た
め
の
堅
牢
性
を
も
つ
必
要
性
が

あ
る
（
１
２
）。
そ
れ
ら
諸
条
件
に
も
と
づ
い
て
既
存
の
築
山
の
保
護
は
、
残
存

面
を
階
段
状
の
版
築
で
被
覆
し
、
そ
の
段
差
の
部
分
へ
さ
ら
に
版
築
用
土
を
突

き
固
め
て
整
形
す
る
と
い
う
先
行
の
修
理
事
例
（
１
３
）
を
踏
襲
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。

（
ウ
）
植
栽
樹
木

　

三
宝
院
庭
園
は
、
経
年
に
よ
り
巨
大
化
も
し
く
は
枯
死
し
た
老
樹
、
さ
ら
に

は
護
岸
石
や
景
石
に
支
障
を
与
え
て
い
る
樹
木
、
築
山
の
上
空
の
広
い
範
囲
を

覆
い
地
表
へ
の
日
照
を
さ
え
ぎ
っ
て
い
る
枝
葉
を
多
く
抱
え
て
い
た
。
そ
れ
ゆ

え
定
期
修
理
の
主
旨
は
、
中
低
木
な
ら
び
に
地
被
植
栽
の
生
育
の
促
進
の
た
め

の
危
険
木
や
実
生
木
の
伐
採
、高
木
の
強
剪
定
に
よ
る
地
表
へ
の
日
照
の
確
保
、

景
趣
に
配
慮
し
た
補
植
と
い
う
三
点
と
な
っ
た
。

　

三
宝
院
庭
園
の
よ
う
に
常
時
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
庭
に
お
け
る
、
主
要
建

物
か
ら
の
視
界
内
に
あ
る
巨
樹
の
枝
お
ろ
し
や
強
剪
定
は
、
日
々
の
来
訪
者
の

印
象
に
違
和
感
を
あ
た
え
な
い
よ
う
配
慮
し
て
実
施
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
と

く
に
築
山
を
中
心
と
す
る
植
栽
樹
木
は
、
来
訪
者
の
な
が
め
、
植
物
の
生
育
環

境
と
健
康
状
態
、
巨
樹
の
自
重
の
軽
減
と
樹
齢
へ
の
配
慮
な
ど
と
い
っ
た
複
合

的
な
条
件
を
満
た
す
必
要
性
が
あ
る
。
以
上
の
諸
条
件
か
ら
、
全
面
的
な
伐
採

や
剪
定
、
補
植
は
抑
制
さ
れ
、
最
小
限
の
修
理
内
容
と
な
っ
た
。

第
２
項　

定
期
修
理
の
実
践
的
妥
当
性
の
解
明

　

定
期
修
理
の
主
旨
は
、
修
理
箇
所
に
文
化
財
（
史
跡
）
と
し
て
保
存
の
必
要

が
あ
る
遺
構
を
内
包
す
る
こ
と
が
前
提
さ
れ
る
、
庭
の
き
損
の
抜
本
的
な
繕
い

直
し
で
あ
る
。
実
務
担
当
者
が
差
し
あ
た
り
認
識
で
き
る
庭
の
き
損
は
、
表
出

し
て
い
る
範
囲
の
み
で
あ
り
、
き
損
の
外
見
か
ら
そ
の
内
郭
（
遺
構
）
の
常
態

を
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
遺
構
の
保
存
を
意
図
し
て
考
古
学
的

調
査
が
実
施
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
調
査
結
果
は
、
実
務
担
当
者
へ
遺
構

の
保
存
に
関
す
る
判
断
材
料
を
提
供
す
る
一
方
で
、
修
理
手
法
の
選
択
肢
を
い

ち
じ
る
し
く
限
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
こ
で
い
う
遺
構
と
は
、
過
去
に
庭
師
が
行
っ
た
庭
の
築
造
に
か
か
わ
る
仕

事
の
痕
跡
の
こ
と
で
あ
る
。
定
期
修
理
は
、
文
化
財
（
名
勝
）
と
し
て
の
外
郭

の
維
持
の
た
め
に
も
、
庭
そ
の
も
の
が
も
つ
仕
組
み
を
忠
実
に
復
元
す
る
必
要

性
に
迫
ら
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
そ
の
作
業
内
容
は
通
常
の
庭
仕
事
と
比
べ
れ
ば

異
質
な
も
の
と
な
る
。

　

庭
そ
の
も
の
が
も
つ
仕
組
み
の
復
元
と
は
、
遺
構
に
の
こ
さ
れ
た
痕
跡
を
手

が
か
り
と
す
る
過
去
の
工
法
の
再
現
で
あ
り
、
外
郭
を
以
前
と
似
せ
る
だ
け
の

改
修
と
は
異
な
る
。
そ
れ
は
、
過
去
の
庭
師
が
手
掛
け
た
仕
事
を
現
在
に
よ
み

が
え
ら
せ
る
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
過
去
の
生
活
に
お
け
る
営
み

や
庭
師
の
技
能
は
、
か
な
ら
ず
し
も
現
在
に
継
承
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
遺
構

に
遺
さ
れ
た
痕
跡
を
観
察
し
て
も
、
そ
の
形
状
が
何
を
意
図
し
た
も
の
か
理
解

に
苦
し
む
場
合
が
あ
り
得
る
。
現
今
の
表
象
箇
所
の
後
背
を
考
古
学
的
調
査
に

よ
っ
て
露
出
さ
せ
る
だ
け
で
は
、
修
理
手
法
を
導
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

そ
れ
は
、
庭
の
遺
構
が
た
と
え
過
去
の
庭
師
に
よ
る
仕
事
の
痕
跡
で
あ
っ
た
と

し
て
も
、そ
れ
自
体
は
物
質
と
し
て
の
土
層
の
構
成
で
し
か
な
い
た
め
で
あ
る
。

そ
の
土
層
の
構
成
を
、
庭
仕
事
の
痕
跡
と
み
な
す
た
め
に
は
、
現
世
の
庭
師
ら

に
よ
る
理
念
化
を
経
る
必
要
が
あ
る
。

　

現
行
の
庭
の
遺
構
と
古
墳
や
貝
塚
な
ど
の
遺
跡
は
、
前
者
が
一
旦
時
間
の
断

絶
を
経
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、後
者
は
利
用
さ
れ
続
け
て
い
る
と
い
う
点
で
、

相
違
す
る
。
古
墳
や
貝
塚
の
歴
史
は
断
絶
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
現
行
の
庭
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の
歴
史
は
過
去
か
ら
現
在
に
い
た
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
。

　

通
常
、
わ
れ
わ
れ
が
目
の
当
た
り
に
し
て
い
る
庭
は
、
現
行
の
場
所
の
表
象

部
分
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
過
去
の
庭
師
が
構
築
し
た
仕
組
み
や
く
り
返
さ
れ
て

き
た
取
り
繕
い
の
仕
事
の
歴
史
を
反
映
し
て
い
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
文
化
財

庭
園
は
、
歴
史
を
積
み
か
さ
ね
て
い
る
ほ
ど
、
現
世
の
表
象
か
ら
そ
の
内
奥
に

向
か
っ
て
歴
代
の
庭
師
の
仕
事
の
痕
跡
が
堆
積
し
て
い
る
場
合
が
多
く
、
過
去

の
庭
師
ら
の
意
識
は
、
時
期
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
い
る
と
が
推
測
さ
れ
る
。
定

期
修
理
の
従
事
者
は
、
考
古
学
的
調
査
を
と
お
し
て
、
庭
が
実
体
と
し
て
過
去

の
庭
師
の
痕
跡
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
同
時
に
か
れ

ら
は
、
過
去
の
庭
師
の
考
え
方
や
技
が
伝
承
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
自
覚
さ
せ

ら
れ
、
結
果
的
に
修
理
手
法
の
案
出
は
、
袋
小
路
に
陥
っ
て
し
ま
う
。

　

定
期
修
理
と
は
、
庭
の
成
立
以
降
、
今
日
に
い
た
る
ま
で
継
続
し
て
い
る
、

歴
史
の
一
貫
性
の
な
か
で
の
行
為
で
あ
る
。
実
務
担
当
者
ら
は
、
き
損
箇
所
の

取
り
繕
い
と
い
う
行
動
を
と
お
し
て
、
庭
内
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
に
潜
在
し
た
歴

代
の
庭
師
の
仕
事
を
ひ
も
解
く
と
い
う
機
会
を
得
て
い
る
。
現
行
の
庭
の
復
元

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
現
世
の
庭
師
が
遺
構
を
通
し
て
過
去
の
仕
事
を
引
き

受
け
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
行
の
技
能
へ
の
置
き
換
え
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

そ
の
具
体
的
な
方
途
は
、
庭
の
痕
跡
を
手
が
か
り
と
し
て
、
過
去
の
庭
師
が

行
っ
た
と
み
ら
れ
る
運
動
を
試
し
に
行
っ
て
み
る
こ
と
に
な
る
。
は
じ
め
庭
の

痕
跡
が
意
味
す
る
も
の
は
定
か
で
な
く
て
も
、
ま
ず
は
遺
構
の
痕
跡
か
ら
読
み

取
れ
る
仕
事
を
現
在
の
や
り
方
で
引
き
受
け
る
と
、
つ
じ
つ
ま
の
合
わ
な
い
事

項
が
生
じ
る
。
そ
れ
を
解
消
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
過
去
に
行
わ
れ

た
庭
師
の
仕
事
の
意
味
が
が
お
ぼ
ろ
げ
な
が
ら
推
察
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ

し
て
、
そ
の
仕
事
の
引
き
受
け
直
し
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
経
験
を
、
実
地
施
工

に
適
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
の
仕
事
の
合
理
性
な
い
し
理
屈
が
言
語
化

で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　

修
理
手
法
の
確
定
は
、
こ
の
言
語
化
を
も
っ
て
確
定
し
、
竣
工
図
を
も
っ
て

設
計
図
が
で
き
上
が
る
。
そ
し
て
こ
の
一
連
の
行
程
が
客
観
的
妥
当
性
を
得
る

た
め
に
は
、試
験
施
工
が
不
可
欠
と
な
る（
第
１
項
２
―（
４
）―
１
）を
参
照
）。

　

こ
の
過
去
の
人
々
が
生
き
た
時
間
を
た
ど
り
直
す
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば

一
旦
過
ぎ
去
っ
た
時
間
を
擬
似
的
に
生
き
直
す
こ
と
。
い
う
な
れ
ば
〝
過
去
の

行
為
の
擬
似
的
な
反
復
経
験
〟
は
、
予
期
し
な
い
遺
構
の
検
出
に
際
し
て
も
応

用
で
き
る
。

　

定
期
修
理
の
考
古
学
的
調
査
で
は
、
た
と
え
ば
三
宝
院
庭
園
で
検
出
さ
れ
た

水
槽
状
の
排
水
施
設
の
遺
構
の
よ
う
に
、
今
日
で
は
機
能
あ
る
い
は
用
途
が
明

確
で
は
な
い
工
作
物
が
検
出
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
実
務
担
当
者
ら
は
、
そ
の

遺
構
が
排
水
の
機
能
を
も
つ
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
外
郭
か
ら
容
易
に
推
測
す

る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
仕
組
み
は
、
考
古
学
的
調
査
に
よ
っ
て
さ
ら
に
詳
し

く
探
求
で
き
る
が
、
そ
れ
が
い
か
な
る
使
わ
れ
方
を
し
て
い
た
か
を
理
解
し
て

お
か
な
け
れ
ば
、
用
途
を
回
復
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
遺
構
と
な
っ
た
工
作

物
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
は
、
考
古
学
的
調
査
で
遺
構
の
痕
跡
を

確
認
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
る
。
そ
の
工
作
物
の
使
わ
れ
方
を
復
元
す
る

た
め
に
は
、
想
像
力
を
は
た
ら
か
せ
て
、
過
去
の
使
用
の
あ
り
方
を
生
き
直
す

必
要
が
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
工
作
物
の
使
い
方
と
は
、
そ
の
使
用
者
の
意
識
の
現
わ
れ
で
あ
る

た
め
、
物
体
と
し
て
の
遺
構
自
体
に
備
わ
っ
て
い
な
い
。
そ
れ
は
、
利
用
す
る

側
の
心
的
な
領
域
に
属
し
て
い
る
た
め
、
遺
構
に
触
れ
て
観
察
す
る
こ
と
を
通

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
で
徹
底
的
に
想
像
し
尽
く
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
そ

の
使
わ
れ
方
が
な
ん
と
な
く
判
明
し
て
く
る
。
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定
期
修
理
の
本
質
的
意
味
と
は
、〝
過
去
の
行
為
の
擬
似
的
な
反
復
経
験
〟

で
あ
る
。
そ
の
実
践
に
お
い
て
は
、〝
外
郭
観
察
―
内
郭
観
察（
考
古
学
的
調
査
）

―
使
わ
れ
方
の
検
討
（
想
像
）
―
技
能
的
検
討
（
現
代
の
技
能
と
の
照
合
）
―

施
工
試
験
―
施
工
〟
と
い
う
複
雑
な
行
程
を
た
ど
る
。
定
期
修
理
に
お
い
て
復

元
さ
れ
る
庭
の
仕
組
み
は
、
現
地
検
分
（
外
郭
観
察
）
や
考
古
学
的
調
査
（
内

郭
観
察
）
を
通
し
て
し
だ
い
に
明
ら
か
に
な
っ
て
く
る
性
質
の
も
の
で
あ
り
、

庭
作
り
に
つ
い
て
の
克
明
な
記
録
が
な
い
か
ぎ
り
、
修
理
関
係
者
が
あ
ら
か
じ

め
知
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
、
修
理
方
法
や
修
理
対
象
の
取
り
扱
い
は
、

修
理
の
展
開
の
中
で
転
じ
る
場
合
が
あ
る
た
め
、
修
理
関
係
者
に
お
い
て
は
、

柔
軟
な
対
応
が
不
可
欠
と
な
る
。
そ
し
て
、
こ
の
柔
軟
な
対
応
を
と
る
た
め
に

は
、
定
期
修
理
の
実
践
が
流
動
的
で
あ
る
こ
と
、
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
時
間

展
開
の
渦
中
に
あ
る
こ
と
を
意
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

第
３
項　

従
来
の
定
期
修
理
と
実
態
と
の
〝
ず
れ
〟
の
例
示

　

定
期
修
理
は
、
庭
の
き
損
の
抜
本
的
な
繕
い
直
し
で
あ
る
。
そ
の
行
為
は
、

文
化
財
庭
園
を
対
象
と
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
き
わ
め
て
特
殊
な
工
程
を
ふ
む

必
要
が
あ
る
こ
と
が
、
そ
の
本
質
的
意
味
の
解
明
を
と
お
し
て
明
ら
か
と
な
っ

た
。
定
期
修
理
の
手
法
は
、
事
業
の
進
行
に
と
も
な
っ
て
案
出
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
そ
れ
以
前
あ
る
い
は
中
途
段
階
で
は
、
文
化
財
庭
園
の
復
元
修
理
と
し

て
ふ
さ
わ
し
い
と
は
言
え
な
い
手
法
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
三
宝
院
庭
園
の
定

期
修
理
事
業
で
は
、
実
態
と
の
整
合
性
を
図
る
過
程
の
中
で
、
そ
れ
以
前
に
実

践
さ
れ
て
い
た
手
法
が
、実
態
と
の
〝
ず
れ
〟
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
こ
と
を
、

は
か
ら
ず
し
も
明
ら
か
に
な
っ
た
。
定
期
修
理
の
本
質
的
意
味
の
解
明
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
行
為
の
核
心
へ
の
言
及
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
た
め
、
実

態
と
体
制
な
ど
と
の
〝
ず
れ
〟
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

　

本
項
で
は
、
三
宝
院
庭
園
の
定
期
修
理
事
業
に
お
け
る
実
態
と
の
〝
ず
れ
〟

に
つ
い
て
、
以
下
の
三
項
目
の
概
説
を
行
う
。

（
１
）
専
門
的
能
力
と
権
限
と
の
関
係

　

定
期
修
理
は
、
所
有
者
や
修
理
検
討
委
員
会
の
委
員
、
庭
師
、
考
古
学
的
調

査
者
、
設
計
監
理
者
、
行
政
担
当
者
な
ど
立
場
の
異
な
る
多
数
の
人
々
が
参
加

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
そ
の
共
同
作
業
は
、
相
互
の
役
割
が
曖

昧
で
あ
る
た
め
、
権
限
や
責
任
の
特
定
が
し
づ
ら
か
っ
た
。
三
宝
院
庭
園
の
定

期
修
理
事
業
で
は
、
考
古
学
的
調
査
に
よ
っ
て
重
要
な
遺
構
が
検
出
さ
れ
、
施

工
を
一
旦
止
め
て
保
存
の
在
り
方
を
検
討
し
た
事
例
を
取
り
上
げ
た
い
。

　

一
般
的
な
工
事
で
は
、
設
計
監
理
者
が
工
事
を
中
止
す
る
権
限
を
も
つ
と
同

時
に
、
関
係
官
庁
へ
報
告
を
行
う
義
務
が
あ
る
。
そ
れ
が
定
期
修
理
で
は
、
文

化
財
（
史
跡
）
と
し
て
検
出
さ
れ
た
遺
構
の
性
質
や
意
味
を
最
初
に
判
別
す
る

の
は
、
考
古
学
的
調
査
者
で
あ
り
、
学
術
的
な
そ
の
価
値
を
見
定
め
る
の
は
委

員
で
あ
り
、
保
護
の
手
立
て
を
判
断
す
る
の
は
行
政
担
当
者
で
あ
る
。
設
計
監

理
者
は
、
た
と
え
修
理
現
場
で
の
経
験
を
積
ん
で
い
た
と
し
て
も
、
そ
れ
ら
の

判
別
や
判
断
を
下
す
専
門
的
見
地
を
も
た
な
い
。
重
要
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
検

出
さ
れ
た
際
に
工
事
を
中
止
す
る
権
限
は
、
第
一
発
見
者
で
遺
構
の
性
質
を
判

別
で
き
る
考
古
学
的
調
査
者
に
与
え
ら
れ
な
け
れ
ば
、
設
計
監
理
者
の
見
過
ご

し
に
よ
っ
て
遺
構
の
損
傷
あ
る
い
は
亡
失
を
引
き
お
こ
す
可
能
性
が
あ
る
。

　

こ
の
定
期
修
理
事
業
で
は
、
当
初
、
工
事
を
中
止
す
る
権
限
が
設
計
監
理
者

に
置
か
れ
て
い
た
。
そ
れ
に
よ
り
、
考
古
学
的
調
査
者
の
遺
構
の
判
別
に
か
ん

す
る
所
見
が
、
設
計
監
理
者
と
庭
師
に
伝
わ
ら
ず
、
遺
構
の
損
傷
を
ま
ね
く
危

険
性
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
事
業
途
中
に
、
重
要
と
み
ら
れ
る
遺
構
が
検
出
さ
れ

た
際
の
工
事
中
止
と
関
係
官
庁
へ
の
報
告
の
権
限
が
考
古
学
的
調
査
者
に
与
え

ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
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こ
こ
に
、
修
理
の
従
事
者
に
お
け
る
専
門
的
能
力
と
権
限
と
の
〝
ず
れ
〟
が

表
れ
て
い
る
。
三
宝
院
庭
園
の
定
期
修
理
事
業
で
は
、
報
告
書
の
刊
行
時
に
、

便
宜
上
医
療
現
場
を
比
喩
と
す
る
、定
期
修
理
の
体
制
の
整
理
を
行
っ
た
（
１
４
）。

そ
の
整
理
手
法
を
用
い
な
が
ら
な
が
ら
、
そ
の
〝
ず
れ
〟
を
顕
在
化
し
た
い
。

　

定
期
修
理
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
文
化
財
庭
園
は
、病
状
を
放
置
し
た
結
果
、

大
掛
か
り
な
外
科
手
術
を
必
要
と
す
る
患
者
で
あ
り
、
修
理
の
従
事
者
は
、
患

者
の
病
気
を
治
療
し
回
復
さ
せ
る
た
め
の
医
療
チ
ー
ム
に
例
え
ら
れ
る
。
考
古

学
的
調
査
は
、
庭
の
き
損
（
病
状
）
状
況
や
修
理
（
治
療
）
方
法
の
検
討
の
た

め
に
実
施
さ
れ
る
も
の
で
、
同
時
に
修
理
前
後
の
記
録
を
す
る
役
割
を
担
う
。

考
古
学
的
調
査
に
お
け
る〝
ト
レ
ン
チ（
溝
掘
り
）〟は
、手
術
前
の
精
密
検
査
で
、

そ
の
〝
立
会
〟
は
簡
易
な
検
査
に
例
え
ら
れ
る
。
庭
師
は
、
施
工
試
験
（
臨
床

実
験
）
や
実
地
施
工
（
外
科
的
手
術
）、
考
古
学
的
調
査
の
補
助
（
検
査
補
助
）

を
担
う
。 

設
計
監
理
者
は
、施
工（
治
療
）に
か
か
る
費
用
の
計
算
、ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
調
整
等
な
ど
行
う
。

　

外
部
か
ら
の
観
察
だ
け
で
は
、患
者
の
病
状
を
知
る
こ
と
が
難
し
い
よ
う
に
、

庭
の
き
損
状
態
は
、
で
き
る
か
ぎ
り
過
去
の
修
理
記
録
（
病
歴
）
を
収
集
し
た

う
え
で
、
綿
密
な
現
地
検
分
（
対
面
診
断
）
と
考
古
学
的
調
査
（
検
査
）
に
も

と
づ
い
て
、
そ
の
把
握
に
つ
と
め
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
医
療
行
為
に
お
い

て
患
者
の
健
康
な
部
分
ま
で
を
検
査
や
手
術
の
対
象
と
し
な
い
よ
う
に
、
き
損

が
生
じ
て
い
な
い
箇
所
の
掘
削
（
切
開
）、
は
抑
制
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

（
１
５
）。

　

レ
ン
ト
ゲ
ン
技
師
が
患
者
の
病
状
や
健
康
状
態
の
判
断
が
で
き
な
い
よ
う

に
、
考
古
学
的
調
査
者
は
調
査
（
検
査
）
の
専
門
家
で
あ
り
、
庭
の
き
損
程
度

を
判
断
し
修
理
手
法
を
考
案
す
る
こ
と
を
求
め
ら
れ
て
は
い
な
い
。そ
れ
ゆ
え
、

考
古
学
的
調
査
（
検
査
）
に
よ
っ
て
有
効
な
成
果
を
得
る
た
め
に
は
、
庭
師
や

設
計
監
理
者
が
考
古
学
的
調
査
者
に
対
し
て
、
庭
が
ど
の
よ
う
に
き
損
し
て
お

り
、
い
か
な
る
修
理
手
法
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
か
を
、
具
体
的
に
伝
達
す
る

こ
と
が
不
可
欠
と
な
る
。

　

初
期
の
三
宝
院
庭
園
の
修
理
事
業
で
は
、
い
わ
ゆ
る
通
常
の
造
園
設
計
・
施

工
の
体
制
が
採
用
さ
れ
、
施
工
監
理
者
に
工
事
の
権
限
が
集
中
し
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
定
期
修
理
は
、
す
で
に
実
在
し
歴
史
を
経
た
文
化
財
庭
園
を
対
象
と

す
る
の
で
あ
っ
て
、
庭
を
新
た
に
庭
や
建
物
を
つ
く
る
の
と
は
、
行
為
の
意
味

が
根
本
的
に
異
な
る
。
第
３
節
で
述
べ
た
よ
う
に
、
定
期
修
理
で
は
、「
竣
工

図
を
も
っ
て
設
計
図
が
で
き
上
が
る
」
の
で
あ
っ
て
（
図
７
）、
設
計
者
の
想

念
を
描
画
し
た
設
計
図
に
し
た
が
っ
て
、
設
計
監
理
者
が
そ
の
実
現
を
図
る
と

い
う
行
為
の
構
図
と
同
一
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
三
宝
院
庭
園
の
定
期
事

業
当
初
に
お
け
る
、
修
理
従
事
者
の
専
門
的
能
力
と
権
限
と
の
〝
ず
れ
〟
は
、

異
質
の
行
為
に
た
い
し
て
既
存
の
体
制
を
ほ
ぼ
同
じ
形
で
導
入
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
生
じ
た
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
も
そ
も
定
期
修
理
は
、
医
療
行
為
の
よ
う
に
患
部
の
治
療
に
近
似
し
た
行

為
で
あ
り
、
複
数
の
専
門
家
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
成
立
し
う
る
。
定
期
修
理

で
は
、
医
療
行
為
に
お
け
る
医
者
に
比
定
さ
れ
る
立
場
を
、
専
門
的
能
力
と
権

限
か
ら
し
て
、委
員
会
の
委
員
と
設
計
監
理
者
が
代
行
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

そ
れ
ゆ
え
、
施
工
内
容
の
確
定
に
は
、
修
理
従
事
者
間
の
合
意
が
不
可
欠
と
な

る
。

（
２
）
考
古
学
的
調
査
と
発
掘
調
査
の
相
違

　

三
宝
院
庭
園
の
定
期
修
理
事
業
は
、
園
池
護
岸
の
修
理
に
際
し
て
、
大
幅
な

方
針
転
換
が
行
わ
れ
た
。
先
述
の
よ
う
に
そ
の
転
換
時
期
は
平
成
１
５
年
度
の

こ
と
で
あ
っ
た
が
、
実
際
に
は
、
平
成
十
四
年
度
の
発
掘
調
査
に
よ
る
護
岸
断

面
の
記
録
を
通
じ
て
、
当
初
の
修
理
方
針
の
実
現
不
可
能
性
を
把
握
で
き
た
可
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能
性
が
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
平
成
十
四
年
度
の
ト
レ
ン
チ
（
溝
掘
り
）
調
査
の

断
面
図
に
は
、
平
成
十
五
・
十
六
年
度
に
か
け
て
解
明
さ
れ
た
護
岸
の
仕
組
み

を
示
す
描
写
が
な
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
（
図
８
）。
こ
こ
に
定
期
修
理
に

お
い
て
は
、
実
際
に
は
露
呈
し
て
関
係
者
の
視
界
に
入
っ
て
い
な
が
ら
、
認
識

さ
れ
て
い
な
い
事
柄
が
あ
る
こ
と
を
示
さ
れ
て
い
る
。
考
古
学
的
調
査
を
用
い

る
定
期
修
理
で
は
、
庭
の
外
郭
観
察
と
解
体
を
伴
う
内
郭
調
査
と
い
う
二
つ
の

見
方
が
交
互
に
な
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
考
古
学
的
調
査
は
、
外
見
上
知
る
こ

と
の
で
き
な
い
埋
没
し
た
箇
所
を
露
出
さ
せ
記
録
す
る
行
為
で
あ
る
。そ
れ
は
、

定
期
修
理
に
お
け
る
目
的
で
は
な
く
手
段
で
あ
る
。
そ
の
調
査
行
為
は
、
遺
構

か
ら
過
去
の
人
為
の
痕
跡
を
た
ど
り
、
経
年
に
よ
り
失
わ
れ
た
部
分
、
築
造
後

に
手
が
加
え
ら
れ
て
改
変
さ
れ
た
部
分
を
検
証
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
。
考
古

学
的
調
査
に
よ
っ
て
作
成
さ
れ
た
記
録
は
、
過
去
の
作
業
過
程
の
推
測
、
復
元

の
た
め
の
工
程
の
考
案
の
た
め
に
用
い
ら
れ
る
。
以
上
の
考
え
方
は
、
平
成

十
五
年
度
以
降
に
考
案
さ
れ
定
着
し
た
も
の
で
あ
り
、
同
十
四
年
度
以
前
は
、

園
池
護
岸
の
外
見
上
の
脆
弱
的
事
柄
を
理
由
と
し
て
、
護
岸
の
仕
組
み
の
転
換

［図７］施工前立面図と施工立面図
　　　との比較

［図７］施工前に行われた発掘調査における断面図
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が
設
計
さ
れ
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
庭
の
旧
態
の
確
認
が
行
わ
れ
て
い
た
。

　

発
掘
調
査
は
、
地
下
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
遺
構
と
遺
物
の
検
出
を
主
旨
と
し

て
お
り
、
現
行
の
庭
の
き
損
箇
所
の
修
理
を
主
旨
と
す
る
考
古
学
的
手
法
を
用

い
た
庭
の
調
査
と
は
意
図
が
異
な
る
。
換
言
す
れ
ば
、
地
中
か
ら
遺
物
や
遺
構

を
検
出
し
記
録
す
る
と
い
う
点
で
、
双
方
の
調
査
は
同
じ
行
為
で
あ
る
が
、
発

掘
調
査
が
記
録
を
最
終
目
標
と
し
て
い
る
の
に
た
い
し
て
、考
古
学
的
調
査
は
、

過
去
に
行
わ
れ
た
庭
造
り
の
行
為
を
、
現
世
の
庭
師
と
協
力
し
て
再
現
す
る
こ

と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

発
掘
調
査
と
考
古
学
的
調
査
は
、
同
じ
考
古
学
的
調
査
者
の
手
に
よ
っ
て
実

施
さ
れ
る
が
、
後
者
に
つ
い
て
は
現
世
の
庭
師
の
経
験
に
も
と
づ
い
た
初
見
が

調
査
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
必
要
が
あ
る
。
定
期
修
理
で
は
、
掘
削
に
よ
っ
て
庭

の
過
去
の
形
状
を
検
出
す
る
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
考
古
学
的
調
査
者
が

検
出
し
た
遺
構
を
通
じ
て
、
過
去
の
庭
師
が
ど
の
よ
う
な
意
図
で
そ
の
よ
う
な

痕
跡
を
残
し
た
の
か
を
、
現
世
の
庭
師
が
推
察
し
再
現
で
き
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
ま
た
、
発
掘
調
査
は
、
検
出
を
進
め
て
い
く
過
程
で
現
行
の
箇
所
の
破
壊

を
伴
う
が
、
現
行
の
文
化
財
庭
園
の
健
全
な
箇
所
は
保
護
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
調
査
と
修
理
は
、
破
壊
と
保
護
と
の
矛
盾
を
は
ら
ん
で
い
る
。

　

定
期
修
理
で
は
、
考
古
学
的
調
査
者
の
発
掘
と
記
録
の
経
験
と
技
能
に
頼
り

な
が
ら
、
い
わ
ば
過
去
の
庭
師
と
現
生
の
庭
師
の
対
話
を
は
か
り
、
遺
構
の
痕

跡
が
何
を
意
味
す
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
複

雑
な
事
態
は
、
文
化
財
庭
園
が
現
世
の
形
態
と
過
去
の
遺
構
を
併
せ
も
つ
と
い

う
独
特
な
存
在
で
あ
る
こ
と
に
起
因
し
て
お
り
、
そ
れ
ゆ
え
庭
師
に
よ
る
外
郭

観
察
と
考
古
学
的
調
査
者
に
よ
る
内
部
調
査
と
い
う
見
方
（angle

）
が
必
要

と
な
る
。

　

そ
も
そ
も
三
宝
院
庭
園
の
園
池
護
岸
の
仕
組
み
を
理
解
す
る
き
っ
か
け
は
、

表
書
院
の
南
側
護
岸
に
お
い
て
、
積
石
が
外
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
天

端
石
が
原
位
置
を
保
っ
て
い
る
箇
所
を
発
見
し
た
こ
と
で
あ
り
、
考
古
学
的
調

査
は
、
そ
の
発
見
に
よ
る
護
岸
の
上
部
と
下
部
の
関
係
の
裏
付
け
に
寄
与
し
た

の
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
定
期
修
理
で
は
、
護
岸
に
代
表
さ
れ
る
〝
庭
の
仕
組
み

の
推
定
―
考
古
学
的
調
査
に
よ
る
検
証
―
庭
師
に
よ
る
修
理
実
現
性
の
担
保
〟

と
い
う
相
関
関
係
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
引
い
て
は
複
数
の
立
場
に
よ
っ
て
成

立
す
る
多
角
的
な
見
方
（angle

）
が
重
要
と
な
る
。

　

以
上
の
こ
と
か
ら
定
期
修
理
に
お
い
て
、
外
見
に
よ
っ
て
き
損
の
原
因
を
判

断
し
て
修
理
設
計
を
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
実
態
に
背
い
て
お
り
、
さ
ら
に
遺

構
の
検
出
を
主
旨
と
し
た
発
掘
調
査
は
、
実
用
に
耐
え
な
い
こ
と
が
明
白
と

な
っ
た
。
な
ぜ
平
成
十
四
年
度
に
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
遺
構
が
検
出
さ
れ
な
が

ら
、
そ
の
成
果
が
修
理
に
反
映
さ
れ
な
か
っ
た
理
由
は
、
修
理
と
発
掘
調
査
を

一
貫
し
た
行
為
と
し
て
連
動
さ
せ
る
意
志
が
希
薄
で
あ
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら

な
い
。

（
３
）
再
現
性
不
能
の
過
去
の
記
録

　

定
期
修
理
に
あ
た
っ
て
は
、
事
前
に
資
料
調
査
が
行
わ
れ
る
。
こ
の
庭
の
築

造
の
経
緯
や
変
遷
を
確
認
す
る
た
め
の
基
礎
資
料
の
調
査
は
、
庭
の
配
置
や
形

状
の
変
化
の
把
握
に
用
い
ら
れ
、
具
体
的
に
は
復
元
の
考
察
の
た
め
に
利
用
さ

れ
る
。
た
だ
し
資
料
で
は
復
元
修
理
の
た
め
の
情
報
が
不
足
し
て
い
る
場
合
が

多
い
た
め
に
、
施
工
に
あ
た
っ
て
は
、
結
果
と
し
て
実
在
の
庭
を
対
象
と
し
た

実
地
検
分
や
考
古
学
的
調
査
を
行
う
必
要
性
が
生
じ
る
。

　

醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
の
修
理
事
業
の
以
前
よ
り
、定
期
修
理
の
実
施
前
に
は
、

比
較
的
大
規
模
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て
い
た
。、
そ
の
調
査
は
、
施
工
中
に

も
継
続
さ
れ
て
形
状
の
復
元
や
細
部
の
収
ま
り
の
参
考
と
さ
れ
て
い
た
。
資
料

調
査
は
現
勢
的
な
実
証
性
に
乏
し
く
、
修
理
に
と
も
な
う
発
掘
調
査
は
、
埋
蔵
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文
化
財
に
お
け
る
全
面
発
掘
お
よ
び
完
掘
を
主
旨
と
し
な
い
た
め
、
明
ら
か
と

な
る
事
柄
は
断
片
的
で
し
か
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
調
査
結
果
は
、
修
理
に
あ

た
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
完
全
な
情
報
を
与
え
る
わ
け
で
は
な
い
た
め
、
修
理
と

し
て
の
信
憑
性
を
得
る
た
め
に
は
、
結
果
的
に
修
理
検
討
委
員
会
に
て
修
理
手

法
の
承
認
を
と
る
と
い
う
か
た
ち
を
採
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

現
行
の
庭
を
発
掘
調
査
す
る
場
合
は
、
修
理
対
象
と
な
る
箇
所
を
一
旦
解
体

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
定
期
修
理
の
対
象
と
な
る
庭
は
、
必
ず
し
も
保

護
す
べ
き
埋
蔵
文
化
財
に
抵
触
す
る
と
は
か
ぎ
ら
な
い
し
、
調
査
結
果
は
修
理

と
直
接
関
わ
る
事
柄
ば
か
り
で
は
な
い
。

　

文
化
財
庭
園
の
保
護
と
い
う
観
点
で
は
発
掘
調
査
は
、
極
力
抑
制
す
る
必
要

が
あ
る
。
三
宝
院
庭
園
の
園
池
護
岸
の
修
理
に
お
い
て
も
、
施
工
前
に
発
掘
調

査
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
、
現
在
の
園
池
の
前
身
と
な
る
護
岸
の
存
在
は

確
認
し
た
だ
け
で
、
修
理
手
法
の
検
討
に
寄
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
く
り

返
し
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
当
該
の
園
池
護
岸
の
修
理
手
法
は
、
途
中
で
大
き

く
変
更
す
る
こ
と
に
な
り
、
結
果
と
し
て
、
調
査
と
修
理
検
討
委
員
会
に
お
け

る
事
業
承
認
の
手
続
き
は
、
以
前
と
は
ま
っ
た
く
違
う
も
の
に
変
質
し
た
。

　

そ
も
そ
も
人
の
営
み
が
絶
え
た
土
地
を
対
象
と
す
る
発
掘
調
査
に
対
し
て
、

現
行
の
庭
の
調
査
は
人
の
営
み
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
た
め
、

過
去
の
人
の
営
み
の
痕
跡
を
徹
底
的
に
検
出
す
る
完
掘
・
記
録
保
存
が
主
旨
と

は
な
り
得
な
い
。
む
し
ろ
修
理
で
は
、
現
行
の
庭
の
機
能
が
回
復
す
る
こ
と
が

最
優
先
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
発
掘
調
査
に
は
、
そ
の
成
果
を

庭
の
修
理
手
法
に
反
映
す
る
と
い
う
発
想
に
欠
け
て
い
る
。
考
古
学
的
調
査
が

発
掘
調
査
と
同
じ
調
査
手
法
に
も
と
づ
い
て
い
る
と
し
て
も
、
修
理
が
前
提
さ

れ
る
以
上
、
修
理
を
動
機
に
も
た
な
い
発
掘
調
査
の
結
果
は
、
将
来
の
定
期
修

理
の
参
考
に
は
な
り
得
て
も
、
再
現
性
を
持
つ
に
至
る
こ
と
は
な
い
。

第
４
項　

定
期
修
理
の
進
行
に
お
い
て
生
じ
て
い
る
矛
盾
の
解
明

　

定
期
修
理
、
す
な
わ
ち
広
い
意
味
で
の
文
化
財
庭
園
の
修
理
は
、
き
損
し
た

庭
の
抜
本
的
な
繕
い
直
し
が
意
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
平
成
十
四

年
度
ま
で
の
三
方
院
庭
園
の
修
理
事
業
で
み
ら
れ
た
よ
う
な
旧
来
の
文
化
財
庭

園
の
修
理
手
法
（
以
下
、
旧
来
修
理
と
す
る
）
は
、
こ
れ
ま
で
本
論
で
解
明
し

た
定
期
修
理
の
本
質
的
意
味
に
対
し
て
、
混
乱
し
た
考
え
方
と
手
法
に
も
と
づ

い
て
き
た
。
旧
来
の
修
理
手
法
が
混
乱
を
き
た
し
た
要
因
は
、
本
来
定
期
修
理

の
実
践
の
現
場
に
、
文
化
財
庭
園
の
修
理
と
は
志
向
が
異
な
る
庭
の
新
造
、
庭

の
遺
構
の
整
備
、
文
化
財
指
定
等
の
手
法
が
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
に
あ
る
。

　

庭
を
新
し
く
築
造
す
る
場
合
、
造
園
の
設
計
・
施
工
で
は
、〝
構
想
・
調
査

―
設
計
図
の
作
成
―
測
量
―
施
工
〟
と
い
う
行
程
を
経
る
（
１
６
）。
そ
の
計
画
に

お
い
て
は
、
立
地
条
件
や
風
土
、
確
保
で
き
る
材
料
、
予
算
な
ど
前
提
条
件
が

あ
る
も
の
の
、
庭
自
体
は
計
画
以
前
に
実
在
し
え
な
い
。
定
期
修
理
の
対
象
は

す
で
に
形
態
化
さ
れ
て
い
る
庭
で
あ
る
が
、
新
し
く
築
造
さ
れ
る
場
合
の
対
象

は
、
形
態
化
を
前
提
す
る
茫
漠
と
し
た
土
地
と
材
料
で
あ
る
。
庭
が
新
し
く
築

造
さ
れ
る
場
合
に
と
も
な
う
材
料
は
、
所
有
者
や
庭
師
あ
る
い
は
設
計
者
の
想

像
に
も
と
づ
い
て
形
態
化
さ
れ
る
。

　

次
に
庭
の
遺
構
を
整
備
す
る
場
合
、
そ
の
設
計
・
施
工
は
、〝
発
掘
調
査 

― 
審
議
― 

設
計
図
の
作
成
― 

施
工
〟
と
い
っ
た
行
程
を
経
る
（
１
７
）。
そ
の
計
画

に
お
い
て
は
、
か
つ
て
地
上
に
成
立
し
て
い
た
庭
を
保
護
し
つ
つ
、
復
元
展
示

す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
る
。
整
備
に
さ
い
し
て
庭
の
遺
構
は
、
露
出
展
示
さ
れ

る
場
合
を
の
ぞ
い
て
土
中
に
保
存
さ
れ
る
。
つ
ま
り
整
備
の
主
対
象
は
、
埋
没

し
た
遺
跡
の
上
に
新
造
さ
れ
る
実
物
大
の
復
元
模
型
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ

の
復
元
模
型
は
、
実
在
の
遺
構
を
範
と
し
て
い
て
も
、
遺
構
そ
の
も
の
で
は
な
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く
、
復
元
作
業
に
際
し
て
過
去
の
技
能
を
復
元
す
る
必
然
性
は
な
い
。
こ
の
復

元
模
型
は
、
現
在
の
生
活
と
断
絶
し
た
遺
跡
を
模
倣
し
て
地
表
上
に
造
ら
れ
る

も
の
で
あ
り
、
過
去
の
技
能
と
の
直
接
の
連
続
性
が
な
い
以
上
、
庭
の
新
造
と

大
き
な
違
い
は
な
い
（
１
８
）。

　

茫
漠
と
し
た
土
地
に
お
け
る
材
料
の
構
成
作
業
で
あ
る
造
園
の
設
計
・
施
工

と
、
実
在
の
遺
構
に
も
と
づ
き
な
が
ら
も
復
元
模
型
を
新
造
す
る
整
備
は
、
定

期
修
理
の
よ
う
に
過
去
の
技
能
と
の
連
続
性
を
も
た
な
い
点
で
、
行
為
と
し
て

定
期
修
理
と
は
根
本
的
に
異
な
っ
て
い
る
。
む
し
ろ
定
期
修
理
は
、
文
化
財
建

造
物
の
修
理
に
近
似
し
て
い
る
。

　

旧
来
の
修
理
で
は
、庭
が
新
し
く
造
ら
れ
る
場
合
の
過
程
に
お
け
る
〝
構
想
・

調
査
―
設
計
図
の
作
成
〟を
通
じ
た
委
員
会
資
料
を
修
理
検
討
委
員
会
に
諮
り
、

委
員
会
の
審
議
を
受
け
て
〝
施
工
〟
に
着
手
す
る
と
い
う
行
程
を
経
て
い
た
。

こ
れ
は
、
文
化
財
の
指
定
等
に
お
け
る
〝
資
料
調
査
―
調
査
書
の
作
成
―
諮
問

―
答
申
〟
の
行
程
を
踏
襲
し
て
い
る
。
こ
の
文
化
財
の
指
定
等
の
行
程
は
、
文

化
財
審
議
会
の
委
員
が
、
各
文
化
財
の
対
象
に
対
す
る
高
次
の
教
養
を
も
ち
、

文
化
財
分
野
ご
と
に
価
値
を
付
与
で
き
る
だ
け
の
造
詣
の
深
さ
を
有
し
て
い
る

こ
と
を
前
提
し
て
い
る
。

　

一
方
、
文
化
財
庭
園
の
修
理
は
、
過
去
の
科
学
的
検
証
に
た
え
う
る
記
録
が

希
薄
で
あ
り
（
１
９
）、
現
時
点
で
は
、
事
前
に
修
理
手
法
を
提
示
で
き
る
根
拠
と

な
る
資
料
は
希
薄
で
あ
る
。
ま
た
、
考
古
学
的
調
査
を
つ
う
じ
て
〝
過
去
の
行

為
の
擬
似
的
な
反
復
経
験
〟
を
実
践
す
る
た
め
に
は
、
記
録
の
知
識
量
だ
け
で

は
不
十
分
で
あ
り
、
庭
師
と
考
古
学
的
調
査
者
に
よ
る
実
践
上
の
助
言
が
不
可

欠
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
修
理
の
対
象
文
化
財
で
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
文
化
財

庭
園
の
修
理
を
文
化
財
の
指
定
等
の
枠
組
み
で
検
討
す
る
こ
と
は
、
修
理
の
実

践
に
お
い
て
矛
盾
を
抱
え
る
可
能
性
が
高
い
。

　

文
化
財
庭
園
の
景
観
と
遺
構
の
保
護
を
意
識
し
て
、
厳
密
に
修
理
を
実
践
す

れ
ば
、
庭
の
新
造
と
庭
の
遺
構
の
整
備
、
さ
ら
に
は
文
化
財
の
指
定
等
の
考
え

方
と
手
法
と
は
、
お
の
ず
と
相
違
し
て
く
る
。
い
わ
ば
三
宝
院
庭
園
の
定
期
修

理
事
業
は
、
そ
の
事
業
の
最
中
に
発
生
し
た
課
題
へ
誠
実
に
対
応
す
る
と
い
う

か
た
ち
で
、
結
果
的
に
本
来
の
文
化
財
庭
園
の
修
理
の
考
え
方
と
体
制
を
反
省

し
、
旧
来
修
理
の
矛
盾
を
克
服
し
て
き
た
と
い
え
る
。

第
５
項　

繰
り
返
さ
れ
続
け
る
修
理
へ
の
覚
悟

　

定
期
修
理
は
、〝
過
去
の
行
為
の
擬
似
的
な
反
復
経
験
〟
で
あ
り
、
そ
の
行

程
に
お
け
る
内
的
構
造
が
〝
外
郭
観
察
―
内
郭
観
察
（
考
古
学
的
調
査
）
―
過

去
の
仕
事
の
引
き
受
け
な
お
し
―
過
去
と
現
在
の
技
能
の
照
合
―
施
工
試
験
―

施
工
〟
で
あ
っ
た
。
そ
の
行
為
は
、
既
存
の
考
え
方
や
手
法
を
反
省
な
く
踏
襲

し
、
計
画
と
実
践
と
の
間
で
齟
齬
を
き
た
し
て
い
た
旧
来
修
理
の
課
題
を
究
明

し
、
乗
り
越
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
た
新
た
な
手
法
と
い
え
る
。
そ
れ
を

可
能
と
し
た
の
は
、
修
理
と
考
古
学
的
調
査
と
の
完
全
な
る
連
動
で
あ
っ
た
。

そ
の
結
果
、庭
の
歴
史
の
な
か
に
潜
在
し
た
過
去
の
庭
師
の
仕
事
を
生
き
直
し
、

現
世
の
庭
師
に
よ
る
再
現
で
き
る
可
能
性
が
得
ら
れ
た
。

　

こ
の
復
元
的
な
定
期
修
理
の
手
法
は
、
個
別
の
資
料
調
査
や
庭
の
外
郭
の
観

察
、埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
案
出
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
そ
れ
は
、

定
期
修
理
の
手
法
が
物
理
的
な
形
状
や
意
匠
に
そ
な
わ
っ
た
も
の
で
は
な
く
、

実
践
の
行
為
を
と
お
し
た
実
務
担
当
者
に
よ
る
共
同
の
想
像
力
か
ら
導
き
出
さ

れ
る
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
庭
の
歴
史
の
な
か
に
潜
在
し
た
過
去
の
庭
師
の
仕

事
に
は
、
今
と
な
っ
て
は
失
わ
れ
た
技
能
も
含
ま
れ
る
。
三
宝
院
庭
園
の
護
岸

の
構
築
手
法
は
、
現
代
に
継
承
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
こ
そ
、
そ
の
理
解
が

混
迷
を
き
わ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
旧
来
の
修
理
で
は
、
こ
の
過
去
の
仕
事
を
反
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省
し
、
復
元
す
る
と
い
う
発
想
が
欠
け
て
い
た
。

　

定
期
修
理
で
は
、
現
世
の
庭
師
と
考
古
学
的
調
査
者
の
仕
事
と
の
照
合
に
よ

り
、
間
主
観
に
よ
る
厚
み
を
も
っ
た
視
角
を
喚
起
さ
れ
、
実
務
担
当
者
ら
に
お

け
る
話
し
合
い
を
通
じ
て
、
庭
の
根
本
的
な
仕
組
み
に
つ
い
て
の
検
討
が
行
わ

れ
る
。
修
理
手
法
は
、
実
務
担
当
者
間
で
共
有
さ
れ
た
そ
の
想
像
の
内
容
に
も

と
づ
い
て
、現
世
の
庭
師
の
技
能
と
材
料
と
の
検
証
を
と
お
し
て
案
出
さ
れ
る
。

な
ぜ
定
期
修
理
が
〝
擬
似
的
な
経
験
〟
で
あ
る
か
と
い
え
ば
、
同
じ
場
所
に
立

ち
な
が
ら
も
時
間
を
共
有
し
て
い
な
い
以
上
、
過
去
の
庭
師
の
仕
事
を
完
全
に

再
現
す
る
こ
と
は
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

し
か
し
一
方
で
、
不
完
全
な
が
ら
復
元
さ
れ
た
定
期
修
理
の
手
法
は
、
記
録

に
留
め
ら
れ
る
、
あ
る
い
は
庭
師
と
考
古
学
的
調
査
者
の
な
か
で
継
承
さ
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
の
修
理
に
お
け
る
再
現
の
可
能
性
を
開
示
す
る
。
つ
ま

り
修
理
を
記
録
し
、
継
承
す
る
こ
と
は
、
文
化
財
庭
園
の
修
理
が
一
過
性
の
も

の
で
は
な
く
、
数
十
年
ご
と
に
繰
り
返
さ
れ
る
こ
と
へ
の
配
慮
と
い
え
よ
う
。

定
期
修
理
の
呼
称
お
け
る
「
定
期
」
と
は
、
将
来
必
要
と
な
る
修
理
へ
の
覚
悟

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

現
在
、
文
化
財
庭
園
の
修
理
の
実
践
に
お
い
て
は
、
旧
来
的
な
修
理
と
定
期

修
理
が
混
在
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
文
化
財
庭
園
の
修
理
は
、
文
化
財

保
護
の
制
度
に
も
と
づ
き
、
庭
師
や
造
園
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
い
っ
た
造

園
業
に
携
わ
る
人
々
が
関
わ
る
か
ら
と
い
っ
て
も
、
そ
の
行
為
の
目
指
す
と
こ

ろ
は
、庭
の
価
値
の
付
与
や
庭
の
新
造
、庭
の
遺
構
の
整
備
と
ま
っ
た
く
異
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
無
自
覚
に
そ
れ
ら
の
考
え
方
や
手
法
を
踏
襲
す
れ
ば
、

保
護
の
趣
旨
と
は
か
け
は
な
れ
た
変
造
に
つ
な
が
る
可
能
性
が
あ
る
（
表
２
）。

言
い
換
え
れ
ば
、
反
省
の
な
い
従
前
の
制
度
や
認
識
の
導
入
は
、
本
来
の
行
為

の
関
心
を
ゆ
が
め
、
実
践
者
を
誤
っ
た
行
為
に
は
し
ら
せ
て
し
ま
う
危
険
性
を

も
っ
て
い
る
。

　

庭
を
厳
密
に
保
護
し
、
き
損
し
た
庭
の
抜
本
的
な
繕
い
直
し
を
目
指
す
定
期

修
理
で
は
、
そ
の
意
図
に
忠
実
で
あ
る
た
め
に
、
先
入
見
と
な
る
可
能
性
を
も

つ
、
修
理
の
着
手
以
前
に
知
ら
れ
る
庭
の
価
値
と
現
世
の
技
能
を
括
弧
に
入
れ

て
保
留
し
、
事
象
そ
の
も
の
に
向
き
合
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

第
４
節　

補
注

（
１
）�「
緊
急
修
理
で
は
補
う
こ
と
が
で
き
な
い
長
期
間
蓄
積
し
た
大
規
模
な

毀
損
・
荒
廃
を
解
消
す
る
た
め
の
抜
本
的
な
修
理
の
こ
と
。
修
理
の
対

象
範
囲
が
、
庭
園
全
域
と
な
る
点
で
緊
急
修
理
と
区
別
さ
れ
ま
す
。」

［表２］行為の意味から見る行程の違い
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（
日
本
庭
園
学
会
関
西
研
究
会
：
第
二
回
文
化
財
庭
園
部
会
資
料
集
：

２
０
０
９
、１
０
頁
）

（
２
）�
日
本
庭
園
学
会
：
平
成
二
十
三
年
度
関
西
大
会
研
究
発
表
会
・
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
資
料
集
：
２
０
１
１

（
３
）�

京
都
市
内
の
文
化
財
庭
園
の
指
定
登
録
件
数
は
、
平
成
二
十
六
年
四
月

時
点
で
、
国
指
定
名
勝
四
十
四
件
、
京
都
府
指
定
名
勝
一
件
、
京
都
市

指
定
登
録
名
勝
が
三
十
二
件
で
あ
る

（
４
）
京
都
大
学
：
名
勝
清
風
荘
庭
園
保
存
修
理
事
業
報
告
書
：
２
０
１
４

（
５
）�

日
蓮
宗
本
山
立
本
寺
：
京
都
市
指
定
名
勝
立
本
寺
庭
園 

平
成
期
定
期
修

理
報
告
書
：
２
０
１
１

（
６
）�

今
江
秀
史
：
事
業
の
特
色
と
意
義
：
特
別
史
跡
及
び
特
別
名
勝
醍
醐
寺

三
宝
院
庭
園 

保
存
修
理
事
業
報
告
書
Ⅰ
〝
園
池
編
〟：
宗
教
法
人
醍
醐
寺
：

２
０
１
１
、３
６
４
―
８
６
頁

（
７
）�

今
江
秀
史
：
修
理
の
総
括
：
特
別
史
跡
及
び
特
別
名
勝
醍
醐
寺
三
宝
院

庭
園 

保
存
修
理
事
業
報
告
書
Ⅱ
〝
植
栽
・
築
山
・
茶
室
編
〟：
宗
教
法

人
醍
醐
寺
：
２
０
１
１
、１
８
１
―
８
８
頁

（
８
）�

文
化
財
庭
園
保
存
技
術
者
協
議
会
、
松
竹
京
都
撮
影
所
企
画
・
制
作
：

醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
修
復
整
備
記
録
（
記
録
映
像
）：
平
成
二
十
二
年
）

（
９
）�

特
別
史
跡
及
び
特
別
名
勝
醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園 

保
存
修
理
事
業
報
告
書

Ⅰ
〝
園
池
編
〟、
３
２
頁

（
１
０
）
前
掲
書
、
同
頁

（
１
１
）�

た
と
え
ば
「
止
め
石
」
の
語
義
は
、『
日
本
国
語
大
辞
典
』
に
よ
る
と

「
柱
ま
た
は
緑
の
礎
石
を
支
え
る
土
台
石
。
石
垣
な
ど
で
一
番
下
に
積

む
礎
石
。
答
石
。」
で
あ
る
が
、
修
理
当
初
、
関
係
者
間
で
は
、
最
下

部
の
積
石
と
、
昭
和
五
十
年
代
の
修
理
に
お
い
て
積
石
と
池
底
と
の

境
に
埋
設
さ
れ
た
大
振
り
の
石
の
双
方
を「
止
石
」と
呼
称
し
て
い
た
。

そ
れ
に
よ
り
、
意
見
交
換
や
指
示
に
支
障
が
生
じ
た
た
め
、
双
方
の

役
割
を
明
確
に
し
、
前
者
を
「
止
石
」、
後
者
を
「
積
石
」
と
呼
び
分

け
る
よ
う
に
な
っ
た
。

（
１
２
）�

築
造
以
来
の
築
山
が
堅
牢
性
を
担
保
し
て
い
る
こ
と
は
、〝
園
池
築
山

部
の
④
築
山
部
―
ｅ　

築
山
園
池
南
〟に
お
け
る
古
株
の
腐
食
に
よ
っ

て
陥
没
し
た
土
層
断
面
の
考
古
学
的
調
査
（
立
会
）
確
認
さ
れ
た
。

（
１
３
）
日
本
庭
園
学
会
：
前
掲
書

（
１
４
）�

公
益
財
団
法
人
京
都
市
埋
蔵
文
化
財
研
究
所
の
吉
崎
伸
氏
の
助
言
に

よ
る
。

（
１
５
）�

仮
に
修
理
と
直
接
か
か
わ
ら
な
い
箇
所
の
考
古
学
調
査
を
実
施
し
て

未
知
の
発
見
が
生
じ
た
と
す
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
一
定
の
知
的
好
奇

心
は
満
た
さ
れ
る
が
、
検
出
さ
れ
た
遺
構
が
現
状
と
は
異
な
っ
た
場

合
、
修
理
を
取
り
巻
く
状
況
を
複
雑
に
し
、
本
来
修
理
と
は
無
関
係

の
協
議
が
必
要
と
な
り
、
事
業
の
混
乱
や
停
滞
を
招
く
お
そ
れ
が
あ

る
。

（
１
６
）�

上
原
敬
二
：
庭
園
入
門
講
座
一 

庭
づ
く
り
の
用
意
と
構
想
：
加
島
書
店
：

１
９
９
７
、１
３
１
―
２
頁

（
１
７
）�

宇
治
市
歴
史
資
料
館
編
：
史
跡
お
よ
び
名
勝
平
等
院
庭
園
保
存
整
備

報
告
書
：
宗
教
法
人
平
等
院
：
２
０
０
３

（
１
８
）�

定
期
修
理
の
対
象
と
な
る
、
広
範
囲
に
わ
た
る
庭
の
き
損
を
抜
本
的

に
修
理
す
る
場
合
、
文
化
財
と
し
て
遺
構
の
保
存
と
景
観
へ
の
影
響

の
抑
制
を
前
提
し
た
と
し
て
も
、
主
旨
は
、
現
前
の
庭
を
元
に
あ
っ

た
仕
組
み
を
踏
襲
し
て
繕
い
直
す
こ
と
で
あ
る
。
き
損
し
た
庭
を
、

い
わ
ば
患
者
と
し
て
み
て
、
検
査
し
、
現
在
持
ち
う
る
技
能
で
治
療
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す
る
こ
と
が
、
文
化
財
庭
園
の
修
理
に
お
け
る
最
大
の
関
心
で
あ
る
。

病
気
の
治
療
に
患
者
の
（
病
歴
で
は
な
く
）
社
会
的
経
歴
や
人
間
と

し
て
の
価
値
が
主
旨
で
は
な
い
よ
う
に
、
庭
の
定
期
修
理
に
お
い
て
、

庭
に
価
値
を
付
与
す
る
枠
組
み
は
必
要
と
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
医
療

チ
ー
ム
が
病
患
を
つ
く
り
出
す
こ
と
を
本
意
と
し
な
い
よ
う
に
、
す

で
に
実
在
し
長
い
歴
史
を
経
た
庭
に
、
新
造
の
考
え
方
や
手
法
は
求

め
ら
れ
て
い
な
い
。
む
ろ
ん
、
庭
の
価
値
を
継
承
す
る
こ
と
が
定
期

修
理
の
重
要
事
で
は
あ
る
が
、
あ
ら
た
に
庭
の
価
値
を
見
出
す
行
為

と
、
庭
の
き
損
を
繕
い
直
す
行
為
は
完
全
に
異
な
る
。

（
１
９
）�

た
と
え
ば
、
京
都
市
内
で
は
、
平
成
二
十
一
年
（
２
０
０
９
）
に
宗

教
法
人
本
願
寺
よ
り
刊
行
さ
れ
た
『
名
勝
滴
翠
園
記
念
物
保
存
修
理

事
業
報
告
書
』
以
前
に
、
ま
と
ま
っ
た
文
化
財
庭
園
の
修
理
報
告
書

は
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。
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第
５
節　

�

文
化
財
に
指
定
等
さ
れ
た
庭
の
保
存
管
理
へ
の
意
志
に
み
る
庭
仕
事

の
実
践
知
の
解
明

第
１
項　

恒
常
維
持
管
理
と
緊
急
修
理
・
定
期
修
理
の
構
造
の
概
要

　

こ
こ
で
は
、
所
有
者
と
庭
師
さ
ら
に
は
行
政
職
員
が
共
同
し
て
庭
の
保
存
管

理
を
行
う
に
あ
た
っ
て
方
向
性
や
考
え
方
を
揃
え
る
こ
と
を
主
旨
と
す
る
、「
庭

の
保
存
管
理
指
針
報
告
書
」
の
作
成
の
考
え
方
を
通
し
て
本
章
の
ま
と
め
と
し

た
い
。
こ
れ
は
、
実
務
的
な
有
用
性
を
念
頭
に
お
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

庭
の
保
存
管
理
に
つ
い
て
記
述
す
る
場
合
は
、
そ
の
行
為
が
特
定
の
庭
の
所

有
者
や
庭
師
ら
に
よ
っ
て
あ
る
時
代
の
社
会
状
況
へ
差
し
向
け
ら
れ
た
意
志
に

も
と
づ
い
て
い
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
保
存
管
理
指
針
の
土
台
と

な
る
の
は
、
あ
る
社
会
の
歴
史
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
庭
の
成
立
か
ら
継
承
に
伴

う
人
々
の
一
貫
し
た
意
志
の
記
述
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
が
文
化
財
の
保
存
管
理

で
言
及
さ
れ
る
〝
本
質
的
価
値
〟
で
あ
る
。

　

特
定
の
庭
に
お
け
る
〝
本
質
的
価
値
〟
は
、
特
定
の
庭
の
歴
史
に
従
属
す
る

も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
一
般
性
や
普
遍
性
を
有
す
る
こ
と
は
な
い
。
し
た
が
っ

て
そ
の
記
述
の
真
実
性
は
、
厳
密
な
歴
史
資
料
と
の
照
合
と
実
社
会
で
の
再
現

性
に
お
い
て
の
み
担
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
保
存
管
理
指
針
の
記
述
の
内
容

は
、
歴
史
資
料
や
聞
き
取
り
調
査
を
通
じ
た
庭
の
所
有
者
や
庭
師
と
か
れ
ら
を

取
り
巻
く
土
地
（
庭
・
建
物
）
と
の
相
互
関
係
の
克
明
な
記
録
で
あ
る
。

　

そ
れ
は
、
第
三
者
に
よ
る
客
観
あ
る
い
は
俯
瞰
に
よ
る
推
測
や
恣
意
的
な
主

張
で
は
な
く
、
い
わ
ば
庭
を
築
造
し
継
承
し
て
き
た
人
々
の
歴
史
に
裏
付
け
ら

れ
た
弁
証
で
あ
る
。
さ
ら
に
い
え
ば
保
存
管
理
指
針
の
利
用
者
は
、
庭
の
所
有

者
や
庭
師
、
役
人
な
ど
で
あ
る
か
ら
、
か
れ
ら
が
承
認
・
読
解
で
き
る
記
述
形

態
で
あ
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。
庭
を
取
り
巻
く
人
々
の
意
志
や
社
会
背
景
に

関
心
を
払
わ
な
い
地
割
り
の
外
郭
観
察
、
植
栽
樹
木
の
記
号
的
配
置
の
記
述
そ

し
て
景
観
の
分
析
な
ど
は
、
実
用
を
目
指
し
た
保
存
管
理
指
針
に
は
不
向
き
で

あ
る
。

　

庭
の
保
存
管
理
指
針
の
作
成
を
始
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
庭
の
保
存
管

理
と
い
う
行
為
の
構
造
の
本
質
を
解
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
指

針
及
び
計
画
の
作
成
者
ら
の
間
で
行
為
と
し
て
の
保
存
管
理
の
本
質
を
見
極
め

て
お
か
な
け
れ
ば
、
指
針
及
び
計
画
の
記
述
が
作
成
者
の
個
人
の
見
方
や
考
え

に
偏
向
し
、
同
時
代
の
人
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
後
世
の
人
々
に
と
っ
て
実
用

的
で
は
な
い
も
の
に
な
る
。
保
存
管
理
指
針
は
、
後
に
手
を
加
え
ら
れ
な
が
ら

も
そ
の
骨
子
は
将
来
に
わ
た
っ
て
継
承
さ
れ
る
こ
と
を
前
提
に
作
成
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
保
存
管
理
計
画
の
作
成
過
程
を
概
説
す
る
に
先
立
っ
て
、
京
都
市

内
に
お
け
る
庭
の
き
損
の
傾
向
と
要
因
の
事
例
を
紹
介
し
、
先
行
研
究
に
も
と

づ
い
て
恒
常
維
持
管
理
・
緊
急
修
理
・
定
期
修
理
と
い
う
一
連
の
行
為
の
構
造

に
つ
い
て
そ
の
概
要
を
示
し
て
お
き
た
い
。

（
１
）
庭
の
き
損
の
傾
向
と
要
因

　

庭
が
常
日
頃
よ
り
風
雨
に
晒
さ
れ
る
な
ど
し
て
き
損
し
や
す
い
状
態
に
あ
る

こ
と
と
、
保
存
管
理
の
必
要
性
は
表
裏
一
体
の
関
係
に
あ
る
。
保
存
管
理
を
行

う
上
で
は
、
庭
の
脆
弱
性
を
念
頭
に
置
き
、
ど
の
よ
う
な
き
損
を
誘
引
す
る
事

象
が
あ
る
か
を
事
前
に
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
。庭
の
脆
弱
性
に
は
、

環
境
（
自
然
の
物
理
的
・
生
命
的
秩
序
）
と
人
為
（
人
間
的
秩
序
）
の
大
き
く

二
つ
の
位
相
が
み
ら
れ
る
。

　

環
境
的
な
領
域
で
は
、
雨
、
風
、
雪
・
霜
、
地
震
、
植
栽
樹
木
の
生
長
、
動

物
・
昆
虫
な
ど
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
庭
の
保
存
管
理
に
は
、
自
然
の
物
理
的
・

生
命
的
秩
序
と
人
間
の
秩
序
と
の
せ
め
ぎ
合
い
、
あ
る
い
は
永
続
的
な
調
整
と

い
う
特
性
が
あ
る
。
保
存
管
理
に
携
わ
る
人
々
に
と
っ
て
は
、
そ
の
行
為
が
自
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然
の
物
理
的
・
生
命
的
秩
序
に
支
持
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
最
前
提
で
あ
り
、
天

変
地
異
な
ど
は
例
外
と
し
て
、
庭
が
自
然
か
ら
受
け
る
影
響
に
つ
い
て
は
予
め

受
容
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
保
存
管
理
で
は
、
一
定
の
想
定
の
も
と
に
自
然

の
物
理
的
・
生
命
的
秩
序
の
影
響
下
に
あ
る
き
損
に
つ
い
て
対
処
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
て
い
る
。

　

人
為
的
な
領
域
で
は
、
庭
の
維
持
管
理
の
停
滞
、
庭
の
造
り
替
え
、
過
度
な

恒
常
維
持
管
理
、
庭
の
仕
組
み
の
未
理
解
、
火
事
、
公
開
、
建
造
物
の
防
災
施

設
の
付
加
、
都
市
開
発
な
ど
の
影
響
が
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
人
災
と

い
え
る
も
の
で
あ
り
、
社
会
・
経
済
的
な
出
来
事
に
も
と
づ
い
て
い
る
た
め
、

予
測
に
よ
っ
て
対
処
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　

た
と
え
ば
、
あ
る
園
池
の
護
岸
が
き
損
し
た
原
因
が
、
護
岸
背
面
に
水
が
周

り
裏
込
め
の
土
が
流
出
し
た
こ
と
に
あ
っ
た
と
し
よ
う
。
そ
の
要
因
は
、
雨
水

や
自
然
河
川
の
流
入
の
影
響
で
あ
れ
ば
物
理
的
秩
序
、
魚
類
や
ザ
リ
ガ
ニ
が
護

岸
の
目
地
を
掘
り
出
し
た
の
で
あ
れ
ば
生
命
的
秩
序
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ

の
一
方
で
、
枯
れ
葉
が
溜
ま
っ
て
園
池
の
排
水
口
を
塞
い
で
水
が
護
岸
背
面
に

溢
れ
出
し
、護
岸
の
目
地
が
定
期
的
な
補
充
を
怠
っ
て
流
亡
し
た
の
で
あ
れ
ば
、

そ
の
き
損
は
人
間
的
な
秩
序
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。こ
の
よ
う
に
庭
の
き
損
は
、

多
面
的
な
秩
序
に
よ
っ
て
複
合
的
に
発
生
す
る
。
し
か
も
そ
の
発
生
の
過
程
は

一
様
で
は
な
い
。
庭
の
保
存
管
理
は
、
自
然
と
人
間
に
よ
る
互
い
に
密
接
に
絡

み
合
い
な
が
ら
も
原
理
的
に
は
互
い
に
不
可
侵
な
関
係
に
お
い
て
生
じ
る
事
象

へ
の
弛
ま
ぬ
対
応
と
い
え
よ
う
。

（
２
）
恒
常
維
持
管
理

　

恒
常
維
持
管
理
と
は
、
毎
年
行
わ
れ
る
庭
の
樹
木
・
草
本
の
手
入
れ
、
清
掃

な
ど
の
行
為
の
総
称
で
あ
る
。
そ
の
行
為
は
、
つ
ね
に
自
然
の
物
理
的
・
生
命

的
な
秩
序
に
支
持
さ
れ
て
い
る
と
同
時
に
、
社
会
・
文
化
と
い
っ
た
人
間
的
な

秩
序
の
も
と
、
来
訪
者
の
迎
接
な
ど
が
念
頭
に
置
か
れ
つ
つ
、
主
と
し
て
庭
の

所
有
者
と
庭
師
ら
の
や
り
取
り
の
中
で
持
続
的
な
運
動
と
し
て
具
現
化
さ
れ
て

い
る
。
そ
の
秩
序
の
相
違
は
、
日
常
生
活
の
水
準
で
自
覚
さ
れ
る
こ
と
は
少
な

い
が
、
わ
れ
わ
れ
は
時
間
の
経
験
の
仕
方
を
通
し
て
そ
れ
ら
秩
序
の
違
い
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

た
と
え
ば
雨
滴
に
よ
り
庭
石
が
穿
た
れ
る
、
風
雨
に
晒
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り

景
石
が
剥
離
す
る
と
い
っ
た
現
象
は
、
自
然
の
物
理
的
な
秩
序
と
し
て
わ
れ
わ

れ
に
お
い
て
直
接
経
験
さ
れ
る
。
自
然
の
生
命
的
な
秩
序
は
、
四
季
を
通
じ
て

樹
木
の
枝
葉
が
伸
び
、
開
花
し
、
草
本
が
繁
茂
す
る
と
い
っ
た
現
象
を
通
し
て

直
接
経
験
さ
れ
る
。
自
然
の
物
理
的
・
生
命
的
な
秩
序
と
は
、
台
風
な
ど
の
天

変
地
異
や
生
死
な
ど
の
よ
う
に
、
人
間
が
ど
う
し
て
も
そ
の
方
に
合
わ
せ
ざ
る

を
得
な
い
人
智
を
超
え
た
領
域
で
あ
る
。
そ
し
て
人
間
的
な
秩
序
は
、
お
盆
・

暮
れ
の
来
客
や
法
事
な
ど
の
行
催
事
に
よ
っ
て
認
識
で
き
る
。
恒
常
維
持
管
理

は
、
こ
の
多
面
的
な
秩
序
が
も
た
ら
す
昼
夜
・
天
候
・
季
節
・
生
理
現
象
・
行

催
事
な
ど
と
い
っ
た
位
相
の
異
な
る
時
間
軸
の
〝
ず
れ
〟
が
自
ず
と
意
識
さ
れ

な
が
ら
実
施
さ
れ
て
い
る
。

　

庭
の
所
有
者
と
庭
師
ら
は
、
日
常
生
活
に
お
い
て
は
通
常
自
覚
さ
れ
る
こ
と

の
な
い
位
相
の
異
な
る
時
間
意
識
を
前
提
し
て
、
良
好
な
生
活
環
境
の
持
続
、

形
態
の
維
持
、
華
美
な
ど
個
々
人
の
動
機
に
応
じ
て
庭
に
働
き
か
け
続
け
て
い

る
。
庭
師
は
、
所
有
者
の
要
求
に
も
と
づ
い
て
庭
へ
働
き
か
け
（
庭
仕
事
を
し

て
）、
次
の
仕
事
に
備
え
る
。
そ
の
期
間
、
所
有
者
は
日
常
生
活
の
中
で
庭
に

関
わ
り
、
庭
師
ら
が
庭
に
働
き
か
け
た
事
後
を
見
守
る
。
次
に
所
有
者
と
庭
師

ら
が
出
会
っ
た
際
、
両
者
は
、
眼
前
の
庭
に
触
発
さ
れ
る
か
た
ち
で
庭
仕
事
が

所
有
者
の
要
求
を
満
た
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
そ
の
後
の
状
態
が
望
ま
し
い

も
の
で
あ
っ
た
か
に
つ
い
て
対
話
を
し
た
結
果
、
自
ず
と
次
回
以
降
の
保
存
管
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理
の
指
針
が
定
ま
る
。
行
為
と
し
て
の
恒
常
維
持
管
理
の
構
造
は
、
物
理
的
・

生
命
的
な
秩
序
に
時
間
の
展
開
を
預
け
た
、
庭
を
舞
台
と
す
る
所
有
者
と
庭
師

ら
の
相
互
触
発
を
基
盤
と
し
て
い
る
。
恒
常
維
持
管
理
は
、
庭
に
関
わ
る
人
々

の
〈
間
主
観
性
〉
に
よ
る
持
続
的
な
運
動
で
あ
る
た
め
、
無
責
任
な
第
三
者
に

よ
る
介
入
あ
る
い
は
互
い
に
ば
ら
ば
ら
の
主
観
に
よ
っ
て
は
成
立
し
得
な
い
の

で
あ
る
。

（
３
）
緊
急
修
理
・
定
期
修
理

　

緊
急
修
理
と
は
、
恒
常
維
持
管
理
と
定
期
修
理
の
間
に
実
施
さ
れ
る
短
期
も

し
く
は
中
期
の
応
急
的
な
修
理
で
あ
る
。
言
い
換
え
る
と
そ
れ
は
、
恒
常
維
持

管
理
と
定
期
修
理
の
時
間
軸
上
に
あ
る
単
発
的
な
き
損
へ
の
対
応
で
あ
り
、
と

く
に
遅
行
的
な
出
来
事
の
見
落
と
し
や
見
過
ご
し
に
よ
っ
て
、
看
過
で
き
な
い

ほ
ど
進
行
し
た
き
損
へ
の
即
応
・
応
急
の
意
味
合
い
が
あ
る
。
そ
し
て
定
期
修

理
は
、
い
わ
ば
手
遅
れ
の
状
態
ま
で
放
置
さ
れ
た
き
損
へ
の
長
期
に
わ
た
る
計

画
的
な
対
応
を
意
味
す
る
。
双
方
は
、
一
連
の
庭
の
修
理
行
為
で
あ
り
、
そ
の

費
や
さ
れ
る
期
間
や
き
損
状
態
に
応
じ
て
、
短
期
的
な
緊
急
修
理
、
複
数
年
間

に
わ
た
り
計
画
的
に
実
施
さ
れ
る
定
期
修
理
に
便
宜
上
分
け
ら
れ
る
。

　

緊
急
修
理
と
定
期
修
理
の
行
為
と
し
て
の
構
造
は
、
庭
に
お
け
る
〝
露
出
す

る
時
間
と
潜
伏
す
る
時
間
〟
と
〝
待
つ
・
様
子
を
み
る
時
間
と
即
応
・
応
急
〟

を
基
盤
と
し
て
い
る
。

　

庭
の
き
損
は
、
そ
れ
に
よ
る
変
化
が
目
に
見
え
て
分
か
る
常
態
的
な
時
間
性

と
目
で
は
確
か
め
ら
れ
な
い
ほ
ど
ゆ
っ
く
り
と
し
た
遅
行
的
な
時
間
性
に
大
別

で
き
る
。
き
損
は
、
わ
れ
わ
れ
の
眼
前
に
あ
る
〝
物
〟
の
よ
う
に
実
体
を
持
つ

わ
け
で
は
な
く
、
そ
れ
は
受
動
的
で
あ
れ
能
動
的
で
あ
れ
、
わ
れ
わ
れ
に
〝
程

度
〟
と
し
て
認
識
さ
れ
る
。
き
損
は
相
対
的
で
あ
る
た
め
、
庭
師
に
認
識
さ
れ

る
き
損
が
庭
に
関
心
を
示
さ
な
い
人
に
識
別
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
。
き
損
の

認
識
は
、
個
別
的
な
知
識
や
経
験
・
注
意
力
と
大
き
く
関
係
し
て
い
る
が
、
万

人
に
は
〝
速
度
〟
と
し
て
直
接
体
験
さ
れ
る
。
揺
れ
た
枝
葉
が
接
触
し
て
建
物

や
工
作
物
が
壊
れ
る
と
い
っ
た
常
態
的
な
時
間
に
お
け
る
き
損
は
、
日
常
生
活

の
水
準
で
認
識
で
き
る
の
で
、
比
較
的
素
早
く
反
応
で
き
る
。
日
常
的
な
時
間

意
識
で
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
る
常
態
的
な
変
化
は
、
恒
常
維
持
管
理
で
対
応

し
や
す
い
。
そ
れ
に
対
し
て
、
樹
皮
の
生
長
や
樹
幹
の
肥
大
や
緩
や
か
な
水
流

な
ど
に
よ
る
き
損
は
、
肉
眼
で
追
う
こ
と
が
で
き
な
い
ほ
ど
の
遅
さ
で
進
行
す

る
た
め
、
さ
り
気
な
く
い
つ
の
間
に
か
発
生
し
て
い
た
と
い
う
印
象
し
か
得
ら

れ
な
い
。

　

そ
の
よ
う
な
わ
れ
わ
れ
の
認
識
に
対
し
て
隠
れ
る
よ
う
に
庭
を
侵
食
し
、
崩

壊
に
導
く
き
損
の
認
識
に
は
、
遅
行
的
な
〝
速
度
〟
が
影
響
し
て
い
る
。
ま
た

地
上
の
生
活
圏
に
近
い
場
所
で
発
生
す
る
出
来
事
は
認
識
し
や
す
い
が
、
背
景

や
死
角
、
地
下
な
ど
で
生
じ
る
き
損
が
見
落
と
し
や
す
い
よ
う
に
、
き
損
の
認

識
に
は
〝
視
界
〟
や
〝
距
離
〟
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
。
言
い
換
え
る
と
す

ぐ
れ
た
庭
師
ら
は
、
絡
み
あ
う
〝
露
出
す
る
時
間
と
潜
伏
す
る
時
間
〟
の
流
れ

の
中
に
身
を
置
い
て
い
る
こ
と
を
自
覚
し
、
実
体
験
を
通
じ
て
〝
庭
の
き
損
の

傾
向
と
要
因
〟
を
会
得
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
素
早
く
確
実
に
き
損
を
認
識
し

て
そ
の
対
応
を
行
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

　

保
存
管
理
の
当
事
者
で
あ
る
所
有
者
と
庭
師
ら
は
、
自
然
の
物
理
的
・
生
命

的
秩
序
と
平
行
し
て
互
い
に
触
発
さ
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
恒
常
維
持
管
理
の

具
体
的
な
意
味
を
獲
得
し
、そ
の
時
間
意
識
に
伴
う
き
損
の
見
落
と
し
と
し
て
、

緊
急
修
理
と
定
期
修
理
の
必
要
性
を
自
覚
す
る
。
こ
の
触
発
と
は
庭
の
保
存
管

理
の
当
事
者
間
に
お
け
る
特
有
の
時
間
の
過
ご
し
方
で
あ
り
、
持
続
的
な
運
動

の
あ
り
方
で
あ
る
。
所
有
者
と
庭
師
ら
は
、
庭
に
対
し
て
つ
ね
に
能
動
的
に
働

き
か
け
を
行
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
作
業
後
は
、
自
然
の
物
理
的
・
生
命
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的
秩
序
に
よ
る
反
応
を
待
つ
・
様
子
を
み
る
と
い
っ
た
受
動
的
な
時
間
の
過
ご

し
方
を
し
て
い
る
。
所
有
者
の
意
向
に
応
じ
て
庭
師
が
庭
に
据
え
た
石
、
手
を

入
れ
た
植
栽
樹
木
は
、
時
間
の
経
過
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
じ
め
て
成
否
を

判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

保
存
管
理
計
画
及
び
指
針
は
、
庭
に
お
け
る
自
然
の
物
理
的
・
生
命
的
秩
序

に
向
け
ら
れ
た
そ
の
当
事
者
の
意
志
と
行
為
と
の
関
係
に
配
慮
せ
ず
に
作
成
で

き
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
作
成
の
た
め
に
は
、
常
態
的
な
変
化
に
対
応
す
る

も
の
が
恒
常
維
持
管
理
、
遅
行
的
な
き
損
に
応
急
的
対
応
・
即
応
す
る
も
の
が

緊
急
修
理
で
あ
り
、
数
箇
年
か
け
て
計
画
的
に
対
応
す
る
の
が
定
期
修
理
と

い
っ
た
よ
う
に
、
保
存
管
理
の
当
事
者
に
お
け
る
時
間
の
過
ご
し
方
に
は
状
況

差
が
あ
る
こ
と
を
把
握
し
て
お
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

第
２
項　

保
存
管
理
指
針
の
作
成
過
程
に
み
る
従
事
者
の
意
志

（
１
）
庭
の
所
有
者
と
庭
師
ら
の
意
志
の
歴
史

　

保
存
管
理
指
針
は
、
庭
の
保
存
管
理
に
携
わ
る
人
々
が
、
庭
を
後
世
に
継
承

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
相
互
利
用
す
る
資
料
媒
体
で
あ
る
。
そ
の
目
指
す
と
こ

ろ
に
よ
る
と
、
そ
の
記
述
に
は
、
過
去
の
人
々
と
現
世
の
わ
れ
わ
れ
、
さ
ら
に

は
後
世
の
人
々
と
に
一
貫
す
る
志
向
性
の
把
握
と
再
現
性
が
必
要
と
さ
れ
る
。

も
し
現
世
の
調
査
者
が
、
園
池
や
築
山
を
配
し
植
栽
樹
木
が
植
え
ら
れ
た
い
わ

ゆ
る
庭
園
だ
け
を
主
眼
に
指
針
や
計
画
を
立
て
た
と
し
て
も
、
そ
の
思
考
は
過

去
・
現
在
・
未
来
い
ず
れ
の
時
期
の
所
有
者
や
庭
師
の
志
向
と
も
適
合
し
な
い
。

　

庭
の
保
存
管
理
へ
主
体
的
に
携
わ
る
人
々
の
関
心
は
、
所
有
さ
れ
る
多
様
な

庭
、
建
物
、
周
辺
環
境
、
工
作
物
に
広
が
っ
て
お
り
、
庭
園
は
そ
の
一
部
で
し

か
な
い
。
実
態
と
し
て
所
有
者
や
庭
師
ら
が
庭
園
だ
け
を
保
存
管
理
す
る
と
い

う
非
合
理
的
な
こ
と
を
し
て
い
な
い
以
上
、
保
存
管
理
指
針
は
、
記
述
の
程
度

の
差
は
あ
れ
、
か
れ
ら
の
住
宅
敷
地
や
境
内
、
そ
の
周
辺
と
い
っ
た
日
常
生
活

に
お
け
る
土
地
を
念
頭
に
置
い
て
作
成
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

過
去
・
現
世
・
後
世
の
人
々
に
お
け
る
一
貫
性
と
は
、
そ
の
ひ
と
つ
が
実
在

の
日
常
生
活
に
お
け
る
土
地
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
が
連
綿
と
流
れ
る
時
間
で

あ
る
。
過
去
と
現
世
そ
し
て
後
世
の
人
々
は
、
歴
史
と
い
う
意
味
の
時
間
と
実

在
す
る
土
地
を
媒
介
と
し
て
繋
が
っ
て
い
る
。
現
世
の
わ
れ
わ
れ
は
、
過
去
か

ら
現
在
に
引
き
継
が
れ
た
土
地
に
立
脚
す
る
こ
と
に
よ
り
、
歴
史
の
一
貫
性
の

な
か
で
庭
の
継
承
者
の
一
員
で
あ
る
こ
と
を
確
信
で
き
る
。
特
定
の
庭
の
保
存

管
理
に
携
わ
る
人
々
が
将
来
に
わ
た
っ
て
こ
の
確
信
を
持
続
す
る
た
め
に
は
、

歴
史
に
遡
行
・
照
会
す
る
こ
と
が
可
能
な
記
述
、
つ
ま
り
は
庭
の
築
造
か
ら
継

承
に
関
わ
っ
た
所
有
者
と
庭
師
ら
に
よ
る
意
志
の
い
わ
ば
履
歴
書
が
不
可
欠
と

な
る
。
庭
の
保
存
管
理
へ
主
体
的
に
携
わ
る
人
々
は
、
こ
の
履
歴
書
を
媒
介
し

て
特
定
の
庭
の
歴
史
の
生
き
証
人
と
な
り
、い
ず
れ
歴
史
の
登
場
人
物
と
な
る
。

　

こ
の
履
歴
書
は
、
歴
史
的
出
来
事
と
し
て
の
庭
の
築
造
か
ら
継
承
の
過
程
に

お
い
て
、
庭
の
所
有
者
と
庭
師
ら
の
意
志
が
ど
の
よ
う
に
移
り
変
わ
っ
た
の
か

を
記
録
し
た
も
の
で
あ
り
、
結
果
的
に
そ
れ
が
庭
の
本
質
的
価
値
の
根
拠
と
な

る
。
歴
史
資
料
に
は
、
庭
の
所
有
者
や
庭
師
ら
の
意
志
が
明
確
に
記
述
さ
れ
て

い
る
事
例
が
少
な
い
。
こ
の
履
歴
書
作
成
に
お
い
て
は
、
ま
ず
は
庭
自
体
に
注

目
せ
ず
、
庭
の
築
造
か
ら
継
承
に
か
け
て
の
所
有
者
と
庭
師
ら
の
置
か
れ
た
社

会
状
況
を
、
原
典
あ
る
い
は
そ
れ
に
即
し
た
幅
広
い
歴
史
資
料
に
も
と
づ
い
て

記
述
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
庭
園
史
を
辿
り
作
庭
の
意
図
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
を
要
求
さ
れ
て
い
な
い
。
現
世
の
わ
れ
わ
れ
が
特
定
の
庭
を
受
け

入
れ
て
い
る
の
と
同
様
に
、
先
人
が
日
常
生
活
の
中
で
庭
に
関
わ
っ
て
い
た
状

況
や
社
会
背
景
を
生
き
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
先
人
が
い
か
な
る
意
志
に
も
と

づ
い
て
庭
を
築
造
し
継
承
し
て
き
た
の
か
を
振
り
返
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
庭
の
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本
質
的
価
値
が
歴
史
に
一
貫
し
た
志
向
性
と
し
て
浮
か
び
上
が
り
、
保
存
管
理

の
指
針
は
お
の
ず
と
導
き
出
さ
れ
る
。

（
２
）
制
度

　

歴
史
資
料
に
も
と
づ
い
て
解
明
さ
れ
た
あ
る
庭
の
保
存
管
理
の
筋
道
は
、
そ

の
庭
に
係
る
制
度
と
照
合
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
保
存
管
理
指
針

と
な
り
得
る
。

　

庭
の
保
存
管
理
に
関
わ
る
社
会
制
度
と
し
て
は
、
都
市
計
画
や
文
化
財
保
護

な
ど
の
法
律
や
条
例
が
想
定
さ
れ
る
。保
存
管
理
が
社
会
的
行
為
で
あ
る
以
上
、

法
令
遵
守
は
前
提
事
項
で
あ
る
。
法
令
の
成
立
以
前
に
成
立
し
た
境
内
や
邸
宅

を
継
承
し
て
い
く
場
合
、
現
行
の
法
令
と
そ
れ
ら
の
保
存
管
理
の
実
態
と
の
間

に
食
い
違
い
が
生
じ
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
あ
る
が
、
仕
方
が
な
い
と
言
っ
て

済
ま
さ
れ
る
事
柄
で
は
な
い
。
現
行
の
法
令
の
規
定
に
そ
の
ま
ま
に
従
う
と
い

う
こ
と
は
、
過
去
の
産
物
に
現
世
の
価
値
観
を
押
し
付
け
る
こ
と
に
な
り
兼
ね

な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
と
し
て
本
質
的
価
値
の
持
続
に
影
響
を
及
ぼ
す
改

変
が
な
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
庭
の
保
存
管
理
に
お
い
て
は
、
先

述
の
歴
史
資
料
に
も
と
づ
く
履
歴
書
と
現
行
制
度
を
照
合
し
て
、
食
い
違
う
点

を
洗
い
出
し
、
法
律
や
条
例
の
窓
口
と
な
る
行
政
担
当
者
と
共
に
制
度
上
の
許

容
の
範
囲
を
探
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

　

こ
の
作
業
は
、
妥
協
点
や
譲
歩
の
条
件
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
本
質
的
価
値
と
保
存
管
理
の
歴
史
を
継
承
す
る
た
め

の
不
断
の
努
力
で
あ
る
。
具
体
的
な
報
告
書
の
作
成
上
で
は
、
ま
ず
対
象
と
な

る
庭
が
所
在
す
る
地
域
に
係
る
制
度
を
調
べ
出
し
、
そ
の
規
定
を
そ
の
ま
ま
掲

載
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
規
定
の
う
ち
庭
の
保
存
管
理
に
お
い
て
不
具
合
が
あ

る
事
柄
に
つ
い
て
の
検
討
事
項
を
併
せ
て
掲
載
す
る
必
要
が
あ
る
。

（
３
）
修
理
の
計
画
と
将
来
へ
の
展
望

　

伝
統
的
建
造
物
が
そ
う
で
あ
る
よ
う
に
、
伝
統
的
な
庭
も
数
十
年
周
期
で
修

理
を
行
う
必
要
が
あ
る
。
定
期
修
理
の
〝
定
期
〟
と
は
、
周
期
的
な
修
理
の
必

要
性
を
意
味
し
て
い
る
。
修
理
の
計
画
と
は
、
寺
院
で
い
え
ば
遠
忌
事
業
・
個

人
住
宅
で
い
え
ば
記
念
日
な
ど
、
目
標
と
す
る
時
期
と
予
算
を
あ
ら
か
じ
め
設

定
し
、
そ
の
双
方
に
適
合
し
た
年
次
計
画
と
年
間
計
画
を
作
成
す
る
こ
と
で
あ

る
。
修
理
で
は
、
先
行
し
て
行
わ
れ
る
調
査
・
記
録
が
修
理
内
容
の
検
討
資
料
・

修
理
計
画
図
の
下
図
と
な
る
た
め
、
調
査
と
修
理
内
容
の
検
討
資
料
、
実
施
施

工
と
の
時
間
配
分
は
、
厳
密
に
行
う
必
要
が
あ
る
。
ま
た
修
理
終
了
に
際
し
て

は
、
将
来
的
に
再
び
行
わ
れ
る
定
期
修
理
を
念
頭
に
お
い
て
、
後
人
が
過
去
に

行
わ
れ
た
修
理
内
容
と
そ
の
考
え
方
、反
省
点
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

再
現
性
を
備
え
た
報
告
書
を
作
成
す
る
こ
と
が
必
須
で
あ
る
。

　

庭
の
保
存
管
理
は
、
所
有
者
に
お
い
て
利
用
さ
れ
る
た
め
に
行
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
そ
の
指
針
と
修
理
の
計
画
は
、
所
有
者
に
お
け

る
日
常
の
利
用
形
態
と
経
済
基
盤
が
最
前
提
と
さ
れ
る
。
保
存
管
理
が
所
有
者

や
庭
師
ら
の
過
剰
な
負
担
と
な
る
こ
と
を
避
け
ら
れ
な
け
れ
ば
、
庭
を
継
承
し

続
け
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。

第
３
項　

考
古
学
的
調
査
に
み
る
従
事
者
の
意
志

（
１
）
庭
の
保
存
管
理
と
考
古
学
的
調
査
と
の
密
接
な
関
係
性

　

庭
は
、
人
為
と
環
境
の
影
響
に
よ
る
き
損
（
１
）
の
蓄
積
に
よ
り
、
定
期
的
に

抜
本
的
な
修
理
を
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
こ
の
数
十
年
周
期
に
よ
り
長
期

間
を
か
け
て
実
施
さ
れ
る
修
理
は
〝
定
期
修
理
〟
と
呼
称
さ
れ
、
京
都
市
内
の

文
化
財
庭
園
で
は
一
部
の
例
外
を
除
い
て
考
古
学
的
手
法
を
用
い
た
現
行
の
庭

の
調
査
（
以
下
、
考
古
学
的
調
査
と
す
る
）
と
連
動
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
定
期
修
理
は
、
考
古
学
的
調
査
と
の
連
携
を
契
機
と
し
て
、
初
め
て
成
立
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す
る
と
も
い
え
る
。

　

こ
の
考
古
学
的
調
査
と
連
動
し
た
庭
の
修
理
と
い
う
考
え
方
が
生
ま
れ
る

き
っ
か
け
と
な
っ
た
の
は
、
前
節
で
述
べ
た
醍
醐
寺
三
宝
院
庭
園
（
京
都
市
伏

見
区
）
の
保
存
修
理
事
業
で
あ
る
。
そ
の
事
業
で
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
修
理

開
始
の
十
四
年
に
か
け
て
遺
跡
整
備
の
場
合
と
同
様
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
て

い
た
。
同
十
五
年
に
は
、修
理
の
進
行
に
支
障
を
来
し
た
こ
と
を
理
由
と
し
て
、

庭
の
修
理
を
前
提
し
た
考
古
学
的
調
査
に
切
り
替
え
ら
れ
た
。
こ
れ
ら
の
調
査

は
、
行
動
の
内
容
が
ほ
と
ん
ど
同
一
で
あ
り
な
が
ら
、
目
指
す
到
達
点
の
違
い

か
ら
行
為
の
動
機
と
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
。

　
『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』（
２
）
に
よ
る
と
、
発
掘
と
は
「
考
古
学
で
、
地

表
化
に
埋
蔵
さ
れ
た
遺
物
・
遺
跡
を
掘
り
出
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
作
業
」
で

あ
る
。
ま
た
『
世
界
考
古
学
事
典 

上
』（
３
）
に
よ
る
と
、発
掘
調
査
と
は
、「
遺
構
・

遺
物
を
覆
っ
て
い
る
土
砂
等
を
取
除
き
、
そ
こ
に
あ
る
遺
構
等
を
明
ら
か
に
し

そ
れ
ら
を
記
録
す
る
こ
と
、
ま
た
発
見
さ
れ
る
遺
物
等
の
依
存
状
態
を
確
認
し

記
録
し
て
、そ
れ
ら
を
採
集
す
る
と
い
う
手
続
き
が
取
ら
れ
」
る
行
為
で
あ
る
。

つ
ま
り
は
「
調
査
者
に
よ
る
そ
の
遺
跡
の
評
価
の
作
業
で
あ
る
と
い
っ
て
も
よ

い
」
行
為
で
あ
り
、「
遺
構
・
遺
物
を
覆
う
土
砂
等
を
取
除
き
、
遺
構
を
確
認
し
、

遺
物
を
採
集
す
る
こ
と
な
ど
、
遺
跡
の
破
壊
と
い
う
手
段
に
よ
っ
て
の
み
遂
行

し
う
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
」
と
い
う
。

　

こ
れ
ら
の
定
義
が
示
す
よ
う
に
、
現
世
に
お
い
て
継
続
し
て
利
用
さ
れ
て
い

る
庭
は
、
既
に
庭
で
あ
る
こ
と
が
周
知
さ
れ
て
お
り
、
改
め
て
発
見
さ
れ
る
遺

跡
と
は
意
味
が
異
な
る
。
ま
た
、
地
表
の
庭
自
体
に
価
値
が
認
め
ら
れ
て
い
る

場
合
は
、
そ
れ
を
破
壊
す
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
た
め
、
原
則
的
に
前
述
の
定

義
に
あ
る
発
掘
調
査
の
対
象
と
は
な
り
得
な
い
。
現
行
の
庭
が
発
掘
調
査
の
対

象
と
な
る
の
は
、
国
の
史
跡
及
び
名
勝
平
等
院
庭
園
（
京
都
府
宇
治
市
）
な
ど

の
よ
う
に
、
後
世
に
改
修
さ
れ
た
地
表
の
庭
を
解
体
除
去
し
、
地
下
に
埋
蔵

さ
れ
て
い
た
平
安
期
の
形
態
へ
と
整
備
す
る
よ
う
な
事
例
で
あ
る
（
４
）。
従
来
、

発
掘
調
査
を
伴
う
庭
の
整
備
と
庭
の
修
理
の
分
別
は
曖
昧
で
あ
り
、
現
行
の
庭

の
地
下
埋
蔵
物
に
対
す
る
興
味
に
よ
っ
て
、
恣
意
的
な
部
分
的
発
掘
調
査
が
行

わ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、
現
行
の
庭
の
状
態
の
理
解
が
混
乱
す
る

自
体
を
招
い
て
き
た
。
定
期
修
理
は
、
そ
の
反
省
と
し
て
、
現
在
ま
で
継
承
さ

れ
て
き
た
庭
の
形
態
を
尊
重
し
、
実
践
知
に
も
と
づ
き
引
き
続
い
て
継
承
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　

本
研
究
の
目
的
は
定
期
修
理
の
実
践
的
妥
当
性
の
解
明
で
あ
る
。
研
究
の
展

望
と
し
て
は
、
ま
ず
二
例
の
文
化
財
庭
園
の
修
理
事
業
報
告
書
に
も
と
づ
い
て

発
掘
調
査
と
考
古
学
的
調
査
と
連
動
し
た
庭
の
修
理
を
分
析
し
て
、
そ
の
行
為

の
意
味
の
違
い
を
明
確
に
し
、
庭
の
修
理
と
考
古
学
的
調
査
の
相
互
関
係
を
探

求
す
る
。
な
お
、
筆
者
は
、
行
政
職
員
と
し
て
両
方
の
修
理
事
業
へ
主
体
的
に

参
加
し
た
。

（
２
）
現
行
の
庭
に
お
け
る
発
掘
調
査

　

国
の
名
勝
滴
翠
園
（
京
都
市
下
京
区
）
の
保
存
修
理
事
業
で
は
、
事
前
準
備

段
階
の
平
成
八
年
か
ら
十
四
年
ま
で
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
、
修
理
が
実
施
さ

れ
た
。
同
十
五
年
か
ら
十
九
年
に
か
け
て
は
考
古
学
的
手
法
を
用
い
た
立
会
・

確
認
調
査
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
う
ち
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
検
出
さ
れ
た
滝
と
同

箇
所
に
お
け
る
そ
の
後
の
対
処
の
概
要
を
示
す
。
な
お
本
修
理
事
業
は
、
宗
教

法
人
本
願
寺
が
平
成
二
十
三
年
（
２
０
１
１
）
の
親
鸞
聖
人
七
百
五
十
年
大
遠

忌
法
要
開
催
に
向
け
て
行
わ
れ
た
本
願
寺
境
内
改
修
工
事
の
一
環
で
あ
る
。
滴

翠
園
に
は
、
国
宝
飛
雲
閣
の
北
側
前
方
に
滄
浪
池
と
呼
ば
れ
る
園
池
が
所
在
す

る
。
平
成
十
―
十
二
年
度
に
か
け
て
同
池
の
北
東
部
に
お
い
て
、
給
水
位
置
の

確
認
の
た
め
の
発
掘
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
平
成
十
年
度
の
調
査
区
は
九
区
、



258

翌
年
度
以
降
の
調
査
区
は
十
区
と
呼
称
さ
れ
た
。
以
下
、
当
該
の
報
告
書
（
５
）

の
該
当
箇
所
の
一
部
を
抜
粋
す
る
。
括
弧
内
の
数
字
は
、
報
告
書
の
該
当
ペ
ー

ジ
を
示
す
。

九
区
で
は
土
管
に
よ
る
水
路
三
本
を
検
出
し
た
。（
中
略
）
い
ず
れ
も
北
東

方
向
か
ら
池
に
水
を
引
き
入
れ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
。
土
管
の
出
口
付
近

か
ら
昭
和
初
期
に
製
薬
会
社
で
製
造
販
売
さ
れ
て
い
た
菓
子
の
容
器
が
出
土

し
て
お
り
、
明
ら
か
に
近
現
代
に
な
っ
て
敷
設
さ
れ
た
導
水
路
で
あ
る
が
、

い
つ
ま
で
機
能
し
て
い
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
、
調
査
区
の
一
部
を
断

ち
割
っ
て
調
査
し
た
が
、
本
願
寺
京
都
移
転
時
の
流
路
堆
積
を
確
認
し
た
の

み
で
、
土
管
に
先
立
つ
導
水
施
設
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。（
滴
翠
園
修
理

報
告
書
：　

３
５
頁
）

九
区
で
江
戸
時
代
に
さ
か
の
ぼ
る
導
水
施
設
が
検
出
で
き
な
か
っ
た
た
め
、

北
隣
に
十
区
を
設
置
し
て
調
査
を
行
っ
た
結
果
、
土
管
に
先
行
す
る
漆
喰
製

の
方
形
桝
お
よ
び
花
崗
岩
製
の
導
水
路
、
滝
石
組
な
ど
の
庭
石
が
大
変
良
好

な
状
態
で
遺
存
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。（
前
掲
書
：
３
５
―
６
頁
）

ま
た
、
調
査
区
部
分
は
埋
土
の
堆
積
状
況
と
出
土
し
た
遺
物
か
ら
、
十
八
世

紀
中
頃
に
一
気
に
埋
没
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
お
そ
ら
く
明
和
期
の

修
復
時
に
園
路
を
取
り
付
け
る
た
め
、
石
の
据
え
替
え
や
移
動
を
す
る
こ
と

な
く
、そ
の
ま
ま
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
あ
る
。（
前
掲
書
：
３
８
頁
）

　

発
掘
調
査
の
最
初
の
動
機
は
、
旧
水
路
の
確
認
で
あ
り
、
最
初
に
近
現
代
に

敷
設
さ
れ
た
土
管
が
検
出
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
か
ら
江
戸
期
に
造
ら
れ
た
旧
水

路
の
検
出
を
目
指
し
、
位
置
を
変
え
て
発
掘
調
査
を
実
施
し
た
所
、
明
和
期

（
１
７
６
４
―
７
２
）
の
改
修
以
前
に
機
能
し
て
い
た
と
推
察
さ
れ
る
桝
、
導

水
路
、
滝
石
組
が
検
出
さ
れ
た
。

（
４
）
Ｄ
ゾ
ー
ン

（
ｂ
）
絵
画
史
料
や
写
真
資
料
等
に
よ
る
確
認
・
検
証　
「
滴
翠
園
十
勝
絵
」

で
は
描
か
れ
た
当
時
の
状
況
と
大
き
く
異
な
り
、
修
理
の
た
め
の
参
考
に
は

な
ら
な
か
っ
た
。（
前
掲
書
：
１
１
９
頁
）

（
ｄ
）
計
画　

こ
の
範
囲
の
池
底
に
土
が
堆
積
し
て
い
た
た
め
、
流
れ
部
分

と
そ
の
周
辺
の
状
況
が
わ
か
る
ま
で
、
土
の
除
去
と
雑
草
の
撤
去
を
計
画
し

た
。
こ
の
範
囲
の
石
組
は
、
流
れ
部
分
が
造
ら
れ
た
と
き
に
手
を
加
え
ら
れ

て
い
た
部
分
で
あ
っ
た
た
め
、
あ
ま
り
改
良
の
余
地
は
無
く
、
石
積
の
隙
間

な
ど
漏
水
の
問
題
と
な
る
部
分
に
つ
い
て
、
土
を
取
除
き
防
水
を
施
す
よ
う

に
し
た
。
ま
た
、
こ
の
部
分
に
新
設
の
給
水
口
を
設
け
る
た
め
、
流
れ
部
分

の
堆
積
土
を
取
り
除
い
て
破
損
し
た
漆
喰
部
分
を
補
修
し
、
玉
石
の
敷
き
直

し
を
計
画
し
た
。（
前
掲
書
：
同
頁
）

（
ｅ
）
施
工　
（
前
略
）
石
組
部
分
は
、
合
端
等
の
漏
水
の
可
能
性
が
あ
る
部

分
を
対
象
に
防
水
粘
土
を
突
き
込
む
施
工
を
行
っ
た
。
こ
の
範
囲
の
堆
積
土

を
取
り
除
い
た
と
こ
ろ
、
池
底
に
新
た
な
石
が
確
認
さ
れ
、
流
れ
部
分
の
全

容
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、
破
損
部
分
の
補
修
と
、
荒
れ
て
い
た
玉
石
を

洗
浄
し
、
元
の
状
態
に
敷
き
直
し
た
。（
前
掲
書
：
同
頁
）

　

平
成
十
七
年
度
に
実
施
さ
れ
た
当
該
の
修
理
区
は
、Ｄ
ゾ
ー
ン
と
称
さ
れ
た
。
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前
述
の
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
九
区
と
十
区
は
、
施
工
時
に
は
埋
め
戻
さ
れ
て

い
た
。
滴
翠
園
の
修
理
事
業
は
、「
滴
翠
園
十
勝
絵
」
を
参
照
し
て
行
わ
れ
て

い
た
が
、
発
掘
調
査
で
検
出
さ
れ
た
滝
は
描
写
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
旧
来
の

給
水
施
設
と
滝
石
組
が
検
出
さ
れ
た
九
区
と
十
区
は
、
現
行
の
園
路
の
直
下
に

位
置
し
て
い
た
た
め
、
復
元
整
備
を
す
る
と
、
来
訪
者
の
動
線
が
遮
断
さ
れ
る

た
め
、
現
行
の
形
態
が
保
持
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
当
該
箇
所

で
は
、
周
辺
の
清
掃
と
堆
積
土
の
除
去
が
施
さ
れ
た
上
で
、
流
れ
の
き
損
箇
所

と
埋
没
部
分
の
修
理
が
行
わ
れ
た
。

（
３
）
考
古
学
的
調
査
と
連
動
し
た
庭
の
修
理

　

京
都
市
指
定
名
勝
立
本
寺
庭
園
の
平
成
期
定
期
修
理
事
業
は
、
平
成
十
六
年

か
ら
二
十
二
年
ま
で
の
七
年
間
か
け
て
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
考
古
学
的
調
査
を

伴
う
築
山
・
石
階
段
な
ど
の
修
理
概
要
の
一
部
を
示
す
。

　

平
成
二
十
年
度
、
立
本
寺
庭
園
の
西
庭
の
築
山
オ
で
は
、
部
分
的
に
版
築
修

理
と
そ
の
周
辺
の
園
路
の
修
理
が
行
わ
れ
、
事
前
に
考
古
学
的
調
査
が
実
施
さ

れ
た
。
以
下
は
、
当
該
の
報
告
書
（
６
）
の
該
当
事
項
の
一
部
を
抜
粋
し
た
も
の

で
あ
る
。
な
お
、
築
山
オ
に
設
定
し
た
調
査
区
は
、
Ｂ
区
と
呼
称
さ
れ
た
。

　

立
本
寺
客
殿
の
庭
園
に
お
い
て
は
、
名
勝
指
定
後
に
さ
え
も
実
生
の

草
木
が
多
く
侵
入
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
平
成
二
十
五
年

（
２
０
１
３
）
に
迎
え
る
、
日
像
の
弟
子
の
大
覚
大
僧
正
妙
実
六
百
五
十
年

遠
忌
を
前
に
庭
園
修
理
を
図
る
こ
と
と
な
っ
た
。（
立
本
寺
庭
園
修
理
報
告

書
：
Ｘ
頁
）

　

設
定
し
た
調
査
区
に
つ
い
て
は
、
築
山
構
築
層
と
認
め
ら
れ
る
面
ま
で
掘

削
・
精
査
し
、
一
部
土
層
確
認
の
た
め
、
断
ち
割
り
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、

写
真
撮
影
、平
面
・
断
面
実
測
を
行
っ
た
。（
中
略
）調
査
は
、築
山
の
構
築
層
、

滝
の
石
組
、
階
段
状
の
石
の
据
え
付
け
、
園
路
の
基
盤
層
の
確
認
を
目
的
と

し
た
。
掘
削
範
囲
は
名
勝
で
あ
る
た
め
最
小
限
に
と
ど
め
た
が
、
調
査
の
結

果
、
築
山
の
構
築
層
、
園
路
部
分
で
は
礫
敷
層
を
検
出
し
た
。
景
石
に
つ
い

て
は
、
元
位
置
を
保
っ
て
い
る
も
の
の
、
明
ら
か
な
崩
落
や
傾
き
の
あ
る
も

の
、抜
き
取
り
と
み
ら
れ
る
痕
跡
な
ど
を
確
認
で
き
た
。（
前
掲
書
：
１
３
頁
）

Ｂ
区　
（
前
略
）
築
山
上
と
そ
の
近
辺
に
は
、
イ
チ
ョ
ウ
・
タ
イ
サ
ン
ボ
ク
・

モ
チ
ノ
キ
な
ど
の
大
木
が
多
く
、
調
査
開
始
に
は
階
段
状
踏
み
石
と
樹
木
の

根
が
複
雑
に
交
差
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
か
、
踏
み
石
が
明
確
に
ず
れ
た
痕

跡
が
あ
る
。（
中
略
）
西
側
で
は
表
土
除
去
後
、
Ａ
区
と
同
様
の
築
山
構
築

層
を
検
出
し
た
。
踏
み
石
は
こ
の
層
上
に
据
え
ら
れ
て
い
る
。
東
側
の
基
本

層
序
は
、
表
土
・
盛
土
と
み
ら
れ
る
黄
褐
色
泥
砂
層
・
江
戸
時
代
の
瓦
を
多

数
含
む
暗
褐
色
泥
砂
層
は
凹
凸
が
激
し
い
。
瓦
を
含
む
層
は
築
山
を
構
築
す

る
た
め
、
ま
た
は
そ
の
補
修
の
た
め
の
層
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
調
査
区

東
側
の
断
面
観
察
に
よ
る
と
さ
ら
に
東
側
へ
続
く
。
園
路
で
も
瓦
を
含
む
層

を
検
出
し
て
お
り
、
徐
々
に
薄
く
な
る
。
断
ち
割
り
箇
所
で
は
、
下
層
に
暗

灰
黄
色
泥
砂
混
礫
層
が
つ
づ
く
。
庭
園
全
体
の
基
盤
層
の
可
能
性
が
あ
る
。

(
前
掲
書
：
１
６
―
７
頁
）

　

当
該
修
理
事
業
の
動
機
は
、庭
の
荒
廃
状
態
に
伴
う
正
常
化
の
措
置
で
あ
り
、

寺
院
の
遠
忌
事
業
に
伴
う
も
の
で
あ
っ
た
。
修
理
に
当
た
っ
て
は
、
庭
の
築
造

の
仕
組
み
の
解
明
を
目
的
と
し
て
、
考
古
学
的
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。
掘
削
深



度
は
、
築
山
表
層
の
腐
植
土
化
を
免
れ
た
構
築
層
ま
で
と
し
、
断
ち
割
り
調
査

は
一
部
分
に
留
め
ら
れ
た
。
そ
の
結
果
、
堆
積
土
の
厚
み
の
指
標
が
示
さ
れ
る

と
と
も
に
、
庭
の
旧
来
の
形
態
を
示
す
構
築
層
が
検
出
し
た
。

「
築
山
オ
周
辺
」　
（
前
略
）
同
箇
所
の
堆
積
は
著
し
く
、
腐
植
土
を
除
去
す

る
と
下
部
か
ら
大
き
く
出
入
り
す
る
築
山
の
裾
部
が
露
呈
し
た
。
そ
の
形
状

に
即
し
て
築
山
版
築
修
理
を
施
し
た
。
南
面
は
表
土
の
流
出
が
進
行
し
て
い

た
が
、
裾
部
に
ハ
ラ
ン
等
の
草
本
が
植
わ
っ
て
お
り
比
較
的
表
土
の
安
定
が

見
ら
れ
た
た
め
、
毀
損
が
著
し
い
箇
所
の
み
築
山
用
土
で
叩
き
締
め
、
地
被

植
栽
を
植
え
付
け
た
。
西
端
部
は
、
表
土
の
流
出
が
激
し
か
っ
た
た
め
、
表

土
の
清
掃
を
し
た
ほ
ぼ
直
上
に
版
築
を
施
し
た
。
そ
の
背
面
で
は
長
期
間
積

み
重
ね
ら
れ
た
剪
定
枝
や
落
ち
葉
が
腐
植
土
と
な
っ
て
堆
積
し
て
い
た
、
同

箇
所
は
、
事
前
に
試
掘
で
腐
植
土
の
厚
み
を
確
認
し
、
築
山
カ
に
か
け
て
の

外
縁
一
帯
を
構
築
土
層
ま
で
掘
り
下
げ
、表
土
を
敷
き
均
し
て
仕
上
げ
た（
後

略
）。(

前
掲
書
：
頁23)

　
「
築
山
オ
周
辺
」
に
お
い
て
過
剰
に
堆
積
し
て
い
た
堆
積
土
を
除
去
し
た
所
、

旧
来
の
築
山
の
輪
郭
が
は
っ
き
り
と
露
出
し
た
。
築
山
は
、
旧
来
の
形
態
に
即

し
て
版
築
用
土
で
覆
い
固
め
、
庭
の
築
造
時
に
伴
う
と
推
定
さ
れ
る
構
築
層
を

保
護
し
、
そ
の
上
に
地
被
植
栽
が
植
え
ら
れ
た
。

（
４
）�

現
行
の
庭
に
お
け
る
発
掘
調
査
と
考
古
学
的
調
査
と
の
行
動
の
意
味
の

相
違
点

　

発
掘
調
査
を
伴
う
現
行
の
庭
の
修
理
は
、
現
行
の
庭
の
地
表
下
に
埋
蔵
さ
れ

て
い
る
遺
構
や
遺
物
の
検
出
を
最
初
の
動
機
と
し
て
い
る
。
そ
の
動
機
は
、
過

去
の
庭
の
形
態
や
年
代
確
定
に
対
す
る
関
心
に
起
因
し
て
い
る
。
先
述
し
た
滴

翠
園
の
滄
浪
池
北
東
角
の
滝
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
偶
然
検
出
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
が
、
修
理
に
直
接
係
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
当
初
の
目
的
通
り
、
排

水
経
路
が
確
認
で
き
れ
ば
、
滝
全
体
を
検
出
す
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
に

当
時
の
調
査
者
を
含
む
修
理
関
係
者
に
お
け
る
発
掘
調
査
に
対
す
る
過
剰
な
意

識
の
働
き
が
表
れ
て
い
る
。

　

こ
の
発
掘
調
査
に
よ
り
、
当
該
の
滝
は
、
現
行
の
庭
の
骨
格
が
つ
く
ら
れ
た

「
明
和
期
の
修
復
時
に
園
路
を
取
り
付
け
る
た
め
、
石
の
据
え
替
え
や
移
動
を

す
る
こ
と
な
く
そ
の
ま
ま
埋
め
ら
れ
て
し
ま
っ
た
」
も
の
で
あ
り
、「
導
水
施

設
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
は
明
和
期
以
前
の
旧
池
に
伴
う
石
組
み
で
あ
る
」（『
滴

翠
園
』：
３
８
頁
）
と
い
う
見
解
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
こ
で
、
滝
が
発
掘
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
矛
盾
が
露
見
し
た
。
そ
も
そ
も
滴

翠
園
修
理
事
業
の
施
工
方
針
は
、「
現
在
の
滴
翠
園
庭
園
の
基
本
的
構
成
は
、

江
戸
時
代
明
和
年
間
の
改
修
の
も
の
と
す
る
」
と
あ
り
、「
後
世
に
付
加
さ
れ

た
と
考
え
ら
れ
る
石
組
や
景
石
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
箇
所
ご
と
に
詳
細
な
埋

蔵
文
化
財
立
会
調
査
と
検
討
を
行
っ
た
上
で
修
理
委
員
会
の
審
議
を
経
て
実
施

す
る
」
と
さ
れ
て
い
た
。
さ
ら
に
「
施
工
中
、
事
前
に
確
認
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
遺
構
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
そ
れ
を
記
録
し
、
そ
の
遺
構
を
保
護
す
る
た
め

の
措
置
を
は
か
る
」（
名
勝
滴
翠
園
記
念
物
保
存
修
理
事
業
報
告
書
：
２
２
頁
）

と
あ
る
。
兼
ね
て
よ
り
滄
浪
池
は
、
池
水
の
滞
留
に
よ
る
水
質
の
悪
化
が
懸
案

と
さ
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
所
有
者
側
の
要
望
に
よ
り
給
水
口
を
整
備
し
水
流

が
設
け
ら
れ
、
現
行
の
庭
の
一
部
改
修
に
よ
り
有
益
な
機
能
を
果
た
す
こ
と
に

な
っ
た
。
最
終
的
に
施
工
方
針
は
概
ね
守
ら
れ
た
が
、
そ
の
発
掘
調
査
の
成
果

が
修
理
に
結
び
つ
く
こ
と
は
無
か
っ
た
。

　

こ
こ
に
は
、
発
掘
に
〝
発
見
〟
が
意
識
づ
け
ら
れ
、「
遺
跡
の
評
価
」
が
動
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機
付
け
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
修
理
を
前
提
し
た
考
古
学
的
調
査
で
は
、

現
行
の
庭
の
覆
土
の
除
去
が
意
識
づ
け
ら
れ
、
修
理
手
法
の
た
め
の
情
報
獲
得

が
動
機
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
意
志
の
違
い
が
如
実
に
表
れ
て
い
る
。

　

立
本
寺
庭
園
の
修
理
事
業
の
基
本
方
針
で
は
、「
長
年
の
落
葉
や
土
埃
の
堆

積
・
実
生
木
の
繁
茂
な
ど
の
影
響
に
よ
り
不
明
瞭
と
な
っ
た
地
割
に
つ
い
て
は
、

事
前
確
認
（
考
古
学
的
）
調
査
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
た
深
度
に
も
と
づ
い
て
腐

植
土
の
堆
積
を
除
去
す
る
。
作
庭
時
も
し
く
は
過
去
の
改
修
後
の
形
状
が
露
呈

す
れ
ば
、
そ
の
面
を
保
護
し
な
が
ら
粘
質
土
（
版
築
用
土
）
を
版
築
す
る
こ
と

に
よ
り
形
状
を
復
元
」
し
、「
排
水
に
つ
い
て
は
、
既
に
確
認
さ
れ
て
い
る
不

良
個
所
に
対
し
て
掘
削
確
認
を
し
、
機
能
確
認
を
促
す
と
と
も
に
、
園
内
の
表

面
排
水
の
改
善
を
行
う
」（
京
都
市
指
定
名
勝
立
本
寺
庭
園
平
成
期
定
期
修
理

報
告
書
：
９
頁
）
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
記
述
か
ら
掘
削
を
伴
う
調
査
は
、
現

行
の
庭
が
持
つ
素
性
を
尊
重
す
る
こ
と
が
意
識
さ
れ
、
現
行
の
庭
の
形
態
と
機

能
を
正
常
化
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
て
、
掘
削
は
必
要
最
小
限
に
留
め
ら
れ

た
。

　

現
行
の
庭
の
機
能
を
正
常
化
す
る
と
い
う
意
識
は
、
考
古
学
的
調
査
に
よ
る

再
認
識
が
あ
っ
た
場
合
も
同
様
で
あ
る
。
立
本
寺
庭
園
の
築
山
カ
周
辺
に
お
い

て
「
南
側
中
腹
部
の
堆
積
を
除
去
す
る
と
、
そ
の
下
部
か
ら
極
ま
っ
た
状
態
の

石
を
数
個
発
掘
し
た
。
当
初
そ
れ
ら
の
石
の
機
能
や
意
義
は
不
明
で
あ
っ
た
。

築
山
全
体
の
堆
積
の
除
去
を
進
め
て
い
く
と
、
そ
れ
ら
の
石
が
築
山
の
周
囲
の

特
に
廻
り
込
む
範
囲
に
集
中
し
て
据
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
さ
ら

に
築
山
の
旧
態
の
痕
跡
か
ら
、
そ
れ
ら
の
石
以
外
に
も
落
下
し
失
わ
れ
て
い
る

石
の
存
在
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。（
中
略
）
以
上
の
所
見
を
総
合
す
れ
ば
、
立

本
寺
庭
園
の
築
山
の
急
な
廻
り
込
み
箇
所
に
は
、
土
留
め
石
を
据
え
る
と
い
う

技
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
」
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
石
の
落

失
は
、
階
段
石
で
も
見
受
け
ら
れ
た
。「
そ
こ
で
、
事
前
に
写
真
記
録
を
行
い
、

階
段
石
と
土
留
め
石
の
据
え
付
け
痕
の
大
き
さ
を
測
り
、
そ
れ
と
見
合
っ
た
大
き

さ
の
（
庭
内
に
放
置
さ
れ
て
い
た
）
石
を
選
別
し
、土
極
め
に
よ
っ
て
設
置
」（
立

本
寺
庭
園
修
理
報
告
書
：
２
１
頁
）
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
考
古
学
的
調

査
の
成
果
は
、
現
行
の
庭
に
潜
在
し
た
築
造
の
仕
組
み
の
再
認
識
で
あ
る
。
埋
没

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
継
続
中
の
時
間
の
流
れ
と
断
絶
し
た
遺
跡
の
検
出
と
は
意
味

が
異
な
る
。

　

現
行
の
文
化
財
庭
園
は
、
既
に
そ
れ
自
体
が
歴
史
的
に
評
価
さ
れ
て
お
り
、
史

跡
と
し
て
の
意
味
合
い
を
除
け
ば
、
あ
ら
た
め
て
遺
跡
と
し
て
評
価
さ
れ
る
必
然

性
は
な
い
。
そ
も
そ
も
現
行
の
庭
は
遺
跡
や
遺
産
で
は
な
く
、
成
立
以
来
か
ら
継

続
中
の
文
化
的
行
動
で
あ
り
、
継
承
さ
れ
続
け
て
い
る
活
き
た
財
産
で
あ
る
。
伝

統
的
に
継
承
さ
れ
て
き
た
文
化
財
庭
園
は
、整
備
に
よ
り
「
す
ぐ
役
立
つ
よ
う
に
、

準
備
、
整
備
、
機
能
な
ど
を
整
え
」（『
日
本
国
語
大
辞
典 

第
二
版
』）
ら
れ
な
く

て
も
、
長
年
、
整
え
ら
れ
た
状
態
と
し
て
存
続
し
て
き
た
。
現
行
の
庭
は
、
目
下
、

現
世
の
人
々
の
利
用
や
要
求
を
満
た
し
て
お
り
、
そ
の
た
め
の
働
き
を
備
え
て
い

る
た
め
、
定
期
修
理
に
は
、
現
行
の
庭
に
備
え
ら
れ
た
築
造
の
仕
組
み
を
持
続
さ

せ
る
た
め
の
検
証
と
正
常
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
継
承
が
前
提
さ
れ
る

文
化
財
庭
園
に
お
い
て
、
そ
の
現
行
の
庭
と
し
て
機
能
し
て
い
る
表
層
を
発
掘
調

査
に
よ
っ
て
破
壊
す
る
こ
と
は
矛
盾
し
て
い
る
。

（
５
）　

考
古
学
的
調
査
と
連
動
し
た
庭
の
修
理
の
本
質
の
解
明

　

庭
の
修
理
の
記
述
を
す
る
た
め
に
は
、
そ
の
当
事
者
間
の
意
識
を
時
間
の
流
れ

と
し
て
と
ら
え
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
に
定
期
修
理
で
は
、
庭
が
人
為
と
環

境
の
影
響
に
よ
り
毀
損
し
や
す
く
、
恒
常
維
持
管
理
と
緊
急
修
理
で
補
え
な
い
ほ

ど
の
毀
損
の
進
行
に
伴
っ
て
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
が
指
摘
し
て
き
た
。
恒
常
維
持

管
理
と
は
、「
毎
年
行
わ
れ
る
庭
の
樹
木
・
草
本
の
手
入
れ
、
清
掃
な
ど
の
行
為

261



の
総
称
」、
緊
急
修
理
と
は
、「
恒
常
維
持
管
理
と
定
期
修
理
の
間
に
実
施
さ
れ

る
短
期
も
し
く
は
中
期
の
応
急
的
な
修
理
」
の
こ
と
で
あ
る
（
７
）。
庭
の
保
存

管
理
は
、
庭
と
そ
の
保
存
管
理
を
行
う
当
事
者
の
間
で
生
じ
て
い
る
現
象
に
対

す
る
対
応
で
あ
り
、
そ
の
当
事
者
に
お
け
る
認
識
と
実
行
さ
れ
る
行
為
の
性
質

に
お
い
て
、〝
恒
常
維
持
管
理
〟
と
〝
緊
急
修
理
〟、〝
定
期
修
理
〟
と
い
っ
た

枠
組
み
に
整
理
さ
れ
て
い
る
が
、
本
来
こ
れ
ら
は
一
体
の
庭
仕
事
で
あ
る
。
そ

れ
で
は
以
下
、
恒
常
維
持
管
理
と
緊
急
修
理
と
の
一
貫
し
た
関
係
に
お
い
て
、

定
期
修
理
の
実
践
的
妥
当
性
の
解
明
を
試
み
た
い
。

　

恒
常
維
持
管
理
と
緊
急
修
理
は
、
主
と
し
て
外
観
で
認
識
す
る
こ
と
の
で
き

る
状
況
に
お
け
る
対
応
で
あ
り
、
定
期
修
理
は
、
毀
損
が
生
じ
た
庭
の
内
側
の

調
査
・
分
析
に
よ
る
抜
本
的
な
繕
い
直
し
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
今
日
に
至
る

ま
で
、
庭
は
何
度
か
の
修
理
や
改
修
を
経
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
定
期
修
理
で

は
、
そ
の
過
程
を
含
め
て
、
将
来
へ
向
け
て
継
承
可
能
な
修
理
の
あ
り
方
が
検

討
さ
れ
る
。
定
期
修
理
に
考
古
学
的
調
査
が
不
可
欠
で
あ
る
端
的
な
理
由
は
、

庭
の
内
側
か
ら
そ
の
築
造
の
仕
組
み
の
分
析
の
根
拠
と
な
る
過
去
の
庭
仕
事
の

痕
跡
を
辿
る
た
め
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
言
い
換
え
る
と
定
期
修
理
と
は
、
考
古

学
的
調
査
を
通
じ
た
分
析
に
よ
っ
て
、
過
去
の
庭
師
が
手
が
け
た
庭
の
築
造
の

仕
組
み
を
現
代
に
よ
み
が
え
ら
せ
た
上
で
、
現
世
の
技
能
を
も
っ
て
毀
損
箇
所

を
修
理
す
る
こ
と
で
あ
る
。
つ
ま
り
定
期
修
理
の
特
質
は
、
過
去
の
庭
師
の
技

能
を
現
世
の
技
能
へ
置
き
換
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
将
来
へ
向
け
て
技
能
の
反

復
を
可
能
と
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

既
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
定
期
修
理
に
お
け
る
考
古
学
的
調
査
に
よ
っ
て
検

出
さ
れ
る
遺
構
と
は
、
過
去
に
庭
師
が
行
っ
た
庭
仕
事
の
痕
跡
で
あ
る
。
庭
内

に
は
現
世
と
過
去
の
庭
師
に
よ
る
仕
事
の
痕
跡
が
織
り
交
ざ
っ
て
顕
在
し
て
お

り
、
と
く
に
過
去
の
庭
師
に
よ
る
仕
事
の
多
く
は
庭
の
表
層
下
に
潜
在
し
て
い

る
。
現
行
の
庭
の
築
造
の
仕
組
み
は
、
途
中
の
誤
っ
た
解
釈
に
よ
る
改
変
を
含

め
て
、
そ
の
潜
在
し
た
過
去
の
庭
仕
事
に
支
持
さ
れ
て
い
る
状
態
に
あ
る
。
そ

れ
ゆ
え
抜
本
的
な
修
理
に
当
た
っ
て
は
、
過
去
の
庭
師
が
手
が
け
た
庭
の
築
造

の
仕
組
み
を
把
握
す
る
必
要
性
が
あ
る
。
具
体
的
に
い
え
ば
、
護
岸
石
組
や
池

底
、
築
山
、
給
排
水
の
経
路
を
築
造
の
仕
組
み
に
も
と
づ
い
て
修
理
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
仕
組
み
の
起
源
で
あ
る
過
去
の
庭
仕
事
を
再
び
行
う
必
要
が
あ
る

と
い
う
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
現
行
の
庭
に
お
い
で
さ
え
も
庭

の
築
造
の
仕
組
み
が
忘
れ
去
ら
れ
、
過
去
の
庭
仕
事
の
中
に
は
そ
の
技
能
が
継

承
さ
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
。
旧
来
の
文
化
財
庭
園
の
修
理
事
業
で
は
、
そ

の
冒
頭
か
ら
築
造
の
仕
組
み
の
把
握
を
放
棄
し
、
不
用
意
な
整
備
や
解
釈
の

誤
っ
た
改
変
を
行
っ
た
結
果
と
し
て
、
将
来
へ
の
庭
の
継
承
を
複
雑
か
つ
困
難

に
さ
せ
て
き
た
も
の
が
あ
る
。

　

庭
の
築
造
の
仕
組
み
と
過
去
の
庭
仕
事
が
忘
却
さ
れ
た
状
況
下
の
文
化
財
庭

園
の
修
理
に
お
い
て
、
考
古
学
的
調
査
が
要
請
さ
れ
る
意
味
は
、
靴
紐
の
結
び

方
が
忘
却
さ
れ
た
と
い
う
架
空
の
未
来
を
比
喩
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

近
年
、
先
人
が
つ
く
っ
た
紐
靴
と
そ
れ
に
伴
う
紐
と
呼
ば
れ
る
道
具
が
良

好
な
保
存
状
態
で
発
見
さ
れ
た
。
こ
の
道
具
は
靴
に
紐
が
取
り
付
け
ら
れ
る

こ
と
に
よ
っ
て
機
能
し
て
い
た
こ
と
、そ
の
最
後
の
結
び
方
が〝
ち
ょ
う
ち
ょ

む
す
び
〟
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ
と
が
文
献
か
ら
わ
か
っ
て
い
る
が
、
今
日
そ

の
本
来
の
取
り
付
け
方
は
不
明
で
あ
る
。

　

こ
の
中
身
が
空
洞
の
細
長
い
袋
状
の
革
製
品
は
、
中
身
が
空
洞
で
あ
り
底

が
硬
く
、
上
部
の
片
側
が
開
口
し
て
い
る
。
も
う
一
方
の
上
部
の
片
側
は
、

中
央
で
裂
け
、
そ
の
両
側
に
一
列
あ
た
り
五
箇
所
の
穴
が
対
と
な
っ
て
設
け

ら
れ
て
い
る
。
試
行
錯
誤
の
う
え
で
、
紐
は
こ
の
穴
を
規
則
的
に
通
し
て
い
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た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
一
方
で
、
最
後
に
こ
の
紐
を
結
び
つ
け
る
方
法

は
解
明
で
き
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
靴
紐
の
結
び
方
が
、
靴
紐
の
通
し
方
の
よ

う
に
靴
と
紐
と
の
物
理
的
な
対
置
関
係
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
先
人
の
実
践

知
に
属
し
て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
靴
紐
の
結
び
方
は
、
靴
が
機

能
し
て
い
た
時
代
の
人
々
の
心
の
内
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
現
在
に
そ
の
実

践
知
が
継
承
さ
れ
て
い
な
い
以
上
、
物
理
面
の
分
析
だ
け
で
は
靴
紐
の
結
び

方
を
再
現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
わ
れ
わ
れ
は
、
靴
紐
の
締
め
癖
や
靴
に
紐
が
絞
め
ら
れ
た
痕
跡
を

詳
し
く
観
察
し
て
詳
述
し
た
。
そ
の
記
録
を
元
に
、
紐
と
紐
と
の
交
差
関
係

が
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
複
数
の
専
門
家
が
集
ま
り
、
先

人
の
動
作
や
意
志
を
想
像
し
な
が
ら
検
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
二
つ
の
円
形

と
二
本
の
紐
端
か
ら
な
る
結
び
方
、
つ
ま
り
は
〝
ち
ょ
う
ち
ょ
む
す
び
〟
を

再
現
す
る
こ
と
が
で
き
、
以
降
は
何
回
で
も
そ
の
行
為
を
反
復
す
る
こ
と
が

可
能
と
な
っ
た
。

　

以
上
の
架
空
の
出
来
事
と
庭
の
修
理
並
び
に
考
古
学
的
調
査
を
行
為
と
し
て

比
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、靴
紐
の
結
び
方
の
再
現
と
庭
仕
事
の
再
現
は
、

先
人
の
行
為
を
事
物
の
痕
跡
を
通
し
て
想
像
し
、
先
人
の
行
為
を
真
似
る
こ
と

に
よ
っ
て
導
出
さ
れ
る
と
い
う
点
で
共
通
し
て
い
る
。
換
言
す
る
と
こ
れ
ら
の

行
為
で
は
、
事
物
と
人
間
の
行
為
と
の
関
係
性
の
分
析
か
ら
そ
の
内
情
が
明
る

み
に
出
さ
れ
、
さ
ら
に
過
去
の
人
々
に
お
け
る
経
験
を
現
世
の
人
々
が
追
っ
て

経
験
す
る
と
い
う
取
り
組
み
に
よ
り
、
一
旦
は
途
絶
え
た
実
践
知
を
よ
み
が
え

ら
せ
継
承
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。

　

庭
の
外
観
を
旧
態
と
似
せ
る
こ
と
だ
け
を
意
図
し
て
整
備
や
改
修
を
行
っ
た

場
合
、
築
造
の
仕
組
み
は
、
き
損
状
態
の
ま
ま
放
置
さ
れ
る
か
、
そ
の
仕
組
み

す
べ
て
が
破
壊
さ
れ
る
。
そ
れ
で
は
、
庭
の
き
損
は
棚
上
げ
に
さ
れ
た
ま
ま
に

な
る
か
、
築
造
の
仕
組
み
に
当
た
る
部
分
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
ア
ン
ド
ビ
ル
ド(scrap 

and built)

の
繰
り
返
し
と
な
る
だ
け
で
、
庭
仕
事
の
反
復
も
技
能
上
の
蓄
積
も

行
わ
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。
一
方
、考
古
学
的
調
査
と
連
動
し
た
定
期
修
理
で
は
、

土
層
や
土
質
、
土
色
を
創
造
に
よ
っ
て
過
去
の
庭
仕
事
の
痕
跡
へ
と
転
換
し
、
そ

の
観
念
化
さ
れ
た
庭
仕
事
の
動
作
の
意
味
を
、
現
世
の
庭
師
の
意
識
や
意
志
と
照

合
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
過
去
の
庭
仕
事
を
今
日
に
不
完
全
で
は
あ
る
が
再
現
す

る
努
力
が
な
さ
れ
る
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
、
記
録
さ
れ
、
現
行
の
庭
仕
事
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
修
理
行
為
の
反
復
と
庭
の
形
態
保
持
の
両
立
を
可
能
と
す
る
。
但
し
、
土
層

や
石
の
組
成
な
ど
再
現
が
不
可
能
な
事
柄
が
あ
る
た
め
、
一
旦
は
途
絶
え
た
実
践

知
の
再
現
に
は
限
界
が
あ
る
。
修
理
に
当
た
っ
て
は
、
状
況
に
応
じ
て
現
行
の
技

能
を
織
り
交
ぜ
る
必
要
が
あ
り
、
完
全
な
形
で
の
過
去
の
庭
仕
事
の
踏
襲
は
で
き

な
い
が
、
施
工
試
験
を
通
し
て
反
復
可
能
か
つ
持
続
性
の
あ
る
修
理
手
法
の
確
立

は
可
能
で
あ
る
。

　

庭
仕
事
の
再
現
は
、
庭
の
内
側
の
分
析
並
び
に
記
録
と
そ
の
結
果
に
も
と
づ
く

現
行
の
庭
仕
事
と
の
照
合
、
そ
し
て
反
復
可
能
性
の
検
証
が
求
め
ら
れ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
資
料
や
考
古
学
的
調
査
の
分
析
結
果
を
前
提
に
、
現
世
の
庭
の
所
有

者
と
庭
師
、
考
古
学
的
調
査
者
、
学
識
経
験
者
、
行
政
職
員
ら
に
よ
る
多
様
な
見

方
（angle

）
を
通
じ
て
、
過
去
に
庭
を
築
造
し
た
所
有
者
や
庭
師
ら
に
お
け
る

見
方
を
省
み
る
過
程
が
必
要
と
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
現
在
も
過
去
も
庭
の
築
造
が

一
個
人
だ
け
で
成
立
す
る
こ
と
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
庭
の
築
造
と
利
用
が
、
所

有
者
と
庭
師
、
所
有
者
と
来
客
、
所
有
者
と
そ
の
家
族
な
ど
と
い
っ
た
対
人
関
係

に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
庭
の
築
造
の
仕
組
み
も
何
ら
か

の
形
で
対
人
関
係
が
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
つ
ま
り
、
庭
の
築
造
と
継

263



承
の
経
緯
を
前
提
す
れ
ば
、
そ
の
仕
組
み
の
再
現
は
、
庭
の
定
期
修
理
に
係
る

多
様
な
見
方
に
よ
っ
て
実
践
的
妥
当
性
が
確
か
め
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
定
期
修

理
は
、
一
人
の
庭
師
や
学
識
経
験
者
が
監
修
で
き
る
と
い
っ
た
性
質
の
行
為
で

は
な
い
。

第
４
項　

定
期
修
理
の
実
践
的
妥
当
性

　

定
期
修
理
と
は
、
過
去
に
遡
り
つ
つ
現
行
の
庭
と
の
調
和
を
図
り
、
継
承
す

る
こ
と
を
目
指
し
て
、
そ
の
築
造
の
仕
組
み
に
も
と
づ
い
た
毀
損
箇
所
の
繕
い

直
し
を
行
い
、
所
有
者
並
び
に
来
訪
者
ら
の
充
足
を
満
た
す
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

毀
損
箇
所
の
繕
い
直
し
と
は
、
過
去
の
庭
師
に
よ
っ
て
実
行
さ
れ
た
庭
の
築

造
の
仕
組
み
に
関
す
る
庭
仕
事
を
再
創
設
し
、
現
世
の
庭
師
に
よ
っ
て
反
復
可

能
な
行
為
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
再
創
設
の
た
め
に
は
、修
理
等
の
記
録
・

歴
史
資
料
あ
る
い
は
考
古
学
的
調
査
の
結
果
に
も
と
づ
き
、
過
去
の
所
有
者
の

意
志
や
庭
師
の
仕
事
内
容
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

定
期
修
理
に
当
た
っ
て
記
録
・
資
料
が
希
少
で
あ
る
場
合
は
、
現
前
の
庭
の

外
観
と
内
側
の
両
面
か
ら
、
過
去
の
庭
仕
事
の
痕
跡
を
分
析
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
外
観
の
調
査
は
、
庭
師
あ
る
い
は
庭
を
専
門
と
す
る
調
査
者
に
よ
っ

て
可
能
で
あ
る
が
、
内
側
の
調
査
は
考
古
学
的
調
査
者
の
専
門
領
域
で
あ
る
。

庭
の
内
側
は
、
園
池
護
岸
の
裏
側
や
築
山
・
池
底
の
地
下
な
ど
潜
在
的
で
あ
る
。

そ
の
内
側
に
お
け
る
過
去
の
庭
仕
事
の
痕
跡
は
、
物
理
的
な
土
層
・
土
質
・
土

色
の
差
異
あ
る
い
は
遺
物
と
し
て
識
別
さ
れ
る
だ
け
で
あ
っ
て
、
そ
の
物
質
自

体
が
過
去
の
庭
仕
事
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
庭
師
と
考
古
学

的
調
査
者
と
の
間
で
は
、
考
古
学
的
調
査
の
記
録
を
媒
介
と
し
て
飛
躍
し
た
観

念
化
を
行
う
必
要
が
あ
る
。

　

考
古
学
的
調
査
者
は
、個
人
の
調
査
経
験
や
歴
史
認
識
か
ら
物
理
的
な
土
層
・

土
質
・
土
色
の
差
異
を
一
定
の
編
年
や
ま
と
ま
り
に
欠
け
た
行
為
の
痕
跡
の
意

味
へ
と
転
移
し
、
図
版
あ
る
い
は
文
章
に
よ
っ
て
記
録
す
る
。
庭
師
は
、
記
録

に
よ
っ
て
象
徴
化
さ
れ
た
過
去
の
庭
仕
事
の
意
味
を
、
個
人
の
経
験
を
通
じ
て

ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
、
つ
ま
り
は
庭
の
築
造
の
仕
組
み
へ
と
転
移
す
る
。
考
古

学
的
調
査
を
通
じ
て
判
明
し
た
庭
の
築
造
の
仕
組
み
が
、
継
承
の
途
絶
え
た
技

能
に
も
と
づ
い
て
い
た
場
合
は
、
自
ら
の
身
体
に
よ
っ
て
そ
の
技
能
を
再
び
実

行
で
き
る
よ
う
、庭
師
集
団
の
間
で
身
体
運
動
を
新
創
設
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

反
復
可
能
な
技
能
が
再
現
さ
れ
る
。

　

庭
師
と
考
古
学
的
調
査
者
は
、
自
ら
の
職
能
を
発
揮
し
つ
つ
、
意
識
的
に
互

い
の
職
域
を
越
境
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
潜
在
し
た
庭
の
意
味
を
顕
在
化
し
、

さ
ら
に
所
有
者
ら
に
よ
る
干
渉
を
も
っ
て
、
ま
と
ま
り
に
欠
け
た
過
去
の
庭
仕

事
の
痕
跡
を
、
築
造
の
仕
組
み
へ
と
再
創
設
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
考

古
学
的
調
査
と
は
、
記
録
を
通
じ
て
過
去
の
庭
仕
事
を
観
念
を
通
じ
て
可
視
化

し
、庭
の
築
造
の
仕
組
み
を
共
同
で
議
論
し
検
証
す
る
た
め
に
必
要
不
可
欠
な
、

定
期
修
理
の
一
貫
し
た
行
為
で
あ
る
。

　

最
後
に
、
考
古
学
的
調
査
と
連
動
し
た
定
期
修
理
は
、
平
成
十
五
年
度
以
降

に
発
案
さ
れ
た
将
来
に
庭
を
継
承
す
る
た
め
の
新
し
い
態
度
で
あ
る
。
現
行
の

庭
を
尊
重
す
る
考
古
学
的
調
査
は
、
庭
の
築
造
の
仕
組
み
を
明
ら
か
に
す
る
だ

け
で
あ
っ
て
、
発
掘
調
査
の
よ
う
な
新
発
見
が
あ
る
わ
け
で
は
無
い
。
確
か
に

発
掘
調
査
に
よ
り
庭
の
年
代
を
確
定
し
、
改
変
の
過
程
な
ど
を
辿
る
こ
と
に
意

義
は
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
こ
と
で
現
行
の
庭
の
破
壊
が
正
当
化
さ
れ
る
こ
と

は
な
い
。
現
行
の
庭
は
、
そ
れ
そ
の
も
の
に
ゆ
る
ぎ
な
い
価
値
が
認
め
ら
れ
て

い
る
。
定
期
修
理
に
は
、
今
日
で
は
忘
却
さ
れ
た
庭
の
築
造
の
仕
組
み
や
技
能

を
再
現
し
、
再
び
実
用
化
す
る
こ
と
の
で
き
る
可
能
性
が
開
か
れ
て
い
る
。
そ

の
従
事
者
に
は
、
庭
の
築
造
の
仕
組
み
の
再
創
設
と
過
去
の
庭
仕
事
の
新
創
設
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に
、
柔
軟
な
発
想
力
と
想
像
力
が
期
待
さ
れ
る
。
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結　

論

　

本
論
の
主
旨
は
、
―
庭
石
を
据
え
植
栽
樹
木
の
手
入
れ
を
す
る
庭
仕
事
な
ど

と
い
っ
た
―
土
地
に
お
け
る
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
を
、
一
過
性
の
事
柄

や
個
人
の
見
解
で
は
な
く
一
定
の
普
遍
性
、
厳
密
性
、
再
現
性
を
伴
う
記
述
を

可
能
と
す
る
研
究
態
度
の
検
討
と
そ
の
記
述
の
試
行
で
あ
っ
た
。
こ
こ
で
は
、

そ
の
よ
う
な
研
究
態
度
を
実
践
知
の
学
、
そ
の
研
究
対
象
で
あ
る
庭
仕
事
や
大

工
仕
事
、
埋
蔵
文
化
財
の
発
掘
調
査
、
旅
行
な
ど
と
い
っ
た
実
践
が
行
わ
れ
る

世
界
の
こ
と
を
実
践
的
世
界
と
呼
称
し
た
。

　

日
常
生
活
の
実
践
で
は
、
た
と
え
ば
壬
生
寺
の
境
内
に
お
け
る
直
接
経
験
は

た
と
え
歴
史
、
庭
、
建
物
、
遺
跡
、
地
理
的
条
件
と
関
心
が
異
な
っ
て
い
て
も
、

同
様
で
あ
る
。
直
接
経
験
は
、
一
般
常
識
あ
る
い
は
科
学
的
な
認
識
の
仕
方
や

理
解
に
先
行
し
て
い
る
。
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
ひ
と
つ
の
土
地
で
の
経

験
が
個
々
人
に
よ
っ
て
相
違
し
て
い
れ
ば
、
学
の
普
遍
性
、
厳
密
性
、
再
現
性

は
成
立
し
得
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
実
践
知
の
学
に
お
け
る
記
述
は
、
日
常
生
活
の

ひ
と
つ
の
土
地
で
の
複
数
個
人
の
経
験
が
原
則
的
に
同
じ
で
あ
る
と
い
う
恒
常

性
が
前
提
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

普
遍
性
は
通
時
的
な
妥
当
性
、厳
密
性
は
複
数
個
人
が
納
得
で
き
る
妥
当
性
、

再
現
性
は
複
数
個
人
に
よ
る
再
現
の
可
能
性
が
満
た
さ
れ
る
必
要
が
あ
っ
た
。

本
論
で
は
、
こ
れ
ら
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
普
遍
性
や
厳
密
性
、
再
現
性

を
一
括
し
て
客
観
的
妥
当
性
と
呼
称
し
た
。
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
は
、

日
常
生
活
の
ひ
と
つ
の
土
地
に
お
け
る
個
々
人
の
経
験
か
ら
出
発
し
て
、
特
定

の
実
践
の
内
容
に
客
観
的
妥
当
性
を
裏
付
け
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
た
。

　

従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
の
研
究
態
度
は
、
以
下
の
二
点
に
お
い
て
実

践
知
の
学
が
目
指
す
も
の
と
相
違
し
て
い
た
。
従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学

は
、
複
数
個
人
に
よ
り
ひ
と
つ
の
も
の
と
し
て
直
接
経
験
さ
れ
る
実
践
的
世
界

を
研
究
の
前
提
と
し
な
が
ら
、
分
野
ご
と
の
個
別
性
を
際
立
た
せ
る
た
め
に
独

自
の
定
義
を
行
う
こ
と
で
、
実
践
的
世
界
を
変
質
さ
せ
た
概
念
が
考
案
さ
れ
て

き
た
。
諸
科
学
で
は
、
分
野
ご
と
に
考
案
さ
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
概
念
に
従
っ
て

研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
研
究
の
実
行
に
当
た
っ
て
は
、
諸
科
学
の
間
で

互
い
の
概
念
が
照
合
さ
れ
な
い
た
め
、
諸
科
学
で
は
、
実
践
的
世
界
を
足
掛
か

り
と
し
な
が
ら
も
そ
れ
と
は
同
一
で
は
な
い
多
種
の
概
念
に
も
と
づ
く
記
述
が

産
出
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
所
産
は
、
た
と
え
実
践
的
世
界
を
足
が
か
り
に

し
て
い
よ
う
と
、
そ
れ
ぞ
れ
研
究
の
前
提
と
な
る
概
念
に
複
雑
な
理
論
操
作
が

加
え
ら
れ
て
い
る
た
め
、
相
互
に
照
合
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
の
結
果
、

従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
に
お
い
て
学
際
研
究
が
成
功
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。

　

次
に
従
来
の
土
地
に
関
す
る
諸
科
学
で
は
、
日
常
生
活
の
実
践
が
個
々
人
の

内
的
な
主
観
と
主
観
の
間
（
間
主
観
）
に
お
い
て
成
立
し
て
い
る
と
い
う
先
験

的
な
条
件
を
度
外
視
し
て
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
を
自
然
科
学
で
物
質

を
分
析
す
る
の
と
同
様
の
研
究
態
度
に
も
と
づ
き
、
客
体
化
し
た
概
念
と
し
て

記
述
さ
れ
て
き
た
。
日
常
生
活
の
実
践
が
間
主
観
と
し
て
成
立
し
て
い
る
と
い

う
直
接
経
験
に
背
い
た
そ
の
記
述
内
容
は
、た
と
え
ば
将
棋
や
囲
碁
で
あ
れ
ば
、
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そ
の
勝
負
の
内
容
で
は
な
く
、
将
棋
盤
・
碁
盤
や
駒
・
碁
石
と
い
っ
た
物
質
そ

の
も
の
や
棋
士
の
身
体
の
動
き
の
記
録
・
分
析
に
終
始
す
る
こ
と
に
な
る
。
つ

ま
り
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
土
地
は
、
そ
こ
で
生
じ
て
い
る
出
来
事
を

外
的
に
客
体
化
し
て
記
述
す
る
態
度
と
、
直
接
経
験
を
内
的
な
間
主
観
と
し
て

記
述
す
る
態
度
と
で
は
、
生
成
さ
れ
る
記
述
の
内
容
が
違
っ
て
く
る
。
引
い
て

は
、た
と
え
同
一
の
土
地
を
対
象
と
し
た
記
述
で
あ
っ
て
も
、そ
の
態
度
に
よ
っ

て
含
意
は
ま
っ
た
く
異
な
る
の
で
あ
っ
た
。

　

土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
で
は
、
従
来
の
諸
科
学
で
は
記
述
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
、
ひ
と
つ
の
実
践
的
世
界
に
お
け
る
内
的
か
つ
間
主
観
的
な
直
接
経
験

を
あ
る
が
ま
ま
に
記
述
す
る
こ
と
が
目
指
さ
れ
て
い
る
。
諸
科
学
が
実
践
知
の

学
の
記
述
を
実
現
し
て
い
く
た
め
に
は
、
特
定
の
科
学
分
野
の
取
り
決
め
に
し

た
が
う
科
学
主
義
か
ら
脱
却
し
、
日
常
生
活
の
実
践
を
外
的
か
つ
物
量
的
で
は

な
く
、
日
常
生
活
の
実
践
の
最
中
と
同
じ
く
内
的
か
つ
質
的
に
書
き
出
す
こ
と

を
意
識
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
複
数
個
人
に
よ
る
間
主
観
的
な
応
対

の
内
実
が
意
識
や
意
志
に
も
と
づ
い
て
お
り
、
事
物
の
よ
う
に
現
前
の
も
の
と

し
て
取
り
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

　

言
い
換
え
れ
ば
、
複
数
個
人
に
よ
る
間
主
観
的
な
応
対
、
つ
ま
り
は
会
話
や

目
配
せ
・
接
触
な
ど
の
直
接
経
験
と
の
遠
近
差
や
行
為
の
段
階
は
、
自
然
科
学

の
対
象
と
さ
れ
る
物
量
と
し
て
眼
前
に
表
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
言
述
や
記
述

と
し
て
質
的
に
現
出
す
る
。
ゆ
え
に
日
常
生
活
に
お
け
る
実
践
の
出
来
事
は
、

そ
れ
と
直
結
す
る
言
述
や
記
述
に
も
と
づ
い
て
質
的
に
分
析
・
解
明
さ
れ
る
必

要
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
、
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
か
ら
自
然
科
学
に
お
け
る
外
的
な
物

量
的
な
分
析
・
実
験
が
排
除
さ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

実
態
に
即
す
る
か
ぎ
り
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
は
、
内
的
な
間
主
観
と
し

て
記
述
さ
れ
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
が
、
日
常
生
活
の
実
践
で
は
、
事
物
が
実

測
や
計
算
な
ど
に
よ
っ
て
外
的
に
物
量
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
日
常
茶

飯
事
で
あ
る
。

　

そ
れ
ゆ
え
直
接
経
験
を
内
的
な
間
主
観
と
し
て
記
述
す
る
う
え
で
は
、
日
常

生
活
の
実
践
に
お
い
て
事
物
が
外
的
に
物
量
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
る
場
合
が
あ

る
こ
と
を
前
提
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
そ
れ
は
、
事
物
を
物
量
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
数
値
の
客
観
性
が
、
日
常
生
活
の
実
践
の
全
て
に
反

映
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
一
部
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
複
数
個
人

の
間
主
観
に
よ
る
心
的
な
働
き
が
、
数
値
に
よ
る
客
観
性
に
よ
っ
て
裏
付
け
る

こ
と
が
で
き
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
に
お
け
る
普
遍

性
、
厳
密
性
、
再
現
性
は
何
に
よ
っ
て
裏
付
け
ら
れ
る
か
が
問
わ
れ
て
く
る
。

　

そ
も
そ
も
複
数
個
人
の
間
主
観
に
よ
る
心
的
な
働
き
と
物
質
そ
し
て
生
命
の

動
き
、
具
体
的
な
事
例
で
い
え
ば
日
常
生
活
に
お
け
る
文
化
や
制
度
と
天
気
や

鉱
物
の
組
成
、心
臓
の
動
き
や
植
物
の
伸
長
は
、そ
れ
ぞ
れ
個
別
の
秩
序
を
も
っ

て
い
る
。
日
常
生
活
の
実
践
に
没
入
し
て
い
れ
ば
、
人
間
の
心
的
な
働
き
と
物

質
と
生
命
の
動
き
は
、
一
体
の
も
の
と
し
て
信
憑
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
運
動
だ
け
を
み
れ
ば
互
い
に
不
可
侵
の
位
相
に
あ
る
。
わ
れ
わ
れ
は
物
質
と

生
命
の
働
き
に
関
与
す
る
こ
と
は
で
き
る
が
、
そ
の
原
動
力
と
な
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
逆
に
わ
れ
わ
れ
の
心
的
な
働
き
は
物
質
と
生
命
の
動
き
と
同
調
し
て

い
て
も
、
そ
れ
ら
の
動
き
と
心
的
な
働
き
は
同
一
で
は
な
い
。
心
的
な
働
き
に

は
、
物
質
と
生
命
の
秩
序
へ
絶
対
的
に
依
存
し
な
が
ら
も
一
定
の
自
由
が
与
え

ら
れ
て
い
る
。

た
と
え
日
常
生
活
の
実
践
に
お
い
て
、
心
的
な
働
き
と
物
質
そ
し
て
生
命
の
動

き
が
一
体
の
も
の
と
信
憑
さ
れ
て
い
る
か
ら
と
い
っ
て
、
そ
れ
ら
の
働
き
と
動

き
が
原
的
に
個
別
の
秩
序
に
あ
る
の
な
ら
ば
、
実
践
知
の
学
で
は
そ
の
三
つ
の
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位
相
を
整
理
し
て
記
述
を
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
割
り
切
っ
て
い
え
ば
、
心
的

な
働
き
は
人
間
の
秩
序
と
し
て
哲
学
あ
る
い
は
人
間
科
学
、
物
質
の
動
き
は
自

然
の
秩
序
と
し
て
自
然
科
学
で
取
り
扱
わ
れ
る
こ
と
が
相
応
し
い
こ
と
に
な

る
。
生
命
は
、
仮
に
す
べ
て
の
生
命
体
に
何
ら
か
の
意
識
や
意
志
が
あ
り
、
わ

れ
わ
れ
の
意
識
と
意
志
と
関
連
し
て
い
る
と
す
れ
ば
、
哲
学
あ
る
い
は
人
間
科

学
と
自
然
科
学
の
双
方
か
ら
言
及
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
よ
う
。
し
て
み
る

と
実
践
知
の
学
は
、
近
代
科
学
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
精
神
と
物
質
の
二
元

論
に
退
行
し
て
し
ま
う
か
の
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
日
常
生
活

の
実
践
の
出
来
事
を
記
述
す
る
う
え
で
は
、
人
間
・
物
質
・
生
命
の
秩
序
の
混

在
と
誤
っ
た
研
究
態
度
の
適
用
を
回
避
す
る
必
要
が
あ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。

　

あ
ら
た
め
て
い
え
ば
、
心
的
な
働
き
を
自
然
科
学
の
研
究
態
度
あ
る
い
は
知

ら
ず
と
し
て
そ
の
影
響
下
に
あ
る
社
会
科
学
や
心
理
学
に
よ
っ
て
記
述
し
た
と

こ
ろ
で
、
そ
の
内
容
は
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
出
来
事
と
か
け
離
れ
た
も

の
に
な
っ
て
い
た
。
心
的
な
働
き
が
人
間
の
秩
序
に
則
っ
て
い
る
以
上
、
そ
れ

は
そ
の
秩
序
の
側
か
ら
物
質
・
生
命
の
秩
序
に
遡
行
す
る
こ
と
が
妥
当
と
い
え

よ
う
。
別
の
言
い
方
を
す
れ
ば
、
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
を
言
述
・
記
述

す
る
う
え
で
は
、
物
質
も
生
命
も
、
心
的
な
働
き
に
還
元
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
実
践
知
の
学
の
対
象
と
は
、
総
じ
て
心

的
な
働
き
を
通
す
こ
と
が
前
提
で
あ
り
、
結
果
的
に
そ
の
普
遍
性
、
厳
密
性
、

再
現
性
は
、
人
間
の
秩
序
を
も
っ
て
裏
付
け
る
必
要
が
あ
っ
た
。

　

そ
れ
は
ま
た
、
心
的
な
働
き
が
そ
の
絶
対
的
な
源
泉
で
あ
る
直
接
経
験
の
内

側
か
ら
記
述
す
る
必
要
性
を
示
し
て
い
た
。
こ
こ
に
以
下
の
矛
盾
が
露
見
す
る

こ
と
に
な
る
。
実
践
知
の
学
に
お
い
て
直
接
経
験
の
内
側
か
ら
の
記
述
が
前
提

さ
れ
る
の
で
あ
れ
ば
、
そ
の
学
の
研
究
者
は
自
身
の
主
観
と
直
接
経
験
に
伴
う

出
来
事
し
か
記
述
で
き
な
い
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ
の
よ
う
で
あ
れ
ば
、
実
践
知

の
学
で
は
現
在
と
過
去
を
問
わ
ず
研
究
者
以
外
の
人
々
に
お
け
る
実
践
の
出
来

事
が
記
述
で
き
な
い
こ
と
に
な
る
。

　

直
接
経
験
の
内
側
か
ら
の
記
述
と
は
、
主
観
に
よ
る
記
述
と
同
義
で
あ
っ
た

が
、
複
数
個
人
に
よ
る
間
主
観
が
伴
わ
な
け
れ
ば
、
学
と
し
て
の
普
遍
性
、
厳

密
性
、
再
現
性
が
担
保
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
実
践
知
の
学
の
研

究
対
象
と
は
、
複
数
個
人
に
よ
る
間
主
観
が
先
見
的
に
信
憑
さ
れ
て
い
る
状
況

そ
の
も
の
で
あ
っ
た
。
実
践
の
出
来
事
は
、
間
主
観
的
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と

し
、
あ
る
実
践
に
つ
い
て
共
に
生
き
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
い
は
過
去
の
実

践
を
生
き
直
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
自
他
を
問
わ
ず
に
記
述
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
る
。
む
ろ
ん
、
自
身
が
直
接
経
験
を
し
た
間
主
観
的
な
実
践
の
記
述
と
、
他

者
に
よ
る
実
践
の
言
述
や
記
述
の
意
味
に
違
い
は
あ
る
が
、
間
主
観
的
な
記
述

と
い
う
点
で
は
同
質
と
い
え
る
。

　

本
題
に
戻
ろ
う
。
土
地
に
お
け
る
日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
は
、
い
か
に

す
れ
ば
一
定
の
普
遍
性
、
厳
密
性
、
再
現
性
を
伴
う
記
述
と
な
り
得
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
実
践
的
世
界
は
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て

間
主
観
的
に
信
憑
さ
れ
て
い
る
。
先
験
的
で
あ
る
そ
の
信
憑
は
、
日
常
生
活
に

お
け
る
実
践
の
水
準
で
は
疑
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
も
そ
も
わ
れ
わ
れ
が
実

践
的
世
界
を
間
主
観
的
に
信
憑
し
て
い
る
こ
と
自
体
が
普
遍
性
を
伴
っ
て
お

り
、
わ
れ
わ
れ
が
そ
の
よ
う
な
ひ
と
つ
の
世
界
に
内
属
さ
れ
て
い
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
実
践
に
お
け
る
あ
ら
ゆ
る
再
現
性
は
受
動
的
に
与
え
ら
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
実
践
的
世
界
の
信
憑
は
、
並
べ
ら
れ
た
複
数
の
点
が
受
動
的
に
線
と

し
て
見
え
る
こ
と
（
受
動
的
綜
合
）、
わ
れ
わ
れ
が
生
ま
れ
て
こ
の
方
つ
ね
に

実
践
的
世
界
に
内
属
し
て
い
る
こ
と
（
世
界
内
存
在
）、
差
異
の
分
節
が
相
対

的
で
あ
る
こ
と
（
ゲ
シ
ュ
タ
ル
ト
理
論
）
な
ど
と
い
っ
た
、
原
的
な
信
憑
に
ま

で
遡
り
得
る
。
わ
れ
わ
れ
が
日
常
生
活
に
没
入
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
自
覚
さ
れ
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る
こ
と
の
な
い
信
憑
と
原
信
憑
は
、
現
象
学
の
歴
史
の
な
か
で
顕
在
化
さ
れ
て

き
た
。
ま
た
現
象
学
は
、
現
象
学
的
還
元
と
い
う
手
続
き
に
よ
り
、
わ
れ
わ
れ

が
間
接
的
に
信
憑
と
原
信
憑
の
位
相
に
言
及
で
き
る
可
能
性
と
そ
の
た
め
の
態

度
の
あ
り
方
を
示
し
て
き
た
。
こ
う
し
た
実
践
的
世
界
に
お
け
る
直
接
経
験
を

可
能
と
す
る
先
験
的
な
位
相
の
解
明
を
主
旨
と
す
る
の
が
〈
静
態
的
現
象
学
〉

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
そ
し
て
実
践
知
の
学
は
、〈
静
態
的
現
象
学
〉
の
研

究
を
通
じ
、
実
践
的
世
界
の
直
接
経
験
を
根
源
的
に
支
持
し
て
い
る
先
験
的
な

位
相
の
あ
り
様
を
念
頭
に
お
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
実
践
的
世
界
か
ら
一
定
の
普

遍
性
と
再
現
性
を
解
明
す
る
可
能
性
へ
と
開
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

そ
れ
は
、
日
常
生
活
の
あ
り
ふ
れ
た
実
践
の
出
来
事
と
信
憑
・
原
信
憑
と
い

う
両
極
端
な
位
相
か
ら
出
発
し
て
、 

双
方
か
ら
の
接
点
に
実
践
の
出
来
事
に
お

け
る
普
遍
性
、
厳
密
性
、
再
現
性
を
導
き
出
す
と
い
っ
た
取
り
組
み
と
い
え
る
。

具
体
的
に
は
、
日
常
生
活
の
実
践
に
お
け
る
直
接
経
験
の
発
露
で
あ
る
言
述
や

行
為
の
記
録
に
も
と
づ
い
て
、
そ
の
実
践
を
た
ど
り
直
す
か
生
き
直
す
こ
と
に

よ
り
、
あ
る
場
所
と
あ
る
時
間
に
お
い
て
通
底
す
る
実
践
者
ら
の
意
識
と
意
志

が
浮
き
彫
り
と
な
る
。
そ
こ
で
、
実
践
知
の
学
に
お
い
て
研
究
対
象
を
恣
意
的

に
定
義
す
る
こ
と
は
、
回
避
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
も
そ
も
研
究
対
象

と
は
、
あ
る
土
地
と
あ
る
実
践
の
歴
史
へ
の
遡
行
に
よ
っ
て
自
ず
と
絞
り
込
ま

れ
る
も
の
な
の
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
、
あ
る
実
践
を
行
う
共
同
体
の
な
か
で
、
そ
の
意
識
と
意
志
が
い
か

な
る
方
向
性
を
示
し
て
い
る
か
を
分
析
す
る
と
、
結
果
的
に
あ
る
実
践
は
何
ら

か
の
間
主
観
的
な
条
件
に
お
い
て
、
潜
在
的
に
あ
る
充
実
が
志
向
さ
れ
て
い
る

こ
と
が
判
明
す
る
。
そ
こ
で
、
そ
の
間
主
観
的
な
条
件
と
〈
静
態
的
現
象
学
〉

の
研
究
事
例
と
を
照
合
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
あ
る
実
践
の
出
来
事
に
お
け

る
本
質
的
意
味
が
解
明
へ
と
導
か
れ
る
こ
と
に
な
る
。
本
論
で
は
、〈
静
態
的

現
象
学
〉
に
依
拠
し
た
生
活
の
実
践
に
軸
足
を
置
く
研
究
態
度
の
こ
と
を
〈
発

生
的
現
象
学
〉
と
呼
称
し
、
第
一
部
に
お
い
て
そ
の
研
究
態
度
の
位
置
付
け
と

そ
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
本
質
的
意
味
に
は
、
お
の
ず
と
普
遍
性
と
再
現
性
が
包
含

さ
れ
る
が
、
厳
密
性
は
ま
だ
保
証
さ
れ
て
い
な
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
、
あ
る
場

所
と
あ
る
時
間
に
お
け
る
実
践
の
出
来
事
の
本
質
的
意
味
が
、
ま
だ
日
常
生
活

の
習
慣
の
域
を
出
な
い
も
の
で
あ
っ
て
、
厳
密
な
学
と
し
て
の
本
質
的
意
味
と

は
い
え
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。
あ
る
実
践
に
伴
う
本
質
的
意
味
は
、
近
似
し
た

場
所
と
時
間
に
お
け
る
実
践
の
出
来
事
の
言
述
や
記
述
に
よ
っ
て
多
角
的
に
検

証
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
厳
密
な
学
と
し
て
の
本
質
的
意
味
と
し
て
説
得
力

を
増
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
そ
の
意
味
で
、
本
論
の
第
二
部
で
記
述
し
た
事

項
は
、
あ
る
本
質
的
意
味
の
範
囲
を
出
な
い
の
で
あ
り
、
厳
密
な
学
と
し
て
の

本
質
的
意
味
へ
と
い
た
る
発
端
で
し
か
な
か
っ
た
。
ま
た
あ
る
実
践
の
出
来
事

の
本
質
的
意
味
の
記
述
は
厳
密
で
は
な
い
と
い
う
点
で
、
後
世
、
検
証
や
批
判

の
目
に
さ
ら
さ
れ
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
し
か
し
そ
の
よ
う
な
学
的
な
継
承
が

続
け
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
厳
密
な
学
と
し
て
の
本
質
的
意
味
に
客
観
的
妥

当
性
が
与
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
ろ
う
し
、
そ
の
よ
う
な
照
合
や
検
証
に
た
い
す

る
不
断
の
努
力
が
不
可
欠
と
な
る
。
い
わ
ば
実
践
知
の
学
は
、
現
象
学
的
な
質

的
研
究
で
あ
る
一
方
で
、
そ
の
研
究
が
客
観
的
妥
当
性
を
得
る
に
は
量
的
な
成

果
が
必
要
と
さ
れ
て
く
る
。

　

最
後
に
、
土
地
に
関
す
る
実
践
知
の
学
の
厳
密
性
を
徹
底
す
る
た
め
に
は
、

〈
静
態
的
現
象
学
〉
さ
え
も
聖
域
に
す
る
わ
け
に
い
か
な
く
な
る
。
な
ぜ
な
ら

実
践
的
世
界
と
の
関
連
性
を
確
か
め
ず
に
〈
静
態
的
現
象
学
〉
を
一
方
的
に
信

じ
る
こ
と
は
、た
と
え
そ
れ
が
探
求
し
尽
く
さ
れ
た
哲
学
的
真
理
で
あ
っ
て
も
、

実
践
知
の
学
と
し
て
は
先
入
観
で
し
か
な
い
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
実
践
知
の



学
に
は
、〈
発
生
的
現
象
学
〉
の
研
究
態
度
か
ら
〈
静
態
的
現
象
学
〉
の
妥
当

性
を
裏
付
け
る
と
い
っ
た
研
究
の
余
地
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
実
践

知
の
学
の
研
究
成
果
に
み
ら
れ
る
一
定
の
普
遍
性
や
再
現
性
を
逆
に
信
憑
・
原

信
憑
の
位
相
に
還
元
し
て
検
証
す
る
と
い
う
試
み
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
そ
の

域
に
ま
で
到
達
し
得
な
か
っ
た
。
庭
に
関
す
る
実
践
知
の
解
明
を
通
じ
て
、
継

承
や
相
互
触
発
な
ど
信
憑
に
関
す
る
事
柄
は
導
き
出
さ
れ
る
に
は
至
っ
た
が
、

ま
だ
そ
の
検
証
の
手
が
か
り
を
得
た
に
過
ぎ
ず
、
大
き
な
課
題
が
残
さ
れ
た
。

　

日
常
生
活
の
実
践
の
出
来
事
と
哲
学
的
真
理
を
双
方
か
ら
裏
付
け
、
あ
る
土

地
と
時
間
に
お
け
る
特
定
の
実
践
の
本
質
的
意
味
の
解
明
を
目
指
す
実
践
知
の

学
は
、
言
葉
ど
お
り
実
践
知
（
フ
ロ
ネ
ー
シ
ス
）
と
学
（
エ
ピ
ス
テ
ー
メ
ー
）

を
両
立
さ
せ
る
取
り
組
み
な
の
で
あ
っ
た
（
１
）。

　
跋
文　

補
注

（
１
）�

ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
著
：
高
田
三
郎
約
：
ワ
イ
ド
版
岩
波
文
庫　

ニ
コ
マ

コ
ス
倫
理
学
：
２
０
１
２
、２
８
６
―
９
４
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中村一・尼崎博正：風景をつくる―現代の造園と伝統的日本庭園：昭和堂：２００１

奈良文化財研究所学報第７４冊　古代庭園研究Ⅰ：独立行政法人 文化財研究所 奈良文化財研究所：２００６

成田頼明監修：指定管理者制度のすべて 制度詳解と実務の手引き【改訂版】）：第一法規：２００９

西村ユミ�：時間経験と看護実践の編成 新人看護師の実践に注目して：メルロ = ポンティ研究　第１６号：メルロ = ポンティ・サー

クル：２０１２

日蓮宗本山立本寺：京都市指定名勝立本寺庭園 平成期定期修理報告書：日蓮宗本山立本寺：２０１１

日本国語大辞典第二版編集委員会：日本国語大辞典 第二版：小学館：２００３

日本庭園学会誌第１巻第１号、１９９３

丹保健一�：時間名詞の特性に関する一考察―格助詞「に」との共起に注目して―：三重大学教育学部研究紀要　第６１巻　人文
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科学：２�０１０

野間光辰編：新修京都叢書第１９集　京都坊目誌三：臨川書店：１９６８

【ハ行】
マルティン・ハイデガー著：河原栄峰訳：平凡社ライブラリー 形而上学入門：１９９４

マルティン・ハイデガー著：関口浩訳：平凡社ライブラリー 芸術作品の根源ん：２００８

マルティン・ハイデガー著：木田元監訳：現象学の根本問題：作品社：２０１０

マルティン・ハイデガー著：高田珠樹訳：存在と時間：作品社：２０１３

エルウイン・パノフスキー著・木田元監訳：〈象徴形式〉としての遠近法：哲学書房：２００３

飛田範夫：日本庭園の植栽史：京都大学学術出版会：２００２

廣瀬浩司：自然と文化の萌芽　メルロ＝ポンティ『自然』講義：日本現象学・社会学会第二次大会資料：２０１２

藤井英二郎・宮越リカ共訳：樹木からのメッセージ : 誠文堂新光社：１９９８

エドムント・フッサール著：細谷恒夫・木田元訳：中公文庫 ヨーロッパ諸学の危機と超越論的現象学：１９９５

エドムン�ト・フッサール、オイゲン・フィンク著：新田義弘／千田義光訳：超越論的方法論の理念　第六デカルト的省察：岩波

書店：１９９５

エドムント・フッサール著：山口一郎、田村京子訳：アウロラ叢書　受動的綜合の分析：国文社：１９９７

エドムント・フッサール著／浜�渦辰二訳：岩波文庫　デカルト的省察：２００１

エドムント・フッサール著／浜渦辰二、山口一郎監訳：ちくま学芸文庫　間主観性の現象学　その方法：２０１２

文化財保存修復学会編：文化財の保存と修復７　伝統って何 , クバプロ：２００５

平凡社編：京都・山城寺院神社大事典：平凡社：１９９７

平凡社地方資料センター編：京都・山城寺院神社大辞典：平凡社：１９９７

細川護貞：想出の人々 揮麈憶住録：文藝春秋：１９８８

細川護貞：細川護貞座談 文と美と政治と：中公文庫：１９９０

オットー・フリードリッヒ・ボルノウ著：池川健司／中村浩平訳：人間と空間：せりか書房：１９７８

オギュスタン・ベルク著・篠田勝英訳：ちくま学芸文庫　風土の日本：１９９２

【マ行】
牧野富太郎：植物一日一題：ちくま学芸文庫：２００８

松葉洋一・西村ユミ：現象学的看護研究 理論と分析の実際：医学書院：２０１４

町田香：近世初期宮廷庭園の文化史論的研究：２００４

丸山敬三郎：ソシュールの思想：岩波書店１９８１

三上美和�：日本近代美術の収集家―原三渓の美術蒐集記録「美術品買入覚え」：豊饒の日本美術取集―小林忠先生古希記念論集：

藝茸書院、２０１２

村上靖彦：摘便とお花見 看護の語りの現象学：医学書院：２０１３

村上靖彦：仙人と妄想デートする 看護の現象学と自由の哲学：人文書院：２０１６

モーリス・メルロ＝ポンティ著：滝浦静雄・木田元訳：行動の構造：みすず書房：１９６４

モーリス・メルロ＝ポンティ著：竹内芳郎／小木貞孝訳：知覚の現象学１：みすず書房：１９６７

モーリス・メルロ＝ポンティ著：竹内芳郎／木田元訳：知覚の現象学２：みすず書店：１９７４

モーリス・メルロ＝ポンティ著、滝浦靜雄・木田元訳：言語と自然：みすず書房、１９７９

モーリス�・メルロ＝ポンティ著：木田元／滝浦静雄／竹内芳雄訳：メルロ＝ポンティ・コレクション１ 人間の科学と現象学 : み

すず書房：２００１

モーリス・メルロ＝ポンティ著：木田元訳：メルロ＝ポンティ・コレクション３ 幼児の対人関係 : みすず書房：２００１

森蘊：平安時代庭園の研究：桑名文星堂：１９４５

森田潤司：食べ物の名数（四）葷菜類の名数：同志社女子大学生活科学ＶＯＬ．４７：２０１３

【ヤ行】
矢ヶ崎善�太郎：近代京都の東山地域における別邸・別宅群の形成と数寄空間に関する研究：１９９８安岡昭男：明治期田中光顕

の周辺：法政史学三十七号：１９８５
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薮内紹智監修、財団法人薮内燕庵：薮内家の茶道：古儀茶道薮内流竹風会：２００８

山口一郎：存在から生成へ：知泉書館：２００５

山口秀文：大徳寺・妙心寺の本坊・塔頭における前庭と敷地配置の構成：日本建築学会計画系論文集 : 第７５巻：第６５４号：

２０１０

山近博義：近世後期の京都における寺社境内の興行地化：人文地理　第４３巻第５号：１９９１

山中裕 : 平安期の年中行事 : 塙書房：１９７２

山根徳太郎編：小川治兵衛：小川金三発行：１９６５

ヤーコプ・フォン・ユクスキュル、ゲオルク・クリサート：日高敏隆、野田保之訳：生物から見た世界：思索社：１９７３

湯本文彦編：京華林泉帖：京都府庁、１９０６

吉川需：古庭園のみかた　美と構成：第一法規出版株式会社株式会社：１９６８

ラ・ワ行

劉建輝：日華学会関連高橋君平文書資料 解説：日華学会資料第１巻

歴代知事編纂会会長小川省吾編集・発行：日本の歴代市長第２巻：１９８４

エドワード・レルフ著、高野岳彦・安倍隆・石山美也子訳：ちくま学芸文庫　場所の現象学 没場所性を越えて：１９９９

Ｔ・Ｊ・�ロンバート著：古崎敬／境淳史／河野哲也監訳：ギブソンの生態学的心理学 その哲学的・科学史的背景：勁草書房：

２０００

和辻哲郎：風土 人間学的考察：岩波文庫、１９７９

275

博士論文

庭の発生的現象学：土地をめぐる実践知の学の試論

平成２９年５月
　　　　　　　　　（２０１７）

大阪大学大学院人間科学研究科

今江　秀史
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